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59 Oracle Service Busサービスのデプロイ


この章では、Service BusプロジェクトおよびアプリケーションをOracle WebLogic Serverにデプロイするための手順について説明します。 Oracle Service Busコンソール、JDeveloper、Fusion Middleware ControlおよびService BusデプロイメントAPIからService Busコンポーネントをデプロイできます。異なる環境へのデプロイおよび異なる環境からのデプロイでは、カスタマイズ・ファイルを使用してエンドポイントURIなどの環境値を更新できます。

この章の内容は次のとおりです。

	
デプロイメントの概要


	
デプロイする前に


	
Oracle Service Busコンソールからのデプロイ


	
JDeveloperからのデプロイ


	
Fusion Middleware ControlでのService Bus構成JARファイルのデプロイ


	
オンライン構成の更新


	
クラスタでのオンライン構成の更新








59.1 デプロイメントの概要


デプロイメントは、Service Busリソースをパッケージ化し、それらをターゲット・アプリケーション・サーバーに転送するプロセスです。

リソースは、次のような様々な方法によってデプロイできます。

	
Oracle Service Busコンソールでの現行セッションのアクティブ化。


	
JDeveloperでのデプロイ・コマンドの使用によるプロジェクトまたはアプリケーションのデプロイ。


	
JDeveloperでの構成JARファイルのアプリケーション・サーバーへのエクスポート。また、JDeveloperに含まれる統合アプリケーション・サーバーにデプロイすることで、アプリケーションおよびプロジェクトの実行、デバッグおよびテストが行えます。


	
Fusion Middleware Controlを使用した構成JARファイルのインポート。


	
Mavenプラグインを使用したMaven環境へのService Busサービスのデプロイ。詳細は、「Oracle Service Bus開発Mavenプラグインの使用」を参照してください。


	
WLSTコマンドを使用したセッションのアクティブ化および構成と環境値のインポート。詳細は、『Oracle Service Busの管理』のOracle Service BusデプロイメントAPIの使用に関する項を参照してください。




Service Busリソースのデプロイ後は、Fusion Middleware Controlを使用してランタイムでそれらのリソースをモニターおよび管理できます。詳細は、『Oracle Service Busの管理』のOracle Service Busランタイムの管理に関する項を参照してください。







59.2 デプロイする前に


Service Bus構成をデプロイする方法に関係なく、デプロイする前に次の情報を確認してください。

	
構成ウィザードを使用したService Busドメインの作成


	
競合の解決


	
JMSリソースの構成


	
セキュリティの構成








59.2.1 構成ウィザードを使用したService Busドメインの作成


Service Bus構成をデプロイするには、Service Busリソースをデプロイする実行中のService Busドメインが必要です。ドメインには、実行中のデータベースで必要なスキーマが存在している必要があります。Oracle Fusion Middleware構成ウィザードを使用したService Busドメイン作成の詳細は、『Oracle Service Busのインストレーションおよび構成』のOracle Service Busドメインの構成に関する項を参照してください。







59.2.2 競合の解決


デプロイ中のService Busリソースに競合があると、そのデプロイメントは失敗します。「競合の表示と解決」の説明に従い、リソースのアクティブ化またはエクスポートの前に、既存の競合を表示し、解決します。Service Busリソースに競合がある場合、JDeveloperからのデプロイまたはコンソールからのアクティブ化は失敗します。







59.2.3 JMSリソースの構成


Oracle Fusion Middleware構成ウィザードでのJMSファイル・ストアの構成とともに、JMSを使用するプロキシ・サービスおよびビジネス・サービスは次のリソースが必要です。

	
JMSコネクション・ファクトリ: JMSを使用して実装されたすべてのビジネス・サービスとプロキシ・サービスに、XAまたは非XAのJMS接続ファクトリを構成する必要があります。


	
JMSキューおよびトピック: キューが同じローカルService Busドメイン上にある場合、Service BusではJMSを使用して実装されたプロキシ・サービスに自動的にJMSキューが構成されます。JMSを使用するすべてのビジネス・サービス、リモート・キューからのメッセージを消費するプロキシ・サービス、および非JMSを使用して実装されたプロキシ・サービスには、JMSキューまたはトピックを構成する必要があります。




すべてのService Bus JMSリソースを単一のJMSモジュールにまとめるには、WebLogic Server管理コンソールを使用して、プロキシ・サービスのエンドポイントとして使用する宛先を含む新しいJMSモジュールを作成します。JMSリソースの構成の詳細は、『Oracle WebLogic Server JMSリソースの管理』のJMSリソースの構成方法に関する項を参照してください。







59.2.4 セキュリティの構成


Service Busでは、WebLogic Serverのセキュリティ機能を利用して、メッセージの機密性と整合性を保証し(メッセージ・レベルのセキュリティ)、WebLogic Server、サービス・クライアント、およびビジネス・サービスの間の接続を保護し(転送レベルのセキュリティ)、認証と認可(アクセス制御)を行います。Oracle Service Busのセキュリティを構成する方法の詳細は、「セキュリティ」を参照してください。


注意:

各Service Busドメインに別々にセキュリティを構成する必要があります。Service Busでは、セキュリティ構成のエクスポートおよびインポートは行いません。











59.3 Oracle Service Busコンソールからのデプロイ


Oracle Service Busコンソールでは、変更をアクティブ化することで、作成したサービスをランタイムにデプロイします。アクティブ化した変更は、ただちに実行時環境で使用可能になります。

また、Oracle Service Busコンソールを使用して、実行時にアクティブ化されるコンポーネントを更新することもできます。





59.3.1 コンソールからデプロイする方法



Service Busドメインの構成と保護を終え、サービスに必要なJMSリソースを追加すると、Service Bus構成が入ったJARファイルをインポートできます。構成メタデータをインポートした後、ドメインの環境固有の情報を更新できます。セキュリティ関連の変更を除くService Bus構成へのすべての変更には、セッションが必要です。

構成JARファイルのコンテンツをデプロイするには:




	Service Busでセッションを作成します。

「セッションの作成方法」を参照してください。




	構成JARファイルからすべてのオブジェクトまたは選択したオブジェクトをインポートします。

「コンソールで構成JARファイルからリソースをインポートする方法」を参照してください。




	サービス・エンドポイントURI、ディレクトリ名などの環境固有の情報を更新します。

『Oracle Service Busの管理』のOracle Service Busコンソールを使用した環境値の検索と置換に関する項または構成ファイルを使用した環境値と操作設定の更新に関する項を参照してください。




	競合がないことを確認します(競合はツールバーに「競合」アイコンで示されます)。

競合がある場合は、「競合の表示と解決」の説明に従って解決します。




	セッションをアクティブ化します。

「セッションのアクティブ化方法」を参照してください。







WebLogic Scripting Tool (WLST)とService BusのdeploymentMBeanを使用して、プログラムで構成のインポートと更新を行うこともできます。詳細は、『Oracle Service Busの管理』のOracle Service BusデプロイメントAPIの使用に関する項を参照してください。











59.4 JDeveloperからのデプロイ


アプリケーションまたはプロジェクトをWebLogic Serverに最初にデプロイするときに、アプリケーション全体とすべてのプロジェクトがパブリッシュされます。

その後のアプリケーションのデプロイメントでは、変更されたリソースのみがサーバーにパブリッシュされます。アプリケーション内のService Busリソースに競合があると、そのデプロイメントは失敗します。





59.4.1 WebLogic Serverへの接続の作成方法



JDeveloperで、Service Busアプリケーションがデプロイされるアプリケーション・サーバーへの接続を作成する必要があります。Service Busサービスをホストしている各アプリケーション・サーバーに対してこのタスクを1回実行するだけです。次のタイプのサーバーに接続できます。





	
スタンドアロン・サーバー: JDeveloperに管理されていないサーバー。スタンドアロン・サーバーには、Oracle Cloudの構成ウィザードとWebLogicサーバーを使用して作成したドメインが含まれます。スタンドアロン・サーバーへのデプロイにはデプロイ・コマンドのみを使用できます。デプロイ先のサーバーが実行されている必要があります。


	
統合サーバー: JDeveloperで管理でき、開発とテストでのみ使用されるサーバー。接続の設定時、JDeveloperによるサーバーのライフサイクルの管理を許可すると、実行コマンドまたはデプロイ・コマンドを使用してJDeveloperからサーバーに直接デプロイできます。JDeveloperでライフサイクルを管理しない場合は、サーバーを手動で起動および停止する必要があります。この場合、サーバーがすでに実行されていれば、実行コマンドのみをデプロイに使用できます。




アプリケーション・サーバー接続を作成するには:




	アプリケーション・サーバー・ナビゲータが表示されていない場合、「ウィンドウ」メイン・メニューをクリックして「アプリケーション・サーバー」を選択します。
	アプリケーション・サーバー・ナビゲータで、「アプリケーション・サーバー」を右クリックして「新規アプリケーション・サーバー」を選択します。

「アプリケーション・サーバー接続の作成」ウィザードが表示されます。




	「スタンドアロン・サーバー」または「統合サーバー」のいずれかを選択します。
	「次」をクリックします。
	次のいずれかを行います:

	
「スタンドアロン・サーバー」を選択した場合は、接続の名前を入力します。Oracle Cloudサーバーに接続している場合は、「接続タイプ」リストから「Oracle Cloud」を選択します。そうでない場合は、接続タイプをデフォルト値(WebLogic 12.x)のままにします。


	
「統合サーバー」を選択した場合は、接続名を入力します。JDeveloperから実行モードおよびデバッグ・モードでサーバーを起動する場合は、「JDeveloperでこのサーバー・インスタンスのライフサイクルを管理します」を選択し、ドメインおよびサーバー・インスタンスの場所を入力します。







	「次」をクリックします。
	「認証」ページで、ユーザー名とパスワードを入力してWebLogic Serverに接続し、「次へ」をクリックします。
	「構成」ページで、次の情報を入力します。


	オプション	説明
	
Oracle Cloudサーバー接続を作成する場合:

	
データ・センター: 使用するデータ・センター、または必要な場合は新しいデータ・センターの短縮コードを入力します。たとえば、US Commercial 1 [us1]では、短縮コードはus1です。

Identityドメイン: Oracle Cloudサービス・インスタンスのアイデンティティ・ドメインを入力します。

サービス名: Oracle Cloudサービス・インスタンスのサービス名を入力します。

Oracle Cloudサービスにサインアップすると、Oracle Cloudサービス・インスタンスへの接続を確立するために、ここに入力するデータ・センター、アイデンティティ・ドメインおよびサービス名に関する情報を受信します。


	
クラウド以外のサーバー接続を作成する場合:

	
Weblogicホスト名(管理サーバー): WebLogic Serverが常駐するサーバーの名前。

Weblogicホスト名(管理サーバー): WebLogic Serverが常駐するサーバーの名前。

SSLポート: WebLogic Serverで使用されるSSLポート番号。

Secure Sockets Layer (SSL)を使用するには、「常にSSLを使用」チェック・ボックスを選択します。

WebLogicドメイン: WebLogic Serverドメインの名前。

ドメインの指定の詳細は、「ヘルプ」をクリックしてください。









	「次」をクリックします。
	「テスト」ページで、「接続のテスト」をクリックしてサーバー接続を検証します。


注意:

テストは、実行中のサーバーに対して行われた場合にのみ成功します。






	接続が成功したら「終了」をクリックします。それ以外の場合は、「戻る」をクリックして前のダイアログで修正を行います。

接続テストに失敗しても、接続は作成されます。












59.4.2 デプロイメント・プロファイルの作成方法



デプロイメント・プロファイルにより、プロジェクトまたはアプリケーションをデプロイするアプリケーション・サーバーについての情報がJDeveloperに提供されます。このプロファイルのタイプは、選択したプロジェクトのみをデプロイするか、Service Busアプリケーション全体をデプロイするかを示します。Service Busは、作成する各Service Busプロジェクトにデフォルトのプロジェクト・デプロイメント・プロファイルを追加し、各Service Busアプリケーションにデフォルトのアプリケーション・デプロイメント・プロファイルを追加します。それぞれが異なるアプリケーション・サーバーにデプロイされる追加デプロイメント・プロファイルを定義できます。

デプロイメント・プロファイルの使用の詳細は、『Oracle JDeveloperによるアプリケーションの開発』のデプロイメント・プロファイルの作成および編集方法に関する項を参照してください。

デプロイメント・プロファイルを作成するには:




	アプリケーション・ナビゲータで、Service Busプロジェクトを右クリックします。
	「デプロイ」をポイントし、「新規デプロイメント・プロファイル」を選択します。

「デプロイメント・プロファイルの作成」ダイアログが表示されます。




	「プロファイル・タイプ」フィールドで、次のいずれかを実行します。

	
選択したプロジェクトのみをデプロイするプロファイルを定義するには、「Service Busプロジェクト」を選択します。


	
選択したプロジェクトを含むアプリケーション内のすべてのプロジェクトをデプロイするプロファイルを定義するには、「Service Bus構成」を選択します。







	「デプロイメント・プロファイル名」フィールドに、プロファイルの一意の識別名を入力します。
	「OK」をクリックします。
	「保存」をクリックします。







59.4.3 Service Busデプロイメントをカスタマイズする方法


JDeveloperでは、Service Busのデプロイメントをカスタマイズできます。

JDeveloperでService Busのデプロイメントをカスタマイズするには:


	「アプリケーション」メニューから、「アプリケーション・プロパティ」を選択します。
	「Service Bus構成」をクリックします。
	次のいずれかを行います:
	「カスタム設定の使用」を選択し、「設定のカスタマイズ」ボタンをクリックして、JDeveloperで複数のService Busアプリケーションに使用できるデプロイメント設定をカスタマイズします。
	アプリケーション設定の使用を選択し、JDeveloperで現在選択しているService Busアプリケーションのデプロイメント設定をカスタマイズします。



	デプロイメント・プリファレンスと一致するように、次の設定を編集します。


	要素	説明
	
設定の保持

	
設定を保持するオプションがあります。


	
環境変数値の保持

	
インポート先システムの既存リソースの環境変数値を保持する場合は、このオプションを選択します。


	
セキュリティおよびポリシーの設定の保持

	
インポート先システムのセキュリティ構成(アクセス制御ポリシーを除く)と(WSDLドキュメントにバインドされるのではなく)サービスに直接バインドされるWS-Policyへの参照を保持する場合は、このオプションを選択します。このオプションを選択すると、セキュリティおよびポリシーの構成がJDeveloperで更新済である場合でも、既存のリソースの値はインポート時に保持されます。


	
資格証明(ユーザー名/パスワード)の保持

	
サービス・キー・プロバイダのインポート先システムのPKI資格証明、サービス・アカウントのユーザー名とパスワード、およびSMTPサーバー、JNDIプロバイダ、UDDIレジストリ内のユーザー名とパスワード資格証明を保持する場合は、このオプションを選択します。


	
セッション設定

	
アーティファクトをService BusデプロイメントにパブリッシュするときのService Busセッションのオプションが含まれています。


	
パブリッシュ後にセッションをアクティブ化

	
インポートが正常に完了したらすぐに、Oracle Service Busコンソールにセッションを作成してアクティブ化するには、このオプションを選択します


	
アクティブ化に失敗した場合にセッションを破棄

	
インポートの完了後にセッションをアクティブ化することを選択していて、さらにセッションのアクティブ化に失敗したときにセッションを破棄する場合は、このオプションを選択します。インポートしているいずれかのリソースで競合が発生すると、失敗する場合があります。


	
説明

	
セッションの簡単な説明を入力します。


	
デプロイメント・カスタマイズ・ファイル

	
インポートに含めるカスタマイズ・ファイルを指定するか、「参照」をクリックし、構成ファイルに移動して選択します。カスタマイズの詳細は、『Oracle Service Busの管理』の構成ファイルを使用した環境値と操作設定の更新に関する項を参照してください。


	
KeyStoreファイル

	
「参照」をクリックして、JDeveloperでService Busコンポーネントを使用する場合に、サービス・アカウントとサービス・キー・プロバイダの構成に使用するキーストア・ファイルを選択します。

注意: これはターゲット・サーバーがポイントするキーストアと同じである必要があります。


	
パスワード

	
キーストア・ファイルのパスワードを入力します。









	「OK」をクリックして、変更を保存します。








59.4.4 Service Busプロジェクトまたはアプリケーションのデプロイ方法



選択したプロジェクトのみをWebLogic Serverにデプロイするか、選択したプロジェクトが配置されているアプリケーション全体をデプロイできます。プロジェクト・レベルのデプロイメントは、増分ではなく完全なプロジェクトとそのすべての依存関係をパブリッシュします。プロジェクトまたはアプリケーションをデプロイする場合、処理に使用するデプロイメント・プロファイルを選択します。使用するプロファイルによって、プロジェクトのみをデプロイするか、アプリケーション全体をデプロイするかが決定されます。各プロジェクトに生成されたデフォルト・プロファイルは、そのプロジェクトのみをデプロイします。

Service BusおよびJDeveloperでは現在、Oracle Cloudサーバーへの直接デプロイをサポートしています。Oracle Cloudサーバーへの接続の作成の詳細は、「WebLogic Serverへの接続の作成方法」を参照してください。


注意:

Runコマンド(選択したサーバーへのデプロイと、Service Busテスト・コンソールの起動)を使用したサーバーへのパブリッシュも可能です。統合型のサーバーでは、実行コマンドのみが使用可能です。詳細は、「テスト・コンソールへのアクセス」を参照してください。







始める前に





「WebLogic Serverへの接続の作成方法」の説明しているように、アプリケーション・サーバーに接続していることを確認します。デフォルトのデプロイメント・プロファイルを使用しない場合は、「デプロイメント・プロファイルの作成方法」で説明しているように、新しいプロファイルを作成します。

プロジェクトまたはアプリケーションをデプロイするには:




	JDeveloperアプリケーション・ナビゲータで、デプロイするプロジェクトを右クリックします。
	「デプロイ」をポイントし、使用するデプロイメント・プロファイルの名前を選択します。

正しいプロファイルを選択してください。プロジェクトのみをデプロイするには、「Service Busプロジェクト」のタイプを持つプロファイルを選択します。アプリケーション全体をデプロイするには、「Service Bus構成」のタイプで構成されたプロファイルを選択します。プロジェクト・プロパティ内のデプロイメント・プロファイルの構成を表示できます。




	デプロイ・ウィザードで、「Service Busサーバーへのデプロイ」を選択して「次へ」をクリックします。
	「サーバーの選択」ページで、デプロイ中のサーバーのアプリケーション・サーバー接続の名前を選択します。

「アプリケーション・サーバー」リストにそのサーバーがない場合、「WebLogic Serverへの接続の作成方法」の説明に従って、「アプリケーション・サーバーの追加」をクリックして「アプリケーション・サーバー接続の作成」ウィザードを完了します。




	既存のデプロイ済アーティファクトを上書きするには、「同一名モジュールの上書き」を選択します。
	「次」をクリックします。
	デプロイメントの概要情報を参照して、「終了」をクリックします。

「デプロイメント - ログ」ウィンドウで、デプロイメントの進行状況を表示できます。












59.4.5 以前の構成を使用したプロジェクトまたはアプリケーションのデプロイ方法



プロジェクトを一度デプロイすると、以降のデプロイメントで同じ構成を使用する場合はデプロイ・ウィザードをスキップできます。デプロイ・ウィザードをスキップすると、Service Busは前回のプロジェクトのデプロイ時と同じデプロイメント・プロファイルとデプロイ・ウィザードでの選択を使用します。

前回の構成を使用してデプロイするには:




	JDeveloperアプリケーション・ナビゲータで、デプロイするプロジェクトを右クリックします。
	「デプロイ」をポイントし、「Service Busサーバーへのデプロイ」を選択します。

プロジェクトは、プロジェクトのデプロイに使用された最後の構成を使用してデプロイされます。「デプロイメント - ログ」ウィンドウで、デプロイメントの進行状況を表示できます。












59.4.6 JDeveloperを使用したデプロイ時の動作


デプロイメントに成功した場合、デプロイされたプロジェクトが次の場所に表示されます。

	
「アプリケーション・サーバー」→「server_connection_name」→「Service Bus」→「Service_Bus_server_name」の下の「リソース」ウィンドウ。


	
「server_connection_name」→「Service Bus」→「Service_Bus_server_name」の下のアプリケーション・サーバー・ナビゲータ。




これで、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlからアプリケーションをモニターする準備ができました。詳細は、『Oracle Service Busの管理』の管理およびモニター・ページの概要に関する項を参照してください。

デプロイメントに失敗した場合、デプロイメント・ログ・ウィンドウに表示されるメッセージを確認して修正処理を行ってください。









59.5 Fusion Middleware ControlでのService Bus構成JARファイルのデプロイ


ファイルをFusion Middleware Controlにインポートすることで、Service Bus構成JARファイルをデプロイできます。構成JARファイルには、以前別のService Bus環境からエクスポートされたService Busリソースが含まれます。

エクスポートおよびインポート機能により、環境をまたいだプロジェクトおよびリソースの移動が容易になります。JARファイルのインポートでは、インポートしたリソースの操作設定および環境値を新しい環境に合せて更新する、個別の構成ファイルをインポートすることもできます。たとえば、構成ファイルではホスト名およびポート番号を更新したり、サービスのモニターを有効化または無効化できます。

Fusion Middleware Controlへのリソースのインポートの詳細は、『Oracle Service Busの管理』のOracle Service BusのFusion Middleware Controlへのインポートに関する項を参照してください。環境構成ファイルの詳細は、『Oracle Service Busの管理』の構成ファイルを使用した環境値と操作設定の更新に関する項を参照してください。







59.6 オンライン構成の更新


構成がデプロイされると、Service Busではシステムの構成情報を動的に変更できます。変更内容を有効にするためにサーバーを再起動する必要はありません。

「コンソールからデプロイする方法」で説明している手順を使用して、リソースやプロジェクト、または複数の(関連する、あるいは関連しない)リソースを変更できます。手順2では、リソースを直接コンソール内で変更するか、オブジェクトのすべてまたはサブセットを構成JARファイルからインポートできます。

変更がまとめられ、すべてのサーバー(クラスタ環境を使用している場合は管理サーバーと管理対象サーバー)に送られます。このような変更によって、永続構成データが更新され、また、プロキシ・サービスやJMSキューの作成、XQueryのコンパイルなど、他の実行時タスクも実行されます。

図59-1は、システムでのメッセージの処理中に構成が更新された場合に、システムがメッセージをどのように処理するかを示します。表59-1は、図59-1に示されているサンプル・システムのリソースのバージョンを示します。


表59-1 サンプル・システムの最初の構成と更新された構成

	リソース	最初のバージョン	更新されたバージョン
	
プロキシ・サービス

	
X

	
A


	
MFL

	
Y

	
B


	
XQuery

	
W

	
C








図59-1 オンライン更新のサンプル・シナリオ

[image: 図59-1の説明が続きます]



この図のメッセージ処理では次の点に注意してください。

	
メッセージ1は、t1 (構成の更新時)にはすでにシステムに届いている


	
メッセージ1は、元(更新前)のリソース(X、Y、W)を使用して処理を完了する


	
メッセージ2は、新しい構成(リソースA、B、C)を使用して処理を開始して完了する




Service Busは、メッセージがプロキシ・サービスに届いた時点で使用可能なバージョンのプロキシ・サービスとアーティファクトを使用して、メッセージを実行しようとします。これにより、メッセージのアーティファクトの一貫性が保たれます。メッセージ・プロセッサが、メッセージに対してこの動作を保証できない場合は、誤って処理しないようにメッセージを拒否します。





59.6.1 構成のオンライン更新のための前提知識


この項では、実行中のService Busシステムで構成を更新するときに従うガイドラインと注意する必要のある制約について説明します。

	
Service Busによるメッセージの拒否が心配な場合は、再試行機能のあるJMS転送プロトコルを使用します。互換性のあるリソースでの処理をシステムが保証できないためにメッセージが拒否されることがありますが、そのようなメッセージがすべて再試行されます。


	
セキュリティ関連の構成を最初に更新してから、システム内のService Busリソースを更新します。セキュリティ構成変更は、特にアクティブ化のため、Service Busに表示される前にWebLogicサーバー・レベルで変更しておく必要があります。たとえば、SSLを使用するためにプロキシ・サービスを有効にするには、SSL関連のオプションをドメイン・レベルで構成する必要があります(SSLポートの有効化、ドメインの識別および信頼など)。セキュリティ・リソースの更新の詳細は、『Oracle WebLogic Serverセキュリティの管理』のセキュリティ管理の概要に関する項を参照してください。


	
更新内容は、システムを使用する既存のクライアントと互換性を持つ必要があります。「オンライン・プロキシ・サービスの変更」を参照してください。


	
クラスタの構成を更新する場合、管理対象サーバーごとに更新のタイミングが異なる可能性があります。結果として、メッセージを取得して処理する管理対象サーバーに応じて、メッセージを処理するプロキシ・サービスのバージョンが異なることがあります。これは、管理対象サーバー間のロード・バランシングに依存します。


	
オンライン・デプロイメントの際に、Service Busで正しいバージョンの参照リソースがメッセージ処理に使用されているかどうかを確認します。一時的に正しいバージョンの参照リソースが使用されていない場合は、エラーが返されます。ただし、呼び出されたサービスのインタフェース・アーティファクト(MFL、WSDLファイルなど)が変更されている場合、プロキシ・サービスのバージョンと相関しないアーティファクトのバージョンが一時的に確認されても、呼出しを行うプロキシ・サービスではエラーを返さない場合があります。










59.6.2 オンライン・ビジネス・サービスの変更


既存のエンタープライズ情報システム(EIS)インスタンスが徐々に少なくなり、新しいインスタンス(EISソフトウェアの新しいバージョン、新しいハードウェアなどで使用可能)がオンラインで提供される場合があります。このような場合、Service Bus管理者は、影響を受けるService Busサービスを変更して新しいEISインスタンスに適切に移行する必要があります。

Oracle Service Busコンソールを使用したビジネス・サービスのエンドポイントURIの変更については、「ビジネス・サービスのトランスポートの構成方法」を参照してください。







59.6.3 オンライン・プロキシ・サービスの変更


プロキシ・サービスを定義する大部分のメタデータは、新しい環境にデプロイする際に変更する必要はありませんが、次の情報の更新が必要になることがあります。たとえば、ファイル、FTPおよび電子メール・メッセージのタイプを持つプロキシ・サービスの定義では、クラスタでのポーリング実行時コンポーネントのデプロイメント用に単一の管理対象サーバーを指定する必要があります。

ビジネス要件の変化に伴い、プロキシ・サービスの変更が必要になることがあります。変更に後方互換性がある場合、Oracle Service Busコンソールを使用してオンラインで動的に変更を行い、新しいバージョンのプロキシ・サービスを作成できます。次のいずれかの条件を満たす場合、変更には後方互換性があります。

	
変更対象オブジェクトのインタフェースは変更しません。


	
新旧混在のクライアントがインタフェースを使用します。




必要な変更に後方互換性がない場合、オンラインで変更できるようにする2つの代替方法があります。

	
以前のバージョンとは異なる名前とURLを持つ新しいプロキシ・サービスを作成し、デプロイします。クライアントは新しいプロキシ・サービスにアクセスすることでアップグレードされます。この場合、プロキシ・サービスの新旧のバージョンを並行して実行し、新しいプロキシ・サービスに段階的に移行できます。


	
プロキシ・サービスのインタフェースを変更して新しいインタフェースと古いインタフェースの両方をサポートするようにし(たとえば、XMLスキーマchoiceを使用)、受信されるドキュメントに基づいてメッセージ・フローで異なるロジックを実行することで、後方互換性を強制的に実現します。クライアントは、引続き元のURLを使用してプロキシ・サービスにアクセスできます。




さらに、Service Busクラスタ・ドメインでは、後方互換性のないプロキシ・サービスのデプロイメントについてのシステム管理要件があります。詳細は、「クラスタへの新しいバージョンのプロキシ・サービスのインストール」を参照してください。







59.6.4 オンライン・パイプラインの変更


パイプラインでは、指定された宛先(ビジネス・サービス、他のプロキシ・サービスなど)にメッセージをルーティングします。新しい環境で、メッセージ・ルーティング定義の更新が必要になることがあります。









59.7 クラスタでのオンライン構成の更新


クラスタでService Busコンポーネントを更新する場合は、非クラスタ環境について考慮する必要もあります。

オンライン更新の実行については、「オンライン構成の更新」を参照してください。





59.7.1 クラスタのビジネス・サービスの変更



ビジネス・サービスを変更する手順は、非クラスタ環境でもクラスタ環境でも同じです。しかし、クラスタのビジネス・サービスへの変更をデプロイする手順は、ビジネス・サービスに行った変更の種類および同時にデプロイする他の変更の性質によって異なります。詳細は、次の項のインストール戦略に関する説明を参照してください。

ビジネス・サービスの変更方法については、「オンライン・ビジネス・サービスの変更」を参照してください。









59.7.2 クラスタへの新しいバージョンのプロキシ・サービスのインストール



プロキシ・サービスの変更はオンラインで動的に行うことも、部分的または完全にオフラインで行うこともできます。変更に後方互換性がある(つまり、インタフェースは変更しない)場合、Oracle Service Busコンソールを使用してオンラインで動的に変更できます。他の種類の変更は、部分的または完全にオフラインで行う必要があり、システム管理の追加手順が必要です。

プロキシ・サービス・インタフェースへの後方互換性がない変更を含む変更を行うには、完全なオフライン・デプロイメントが必要です。新しいバージョンをインストールするには、すべてのサーバーが作動中に次の手順を実行します。




	すべてのインバウンド・メッセージを休止します。
	非同期にバックログされたすべてのメッセージが処理されたことを確認します。
	プロキシ・サービスで必要な変更を行い、テストして、プロキシ・サービスが要求どおり動作することを確認します。
	インバウンド・メッセージの受信を再開します。



後方互換性とインストール方針の詳細は、「オンライン・プロキシ・サービスの変更」を参照してください。















51 トランスポート・レベルのセキュリティの構成


この章では、Service Busの様々なトランスポートに対して、トランスポート・レベルのセキュリティを構成する方法について説明します。

トランスポート・レベルのセキュリティは、サービス・コンシューマとプロキシ・サービス、ビジネス・サービス間の接続を確立する一環として、セキュリティ・チェックを適用します。Service Busが適用するセキュリティ・チェックのタイプは、プロキシ・サービスやビジネス・サービスが通信で使用するプロトコルによって異なります。プロトコルによっては、クライアントとエンドポイント間の通信を暗号化して、第三者による傍受を防止することもできます。

インバウンド・トランスポート・レベルのセキュリティは、クライアントとService Busプロキシ・サービス間の通信を保護します。アウトバウンド・トランスポート・セキュリティは、Service Busプロキシ・サービスからアウトバウンド・リクエストを送信する3つすべてのテクニック(ルート・アクション、パブリッシュ・アクション、コールアウト・アクション)を保護します。

この章の内容は次のとおりです。

	
HTTPSのトランスポート・レベルでのセキュリティの構成


	
HTTPのトランスポート・レベルでのセキュリティの構成


	
JMSのトランスポート・レベルでのセキュリティの構成


	
SFTPトランスポートのトランスポート・レベルでのセキュリティの構成


	
電子メール、FTP、およびファイル・トランスポート・レベルのセキュリティ


	
SBトランスポートのトランスポート・レベルでのセキュリティの構成


	
WSトランスポートのトランスポート・レベルでのセキュリティの構成


	
WebSphereメッセージ・キュー・トランスポートのトランスポート・レベルでのセキュリティの構成


	
メッセージ・コンテキストでのトランスポート・レベルのセキュリティ要素




ビジネス・サービスおよびプロキシ・サービスでセキュリティを構成する手順については、「ビジネス・サービスとプロキシ・サービスの保護」を参照してください。





51.1 HTTPSのトランスポート・レベルでのセキュリティの構成


HTTPSプロトコルは、通信を保護するためにSSLを使用します。SSLを使用して通信を暗号化し、メッセージの整合性を保証するとともに、強力なサーバーおよびクライアントの認証を要求することができます。HTTPSを使用する前に、WebLogic ServerでSSLを構成する必要があります。

詳細は、「Oracle WebLogicセキュリティ・フレームワークの構成:主な手順」を参照してください。

次の項で、HTTPSプロトコルのトランスポート・レベルのセキュリティの構成について説明します。

	
HTTPSの認証レベル


	
インバウンドHTTPSセキュリティの構成:主な手順


	
アウトバウンドHTTPSセキュリティの構成:主な手順








51.1.1 HTTPSの認証レベル


HTTPSプロトコルを介して通信する各プロキシ・サービスやビジネス・サービスについて、次のレベルの認証のいずれかを要求するようにサービスを構成できます。

	
一方向SSL、認証なし

このレベルでは、暗号化された通信が可能ですが、クライアントに資格証明を要求しません。一方向のSSL接続を確立するには、クライアントが接続を開始して、Service Busがその証明書をクライアントに送信します。つまり、クライアントがService Busを認証します。


	
一方向SSL、基本認証

このレベルでは暗号化された通信が可能で、一方向SSL通信が確立された後にクライアントはユーザー名とパスワードを提供する必要があります。クライアントは、ユーザー名とパスワードをHTTPリクエスト・ヘッダー(SSLで暗号化されます)にエンコードして提供します。プロキシ・サービスは暗号化されたリクエストを受信すると、資格証明をドメインの認証プロバイダに引き渡し、認証プロバイダがクライアントの資格証明が作成されたユーザー・アカウントに一致するかどうかを判断します。


	
双方向SSL、クライアント証明書認証

このレベルでは暗号化された通信が可能で、強力なクライアント認証(二方向SSL)が行われます。

双方向のSSL接続を確立するには、クライアントが接続を開始してService BusがそのX.509証明書をクライアントに送信します。続いて、クライアントは自身の証明書をService Busに送信し、Service Busがクライアントを認証します。

クライアントの証明書からユーザー名を取得するには、IDアサーション・プロバイダを構成し、そのプロバイダが証明書のフィールドを抽出してクライアントのID (X.509トークン)として使用します。通常は証明書のSubjectDistinguishedNameのCN(共通名)またはE(電子メール)です。X.509トークンを抽出した後、そのトークンをFusion Middleware Controlで作成されたユーザー・アカウントと比較します。

SSLおよびIDアサーション・プロバイダの詳細は、『Oracle WebLogic Serverセキュリティの理解』のセキュリティの基礎概念に関する項を参照してください。


	
トランスポート・レベルのカスタム資格証明。

カスタム認証トークンを使用して、トランスポート・レベルでクライアントのリクエストを認証できます。カスタム・トークンは、HTTPヘッダーで指定します。サービス定義ウィザードのHTTPに固有な構成ページを使用すると、クライアントの認証を構成できます。カスタム認証の概念については、「カスタム認証の構成」で説明しています。










51.1.2 インバウンドHTTPSセキュリティの構成:主な手順



プロキシ・サービスのインバウンド・トランスポート・レベルのセキュリティを構成するには:




	使用するHTTPS認証レベルに応じて、SSLおよび認証プロバイダ、IDアサーション・プロバイダをサポートするWebLogicのセキュリティ・フレームワークを構成したことを確認してください。

	
クライアント認証をなしにする場合(匿名リクエスト)、「クライアント認証」を「なし」に設定します。


	
基本認証については、「クライアント認証」を「基本」に設定します。『Oracle Service Busの管理』のOracle Service Busユーザーの作成に関する項を参照してください。


	
SSLクライアント認証の場合、「クライアント認証」を「クライアント証明書」に設定し、WebLogic IDアサーション・プロバイダとWebLogic証明書パス・プロバイダを構成します。


	
カスタムの認証トークンの場合、「クライアント認証」を「カスタム認証」に設定します。カスタムの認証トークンは、HTTPSヘッダーで送信される、IDアサーション・プロバイダに以前に構成された任意のアクティブなトークンを使用できます。カスタム認証の概念については、「カスタム認証の構成」で説明しています。


注意:

最初に、「カスタム・トークン用IDアサーション・プロバイダの構成」の説明に従って、WebLogic ServerのIDアサーション・プロバイダを構成、または作成して構成し、Fusion Middleware Controlへのアクセスを許可するクライアントのユーザー名とパスワードを追加する必要があります。






「Oracle WebLogicセキュリティ・フレームワークの構成:主な手順」を参照してください。




	プロキシ・サービスを作成するときは、「トランスポート構成」ページで、「HTTP」を選択します。
	HTTPトランスポート構成ページで、「HTTPSが必要」オプションを選択します。
	「HTTPSの認証レベル」の説明に従って、認証レベルを選択します。
	Service Busのオンライン・ヘルプに説明されているように、「ディスパッチ・ポリシー」、「リクエストのエンコーディング」、「レスポンスのエンコーディング」の選択を行います。
	作成するサービスがWSDLベースで操作がある場合、「メッセージ処理構成」ページで選択を行います。WS-I準拠を実行して(SOAP 1.1サービスのみ)、使用する選択アルゴリズムを選び、このプロキシ・サービスが呼び出す操作を決定します。このオプションは、WSDLファイルから定義されたSOAPサービスまたはXMLサービスでのみ使用できます。








51.1.3 アウトバウンドHTTPSセキュリティの構成:主な手順



アウトバウンド・トランスポート・レベル・セキュリティでは、ビジネス・サービスとの接続を開くクライアントはプロキシ・サービスです。

アウトバウンド・トランスポート・レベル・セキュリティを構成するには:

	
(開発やテスト環境とは対照的に)本番環境でトランスポート・レベルのセキュリティを構成する場合、「ホスト名検証」が有効になっているか確認します。『Oracle WebLogic Serverセキュリティの管理』のSSLの構成に関する項のホスト名の使用方法を参照してください。


	
ビジネス・サービスを作成するときは、トランスポート構成ページで、「HTTP」を選択します。


	
「HTTPSの認証レベル」の説明に従って、認証レベルを選択します。

Service Busがクライアントを認証しないようにプロキシ・サービスを構成した場合、エンタープライズ・システムを構成し、一方向SSLの認証レベル(基本認証オプション)を選択することによりクライアントを認証してください。


	
URIにより、HTTPとHTTPSのどちらを使用するかが決まります。HTTPビジネス・サービスは、HTTPとHTTPSのURLを組み合せることができます。ただし、認証方法がクライアント証明書の場合を除きます。この場合は、すべてのURLをHTTPSにする必要があります。


	
ビジネス・サービスが基本認証のHTTPSを使用する場合は、サービス・アカウントを作成して、ビジネス・サービスで要求するユーザー名とパスワードを指定します。

ユーザー名とパスワードを直接サービス・アカウントに追加するか、クライアントのリクエストから受け取った資格証明をサービス・アカウントがパススルーするように構成するか、またはクライアント・ユーザー名をService Busユーザーにマップできます。Service Busがクライアントを認証しないようにサービスを構成した場合は、資格証明をパススルーするサービス・アカウントを作成します。


	
ビジネス・サービスでクライアント証明書認証を使用する場合、次を実行します。

	
サービス・キー・プロバイダを作成して、プロキシ・サービスがビジネス・サービスのSSLクライアント認証に使用するキー・ペアを指定します。サービス・キー・プロバイダの詳細は、「サービス・キー・プロバイダの操作」を参照してください。


	
プロキシ・サービスを作成するか、既存のプロキシ・サービスを編集して、サービス・キー・プロバイダを指定します。





	
ビジネス・サービスでカスタム認証を使用する場合、認証のカスタムJavaクラスを指定します。














51.2 HTTPのトランスポート・レベルでのセキュリティの構成


HTTPプロトコルは、クライアントとプロキシ・サービスまたはビジネス・サービス間の通信を暗号化しませんが、基本認証はサポートしています。基本認証では、クライアントがユーザー名とパスワードをリクエスト内で送信します。また、HTTPはカスタム・トークン認証をサポートしています。


警告:

パスワードがクリア・テキストで送信されるため、強力なネットワーク・セキュリティを構成していないかぎり、本番環境では基本認証とHTTPを一緒に使用しないようお薦めします。かわりに、基本認証とHTTPSを併用してください。



次の項で、HTTPプロトコルのトランスポート・レベルのセキュリティの構成について説明します。

	
インバウンドHTTPセキュリティの構成:主な手順


	
アウトバウンドHTTPセキュリティの構成:主な手順


	
アウトバウンドHTTPセキュリティのカスタム認証の使用








51.2.1 インバウンドHTTPセキュリティの構成:主な手順



プロキシ・サービスのインバウンド・トランスポート・レベルのセキュリティを構成するには:




	プロキシ・サービスを作成するときは、「トランスポート構成」ページで、「HTTP」を選択します。「クライアント認証」オプションでは、「なし」、「基本」または「カスタム認証」を選択します。カスタム認証を選択すると、トークンを送信するHTTPヘッダーとトークンのタイプも指定する必要があります。

トランスポート・レベルのカスタム資格証明を構成する手順の説明は、「Oracle Service Busでのメッセージ・フローの作成」にあります。カスタム認証の概念については、「カスタム認証の構成」で説明しています。

カスタム認証のトークンには、任意のアクティブなトークン・タイプで、以前にIDアサーション・プロバイダ用に構成され、HTTPヘッダーで送信されたものを使用できます。


注意:

カスタム認証を使用するには、「カスタム・トークン用IDアサーション・プロバイダの構成」の説明に従って、最初にWebLogic Server IDアサーション・プロバイダを構成、あるいは作成してから構成する必要があります。

Service Busでクライアントを認証(基本またはカスタム認証)する場合、クライアントのユーザー・アカウントを作成する必要があります。『Oracle Service Busの管理』のOracle Service Bus管理セキュリティの構成に関する項を参照してください。






	プロキシ・サービスのデフォルトのトランスポート・レベルでのアクセス制御ポリシーを変更します。このポリシーにより、ユーザーやグループ、ロールがプロキシ・サービスにアクセスできる条件を指定します。「トランスポート・レベルのアクセス・ポリシーの構成方法」を参照してください。








51.2.2 アウトバウンドHTTPセキュリティの構成:主な手順



アウトバウンド・トランスポート・レベル・セキュリティでは、ビジネス・サービスとの接続を開くクライアントはプロキシ・サービスです。

アウトバウンド・トランスポート・レベル・セキュリティを構成するには:




	ビジネス・サービスを作成するときは、「トランスポート構成」ページで、「HTTP」を選択します。「クライアント認証」オプションでは、「なし」、「基本」または「カスタム認証」を選択します。カスタム認証を選択すると、トークンを送信するHTTPヘッダーとトークンのタイプも指定する必要があります。

カスタム認証の概念については、「カスタム認証の構成」で説明しています。




	基本セキュリティを選択した場合は、ビジネス・サービスで必要とされるユーザー名とパスワードを提供するためのサービス・アカウントを作成します。これは、カスタム認証のオプションです。「サービス・アカウントの操作」を参照してください。

カスタム認証のトークンには、任意のアクティブなトークン・タイプで、以前にIDアサーション・プロバイダ用に構成され、HTTPヘッダーで送信されたものを使用できます。


注意:

アウトバウンド・セキュリティのカスタム認証を使用するには、OutboundAuthenticationインタフェースのdoOutboundAuthenticationメソッドを実装する必要があります。詳細は、「アウトバウンドHTTPセキュリティのカスタム認証の使用」を参照してください。

Service Busでクライアントを認証(基本またはカスタム認証)する場合、クライアントのユーザー・アカウントを作成する必要があります。『Oracle Service Busの管理』のOracle Service Bus管理セキュリティの構成に関する項を参照してください。



ユーザー名とパスワードを直接サービス・アカウントに追加するか、クライアントのリクエストから受け取った資格証明をサービス・アカウントがパススルーするように構成するか、またはクライアント・ユーザー名をService Busユーザーにマップできます。Service Busがクライアントを認証しないようにサービスを構成した場合は、資格証明をパススルーするサービス・アカウントを作成します。




	プロキシ・サービスを作成するか、既存のプロキシ・サービスを編集して、サービス・アカウントを指定します。








51.2.3 アウトバウンドHTTPセキュリティのカスタム認証の使用



アウトバウンドでカスタム認証を使用するには、com.bea.wli.sb.transports.http.OutboundAuthenticationインタフェースのdoOutboundAuthenticationメソッドを実装する必要があります。Oracle Service Busice Busでは、OutboundAuthentication実装を呼び出す前に、HttpUrlConnectionFactoryを接続パラメータで初期化します。

カスタム認証コードでは、HttpURLConnectionの新しいインスタンスの取得にファクトリ・メソッドHttpUrlConnectionFactory.newConnection()を使用できます。ファクトリ・メソッドから返されるHttpURLConnection インスタンスは、Service Busランタイムで設定されるパラメータで構成されます。

認証プロセスの最後の手順で、ビジネス・サービスのペイロードとユーザー・ヘッダーを、認証パラメータとともにターゲット・サービスに送信する必要があります。Service Busは、これを自動的に処理します。そのため、カスタム・オーセンティケータでは、カスタム認証コードで作成される最後のHttp接続インスタンスに認証パラメータのみが設定されていることを確認する必要があります。ターゲット・サービスへの接続を確立する次のHttpURLConnectionメソッドは、カスタム認証コードで作成されるHttpURLConnectionの最後のインスタンスに対して呼び出さないでください。





	
connect


	
getResponseCode


	
getResponseMessage


	
getHeaderメソッド


	
getContent


	
getInputStream


	
getOutputStream














51.3 JMSのトランスポート・レベルでのセキュリティの構成


JMSのトランスポート・レベルのセキュリティは、JMSメッセージングに対してエンド・ツー・エンドのセキュリティを提供しませんが、次のオプションは提供されます。

	
Service BusとJMSサーバー間でJMSメッセージを送受信するための、保護されたSSLチャネルを使用するオプション。


注意:

JMSトランスポートでは、双方向SSLはサポートされません。



Service Busは、ローカルのJMSサーバーや外部のJMSサーバーと通信できます。JMSサーバーへの接続は、T3Sプロトコル(SSLを介したT3)によって保護されます。T3とT3Sは、Oracle独自のプロトコルです。


	
JMSサーバーとの接続を確立し、JNDIツリー内のJMS宛先をルックアップする際に、Service Busプロキシ・サービスが認証に使用するユーザー名とパスワードを指定する機能。


注意:

JMS管理者は、Oracle WebLogic Server管理コンソールを使用して、WebLogic JMSサーバーおよびJNDIツリー内の宛先へのアクセスを制限するアクセス制御ポリシーを作成します。詳細は、『Oracle WebLogic Serverロールおよびポリシーによるリソースの保護』のポリシーで保護できるリソース・タイプに関する項と『Oracle WebLogic Server JMSリソースの管理』のJMSシステム・リソースを構成するためのメソッドに関する項を参照してください。

JMS管理者がJMS宛先のアクセス制御ポリシーを構成または変更する場合、WebLogic Serverが変更を認識するまで最大60秒かかります。

デフォルトでは、WebLogic Server JMSは60秒ごとに各JMS宛先のポリシーを確認します。この動作を変更するには、WebLogic Serverの起動コマンドを変更して、システム・プロパティweblogic.jms.securityCheckIntervalを、WebLogic Server JMSによるアクセス制御ポリシーの確認頻度(秒単位)に設定してください。

このプロパティの値を0(ゼロ)にすると、認可の確認がJMSリソースに対するsend、receive、getEnumerationアクションのたびに行われます。






次の項で、JMSトランスポート・レベルのセキュリティの構成について説明します。

	
インバウンドJMSトランスポート・レベル・セキュリティの構成:主な手順


	
アウトバウンドJMSトランスポート・レベル・セキュリティの構成:主な手順








51.3.1 インバウンドJMSトランスポート・レベル・セキュリティの構成:主な手順



インバウンドJMSトランスポート・レベル・セキュリティを構成するには:

	
JMSプロキシ・サービスを作成または編集するときは、トランスポート構成ページの「詳細設定」の下で、「SSLを使用」チェック・ボックスを選択します。

Service Busは、T3Sプロトコルを使用するためにJMSプロキシ・サービスを構成します。


	
JMS管理者がJMS接続プールへのアクセスを制限するアクセス制御ポリシーを作成した場合、JMSサーバーへの接続時に認証するようプロキシ・サービスを構成してください。

	
サービス・アカウントを作成して、JMSサーバーで要求するユーザー名とパスワードを指定します。「サービス・アカウントの操作」を参照してください。

プロキシ・サービスのJMSサービス・アカウントは、JMSオブジェクトのアクセスだけでなく、JNDIのルックアップにも使用されます。

サービス・アカウントにユーザー名とパスワードを直接追加する必要があります。JMSは、クライアントのリクエストから受信した資格証明をパススルーしたり、クライアントのユーザー名をService Busユーザーにマップしたりするサービス・アカウントを使用できません。


	
プロキシ・サービスを作成または編集する場合、JMSトランスポート・ページで、「JMSサービス・アカウント」の横にある「参照」ボタンをクリックします。前述の手順で作成したサービス・アカウントを選択します。















51.3.2 アウトバウンドJMSトランスポート・レベル・セキュリティの構成:主な手順



アウトバウンドJMSトランスポート・レベル・セキュリティを構成するには:

	
JMSビジネス・サービスを作成または編集する場合、「トランスポート構成」ページの「詳細設定」の下で、「SSLを使用」チェック・ボックスを選択します。

Service Busは、T3Sプロトコルを使用するためにJMSビジネス・サービスを構成します。


	
JMS管理者がJMS接続プールへのアクセスを制限するアクセス制御ポリシーを作成した場合、JMSサーバーへの接続時に認証するようビジネス・サービスを構成してください。

	
サービス・アカウントを作成して、JMSサーバーで要求するユーザー名とパスワードを指定します。「サービス・アカウントの操作」を参照してください。

プロキシ・サービスのJMSサービス・アカウントは、JMSオブジェクトのアクセスだけでなく、JNDIのルックアップにも使用されます。

サービス・アカウントにユーザー名とパスワードを直接追加する必要があります。JMSは、クライアントのリクエストから受信した資格証明をパススルーしたり、クライアントのユーザー名をService Busユーザーにマップしたりするサービス・アカウントを使用できません。


	
ビジネス・サービスを作成または編集する場合、JMSトランスポート・ページで、「JMSサービス・アカウント」の横にある「参照」ボタンをクリックします。前述の手順で作成したビジネス・アカウントを選択します。





	
メッセージを送信するときにService Busで認証されたサブジェクトを渡すには、「呼出し元のサブジェクトを渡す」チェック・ボックスを選択します。














51.4 SFTPトランスポートのトランスポート・レベルでのセキュリティの構成


Service Busでは、インバウンドおよびアウトバウンド・トランスポート・レベルのセキュリティのSFTPトランスポートをサポートします。SFTPトランスポートでは、Secure Shell (SSH)バージョン2を使用して、ファイルを転送します。

詳細は、「SFTPトランスポートの使用」を参照してください。

	
双方向認証の実行方法


	
known_hostsファイルの使用


	
SFTPトランスポート認証プロセス


	
インバウンドSFTPトランスポート・レベル・セキュリティの構成:主な手順


	
アウトバウンドSFTPトランスポート・レベル・セキュリティの構成:主な手順


	
インポート時に保持されるSFTPのセキュリティ属性


	
SFTP資格証明のライフサイクル








51.4.1 双方向認証の実行方法


SFTP認証は双方向で、SFTPサーバーとSFTPクライアント(Service Busサービス)は、異なるメカニズムを使用して互いを認証します。

	
SFTPサーバーは、「トランスポート構成」ページで指定した認証方法(「ユーザー名パスワード」、「ホスト・ベース」、;「公開鍵」)を使用してSFTPクライアント(Service Busサービス)を認証します。


	
SFTPクライアント(Service Busサービス)は、known_hostsファイルを使用してSFTPサーバーを認証します。Service Busプロキシ・サービス(インバウンド・リクエスト)またはビジネス・サービス(アウトバウンド・リクエスト)システム上のknown_hostsファイルには、ホスト名とIPアドレス、プロキシ・サービスまたはビジネス・サービスが接続可能なリモートSFTPサーバーの公開鍵が必要です。SSHバージョン2は、この公開鍵を使用して接続を認証します。




SFTPクライアント(Service Busサービス)は、「トランスポート構成」ページで3つの認証方法のうちどれが選択されたかに関係なく、常にknown_hostsファイルを使用して、SFTPサーバーに接続するかどうかを決定します。つまり、どの場合でもSFTPサーバーは、このファイルにある情報を使用してService Busサービスにより認証されます。こうすることで、Service Busサービスが既知のサーバーに接続することを確認します。

たとえば、「ユーザー名パスワード」による認証の場合、SFTPクライアント(Service Busサービス)は、known_hostsファイルにあるSFTPサーバーの公開鍵に対してSFTPサーバーを認証します。SFTPサーバーは、サービス・アカウントのユーザー名とパスワードを使用して、クライアント(Service Busサービス)を認証します。







51.4.2 known_hostsファイルの使用



「トランスポート構成」ページでどの認証方法を選択しても、Service Busプロキシ・サービス(インバウンド・リクエスト)またはビジネス・サービス(アウトバウンド・リクエスト)システム上のknown_hostsファイルには、ホスト名とIPアドレス、プロキシ・サービスまたはビジネス・サービスが接続可能なリモートSFTPサーバーの公開鍵が必要です。

Service Busサービスは、known_hostsファイルにある公開鍵/ホスト/IPの組合せを使用してSFTPサーバーを認証します。


注意:

このSSH認証メカニズムは、一般的なService Busサービス・キー・プロバイダ/PKI資格証明マッパー・プロセスには属しません。



認証時にknown_hostsファイルの要件が満たされる必要があります。known_hostsファイルにリストされていないSFTPサーバーは、認証されません。





known_hostsファイルの作成

	
known_hostsテキスト・ファイルを作成するには、任意のエディタを使用します。

known_hostsの形式は次のとおりです。


Hostname,IP   algorithm  public-key


Hostname、IP、public_keyは、SFTPサーバーを識別します。

RSA (ssh-rsaとしてのみ入力)およびDSA (ssh-dsaまたはssh-dssとしてのみ入力)でサポートされるアルゴリズム。

このファイルの公開鍵の形式は、「OpenSSH公開鍵形式」です。

次に例を示します。


getafix,172.22.52.130   ssh-rsa   AAAAB3NzaC1yc2EAAAABIwAAAIEAtR+M3Z9HFxnKZTx66fZdnQqAHQcF1vQe1+EjJ/HWYtgAnqsn0hMJzqWMatb/u9yFwUpZBirjm3g2I9Qd8VocmeHwoGPhDGfQ5LQ/PPo3esE+CGwdnCOyRCktNHeuKxo4kiCCJ/bph5dRpghCQIvsQvRE3sks+XwQ7Wuswz8pv58=


行ごとに1つのエントリで、複数のエントリがサポートされています。


	
known_hostsファイルを次のディレクトリに移動します。

MW_HOME/user_projects/domains/osb_domain/osb/transports/sftp

/transports/sftpディレクトリは、自動的に作成されるわけではありません。ユーザーが作成する必要があります。












51.4.3 SFTPトランスポート認証プロセス


次の原則は、プロキシ・サービスとビジネス・サービスの両方のSFTP認証プロセスに適用されます。

	
接続: Service Busサービス(プロキシおよびビジネス)は、常にSFTPクライアントとして機能し、SFTPサーバーに接続します。


	
SFTPサーバーによる認証: 公開鍵とホスト・ベースの認証の場合、SFTPサーバーはService Busサービスの公開鍵を使用して接続を認証します。ユーザー名/パスワードの場合、SFTPサーバーはユーザー名とパスワードを使用して接続を認証します。


	
SFTPクライアントによる認証: Service Busサービスは、常にknown_hostsファイルにある公開鍵/ホスト/IPの組合せを使用してSFTPサーバーを認証します。


	
接続の確立: サーバー認証とクライアント認証の両方に成功した場合のみ、接続が確立されて転送の準備が完了します。


	
転送: プロキシ・サービスの場合は、ファイル(メッセージ)がダウンロードされ、ビジネス・サービスの場合はアップロードされます。




プロキシ・サービスのSFTP認証プロセスは、「プロキシ・サービスへの一方向のインバウンド・ダウンロード」で説明しています。ビジネス・サービスのSFTP認証プロセスは、「ビジネス・サービスからの一方向のアウトバウンド・アップロード」で説明しています。





51.4.3.1 プロキシ・サービスへの一方向のインバウンド・ダウンロード


プロキシ・サービスへの一方向のインバウンド・ダウンロードは、次のように説明されています。

	
SFTPクライアントであるプロキシ・サービスは、SFTPサーバーに接続しようとします。


	
プロキシ・サービスは、「トランスポート構成」ページで選択された認証メカニズムを使用して、SFTPサーバーから認証されます。

ホスト・ベースと公開鍵による認証の場合、リモートSFTPサーバーはプロキシ・サービスのホスト名と公開鍵を使用してService Busシステムを認証します。ユーザー名/パスワードによる認証の場合、SFTPサーバーは、プロキシ・サービスから(サービス・アカウントを使用して)提供されたユーザー名とパスワードを使用して、Service Busシステムを認証します。


	
(Service Busプロキシ・サービス・システム上の)known_hostsファイルは、Service Busプロキシ・サービスが接続可能なリモートSFTPサーバーの情報を保持します。

具体的には、このファイルにはホスト名とIPアドレス、認められたリモート・サーバーの公開鍵が含まれます。

SSHバージョン2は、この公開鍵を使用して接続を認証します。known_hostsファイルにリストされていないSFTPサーバーは、認証されません。


	
認証が問題なく行われた場合、プロキシ・サービスはリモートSFTPサーバーに接続されたSFTPクライアントになります。


	
SFTPサーバーから許可された場合、プロキシ・サービス(SFTPクライアント)は、SFTPサーバー上のリモート・ディレクトリをポーリングし、リモート・ディレクトリにあるすべてのファイル(メッセージ)をダウンロードします。

プロキシ・サービスの構成によって、ポーリングするリモート・ディレクトリやポーリングの頻度、ダウンロードされるファイル(メッセージ)の処理が決まります。










51.4.3.2 ビジネス・サービスからの一方向のアウトバウンド・アップロード


ビジネス・サービスからの一方向のアウトバウンド・アップロードは、次のように説明されています。

	
ビジネス・サービス(SFTPクライアント)は、SFTPサーバーに接続しようとします。


	
ビジネス・サービスは、「トランスポート構成」ページで選択された認証メカニズムを使用して、SFTPサーバーから認証されます。

ホスト・ベースと公開鍵による認証の場合、SFTPサーバーはビジネス・サービスのホスト名と公開鍵を使用してService Busシステムを認証します。ユーザー名/パスワードによる認証の場合、SFTPサーバーは(サービス・アカウントからの)ユーザー名とパスワードを使用して、Service Busシステムを認証します。


	
(Service Busビジネス・サービス・システム上の)known_hostsファイルは、Service Busビジネス・サービスが接続可能なSFTPサーバーの情報を保持します。

具体的には、このファイルにはホスト名とIPアドレス、認められたサーバーの公開鍵が含まれます。

SSHバージョン2は、この公開鍵を使用して接続を認証します。known_hostsファイルにリストされていないSFTPサーバーは、認証されません。


	
認証が問題なく行われた場合、ビジネス・サービスはリモートSFTPサーバーに接続されたSFTPクライアントになります。


	
SFTPサーバーで許可された場合、ビジネス・サービス(SFTPクライアント)は、SFTPサーバー上のリモート・ディレクトリにファイルをアップロードします。

ビジネス・サービスの構成によって、ファイルをアップロードするリモート・ディレクトリやアップロードの再試行の頻度、アップロードされるファイル名に追加するファイルの接頭辞や接尾辞が決まります。












51.4.4 インバウンドSFTPトランスポート・レベル・セキュリティの構成:主な手順



プロキシ・サービスのインバウンド・トランスポート・レベルのセキュリティを構成するには:




	「known_hostsファイルの使用」の説明に従って、Service Busプロキシ・サービス・システム上にknown_hostsファイルを作成します。

known_hostsは、Service Busプロキシ・サービスが接続可能なリモートSFTPサーバーの情報を保持します。具体的には、このファイルにはホスト名とIPアドレス、認められたリモート・サーバーの公開鍵が含まれます。

SSHバージョン2は、この公開鍵を使用して接続を認証します。known_hostsファイルにリストされていないSFTPサーバーは、認証されません。




	プロキシ・サービスを作成するときは、「トランスポート構成」ページで、「SFTP」を選択します。
	エンド・ポイントのURIをsftp://hostname:port/directory形式で指定します。詳細は次のとおりです。

	
hostname は、SFTPサーバーのホスト名またはIPアドレスです。


	
portは、SFTPサーバーがリスニングしているポートです。SFTPのデフォルト・ポートは22です。


	
directoryは、ファイルのために定期的にポーリングされる場所です。このディレクトリはユーザーのホーム・ディレクトリに相対します。







	SFTPトランスポート構成ページで、「ユーザー名パスワード」、「ホスト・ベース」、「公開鍵」認証のいずれかを選択します。

ここでは、認証の選択肢の概要について説明しています。詳細は、「SFTPトランスポートの使用」を参照してください。

	
ユーザー名/パスワードによる認証では、静的なサービス・アカウントが(SFTPサーバー上のユーザー資格証明を使用して)、この認証方法に関連付けられるよう指定します。サービス・アカウントは、プロキシ・サービスでSFTPサーバーへの認証に使用されるユーザー名とパスワードを提供します。SFTPクライアントは、提供された資格証明を使用して認証されます。サポートされているのは、静的なサービス・アカウントのみです。


	
ホスト・ベースの認証では、識別された既知のホストからの接続のみが許可されるよう指定します。この認証方法では、ユーザー名とサービス・キー・プロバイダを要求します。

SFTPサーバーは、プロキシ・サービスの公開鍵を使用してプロキシ・サービスを認証します。


注意:

Service Busプロキシ・サービスは、SFTPサーバーからの資格証明を認証するために、自身でサービス・キー・プロバイダを使用することはありません。known_hostsファイルのみを使用して、SFTPサーバーを認証します。



プロキシ・サービスの公開鍵は、サービス・キー・プロバイダによって参照されるキー・ペア内に存在します。サービス・キー・プロバイダを設定する際に、このキーを抽出する必要があります。次に、この公開鍵を使用するため、SFTPサーバーを構成します。

たとえば、Linux上のSFTPサーバーの場合は、次を行う必要があります。

	
/etc/ssh/shosts.equivファイルを編集し、Service Busドメインを実行しているマシンのホスト名またはIPアドレスを追加します。


	
/etc/ssh/ssh_known_hostsファイルを編集し、Service Busドメインを実行しているマシンのホスト名またはIPアドレスを追加して、その後に空白と公開鍵を続けます。




ユーザー名を使用して、ポーリングするSFTPサーバー上のディレクトリを決定します。


	
公開鍵では、この認証方法を使用するためにユーザー名とサービス・キー・プロバイダが要求されることを指定します。各ユーザーは固有の秘密鍵を持っています。

SFTPサーバーは、公開鍵を用いてプロキシ・サービスを認証します。


注意:

Service Busプロキシ・サービスは、SFTPサーバーからの資格証明を認証するために、自身でサービス・キー・プロバイダを使用することはありません。known_hostsファイルのみを使用して、SFTPサーバーを認証します。



プロキシ・サービスの公開鍵は、サービス・キー・プロバイダによって参照されるキー・ペア内に存在します。サービス・キー・プロバイダを設定する際に、このキーを抽出する必要があります。次に、この公開鍵を使用するため、SFTPサーバーを構成します。

たとえば、Linux上のSFTPサーバーについて、任意のIDに関してあるシステムにアクセス権限を許可するには、そのシステム上の$HOME/.ssh/authorized_keysファイルに公開鍵を入れます。そのファイルにリストされたすべての鍵にアクセスが許可されます。

ユーザー名を使用して、ポーリングするSFTPサーバー上のディレクトリを決定します。また、ユーザー名はSFTPサーバー上の公開鍵の場所を識別するときにも使用されます。







	リモートSFTPサーバーから許可された場合、プロキシ・サービス(SFTPクライアント)は、SFTPサーバー上のリモート・ディレクトリをポーリングし、リモート・ディレクトリにあるすべてのファイルをダウンロードします。

プロキシ・サービスの構成によって、ポーリングするリモート・ディレクトリやポーリングの頻度、ダウンロードされるファイル(メッセージ)の処理が決まります。

ポーリングするディレクトリは絶対パスです。












51.4.5 アウトバウンドSFTPトランスポート・レベル・セキュリティの構成:主な手順



ビジネス・サービスのアウトバウンド・トランスポート・レベルのセキュリティを構成するには:




	「known_hostsファイルの使用」の説明に従って、Service Busビジネス・サービス・システム上にknown_hostsファイルを作成します。

known_hostsは、Service Busビジネス・サービスが接続可能なリモートSFTPサーバーの情報を保持します。具体的には、このファイルにはホスト名とIPアドレス、認められたリモート・サーバーの公開鍵が含まれます。

SSHバージョン2は、この公開鍵を使用して接続を認証します。known_hostsファイルにリストされていないSFTPサーバーは、認証されません。




	ビジネス・サービスを作成するときは、「トランスポート構成」ページで、「SFTP」を選択します。
	エンド・ポイントのURIをsftp://hostname:port/directory形式で指定します。詳細は次のとおりです。

	
hostname は、SFTPサーバーのホスト名またはIPアドレスです。


	
portは、SFTPサーバーがリスニングしているポートです。SFTPのデフォルト・ポートは22です。


	
directoryは、ファイルがアップロードされる場所です。このディレクトリはユーザーのホーム・ディレクトリに相対します。







	SFTPトランスポート構成ページで、「ユーザー名パスワード」、「ホスト・ベース」、「公開鍵」認証のいずれかを選択します。

ここでは、認証の選択肢の概要について説明しています。詳細は、「SFTPトランスポートの使用」を参照してください。

	
ユーザー名/パスワードによる認証では、静的なサービス・アカウントが(SFTPサーバー上のユーザー資格証明を使用して)、この認証方法に関連付けられるよう指定します。サービス・アカウントは、ビジネス・サービスでSFTPサーバーへの認証に使用されるユーザー名とパスワードを提供します。SFTPクライアントは、提供された資格証明を使用して認証されます。サポートされているのは、静的なサービス・アカウントのみです。


	
ホスト・ベースの認証では、識別された既知のホストからの接続のみが許可されるよう指定します。この認証方法では、ユーザー名とサービス・キー・プロバイダを要求します。

SFTPサーバーは、ビジネス・サービスの公開鍵を使用してビジネス・サービスを認証します。


注意:

Service Busビジネス・サービスは、SFTPサーバーからの資格証明を認証するために、自身でサービス・キー・プロバイダを使用することはありません。known_hostsファイルのみを使用して、SFTPサーバーを認証します。



ビジネス・サービスの公開鍵は、サービス・キー・プロバイダによって参照されるキー・ペア内に存在します。サービス・キー・プロバイダを設定する際に、このキーを抽出する必要があります。次に、この公開鍵を使用するため、SFTPサーバーを構成します。

たとえば、Linux上のSFTPサーバーの場合は、次を行う必要があります。

	
/etc/ssh/shosts.equivファイルを編集し、Service Busドメインを実行しているマシンのホスト名またはIPアドレスを追加します。


	
/etc/ssh/ssh_known_hostsファイルを編集し、Service Busドメインを実行しているマシンのホスト名またはIPアドレスを追加して、その後に空白と公開鍵を続けます。




ユーザー名を使用して、SFTPサーバー上のアップロード用ディレクトリを決定します。


	
公開鍵では、この認証方法を使用するためにユーザー名とサービス・キー・プロバイダが要求されることを指定します。各ユーザーは固有の秘密鍵を持っています。

SFTPサーバーは、公開鍵を用いてビジネス・サービスを認証します。


注意:

Service Busビジネス・サービスは、SFTPサーバーからの資格証明を認証するために、自身でサービス・キー・プロバイダを使用することはありません。known_hostsファイルのみを使用して、SFTPサーバーを認証します。



ビジネス・サービスの公開鍵は、サービス・キー・プロバイダによって参照されるキー・ペア内に存在します。サービス・キー・プロバイダを設定する際に、このキーを抽出する必要があります。次に、この公開鍵を使用するため、SFTPサーバーを構成します。

たとえば、Linux上のSFTPサーバーについて、任意のIDに関してあるシステムにアクセス権限を許可するには、そのシステム上の$HOME/.ssh/authorized_keysファイルに公開鍵を入れます。そのファイルにリストされたすべての鍵にアクセスが許可されます。

ユーザー名は、SFTPサーバー上のアップロード・ディレクトリの決定と、SFTPサーバー上の公開鍵の場所を識別するときに使用されます。







	リモートSFTPサーバーで許可された場合、ビジネス・サービス(SFTPクライアント)は、SFTPサーバー上のリモート・ディレクトリにファイルをアップロードします。

ビジネス・サービスの構成によって、ファイルをアップロードするリモート・ディレクトリやアップロードの再試行の頻度、アップロードされるファイル名に追加するファイルの接頭辞や接尾辞が決まります。

アップロード・ディレクトリは絶対パスで、自動的に作成されます。












51.4.6 インポート時に保持されるSFTPのセキュリティ属性


次のセキュリティ属性は、インポート時に「セキュリティおよびポリシーの構成を保持」オプションが選択された場合に保持されます。

	
クライアント認証方式


	
サービス・アカウントへの参照(ユーザー名/パスワード認証の場合)


	
サービス・キー・プロバイダへの参照(ホスト・ベースおよび公開鍵による認証の場合)


	
ユーザー名(ホスト・ベースおよび公開鍵による認証の場合)










51.4.7 SFTP資格証明のライフサイクル


ユーザー名/パスワードや公開鍵の資格証明が変更になった場合、SFTPトランスポートは以前の資格証明により確立されたすべてのアイドル接続を解除し、再度接続しようとします。アクティブな接続の場合、SFTPトランスポートは現在の操作が完了した後に接続を解除します。









51.5 電子メール、FTP、およびファイル・トランスポート・レベルのセキュリティ


次の項では、電子メール、FTP、ファイル・プロトコルを介した通信で使用可能なセキュリティ対策について説明します。

	
電子メールとFTPトランスポート・レベルのセキュリティ


	
ファイル・トランスポート・セキュリティ








51.5.1 電子メールとFTPトランスポート・レベルのセキュリティ



電子メールとFTPは、セキュアなプロトコルではありません。これらは通常、セキュアでないチャネルを通して、脆弱な認証をサポートします。電子メールやFTPトランスポートでサポートされているセキュリティ方法は、電子メールやFTPサーバーへの接続に必要とされるユーザー名およびパスワードです。

電子メールを保護するには、ユーザー名およびパスワードの別名としてサービス・アカウントを指定する必要があります。サービスでは、SMTPサーバーに対する認証にユーザー名とパスワードを使用します。

FTPトランスポートを保護するには、external_userを選択し、ユーザー名とパスワードの別名としてサービス・アカウントを指定します。サービスでは、FTPサーバーに対する認証にユーザー名とパスワードを使用します。

電子メールおよびFTPトランスポートにセキュリティを追加する方法の詳細は、「ビジネス・サービスの作成と構成」を参照してください。









51.5.2 ファイル・トランスポート・セキュリティ


ファイル・トランスポートでサポートされているセキュリティ方法は、ファイルがあるコンピュータに対するユーザー・ログインです。

「SFTPトランスポートのトランスポート・レベルでのセキュリティの構成」に説明されているSFTPトランスポートは、FTPを保護する推奨メカニズムです。









51.6 SBトランスポートのトランスポート・レベルでのセキュリティの構成


Service Bus (SB)トランスポートでは、クライアントのService BusサーバーがRMIを使用してService Busプロキシ・サービスを同期的に呼び出せます。RMIは、クライアントのService BusサーバーがSBトランスポートにアクセスできる唯一のメカニズムです。

Service Busのこのリリースでは、関連のAPIは社内使用専用であり、文書化はされていません。

SBプロキシ・サービスには、次の2つの方法のどちらかによりアクセスします。

	
プロキシ・サービスのService Busサーバーに接続するためにSBビジネス・サービスを使用するクライアントService Busサーバーから、JNDIコンテキストとプロキシ・サービスのURIを使用して。


	
SBプロキシ・サービスにアクセスするために独自のアーティファクトを使用するOracle WebLogic IntegrationとOracle Data Service Integratorなどの製品を使用して。これらのアーティファクトは製品に対して一意であり、ここでは説明しません。




SBビジネス・サービスは、SBプロキシ・サービスにだけメッセージを送信できます。JNDIプロバイダ(ビジネス・サービスのエンドポイントURIで指定)を使用して、リモートService Busサーバー上でJNDIルックアップを行います。具体的にはJNDIプロバイダは、SBプロキシ・サービスに対応するRMIスタブを取得するためにサービスがデプロイされているService Busサーバーを参照します。

たとえば、ビジネス・サービスで指定するエンドポイントのURIは、sb://some_secured_jndi_provider/some_remote_sb_proxyとなります。

セキュアなJNDIプロバイダは、セキュア・プロトコルを使用したプロバイダURLを持っている必要があります。SBビジネス・サービスの場合は、HTTPSやt3sプロトコルを使用できます。

(ビジネス・サービスの)サービス・アカウントは、リモートSBプロキシ・サービスの呼出しに使用されるユーザー資格証明を指定します。サービス・アカウントが指定されない場合は、このビジネス・サービスのインバウンド・プロキシ・サービス(インバウンド・クライアント)のユーザー資格証明が、セキュリティ・コンテキストの伝播に使用されます。

SBトランスポートは、SSLを使用して協力なサーバーとクライアントの認証を要求できます。SBトランスポートとともにSSLを使用する前に、WebLogic ServerでSSLを構成する必要があります。「Oracle WebLogicセキュリティ・フレームワークの構成:主な手順」を参照してください。


警告:

「SSLを使用」フラグが設定されていると、リクエストをSSL接続経由で送信する必要があります。ただし、SBトランスポートではセキュアでない接続は禁止されていません。プロキシ・サービスはセキュアなURI (sbsとあるもの)を使用して(有効なWSDLファイルまたはUDDI経由で)通知されますが、セキュアなアクセスは強制されません。

Service Busサーバー管理者は、サーバー上のセキュアでないすべてのプロトコル(t3、httpなど)を閉じ、セキュアなクライアント接続を厳密に強制する必要があります。







51.6.1 サービス・バス(SB)トランスポートを使用したSAML認証の構成



SBトランスポートでSAMLベースの認証を使用する場合は、次の構成要件に従ってください。





	
SBクライアント側で、SAML資格証明マッパー・プロバイダを構成し、このクライアントから呼び出す予定がある各SBプロキシ・サービスにSAMLの依存側を作成します。対象のURLフィールドに、http://openuri.org/<OSBProxyServiceURI>と入力します。OSBProxyServiceURIは、SBプロキシ・サービスのサービスURIです。


	
(SBプロキシ・サービスが存在する) Service Bus側では、SAML IDアサーション・プロバイダを構成して、SAMLのアサーション側を作成します。対象のURLフィールドには、SBプロキシ・サービスのサービスURIを入力します。SBプロトコルやホスト/ポートの情報は含めないでください。例: /<OSBProxyServiceURI>。














51.7 WSトランスポートのトランスポート・レベルでのセキュリティの構成


Webサービスの信頼性のあるメッセージング(WS-RM)の機能が、WSトランスポートとしてService Busで使用できます。

Service Busは、2005年2月に提出された仕様をサポートしています。この仕様の詳細は、「Web Services Reliable Messagingプロトコル(WS-ReliableMessaging)」(http://schemas.xmlsoap.org/ws/2005/02/rm/)を参照してください。

WSトランスポートには、プロキシ・サービス(インバウンド)とビジネス・サービス(アウトバウンド)の両方のコンポーネントがあり、それらはSOAP1.1およびSOAP1.2をベースとしたWSDLファイルとWS-RMポリシーに基づいています。一方向とリクエスト/レスポンスのパターンをどちらもサポートしていますが、レスポンスは信頼性に欠けます。





51.7.1 Webサービスの信頼性のあるメッセージングの定義


Oracle WebLogic Server JAX-RPC Webサービスの高度な機能のプログラミングのWebサービスの信頼性のあるメッセージングの概要に関する項で説明されているとおり、WS-RMはあるアプリケーション・サーバーで実行中のアプリケーションが、別のアプリケーション・サーバーで実行中のWebサービスを安定して呼び出すことができるフレームワークです。この場合、どちらのサーバーもWS-ReliableMessaging仕様を実装していることが前提です。「安定した」とは、2つのWebサービス間でメッセージの配信を保証する能力として定義できます。特に、仕様では相互運用可能なプロトコルと記述され、あるソースのエンドポイント(またはクライアントのWebサービス)から宛先のエンドポイント(または安定して操作を呼び出せるWebサービス)に送信されたメッセージが、1つ以上の配信保証に従って配信されたことが保証されるか、あるいはエラーが発生するというものです。







51.7.2 WLS Consoleに表示されるWSトランスポート・リソース



WSプロキシ・サービスは、Oracle WebLogic Server管理コンソールで表示されますが、WLSからポリシーを割り当てようとしても無視されます。

具体的には、管理者はOracle WebLogic Server管理コンソールで「ホーム」→「セキュリティ・レルムのサマリー」→「myrealm」→「レルム・ロール」ページに移動して、WSプロキシ・サービスのセキュリティ・ポリシーを外見上は編集できます。

ただし、このポリシーには何の効果もなく、実行時に評価されません。

EARアプリケーションはセッションをアクティブ化すると自動的に生成され、Service Busによってデプロイされます。これは、それぞれのWSプロキシ・サービスに対して1つのEARファイルです。









51.7.3 Webサービスの信頼性のあるメッセージングを構成するためのWS-Policyファイルの使用


WSトランスポート・セキュリティは、WSDLファイルから、あるいはサービスに直接バインドされる形でWS-Policyファイルを通して構成します。

Service Busは、WS-Policyファイルを使用して、宛先のエンドポイントがそのWS-RM機能および要件を記述、通知できるようにします。WS-Policy仕様は、Webサービスのポリシーを記述および伝達するための一般目的のモデルと構文を提供します。

これらのWS-Policyファイルは、サポートされるWS-ReliableMessaging仕様のバージョン、ソース・エンドポイントの再送信の間隔、宛先エンドポイントの受信確認の間隔などの機能を記述するXMLファイルです。

RMアサーションとWSSPトランスポート・レベルのセキュリティ・アサーションを持つWS-Policyは、WSトランスポートのみでサポートされています。





51.7.3.1 構成済のWS-RMポリシー・ファイル


Service Busには、独自のWS-Policyファイルを作成しない場合に指定できる、2つの単純なWS-RM WS-Policyファイルが用意されています。

	
DefaultReliability.xml - 信頼性のあるメッセージングのポリシーのアサーションに一般的な値(非アクティブ・タイムアウト10分、確認応答の間隔200ミリ秒、基本的な再送信間隔3秒など)を指定します。


	
LongRunningReliability.xml - デフォルトの信頼性のあるメッセージングWS-Policyファイルと似ていますが、アクティビティのタイムアウト間隔に、より大きな値(24時間)を指定します。




これらのあらかじめパッケージ化されたファイルを変更することはできません。値がニーズに合わない場合は、独自のWS-Policyファイルを作成する必要があります。

たとえば、次の例は完全なLongRunningReliability.xmlファイル(weblogic.jarから抽出されたもの)を示します。

例 - LongRunningReliability.xmlファイル


<?xml version="1.0"?>
<wsp:Policy
   xmlns:wsrm="http://schemas.xmlsoap.org/ws/2005/02/rm/policy"
   xmlns:wsp="http://schemas.xmlsoap.org/ws/2004/09/policy"
   xmlns:beapolicy="http://www.bea.com/wsrm/policy"
  >
  <wsrm:RMAssertion >
    <wsrm:InactivityTimeout
        Milliseconds="86400000" />
    <wsrm:BaseRetransmissionInterval
        Milliseconds="3000" />
    <wsrm:ExponentialBackoff />    
    <wsrm:AcknowledgementInterval
        Milliseconds="200" />
    <beapolicy:Expires Expires="P1M" optional="true"/>
  </wsrm:RMAssertion>
</wsp:Policy>









51.7.4 アクティブ化の前に必要なRM WS-Policy


WSトランスポートを使用するプロキシまたはビジネス・サービスは、WSDLファイルから、またはサービスに直接バインドされる形で、RMアサーションを含むWS-Policyを持っている必要があります。他のトランスポートを使用するサービスが、RMアサーションを含むWS-Policyを持つことはできません。

RMアサーションはサービス・レベルでのみバインドでき、操作やリクエスト/レスポンスのレベルではバインドできません。







51.7.5 非同期レスポンス


WS-RMは一方向とリクエスト/レスポンスという2つのメッセージング・パターンをサポートしています。WSトランスポートは両方のパターンをサポートしていますが、信頼性の高いレスポンスはサポートしていません。つまり、レスポンスは安全に送信されませんが、リクエストは常に信頼できます。

RMクライアントへのWSトランスポートを使用したプロキシ・サービスからの非同期レスポンスは、RMクライアントによって指定されるAcksToまたはReplyToエンドポイント参照に接続します。RMクライアントは、HTTP URLまたはHTTPS URLを使用できます。RMクライアントがHTTPSを使用する場合、RMクライアントはSSLハンドシェイク中にクライアント証明書をリクエストできます。WSトランスポートでは、リクエスト時にサービス・キー・プロバイダのSSLのキー・ペアを使用します。







51.7.6 プロキシ・サービスの認証


WSトランスポートは、WS-Policyファイルを使用して次のHTTPSセキュリティ・モードをサポートしています。

	
HTTPS - クライアント認証なし


	
基本認証のHTTPS


	
クライアント証明書(双方向SSL)のHTTPS




表51-1は、これらのモードを実装するあらかじめ構成されたセキュリティ・ポリシーと、それらを使用する状況を示します。


表51-1 WSトランスポートの認証一覧

	HTTPSが必要	必要とされる認証	あらかじめ構成されたトランスポート・セキュリティ・ポリシー
	
はい

	
なし

	
Wssp1.2-Https.xml


	
はい

	
基本

	
Wssp1.2-HttpsBasic.xml


	
はい

	
クライアント証明書

	
Wssp1.2-HttpsClientCert.xml







WSプロキシ・サービスは、WS-PolicyのWSSP 1.2トランスポート・レベルのセキュリティ・アサーションで決められているとおり、基本とクライアント証明書(双方向SSL)による認証のどちらもサポートしています。

次の例にある、パッケージされたWssp1.2-Https.xmlポリシーから抽出された、HTTPSトークンとBasic256アルゴリズムの例について考えてみてください。

WS-policyで基本認証が指定されている場合、すべてのHTTPSリクエスト(WSプロキシ・サービスへのRMプロトコル・メッセージを含む)は、有効なユーザー名とパスワードを持っている必要があります。

例 - Wssp1.2-Https.xmlファイル(抜粋)


:
<sp:TransportBinding>
    <wsp:Policy >
      <sp:TransportToken>
        <wsp:Policy>
          <sp:HttpsToken />
        </wsp:Policy>
      </sp:TransportToken>
      <sp:AlgorithmSuite>
        <wsp:Policy>
          <sp:Basic256/>
        </wsp:Policy>
      </sp:AlgorithmSuite>
      <sp:Layout>
        <wsp:Policy>
          <sp:Lax/>
        </wsp:Policy>
      </sp:Layout>
      <sp:IncludeTimestamp/>
    </wsp:Policy>
  </sp:TransportBinding>
</wsp:Policy>


プロキシ・サービス認証のサポートは次のように行われます。

	
プロキシ・サービス用に構成されたサービス・キー・プロバイダに割り当てられたSSL鍵ペアを使用するクライアント証明書のアウトバウンド認証。

サービス・キー・プロバイダ(アウトバウンド・リクエストで鍵と証明書のペアを渡します)の作成を計画している場合は、Oracle WebLogic Server管理コンソールを使用して、PKI資格証明マッピング・プロバイダを構成します。Service Busをホストする任意のWebLogic Serverドメインで、最大1つのPKI資格証明マッピング・プロバイダを構成できます。


	
WSプロキシ・サービス(基本認証を使用する)による他の任意のアウトバウンド・トランスポート、またはアウトバウンドWSSユーザー名トークンに対するユーザー名/パスワードのIDの伝播。

ビジネス・サービスでユーザー名とパスワード・トークンを要求する場合は、元のクライアント・リクエストからユーザー資格証明をパススルーするようにビジネス・サービスのサービス・アカウントを構成します。「サービス・アカウントの操作」を参照してください。


	
WSプロキシ・サービス(基本認証または双方向SSL認証)と他の任意のトランスポートとの間の資格証明のマッピング。


	
WSプロキシ・サービスからRMクライアントへのHTTPまたはHTTPSを使用した非同期レスポンスの送信(信頼性なし)。プロキシ・サービスとビジネス・サービスで使用されるデフォルトのプロトコルはHTTPです。

WSプロキシ・サービスから、RMクライアントによって指定される AcksTo または ReplyTo エンドポイント参照に接続するRMクライアントへの非同期レスポンス。RMクライアントはHTTP URLまたはHTTPS URLのどちらかを使用できます。RMクライアントがHTTPSを使用する場合、RMクライアントはSSLハンドシェイク中にクライアント証明書をリクエストできます。WSトランスポートでは、リクエスト時にサービス・キー・プロバイダのSSLのキー・ペアを使用します。










51.7.7 インポート時のセキュリティ構成の保持


Preserve Security and Policy Configurationフラグが設定されている場合、WSトランスポート・プロバイダは次のセキュリティ構成を保持します。サービス・アカウントへの参照(WSビジネス・サービスのみ)







51.7.8 インバウンド/アウトバウンドWSトランスポート・レベルのセキュリティの構成


WSトランスポート・セキュリティは、WSDLファイルから、あるいはサービスに直接バインドされる形でWS-Policyを通して構成します。









51.8 WebSphereメッセージ・キュー・トランスポートのトランスポート・レベルでのセキュリティの構成


Service Busには、ネイティブのメッセージ・キュー(MQ)トランスポートのサポートが備わっています。これは、WebSphere MQとの間でメッセージを送受信できる機能です。この文脈において、MQトランスポートは、MQライブラリを使用してMQサーバーに接続するクライアントです。

MQ接続リソースを作成する際に、トランスポートのセキュリティ関連のプロパティを構成します。続いて、これらのプロパティは、MQプロキシ又はビジネス・サービスによって使用されます。


注意:

「環境へのMQクライアント・ライブラリの追加方法」の説明に従って、環境にMQクライアント・ライブラリを追加してください。



MQ接続リソースには、次の2つのモードが備わっています。

バインド・モード - バインド・モードを使用して、Service Busと同じマシンにあるMQキュー・マネージャに接続します。このモードでは、サービスはネットワークを介して通信するのでなく、既存のキュー・マネージャAPIに直接コールします。このモードは、ローカルのキュー・マネージャに接続する早い方法です。

tcpモード - tcpモードは、MQキュー・マネージャがService Busと同じマシン上にない場合に使用します。





51.8.1 インバウンドMQトランスポート・レベル・セキュリティの構成:主な手順



プロキシ・サービスのインバウンド・トランスポート・レベルのセキュリティを構成するには:




	MQトランスポートを使用するプロキシ・サービスを作成する前に、使用するトランスポートにMQ接続リソースを作成してください。次のセキュリティ構成設定から選択します。

	
SSLが必要。メッセージの送信にHTTPSを使用する場合は、このチェック・ボックスを選択します。「双方向SSLが必要」オプションが選択されていない場合に、サーバー側のSSL(サーバーがクライアントに対して認証)がサポートされます。


	
暗号セット。このオプションは、「SSLが必要」チェック・ボックスが選択されている場合にのみ使用できます。SSLで使用される暗号スイート・アルゴリズムを選択します。

暗号スイートとは、鍵交換アルゴリズム、対称暗号化アルゴリズム、およびセキュア・ハッシュ・アルゴリズムを含むSSL暗号方式の一種です。通信の整合性を保護するために使用します。

暗号化スイート・アルゴリズムは、WebSphere MQサーバーとMQトランスポート間のメッセージの通信を暗号化および復号化するときに使用されます。


	
双方向SSLが必要。このオプションは、「SSLが必要」チェック・ボックスが選択されている場合にのみ使用できます。クライアント側とサーバー側のSSL認証の使用を強制するには、このチェック・ボックスを選択します。


	
サービス・キー・プロバイダへの参照。「双方向SSLが必要」を選択した場合、適切なクライアント側SSLのキー・マネージャを取得するために、サービス・キー・プロバイダへの参照を指定する必要があります。

サービス・キー・プロバイダのパス(プロジェクト/フォルダ)と名前を入力するか、「参照」をクリックして、「サービス・キー・プロバイダの選択」ページから選択します。


	
静的なサービス・アカウントへの参照。ユーザー名とパスワードによる認証に必要です。静的なサービス・アカウントのパス(プロジェクト/フォルダ)および名前を入力するか、「参照」をクリックしてサービス・アカウントを選択します。







	プロキシ・サービスを作成するときは、「トランスポート構成」ページで、「mq」を選択します。








51.8.2 アウトバウンドMQトランスポート・レベル・セキュリティの構成:主な手順



ビジネス・サービスのアウトバウンド・トランスポート・レベルのセキュリティを構成するには:




	MQトランスポートを使用するプロキシ・サービスを作成する前に、使用するトランスポートにMQ接続リソースを作成してください。次のセキュリティ構成設定から選択します。

	
SSLが必要。メッセージの送信にHTTPSを使用する場合は、このチェック・ボックスを選択します。「双方向SSLが必要」オプションが選択されていない場合に、サーバー側のSSL(サーバーがクライアントに対して認証)がサポートされます。


	
暗号セット。このオプションは、「SSLが必要」チェック・ボックスが選択されている場合にのみ使用できます。SSLで使用される暗号スイート・アルゴリズムを選択します。

暗号スイートとは、鍵交換アルゴリズム、対称暗号化アルゴリズム、およびセキュア・ハッシュ・アルゴリズムを含むSSL暗号方式の一種です。通信の整合性を保護するために使用します。

暗号化スイート・アルゴリズムは、WebSphere MQサーバーとMQトランスポート間のメッセージの通信を暗号化および復号化するときに使用されます。


	
双方向SSLが必要。このオプションは、「SSLが必要」チェック・ボックスが選択されている場合にのみ使用できます。クライアント側とサーバー側のSSL認証の使用を強制するには、このチェック・ボックスを選択します。


	
サービス・キー・プロバイダへの参照。「双方向SSLが必要」を選択した場合、適切なクライアント側SSLのキー・マネージャを取得するために、サービス・キー・プロバイダへの参照を指定する必要があります。

サービス・キー・プロバイダのパス(プロジェクト/フォルダ)と名前を入力するか、「参照」をクリックして、「サービス・キー・プロバイダの選択」ページから選択します。


	
静的なサービス・アカウントへの参照。ユーザー名とパスワードによる認証に必要です。静的なサービス・アカウントのパス(プロジェクト/フォルダ)および名前を入力するか、「参照」をクリックしてサービス・アカウントを選択します。







	ビジネス・サービスを作成するときは、「トランスポート構成」ページで、「mq」を選択します。










51.9 メッセージ・コンテキストでのトランスポート・レベルのセキュリティ要素


クライアントを認証するためにプロキシ・サービスを構成する場合、クライアントのIDおよびクライアントが属するセキュリティ・グループに、プロキシ・サービスのパイプラインからアクセスできます。

IDとグループ情報は、次の場所にあるメッセージ・コンテキストにあります。


$inbound/ctx:security/ctx:transportClient/ctx:username


および


$inbound/ctx:security/ctx:transportClient/ctx:principals/ctx:group


(メッセージ・コンテキストには、ユーザーが属する各グループごとに1つのctx:group要素が含まれます)

プロキシ・サービスがクライアントを認証しない場合、$inbound/ctx:security/ctx:transportClient/ctx:usernameの値は<anonymous>で、ctx:group要素はありません。

詳細は、「inbound変数とoutbound変数」を参照してください。











13 Oracle Service Busコンソールでのパイプラインの操作


この章では、Oracle Service Busコンソールを使用してパイプラインまたはメッセージ・フローを作成および構成する方法について説明します。この項には、パイプライン・ペア、条件付きブランチ、ステージ、オペレーション・ブランチおよびルート・ノードの作成および構成が含まれます。

	
Oracle Service Busコンソールのパイプライン・デザイナの概要


	
コンソールでのパイプラインの表示と編集


	
ステージおよびルート・ノードの切取り、コピー、貼付け


	
コンソールでのリシーケンサの構成


	
変数の構造のマッピングの作成




パイプラインおよびそれらのコンポーネントの詳細は、「Oracle Service Busでのメッセージ・フローの作成」を参照してください。





13.1 Oracle Service Busコンソールのパイプライン・デザイナの概要


パイプライン・デザイナでは、アクションを作成および構成する際、メッセージ・フローがグラフィカルに表示されます。

	
コンソールの「メッセージ・フローの編集」ページ


	
コンソールの「ステージ構成の編集」ページ








13.1.1 コンソールの「メッセージ・フローの編集」ページ



「メッセージ・フローの編集」ページを使用して、パイプラインのメッセージ・フローを作成します。

「メッセージ・フローの編集」ページの左側のナビゲーション・ペインに、パイプライン内のノードとオブジェクトのツリー・ビューが表示されます。オブジェクトの詳細が別のページで定義されている場合は、オブジェクトの名前をクリックして、関連付けられているページを表示できます。

右側のペインには、パイプラインを作成するためのフィールドが表示されます。メッセージ・フローがまだ定義されていない場合、ペインには、パイプラインの開始ノードを示す1つの「パイプライン」アイコンがあります。アイコンをクリックして、サービスのパイプライン・ペア・ノード、ルート・ノード、条件付きブランチ、操作ブランチ、およびエラー処理を追加します。

ページにオブジェクトを追加すると、そのオブジェクトを示すアイコンがページに表示されます。オブジェクト間の関係は、線と境界を示す四角形で示されます。「メッセージ・フローの編集」ページのアイコンをクリックすると、そのオブジェクトで実行できるアクションのメニューが表示されます。メニューに含まれるオプションは、コンテキストに応じて異なります。アイコンとオプションの完全なリストについては、表13-1を参照してください。





表13-1 「メッセージ・フローの編集」ページのアイコンとオプション

	アイコン	説明	メニュー・オプション
	
[image: 開始ノード・アイコン]


パイプライン

	
パイプラインの開始ノード。

	
	
パイプライン・ペアの追加 - 「パイプラインへのパイプライン・ペアの追加方法」を参照してください。


	
ルートの追加 - 「コンソールでのパイプラインへのルート・ノードの追加方法」を参照してください。


	
条件付きブランチの追加 - 「コンソールでのパイプラインへの条件付きブランチの追加方法」を参照してください。


	
操作ブランチの追加 - 「コンソールでのパイプラインへの操作ブランチの追加方法」を参照してください。


	
サービス・エラー・ハンドラの追加 - 「コンソールでのパイプライン・エラー・ハンドラの追加」を参照してください。





	
[image: パイプライン・ペア・アイコン]


パイプライン・ペア・ノード

	
パイプライン・ペア・ノードはリクエスト・パイプラインとレスポンス・パイプラインから成ります。

	
	
名前とコメントの編集


	
パイプライン・ペアの追加 - 「パイプラインへのパイプライン・ペアの追加方法」を参照してください。


	
ルートの追加 - 「コンソールでのパイプラインへのルート・ノードの追加方法」を参照してください。


	
条件付きブランチの追加 - 「コンソールでのパイプラインへの条件付きブランチの追加方法」を参照してください。


	
操作ブランチの追加 - 「コンソールでのパイプラインへの操作ブランチの追加方法」を参照してください。


	RESTブランチの追加 - 参照
コンソールでのパイプラインへのRESTブランチの追加方法


	
ルートの貼付け - このオプションは、ルート・ノードの切取りまたはコピーを行い、クリップ・ボードにある場合にのみ使用できます。





	
[image: レスポンス・パイプライン・アイコン]


レスポンス・パイプライン

	
前述のパイプライン・ペア・ノードを参照してください。

	
	
ステージの追加 - 「コンソールでのパイプラインへのステージの追加方法」を参照してください。


	
パイプライン・エラー・ハンドラの追加 - 「コンソールでのパイプライン・エラー・ハンドラの追加」を参照してください。





	
[image: リクエスト・パイプライン・アイコン]


リクエスト・パイプライン

	
前述のパイプライン・ペア・ノードを参照してください。

	
	
ステージの追加 - 「コンソールでのパイプラインへのステージの追加方法」を参照してください。


	
パイプライン・エラー・ハンドラの追加 - 「コンソールでのパイプライン・エラー・ハンドラの追加」を参照してください。





	
[image: エラー・ハンドラのあるパイプライン・アイコン]


エラー・ハンドラのあるパイプライン

	
エラー・ハンドラが定義されているパイプライン。

	
	
パイプライン・エラー・ハンドラの編集 - 「コンソールでのパイプライン・エラー・ハンドラの追加」を参照してください。


	
「パイプライン・エラー・ハンドラの削除」





	
[image: ルート・ノード・アイコン]


ルート・ノード

	
ルート・ノード・アクションは、ルート・ノードを通過する際のメッセージの処理を定義します。

	
	
ルートの編集 - 「コンソールでのパイプラインへのルート・ノードの追加方法」を参照してください。


	
「名前とコメントの編集」


	
ルート・エラー・ハンドラの追加 - 「コンソールでのルート・ノード・エラー・ハンドラの追加」を参照してください。





	
[image: エラー・ハンドラがあるルート・ノード・アイコン]


エラー・ハンドラがあるルート・ノード

	
エラー・ハンドラが定義されているルート・ノード。

	
	
ルート・エラー・ハンドラの編集 - 「コンソールでのルート・ノード・エラー・ハンドラの追加」を参照してください。


	
「ルート・エラー・ハンドラの削除」





	
[image: ステージ・ノード・アイコン]


ステージ・ノード

	
ステージ・ノードは、アクションのコンテナです。

	
	
ステージの編集 - 「コンソールでのパイプラインへのステージの追加方法」を参照してください。


	
「名前とコメントの編集」


	
ステージの追加 - 「コンソールでのパイプラインへのステージの追加方法」を参照してください。


	
ステージ・エラー・ハンドラの追加 - 「コンソールでのステージ・エラー・ハンドラの追加」を参照してください。





	
[image: エラー・ハンドラがあるステージ・ノード・アイコン]


エラー・ハンドラがあるステージ・ノード

	
エラー・ハンドラが定義されているステージ・ノード。

	
	
ステージ・エラー・ハンドラの編集 - 「コンソールでのステージ・エラー・ハンドラの追加」を参照してください。


	
「ステージ・エラー・ハンドラの削除」





	
[image: 条件付きブランチ・ノード・アイコン]


条件付きブランチ・ノード

	
条件付きブランチ・ノードを使用すると、可能ないくつかのパスのうちの1つに限定して処理を進ませることができます。

	
	
ブランチの編集 - 「コンソールでのパイプラインへの条件付きブランチの追加方法」を参照してください。


	
「名前とコメントの編集」





	
[image: 操作ブランチ・ノード・アイコン]


操作ブランチ・ノード

	
オペレーション・ブランチ・ノードでは、指定された操作に基づいてどのブランチに進むかが判断されます。

	
	
ブランチの編集 - 「コンソールでのパイプラインへの操作ブランチの追加方法」を参照してください。


	
「名前とコメントの編集」





	
[image: RESTブランチ・ノード・アイコン]


RESTブランチ・ノード

	
RESTブランチ・ノードでは、使用されたメディア・タイプ、相対URI、またはHTTP動詞に基づいてどのブランチに進むかが判断されます。

	
	
ブランチの編集 - 「コンソールでのパイプラインへのRESTブランチの追加方法」を参照してください。


	
「名前とコメントの編集」





	
[image: ブランチ・ノード・アイコン]


ブランチ・ノード

	
ブランチ・ノードは、条件付きブランチ・ノード、操作ブランチ・ノードまたはRESTブランチ・ノードによって定義される代替ノードの1つです。

	
	
パイプライン・ペアの追加 - 「パイプラインへのパイプライン・ペアの追加方法」を参照してください。


	
ルートの追加 - 「コンソールでのパイプラインへのルート・ノードの追加方法」を参照してください。


	
条件付きブランチの追加 - 「コンソールでのパイプラインへの条件付きブランチの追加方法」を参照してください。


	
操作ブランチの追加 - 「コンソールでのパイプラインへの操作ブランチの追加方法」を参照してください。


	RESTブランチの追加 - 参照
コンソールでのパイプラインへのRESTブランチの追加方法


	
ルートの貼付け - このオプションは、ルート・ノードの切取りまたはコピーを行い、クリップ・ボードにある場合にのみ使用できます。





	
[image: エラー・ハンドラ・アイコン]


エラー・ハンドラ

	
エラー・ハンドラは、パイプラインでエラーを再送するロジックを提供します。

	
	
サービス・エラー・ハンドラの追加 - 「コンソールでのパイプライン・エラー・ハンドラの追加」を参照してください。















13.1.2 コンソールの「ステージ構成の編集」ページ



「ステージ構成の編集」ページを使用して、パイプラインのパイプライン・ステージ、エラー・ハンドラ・ステージおよびルート・ノードにアクションを追加します。

	
「ステージ構成の編集」ページでまだ何も定義されていない場合、表示されるオブジェクトは「アクションの追加」アイコンのみです。アイコンをクリックして作業を開始します。


	
ステージまたはルート・ノードがすでに構成されている場合は、そのステージまたはルート・ノードに対して定義されているアクションとオブジェクトがページに表示されます。必要に応じて、既存のアクションを編集するか、または、アクションを表すアイコンのいずれかをクリックして、ステージにアクションを追加します。




ステージに追加できるすべての種類のアクションの操作手順については、「コンソールでのパイプライン・アクションの追加と編集」を参照してください。











13.2 コンソールでのパイプラインの表示と編集


Oracle Service Busコンソールからパイプライン・デザイナを起動すると、パイプライン・デザイナは新しいブラウザ・ウィンドウで開かれます。

	
コンソールでのパイプラインの表示および編集方法


	
コンソールでのパイプラインへの共有変数の追加方法


	
パイプラインへのパイプライン・ペアの追加方法


	
コンソールでのパイプラインへの条件付きブランチの追加方法


	
コンソールでのパイプラインへの操作ブランチの追加方法


	
コンソールでのパイプラインへのステージの追加方法


	
コンソールでのパイプラインへのルート・ノードの追加方法








13.2.1 コンソールでのパイプラインの表示および編集方法



Oracle Service Busコンソールからパイプライン・デザイナにアクセスするには、次の手順を実行します。

コンソールでパイプラインを表示および編集するには:




	セッションをまだ作成していない場合は、「作成」をクリックして新しいセッションを作成するか、「編集」をクリックして既存のセッションを入力します。
	「Oracle Service Busコンソール」ウィンドウの右上から、「Designer」タブをクリックします。プロジェクト・ナビゲータが表示されます。
	「すべてのプロジェクト」をクリックしてから、サービス・バス・プロジェクトの名前をクリックします。
	パイプラインを編集するパイプライン・リソースをクリックします。
	ウィンドウの右上隅付近にある「メッセージ・フローを開く」アイコンをクリックします。

	
選択したパイプラインに、まだメッセージ・フローが作成されていない場合は、1つのアイコン(「パイプライン」アイコン)が含まれた「メッセージ・フローの編集」ページが表示されます。これは、パイプライン・メッセージ・フローの開始ノードになります。このアイコンをクリックして、メッセージ・フローの作成を開始します。


	
パイプラインにすでにメッセージ・フローがある場合、ページにはフローが図で表示されます。アイコンをクリックして、メッセージ・フローの各部を表示または編集します。




メッセージ・フローの作成については、「Oracle Service Busコンソールでのパイプライン・アクションの操作」を参照してください。




	「保存」アイコンをクリックして、現在のセッションで更新をコミットします。
	セッションを終了して構成をランタイムにデプロイするには、Oracle Service Busコンソール・ウィンドウの右上隅にある「アクティブ化」をクリックします。








13.2.2 コンソールでのパイプラインへの共有変数の追加方法



1つのコール・チェーン内の2つのパイプラインで同じ共有変数を宣言する場合、これらは呼出しコール・チェーンの範囲内の同じ変数を読み取り、変更します。つまり、パイプラインP1で共有変数varを宣言し、パイプラインP1が、同様に共有変数varを宣言するパイプラインP2を呼び出す場合、P1のvarの変更はP2に表示され、逆も当てはまります。共有変数は、文字列、ブールまたはXMLのデータ型にする必要があります。

パイプラインでメッセージを受信して処理する場合、共有変数を使用する呼び出されたすべてのパイプラインは、その変数に対して同じ値を読書きします。プロキシで受信する以降のメッセージにより、呼び出されたパイプラインに共有変数の新しいインスタンスが作成されます。

共有変数は、ローカル・プロキシの呼出しと分割-結合コンポーネントの呼出しで機能します。たとえば、パイプラインP1およびP2で共有変数を宣言するとします。ここで、P1がローカル・プロキシ・サービスまたは分割-結合コンポーネントを呼び出し、このサービスまたはコンポーネントが同様にP2を呼び出す場合、P1とP2は引き続き共有変数を共有します。

次の制限事項が共有変数の使用に適用されます。





	
システム変数($body、$attachments、$operation、$inbound、$outboundなど)は共有できません。


	
変数は、ローカル以外のプロキシ呼出しで共有できません。たとえば、パイプラインでHTTPプロキシ・サービスを呼び出す場合、共有変数はこのコール間で伝播されません。


	
変数は、パイプラインと分割-結合リソース間で共有できません。


	
Javaとバイナリ・コンテンツ・タイプを使用する変数はサポートされません。たとえば、XML構造に<ctx:java-content/>があるXML型変数は、共有変数としてサポートされません。








始める前に





この手順は、「コンソールでのパイプラインの表示と編集」の説明に従って、すでに「メッセージ・フローの編集」ページでパイプラインを編集していることを前提としています。

パイプラインに共有変数を追加するには:




	「「共有変数」セクションの展開」をクリックして、「メッセージ・フローの編集」ページの左上隅にある「共有変数」セクションを開きます。
	「変数」フィールドに、共有変数の名前を入力します。
	「追加」をクリックして、パイプラインに共有変数を追加します。








13.2.3 パイプラインへのパイプライン・ペアの追加方法



パイプラインには、パイプライン・ペア・ノード(パイプライン(またはサービスの処理用)のリクエストおよびレスポンス・パイプライン)と、ステージ、パイプラインおよびサービスに対して定義できるエラー・ハンドラ・パイプラインをゼロ個以上含めることができます。パイプラインは、1つまたは複数のステージを持つことができ、ステージはアクションを持ちます。





始める前に





この手順は、「コンソールでのパイプラインの表示と編集」の説明に従って、すでに「メッセージ・フローの編集」ページでパイプラインを編集していることを前提としています。

パイプラインにパイプライン・ペアを追加するには:

	
「パイプライン」アイコンをクリックし、「パイプライン・ペアの追加」をクリックします。


	
パイプライン・ペア・ノードのデフォルト名を変更して説明を追加するには、次の操作を行います。

	
パイプライン・ペア・ノード・アイコンをクリックし、「名前とコメントの編集」をクリックします。


	
必要に応じて名前と説明を変更します。


	
「保存」をクリックします。


注意:

パイプライン名やルート・ノード名を変更すると、パイプライン・カウンタがゼロにリセットされるので、「モニター」モジュールの「ダッシュボード」ページに表示されるメッセージの数と他のコンポーネントのメッセージ数との相関関係がなくなる可能性があります。これは、Service Busでは、いったん削除して再作成するアクションとして名前の変更を処理しているためです。これらのメッセージ数は、サービスのモニター間隔と同じ時間が経過した後に再び関連付ける必要があります。







	
パイプラインにステージを追加するには、「コンソールでのパイプラインへのステージの追加方法」を参照してください。


	
パイプラインのステージにアクションを追加するには、「コンソールでのパイプライン・アクションの追加と編集」を参照してください。


	
「保存」をクリックして、現在のセッションで更新をコミットします。


	
セッションを終了して構成をランタイムにデプロイするには、Oracle Service Busコンソール・ウィンドウの右上隅にある「アクティブ化」をクリックします。












13.2.4 コンソールでのパイプラインへの条件付きブランチの追加方法



ブランチ・ノードを使用すると、可能ないくつかのパスのうちの1つに限定して処理を進めることができます。分岐は、XPathベースの切替え表に基づいて実行されます。表の各ブランチは、条件(たとえば、<500)を指定し、これが単一のXPath式(たとえば、$bodyの./ns: PurchaseOrder/ns:totalCost)に対してパイプラインの降順に評価されます。最初に満たされた条件によって、進むべきブランチが決定されます。満たされる分岐条件がない場合は、デフォルトのブランチに進みます。ブランチ・ノードでは、パイプライン内にいくつかの子孫を持つことができます(デフォルトのブランチを含め各ブランチに1つずつ)。

プロキシ・サービスがWSDLファイルに基づいておらず、複数のドキュメント・タイプを入力として受信する場合は、条件付きブランチ・ノードを使用することを検討してください。

条件付きブランチ処理は、単純でありながらユニークな文字列値のタグが付いたブランチをまとめたルックアップ表を基準に行われます。メッセージ・コンテキストの変数をそのノードのルックアップ変数として指定し、実行時に、この値を使用してどのブランチに進むかが判断されます。ルックアップ変数に一致するブランチがない場合は、デフォルトのブランチに進みます。ブランチ・ノードに到達する前にルックアップ変数の値が設定されるように、パイプラインを設計する必要があります。





始める前に





この手順は、「コンソールでのパイプラインの表示と編集」の説明に従って、すでに「メッセージ・フローの編集」ページでパイプラインを編集していることを前提としています。

パイプラインに条件付きブランチを追加するには:

	
「パイプライン・ペア・ノード」アイコンまたは「ブランチ・ノード」アイコンをクリックして、「条件付きブランチ・ノードの作成」をクリックします。条件付きブランチ・ノードが追加され、挿入したブランチ・ノードの後の既存のノードが、新しい条件付きブランチ・ノードのデフォルト・ブランチに移動します。


	
ブランチ・ノードのデフォルト名を変更して説明を追加するには、次を行います:

	
「条件付きブランチ」アイコンをクリックし、「名前とコメントの編集」をクリックします。


	
必要に応じて名前と説明を変更します。


	
「保存」をクリックします。





	
ブランチ定義を追加するには、「条件付きブランチ」アイコンをクリックし、「ブランチの編集」をクリックします。「ブランチ・ノードの編集」ページが表示されます。


	
次を実行します。

	
「選択したパス」フィールドで「編集」をクリックして、XPath式を追加し、パスを指定します。インラインXQueryおよびXPath式の作成と編集を参照してください。


	
「変数」フィールドにコンテキスト変数を入力します。


	
「演算子」フィールドから、比較演算子を選択します。


	
「値」フィールドにブランチの値を入力します。


	
「ラベル」フィールドにブランチのラベルを入力します。





	
(オプション)「オプション」で次のようにします。

	
「新しいブランチの追加」をクリックして、このブランチ・ノードに新しいブランチ定義を追加します。


	
「このブランチを削除」をクリックして、ブランチ定義を削除します。


	
「ブランチを上に移動」または「ブランチを下に移動」をクリックして、ブランチ定義の位置を変更します。このオプションは、複数のブランチ定義が存在する場合にのみ表示されます。





	
「保存」をクリックして、現在のセッションで更新をコミットします。


	
「メッセージ・フローの編集」ページで、「コンソールでのパイプラインの表示と編集」の説明に従って、パイプラインの作成を続けます。


	
「保存」をクリックして、現在のセッションで更新をコミットします。


	
セッションを終了して構成をランタイムにデプロイするには、「Oracle Service Busコンソール」ウィンドウの左上隅にある「アクティブ化」をクリックします。












13.2.5 コンソールでのパイプラインへの操作ブランチの追加方法



パイプラインでWeb Services Description Language (WSDL)ベースのプロキシ・サービスを定義する場合、操作固有の処理が必要になります。Service Busでは、操作に基づくブランチ・ノードを手動で構成するかわりに、操作に基づいて自動的に分岐するように構成された、最小限のブランチ・ノードが用意されています。つまり、操作ブランチ・ノードをパイプラインに作成すると、Oracle Service Busコンソールでは、WSDLに定義された操作がブランチ・ノード構成ページに表示されるため、これらの操作に基づいて分岐ロジックをすばやく構築できます。

ブランチ・ノードを使用すると、可能ないくつかのパスのうちの1つに限定して処理を進めることができます。分岐は、XPathベースの切替え表に基づいて実行されます。表の各ブランチは、条件(たとえば、<500)を指定し、これが単一のXPath式(たとえば、$bodyの./ns: PurchaseOrder/ns:totalCost)に対してパイプラインの降順に評価されます。最初に満たされた条件によって、進むべきブランチが決定されます。満たされる分岐条件がない場合は、デフォルトのブランチに進みます。ブランチ・ノードでは、パイプライン内にいくつかの子孫を持つことができます(デフォルトのブランチを含め各ブランチに1つずつ)。





始める前に





この手順は、「コンソールでのパイプラインの表示と編集」の説明に従って、すでに「メッセージ・フローの編集」ページでパイプラインを編集していることを前提としています。

パイプラインに操作ブランチを追加するには:

	
「パイプライン・ペア・ノード」アイコンまたは「ブランチ・ノード」アイコンをクリックして、「操作ブランチ・ノードの作成」をクリックします。操作ブランチ・ノードが追加され、挿入したブランチ・ノードの後の既存のノードが、新しい操作ブランチ・ノードのデフォルト・ブランチに移動します。


	
ブランチ・ノードのデフォルト名を変更して説明を追加するには、次を行います:

	
「操作ブランチ」アイコンをクリックして、「名前とコメントの編集」をクリックします。


	
必要に応じて名前と説明を変更します。


	
「保存」をクリックします。





	
ブランチ定義を追加するには、「操作ブランチ」アイコンをクリックし、「ブランチの編集」をクリックします。「ブランチ・ノードの編集」ページが表示されます。


	
「操作ブランチ定義」パネルで、サービス操作を選択します。


	
(オプション)「オプション」で次のようにします。

	
「新しいブランチの追加」をクリックして、このブランチ・ノードに新しいブランチ定義を追加します。


	
「このブランチを削除」をクリックして、ブランチ定義を削除します。


	
「ブランチを上に移動」または「ブランチを下に移動」をクリックして、ブランチ定義の位置を変更します。このオプションは、複数のブランチ定義が存在する場合にのみ表示されます。





	
「保存」をクリックします。


	
「メッセージ・フローの編集」ページで、「コンソールでのパイプラインの表示と編集」の説明に従って、パイプラインの作成を続けます。


	
「保存」をクリックして、現在のセッションで更新をコミットします。


	
セッションを終了して構成をランタイムにデプロイするには、「Oracle Service Busコンソール」ウィンドウの左上隅にある「アクティブ化」をクリックします。











13.2.6 コンソールでのパイプラインへのRESTブランチの追加方法



この手順は、「コンソールでのパイプラインの表示と編集」の説明に従って、すでに「メッセージ・フローの編集」ページでパイプラインを編集していることを前提としています。




パイプラインにRESTブランチを追加するには:


	パイプライン・ペア・ノード・アイコンまたは「ブランチ・ノード」アイコンをクリックして、RESTブランチの作成をクリックします。RESTブランチ・ノードが追加され、挿入したブランチ・ノードの後の既存のノードが、新しいRESTブランチ・ノードのデフォルト・ブランチに移動します。
	ブランチ・ノードのデフォルト名を変更して説明を追加するには、次を行います:
	「RESTブランチ」アイコンをクリックして、「名前とコメントの編集」をクリックします。
	必要に応じて名前と説明を変更します。
	「保存」をクリックします。



	ブランチ定義を追加するには、「RESTブランチ」アイコンをクリックし、「ブランチの編集」をクリックします。「ブランチ・ノードの編集」ページが表示されます。
	「ラベル」フィールドにブランチのラベルを入力します。


注意:

RESTブランチ・ラベルにRESTブランチの実行の一部として、/name/{PlaceName}/zip/{ZipCode}などのパラメータ化したパス式が含まれている場合、メッセージ・コンテキスト変数PlaceNameおよびZipCodeは、Pittsburghや15217のように、実行時の実際のパス・セグメントの値で自動的に定義されます。これらのパラメータの値は、インバウンドHTTP相対パス・メタデータから抽出されます。

変数のスコープは、対応するブランチでネストされているすべてのアクションです






	次のブランチ・プロパティのいずれかを1つ以上構成します。
	
メディア・タイプ: このブランチで使用されるクライアント・リクエストによって送信されるメディア・タイプの名前を入力します(application/xmlまたはapplication/jsonなど)。このフィールドには複数のメディア・タイプをカンマで区切って入力できます。


注意:

タイプまたはサブタイプのワイルドカードがサポートされています。たとえば、application/xml、examples/*、および*/xmlがサポートされます。examples/*+xmlなどの部分ワイルドカードはサポートされていません。




	
パス: /dogs/{id}など、このブランチで使用されるクライアント・リクエストの相対URIパスを入力します。


	
動詞: このブランチで使用されるクライアント・リクエストのHTTP動詞を選択します。





	(オプション)「オプション」で次のようにします。
	
「新しいブランチの追加」をクリックして、このブランチ・ノードに新しいブランチ定義を追加します。


	
「このブランチを削除」をクリックして、ブランチ定義を削除します。


	
「ブランチを上に移動」または「ブランチを下に移動」をクリックして、ブランチ定義の位置を変更します。このオプションは、複数のブランチ定義が存在する場合にのみ表示されます。





	「保存」をクリックします。
	「メッセージ・フローの編集」ページで、「コンソールでのパイプラインの表示と編集」の説明に従って、パイプラインの作成を続けます。
	「保存」をクリックして、現在のセッションで更新をコミットします。
	セッションを終了して構成をランタイムにデプロイするには、「Oracle Service Busコンソール」ウィンドウの左上隅にある「アクティブ化」をクリックします。








13.2.7 コンソールでのパイプラインへのステージの追加方法



始める前に





この手順は、「コンソールでのパイプラインの表示と編集」の説明に従って、すでに「メッセージ・フローの編集」ページでパイプラインを編集していることを前提としています。

パイプラインにステージを追加するには:

	
必要に応じて、「パイプライン・ペア・ノード」アイコンの左側にあるプラス記号クリックしてパイプライン・ペア・ノードを展開します。パイプライン・ペアには、「リクエスト・パイプライン」および「レスポンス・パイプライン」が含まれています。


	
ステージに追加するパイプラインをクリックしてから、「ステージの追加」をクリックします。


	
ステージのデフォルト名を変更して説明を追加するには、次を行います:

	
「ステージ」アイコンをクリックして、「名前とコメントの編集」をクリックします。


	
必要に応じて名前と説明を変更します。


	
「保存」をクリックします。





	
ステージにアクションを追加するには、「ステージ」アイコンをクリックし、「ステージの編集」をクリックします。「コンソールでのパイプライン・アクションの追加と編集」を参照してください。


	
ステージにエラー処理を追加するには、「ステージ」アイコンをクリックし、「ステージ・エラー・ハンドラの追加」をクリックします。「コンソールでのエラー・ハンドラの追加」を参照してください。「メッセージ・フローの編集」ページが表示されます。


	
「コンソールでのパイプラインの表示と編集」の説明に従って、パイプラインの作成を続けます。


	
「保存」をクリックして、現在のセッションで更新をコミットします。


	
セッションを終了して構成をランタイムにデプロイするには、Oracle Service Busコンソール・ウィンドウの右上隅にある「アクティブ化」をクリックします。












13.2.8 コンソールでのパイプラインへのルート・ノードの追加方法



始める前に





この手順は、「コンソールでのパイプラインの表示と編集」の説明に従って、すでに「メッセージ・フローの編集」ページでパイプラインを編集していることを前提としています。

パイプラインにルート・ノードを追加するには:




	パイプライン・ペアの「パイプライン・ペア・ノード」アイコンをクリックして、「ルートの追加」をクリックします。
	ルート・ノードのデフォルト名の変更と説明の追加を行うには、「ルート・ノード」アイコンをクリックして、「名前とコメントの編集」をクリックします。必要に応じて名前と説明を変更し、「保存」をクリックします。


注意:

パイプライン名やルート・ノード名を変更すると、パイプライン・カウンタがゼロにリセットされるので、「モニター」モジュールの「ダッシュボード」ページに表示されるメッセージの数と他のコンポーネントのメッセージ数との相関関係がなくなる可能性があります。これは、Service Busでは、いったん削除して再作成するアクションとして名前の変更を処理しているためです。これらのメッセージ数は、サービスのモニター間隔と同じ時間が経過した後に再び関連付ける必要があります。






	ルート・ノードにアクションを追加するには、「ルート・ノード」アイコンをクリックし、「ルートの編集」をクリックします。「メッセージ・フローの編集」ページが表示されます。ルート・ノードに追加できるアクションの詳細は、次のセクションを参照してください。

	
コンソールでのIf-Thenアクションの追加


	
コンソールでのルート・ノードへの動的ルーティングの追加


	
コンソールでのルート・ノードへのルーティング・アクションの追加


	
コンソールでのルート・ノードへのルーティング表の追加


	
コンソールでのエラー・ハンドラの追加







	「メッセージ・フローの編集」ページで、「コンソールでのパイプラインの表示と編集」の説明に従って、パイプラインの作成を続けます。
	「保存」をクリックして、現在のセッションで更新をコミットします。
	セッションを終了して構成をランタイムにデプロイするには、Oracle Service Busコンソール・ウィンドウの右上隅にある「アクティブ化」をクリックします。










13.3 ステージおよびルート・ノードの切取り、コピー、貼付け


ステージおよびルート・ノードの切り取り、コピー、貼付けが行えます。





	
ステージまたはルート・ノードを切り取るには、そのアイコンをクリックし、「切取り」または「コピー」を選択します。


	
このパイプラインのメッセージ・フロー内の異なるパイプライン・ペアから、または異なるパイプラインのメッセージ・フローから切り取ったりコピーしたステージを貼り付けるには、次のいずれかを行います。

	
「リクエスト・パイプライン」または「レスポンス・パイプライン」アイコンをクリックして、「ステージの貼付け」をクリックします。


	
パイプラインの「ステージ」アイコンをクリックして、「貼付け」をクリックします。





	
別のパイプラインから切り取った、またはコピーしたルート・ノードを貼り付けるには、パイプライン・ペアのパイプライン・ペア・ノード・アイコンをクリックして、「ルートの貼付け」をクリックします。












13.4 コンソールでのリシーケンサの構成


Service Busのリシーケンサは、関連はあるが順序どおりではないメッセージのストリームを連続した順序に並べ替えます。

受信メッセージが着信したときは、ランダムな順序である場合があります。リシーケンサは、順次または時系列の情報に基づきメッセージを順序付け、メッセージをターゲット・サービスに対して正しい手順で送信します。順序付けは、選択した順序付け戦略に基づき実行されます。

リシーケンサは、パイプライン・コンポーネント内で構成できます。次のサービス・タイプのパイプラインがサポートされます。

	
WSDL: リシーケンスは、リクエスト・タイプのみの操作に利用できます。


	
メッセージ・タイプ: リクエスト・メッセージ・タイプは「XML」、レスポンス・メッセージ・タイプは「なし」にします。





注意:

リシーケンサでは、「任意のXML」と「任意のSOAP」のサービス・タイプはサポートされません。WSDLベースのサービスでは、WSDLファイルは一方向であることが必要です。つまり、これに出力要素を含めることはできません。リシーケンス・パイプラインでの生成WSDLファイルの使用については、「コンソールでのWSDLファイルのエクスポート方法」を参照してください。







13.4.1 コンソールでパイプラインでのリシーケンスを構成する方法



この項では、Oracle Service Busコンソールを使用してパイプラインでリシーケンサを構成する方法について説明します。

パイプライン・コンポーネントでリシーケンスを有効にするには:




	セッションをまだ作成していない場合は、「作成」をクリックして新しいセッションを作成するか、「編集」をクリックして既存のセッションを入力します。
	「Oracle Service Busコンソール」ウィンドウの右上から、「Designer」タブをクリックします。プロジェクト・ナビゲータが表示されます。
	「すべてのプロジェクト」をクリックしてから、サービス・バス・プロジェクトの名前をクリックします。
	リシーケンサを構成するパイプライン・リソースをクリックします。パイプライン定義ページが表示されます。
	「リシーケンサ」タブをクリックします。
	「リシーケンスの有効化」を選択して、パイプラインのリシーケンスを有効にします。図13-1に、パイプライン定義のリシーケンス・ページの「リシーケンスの有効化」オプションを示します。


図13-1 Oracle Service Busコンソールでのリシーケンサの有効化

[image: 図13-1の説明が続きます]





	「リシーケンス・レベル」を選択します。「パイプライン」を選択して、コンポーネント・レベルでリシーケンスを構成します。「操作」を選択して、操作レベルでリシーケンスを構成します。リシーケンス・レベルの詳細は、「コンソールでのリシーケンス・レベルの選択方法」を参照してください。

「操作」を選択した場合、操作ごとにリシーケンスを個別に構成するオプションを利用できます。




	「リシーケンス・モード」を選択します。「操作」レベルでリシーケンスを構成する場合、各操作に対応する「リシーケンス・モード」を選択します。各種リシーケンス・オプションの詳細は、「コンソールでのリシーケンス・モードの構成方法」を参照してください。

選択した「リシーケンス・モード」に応じて、そのモードに対応するオプションを利用できます。たとえば、「標準」モードを選択するには、「グループ式」、「ID式」などの値を選択する必要があります。図13-2に、「標準」モードの場合に表示されるオプションを示します。


図13-2 標準モードのリシーケンスで表示される構成オプション

[image: 図13-2の説明が続きます]





	使用するワーク・マネージャを指定する「ディスパッチ・ポリシー」を選択します。デフォルトのワーク・マネージャは、他にワーク・マネージャがない場合に使用されます。
	「保存」アイコンをクリックして、変更をコミットします。








13.4.2 コンソールでのリシーケンス・レベルの選択方法


リシーケンスは、パイプライン・レベルまたは操作レベルのいずれかで定義できます。リシーケンス・レベルの値は、次のとおりです。

	
パイプライン: コンポーネント・レベルで指定した共通構成を使用してすべてのメッセージをリシーケンスします。コンポーネントに複数の操作がある場合、各操作のメッセージは、共有コンポーネント構成を使用して個別に順序付けられます。

コンポーネント・レベルのリシーケンスは、パイプライン・コンポーネントのすべての操作でリクエスト一方向メッセージをサポートする場合のみ許可されます。操作のサブセットのみがリクエスト一方向メッセージをサポートする場合、これらの操作に操作レベルのリシーケンスを個別に指定できます。


	
操作: WSDLベースのパイプラインの場合、リシーケンスは操作レベルで構成できます。各操作には異なるリシーケンサ構成を設定できます。リクエスト一方向メッセージをサポートする操作のみをリシーケンスできます。WSDL以外のパイプラインでは、操作レベルでリシーケンサを構成できません。










13.4.3 コンソールでのリシーケンス・モードの構成方法


この項では、様々なリシーケンス・モードの構成方法を示します。各種リシーケンス・モードの詳細は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』のリシーケンス順序に関する項を参照してください。デフォルトでは、グループIDの文字数制限は1000、IDの文字数制限は100です。





13.4.3.1 標準リシーケンサの構成



標準リシーケンサを構成するには:




	パイプライン定義のリシーケンス・ページで、「リシーケンス・モード」ドロップダウン・リストから「標準」を選択します。操作レベルでリシーケンスを構成する場合、操作の「リシーケンス・モード」ドロップダウン・リストから、「標準」を選択します。

標準リシーケンス構成に関連するフィールドがページに表示されます。詳細は、図13-2を参照してください。




	表13-2に示すフィールドに入力します。




表13-2 標準リシーケンスのオプション

	フィールド名	説明	デフォルト値	必須
	
グループ式

	
グループ化が行われる受信メッセージのフィールドを指し示すXQuery式。値を入力しない場合、すべてのメッセージが1つのデフォルト・グループに配置されます。

右側の「式ビルダー」アイコンをクリックして、XQuery/XSLT式エディタを呼び出します。

	
N/A

	
N


	
ID式

	
リシーケンスが行われる受信メッセージのフィールドを指し示すXQuery式。

右側の「式ビルダー」アイコンをクリックして、XQuery/XSLT式エディタを呼び出します。

	
N/A

	
Y


	
開始

	
ID順序の開始番号。

	
1

	
N


	
増分

	
ID順序の増分。

	
1

	
N


	
タイムアウト

	
予期されているメッセージを待機する期間(秒単位)。タイムアウトが発生すると、再シーケンサはグループをタイムアウトとしてロックします。

デフォルト値の0の場合、デフォルトではグループに対してタイムアウトが発生することはありません。

	
0

	
N








注意:

正しいメッセージ・シーケンス間の時間間隔が大幅に異なる標準リシーケンサのユースケースで、正しいタイムアウト値の構成を常に実行できない可能性があります。低いリシーケンサ・タイムアウト値を構成すると、該当するグループがタイムアウトし、リシーケンサが後続のメッセージを処理しない可能性があります。そのような状況には、値を"0"に設定できます。これらのシステム・プロパティの構成により、そのような場合のリシーケンサのパフォーマンス全体も向上できます。


-Dweblogic.threadpool.MinPoolSize=100 -Dresequencer.containerIdRefresh.time=120











13.4.3.2 FIFOリシーケンサの構成



FIFOリシーケンサを構成するには:




	パイプライン定義のリシーケンス・ページで、「リシーケンス・モード」ドロップダウン・リストから「FIFO」を選択します。操作レベルでリシーケンスを構成する場合、操作の「リシーケンス・モード」ドロップダウン・リストから、「FIFO」を選択します。

FIFOリシーケンス構成に関連するフィールドがページに表示されます。




	「グループ式」フィールドに、グループ化が行われる受信メッセージのフィールドを指し示すXQuery式を入力します。

右側の「式ビルダー」アイコンをクリックして、XQuery/XSLT式エディタを呼び出します。












13.4.3.3 ベスト・エフォート・リシーケンサの構成



ベスト・エフォート・リシーケンサを構成するには:




	パイプライン定義のリシーケンス・ページで、「リシーケンス・モード」ドロップダウン・リストから「ベスト・エフォート」を選択します。操作レベルでリシーケンスを構成する場合、操作の「リシーケンス・モード」ドロップダウン・リストから、「ベスト・エフォート」を選択します。

ベスト・エフォート・リシーケンス構成に関連するフィールドがページに表示されます。




	表13-3に示すフィールドに入力して、ベスト・エフォート・リシーケンサを構成します。


表13-3 ベスト・エフォート・リシーケンスのオプション

	フィールド名	説明	デフォルト値	必須
	
グループ式

	
グループ化が行われる受信メッセージのフィールドを指し示すXQuery式。ここに値を入力しない場合、すべてのメッセージは1つのデフォルト・グループ内になると見なされます。

右側の「式ビルダー」アイコンをクリックして、XQuery/XSLT式エディタを呼び出します。

	
N/A

	
N


	
ID式

	
リシーケンスが行われる、IDを含む受信メッセージのフィールドを指し示すXQuery式。

右側の「式ビルダー」アイコンをクリックして、XQuery/XSLT式エディタを呼び出します。

	
N/A

	
Y


	
データ型

	
順序IDのデータ型。注文プロセスはデータ型に基づいています。サポートされる値は、「日付/時刻」と「数値」です。

	
数値

	
Y


	
最大行数

	
再シーケンサが一度にデータ・ストアから取得する、順に従ったメッセージの数。これは正の整数にしてください。

「最大行数」または「時間ウィンドウ」(次に説明)を指定する必要がありますが、両方を指定しないでください。

	
5

	
N


	
時間ウィンドウ

	
メッセージが到着した後、リシーケンスに関してデータ・ストアからメッセージを選択するまでに待機する秒単位の時間。デフォルト値の0の場合、待機しません。

「時間ウィンドウ」または「最大行数」(前述)を指定する必要がありますが、両方を指定しないでください。

	
0

	
N





















13.5 変数の構造のマッピングの作成


次の項では、様々なタイプの変数の構造のマッピングを作成する方法について説明します。

	
サンプルWSDLドキュメント


	
例で必要なリソースの作成


	
例1: 事前定義された変数の構造の選択


	
例2: 変数の型へのマッピング


	
例3: 変数の要素へのマッピング


	
例4: 変数の子要素へのマッピング


	
例5: 変数のビジネス・サービスへのマッピング


	
例6: 子要素の別の子要素へのマッピング








13.5.1 サンプルWSDLドキュメント



このサンプルWSDLドキュメントは、この項のほとんどの例で使用します。このWSDLドキュメントをリソースとして構成に保存してください。詳細は、「例で必要なリソースの作成」を参照してください。

例 - サンプルWSDLドキュメント


<definitions 
    name="samplewsdl" 
    targetNamespace="http://example.org" 
    xmlns="http://schemas.xmlsoap.org/wsdl/" 
    xmlns:s0="http://www.oracle.com" 
    xmlns:s1="http://example.org" 
    xmlns:soap="http://schemas.xmlsoap.org/wsdl/soap/"> 
<types> 
  <xs:schema 
    attributeFormDefault="unqualified" 
    elementFormDefault="qualified" 
    targetNamespace="http://www.oracle.com" 
    xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"> 
    <xs:element name="PO" type="s0:POType"/>
    <xs:complexType name="POType">
      <xs:all>
        <xs:element name="id" type="xs:string"/>
        <xs:element name="name" type="xs:string"/>
      </xs:all>
    </xs:complexType>
    <xs:element name="Invoice" type="s0:InvoiceType"/>
    <xs:complexType name="InvoiceType">
      <xs:all>
        <xs:element name="id" type="xs:string"/>
        <xs:element name="name" type="xs:string"/>
      </xs:all>
    </xs:complexType>
</xs:schema>
</types>
<message name="POTypeMsg">
    <part name="PO" type="s0:POType"/>
</message>
<message name="InvoiceTypeMsg">
    <part name="InvReturn" type="s0:InvoiceType"/>
</message>

<portType name="POPortType">
    <operation name="GetInvoiceType">
      <input message="s1:POTypeMsg"/>
      <output message="s1:InvoiceTypeMsg"/>
    </operation>
</portType>
<binding name="POBinding" type="s1:POPortType">
<soap:binding style="rpc" transport="http://schemas.xmlsoap.org/soap/http"/>
    <operation name="GetInvoiceType">
      <soap:operation soapAction="http://example.com/GetInvoiceType"/>
      <input>
        <soap:body use="literal"/>
      </input>
      <output>
        <soap:body use="literal"/>
    </output>
  </operation>
</binding>
</definitions>









13.5.2 例で必要なリソースの作成


この後の例を利用するには、サンプルWSDLドキュメントをリソースとして構成に保存し、サンプルWSDLドキュメントを使用するサンプルのビジネス・サービスとプロキシ・サービスを作成します。

以下の手順に従って、Oracle Service Busコンソールでタスクを実行します。

	
リソースとしてのWSDLファイルの保存


	
プロキシ・サービスとパイプラインの作成


	
サンプル・パイプラインのメッセージ・フローの構築


	
ビジネス・サービスの作成








13.5.2.1 リソースとしてのWSDLファイルの保存



次の手順を実行します。




	セッションをまだ作成していない場合は、「作成」をクリックして新しいセッションを作成するか、「編集」をクリックして既存のセッションを入力します。
	「Oracle Service Busコンソール」ウィンドウの右上から、「Designer」タブをクリックします。プロジェクト・ナビゲータが表示されます。
	「すべてのプロジェクト」ノードの前にある「展開」(矢印)アイコンをクリックし、このノードを開きます。
	WSDLファイルの追加先となるプロジェクト名を右クリックします。コンテキスト・メニューで「作成」、「リソース」をクリックします。
	「リソース・ギャラリ」から「インタフェース」、「WSDL」の順にクリックします。「WSDLの作成」ダイアログが表示されます。
	「リソース名」フィールドに、SampleWSDLと入力します。これは必須フィールドです。
	「説明」フィールドに、WSDLリソースの説明を入力します。これはオプションです。
	「ファイルの選択」をクリックして、WSDLサンプル・ファイルを選択します。
	「作成」をクリックしてWSDLリソースを作成します。








13.5.2.2 プロキシ・サービスとパイプラインの作成



サンプルWSDLドキュメントを使用するプロキシ・サービスおよびパイプラインを作成するには、次の手順を実行します。




	プロジェクト・ナビゲータで、パイプラインの追加先のプロジェクトを選択して、「作成」アイコンの横の下向き矢印をクリックし、「リソース」をクリックします。
	「サービス」をクリックし、「パイプライン」、「OK」をクリックします。

パイプラインの作成ダイアログが表示されます。




	「全般」セクションの「パイプライン名」フィールドに、PipelinewithSampleWSDLと入力します。このフィールドは必須です。

オプションで、パイプラインの「説明」を指定します。




	「サービス・タイプ」で、「WSDLベース・サービス」を選択します。
	「参照」アイコンをクリックし、WSDLファイルのリストからSampleWSDLを選択します。WSDLファイルを検索するには、「検索」をクリックする必要があります。
	プロキシ・サービスとして公開を選択して、パイプラインに対応するプロキシ・サービスを作成します。
	「名前」フィールドにProxywithSampleWSDLと入力します。
	「作成」をクリックして、パイプラインとプロキシ・サービスを作成します。パイプラインが作成され、開いて編集できます。








13.5.2.3 サンプル・パイプラインのメッセージ・フローの構築



次の手順を実行します。




	プロジェクト・ナビゲータで、パイプラインPipelinewithSampleWSDLをクリックして開きます。
	右上隅にある「メッセージ・フローを開く」アイコンをクリックして、パイプラインのメッセージ・フローの編集を開始します。「メッセージ・フローの編集」ページが表示されます。
	「メッセージ・フローの編集」ページで、PipelinewithSampleWSDLアイコンをクリックし、「パイプライン・ペアの追加」をクリックします。PipelinePairNode1が表示されます。ここには、リクエスト・パイプラインとレスポンス・パイプラインが含まれています。
	「リクエスト・パイプライン」アイコンをクリックし、「ステージの追加」をクリックします。ステージ「Stage1」が表示されます。
	「保存」をクリックします。PipelinewithSampleWSDLパイプラインの基本的なメッセージ・フローが作成されます。








13.5.2.4 ビジネス・サービスの作成



サンプルWSDLドキュメントを使用するビジネス・サービスを作成するには、次の手順を実行します。




	プロジェクト・ナビゲータで、ビジネス・サービスの追加先となるプロジェクトを選択します。
	「作成」ドロップダウン・リストから、「リソース」を選択します。
	「サービス」が選択されていることを確認し、「ビジネス・サービス」をクリックします。「Webサービス」が選択されていることを確認し、「SOAP」、「OK」の順に選択します。
「ビジネス・サービスの作成」ウィザードが表示されます。


	「リソース名」フィールドに、BusinesswithSampleWSDLと入力します。これは必須フィールドです。
	「サービス定義」で、「WSDLベース・サービス」を選択します。
	「名前」フィールドの横の「参照」アイコンをクリックし、WSDLファイルのリストからSampleWSDLを選択します。WSDLファイルを検索するには、「検索」をクリックする必要があります。
	「次」をクリックします。「作成」をクリックします。ビジネス・サービスが作成されます。

これで、例を使用する準備ができました。「例1: 事前定義された変数の構造の選択」に進みます。














13.5.3 例1: 事前定義された変数の構造の選択



この例では、プロキシ・サービスProxyWithSampleWSDLを使用して事前定義された変数の構造を選択します。このサービスのタイプは、SampleWSDLのバインディングPOBindingを使用するWSDL Webサービスです。

パイプラインのメッセージ・フローが、処理するメッセージの構造を認識している必要があります。このために、Service Busでは事前定義された構造が自動的に提供されます。この構造は、インタフェースのすべてのメッセージで、プロキシ・サービスのWSDLファイルでの定義に従って、body変数をSOAP本体の構造にマップします。この事前定義された構造のマッピングのラベルはbodyです。


注意:

この事前定義された構造は、型付きインタフェースを備えたメッセージング・サービスのためにもサポートされています。



事前定義された変数の構造の選択

XQuery式エディタ・ページの「変数の構造」パネルで、組込み構造のリストから「body」を選択します。

変数の構造bodyは、図13-3のように表示されます。


図13-3 変数の構造 - body

[image: 図13-3の説明]










13.5.4 例2: 変数の型へのマッピング



プロキシ・サービスProxyWithSampleWSDLが、ビジネス・サービスBusinessWithSampleWSDLへのサービス・コールアウトを呼び出すとします。このビジネス・サービスも、サービスのタイプはSampleWSDLのバインディングPOBindingを使用するWSDL Webサービスです。操作GetInvoiceTypeが呼び出されます。

この例では、パイプラインが、処理するレスポンス・パラメータの構造を認識する必要があります。このためには、レスポンス・パラメータ変数を型InvoiceTypeにマップする新しい変数の構造を作成します。

変数を型にマップするには:

	
「変数の構造」パネルで「新しい構造の追加」をクリックします。追加フィールドが図13-4のように表示されます。


図13-4 変数の構造 - 新しい構造の追加

[image: 図13-4の説明]



	
「XMLタイプ」を選択します。


	
「構造ラベル」フィールドに、作成する変数の構造の表示名として「InvoiceType」と入力します。この表示名を使用すると、実行時には影響を及ぼさず設計時に構造を認識できるように、構造に意味のある名前を付けることができます。


	
「構造パス」フィールドに、実行時の変数の構造のパスとして「$InvoiceType」と入力します。


	
タイプ「InvoiceType」を選択するには、次のようにします。

	
「タイプ」フィールドで、該当するラジオ・ボタンを選択し、リストから「WSDLタイプ」を選択します。


	
「参照」をクリックします。WSDLブラウザが表示されます。


	
WSDLブラウザで「SampleWSDL」を選択してから、「WSDL定義の選択」ペインの「タイプ」で「InvoiceType」を選択します。


	
「発行」をクリックします。選択した「WSDLタイプ」の下に「InvoiceType」が表示されます。





	
「追加」をクリックします。新しい変数の構造「InvoiceType」が変数の構造のリストの「XMLタイプ」の下に追加されます。

変数の構造InvoiceTypeは、図13-5のように表示されます。





図13-5 変数の構造 - InvoiceType

[image: 図13-5の説明]










13.5.5 例3: 変数の要素へのマッピング



一時変数には、SampleWSDL WSDLファイルで記述された要素Invoiceが含まれているとします。この例では、ProxyWithSampleWSDLパイプラインが、この変数にアクセスする必要があります。このためには、変数を要素Invoiceにマップする新しい変数の構造を作成します。

変数を要素にマップするには

	
「変数の構造」パネルで「新しい構造の追加」をクリックします。


	
「XMLタイプ」を選択します。


	
「構造ラベル」フィールドに、作成する変数の構造の名前として、表示されたときに意味がわかるように「Invoice」と入力します。


	
「構造パス」フィールドに、実行時の変数の構造のパスとして「$Invoice」と入力します。


	
要素「Invoice」を選択するには、次のようにします。

	
「タイプ」フィールドで、該当するラジオ・ボタンを選択していることを確認します。「WSDL要素」を選択します。


	
「参照」をクリックします。


	
WSDLブラウザで「SampleWSDL」を選択してから、「WSDL定義の選択」ペインの「要素」で「Invoice」を選択します。


	
「発行」をクリックします。選択した「WSDL要素」の下に「Invoice」が表示されます。





	
「追加」をクリックします。新しい変数の構造「Invoice」が変数の構造のリストの「XMLタイプ」の下に追加されます。

変数の構造Invoiceは、図13-6のように表示されます。





図13-6 変数の構造 - Invoice

[image: 図13-6の説明が続きます]










13.5.6 例4: 変数の子要素へのマッピング



プロキシ・サービスProxyWithSampleWSDLは、ドキュメント・スタイルがAny SOAPであるビジネス・サービスにルーティングします。このビジネス・サービスは、SOAP本体の発注書を返します。この例では、ProxyWithSampleWSDLパイプラインがレスポンスを処理する必要があります。このためには、body変数をPO要素にマップする新しい構造を作成し、PO要素を変数の子要素として指定します。body変数にはSOAP Body要素が格納され、PO要素はBody要素の子であるため、子要素として指定する必要があります。

変数を子要素にマップするには:

	
「変数の構造」パネルで「新しい構造の追加」をクリックします。


	
「XMLタイプ」を選択します。


	
「構造ラベル」フィールドに、作成する変数の構造の名前として、表示されたときに意味がわかるように「body to PO」と入力します。


	
「構造パス」フィールドに、実行時の変数の構造のパスとして「$body」と入力します。


	
PO要素を選択するには、次のようにします。

	
「タイプ」フィールドで、該当するラジオ・ボタンを選択していることを確認します。「WSDL要素」を選択します。


	
「参照」をクリックします。


	
WSDLブラウザで「SampleWSDL」を選択してから、「WSDL定義の選択」ペインの「要素」で「PO」を選択します。


	
「発行」をクリックします。





	
PO要素をbody to PO変数の構造の子として設定するために、「子として設定」チェックボックスを選択します。


	
「追加」をクリックします。新しい変数の構造「body to PO」が変数の構造のリストの「XMLタイプ」の下に追加されます。

変数の構造body to POは、図13-7のように表示されます。





図13-7 変数の構造 - body to PO

[image: 図13-7の説明が続きます]










13.5.7 例5: 変数のビジネス・サービスへのマッピング



プロキシ・サービスProxyWithSampleWSDLは、ビジネス・サービスBusinessWithSampleWSDLにメッセージをルーティングします。このビジネス・サービスも、サービスのタイプはSampleWSDLのバインディングPOBindingを使用するWSDL Webサービスです。この例では、パイプラインがレスポンスを処理する必要があります。このためには、body変数をBusinessWithSampleWSDLビジネス・サービスにマップする新しい構造を定義します。これにより、サービスのWSDLインタフェースで、すべてのメッセージのSOAP本体にbody変数がマップされます。


注意:

このマッピングは、型付きインタフェースを備えたメッセージング・サービスのためにもサポートされています。



変数をビジネス・サービスにマップするには

	
「変数の構造」パネルで「新しい構造の追加」をクリックします。


	
「サービス・インタフェース」を選択します。


	
「構造ラベル」フィールドに、変数の構造の名前として、表示されたときに意味がわかるように「BusinessService」と入力します。


	
「構造パス」フィールドには、デフォルトとしてすでに$bodyが設定されています。これは、実行時の変数の構造のパスになります。


	
このビジネス・サービスを選択するには、次の操作を実行します。

	
「サービス」フィールドで、「参照」をクリックします。サービス・ブラウザが表示されます。


	
サービス・ブラウザでBusinessWithSampleWSDLビジネス・サービスを選択し、「発行」をクリックします。ビジネス・サービスが「サービス」フィールドの下に表示されます。


	
「操作」フィールドで、「すべて」を選択します。





	
「追加」をクリックします。新しい変数の構造BusinessServiceが変数の構造のリストの「サービス・インタフェース」の下に追加されます。

変数の構造BusinessServiceは、図13-8のように表示されます。





図13-8 変数の構造 - Business Service

[image: 図13-8の説明が続きます]










13.5.8 例6: 子要素の別の子要素へのマッピング



ProxyWithSampleWSDLプロキシ・サービスが単一の添付ファイルを受信するように、SampleWSDLを変更します。添付ファイルは発注書です。この例では、パイプラインが注文書を処理する必要があります。このためには、$attachmentsのbody要素を、子要素として指定されているPO要素にマップする新しい構造を定義します。body要素は、次の形式の変数パスとして指定されます。


$attachments/ctx:attachment/ctx:body 


事前定義されたattachments構造のbody要素を選択してコピーし、新しいマッピング定義でマップされる変数パスとして貼り付けます。

子要素を別の子要素にマップするには:

	
「変数の構造」パネルで、組込み構造のリストから「attachments」を選択します。

変数の構造attachmentsは、図13-9のように表示されます。


図13-9 変数の構造 - attachments

[image: 図13-9の説明が続きます]



	
attachments構造でbody子要素を選択します。ページの右側にあるプロパティ・インスペクタにbody要素の変数パスが表示されます。


$attachments/ctx:attachment/ctx:body


	
body要素の変数パスをコピーします。


	
「変数の構造」パネルで「新しい構造の追加」をクリックします。


	
「XMLタイプ」を選択します。


	
「構造ラベル」フィールドに、この変数の構造の名前として、表示されたときに意味がわかるように「PO attachment」と入力します。


	
「構造パス」フィールドに、body要素の変数パスを貼り付けます。


$attachments/ctx:attachment/ctx:body


これは、実行時の変数の構造のパスになります。


	
PO要素を選択するには、次のようにします。

	
「タイプ」フィールドで、該当するラジオ・ボタンを選択していることを確認し、「WSDL要素」を選択します。


	
「参照」をクリックします。


	
WSDLブラウザで「SampleWSDL」を選択してから、「WSDL定義の選択」ペインの「要素」で「PO」を選択します。


	
「発行」をクリックします。





	
body要素の子としてPO要素を設定するために、「子として設定」チェックボックスを選択します。


	
「追加」をクリックします。新しい変数の構造「PO attachment」が変数の構造のリストの「XMLタイプ」の下に追加されます。


	
複数の添付ファイルを使用する場合は、この構造化変数のフィールドをXQueryで使用するときに、索引を参照に追加します。たとえば、POフィールドをXQueryフィールドにドラッグしてPOを2番目の添付にする場合は、挿入した値を変更します。


$attachments/ctx:attachment/ctx:body/oracle:PO/oracle:id


次のように変更します。


$attachments/ctx:attachment[2]/ctx:body/oracle:PO/oracle:id


















第V部 JCAアダプタ、トランスポートおよびバインドの操作


この部では、Service Busで提供されるすべてのトランスポートの情報および構成の詳細を説明します。

この部は、次の章で構成されています。

	
JCAトランスポートとJCAアダプタの使用


	
Oracle Service BusでのRESTサービスの作成


	
DSP転送の使用


	
EJBトランスポートの使用


	
HTTPトランスポートおよびポーラー・トランスポートの使用


	
JEJBトランスポートの使用


	
JMS転送の使用


	
ローカル・トランスポートの使用


	
MQ転送の使用


	
Oracle BPEL Process Managerトランスポートの使用


	
SBトランスポートの使用


	
SOA-DIRECTトランスポートの使用


	
Tuxedoトランスポートの使用


	
WS転送の使用












17 Oracle JDeveloperでのパイプライン・アクションの操作


この項では、Oracle JDeveloperを使用して様々なタイプのアクションをメッセージ・フローに追加する方法について説明します。

アクションとは、パイプラインを流れるメッセージの定義方法を定義するパイプライン・ステージ、エラー・ハンドラ・ステージ、ルート・ノード、およびブランチ・ノードの要素です。Oracle JDeveloperのパイプライン・エディタを使用して、ルート、パブリッシュ、サービス・コールアウト、トランスポート・ヘッダー、条件付きアクション、エラー・アクションおよびメッセージ変換アクションなどのアクションを追加します。

この章の内容は次のとおりです。

	
JDeveloperでのパイプラインのアクションの追加および編集


	
JDeveloperでのパブリッシュ・アクションの追加


	
JDeveloperでのパブリッシュ表アクションの追加


	
JDeveloperでの動的パブリッシュ・アクションの追加


	
JDeveloperでのルーティング・オプション・アクションの追加


	
JDeveloperでのサービス・コールアウト・アクションの追加


	
JDeveloperでのトランスポート・ヘッダー・アクションの追加


	
JDeveloperでのルート・ノードへの動的ルーティングの追加


	
JDeveloperでのルート・ノードへのルーティング・アクションの追加


	
JDeveloperでのルート・ノードへのルーティング表の追加


	
JDeveloperでのFor Eachアクションの追加


	
JDeveloperでのIf Thenアクションの追加


	
JDeveloperでのエラーの生成アクションの追加


	
JDeveloperでの返信アクションの追加


	
JDeveloperでの再開アクションの追加


	
JDeveloperでのスキップ・アクションの追加


	
JDeveloperでの割当てアクションの追加


	
JDeveloperでの削除アクションの追加


	
JDeveloperでの挿入アクションの追加


	
JDeveloperでのJavaコールアウト・アクションの追加


	
JDeveloperでのJavaScriptアクションの追加


	
JDeveloperでのMFL変換アクションの追加


	
JDeveloperでのnXSD変換アクションの追加


	
JDeveloperでの名前変更アクションの追加


	
JDeveloperでの置換アクションの追加


	
JDeveloperでの検証アクションの追加


	
JDeveloperでのアラート・アクションの追加


	
JDeveloperでのログ・アクションの追加


	
JDeveloperでのレポート・アクションの追加


	
JDeveloperでのエラー・ハンドラの追加


	
JDeveloperでのアクションまたはステージの無効化








17.1 JDeveloperでのパイプラインのアクションの追加および編集


アクションとは、パイプラインを流れるメッセージの定義方法を定義するパイプライン・ステージ、エラー・ハンドラ・ステージ、ルート・ノード、およびブランチ・ノードの要素です。


この手順は、「JDeveloperでのパイプラインの表示と編集」の説明に従って、すでにパイプライン・エディタでパイプラインを編集していることを前提としています。

また、パイプライン・ステージ、ルート・ノードまたはエラー・ハンドラ・ステージをすでに追加していることも前提としています。参照:

	
JDeveloperでのパイプラインへのパイプライン・ペア・ノードの追加


	
JDeveloperでのパイプラインへのステージの追加


	
JDeveloperでのエラー・ハンドラの追加




パイプラインにアクションを追加するには:

	
パイプライン・エディタで、アクションの追加先のコンポーネント・アイコンを右クリックします。たとえば、アクションを追加する「ステージ」を右クリックします。


	
表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「アクション名」を選択します。使用可能なアクション名はコンテキストによって異なります。


注意:

かわりに、「アクション」コンポーネントを「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグすることも選択できます。

エディタ・ウィンドウにコンポーネントをドラッグすると、コンポーネントをドロップできる有効な場所を示す黄色の円が表示されます。黄色の円の1つにコンポーネントをドラッグすると、その円が緑色に変化し、そこにコンポーネントをドロップできることを示します。



パイプラインに構成できるアクションを表17-1から表17-4に示します。


表17-1 パイプライン - 通信アクション

	アクション	説明	詳細
	
[image: 「パブリッシュ」アイコン]


パブリッシュ

	
静的に指定されたサービスにメッセージをパブリッシュします。

	
JDeveloperでのパブリッシュ・アクションの追加


	
[image: 「パブリッシュ表」アイコン]


パブリッシュ表

	
ゼロまたはそれ以上の静的に指定されたサービスにメッセージをパブリッシュします。切替え式の条件ロジックを使用して、どのサービスをパブリッシュに使用するか実行時に決定します。

	
JDeveloperでのパブリッシュ表アクションの追加


	
[image: 「動的にパブリッシュ」アイコン]


動的にパブリッシュ

	
XQuery式によって識別されたサービスにメッセージをパブリッシュします。

	
JDeveloperでの動的パブリッシュ・アクションの追加


	
[image: 「ルーティング・オプション」アイコン]


ルーティング・オプション

	
アウトバウンド・リクエストのURI、サービスの品質、モード、再試行パラメータ、メッセージ優先度の各プロパティの一部またはすべてを変更します。

	
JDeveloperでのルーティング・オプション・アクションの追加


	
[image: 「サービス・コールアウト」アイコン]


サービス・コールアウト

	
Service Busに登録済のプロキシ・サービスまたはビジネス・サービスの同期(ブロッキング)コールアウトを構成します。

	
JDeveloperでのサービス・コールアウト・アクションの追加


	
[image: 「トランスポート・ヘッダー」アイコン]


トランスポート・ヘッダー

	
メッセージのトランスポート・ヘッダーの値を設定します。

	
JDeveloperでのトランスポート・ヘッダー・アクションの追加


	
[image: 「動的ルーティング」アイコン]


動的ルーティング

	
XQueryリソースで使用できるルーティング情報に基づいて、メッセージ・ルートを割り当てます。

	
JDeveloperでのルート・ノードへの動的ルーティングの追加


	
[image: 「ルーティング」アイコン]


ルーティング

	
メッセージのターゲット・サービスを指定し、ターゲット・サービスへのメッセージのルーティング方法を構成します。

	
JDeveloperでのルート・ノードへのルーティング・アクションの追加


	
[image: 「ルーティング表」アイコン]


ルーティング表

	
切替え式の条件表に含まれた一連のルートを割り当てます。これは、単一のXQuery式の結果に基づいて、異なるルートが選択されます。

	
JDeveloperでのルート・ノードへのルーティング表の追加








表17-2 パイプライン - フロー制御アクション

	アクション	説明	詳細
	
[image: 「For Each」アイコン]


For Each

	
値のシーケンスを反復処理し、アクションのブロックを実行します。

	
JDeveloperでのFor Eachアクションの追加


	
[image: 「If...Then」アイコン]


If...Then

	
XQuery式のブール結果に基づいて、1つのアクションまたは一連のアクションを条件付きで実行します。

	
JDeveloperでのIf Thenアクションの追加


	
[image: 「エラーの生成」アイコン]


エラーの生成

	
指定されたエラー・コード(文字列)と記述を含む例外を発生させます。

	
JDeveloperでのエラーの生成アクションの追加


	
[image: 「返信」アイコン]


返信

	
呼出し元に即時返信を送信します。

	
JDeveloperでの返信アクションの追加


	
[image: 「再開」アイコン]


再開

	
エラー・ハンドラによってエラーが処理された後、メッセージ・フローを再開します。

	
JDeveloperでの再開アクションの追加


	
[image: 「スキップ」アイコン]


スキップ

	
実行時に現在のステージの実行がスキップされ、処理がメッセージ・フローの次のステージに進むように指定します。

	
JDeveloperでのスキップ・アクションの追加








表17-3 パイプライン - メッセージ処理アクション

	アクション	説明	詳細
	
[image: 「割当て」アイコン]


割当て

	
コンテキスト変数にXQuery式の結果を割り当てます。

	
JDeveloperでの割当てアクションの追加


	
[image: 「削除」アイコン]


削除

	
XPath式で指定されたコンテキスト変数または一連のノードを削除します。

	
JDeveloperでの削除アクションの追加


	
[image: 「挿入」アイコン]


挿入

	
XPath式で選択したノードを基準として特定された場所にXQuery式の結果を挿入します。

	
JDeveloperでの挿入アクションの追加


	
[image: 「Javaコールアウト」アイコン]


Javaコールアウト

	
パイプラインからJavaメソッドを呼び出します。

	
JDeveloperでのJavaコールアウト・アクションの追加


	
[image: 「JavaScript」アイコン]


JavaScript

	
JavaScript式を使用するXMLまたはJSONペイロードのコンテンツを操作します。

	
JDeveloperでのJavaScriptアクションの追加


	
[image: 「MFL変換」アイコン]


MFL変換

	
パイプラインで非XMLからXML、またはXMLから非XMLに変換します。

	
JDeveloperでのMFL変換アクションの追加


	
[image: 「nXSD変換」アイコン]


nXSD変換

	
パイプラインで、ネイティブ・データ・フォーマット(nXSD)からXMLに、またはXMLからネイティブ・データ・フォーマット(nXSD)に変換します。

	
JDeveloperでのnXSD変換アクションの追加


	
[image: 「名前変更」アイコン]


名前変更

	
要素のコンテンツを変更せずに、XPath式で選択した要素の名前を変更します。

	
JDeveloperでの名前変更アクションの追加


	
[image: 「置換」アイコン]


置換

	
XPath式で指定されたノードまたはノードのコンテンツを置き換えます。

	
JDeveloperでの置換アクションの追加


	
[image: 「検証」アイコン]


検証

	
XMLスキーマ要素またはWSDLリソースに対して、XPath式で選択した要素を検証します。

	
JDeveloperでの検証アクションの追加








表17-4 パイプライン - レポート・アクション

	アクション	説明	詳細
	
[image: 「アラート」アイコン]


アラート

	
パイプラインのメッセージ・コンテキストに基づいて、アラート通知を送信します。

	
JDeveloperでのアラート・アクションの追加


	
[image: 「ログ」アイコン]


ログ

	
ログに記録するメッセージを作成します。

	
JDeveloperでのログ・アクションの追加


	
[image: 「レポート」アイコン]


レポート

	
パイプラインのメッセージ・レポートを有効にします。

	
JDeveloperでのレポート・アクションの追加







	
次の手順を使用して、アクションのプロパティを変更します。

	
アクションをクリックし、それを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したコンポーネントのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
「プロパティ」ウィンドウで、必要に応じてプロパティを変更します。


	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。





	
アクションを追加したら、表17-5に示すように、さらにステージまたはルート・ノードのアクションを構成できます。


表17-5 ステージ構成の編集タスク

	内容	この手順を完了するには...
	
アクションの削除

	
パイプライン・エディタでアクションを右クリックします。表示されたコンテキスト・メニューから「削除」を選択します。


	
アクションを移動する

	
パイプライン・エディタで、アクション・アイコンをクリックし、マウス・ボタンを押したままそれをドラッグします。アクションをドロップできる有効な場所を示す黄色の円が表示されます。

アクションを黄色の円にドラッグすると、それが、有効なドロップであることを示す緑色に変化します。マウス・ボタンを離すと、アクション項目が緑の円上にドロップされます。


	
アクションの切取り

	
パイプライン・エディタでアクションを右クリックします。表示されたコンテキスト・メニューから「切取り」を選択します。


	
アクションのコピー

	
パイプライン・エディタでアクションを右クリックします。表示されたコンテキスト・メニューから「コピー」を選択します。


	
切り取りまたはコピーしたアクションを貼り付ける

	
パイプライン・エディタで、アクションの貼付け先のコンポーネントを右クリックします。コンテキスト・メニューから「貼付け」を選択します。

アクションのコピーと貼付けは、ステージ全体で可能です。ただし、「割当て」アクション、「置換」アクション、または「挿入」アクションの場合は、次の点に注意してください。

	
ソース(コピー)ステージの変数関連およびユーザー定義のすべてのネームスペースは、ターゲット(貼付け)ステージではユーザー定義のネームスペースとして追加されます。


	
重複するネームスペース(ソース・ステージおよびターゲット・ステージ両方で同一のネームスペース)はコピーされません。


	
競合するネームスペース(同じ接頭辞を使用しているがURIの異なるネームスペース宣言)はコピーされます。構成の保存は可能でありますが、ステージBの競合するネームスペース宣言を削除しないかぎり、アクティブ化することはできません。










	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。


	
パイプライン・エディタで、「コンソールでのパイプラインの表示と編集」の説明に従って、パイプラインの作成を続けます。


	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。












17.2 JDeveloperでのパブリッシュ・アクションの追加


静的に指定された、メッセージのターゲット・サービスを指定し、メッセージのパッケージおよびサービスへの送信方法を構成するには、パブリッシュ・アクションを使用します。


パブリッシュの動作の詳細は「パイプラインでのトランスフォーメーションの実行」を参照してください。





この手順は、「コンソールでのパイプラインの表示と編集」の説明に従って、すでにパイプライン・エディタでパイプラインを編集していることを前提としています。

また、パイプライン・ステージ、ルート・ノードまたはエラー・ハンドラ・ステージをすでに追加していることも前提としています。参照:

	
JDeveloperでのパイプラインへのパイプライン・ペア・ノードの追加


	
JDeveloperでのパイプラインへのステージの追加


	
JDeveloperでのエラー・ハンドラの追加




パイプラインにパブリッシュ・アクションを追加するには:

	
次の方法の1つを使用して、パブリッシュ・アクションをパイプラインに追加します。

	
パイプライン・エディタで、パブリッシュ・アクションの追加先のコンポーネント・アイコンを右クリックします。たとえば、「ステージ」を右クリックし、それにパブリッシュ・アクションを追加します。

表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「パブリッシュ」を選択します。


	
「パブリッシュ」コンポーネントを、「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグします。「パブリッシュ」コンポーネントを見つけるには、「コンポーネント」ウィンドウで「メッセージ・フロー」カテゴリを選択します。次に、「通信」セクションの下で「パブリッシュ」アイコンを探します。

エディタ・ウィンドウに「パブリッシュ」コンポーネントをドラッグすると、「パブリッシュ」コンポーネントをドロップできる有効な場所を示す黄色の円が表示されます。黄色の円の1つに「パブリッシュ」コンポーネントをドラッグすると、その円が緑色に変化し、そこに「パブリッシュ」コンポーネントをドロップできることを示します。マウス・ボタンを離すと、コンポーネントがドロップされます。





	
次の手順を使用して、パブリッシュ・アクションのプロパティを設定します。

	
「パブリッシュ」ノードをクリックし、それを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したノードのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
「プロパティ」ウィンドウで、「サービス」の横にある「検索」アイコンをクリックし、メッセージのターゲット・サービスを指定します。


	
サービスの操作がすでに指定されている場合、「操作」リストから選択して、呼び出す操作を指定できます。


	
「プロパティ」ウィンドウの左側にある「全般」タブをクリックします。


	
「説明」の下に、アクションの説明を任意で入力します。





	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。












17.3 JDeveloperでのパブリッシュ表アクションの追加


ゼロまたはそれ以上の静的に指定されたサービスにメッセージをパブリッシュするには、パブリッシュ表アクションを使用します。切替え式の条件ロジックを使用して、どのサービスをパブリッシュに使用するか実行時に決定します。


パブリッシュの動作の詳細は「パイプラインでのトランスフォーメーションの実行」を参照してください。

パブリッシュ表アクションを追加するには:

	
次の方法の1つを使用して、パブリッシュ表アクションをパイプラインに追加します。

	
パイプライン・エディタで、パブリッシュ・アクションの追加先のコンポーネント・アイコンを右クリックします。たとえば、「ステージ」を右クリックし、それにパブリッシュ・アクションを追加します。

表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「パブリッシュ表」を選択します。


	
「パブリッシュ表」コンポーネントを、「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグします。「パブリッシュ」コンポーネントを見つけるには、「コンポーネント」ウィンドウで「メッセージ・フロー」カテゴリを選択します。次に、「通信」セクションの下で「パブリッシュ表」アイコンを探します。

エディタ・ウィンドウに「パブリッシュ表」コンポーネントをドラッグすると、「パブリッシュ表」コンポーネントをドロップできる有効な場所を示す黄色の円が表示されます。黄色の円の1つに「パブリッシュ表」コンポーネントをドラッグすると、その円が緑色に変化し、そこに「パブリッシュ表」コンポーネントをドロップできることを示します。マウス・ボタンを離すと、コンポーネントがドロップされます。





	
次の手順を使用して、パブリッシュ表アクションのプロパティを設定します。

	
パイプライン・エディタで、「パブリッシュ表」ノードをクリックしてそれを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したノードのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
「プロパティ」ウィンドウで、「値」の横にある「fx」アイコンをクリックし、XQuery式を指定します。実行時にXQuery式によってルーティングの決定の基になる値が返されます。


	
「説明」の下に、パブリッシュ表アクションの説明を任意で入力します。





	
「パブリッシュ表」ノードで「Case」構文をクリックし、それを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したノードのプロパティが表示されます。


	
「プロパティ」ウィンドウで、演算子を選択し、「値」フィールドでXQuery式の値を選択します。


	
「Case」に対応するパブリッシュ・アクションを構成します。パブリッシュ・アクションの構成の詳細は、「JDeveloperでのパブリッシュ・アクションの追加」を参照してください。


	
必要に応じて、「Caseの追加」アイコンをクリックして、さらにCaseを追加します。追加したCaseごとに手順3から5を繰り返します。


	
「デフォルト」Caseに対応するパブリッシュ・アクションを構成します。パブリッシュ・アクションの構成の詳細は、「JDeveloperでのパブリッシュ・アクションの追加」を参照してください。


	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。












17.4 JDeveloperでの動的パブリッシュ・アクションの追加


XQuery式によって指定されたサービスに対してメッセージをパブリッシュするには、動的パブリッシュ・アクションを使用します。


パブリッシュの動作の詳細は「パイプラインでのトランスフォーメーションの実行」を参照してください。

動的パブリッシュ・アクションを追加するには:

	
次の方法の1つを使用して、動的パブリッシュ・アクションをパイプラインに追加します。

	
パイプライン・エディタで、動的パブリッシュ・アクションの追加先のコンポーネント・アイコンを右クリックします。たとえば、「ステージ」を右クリックし、それに動的パブリッシュ・アクションを追加します。

表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「動的にパブリッシュ」を選択します。


	
「動的にパブリッシュ」コンポーネントを、「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグします。「動的にパブリッシュ」コンポーネントを見つけるには、「コンポーネント」ウィンドウで「メッセージ・フロー」カテゴリを選択します。次に、「通信」セクションの下で「パブリッシュ」アイコンを探します。

エディタ・ウィンドウに「動的にパブリッシュ」コンポーネントをドラッグすると、「動的にパブリッシュ」コンポーネントをドロップできる有効な場所を示す黄色の円が表示されます。黄色の円の1つに「動的にパブリッシュ」コンポーネントをドラッグすると、その円が緑色に変化し、そこに「動的にパブリッシュ」コンポーネントをドロップできることを示します。マウス・ボタンを離すと、コンポーネントがドロップされます。





	
次の手順を使用して、動的パブリッシュ・アクションのプロパティを設定します。

	
パイプライン・エディタで、「動的にパブリッシュ」ノードをクリックしてそれを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したノードのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
「プロパティ」ウィンドウで、「サービス」の横にある「fx」アイコンをクリックし、XQuery式を指定します。完了すると、XQuery式は次のような結果を提供します。


<ctx:route>
<ctx:service isProxy="false">project/folder/businessservicename</ctx:service>
<ctx:operation>foo</ctx:operation>
</ctx:route>



注意:

プロキシ・サービスが呼び出されている場合は、isProxyをtrueに設定します。ビジネス・サービスが呼び出されている場合は、isProxyをfalseに設定します。

operation要素は省略可能です。




	
「プロパティ」ウィンドウの左側にある「全般」タブをクリックします。


	
「説明」の下に、動的パブリッシュ・アクションの説明を任意で指定します。





	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。












17.5 JDeveloperでのルーティング・オプション・アクションの追加


$outboundのアウトバウンド・リクエストのURI、サービスの品質、モード、および再試行パラメータの一部またはすべてを変更するには、ルーティング・オプション・アクションを使用します。


これらのプロパティは、$outbound上の割り当て、挿入、置換、または削除アクションで変更できますが、ルーティング・オプションを使用すると、XPath、XQuery、または$outboundコンテキスト変数の構造を理解していなくてもこのタスクを実行できます。

ルーティング・オプションのアクションはコンテキスト変数$outboundが有効な場合にのみ使用できます。次のアクションに追加できます。





	
パブリッシュ


	
動的にパブリッシュ


	
パブリッシュ表


	
サービス・コールアウト


	
ルーティング


	
動的ルーティング


	
ルーティング表




ルーティングの詳細は、「Oracle Service Busでのメッセージ・フローの作成」を参照してください。

ルーティング・オプション・アクションを追加するには:

	
次の方法の1つを使用して、ルーティング・オプション・アクションをパイプラインに追加します。

	
パイプライン・エディタで、ルーティング・オプション・アクションの追加先のコンポーネント・アイコンを右クリックします。たとえば、「パブリッシュ」ノードで「リクエスト・アクション」を右クリックし、それにルーティング・オプション・アクションを追加します。

表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「ルーティング・オプション」を選択します。


	
「ルーティング・オプション」コンポーネントを、「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグします。「ルーティング・オプション」コンポーネントを見つけるには、「コンポーネント」ウィンドウで「メッセージ・フロー」カテゴリを選択します。次に、「通信」セクションの下で「ルーティング・オプション」アイコンを探します。

エディタ・ウィンドウに「ルーティング・オプション」コンポーネントをドラッグすると、「ルーティング・オプション」コンポーネントをドロップできる有効な場所を示す黄色の円が表示されます。黄色の円の1つに「ルーティング・オプション」コンポーネントをドラッグすると、その円が緑色に変化し、そこに「ルーティング・オプション」コンポーネントをドロップできることを示します。マウス・ボタンを離すと、コンポーネントがドロップされます。





	
次の手順を使用して、ルーティング・オプション・アクションのプロパティを設定します。

	
パイプライン・エディタで、「ルーティング・オプション」ノードをクリックしてそれを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したノードのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
「プロパティ」ウィンドウで、次のいずれかまたはすべてを設定します。

URI: 「fx」アイコンをクリックし、XQuery式ビルダーを起動します。URIを返す式を入力します。これで呼び出されたサービスのURIがオーバーライドされます。

QoS: リストから「サービス品質」オプションを選択します。これで、自動計算されたデフォルトがオーバーライドされます。

モード: 「一方向」または「リクエスト-レスポンス」を選択します。

再試行間隔: 再試行間隔を秒数で指定します。これで呼び出されたサービスで構成されたデフォルトがオーバーライドされます。

再試行回数: アクションを中断するまで再試行を行う回数を指定します。これで呼び出されたサービスで構成されたデフォルトがオーバーライドされます。

優先度: 「fx」アイコンをクリックし、XQuery式ビルダーを起動します。正の整数を返す式を入力します。

「説明」: 動的パブリッシュ・アクションの説明を任意で指定します。





	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。












17.6 JDeveloperでのサービス・コールアウト・アクションの追加


Service Busに登録済のプロキシ・サービスまたはビジネス・サービスの同期(ブロッキング)コールアウトを構成するには、サービス・コールアウト・アクションを使用します。


サービス・コールアウト・アクションの詳細は「サービス・コールアウト・メッセージの作成」を参照してください。

サービス・コールアウト・アクションを追加するには:

	
次の方法の1つを使用して、サービス・コールアウト・アクションをパイプラインに追加します。

	
パイプライン・エディタで、サービス・コールアウト・アクションの追加先のコンポーネント・アイコンを右クリックします。たとえば、「ステージ」ノードを右クリックし、それにサービス・コールアウト・アクションを追加します。

表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「サービス・コールアウト」を選択します。


	
「サービス・コールアウト」コンポーネントを、「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグします。「サービス・コールアウト」コンポーネントを見つけるには、「コンポーネント」ウィンドウで「メッセージ・フロー」カテゴリを選択します。次に、「通信」セクションの下で「サービス・コールアウト」アイコンを探します。

エディタ・ウィンドウに「サービス・コールアウト」コンポーネントをドラッグすると、「サービス・コールアウト」コンポーネントをドロップできる有効な場所を示す黄色の円が表示されます。黄色の円の1つに「サービス・コールアウト」コンポーネントをドラッグすると、その円が緑色に変化し、そこに「サービス・コールアウト」コンポーネントをドロップできることを示します。マウス・ボタンを離すと、コンポーネントがドロップされます。





	
次の手順を使用して、サービス・コールアウト・アクションのプロパティを設定します。

	
パイプライン・エディタで、「サービス・コールアウト」ノードをクリックしてそれを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したノードのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
「サービス」の横にある「検索」アイコンをクリックし、ビジネス・サービスまたはプロキシ・サービスを指定します。


	
前述の手順で選択したサービスがWSDLベースのサービスであり、サービスに対して呼び出せる操作がある場合、「操作」フィールドから操作を選択します。


	
「構成」の下で、次のオプションの1つを選択して、リクエスト・メッセージとレスポンス・メッセージの構成方法を指定します。

「本体の構成」を選択して、SOAP本体を構成します。このオプションを選択すると、$bodyを直接使用できます。

「ペイロード・ドキュメントの構成」を選択して、ペイロードを構成します。


	
選択したサービスの種類およびそのサービスに対して選択した構成オプションの種類に応じて、表示されるリクエストおよびレスポンスの変数の値を選択します。


	
サービス・コールアウト・アクションの「説明」を任意で指定します。





	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。












17.7 JDeveloperでのトランスポート・ヘッダー・アクションの追加


メッセージのヘッダーの値を設定するには、トランスポート・ヘッダー・アクションを使用します。


トランスポート・ヘッダー・アクションを追加するには:

	
次の方法の1つを使用して、トランスポート・ヘッダー・アクションをパイプラインに追加します。

	
パイプライン・エディタで、トランスポート・ヘッダー・アクションの追加先のコンポーネント・アイコンを右クリックします。たとえば、「ステージ」ノード・アイコンを右クリックし、それにトランスポート・ヘッダー・アクションを追加します。

表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「トランスポート・ヘッダー」を選択します。


	
「トランスポート・ヘッダー」コンポーネントを、「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグします。「トランスポート・ヘッダー」コンポーネントを見つけるには、「コンポーネント」ウィンドウで「メッセージ・フロー」カテゴリを選択します。次に、「通信」セクションの下で「トランスポート・ヘッダー」アイコンを探します。

エディタ・ウィンドウに「トランスポート・ヘッダー」コンポーネントをドラッグすると、「トランスポート・ヘッダー」コンポーネントをドロップできる有効な場所を示す黄色の円が表示されます。黄色の円の1つに「トランスポート・ヘッダー」コンポーネントをドラッグすると、その円が緑色に変化し、そこに「トランスポート・ヘッダー」コンポーネントをドロップできることを示します。マウス・ボタンを離すと、コンポーネントがドロップされます。





	
次の手順を使用して、「トランスポート・ヘッダー」アクションのプロパティを設定します。

	
パイプライン・エディタで、「トランスポート・ヘッダー」ノードをクリックしてそれを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したノードのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
「方向」リストについては、次のうちの1つを選択します。

アウトバウンド・リクエスト: アウトバウンド・リクエスト(ルート、パブリッシュまたはサービス・コールアウト・アクションでパイプラインによって送信されるメッセージ)のヘッダーの値を設定するには、このオプションを選択します。これらのヘッダー要素は、メッセージ・コンテキストの次の場所にあります。


$outbound/ctx:transport/ctx:request/tp:headers


「インバウンド・レスポンス」: インバウンド・レスポンス(プロキシ・サービスがクライアントに返信するレスポンス・メッセージ)のヘッダーの値を設定するには、このオプションを選択します。これらのヘッダー要素は、メッセージ・コンテキストの次の場所にあります。


$inbound/ctx:transport/ctx:response/tp:headers


	
必要に応じて、「ヘッダーのコピー」を選択し、インバウンド・メッセージからアウトバウンド・メッセージおよびその逆にヘッダーをコピーします。


	
「ヘッダー」の下で、「プロトコル」を選択し、緑色のプラス(+)記号で識別される「ヘッダーの追加」アイコンをクリックして、ヘッダーを追加します。「アクション」を選択し、ヘッダーの「名前」および必要な値があれば「値」を指定します。

「設定」アクションでは、XQuery式またはXSLT式を使用して、ヘッダーの値を設定できます。アウトバウンド・リクエストの値を設定する場合、「コピー」アクションは、インバウンド・リクエストからヘッダー値をコピーします。インバウンド・レスポンスの値を設定する場合、「コピー」アクションは、アウトバウンド・レスポンスからヘッダー値をコピーします。「削除」 アクションでは、リクエストまたはレスポンス・メタデータからヘッダーが削除されます。


	
前述の手順を繰り返して、さらにヘッダーを追加します。


	
ヘッダーを削除するには、行を選択し、赤いX記号が付いた「ヘッダーの削除」アイコンをクリックします。


	
トランスポート・コールアウト・アクションの「説明」を任意で指定します。





	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。












17.8 JDeveloperでのルート・ノードへの動的ルーティングの追加


XQueryリソースで使用できるルーティング情報に基づいて、メッセージ・ルートを割り当てます。


これは終端アクションなので、このアクションの後に別のアクションを追加することはできません。ただし、このアクションには、リクエストとレスポンスのアクションを含めることができます。ルーティングの詳細は、「Oracle Service Busでのメッセージ・フローの作成」を参照してください。

ルート・ノードに動的ルーティングを追加するには:

	
次の方法の1つを使用して、動的ルーティング・アクションをパイプラインに追加します。

	
パイプライン・エディタで、動的ルーティング・アクションの追加先のコンポーネント・アイコンを右クリックします。たとえば、「ルート」ノード・アイコンを右クリックし、それに動的ルーティング・アクションを追加します。

表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「動的ルーティング」を選択します。


	
「動的ルーティング」コンポーネントを、「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグします。「動的ルーティング」コンポーネントを見つけるには、「コンポーネント」ウィンドウで「メッセージ・フロー」カテゴリを選択します。次に、「ルート」セクションの下で「動的ルーティング」アイコンを探します。

エディタ・ウィンドウに「動的ルーティング」コンポーネントをドラッグすると、コンポーネントをドロップできる有効な場所を示す黄色の円が表示されます。黄色の円の1つに「動的ルーティング」コンポーネントをドラッグすると、その円が緑色に変化し、そこにコンポーネントをドロップできることを示します。マウス・ボタンを離すと、コンポーネントがドロップされます。





	
次の手順を使用して、「動的ルーティング」アクションのプロパティを設定します。

	
パイプライン・エディタで、「動的ルーティング」ノードをクリックしてそれを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したノードのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
「サービス」の下にある「fx」アイコンをクリックし、XQuery式を指定します。XQuery式の結果は、次に似たものになります。


<ctx:route>
    <ctx:service isProxy='true'>{$service}</ctx:service>
    <ctx:operation>{$operation}</ctx:operation>
</ctx:route>



注意:

プロキシ・サービスが呼び出されている場合は、isProxyをtrueに設定します。ビジネス・サービスが呼び出されている場合は、isProxyをfalseに設定します。

	
サービス名は完全修飾サービス名です。


	
操作要素はオプションです。







	
動的ルーティング・アクションの「説明」を任意で指定します。


	
引き続き、アクションを「リクエスト・アクション」および「レスポンス・アクション」ブランチに追加します。





	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。












17.9 JDeveloperでのルート・ノードへのルーティング・アクションの追加


そのメッセージのターゲット・サービスを指定し、サービスへのメッセージのルーティング方法を構成します。


これは終端アクションなので、このアクションの後に別のアクションを追加することはできません。ただし、このアクションには、リクエストとレスポンスのアクションを含めることができます。ルーティングの詳細は、「Oracle Service Busでのメッセージ・フローの作成」を参照してください。

ルート・ノードにルーティング・アクションを追加するには:

	
次の方法の1つを使用して、ルーティング・アクションをパイプラインに追加します。

	
パイプライン・エディタで、ルーティング・アクションの追加先のコンポーネント・アイコンを右クリックします。たとえば、「ルート」ノード・アイコンを右クリックし、それにルーティング・アクションを追加します。

表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「ルーティング」を選択します。


	
「ルーティング」コンポーネントを、「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグします。「ルーティング」コンポーネントを見つけるには、「コンポーネント」ウィンドウで「メッセージ・フロー」カテゴリを選択します。次に、「ルート」セクションの下で「ルーティング」アイコンを探します。

エディタ・ウィンドウに「ルーティング」コンポーネントをドラッグすると、コンポーネントをドロップできる有効な場所を示す黄色の円が表示されます。黄色の円の1つに「ルーティング」コンポーネントをドラッグすると、その円が緑色に変化し、そこにコンポーネントをドロップできることを示します。マウス・ボタンを離すと、コンポーネントがドロップされます。





	
次の手順を使用して、「ルーティング」アクションのプロパティを設定します。

	
パイプライン・エディタで、「ルーティング」ノードをクリックしてそれを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したノードのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
「サービス」フィールドの右にある「検索」アイコンをクリックし、サービスを指定します。「リソース・チューザ」ダイアログが表示されます。


	
リソースからサービスを選択し、「OK」をクリックします。


	
WSDLベースのサービスを選択した場合、そのサービスに対応する「操作」を選択します。


	
ルーティング・アクションの「説明」を任意で指定します。


	
引き続き、アクションを「リクエスト・アクション」および「レスポンス・アクション」ブランチに追加します。





	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。












17.10 JDeveloperでのルート・ノードへのルーティング表の追加


ルーティング表は、切替え式の条件表にラップされた一連のルートです。これは、単一のXQuery式の結果に基づいて各種ルートを選択できる短縮形の構文です。


ステージ・エディタで複数のレベルをネストできます。メッセージのターゲット・サービスを指定し、ターゲット・サービスへのメッセージのルーティング方法を構成します。

これは終端アクションなので、このアクションの後に別のアクションを追加することはできません。ただし、このアクションには、リクエストとレスポンスのアクションを含めることができます。ルーティングの詳細は、「Oracle Service Busでのメッセージ・フローの作成」を参照してください。

ルート・ノードにルーティング表を追加するには:

	
次の方法の1つを使用して、ルーティング表アクションをパイプラインに追加します。

	
パイプライン・エディタで、ルーティング表アクションの追加先のコンポーネント・アイコンを右クリックします。たとえば、「ルート」ノードを右クリックし、それにルーティング表アクションを追加します。

表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「ルーティング表」を選択します。


	
「ルーティング表」コンポーネントを、「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグします。「ルーティング表」コンポーネントを見つけるには、「コンポーネント」ウィンドウで「メッセージ・フロー」カテゴリを選択します。次に、「ルート」セクションの下で「ルーティング表」アイコンを探します。

エディタ・ウィンドウに「ルーティング表」コンポーネントをドラッグすると、コンポーネントをドロップできる有効な場所を示す黄色の円が表示されます。黄色の円の1つに「ルーティング表」コンポーネントをドラッグすると、その円が緑色に変化し、そこにコンポーネントをドロップできることを示します。マウス・ボタンを離すと、コンポーネントがドロップされます。





	
次の手順を使用して、ルーティング表アクションのプロパティを設定します。

	
パイプライン・エディタで、「ルーティング表」ノードをクリックしてそれを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したノードのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
「プロパティ」ウィンドウで、「値」の横にある「fx」アイコンをクリックし、XQuery式を指定します。実行時にXQuery式によってルーティングの決定の基になる値が返されます。


	
「説明」の下に、ルーティング表アクションの説明を任意で指定します。





	
「ルーティング表」ノードで「Case」構成をクリックし、それを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したノードのプロパティが表示されます。


	
「プロパティ」ウィンドウで、演算子を選択し、「値」フィールドでXQuery式の値を選択します。


	
「Case」に対応するルーティング・アクションを構成します。ルーティング・アクションの構成の詳細は、「JDeveloperでのルート・ノードへのルーティング・アクションの追加」を参照してください。


	
必要に応じて、「Caseの追加」アイコンをクリックして、さらにCaseを追加します。追加したCaseごとに手順3から5を繰り返します。


	
「デフォルト」Caseに対応するルーティング・アクションを構成します。ルーティング・アクションの構成の詳細は、「JDeveloperでのルート・ノードへのルーティング・アクションの追加」を参照してください。


	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。












17.11 JDeveloperでのFor Eachアクションの追加


一連の値を反復処理してアクションのブロックを実行するには、For Eachアクションを使用します。


For Eachアクションを追加するには:

	
次の方法の1つを使用して、For Eachアクションをパイプラインに追加します。

	
パイプライン・エディタで、ルーティング表アクションの追加先のコンポーネント・アイコンを右クリックします。たとえば、「ステージ」ノードを右クリックし、それにFor Eachアクションを追加します。

表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「For Each」を選択します。


	
「For Each」コンポーネントを「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグします。「For Each」コンポーネントを見つけるには、「コンポーネント」ウィンドウで「メッセージ・フロー」カテゴリを選択します。次に、「フロー制御」セクションの下で「For Each」アイコンを探します。

エディタ・ウィンドウに「For Each」コンポーネントをドラッグすると、コンポーネントをドロップできる有効な場所を示す黄色の円が表示されます。黄色の円の1つに「For Each」コンポーネントをドラッグすると、その円が緑色に変化し、そこにコンポーネントをドロップできることを示します。マウス・ボタンを離すと、コンポーネントがドロップされます。





	
次の手順を使用して、ルーティング表アクションのプロパティを設定します。

	
パイプライン・エディタで、「For Each」ノードをクリックしてそれを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したノードのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
「For Each値」の値を入力します。「fx」をクリックしてXPath式を指定します。


	
「値変数」、「索引変数」および「カウント変数」に値を入力します。


	
「説明」の下に、For Eachアクションの説明を任意で指定します。





	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。












17.12 JDeveloperでのIf Thenアクションの追加


XQuery式のブール結果に基づき、1つまたは複数のアクションを条件付きで実行するには、If Thenアクションを使用します。


If Thenアクションを追加するには:

	
次の方法の1つを使用して、If Thenアクションをパイプラインに追加します。

	
パイプライン・エディタで、If Thenアクションの追加先のコンポーネント・アイコンを右クリックします。たとえば、「ステージ」ノードを右クリックし、それにIf Thenアクションを追加します。

表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「If Then」を選択します。


	
「If Then」コンポーネントを、「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグします。「If Then」コンポーネントを見つけるには、「コンポーネント」ウィンドウで「メッセージ・フロー」カテゴリを選択します。次に、「フロー制御」セクションの下で「If Then」アイコンを探します。

エディタ・ウィンドウに「If Then」コンポーネントをドラッグすると、コンポーネントをドロップできる有効な場所を示す黄色の円が表示されます。黄色の円の1つに「If Then」コンポーネントをドラッグすると、その円が緑色に変化し、そこにコンポーネントをドロップできることを示します。マウス・ボタンを離すと、コンポーネントがドロップされます。





	
次の手順を使用して、If Thenアクションのプロパティを設定します。

	
パイプライン・エディタで、「If Then」ノードをクリックしてそれを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したノードのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
If Thenアクションの「説明」を任意で指定します。





	
「If Then」ノードのIf: <condition>ブランチをクリックして選択します。


	
「プロパティ」ウィンドウで、「fx」をクリックし、If条件の式を指定します。


	
「コンポーネント」ウィンドウからブランチに、trueを返す条件に対応するアクションをドラッグします。


	
必要に応じて、「If Then」ノードの「条件の追加」アイコンをクリックすることでIf条件を追加します。


	
追加した条件ごとに手順3から5を繰り返します。


	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。












17.13 JDeveloperでのエラーの生成アクションの追加


指定したエラー・コード(文字列)と説明を使用して例外を発生させるには、エラーを発生させるアクションを使用します。


エラーの発生アクションを追加するには:

	
次の方法の1つを使用して、エラーの生成アクションをパイプラインに追加します。

	
パイプライン・エディタで、エラーの生成アクションの追加先のコンポーネント・アイコンを右クリックします。たとえば、「ステージ」ノードを右クリックし、それにエラーの生成アクションを追加します。

表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「エラーの生成」を選択します。


	
「エラーの生成」コンポーネントを、「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグします。「エラーの生成」コンポーネントを見つけるには、「コンポーネント」ウィンドウで「メッセージ・フロー」カテゴリを選択します。次に、「フロー制御」セクションの下で「エラーの生成」アイコンを探します。

エディタ・ウィンドウに「エラーの生成」コンポーネントをドラッグすると、コンポーネントをドロップできる有効な場所を示す黄色の円が表示されます。黄色の円の1つに「エラーの生成」コンポーネントをドラッグすると、その円が緑色に変化し、そこにコンポーネントをドロップできることを示します。マウス・ボタンを離すと、コンポーネントがドロップされます。





	
次の手順を使用して、エラーの生成アクションのプロパティを設定します。

	
パイプライン・エディタで、「エラーの生成」ノードをクリックしてそれを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したノードのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
「プロパティ」ウィンドウで、生成するエラーの「コード」を入力します。


	
「メッセージ」フィールドにエラー・コードの説明を入力します。


	
エラーの生成アクションの「説明」を任意で指定します。





	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。












17.14 JDeveloperでの返信アクションの追加


呼出し元に即時に返信されるように指定するには、返信アクションを使用します。


返信アクションは、リクエスト・パイプライン、レスポンス・パイプライン、またはエラー・パイプラインで使用できます。成功時または失敗時に返信するように構成できます。HTTPインバウンド・トランスポートでの失敗時の返信の場合、返信アクションでは、呼出し元に即時に返信されるように指定します。

返信アクションを追加するには:

	
次の方法の1つを使用して、返信アクションをパイプラインに追加します。

	
パイプライン・エディタで、返信アクションの追加先のコンポーネント・アイコンを右クリックします。たとえば、「ステージ」ノードを右クリックし、それに返信アクションを追加します。

表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「返信」を選択します。


	
「返信」コンポーネントを、「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグします。「返信」コンポーネントを見つけるには、「コンポーネント」ウィンドウで「メッセージ・フロー」カテゴリを選択します。次に、「フロー制御」セクションの下で「返信」アイコンを探します。

エディタ・ウィンドウに「返信」コンポーネントをドラッグすると、コンポーネントをドロップできる有効な場所を示す黄色の円が表示されます。黄色の円の1つに「返信」コンポーネントをドラッグすると、その円が緑色に変化し、そこにコンポーネントをドロップできることを示します。マウス・ボタンを離すと、コンポーネントがドロップされます。





	
次の手順を使用して、返信アクションのプロパティを設定します。

	
パイプライン・エディタで、「返信」ノードをクリックしてそれを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したノードのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
メッセージが成功したことを返信するには、「オプション」の下で「成功時」を選択します。また、メッセージが失敗したことを返信するには、「失敗時」を選択します。


	
返信アクションの「説明」を任意で指定します。





	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。












17.15 JDeveloperでの再開アクションの追加


エラー・ハンドラによってエラーが処理された後で、メッセージ・フローを再開するには、再開アクションを使用します。このアクションにパラメータはありません。このアクションはエラー・パイプラインでのみ使用できます。


再開アクションを追加するには:

	
次の方法の1つを使用して、再開アクションをパイプラインに追加します。

	
パイプライン・エディタで、再開アクションの追加先のコンポーネント・アイコンを右クリックします。たとえば、エラー・ハンドラで「ステージ」ノードを右クリックし、それに再開アクションを追加します。

表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「再開」を選択します。


	
「再開」コンポーネントを、「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグします。「再開」コンポーネントを見つけるには、「コンポーネント」ウィンドウで「メッセージ・フロー」カテゴリを選択します。次に、「フロー制御」セクションの下で「再開」アイコンを探します。

エディタ・ウィンドウに「再開」コンポーネントをドラッグすると、コンポーネントをドロップできる有効な場所を示す黄色の円が表示されます。黄色の円の1つに「再開」コンポーネントをドラッグすると、その円が緑色に変化し、そこにコンポーネントをドロップできることを示します。マウス・ボタンを離すと、コンポーネントがドロップされます。





	
次の手順を使用して、返信アクションのプロパティを設定します。

	
パイプライン・エディタで、「再開」ノードをクリックしてそれを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したノードのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
再開アクションの「説明」を任意で指定します。





	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。












17.16 JDeveloperでのスキップ・アクションの追加


実行時にこのステージの実行がスキップされて、処理がメッセージ・フローの次のステージに進むように指定するには、スキップ・アクションを使用します。このアクションにはパラメータがなく、リクエスト・パイプライン、レスポンス・パイプライン、エラー・パイプラインで使用できます。


スキップ・アクションを追加するには:

	
次の方法の1つを使用して、スキップ・アクションをパイプラインに追加します。

	
パイプライン・エディタで、スキップ・アクションの追加先のコンポーネント・アイコンを右クリックします。たとえば、「ステージ」ノードを右クリックし、それにスキップ・アクションを追加します。

表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「スキップ」を選択します。


	
「スキップ」コンポーネントを、「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグします。「スキップ」コンポーネントを見つけるには、「コンポーネント」ウィンドウで「メッセージ・フロー」カテゴリを選択します。次に、「フロー制御」セクションの下で「スキップ」アイコンを探します。

エディタ・ウィンドウに「スキップ」コンポーネントをドラッグすると、コンポーネントをドロップできる有効な場所を示す黄色の円が表示されます。黄色の円の1つに「スキップ」コンポーネントをドラッグすると、その円が緑色に変化し、そこにコンポーネントをドロップできることを示します。マウス・ボタンを離すと、コンポーネントがドロップされます。





	
次の手順を使用して、スキップ・アクションのプロパティを設定します。

	
パイプライン・エディタで、「スキップ」ノードをクリックしてそれを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したノードのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
スキップ・アクションの「説明」を任意で指定します。





	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。












17.17 JDeveloperでの割当てアクションの追加


XQuery式の結果をコンテキスト変数に割り当てるには、割当てアクションを使用します。


割当てアクションを追加するには:

	
次の方法の1つを使用して、割当てアクションをパイプラインに追加します。

	
パイプライン・エディタで、割当てアクションの追加先のコンポーネント・アイコンを右クリックします。たとえば、「ステージ」ノードを右クリックし、それに割当てアクションを追加します。

表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「割当て」を選択します。


	
「割当て」コンポーネントを、「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグします。「割当て」コンポーネントを見つけるには、「コンポーネント」ウィンドウで「メッセージ・フロー」カテゴリを選択します。次に、「メッセージ処理」セクションの下で「割当て」アイコンを探します。

エディタ・ウィンドウに「割当て」コンポーネントをドラッグすると、コンポーネントをドロップできる有効な場所を示す黄色の円が表示されます。黄色の円の1つに「割当て」コンポーネントをドラッグすると、その円が緑色に変化し、そこにコンポーネントをドロップできることを示します。マウス・ボタンを離すと、コンポーネントがドロップされます。





	
次の手順を使用して、割当てアクションのプロパティを設定します。

	
パイプライン・エディタで、「割当て」ノードをクリックしてそれを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したノードのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
「値」フィールドの右にある「fx」 アイコンをクリックし、XQuery式を指定します。XQuery式は、指定の変数に割り当てる値を指定します。


	
「変数」フィールドにコンテキスト変数を入力します。


	
割当てアクションの「説明」を任意で指定します。





	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。












17.18 JDeveloperでの削除アクションの追加


削除アクションは、コンテキスト変数またはXPath式で指定したすべてのノードを削除するときに使用します。削除アクションは一連の更新アクションの1つです。


削除アクションを追加するには:

	
次の方法の1つを使用して、削除アクションをパイプラインに追加します。

	
パイプライン・エディタで、削除アクションの追加先のコンポーネント・アイコンを右クリックします。たとえば、「ステージ」ノードを右クリックし、それに削除アクションを追加します。

表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「削除」を選択します。


	
「削除」コンポーネントを、「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグします。「削除」コンポーネントを見つけるには、「コンポーネント」ウィンドウで「メッセージ・フロー」カテゴリを選択します。次に、「メッセージ処理」セクションの下で「削除」アイコンを探します。

エディタ・ウィンドウに「削除」コンポーネントをドラッグすると、コンポーネントをドロップできる有効な場所を示す黄色の円が表示されます。黄色の円の1つに「削除」コンポーネントをドラッグすると、その円が緑色に変化し、そこにコンポーネントをドロップできることを示します。マウス・ボタンを離すと、コンポーネントがドロップされます。





	
次の手順を使用して、削除アクションのプロパティを設定します。

	
パイプライン・エディタで、「削除」ノードをクリックしてそれを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したノードのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
「場所」の下で、コンテキスト変数を指定します。


	
「fx」アイコンをクリックしてXPath式を指定します。XPath式によって選択されるノードがすべて削除されます。


	
「全般」セクションの下で、削除アクションの「説明」を任意で指定します。





	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。












17.19 JDeveloperでの挿入アクションの追加


XPath式で選択したノードを基準に、指定した位置にXQuery式を挿入するには、挿入アクションを使用します。挿入アクションは更新アクションの1つです。


挿入アクションを追加するには:

	
次の方法の1つを使用して、挿入アクションをパイプラインに追加します。

	
パイプライン・エディタで、挿入アクションの追加先のコンポーネント・アイコンを右クリックします。たとえば、「ステージ」ノードを右クリックし、それに挿入アクションを追加します。

表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「挿入」を選択します。


	
「挿入」コンポーネントを、「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグします。「挿入」コンポーネントを見つけるには、「コンポーネント」ウィンドウで「メッセージ・フロー」カテゴリを選択します。次に、「メッセージ処理」セクションの下で「挿入」アイコンを探します。

エディタ・ウィンドウに「挿入」コンポーネントをドラッグすると、コンポーネントをドロップできる有効な場所を示す黄色の円が表示されます。黄色の円の1つに「挿入」コンポーネントをドラッグすると、その円が緑色に変化し、そこにコンポーネントをドロップできることを示します。マウス・ボタンを離すと、コンポーネントがドロップされます。





	
次の手順を使用して、挿入アクションのプロパティを設定します。

	
パイプライン・エディタで、「挿入」ノードをクリックしてそれを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したノードのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
「値」フィールドの右にある「fx」 アイコンをクリックし、XQuery式を指定します。XQuery式を使用して、指定の変数で指定した場所に挿入されるデータを作成します。


	
「位置」の下で、リストから関連場所を選択します。相対的な位置は、XPath式の結果を基準として挿入位置を決める場合に使用します。次の中から選択します。

の前に: XPath式で選択される各要素や属性の兄とします。

の後ろに: XPath式で選択される各要素や属性の弟とします。

の最初の子として: XPath式で指定される各要素の第1の子とします。XPathの結果が属性を返す場合はエラーが発生します。

の最後の子として: XPath式で指定される各要素の最後の子とします。XPathが属性を返す場合はエラーが発生します。


	
「場所」の下で、コンテキスト変数を指定します。XPathは、この変数の内容を評価します。


	
「fx」アイコンをクリックしてXPath式を指定します。有効な構成には、次の構成が含まれます。

- XQuery式とXPath式の両方が要素を返します。

- XQuery式とXPath式の両方が属性を返します。





	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。












17.20 JDeveloperでのJavaコールアウト・アクションの追加


パイプラインからJavaメソッドまたはEJBビジネス・サービスを呼び出すには、Javaコールアウト・アクションを使用します。


Javaコールアウト・アクションを追加するには:

	
次の方法の1つを使用して、Javaコールアウト・アクションをパイプラインに追加します。

	
パイプライン・エディタで、Javaコールアウト・アクションの追加先のコンポーネント・アイコンを右クリックします。たとえば、「ステージ」ノードを右クリックし、それにJavaコールアウト・アクションを追加します。

表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「Javaコールアウト」を選択します。


	
「Javaコールアウト」コンポーネントを、「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグします。「Javaコールアウト」コンポーネントを見つけるには、「コンポーネント」ウィンドウで「メッセージ・フロー」カテゴリを選択します。次に、「メッセージ処理」セクションの下で「Javaコールアウト」アイコンを探します。

エディタ・ウィンドウに「Javaコールアウト」コンポーネントをドラッグすると、コンポーネントをドロップできる有効な場所を示す黄色の円が表示されます。黄色の円の1つに「Javaコールアウト」コンポーネントをドラッグすると、その円が緑色に変化し、そこにコンポーネントをドロップできることを示します。マウス・ボタンを離すと、コンポーネントがドロップされます。





	
次の手順を使用して、Javaコールアウト・アクションのプロパティを設定します。

	
パイプライン・エディタで、「Javaコールアウト」ノードをクリックしてそれを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したノードのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
「メソッド」フィールドの右にある「検索」アイコンをクリックし、Javaアーカイブ(JAR)を指定します。選択したJARファイルに対応するJavaクラスおよびメソッドを選択します。メソッドは静的メソッドである必要があります。

「引数」セクションには、メソッドの引数が移入されます。XQuery式は、各引数に対して指定する必要があります。


	
引数の「値」列の下にある「fx」アイコンをクリックし、それのXQuery式を指定します。

入力値の型が宣言されている入力引数の型と一致しない場合、Service Busは入力値を入力引数の宣言された型に自動的に型キャストします。たとえば、入力引数の宣言された型がJavaプリミティブ「int」の場合、文字列値"123"は整数123に変換されます。


	
選択したメソッドの引数ごとに前述の手順を繰り返します。


	
「戻り」セクションの下で、結果を割り当てる「変数」を指定します。


	
必要に応じて、「参照として」を選択し、参照として結果を返します。このオプションにより、実際のタイプに関係なく、Javaコールアウトの呼出しの戻り値が<java-content ref="jcid">参照要素になります。jcidは、パイプライン・オブジェクト・リポジトリのオブジェクトへのキーです。


	
選択したJavaメソッドのセキュリティ・コンテキストがある場合、必要に応じて、「サービス・アカウント」の右にある「検索」アイコンをクリックし、サービス・アカウントを指定します。





	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。











17.21 JDeveloperでのJavaScriptアクションの追加


JavaScriptアクションを使用して、JavaScript式を使用するXMLまたはJSONペイロードのコンテンツを操作します。

JavaScriptアクションを追加するには:


	次の方法の1つを使用して、Javaコールアウト・アクションをパイプラインに追加します。
	
パイプライン・エディタで、JavaScriptアクションの追加先のコンポーネント・アイコンを右クリックします。たとえば、「ステージ」ノードを右クリックし、それにJavaScriptアクションを追加します。

表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「JavaScript」を選択します。


	
「JavaScript」コンポーネントを、「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグします。「JavaScript」コンポーネントを見つけるには、「コンポーネント」ウィンドウで「メッセージ・フロー」カテゴリを選択します。次に、「メッセージ処理」セクションの下で「JavaScript」アイコンを探します。

エディタ・ウィンドウに「JavaScript」コンポーネントをドラッグすると、コンポーネントをドロップできる有効な場所を示す黄色の円が表示されます。黄色の円の1つに「JavaScript」コンポーネントをドラッグすると、その円が緑色に変化し、そこにコンポーネントをドロップできることを示します。マウス・ボタンを離すと、コンポーネントがドロップされます。





	パイプライン・エディタで、「JavaScript」ノードをクリックしてそれを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したノードのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。






	次のいずれかの方法で、アクションに使用されるJavaScript式を設定します。
	JavaScript式を構築するには、「値」フィールドからfxアイコンをクリックしてJavaScript式ビルダーを起動します。
	JavaScript式を含むJavaScriptリソースを選択するには、「値」フィールドからfxアイコンの隣の矢印をクリックして「JavaScriptリソース」を選択します。「JavaScriptリソース・ビルダー」ダイアログから、「検索」アイコンをクリックします。「JavaScriptの選択」ウィンドウを使用して、使用するJavaScriptリソースに移動して選択し、「OK」をクリックします。「OK」を再度クリックして、「JavaScript式ビルダー」ダイアログを閉じます。



	(オプション)タイムアウト値(秒)を「タイムアウト」フィールドに入力します。処理が完了する前にこのタイムアウトのしきい値に達した場合は、エラーが返され、JavaScript処理が終了します。


注意:

このフィールドの値は、Oracle Enterprise Managerで構成されているサーバー用のデフォルトのJavaScriptタイムアウトをオーバーライドします。






	JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。








17.22 JDeveloperでのMFL変換アクションの追加


MFL(メッセージ・フォーマット言語)変換アクションを使用して、メッセージ・パイプライン内でメッセージ・コンテンツをXMLとXML以外の形式との間で変換します。


MFLは、バイナリ・データのレイアウトを記述するために使用する特別なXMLドキュメントです。Oracle独自の言語を使用して、フォーマットされたバイナリ・データをXMLデータに、またはXMLデータをバイナリ・データに変換するルールを定義します。「Message Format Languageを使用したデータ構造の定義」を参照してください。

MFL変換アクションを追加するには:

	
次の方法の1つを使用して、MFL変換アクションをパイプラインに追加します。

	
パイプライン・エディタで、MFL変換アクションの追加先のコンポーネント・アイコンを右クリックします。たとえば、「ステージ」ノードを右クリックし、それにMFL変換アクションを追加します。

表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「MFL変換」を選択します。


	
「MFL変換」コンポーネントを、「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグします。「MFL変換」コンポーネントを見つけるには、「コンポーネント」ウィンドウで「メッセージ・フロー」カテゴリを選択します。次に、「メッセージ処理」セクションの下で「MFL変換」アイコンを探します。

エディタ・ウィンドウに「MFL変換」コンポーネントをドラッグすると、コンポーネントをドロップできる有効な場所を示す黄色の円が表示されます。黄色の円の1つに「MFL変換」コンポーネントをドラッグすると、その円が緑色に変化し、そこにコンポーネントをドロップできることを示します。マウス・ボタンを離すと、コンポーネントがドロップされます。





	
次の手順を使用して、MFL変換アクションのプロパティを設定します。

	
パイプライン・エディタで、「MFL変換」ノードをクリックしてそれを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したノードのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
「変換」の下で、XMLからネイティブに変換するのか、その逆に変換するのかを選択します。


	
「入力」フィールドの右にある「fx」アイコンをクリックし、XQuery式を使用して入力変数を指定します。

この入力は、XMLへの変換の場合はテキストまたはバイナリ、XML以外への変換の場合はXMLである必要があります。メッセージ・コンテキストのバイナリ・コンテンツは、バイナリ・コンテンツXML要素によって表されます。入力がバイナリでなければならない場合、このXMLはXQuery式の結果となります。


	
「MFL」の下で「静的」を選択し、静的MFLリソースを指定します。または、「動的」を選択して、動的MFLリソースを選択します。


	
前述の手順で「静的」を選択した場合は、「検索」アイコンをクリックし、MFL変換を実行するMFLリソースを選択します。

前述の手順で「動的」を選択した場合は、「fx」アイコンをクリックし、変換を実行するMFLリソースを動的に選択するXQuery式を指定します。


	
変換の結果を割り当てる「出力」変数を指定します。


	
MFL変換アクションの「説明」を任意で指定します。





	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。












17.23 JDeveloperでのnXSD変換アクションの追加


nXSD変換アクションを使用して、メッセージ・パイプライン内でメッセージ・コンテンツをXMLとネイティブ・フォーマット・データとの間で変換します。


変換に使用するネイティブ・スキーマの作成の詳細は、テクノロジ・アダプタの理解のネイティブ・フォーマット・ビルダー・ウィザードに関する項を参照してください。

次の例に示すとおり、関連付けられているXSDリソースに関連する注釈がある場合、nXSD変換アクションでは、XMLからJSON、およびJSONからXMLの変換をサポートしています。


<xsd:schema xmlns:xsd="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" xmlns="http://example.com/RestService_Operation1_request"
 targetNamespace="http://example.com/RestService_Operation1_request" elementFormDefault="qualified" 
xmlns:nxsd="http://xmlns.oracle.com/pcbpel/nxsd" nxsd:version="JSON" nxsd:encoding="US-ASCII">
   <xsd:element name="Root-Element">
      <xsd:complexType>
         <xsd:sequence>
            <xsd:element name="country" type="xsd:string"/>
            <xsd:element name="circuit" type="xsd:string"/>
            <xsd:element name="date" type="xsd:date"/>
…


nXSD変換アクションはこのバージョンのService Busで拡張されており、JSONからXMLへの変換時にスキーマの順序が適用されます。

nXSD変換アクションを追加するには:

	
次の方法の1つを使用して、nXSD変換アクションをパイプラインに追加します。

	
パイプライン・エディタで、nXSD変換アクションの追加先のコンポーネント・アイコンを右クリックします。たとえば、「ステージ」ノードを右クリックし、それにnXSD変換アクションを追加します。

表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「nXSD変換」を選択します。


	
「nXSD変換」コンポーネントを、「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグします。「nXSD変換」コンポーネントを見つけるには、「コンポーネント」ウィンドウで「メッセージ・フロー」カテゴリを選択します。次に、「メッセージ処理」セクションの下で「nXSD変換」アイコンを探します。

エディタ・ウィンドウに「nXSD変換」コンポーネントをドラッグすると、コンポーネントをドロップできる有効な場所を示す黄色の円が表示されます。黄色の円の1つに「nXSD変換」コンポーネントをドラッグすると、その円が緑色に変化し、そこにコンポーネントをドロップできることを示します。マウス・ボタンを離すと、コンポーネントがドロップされます。





	
次の手順を使用して、nXSD変換アクションのプロパティを設定します。

	
パイプライン・エディタで、「nXSD変換」ノードをクリックしてそれを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したノードのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
「変換」の下で、XMLからネイティブに変換するのか、その逆に変換するのかを選択します。


	
「入力」フィールドの右にある「fx」アイコンをクリックし、XQuery式を使用して入力変数を指定します。

この入力は、XMLへの変換の場合はネイティブ・フォーマット、ネイティブ・データ・フォーマットへの変換の場合はXMLである必要があります。


	
「nXSDスキーマ」の下で、「静的」を選択し、静的XMLスキーマ(.xsd)を指定します。または、「動的」を選択し、動的にスキーマを指定します。


	
前述の手順で「静的」を選択した場合は、「検索」アイコンをクリックし、ネイティブ・スキーマに対応するスキーマ(.xsd)ファイルを選択します。

前述の手順で「動的」を選択した場合は、「fx」アイコンをクリックし、ネイティブ・スキーマを動的に選択するXQuery式を指定します。


	
変換の結果を割り当てる「出力」変数を指定します。または、出力として「$bodyの内容」を選択することもできます。


	
(オプション) ネイティブ形式(JSONなど)からXMLに変換する場合は、「スキーマ順序の適用」オプションを選択します。選択すると、XMLスキーマの要素の順序付けと一致するようにJSONペイロードを並べ替えます。


	
nXSD変換アクションの「説明」を任意で指定します。





	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。












17.24 JDeveloperでの名前変更アクションの追加


XPath式で選択された要素のコンテンツを変更せずに要素名を変更するには、名前変更アクションを使用します。名前変更アクションは更新アクションの1つです。


名前変更アクションを追加するには:

	
次の方法の1つを使用して、名前変更アクションをパイプラインに追加します。

	
パイプライン・エディタで、名前変更アクションの追加先のコンポーネント・アイコンを右クリックします。たとえば、「ステージ」ノードを右クリックし、それに名前変更アクションを追加します。

表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「名前変更」を選択します。


	
「名前変更」コンポーネントを、「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグします。「名前変更」コンポーネントを見つけるには、「コンポーネント」ウィンドウで「メッセージ・フロー」カテゴリを選択します。次に、「メッセージ処理」セクションの下で「名前変更」アイコンを探します。

エディタ・ウィンドウに「名前変更」コンポーネントをドラッグすると、コンポーネントをドロップできる有効な場所を示す黄色の円が表示されます。黄色の円の1つに「名前変更」コンポーネントをドラッグすると、その円が緑色に変化し、そこにコンポーネントをドロップできることを示します。マウス・ボタンを離すと、コンポーネントがドロップされます。





	
次の手順を使用して、名前変更アクションのプロパティを設定します。

	
パイプライン・エディタで、「名前変更」ノードをクリックしてそれを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したノードのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
「場所」の下で、名前を変更する要素を保持するコンテキスト変数を指定します。


	
「fx」アイコンをクリックし、指定の変数内の名前を変更するデータの指定に使用するXPath式を指定します。


	
名前を変更される要素の「ローカル名」および「ネームスペース」を入力します。これらの属性のうち少なくとも1つが必要です。


	
「全般」セクションの下で、名前変更アクションの「説明」を任意で指定します。





	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。












17.25 JDeveloperでの置換アクションの追加


XPath式で指定されたノードまたはノードのコンテンツを置き換えるには、置換アクションを使用します。ノードまたはそのコンテンツは、XQuery式が返した値で置換されます。


置換アクションでは、単純な値、要素、属性を置き換えることができます。XQuery式から何も返されない状態は、アクションがノード全体を置き換えるか、ノードコンテンツのみを置き換えるかにより、識別されたノードを削除すること、または空のノードを作成することと同じです。置換アクションは更新アクションのセットの内の1つです。

置換アクションを追加するには:

	
次の方法の1つを使用して、置換アクションをパイプラインに追加します。

	
パイプライン・エディタで、置換アクションの追加先のコンポーネント・アイコンを右クリックします。たとえば、「ステージ」ノードを右クリックし、それに置換アクションを追加します。

表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「置換」を選択します。


	
「置換」コンポーネントを、「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグします。「置換」コンポーネントを見つけるには、「コンポーネント」ウィンドウで「メッセージ・フロー」カテゴリを選択します。次に、「メッセージ処理」セクションの下で「置換」アイコンを探します。

エディタ・ウィンドウに「置換」コンポーネントをドラッグすると、コンポーネントをドロップできる有効な場所を示す黄色の円が表示されます。黄色の円の1つに「置換」コンポーネントをドラッグすると、その円が緑色に変化し、そこにコンポーネントをドロップできることを示します。マウス・ボタンを離すと、コンポーネントがドロップされます。





	
次の手順を使用して、置換アクションのプロパティを設定します。

	
パイプライン・エディタで、「置換」ノードをクリックしてそれを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したノードのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
「場所」の下で、置換する要素を保持するコンテキスト変数を指定します。


	
「fx」アイコンをクリックし、指定の変数内の置換するデータの指定に使用するXPath式を指定します。


	
「値」フィールドの右にある「fx」 アイコンをクリックし、XQuery式を指定します。XQuery式は、名前付き変数内でXPathによって指定されたデータを置換するデータの作成に使用されます。


	
「置換」の下で、次のオプションの1つを選択します。

ノード全体を置換: XPath式によって選択されたノードとそのすべてのコンテンツが置換されます。

ノードのコンテンツを置換: ノードは置換されず、ノード・コンテンツのみが置換されます。


注意:

「ノード全体を置換」オプションを選択してXPathを./*に設定するよりも、「ノードのコンテンツを置換」オプションを選択して「XPath」を空白にする方が効率的です。




	
「全般」セクションの下で、名前変更アクションの「説明」を任意で指定します。





	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。












17.26 JDeveloperでの検証アクションの追加


XMLスキーマ要素またはWSDLリソースに対して、XPath式で選択した要素を検証するには、検証アクションを使用します。検証できるのは、グローバル要素のみです。Service Busはローカル要素に対する検証に対応していません。


実行時にXQuery式の結果に基づいて、XMLスキーマ要素またはWSDLリソースを動的に選択することも選択できます。

検証アクションを追加するには:

	
次の方法の1つを使用して、検証アクションをパイプラインに追加します。

	
パイプライン・エディタで、検証アクションの追加先のコンポーネント・アイコンを右クリックします。たとえば、「ステージ」ノードを右クリックし、それに検証アクションを追加します。

表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「検証」を選択します。


	
「検証」コンポーネントを、「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグします。「検証」コンポーネントを見つけるには、「コンポーネント」ウィンドウで「メッセージ・フロー」カテゴリを選択します。次に、「メッセージ処理」セクションの下で「検証」アイコンを探します。

エディタ・ウィンドウに「検証」コンポーネントをドラッグすると、コンポーネントをドロップできる有効な場所を示す黄色の円が表示されます。黄色の円の1つに「検証」コンポーネントをドラッグすると、その円が緑色に変化し、そこにコンポーネントをドロップできることを示します。マウス・ボタンを離すと、コンポーネントがドロップされます。





	
次の手順を使用して、検証アクションのプロパティを設定します。

	
パイプライン・エディタで、「検証」ノードをクリックしてそれを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したノードのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
「場所」の下で、検証する要素を保持するコンテキスト変数を指定します。


	
「fx」アイコンをクリックし、指定の変数内の検証するデータの指定に使用するXPath式を指定します。


	
「スキーマ」の下で、「静的」をクリックし、検証するスキーマまたはWSDLファイルを選択します。または、「動的」を選択し、スキーマまたはWSDLファイルを実行時に動的に指定します。


	
前述の手順で「静的」を選択した場合は、「検索」アイコンをクリックし、XMLスキーマ(.xsd)またはWSDLファイルに含まれている要素を指定します。

前述の手順で「動的」を選択した場合は、「fx」アイコンをクリックし、XQuery式を指定します。XQuery式によってWSDLまたはスキーマ・リソースが動的に指定されます。

次のものは、WSDLリソースの動的な指定の例です。


<validate xmlns="http://www.bea.com/wli/sb/context">
      <wsdl>default/MyWSDL</wsdl>
      <schemaType>
          <namespaceURI>http://openuri.org</namespaceURI>
         <localname>MyType</localname>
     </schemaType>
</validate>


次のものは、スキーマ・リソースの動的な指定の例です。


<validate xmlns="http://www.bea.com/wli/sb/context">
      <schema>default/MySchema</schema>
      <schemaElement>
         <localname>MyElementType</localname>
     </schemaElement>
</validate>


	
「アクション」の下で、「変数の保存」を選択し、検証結果を保持する変数を指定します。また、WSDLやXMLスキーマ要素に照らした要素の検証が失敗したときにエラーを発生させる場合は、「エラーの生成」を選択します。


	
「全般」セクションの下で、検証アクションの「説明」を任意で指定します。





	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。












17.27 JDeveloperでのアラート・アクションの追加


アラート宛先にアラートを送信するには、アラート・アクションを使用して、パイプラインのメッセージ・コンテキストに基づいてアラートを生成します。


SLAアラートと異なり、アラート・アクションで生成された通知は、主にビジネスでの使用、またはエラーの報告を目的とし、システムの状態を監視するものではありません。このことを考慮して、アラートの宛先を構成および選択する必要があります。アラートの宛先の詳細は、「アラート宛先の操作」を参照してください。

サービスに対してパイプライン・アラートが有効になっていない場合や、ドメイン・レベルでパイプライン・アラートが有効になっていない場合は、メッセージの処理中に、構成したアラート・アクションがバイパスされます。

アラート・アクションを追加するには:

	
次の方法の1つを使用して、アラート・アクションをパイプラインに追加します。

	
パイプライン・エディタで、アラート・アクションの追加先のコンポーネント・アイコンを右クリックします。たとえば、「ステージ」ノードを右クリックし、それにアラート・アクションを追加します。

表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「アラート」を選択します。


	
「アラート」コンポーネントを、「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグします。「アラート」コンポーネントを見つけるには、「コンポーネント」ウィンドウで「メッセージ・フロー」カテゴリを選択します。次に、「レポート」セクションの下で「アラート」アイコンを探します。

エディタ・ウィンドウに「アラート」コンポーネントをドラッグすると、コンポーネントをドロップできる有効な場所を示す黄色の円が表示されます。黄色の円の1つに「アラート」コンポーネントをドラッグすると、その円が緑色に変化し、そこにコンポーネントをドロップできることを示します。マウス・ボタンを離すと、コンポーネントがドロップされます。





	
次の手順を使用して、アラート・アクションのプロパティを設定します。

	
パイプライン・エディタで、「アラート」ノードをクリックしてそれを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したノードのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
「コンテンツ」フィールドの右にある「fx」 アイコンをクリックし、XQuery式を指定します。XQuery式は、アラート・メッセージに追加されるメッセージ・コンテキストの指定に使用されます。


	
「サマリー」フィールドにアラートの短い説明を入力します。

説明文は、電子メール通知の場合の件名になり、80文字以内である必要があります。説明文が存在しない場合、「Oracle Service Busアラート」というあらかじめ定義された件名がかわりに使用されます。


	
アラートの「重大度」レベルを選択します。


	
「宛先」フィールドの右にある「検索」アイコンをクリックし、アラート宛先を選択します。

デフォルトでは、アラートは管理コンソールに出力されます。


	
「全般」セクションの下で、アラート・アクションの「説明」を任意で指定します。





	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。












17.28 JDeveloperでのログ・アクションの追加


ログに記録するメッセージを作成し、ログに使用する一連の属性を定義するには、ログ・アクションを使用します。


ログ・ファイルまたは標準出力(サーバー・コンソール)にログ・データを表示するには、WebLogic Serverのロギングを次の重大度に設定する必要があります。

	
ログの最低の重大度: 情報


	
ログ・ファイル: 情報


	
標準出力: 情報




ログの重大度の設定の詳細は、『Oracle WebLogic Serverログ・ファイルの構成とログ・メッセージのフィルタリング』のログの重大度の使用に関する項を参照してください。

ログ・アクションを追加するには:

	
必ずロギングをグローバルに有効にしてください。詳細は、『Oracle Service Busの管理』のグローバル・レベルの操作設定の構成に関する項を参照してください。


	
次の方法の1つを使用して、ログ・アクションをパイプラインに追加します。

	
パイプライン・エディタで、ログ・アクションの追加先のコンポーネント・アイコンを右クリックします。たとえば、「ステージ」ノードを右クリックし、それにログ・アクションを追加します。

表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「ログ」を選択します。


	
「ログ」コンポーネントを、「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグします。「ログ」コンポーネントを見つけるには、「コンポーネント」ウィンドウで「メッセージ・フロー」カテゴリを選択します。次に、「レポート」セクションの下で「ログ」アイコンを探します。

エディタ・ウィンドウに「ログ」コンポーネントをドラッグすると、コンポーネントをドロップできる有効な場所を示す黄色の円が表示されます。黄色の円の1つに「ログ」コンポーネントをドラッグすると、その円が緑色に変化し、そこにコンポーネントをドロップできることを示します。マウス・ボタンを離すと、コンポーネントがドロップされます。





	
次の手順を使用して、ログ・アクションのプロパティを設定します。

	
パイプライン・エディタで、「ログ」ノードをクリックしてそれを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したノードのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
「コンテンツ」フィールドの右にある「fx」 アイコンをクリックし、XQuery式を指定します。XQuery式は、ログに記録されるメッセージ・コンテキストの指定に使用されます。


	
「サマリー」フィールドにアラートの短い説明を入力します。この説明は、事前に定義された式の結果と一緒にログに記録されます。


	
ログの「重大度」レベルを選択します。表17-6 は使用可能なオプションを示します。


表17-6 ログ・アクションの重大度

	重大度レベル	一般的使用方法
	
情報

	
通常の処理を報告するために使用する、低レベルの情報メッセージ。


	
警告

	
不審なオペレーションまたは構成が発生しましたが、通常のオペレーションには影響しません。


	
エラー

	
ユーザー・エラーが発生したことを示します。システムまたはアプリケーションでは、割込みやサービスの限定的な低下を起こすことなくエラーに対処できます。


	
デバッグ

	
アプリケーションの開発中、そのアプリケーションの低レベル・アクティビティを示すメッセージを作成および使用できると便利です。







	
「全般」セクションの下で、ログ・アクションの「説明」を任意で指定します。





	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。












17.29 JDeveloperでのレポート・アクションの追加


パイプラインのメッセージ・レポートを有効にするには、レポート・アクションを使用します。


レポート・アクションを追加するには:

	
次の方法の1つを使用して、レポート・アクションをパイプラインに追加します。

	
パイプライン・エディタで、レポート・アクションの追加先のコンポーネント・アイコンを右クリックします。たとえば、「ステージ」ノードを右クリックし、それにレポート・アクションを追加します。

表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「レポート」を選択します。


	
「レポート」コンポーネントを、「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグします。「レポート」コンポーネントを見つけるには、「コンポーネント」ウィンドウで「メッセージ・フロー」カテゴリを選択します。次に、「レポート」セクションの下で「レポート」アイコンを探します。

エディタ・ウィンドウに「レポート」コンポーネントをドラッグすると、コンポーネントをドロップできる有効な場所を示す黄色の円が表示されます。黄色の円の1つに「レポート」コンポーネントをドラッグすると、その円が緑色に変化し、そこにコンポーネントをドロップできることを示します。マウス・ボタンを離すと、コンポーネントがドロップされます。





	
次の手順を使用して、レポート・アクションのプロパティを設定します。

	
パイプライン・エディタで、「レポート」ノードをクリックしてそれを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したノードのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
「コンテンツ」フィールドの右にある「fx」 アイコンをクリックし、XQuery式を指定します。XQuery式は、Service Busダッシュボードに報告するデータの作成に使用されます。


	
「検索キー」の下で、緑色のプラス(+)記号で識別される「キーの追加」アイコンをクリックして、検索キーを追加します。「鍵」フィールドは、キー名の指定に使用されます。「変数」フィールドと「XPath」フィールドを合せて、キー値が指定されます。「変数」フィールドによってコンテキスト変数が指定され、「XPath」フィールドによってXPath式が指定されます。

キー値のペアは、メッセージ・コンテキスト変数やメッセージ・ペイロードからキー識別子を抽出して、残りのメッセージを無視する場合に使用します。キーは、メッセージを識別する便利な手段となります。キーは、「レポート」モジュールでレポート・インデックスとして表示されます。『Oracle Service Busの管理』のメッセージ・レポートの操作に関する項を参照してください。

たとえば、ステージのエラー・ハンドラで構成されたレポート・アクションを考えてみます。このアクションは、エラーが発生した場合にfaultコンテキスト変数のコンテンツを報告します。レポート・アクションは次のように構成されます。

- キー名 = errorCode

- キー値= ./ctx:errorCode(変数fault)

実行時にこのこのアクションが行われるたびに、データ・ストリームを通じてメッセージが報告されます。次の表は、レポート・アクションが2回実行された後の結果を示しています。


	レポート・インデックス	DBタイムスタンプ	インバウンド・サービス	エラー・コード
	
errorCode=OSB-382505

	
04/26/07 9:45 AM

	
MortgageBroker/ProxySvcs/loanGateway3

	
OSB-382505


	
errorCode=OSB-382505

	
04/26/07 9:45 AM

		
OSB-382505







	
前述の手順を繰り返すことで、キーをさらに追加できます。キーを削除するには、赤いX記号が付いた「キーの削除」アイコンをクリックします。


	
「全般」セクションの下で、レポート・アクションの「説明」を任意で指定します。





	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。












17.30 JDeveloperでのエラー・ハンドラの追加


JDeveloperでのエラー・ハンドラの実装は、Oracle Service Busコンソールを使用した場合とよく似ています。

主な相違点は、パイプライン・デザイナのドラッグ・アンド・ドロップ機能と、各パイプライン・アクションで表示されるプロパティ・ウィンドウです。





17.30.1 JDeveloperでのエラー・ハンドラのパイプラインへの追加方法



エラー・ハンドラを使用して、パイプライン内の特定の場所でエラーが発生した場合の処理を指定します。エラー処理は、パイプライン、パイプライン・ペア、ルート・ノードおよびステージ・レベルで構成できます。





始める前に





目的のパイプラインのメッセージ・フローを表示します。

パイプラインにエラー・ハンドラを追加するには:

	
次の方法の1つを使用して、エラー・ハンドラをパイプラインに追加します。

	
パイプライン・エディタで、エラー・ハンドラの追加先のコンポーネント・アイコンを右クリックします。次のようなエラー・ハンドラを追加できます。

	
パイプライン・レベルでエラー・ハンドラを追加するには、開始ノードを右クリックします。コンテキスト・メニューから「エラー・ハンドラの追加」を選択します。


	
リクエストまたはレスポンス・パイプラインのエラー・ハンドラを追加するには、「リクエスト・パイプライン」または「レスポンス・パイプライン」を右クリックします。コンテキスト・メニューから「エラー・ハンドラの追加」を選択します。


	
ステージ・ノードのエラー・ハンドラを追加するには、「ステージ」ノードを右クリックします。コンテキスト・メニューから「エラー・ハンドラの追加」を選択します。


	
ルート・ノードのエラー・ハンドラを追加するには、「ルート」ノードを右クリックします。コンテキスト・メニューから「エラー・ハンドラの追加」を選択します。





	
「エラー・ハンドラ」コンポーネントを、「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグします。「エラー・ハンドラ」コンポーネントを見つけるには、「コンポーネント」ウィンドウで「メッセージ・フロー」カテゴリを選択します。次に、「ノード」セクションの下で「エラー・ハンドラ」アイコンを探します。

エディタ・ウィンドウに「エラー・ハンドラ」コンポーネントをドラッグすると、コンポーネントをドロップできる有効な場所を示す黄色の円が表示されます。黄色の円の1つに「エラー・ハンドラ」コンポーネントをドラッグすると、その円が緑色に変化し、そこにコンポーネントをドロップできることを示します。マウス・ボタンを離すと、コンポーネントがドロップされます。





	
エラー・ハンドラのデフォルト名を変更して説明を追加するには、次のように実行します。

	
エラー・ハンドラ・ステージ・ノードをクリックし、それを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したコンポーネントのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
選択したステージ・ノードの「名前」および「説明」フィールドを編集します。


	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。





	
エラー・ハンドラ・ステージでアクションを追加するには、「JDeveloperでのパイプラインのアクションの追加および編集」を参照してください。


	
エラー・ハンドラにさらにステージを追加するには、「JDeveloperでのエラー・ハンドラの追加」を参照してください。


	
パイプライン・エディタで、「JDeveloperでのパイプラインの表示と編集」の説明に従って、パイプラインの作成を続けます。


	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。














17.31 JDeveloperでのアクションまたはステージの無効化


パイプライン内のアクションまたはステージを無効化することもできます。無効化されたアクションまたはステージは、メッセージ・フローの実行でスキップされます。無効化されたステージまたはアクションは設計時に検証されません。

アクションまたはステージを無効化した場合、ネストされたアクション(存在する場合)はすべて暗黙的に無効化されます。これは、ネストされたアクションもメッセージ・フローの実行でスキップされることを意味します。ネストされたアクションを設計時検証で無効にする場合は、それらのアクションを個別に無効にする必要があります。


注意:

無効化されたステージにエラー・ハンドラがある場合、そのエラー・ハンドラも無効化されます。



無効化されたアクションまたはステージの構成は編集できます。リファクタは、無効化されたアクションおよびステージに対しても実行されます。したがって、無効化されたアクションまたはステージ内のサービスに対するコールがあり、そのサービスの名前が変更されている場合、サービス・コールアウトは自動的に更新されます。





17.31.1 アクションまたはステージの無効化



アクションまたはステージを無効化するには:




	パイプライン・エディタで、無効化するステージまたはアクションのアイコンを右クリックします。
	表示されたコンテキスト・メニューから「無効化」を選択します。

そのアクションまたはステージは無効化され、その横に「無効」アイコンが表示されます。




	Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。



無効化されたステージまたはアクションはいつでも再有効化でき、それによってそのアクションまたはステージはメッセージ・フローでスキップされなくなります。









17.31.2 アクションまたはステージの再有効化



アクションまたはステージを再有効化するには:




	パイプライン・エディタで、無効化されたステージまたはアクションのアイコンを右クリックします。
	表示されたコンテキスト・メニューから「有効化」を選択します。

そのステージまたはアクションの横にある「無効」アイコンは表示されなくなり、ステージまたはアクションは有効化されます。




	Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。














16 Oracle JDeveloperでのパイプラインの操作


この章では、Oracle JDeveloperを使用したパイプラインまたはメッセージ・フローを作成および構成する方法について説明します。項の内容は、パイプライン・ペア、条件付きブランチ、ステージ、操作ブランチ、ルート・ノードおよびエラー・ハンドラの追加および構成です。

メッセージ・フローの詳細は、「Oracle Service Busでのメッセージ・フローの作成」を参照してください。

この章の内容は次のとおりです。

	
JDeveloperでのパイプライン・コンポーネントの追加


	
JDeveloperでのパイプラインの表示と編集


	
JDeveloperでのパイプラインへの共有変数の追加


	
JDeveloperでのパイプラインへのパイプライン・ペア・ノードの追加


	
JDeveloperでのパイプラインへの条件付きブランチの追加


	
JDeveloperでのパイプラインへの操作ブランチの追加


	
JDeveloperでのパイプラインへのRESTブランチの追加


	
JDeveloperでのパイプラインへのステージの追加


	
JDeveloperでのパイプラインへのルート・ノードの追加


	
JDeveloperでのステージおよびルート・ノードの切取り、コピー、貼付け


	
JDeveloperでのリシーケンサの構成








16.1 JDeveloperでのパイプライン・コンポーネントの追加


プロジェクトのメッセージ・フローおよびデータ変換または検証を定義するパイプラインを追加します。

パイプラインでエラーおよびレポートを定義することもできます。新しいパイプラインを作成すると、パイプライン構成からプロキシ・サービスを生成するオプションが追加されます。





16.1.1 JDeveloperでのパイプラインの追加方法



Oracle JDeveloperのService Bus概要エディタを使用して、パイプライン・コンポーネントをService Busプロジェクトに追加できます。

パイプラインを追加するには:




	Oracle JDeveloperでService Busプロジェクトを開いていることを確認します。
	アプリケーション・ナビゲータでプロジェクト・アイコンをダブルクリックし、Service Bus概要エディタを開きます。Service Bus概要エディタの詳細は、「Service Bus概要エディタの概要」を参照してください。


注意:

アプリケーション・ナビゲータでプロジェクト・フォルダを右クリックし、表示されたコンテキスト・メニューで「新規」→「パイプライン」を選択することもできます。その後、手順5からパイプラインの構成を続行します。






	「コンポーネント」ウィンドウから、「Service Bus」を選択します。
	「リソース」リストからデザイナの「パイプライン/分割結合」レーンにパイプラインをドラッグします。

「パイプライン・サービスの作成」ウィザードが表示されます。




	パイプラインの設定を構成します。

構成フィールドについては、「ヘルプ」をクリックするか、[F1]キーを押してください。




	プロキシ・サービスを生成してパイプラインと関連付けるには、ウィザードの「タイプ」ページで「プロキシ・サービスとして公開」をクリックします。プロキシ・サービスのトランスポートを選択し、必要に応じて名前を変更します。
	ウィザードの最後のページで、「終了」をクリックします。

パイプライン・ファイルがプロジェクトに追加され、デザイナの「パイプライン/分割結合」セクションにパイプラインが表示されます。プロキシ・サービスとしてパイプラインを公開すると、プロキシ・サービスも「プロキシ・サービス」スイムレーンに表示され、コンポーネントが自動的にワイヤリングされます。




	パイプラインでメッセージ・フローを定義するには、「JDeveloperでのパイプラインの表示と編集」を参照してください。
	JDeveloperのツールバーで「すべて保存」をクリックします。










16.2 JDeveloperでのパイプラインの表示と編集


プロキシ・サービスに対応するメッセージ・フローは、パイプラインによって処理されます。

この項では、パイプライン・エディタを使用したパイプラインの表示方法について説明します。





16.2.1 JDeveloperでのパイプラインの表示および編集方法



Oracle JDeveloperのパイプライン・エディタを使用して、パイプラインのメッセージ・フローを表示および編集します。

パイプラインを表示および編集するには:




	Oracle JDeveloperでService Busプロジェクトを開いていることを確認します。
	次の方法の1つを使用して、パイプラインのメッセージ・フローを編集します。

	
アプリケーション・ナビゲータで、パイプライン・ノードを見つけます。パイプライン・ノードを右クリックし、「開く」を選択します。かわりに、パイプライン・ノードをダブルクリックして開くこともできます。


	
アプリケーション・ナビゲータで、プロジェクト・ノード(またはoverview.xml)をクリックし、概要エディタを開きます。

概要エディタで、パイプライン・コンポーネントをダブルクリックし、パイプライン・エディタを開きます。




パイプライン・エディタが表示されます。エディタの左下隅の「設計」タブが選択されていることを確認します。

選択されたパイプラインに対してまだメッセージ・フローが作成されていない場合は、パイプライン・エディタの「設計」ビューのページにパイプライン・アイコンが1つ表示されます。これは、メッセージ・フローの開始ノードです。




	次の方法の1つを使用して、パイプライン・コンポーネント(ノード)を追加します。

	
開始ノードを右クリックし、追加できるパイプライン・コンポーネントのオプションを取得します。図16-1は、開始ノードに使用できるオプションを示しています。ルート・ノード、PipelinePairノード、条件付きブランチなどのノードを追加できます。


図16-1 ノードの右クリックによるパイプライン・コンポーネントの追加

[image: 図16-1の説明が続きます]



	
または、「コンポーネント」ウィンドウから追加するパイプライン・コンポーネントを選択し、そのコンポーネントをパイプライン・エディタ・ウィンドウにドラッグします。パイプライン内でコンポーネントをドロップできる場所を示す黄色の円が表示されます。コンポーネントを黄色の円にドラッグします。黄色の円が緑色に変化します。コンポーネントを解放して追加します。図16-2は、開始ノードに追加しようとしているパイプライン・ペア・ノードを示しています。





図16-2 開始ノードへのパイプライン・ペアの追加

[image: 図16-2の説明が続きます]



エディタにコンポーネントを追加するときには、エディタにそのコンポーネントを表すアイコンが表示されます。コンポーネント間の関係は、線と境界を示す四角形で示されます。

図16-3は、パイプライン・ペア・ノードがフローに追加されたパイプラインを示しています。パイプライン・ペアは、リクエスト・パイプラインとレスポンス・パイプラインで構成されています。リクエストおよびレスポンスの各パイプラインには、アクション・ノードを含めることができるステージがあります。


図16-3 パイプライン・ペア・ノードのあるパイプライン

[image: 図16-3の説明が続きます]





	さらにコンポーネントをエディタに追加することでパイプラインの構築を続けます。たとえば、ステージ・ノードに通信アクションを追加するには、「コンポーネント」ウィンドウからエディタのステージ・ノードに通信アクションをドラッグできます。かわりに、ステージ・ノードを右クリックし、ステージ・ノードに追加できるパイプライン・コンポーネントのオプションを取得することもできます。各コンポーネントに使用できるオプションは、コンテキストに応じて異なります。
	Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。










16.3 JDeveloperでのパイプラインへの共有変数の追加


1つのコール・チェーン内の2つのパイプラインで同じ共有変数を宣言する場合、これらは同じ変数を読み取り、変更します。

つまり、パイプラインP1で共有変数varを宣言し、パイプラインP2でも共有変数varを宣言する場合、P1のvarの変更はP2に表示され、逆も当てはまります。共有変数は、文字列、ブールまたはXMLのデータ型にする必要があります。

プロキシ・サービスでメッセージを受信して処理する場合、共有変数を使用する呼び出されたすべてのパイプラインは、その変数に対して同じ値を読書きします。プロキシで受信する以降のメッセージにより、呼び出されたパイプラインに共有変数の新しいインスタンスが作成されます。

共有変数は、ローカル・プロキシの呼出しと分割-結合コンポーネントの呼出しで機能します。たとえば、パイプラインP1およびP2で共有変数を宣言するとします。ここで、P1がローカル・プロキシ・サービスまたは分割-結合コンポーネントを呼び出し、このサービスまたはコンポーネントが同様にP2を呼び出す場合、P1とP2は引き続き共有変数を共有します。

次の制限事項が共有変数の使用に適用されます。

	
システム変数($body、$attachments、$operation、$inbound、$outboundなど)は共有できません。


	
変数は、ローカル以外のプロキシ呼出しで共有できません。たとえば、パイプラインでHTTPプロキシ・サービスを呼び出す場合、共有変数はこのコール間で伝播されません。


	
変数は、パイプラインと分割-結合リソース間で共有できません。


	
Javaとバイナリ・コンテンツ・タイプを使用する変数はサポートされません。たとえば、XML構造に<ctx:java-content/>があるXML型変数は、共有変数としてサポートされません。








16.3.1 JDeveloperでのパイプラインへの共有変数の追加方法



パイプライン・エディタを使用して、パイプラインのメッセージ・フローに共有変数を追加します。

パイプラインに共有変数を追加するには




	パイプライン・エディタで、開始ノードを右クリックします。
	表示されたコンテキスト・メニューから「共有変数の追加」を選択します。
	「共有変数名の入力」フィールドに共有変数の名前を入力します。
	「OK」をクリックして、パイプラインに共有変数を追加します。










16.4 JDeveloperでのパイプラインへのパイプライン・ペア・ノードの追加


パイプラインは、ゼロ以上のパイプライン・ペア・ノードを含むことができます。

これらのノードは、プロキシ・サービス(またはサービスの処理用)のリクエストおよびレスポンス・パイプラインと、ステージ、パイプラインおよびプロキシ・サービスに対して定義できるエラー・ハンドラ・パイプラインです。パイプラインは、1つまたは複数のステージを持つことができ、ステージはアクションを持ちます。





16.4.1 JDeveloperでのパイプラインへのパイプライン・ペア・ノードの追加方法



パイプライン・エディタを使用して、パイプラインのメッセージ・フローにパイプライン・ペアを追加します。

パイプラインにパイプライン・ペアを追加するには:

	
パイプライン・エディタで、開始ノード・アイコンを右クリックします。


	
表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「PipelinePairNode」を選択します。パイプライン・ペア・ノードが挿入されます。


注意:

かわりに、「パイプライン・ペア」コンポーネントを「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグすることも選択できます。「パイプライン・ペア」コンポーネントは、「メッセージ・フロー」カテゴリの「ノード」セクションの下にあります。




	
パイプライン・ペア・ノードのデフォルト名を変更して説明を追加するには、次の操作を行います。

	
パイプライン・ペア・ノードをクリックし、それを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したコンポーネントのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
「プロパティ」ウィンドウで、必要に応じて名前および説明を変更します。


	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。





	
パイプラインにステージを追加するには、「JDeveloperでのパイプラインへのステージの追加」を参照してください。


	
パイプラインのステージにアクションを追加するには、「JDeveloperでのパイプラインのアクションの追加および編集」を参照してください。


	
パイプライン・エディタで、「JDeveloperでのパイプラインの表示と編集」の説明に従って、パイプラインの作成を続けます。


	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。














16.5 JDeveloperでのパイプラインへの条件付きブランチの追加


ブランチ・ノードを使用すると、可能ないくつかのパスのうちの1つに限定して処理を進めることができます。

分岐は、XPathベースの切替え表に基づいて実行されます。表の各ブランチは、条件(たとえば、<500)を指定し、これが単一のXPath式(たとえば、$bodyの./ns: PurchaseOrder/ns:totalCost)に対してパイプラインの降順に評価されます。最初に満たされた条件によって、進むべきブランチが決定されます。満たされる分岐条件がない場合は、デフォルトのブランチに進みます。ブランチ・ノードでは、パイプライン内にいくつかの子孫を持つことができます(デフォルトのブランチを含め各ブランチに1つずつ)。

プロキシ・サービスがWSDLファイルに基づいておらず、複数のドキュメント・タイプを入力として受信する場合は、条件付きブランチ・ノードを使用することを検討できます。

条件付きブランチ処理は、単純でありながらユニークな文字列値のタグが付いたブランチをまとめたルックアップ表を基準に行われます。メッセージ・コンテキストの変数をそのノードのルックアップ変数として指定し、実行時に、この値を使用してどのブランチに進むかが判断されます。ルックアップ変数に一致するブランチがない場合は、デフォルトのブランチに進みます。ブランチ・ノードに到達する前にルックアップ変数の値を設定するように、プロキシ・サービスを設定する必要があります。





16.5.1 JDeveloperでのパイプラインへの条件付きブランチの追加方法



パイプライン・エディタを使用して、パイプラインのメッセージ・フローに条件付きブランチを追加します。

パイプラインに条件付きブランチを追加するには:

	
パイプライン・エディタで、開始ノード・アイコンまたは「ブランチ・ノード」アイコンを右クリックします。


	
表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「条件付きブランチ」を選択します。条件付きブランチ・ノードが追加され、挿入したブランチ・ノードの後の既存のノードが、新しい条件付きブランチ・ノードのデフォルト・ブランチに移動します。


注意:

かわりに、「条件付きブランチ」コンポーネントを「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグすることも選択できます。「条件付きブランチ」コンポーネントは、「メッセージ・フロー」カテゴリの「ノード」セクションの下にあります。




	
条件付きブランチ・ノードのプロパティを変更するには、次のように実行します。

	
「条件付きブランチ」ノードをクリックし、それを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したコンポーネントのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
「全般」セクションの下で、必要に応じて名前および説明を変更します。


	
「条件」セクションの下で、条件として使用するXPath式を指定します。XPath式ビルダーは、「fx」アイコンをクリックすることで起動できます。


	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。





	
ブランチのプロパティを変更するには、次のように実行します。

	
ブランチ・ノードをクリックし、それを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したコンポーネントのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
「名前」の下で、ブランチの名前を指定します。


	
「値」の下で、値として使用する演算子およびXPath式を指定します。XPath式ビルダーは、「fx」アイコンをクリックすることで起動できます。


	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。





	
オプション:

	
新規ブランチの追加アイコンをクリックし、新規ブランチ・ノードを追加します。


	
ブランチを右クリックし、「削除」を選択してブランチを削除します。





	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。


	
パイプライン・エディタで、「JDeveloperでのパイプラインの表示と編集」の説明に従って、パイプラインの作成を続けます。


	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。














16.6 JDeveloperでのパイプラインへの操作ブランチの追加


パイプラインでWeb Services Description Language (WSDL)ベースのプロキシ・サービスを定義する場合、操作固有の処理が必要になります。Service Busでは、操作に基づくブランチ・ノードを手動で構成するかわりに、操作に基づいて自動的に分岐するように構成された、最小限のブランチ・ノードが用意されています。

つまり、操作ブランチ・ノードをパイプラインに作成すると、Oracle Service Busコンソールでは、WSDLに定義された操作がブランチ・ノード構成ページに表示されるため、これらの操作に基づいて分岐ロジックをすばやく構築できます。

ブランチ・ノードを使用すると、可能ないくつかのパスのうちの1つに限定して処理を進めることができます。分岐は、XPathベースの切替え表に基づいて実行されます。表の各ブランチは、条件(たとえば、<500)を指定し、これが単一のXPath式(たとえば、$bodyの./ns: PurchaseOrder/ns:totalCost)に対してパイプラインの降順に評価されます。最初に満たされた条件によって、進むべきブランチが決定されます。満たされる分岐条件がない場合は、デフォルトのブランチに進みます。ブランチ・ノードでは、パイプライン内にいくつかの子孫を持つことができます(デフォルトのブランチを含め各ブランチに1つずつ)。





16.6.1 JDeveloperでのパイプラインへの操作ブランチの追加方法



パイプライン・エディタを使用して、パイプラインのメッセージ・フローに操作ブランチを追加します。

パイプラインに操作ブランチを追加するには:

	
パイプライン・エディタで、開始ノードまたは「ブランチ・ノード」アイコンを右クリックします。


	
表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「操作ブランチ」を選択します。操作ブランチ・ノードが追加され、挿入したブランチ・ノードの後の既存のノードが、新しい操作ブランチ・ノードのデフォルト・ブランチに移動します。


注意:

かわりに、「操作ブランチ」コンポーネントを「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグすることも選択できます。「操作ブランチ」コンポーネントは、「メッセージ・フロー」カテゴリの「ノード」セクションの下にあります。




	
操作ブランチ・ノードのプロパティを変更するには、次のように実行します。

	
操作ブランチ・ノードをクリックし、それを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したコンポーネントのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
必要に応じて名前と説明を変更します。


	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。





	
ブランチのプロパティを変更するには、次のように実行します。

	
ブランチ・ノードをクリックし、それを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したコンポーネントのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
そのブランチによって表される「操作」を選択します。


	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。





	
オプション:

	
新規ブランチの追加アイコンをクリックし、新規ブランチ・ノードを追加します。


	
ブランチを右クリックし、「削除」を選択してブランチを削除します。





	
パイプライン・エディタで、「JDeveloperでのパイプラインの表示と編集」の説明に従って、パイプラインの作成を続けます。


	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。













16.7 JDeveloperでのパイプラインへのRESTブランチの追加


パイプラインで未入力(デザインタイムのWADLなし)のネイティブRESTベース・プロキシ・サービスを定義する場合、クライアント・リクエストに固有の処理が必要です。Service Busでは、これらのリクエストに基づくブランチ・ノードを手動で構成するかわりに、使用されたメディア・タイプ、相対URI、HTTP動詞、またはこれらの基準の組合せに基づいて自動的に分岐するように構成された、最小限のブランチ・ノードが用意されています。パイプラインにRESTブランチ・ノードを作成する場合は、これらの基準に基づいて分岐ロジックを簡単に構築できます。

クライアント・リクエストをフィルタ処理するために次のオプションを構成できます。
	
メディア・タイプの消費: application/jsonなど、このブランチで許可されている、クライアントによって送信されるメディア・タイプのリスト。


	
パス: このブランチに許可されている単一のURIパターン(相対URIパス)。たとえば、/dogs/{id}は有効なパスです。


	
動詞: このブランチで許可されている単一のHTTP動詞(GET、PUT、POST、またはDELETE)。







注意:

RESTブランチ・ラベルにRESTブランチの実行の一部として、/name/{PlaceName}/zip/{ZipCode}などのパラメータ化したパス式が含まれている場合、メッセージ・コンテキスト変数PlaceNameおよびZipCodeは、Pittsburghや15217のように、実行時の実際のパス・セグメントの値で自動的に定義されます。これらのパラメータの値は、インバウンドHTTP相対パス・メタデータから抽出されます。

変数のスコープは、対応するブランチでネストされているすべてのアクションです



RESTブランチはネイティブの未入力RESTサービス用のパイプラインでのみ使用できます。その他のサービス・タイプはサポートされていません。




16.7.1 JDeveloperでのパイプラインへのRESTブランチの追加方法


パイプライン・エディタを使用して、パイプラインのメッセージ・フローにRESTブランチを追加します。

パイプラインにRESTブランチを追加するには:


	パイプライン・エディタで、開始ノードまたは「ブランチ・ノード」アイコンを右クリックします。
	表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「RESTブランチ」を選択します。RESTブランチ・ノードが追加され、挿入したブランチ・ノードの後の既存のノードが、新しいRESTブランチ・ノードのデフォルト・ブランチに移動します。


注意:

かわりに、「RESTブランチ」コンポーネントを「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグすることも選択できます。「RESTブランチ」コンポーネントは、「メッセージ・フロー」カテゴリの「ノード」セクションの下にあります。






	RESTブランチ・ノードのプロパティを変更するには、次のように実行します。
	RESTブランチ・ノードをクリックし、それを選択します。「プロパティ」ウィンドウが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メニューから「プロパティ」を選択します。






	「全般」タブから、必要に応じて名前を変更します。
	Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。



	「プロパティ」ウィンドウの 「ブランチ」タブから、次のブランチ・プロパティのいずれかを1つ以上構成します。
	
消費: メディア・タイプ: 「追加」(+)アイコンをクリックします。このブランチで使用されるクライアント・リクエストによって送信されるメディア・タイプの名前を入力します(application/xmlまたはapplication/jsonなど)。「追加」(+)アイコンをクリックして行を追加すると、複数のメディア・タイプを入力できます。「削除」(X)アイコンをクリックして、選択した行を削除します。


注意:

タイプまたはサブタイプのワイルドカードがサポートされています。たとえば、application/xml、examples/*、および*/xmlがサポートされます。examples/*+xmlなどの部分ワイルドカードはサポートされていません。




	
パス: /dogs/{id}など、このブランチで使用されるクライアント・リクエストの相対URIパスを入力します。


	
動詞: このブランチで使用されるクライアント・リクエストのHTTP動詞を選択します。





	オプション:
	新規ブランチの追加アイコンをクリックし、新規ブランチ・ノードを追加します。
	ブランチを右クリックし、「削除」を選択してブランチを削除します。



	パイプライン・エディタで、「JDeveloperでのパイプラインの表示と編集」の説明に従って、パイプラインの作成を続けます。
	Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。










16.8 JDeveloperでのパイプラインへのステージの追加


パイプライン・エディタを使用して、パイプラインのメッセージ・フローにステージを追加します。

リクエスト・パイプライン、レスポンス・パイプライン、およびエラー・ハンドラには、ステージを含めることができます。ステージでは、パイプラインを通過するメッセージを処理するアクションを構成します。





16.8.1 JDeveloperでのパイプラインへのステージの追加方法



パイプラインにステージを追加するには:

	
パイプライン・エディタで、パイプライン・ペア・ノードの「リクエスト・パイプライン」アイコンまたは「レスポンス・パイプライン」アイコンを右クリックします。


	
表示されたコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「ステージ」を選択します。ステージ・ノードが追加されます。


注意:

かわりに、「ステージ」コンポーネントを「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグすることも選択できます。「ステージ」コンポーネントは、「メッセージ・フロー」カテゴリの「ノード」セクションの下にあります。




	
ステージのデフォルト名を変更して説明を追加するには、次を行います:

	
ステージ・ノードをクリックし、それを選択します。「プロパティ」ウィンドウに、選択したコンポーネントのプロパティが表示されます。


注意:

「プロパティ」ウィンドウが表示されない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ」を選択します。




	
選択したステージ・ノードの「名前」および「説明」フィールドを編集します。


	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。





	
ステージにアクションを追加するには、「ステージ」アイコンを右クリックし、表示されるコンテキスト・メニューから「中に挿入」→「ActionName」をクリックします。「JDeveloperでのパイプラインのアクションの追加および編集」を参照してください。


	
ステージにエラー処理を追加するには、「ステージ」アイコンを右クリックし、表示されるコンテキスト・メニューから「ステージ・エラー・ハンドラの追加」をクリックします。「JDeveloperでのエラー・ハンドラの追加」を参照してください。


	
「JDeveloperでのパイプラインの表示と編集」の説明に従って、パイプラインの作成を続けます。


	
Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。














16.9 JDeveloperでのパイプラインへのルート・ノードの追加


ルート・ノードでは、別のサービスとのリクエスト/レスポンス通信が実行されます。ルート・ノードはプロキシ・サービスに関するリクエスト処理とレスポンス処理の境界を表します。

ルート・ノードがリクエスト・メッセージをディスパッチすると、リクエスト処理が終了したと見なされます。ルート・ノードがレスポンス・メッセージを受信したときに、レスポンス処理が始まります。ルート・ノードは、リクエスト・トランスフォーメーション、レスポンス・トランスフォーメーション、および条件付きルーティングに対応します。

ルート・ノードはリクエスト処理とレスポンス処理の境界を表すので、パイプライン内に子孫を持つことはできません。





16.9.1 JDeveloperでのパイプラインへのルート・ノードの追加方法



パイプライン・エディタを使用して、パイプラインのメッセージ・フローにルート・ノードを追加します。

パイプラインにルート・ノードを追加するには:




	パイプライン・エディタで、開始ノードまたは「ブランチ・ノード」アイコンを右クリックします。
	コンテキスト・メニューから「中に挿入」→「ルート」を選択します。ルート・ノードが追加されます。


注意:

かわりに、「ルート」コンポーネントを「コンポーネント」ウィンドウからパイプライン・エディタの適切な場所にドラッグすることも選択できます。「ルート」コンポーネントは、「メッセージ・フロー」カテゴリの「ノード」セクションの下にあります。






	ルート・ノードにアクションを追加するには、「ルート・ノード」アイコンを右クリックし、コンテキスト・メニューから適切なオプションを選択します。ルート・ノードに追加できるアクションの詳細は、次のセクションを参照してください。

	
JDeveloperでのIf Thenアクションの追加


	
JDeveloperでのルート・ノードへの動的ルーティングの追加


	
JDeveloperでのルート・ノードへのルーティング・アクションの追加


	
JDeveloperでのルート・ノードへのルーティング表の追加


	
JDeveloperでのエラー・ハンドラの追加







	パイプライン・エディタで、「JDeveloperでのパイプラインの表示と編集」の説明に従って、パイプラインの作成を続けます。
	Oracle JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。










16.10 JDeveloperでのステージおよびルート・ノードの切取り、コピー、貼付け


パイプライン・エディタでは、ステージおよびルート・ノードの切取り、コピーおよび貼付けが可能です。


	
ステージまたはルート・ノードを切り取るには、そのアイコンを右クリックし、「切取り」または「コピー」を選択します。


	
このプロキシ・サービスのメッセージ・フロー内の異なるパイプライン・ペアから、または異なるプロキシ・サービスのメッセージ・フローから切り取ったりコピーしたステージを貼り付けるには、次のいずれかを行います。

	
ターゲットの「リクエスト・パイプライン」または「レスポンス・パイプライン」アイコンを右クリックして、「貼付け」をクリックします。


	
パイプラインの既存の「ステージ」アイコンを右クリックし、「貼付け」をクリックします。





	
別のパイプラインのメッセージ・フローから切り取ったりコピーしたルート・ノードを貼り付けるには、ターゲットの「ブランチ・ノード」アイコンをクリックして、「ルートの貼付け」をクリックします。












16.11 JDeveloperでのリシーケンサの構成


Service Busのリシーケンサは、関連はあるが順序どおりではないメッセージのストリームを連続した順序に並べ替えます。

受信メッセージが到着すると、それらはランダムな順序になっています。リシーケンサは、順次または時系列の情報に基づきメッセージを順序付け、メッセージをターゲット・サービスに対して正しい手順で送信します。順序付けは、選択した順序付け戦略に基づき実行されます。

リシーケンサは、パイプライン・コンポーネント内で構成できます。次のサービス・タイプのパイプラインがサポートされます。

	
WSDL: リシーケンスは、リクエスト・タイプのみの操作に利用できます。


	
メッセージ・タイプ: リクエスト・メッセージ・タイプは「XML」、レスポンス・メッセージ・タイプは「なし」にします。





注意:

リシーケンサでは、「任意のXML」と「任意のSOAP」のサービス・タイプはサポートされません。WSDLベースのサービスでは、WSDLファイルは一方向であることが必要です。つまり、これに出力要素を含めることはできません。リシーケンス・パイプラインでの生成WSDLファイルの使用については、「JDeveloperでのサービスからのWSDLファイルの生成方法」を参照してください。







16.11.1 JDeveloperでパイプラインでのリシーケンスを構成する方法



この項では、JDeveloperを使用してパイプラインでリシーケンサを構成する方法について説明します。

パイプラインでリシーケンスを有効にするには:




	JDeveloperでService Busプロジェクトを開いていることを確認します。
	次の方法の1つを使用して、パイプライン構成を編集します。

	
アプリケーション・ナビゲータで、パイプライン・ノードを見つけます。パイプライン・ノードを右クリックし、「開く」を選択します。かわりに、パイプライン・ノードをダブルクリックして開くこともできます。


	
アプリケーション・ナビゲータで、プロジェクト・ノード(またはoverview.xml)をクリックし、概要エディタを開きます。

概要エディタで、パイプライン・コンポーネントをダブルクリックし、パイプライン・エディタを開きます。




パイプライン・エディタが表示されます。エディタの左下隅から「構成」タブを選択します。




	エディタの左ペインから「リシーケンサ」を選択します。「リシーケンサ構成」ページが表示されます。図16-4は、「リシーケンサ構成」ページを示しています。


図16-4 「リシーケンサ構成」ページ

[image: 図16-4の説明が続きます]





	「リシーケンサの有効化」を選択し、パイプラインのリシーケンスを有効化します。
	「リシーケンス・レベル」を選択します。「パイプライン」を選択して、コンポーネント・レベルでリシーケンスを構成します。「操作」を選択して、操作レベルでリシーケンスを構成します。リシーケンス・レベルの詳細は、「JDeveloperでのリシーケンス・レベルの選択」を参照してください。

「操作」を選択した場合、操作ごとにリシーケンスを個別に構成するオプションを利用できます。




	「再順序」モードを選択します。「操作」レベルでリシーケンスを構成する場合、各操作に対応する「リシーケンス・モード」を選択します。各種リシーケンス・オプションの詳細は、「JDeveloperでのリシーケンス・モードの構成方法」を参照してください。

選択した「再順序」モードに応じて、そのモードに対応するオプションが表示されます。たとえば、「標準」モードを選択すると、「グループ」、「ID」などの値を選択する必要があります。図16-5は、「標準」モードを選択した場合に表示されるリシーケンサ構成オプションを示しています。


図16-5 「標準」リシーケンス・モードの場合のリシーケンサ・オプション

[image: 図16-5の説明が続きます]





	使用するワーク・マネージャを指定する「ディスパッチ・ポリシー」を入力します。デフォルトのワーク・マネージャは、他にワーク・マネージャがない場合に使用されます。
	JDeveloperツールバーで、「保存」をクリックします。








16.11.2 JDeveloperでのリシーケンス・レベルの選択


リシーケンスは、パイプライン・レベルまたは操作レベルのいずれかで定義できます。リシーケンス・レベルの値は、次のとおりです。

	
パイプライン: コンポーネント・レベルで指定した共通構成を使用してすべてのメッセージをリシーケンスします。コンポーネントに複数の操作がある場合、各操作のメッセージは、共有コンポーネント構成を使用して個別に順序付けられます。

コンポーネント・レベルのリシーケンスは、パイプライン・コンポーネントのすべての操作でリクエスト一方向メッセージをサポートする場合のみ許可されます。操作のサブセットのみがリクエスト一方向メッセージをサポートする場合、これらの操作に操作レベルのリシーケンスを個別に指定できます。


	
操作: WSDLベースのパイプラインの場合、リシーケンスは操作レベルで構成できます。各操作には異なるリシーケンサ構成を設定できます。リクエスト一方向メッセージをサポートする操作のみをリシーケンスできます。WSDL以外のパイプラインでは、操作レベルでリシーケンサを構成できません。










16.11.3 JDeveloperでのリシーケンス・モードの構成方法


この項では、様々なリシーケンス・モードの構成方法を示します。各種リシーケンス・モードの詳細は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』のリシーケンス順序に関する項を参照してください。デフォルトでは、グループIDの文字数制限は1000、IDの文字数制限は100です。





16.11.3.1 標準リシーケンサの構成



標準リシーケンサを構成するには:




	「リシーケンサ構成」ページで、「再順序」ドロップダウン・リストから「標準」を選択します。操作レベルでリシーケンスを構成する場合、操作の「リシーケンス・モード」ドロップダウン・リストから、「標準」を選択します。

「リシーケンサ・オプション」または「操作の詳細」領域に、標準リシーケンスに関連するフィールドが移入されます。詳細は、図16-5を参照してください。




	表16-1に示すフィールドに入力します。




表16-1 標準リシーケンスのオプション

	フィールド名	説明	デフォルト値	必須
	
グループ

	
グループ化が行われる受信メッセージのフィールドを指し示すXQuery式。値を入力しない場合、すべてのメッセージが1つのデフォルト・グループに配置されます。

右側の「式ビルダー」アイコンをクリックし、XQuery式ビルダーを起動します。

	
N/A

	
N


	
ID

	
リシーケンスが行われる受信メッセージのフィールドを指し示すXQuery式。

右側の「式ビルダー」アイコンをクリックし、XQuery式ビルダーを起動します。

	
N/A

	
Y


	
開始

	
ID順序の開始番号。

	
1

	
N


	
増分

	
ID順序の増分。

	
1

	
N


	
タイムアウト

	
予期されているメッセージを待機する期間(秒単位)。タイムアウトが発生すると、再シーケンサはグループをタイムアウトとしてロックします。

デフォルト値の0の場合、デフォルトではグループに対してタイムアウトが発生することはありません。

	
0

	
N








注意:

正しいメッセージ・シーケンス間の時間間隔が大幅に異なる標準リシーケンサのユースケースで、正しいタイムアウト値の構成を常に実行できない可能性があります。低いリシーケンサ・タイムアウト値を構成すると、該当するグループがタイムアウトし、リシーケンサが後続のメッセージを処理しない可能性があります。そのような状況には、値を"0"に設定できます。これらのシステム・プロパティの構成により、そのような場合のリシーケンサのパフォーマンス全体も向上できます。


-Dweblogic.threadpool.MinPoolSize=100 -Dresequencer.containerIdRefresh.time=120











16.11.3.2 FIFOリシーケンサの構成



FIFOリシーケンサを構成するには:




	「リシーケンサ構成」ページで、「再順序」ドロップダウン・リストから「FIFO」を選択します。操作レベルでリシーケンスを構成する場合、操作の「リシーケンス・モード」ドロップダウン・リストから、「FIFO」を選択します。

「リシーケンサ・オプション」または「操作の詳細」領域に、FIFOリシーケンスに関連するフィールドが移入されます。




	「グループ」フィールドに、グループ化が実行される受信メッセージ内のフィールドを指すXQuery式を入力します。

右側の「式ビルダー」アイコンをクリックし、XQuery式ビルダーを起動します。












16.11.3.3 ベスト・エフォート・リシーケンサの構成



ベスト・エフォート・リシーケンサを構成するには:




	「リシーケンサ構成」ページで、「再順序」ドロップダウン・リストから「ベスト・エフォート」を選択します。操作レベルでリシーケンスを構成する場合、操作の「リシーケンス・モード」ドロップダウン・リストから、「ベスト・エフォート」を選択します。

「リシーケンサ・オプション」または「操作の詳細」領域に、ベスト・エフォート・リシーケンスに関連するフィールドが移入されます。




	表16-2に示すフィールドに入力し、ベスト・エフォート・リシーケンサを構成します。


図16-2 ベスト・エフォート・リシーケンス・オプション

	フィールド名	説明	デフォルト値	必須
	
グループ

	
グループ化が行われる受信メッセージのフィールドを指し示すXQuery式。ここに値を入力しない場合、すべてのメッセージは1つのデフォルト・グループ内になると見なされます。

右側の「式ビルダー」アイコンをクリックし、XQuery式ビルダーを起動します。

	
N/A

	
N


	
ID

	
リシーケンスが行われる、IDを含む受信メッセージのフィールドを指し示すXQuery式。

右側の「式ビルダー」アイコンをクリックし、XQuery式ビルダーを起動します。

	
N/A

	
Y


	
データ型

	
順序IDのデータ型。注文プロセスはデータ型に基づいています。サポートされる値は、「日付/時刻」と「数値」です。

	
数値

	
Y


	
最大行数

	
再シーケンサが一度にデータ・ストアから取得する、順に従ったメッセージの数。これは正の整数にしてください。

「最大行数」または「時間ウィンドウ」(次に説明)を指定する必要がありますが、両方を指定しないでください。

	
5

	
N


	
時間ウィンドウ

	
メッセージが到着した後、リシーケンスに関してデータ・ストアからメッセージを選択するまでに待機する秒単位の時間。デフォルト値の0の場合、待機しません。

「時間ウィンドウ」または「最大行数」(前述)を指定する必要がありますが、両方を指定しないでください。

	
0

	
N
























 
46 UDDIレジストリの操作


この章では、UDDI (Universal Description, Discovery, and Integration)レジストリでService Busを使用する方法について説明します。

この章の構成は、次のとおりです。

	
UDDI、UDDIレジストリおよびWebサービス


	
Service BusとUDDI


	
サービスの同期化の維持


	
関連リファレンス


	
UDDIレジストリ・リソースの操作


	
JDeveloperでのUDDIレジストリ・サービスの共有


	
Oracle Service BusコンソールでのUDDIレジストリ・サービスの共有


	
Service BusとUDDIのビジネス・シナリオの例


	
Service Busプロキシ・サービスからUDDIエンティティへのマッピング








46.1 UDDI、UDDIレジストリおよびWebサービス


UDDIは、企業のビジネス、ビジネス・サービス、および公開するサービスの技術的な詳細を分類するためのフレームワークを提供します。

UDDIプロジェクトは、企業間取引を迅速、容易、かつ動的に検索および実施できるようにすることを目指す業界イニシアティブです。UDDIレジストリには、ビジネス、ビジネスが提供するサービス、およびビジネスがトランザクションを実行するために使用する通信規格とインタフェースに関する情報がカタログ化されて格納されます。UDDIレジストリは、サービスの検索、サービスの呼び出し、およびサービスのメタデータ(セキュリティ、トランスポート、またはサービスの品質)の管理のための標準ベースの基盤インフラストラクチャです。UDDIレジストリでは、任意のカテゴリ化によってこれらのメタデータを格納し提供します。これらのカテゴリ化を分類法と呼びます。

組織は、UDDIレジストリを使用してWebサービスを共有します。UDDIレジストリを使用することで、企業はWebサービスを整理してカタログ化し、企業内または信頼できる外部のパートナと共有および再利用できます。UDDIバージョン3.0の仕様は、http://www.oasis-open.org/committees/uddi-spec/doc/tcspecs.htm#uddiv3で確認できます。

UDDIレジストリは、この仕様に基づいています。この仕様には、UDDIを使用してWebサービスの情報をパブリッシュおよび検索する方法の詳細が記載されています。仕様はサービスの実行時の様相は定義していません(それは、サービスの単なるディレクトリです)。UDDIは、企業のビジネス、ビジネス・サービス、および公開するサービスの技術的な詳細を分類するためのフレームワークを提供します。

レジストリへサービスをパブリッシュするには、サービス・タイプと、レジストリ内でそのサービスを表すデータ構造の知識が必要です。特定のプロパティは、各レジストリのエントリと関連付けられ、これらのプロパティ・タイプはレジストリの作成時に定義されます。レジストリにサービスをパブリッシュして、他の組織がそのサービスを検出して使用できるようにすることが可能です。Service Busで開発されたプロキシ・サービスは、UDDIレジストリにパブリッシュできます。Service Busは、バージョン3.0に準拠したUDDIレジストリと相互作用します。

図46-1は、Service BusとUDDIレジストリの統合を示しています。


図46-1 Oracle Service BusとUDDIの統合

[image: 図46-1の説明が続きます]



Service BusのWebベース・インタフェースにより、レジストリにアクセスして簡単に利用できます。Service BusをUDDIと組み合せて使用することにより、規格準拠のWebサービスの再利用が促進されます。この方法で、Service Busレジストリのエントリを複数のドメインで検索、検出および使用できます。WebサービスとUDDIは一連の規格に基づいて構築されるため、再利用により、テストされて条件を満たしたWebサービスやアプリケーション開発規格の使用が企業全体で促進されます。Webサービスとインタフェースは、タイプ、機能または分類別にカタログ化できるため、検出や管理がさらに容易になります。





46.1.1 UDDI仕様の基本概念


UDDIは、HTTP、XML、XSD (XMLスキーマ定義)、SOAP、WSDLなど、確立された複数の業界標準に基づいています。UDDI仕様には、Webサービスのレジストリとそのプログラムのインタフェースが記述されています。UDDI自体が、Webサービスのセットです。UDDI仕様は、次に関する記述と検出をサポートするサービスを定義しています。

	
ビジネスや組織などのWebサービス提供者


	
これらのWebサービス提供者が公開するWebサービス


	
これらのサービスのアクセスと管理に使用できる技術的なインタフェース










46.1.2 Service BusでUDDIレジストリを使用する利点


UDDIレジストリには、ビジネス・サービスに関するデータとメタデータが格納されます。UDDIレジストリは、他のアプリケーションがWebサービスを検出して使用できるように、Webサービスを分類、カタログ化および管理する標準ベースのメカニズムを提供します。UDDIは、設計時と実行時の両方において、IT管理者と開発者に次のような利点をもたらします。

	
サービスに関する情報をレジストリにパブリッシュし、検出用にサービスを分類することで、インフラストラクチャの管理が向上します。UDDIでは、増加し続けるサービスのポートフォリオを分類できるため、サービスを管理しやすくなるだけでなく、コンポーネント間の関係を理解する上でも役立ちます。さらに、バージョン管理をサポートし、依存関係を管理することができます。


	
UDDIサービスをレジストリからインポートして、Webサービスを呼び出すために必要なパラメータ、および必要なトランスポート・プロトコルとセキュリティ・プロトコルを構成できます。


	
UDDIは、規格準拠のWebサービスの使用およびビジネス・アプリケーションでのビジネス・サービスの開発を促進し、Webサービス開発者にリソース・ライブラリへのリンクを提供します。これにより、開発時間が短縮され、生産性が向上します。また、規格準拠のリソースを共有することで、ビジネス・アプリケーション間の相互運用性の実現の可能性が増加します。


	
UDDIは、Webサービスの検索と検出のためのユーザー・フレンドリなインタフェースを提供します。










46.1.3 UDDIエンティティの概要


UDDIは、特定のデータ・モデルを使用して、組織とサービスを定義するエンティティを表します。図46-2に、様々なUDDIエンティティの間の関係を示します。


図46-2 組織とサービスを表すUDDIエンティティ

[image: 図46-2の説明が続きます]



表46-1に、UDDIエンティティの概要を示します。


表46-1 UDDIエンティティの概要

	UDDIエンティティ	説明
	
ビジネス・エンティティ

	
サービスを所有および提供する組織またはグループ。ビジネス・エンティティは、サービス提供者の名前、説明、および連絡先詳細のセット、ビジネス・エンティティの特徴を表すカテゴリ、ユニークな識別子、および検出URLのセットで記述できます。


	
ビジネス・サービス

	
ビジネス・エンティティが提供する機能またはリソースの説明。ビジネス・サービスは、名前、説明、およびサービスの機能を表す一連のカテゴリで記述されます。UDDIレジストリのビジネス・サービスは、必ずしもWebサービスを表すわけではありません。UDDIレジストリでは、EJBやCORBAなどの任意のサービスを登録できます。


	
バインディング・テンプレート

	
ビジネス・サービスを呼び出す方法の技術的な詳細。ビジネス・サービスには、1つまたは複数のバインディング・テンプレートを含めることができます。バインディング・テンプレートは、サービス・エンドポイントを表すアクセス・ポイント(エンドポイントURIとプロトコル仕様)、tModelインスタンス情報、およびバインディング・テンプレートの特定の機能を参照するカテゴリで記述されます。


	
tModel

	
UDDIレジストリでのサービスの表現方法を記述する技術仕様(通常は仕様のポインタまたは仕様ドキュメントに関するメタデータ)。サービスの記述には、名前、説明、概要ドキュメント(tModelの目的を示すドキュメントへの参照)、カテゴリおよび(tModelを一意に識別する)識別子が含まれます。














46.2 Service BusとUDDI


Service Busは、UDDIのバージョン3.0実装に準拠する任意のUDDIレジストリを使用します。

Service BusをUDDIレジストリとともに使用することによって、次の処理を実行できます。

	
1つまたは複数のV3.0準拠のUDDIレジストリを使用するようにService Busを構成します。


	
ユーザーがサービスをパブリッシュおよびインポートできるように、レジストリを構成します。


	
プロキシ・サービスに関する情報をレジストリにパブリッシュします。


	
レジストリで特定のサービスを検索します。また、使用可能なすべてのサービスのリストを表示します。ビジネス・エンティティ、サービス名のパターン、またはこの両方で検索できます。


	
レジストリからビジネス・サービスをインポートします。








46.2.1 UDDIレジストリのURL


Service BusでUDDIレジストリを構成するとき、様々なタイプのUDDIレジストリのアクセスにいくつかのAPIエンドポイントURLを指定します。これらのURLには次のものが含まれます。

	
照会URL: サービスの検索とインポートで使用される照会APIエンドポイントのURL。


	
パブリッシュURL: サービスのパブリッシュで使用されるパブリッシュAPIエンドポイントのURL。


	
セキュリティURL: レジストリへのパブリッシュを行うために必要な認証トークンの取得に使用される、セキュリティAPIエンドポイントのURL。


	
サブスクリプションURL: レジストリの変更へのサブスクリプション、レジストリのサブスクリプションの作成、インポート・サービスに変更がないかどうかのリスンのために使用される、サブスクリプションAPIエンドポイントのURL。










46.2.2 UDDIレジストリのセキュリティ構成


UDDIレジストリをService Busで使用できるようにするには、UDDIレジストリの接続情報を定義するUDDIレジストリ・リソースを作成します。Service Busプロキシ・サービスのレジストリに対するパブリッシュまたはプロキシ・サービスで使用するビジネス・サービスのレジストリからのインポートを実行できます。リソースでUDDI URLを指定し、セキュリティ情報をオプションで指定します。サービスをほとんどのレジストリにパブリッシュする場合、レジストリにアクセスするときの認証用に有効なユーザー名とパスワードをプロキシ・サービス構成に含める必要があります。

複数のユーザー名とパスワードを使用してレジストリを設定できるため、関連付けられたサービス・アカウントに基づいて、ユーザーごとに異なるパーミッションを使用できます。Service Busでは、ユーザー・パーミッションによってレジストリ、レジストリの内容および使用できる機能へのアクセスを管理します。







46.2.3 認証およびUDDIレジストリ


プロキシ・サービスがUDDIレジストリにパブリッシュされると、サービスはWSDLドキュメントを使用するWSビジネス・サービスに変換されます。認証の構成がある場合は、これもUDDIにエクスポートされます。WSRMポリシーを使用するWSDLベースのビジネス・サービスがUDDIレジストリからService Busにインポートされる場合は、サービスは自動的にWSトランスポートを使用するように構成されたWSビジネス・サービスとしてインポートされます。

トランスポート・レベルのカスタム認証トークンは、UDDIにパブリッシュされます。client-authプロパティは、認証の構成時にHTTPまたはHTTPSトランスポート属性のinstanceParmsにあります。「トランスポート属性」で説明されているとおり、client-authに指定可能な値はBASIC、CLIENT-CERTおよびCUSTOM-TOKENです。値がCUSTOM-TOKENの場合は、さらにtoken-headerとtoken-typeという2つのプロパティが必ず存在します。


注意:

Service Busビジネス・サービス定義は、カスタム・トークン認証をサポートしていません。client-authがCUSTOM-TOKENであるUDDIからサービスをインポートする場合、認証の構成が何もないかのようにサービスがインポートされます。









46.2.4 UDDIレジストリへのプロキシ・サービスのパブリッシュについて


Oracle Service BusコンソールまたはJDeveloperを使用して、プロキシ・サービスをUDDIレジストリにパブリッシュし、他の組織がそのサービスを検索および使用できるようにします。Service Busで開発されたプロキシ・サービスはすべて、UDDIレジストリにパブリッシュできます。パブリッシュするサービスを含めるビジネス・エンティティを選択できます。また、複数のサービスを一度にパブリッシュできます。

これを行うには、UDDIレジストリにユーザー・アカウントを設定しておく必要があります。任意のプロキシ・サービスをUDDIレジストリにパブリッシュできます。また、サービスがパブリッシュされるビジネス・エンティティを選択できます。ビジネス・エンティティの管理(エンティティの作成、取消し、更新、削除など)は、レジストリ・ベンダーが提供する管理コンソールを使用して行います。レジストリに初めてパブリッシュするときに、そのレジストリにtModelsをロードする必要があります。これは、パブリッシュする詳細をコンソールまたはJDeveloperで構成するときに行います。UDDIレジストリにパブリッシュする方法の詳細は、「UDDIレジストリへのプロキシ・サービスのパブリッシュ」を参照してください。


注意:

UDDIレジストリからサービスをインポートする際に、このサービスのレジストリへのパブリッシュ元であるService Busクラスタで、クラスタリングされたサーバーがlocalhostアドレスを使用している場合は、エラーが発生することがあります。特に、インポート中のサービスが、他のリソース(WSDLまたはXSD)を参照するリソース(WSDLまたはXSD)を参照している場合に、このエラーが発生します。

クラスタリングされたドメインからUDDIレジストリにサービスをパブリッシュする前に、クラスタ内のいずれのサーバーもサーバー・アドレスにlocalhostを使用していないことを確認します。かわりに、マシン名かIPアドレスを使用します。



ローカル・プロキシ・サービスをService Bus汎用プロキシ・サービスに関連付けるために、サービスをUDDIレジストリにパブリッシュできます。たとえば、具体的なWSDLファイルを使用する複数のローカル・トランスポート・プロキシ・サービスに動的にルーティングする任意のSOAPまたは任意のXML汎用プロキシ・サービスを使用できます。また、ビジネス・サービスがアタッチされたService Bus2の汎用プロキシ・サービスに動的にルーティングするService Bus1の汎用プロキシ・サービスを使用することもできます。UDDIレジストリから、ローカル・プロキシ・サービスのWSDLファイルと、任意のSOAPまたは任意のXML汎用プロキシ・サービスのURLを取得できます。WSDLファイルとURLを組み合せることで、汎用プロキシ・サービスを介してローカル・プロキシ・サービスにメッセージを送信するための有効なWSDLファイルが作成されます。







46.2.5 UDDIレジストリからのサービスのインポートについて


UDDIレジストリにあるサービスをService Busビジネス・サービスとしてインポートできます。WSDLベースのサービスをインポートする場合、複数のUDDIバインディング・テンプレートがあると、Service Busはバインディング・テンプレートごとに異なるビジネス・サービスを作成します。

Service BusでUDDIレジストリへのアクセスに必要なセキュリティ・ロールの詳細は、『Oracle Service Busの管理』のOracle Service Busにおけるロール・ベースのアクセスに関する項を参照してください。インポート時に、使用可能なレジストリのリストから選択します。Oracle Service Busコンソールで、UDDIフォルダ定義エディタにレジストリの全リストを表示できます。レジストリからインポートすると、そのレジストリを照会してサービスを検出できます。JDeveloperで、使用可能なレジストリを「リソース」ウィンドウに表示し、リストを参照してサービスを検出できます。レジストリのエントリは一意です。

次のビジネス・サービスの種類をUDDIレジストリからService Busにインポートできます。

	
WSDL over HTTPバインディング。複数のUDDIバインディング・テンプレートがある場合、バインディング・テンプレートごとにビジネス・サービスが作成されます。


	
SOAP over HTTPバインディングまたはXML over HTTPバインディング。


	
Service Busサービスとして分類されたサービス。UDDIレジストリにパブリッシュされたプロキシ・サービスです。この機能は主に、あるドメインのプロキシ・サービスが別のドメインのプロキシ・サービスを検出してそこにルーティングする必要のあるマルチドメインのService Busデプロイメントで使用されます。




サービスにはドキュメントが関連付けられており、これらのドキュメントには他のいくつかのドキュメント(スキーマ、ポリシーなど)が含まれる場合があります。インポートでは、UDDIレジストリはサービスの照会URLに基づいてドキュメントの場所を示します。他のリソースを含むドキュメントまたは他のリソースを参照するドキュメントが検索された場合は、参照されているすべての情報と含まれている各項目は個別のリソースとしてService Busに追加されます。





46.2.5.1 ビジネス・エンティティおよびパターンについて


レジストリのサービスを検索する条件として、ビジネス・エンティティとパターンを使用します。Service Busによってパブリッシュされたサービスには、サービスを識別する固有のtmodelキーがあり、レジストリのサービスを検索するときに使用されます。ビジネス・エンティティがレジストリの構成の最上位ですが、ビジネス、アプリケーション・タイプなどの他の検索条件を使用できます。認証が必要な場合は、システム管理者からユーザー名とパスワードを入手する必要があります。











46.3 サービスの同期化の維持


Service Busのサービス定義とUDDIのサービス定義との同期を自動的に維持できます(双方向)。

Service Busで作成または変更されたサービスを、自動的にUDDIレジストリにパブリッシュできます。また、ビジネス・サービス定義をUDDIからインポートし、元のサービスがUDDIで変更された場合に自動的に更新できます。また、サービスがUDDIレジストリで変更された場合に同期の承認を求めるメッセージを表示するよう、Oracle Service BusコンソールまたはJDeveloperを構成できます。





46.3.1 プロキシ・サービスの自動パブリッシュ


Oracle Service Busコンソールでプロキシ・サービスを構成するときに、デフォルトのUDDIレジストリに自動的にパブリッシュするようにプロキシ・サービスを構成できます。この機能はJDeveloperでは使用できません。まず、デフォルト・レジストリを設定し、デフォルト・レジストリに自動的にパブリッシュするようにプロキシ・サービスを構成する必要があります。これらの変更をアクティブ化すると、プロキシ・サービスはデフォルト・レジストリにパブリッシュされます。UDDIレジストリを使用できない場合は、パブリッシュ・アクションが再試行されます。プロキシ・サービスにさらに変更を加えると、再試行がリセットされます。プロキシ・サービスをUDDIレジストリにリパブリッシュすると、UDDIに定義されているプロキシ・サービスの分類がすべて保持されます。

手順は、「デフォルトのUDDIレジストリ・リソースを指定する方法」および「UDDIレジストリにプロキシ・サービスを自動的にパブリッシュする方法」を参照してください。





46.3.1.1 デフォルト・レジストリの変更


デフォルト・レジストリを変更すると、自動パブリッシュが有効になっているすべてのプロキシ・サービスが新しいデフォルト・レジストリにパブリッシュされます。その後、現在のデフォルト・レジストリとの同期が実行されます。プロキシ・サービスが同期されていない場合、Oracle Service Busコンソールに同期されていないことを示す非同期アイコンが表示されます。


注意:

デフォルト・レジストリを使用しているときに、インポート中に同じ論理名でデフォルト・レジストリが設定された構成JARファイルをインポートすると、ビジネス・エンティティのデフォルト・レジストリが誤った値になる可能性があります。この場合、自動パブリッシュされたプロキシ・サービスがあると、「自動パブリッシュ・ステータス」ページにエラーが表示されることがあります。これを修正するには、デフォルト・レジストリを再度選択します。









46.3.1.2 同期プロセスの自動パブリッシュ


プロキシ・サービスで自動パブリッシュが有効になっている場合、Oracle Service Busコンソールの「自動パブリッシュ・ステータス」ページを使用して、サービスの同期プロセスを表示して管理できます。このページには、パブリッシュされるプロキシ・サービスおよびそのステータスが表示されます。エラーのためにサービスがレジストリを自動的にパブリッシュできない場合、このページから再試行できます。

パブリッシュされた後にプロキシ・サービスが変更された場合、Oracle Service Busコンソールの管理機能を使用して変更を同期化できます。自動パブリッシュが有効になっている場合、Service Busは、レジストリのサービスにすべての変更を自動的にパブリッシュします。また、「自動パブリッシュ・ステータス」ダイアログにこのサービスが表示され、レジストリにサービスをパブリッシュするためのオプションが提供されます。









46.3.2 UDDIサービスの自動インポート


自動インポート機能を使用すると、UDDIレジストリからインポートしたビジネス・サービスをレジストリ内の対応するサービスと同期できます。手順は、「インポートしたサービスを自動的に同期する方法」を参照してください。


注意:

自動インポートは、Oracle Service Busコンソールでのみ使用できます。JDeveloperでは使用できません。



サービスが更新された場合、UDDIレジストリ・リソースで自動インポートが有効になっていないかぎりにおいてはレジストリからサービスを再度インポートして最新バージョンを取得する必要があります。「自動インポートの有効化」オプションが選択されている場合、インポートされているサービスのUDDIレジストリとの同期が自動的に維持されます。自動同期の実行中に発生したエラーは、「自動インポート・ステータス」ページで報告されます。このページでサービスを手動で同期できます。

自動インポートが有効になっている場合、「自動インポート・ステータス」ページを使用して、サービスの同期プロセスを表示して管理できます。サービスをレジストリと同期するかまたはサービスのリンクを解除してこのページでの同期を回避できます。





46.3.2.1 インポートされたサービスの同期


UDDIレジストリからインポートしたサービスがレジストリの変更で変更された場合、Oracle Service Busコンソールの管理機能を使用してコンソールのサービスをレジストリ内のサービスと同期できます。自動インポートが有効になっていて、ビジネス・サービスがレジストリからリンク解除されていない場合、Service Busはレジストリ内のサービスへの変更を自動的にサブスクライブします。「自動インポート・ステータス」ダイアログにこのサービスが表示され、サービスを同期したり、レジストリからリンク解除したりするためのオプションが提供されます。サービスを同期すると、セマンティック検証エラーが発生し、セッションのアクティブ化が妨げられる場合があります。この場合、リンクを解除することをお薦めします。

サービスが同期されている場合、サービスはUDDIから取得されるフィールドでのみ更新されます。サービス定義の他のフィールドでは、最後のインポート以降に変更を行うと値が保持されます。たとえば、ポリシー構成などがあります。

サービスをDomain1からレジストリにパブリッシュするシナリオについて考えてみます。これらのサービスをレジストリからDomain2にインポートします(図46-3参照)。Domain1のサービスを変更し、変更したサービスをレジストリで更新します。自動インポート機能を使用して、変更したサービスをレジストリと同期することで、Domain2のサービスを更新できます。


図46-3 ドメイン間デプロイメントのビジネス・ケース例

[image: 図46-3の説明が続きます]








46.3.2.2 インポートされたサービスのリンク解除


Oracle Service Busコンソールのサービスをレジストリ内の対応するサービスと同期する必要がない場合もあります。サービスをレジストリからリンク解除すると、同期を回避できます。「インポートされたサービスをUDDIレジストリからリンク解除する方法」を参照してください。











46.4 関連リファレンス


この項では、追加のUDDI情報を提供するドキュメントのリンクを示します。


	
技術ノートについては、http://www.oasis-open.org/committees/uddi-spec/doc/tns.htmを参照してください。『Using WSDL in a UDDI Registry』の注記が重要です。


	
UDDI製品および開発ツールの情報については、http://uddi.org/solutions.htmlのOASIS UDDIソリューションのページを参照してください。


	
UDDI仕様(http://www.oasis-open.org/committees/uddi-spec/doc/tcspecs.htm)

この仕様では、次のことが定義されています。

	
アプリケーションがUDDIレジストリに対して情報の照会やパブリッシュを行うために使用するSOAP API


	
レジストリ・データ・モデルのXMLスキーマとSOAPメッセージ・フォーマット


	
SOAP APIのWSDL定義


	
UDDI登録の識別や分類に使用できる様々な識別子とカテゴリ・システムのUDDIレジストリ定義(tModels)















46.5 UDDIレジストリ・リソースの操作


Service BusでUDDIレジストリにアクセスするためには、UDDIレジストリを記述する、UDDIレジストリ・リソースを作成して構成する必要があります。

レジストリへサービスをパブリッシュするには、サービス・タイプと、レジストリ内でそのサービスを表すデータ構造の知識が必要です。レジストリ・エントリには、特定のプロパティが関連付けられ、これらのプロパティ・タイプはレジストリの作成時に定義されます。レジストリにサービスをパブリッシュして、他の組織がそのサービスを検出して使用できるようにすることが可能です。Service Busで開発されたプロキシ・サービスは、UDDIレジストリにパブリッシュできます。





46.5.1 Oracle Service BusコンソールでのUDDIレジストリ・リソースの表示方法



UDDIレジストリのフォルダ定義エディタには、現在のセッションで作成したUDDIレジストリ・リソースがすべてリストされます。このページを使用して、定義したUDDIレジストリ・リソースをすばやく検索してアクセスします。

コンソールでUDDIレジストリを表示するには:




	「システム」プロジェクトを展開し、「UDDI」を右クリックし、「開く」を選択します。

フォルダ定義エディタが既存のUDDIレジストリ・リソースのリストとともに表示されます。




	特定のUDDIレジストリ・リソースを検索するには、次の手順を実行します。

	
照会フィールドがUDDI表の上に表示されていない場合、表のツールバーで「例による問合せ」をクリックします。


	
検出するUDDIレジストリ・リソースの名前を「名前」列の上に入力し、Enterキーを押します。

ワイルドカード文字(単一の文字を表す場合は?、複数の文字を表す場合は*)を入力してさらに一般的な検索を実行できます。


	
すべてのUDDIレジストリ・リソースを再表示するには、照会フィールドをクリアしてEnterキーを押します。







	UDDIレジストリの構成を表示するには、UDDI表のリソース名をクリックします。
	UDDIレジストリ・リソースを削除するには、表でリソースの名前を選択し、「削除」をクリックします。「UDDIレジストリ・リソースの削除方法」を参照してください。








46.5.2 UDDIレジストリ・リソースの作成方法



UDDIレジストリ・リソースを作成するとき、URL、セキュリティ資格証明、サービスを自動的に同期するかどうかなど、リモート・サーバーの接続情報を指定します。レジストリを作成したら、Service Busプロキシ・サービスのレジストリに対するパブリッシュまたはプロキシ・サービスで使用するビジネス・サービスのレジストリからのインポートを実行できます。

UDDIレジストリ・リソースを作成するには:

	
次のいずれかを行います:

	
JDeveloperを使用している場合、「アプリケーション・リソース」パネルを開き、「Service Busシステム・リソース」を右クリックして、「新規」を指し、「UDDIレジストリ」を選択します。


注意:

プロジェクトに直接UDDIレジストリ・リソースを作成してプロジェクト・レベルのリソースにするには、プロジェクトを右クリックし、「新規」を指し、「UDDIレジストリ」を選択します。




	
Oracle Service Busコンソールを使用している場合、「システム」プロジェクトを展開し、「UDDI」を右クリックし、「作成」を指し、「UDDIレジストリの作成」を選択します。




「UDDIレジストリの作成」ダイアログが表示されます。


	
リソースの名前と必要に応じて説明を入力し、「終了」または「作成」をクリックします。

UDDIレジストリ定義エディタが表示され、Oracle Service Busコンソールの「システム」フォルダまたはJDeveloperの「アプリケーション・リソース」パネルの「Service Busシステム・リソース」フォルダに新しいUDDIレジストリ・リソースが表示されます。


	
UDDIレジストリの照会URL、パブリッシュURL、サブスクリプションURLおよびセキュリティURLを入力します。

詳細は、「UDDIレジストリのURL」を参照してください。


	
Service Bus tModelsをレジストリにパブリッシュするには、「T-Modelsをレジストリにロード」を選択します。

このフィールドは、プロキシ・サービスをこのレジストリにパブリッシュする場合のみ必要です。


	
サービスをUDDIレジストリと自動的に同期するには、「自動インポートの有効化」を選択します。

このオプションを選択した状態でサービスをインポートすると、UDDIレジストリとの同期が維持されます。


注意:

自動同期はバックグラウンド・プロセスです。セッションの「取消し」機能を使用して取り消すことはできません。自動同期の変更を元に戻しても、永続的ではありません(次回の同期サイクルでサービスが再同期されるため)。インポートされたサービスがUDDIレジストリと同期されないようにするには、サービスを切り離してレジストリからの更新を避けます。「インポートされたサービスをUDDIレジストリからリンク解除する方法」を参照してください。




	
UDDIレジストリ・コンソールにアクセスするためにユーザー名およびパスワードが必要な場合、「ユーザー名」フィールドにユーザー名を入力して、関連するパスワードを「パスワード」および「新規パスワードの確認」フィールドに入力します。


	
「保存」をクリックします。


	
次のいずれかを実行してUDDIのURLをテストします。

	
JDeveloperを使用している場合、「接続のテスト」をクリックします。


	
Oracle Service Busコンソールを使用している場合、「UDDIレジストリをテストおよび検証します」をクリックします。





	
Oracle Service Busコンソールを使用している場合は、「アクティブ化」をクリックして、セッションを終了し、実行時用に構成をデプロイします。












46.5.3 JDeveloper UDDI接続からUDDIレジストリ・リソースを作成する方法



JDeveloperでは、既存のUDDIレジストリ接続からUDDIレジストリ・リソースを作成できます。逆に、UDDIレジストリ・リソースからUDDI登録の接続を作成することも可能です。

UDDI接続からUDDIレジストリ・リソースを作成するには:




	ツールバーで、「ウィンドウ」をクリックし、「リソース」を選択して「リソース」ウィンドウを表示します。
	「IDE接続」および「UDDIレジストリ」を展開します。
	UDDI接続を右クリックし、「Service Bus」を指し、「Service Bus UDDIレジストリ・リソースの作成」を選択します。

「UDDIサービスの作成」ダイアログが表示されます。




	リソースの名前を入力するかまたはデフォルトをそのまま使用し、「終了」をクリックします。

UDDIレジストリ接続に指定されたURLに基づいて、すでに入力済の照会URLとともにUDDIレジストリ定義エディタが表示されます。




	「UDDIレジストリ・リソースの作成方法」の説明に従って、残りのフィールドを入力します。








46.5.4 UDDIレジストリ・リソースの編集方法



UDDIレジストリ・リソースを作成すると、その説明およびUDDIプロパティのほとんどを変更できます。

UDDIレジストリ・リソースを編集するには:

	
編集するリソースを含むプロジェクトとフォルダを開きます。これは次の場所のいずれかになります。

	
JDeveloperの「アプリケーション・リソース」パネルの「Service Busシステム・リソース」フォルダ。


	
JDeveloperでは、UDDIレジストリ・リソースがアプリケーション・ナビゲータで配置されているService Busのプロジェクトまたはフォルダ。


	
Oracle Service Busコンソールでは、システム・プロジェクトのUDDIフォルダ。





	
UDDIレジストリ名を右クリックし、「開く」を選択します。

UDDIレジストリ定義エディタが表示されます。


	
フィールドの変更については、「UDDIレジストリ・リソースの作成方法」で説明しています。これらのフィールドについては、オンライン・ヘルプでさらに詳細に説明しています。


	
変更が終了したら、「保存」をクリックします。


	
次のいずれかを実行してUDDIのURLをテストします。

	
JDeveloperを使用している場合、「接続のテスト」をクリックします。


	
Oracle Service Busコンソールを使用している場合、「UDDIレジストリをテストおよび検証します」をクリックします。





	
Oracle Service Busコンソールを使用している場合は、「アクティブ化」をクリックして、セッションを終了し、実行時用に構成をデプロイします。












46.5.5 デフォルトのUDDIレジストリ・リソースを指定する方法



ドメインのデフォルトのレジストリとしてすでに構成されてアクティブ化されているUDDIレジストリのいずれかを指定できます。自動パブリッシュ機能を使用するには、デフォルト・レジストリを設定しておく必要があります。詳細は、「プロキシ・サービスの自動パブリッシュ」を参照してください。

デフォルトのUDDIレジストリ・リソースを指定するには:




	編集するリソースを含むプロジェクトとフォルダを開きます。これは次の場所のいずれかになります。

	
JDeveloperの「アプリケーション・リソース」パネルの「Service Busシステム・リソース」フォルダ。


	
JDeveloperでは、UDDIレジストリ・リソースがアプリケーション・ナビゲータで配置されているService Busのプロジェクトまたはフォルダ。


	
Oracle Service Busコンソールでは、システム・プロジェクトのUDDIフォルダ。







	UDDIレジストリ・リソースを右クリックし、「UDDI設定」を選択します。

「UDDI設定」ダイアログが表示されます。




	「デフォルトUDDIレジストリ」リストでデフォルトに設定するレジストリ名を選択します。


注意:

リストには、作成したすべてのUDDIレジストリが表示されますが、すでにアクティブ化されたレジストリのみを選択できます。






	「デフォルト・ビジネス・エンティティ」リストでデフォルトに設定するビジネス・エンティティ名を選択します。これはオプションです。
	「OK」をクリックします。
	変更が終了したら、「保存」をクリックします。
	Oracle Service Busコンソールを使用している場合は、「アクティブ化」をクリックして、セッションを終了し、実行時用に構成をデプロイします。








46.5.6 UDDIレジストリ・リソースの削除方法



UDDIレジストリ・リソースを削除すると、他のService Busリソースからこのリソースへの参照が破損します。リソースを削除する前に、依存関係がないかどうかを確認します。Oracle Service BusコンソールのUDDIレジストリ定義エディタでUDDIレジストリ・リソースを開き、右上の「ツール」アイコンをクリックし、「参照」を選択します。JDeveloperで、UDDIレジストリを右クリックして、「依存性の参照」を選択します。

UDDIレジストリ・リソースを削除するには:




	編集するリソースを含むプロジェクトとフォルダを開きます。これは次の場所のいずれかになります。

	
JDeveloperの「アプリケーション・リソース」パネルの「Service Busシステム・リソース」フォルダ。


	
JDeveloperでは、UDDIレジストリ・リソースがアプリケーション・ナビゲータで配置されているService Busのプロジェクトまたはフォルダ。


	
Oracle Service Busコンソールでは、システム・プロジェクトのUDDIフォルダ。







	UDDIレジストリ・リソースを右クリックし、「削除」を選択します。
	JDeveloperを使用している場合、確認ダイアログに、リソースの参照の数が表示されます。「使用方法の表示」をクリックして参照に関する情報を表示し、リソースを削除することを確定するため「はい」をクリックします。
	Oracle Service Busコンソールを使用している場合は、「アクティブ化」をクリックして、セッションを終了し、実行時用に構成をデプロイします。










46.6 JDeveloperでのUDDIレジストリ・サービスの共有


JDeveloperでは、UDDIレジストリにあるサービスからビジネス・サービスを作成できます。単にService Busプロジェクトにサービスをダウンロードすることも可能です。

JDeveloperでUDDIレジストリを操作する場合、JDeveloper UDDIレジストリ接続およびService Bus UDDIレジストリ・リソースを作成する必要があります。レジストリ接続を使用すると、「リソース」ウィンドウおよび様々なセレクタ・ダイアログでレジストリにアクセスおよび参照でき、そこでプロジェクトのアーティファクトを参照および選択できます。レジストリ・リソースによって、レジストリのAPIエンドポイントURLおよびセキュリティ情報が指定されます。





46.6.1 JDeveloperでのUDDIレジストリ接続の作成方法



JDeveloperの「新規ギャラリ」を使用してUDDIレジストリ接続を作成するかまたは「アプリケーション・リソース」パネルで既存のUDDIレジストリ・リソースから接続を作成できます。次の手順では、リソースから接続を作成する方法を説明します。





始める前に:





JDeveloperでレジストリを操作する前に、そのレジストリのアカウントを入手しておく必要があります。Service Busは、バージョン3.0仕様に準拠するUDDIレジストリとの相互運用性をサポートしています。

JDeveloperでUDDI接続を作成するには:




	UDDIレジストリ・リソースが存在しない場合、「UDDIレジストリ・リソースの作成方法」の説明に従って、これを作成します。
	「アプリケーション・リソース」パネルで、「Service Busシステム・リソース」を展開します。
	接続を作成するUDDIレジストリ・リソースを右クリックし、「Service Bus」を指し、「UDDI接続の作成」をクリックします。

UDDIレジストリ・リソースの構成に基づいて、新しい接続が作成されます。




	「リソース」ウィンドウを表示して接続にアクセスするには、ツールバーの「ウィンドウ」をクリックし、「リソース」を選択します。「IDE接続」および「UDDIレジストリ」を展開します。
	接続プロパティを変更し、接続をテストするには、接続を右クリックし、「プロパティ」を選択します。

「UDDIレジストリ接続の編集」ウィザードが表示され、照会エンドポイントURLおよびビューを変更し、接続をテストできます。












46.6.2 UDDIレジストリ・サービスからのビジネス・サービスの作成方法



JDeveloperでは、UDDIレジストリに格納されているサービスからビジネス・サービスを作成できます。JDeveloperからはUDDIレジストリにサービスをパブリッシュできません。次の手順を実行すると、現在のアプリケーションで指定した場所にビジネス・サービスが作成されます。

UDDIレジストリ・サービスからビジネス・サービスを作成するには:




	「リソース」ウィンドウを表示できない場合、「ウィンドウ」をクリックし、「リソース」を選択します。
	「リソース」パネルで、「IDE接続」および「UDDIレジストリ」を展開します。
	アクセスするWebサービスを含むUDDIレジストリを検索し、該当のサービスが見つかるまでノードを参照します。


ヒント:

または、使用するサービスの「リソース」ウィンドウで検索を実行できます。






	サービス名の下で、使用するバインディングが表示されるまで、「バインディング・テンプレート」を展開します。
	バインディングを右クリックし、「Service Bus」を指し、「ビジネス・サービスの生成」を選択します。

「サービスの消費」ウィザードが表示されます。サービスのWSDLファイルおよびエンドポイントは、選択したサービスに基づいて自動的に構成されます。




	「サービス・アーティファクト・フォルダ」フィールドの横で、「参照」をクリックして現在のアプリケーションに移動し、ビジネス・サービスを作成するプロジェクトまたはフォルダを選択します。

詳細はいつでも、F1キーを押すかまたは「ビジネス・サービスの作成」ウィザード内から「ヘルプ」をクリックします。




	「次」をクリックします。
	「サービスの作成」ページで、「サービス名」フィールドにビジネス・サービスの名前を入力します。
	必要に応じて、説明を追加し、ファイル・システムの場所を更新します(この場所はアプリケーション・フォルダ内である必要があります)。WSDL情報は自動的に構成されます。
	「次」をクリックします。
	「トランスポート」ページで、ビジネス・サービスに使用するトランスポートを指定します。選択できるオプションは、選択したサービスの種類によって異なります。
	必要に応じて、エンドポイントURIを更新します。
	「終了」をクリックします。

ビジネス・サービスが作成され、ビジネス・サービス定義エディタが表示されて、サービスの構成を終了できます。詳細は、「ビジネス・サービスの作成と構成」を参照してください。












46.6.3 UDDIレジストリからサービスをダウンロードする方法



Service Busプロジェクトの特定のサービスを使用する場合、サービスおよび関連ファイルをプロジェクトにダウンロードできます。

UDDIレジストリからサービスをダウンロードするには:




	「リソース」ウィンドウを表示できない場合、「ウィンドウ」をクリックし、「リソース」を選択します。
	「リソース」パネルで、「IDE接続」および「UDDIレジストリ」を展開します。
	アクセスするWebサービスを含むUDDIレジストリを検索し、該当のサービスが見つかるまでノードを参照します。


ヒント:

または、使用するサービスの「リソース」ウィンドウで検索を実行できます。






	サービス名の下で、使用するバインディングが表示されるまで、「バインディング・テンプレート」を展開します。
	バインディングを右クリックし、「Service Bus」を指し、「ダウンロード」を選択します。

「Service Busリソースのインポート」ウィザードが表示されます。リソース・タイプおよびソースURLは、選択したサービスに基づいて自動的に構成されます。




	「リソース名」フィールドに新しいサービス名を入力するか、既存の名前をそのまま使用します。

詳細はいつでも、F1キーを押すかまたは「Service Busリソースのインポート」ウィザード内から「ヘルプ」をクリックします。




	「インポート先」フィールドの横で、「参照」をクリックして現在のアプリケーションに移動し、サービスのダウンロード先のプロジェクトまたはフォルダを選択します。
	「次」をクリックします。
	ダウンロードするリソースを確認し、「終了」をクリックします。

指定したプロジェクトまたはフォルダにサービスが追加され、WSDLエディタが表示されます。














46.7 Oracle Service BusコンソールでのUDDIレジストリ・サービスの共有


Oracle Service Busコンソールには、UDDIレジストリからパブリッシュおよびインポートするためのオプション(手動手順および自動プロセスを含む)がいくつか用意されています。


レジストリからのパブリッシュまたはインポートを実行する前に、そのレジストリのアカウントを入手しておく必要があります。Service Busは、バージョン3.0仕様に準拠するUDDIレジストリとの相互運用性をサポートしています。


注意:

レジストリからサービスをアンパブリッシュする必要がある場合、これはUDDIレジストリから行います。









46.7.1 UDDIレジストリへのプロキシ・サービスのパブリッシュ


UDDIレジストリにService Busプロキシ・サービスをパブリッシュして、他の組織がそのサービスを検出して使用できるようにすることが可能です。サービスをパブリッシュするとき、必要に応じて、サービスがパブリッシュされるビジネス・エンティティを選択できます。また、同時に複数のサービスをパブリッシュできます。Oracle Service Busコンソールからのみパブリッシュできます。JDeveloperからはパブリッシュできません。


注意:

サービスが正常にパブリッシュされていない場合は、再度パブリッシュすることができます。サービスを再度パブリッシュするには、「自動パブリッシュ・ステータス」ページでサービスを選択し、「パブリッシュ」をクリックします。

「レジストリにパブリッシュ」オプションが有効になっている場合、プロキシ・サービスは作成または編集直後にパブリッシュされ、セッションがアクティブ化されます。「レジストリにパブリッシュ」オプションは、ローカル・トランスポートを使用しているサービス以外のすべてのプロキシ・サービスで利用できます。







46.7.1.1 UDDIレジストリにプロキシ・サービスを自動的にパブリッシュする方法



セッションで構成したデフォルトのUDDIレジストリにプロキシ・サービスを自動的にパブリッシュできます。自動パブリッシュを有効にするためには、サービスの自動パブリッシュを有効にし、サービスのパブリッシュ先のUDDIレジストリをService Busが認識できるようにデフォルトのUDDIレジストリを定義する必要があります。

UDDIレジストリにプロキシ・サービスを自動的にパブリッシュするには:




	プロキシ・サービスのパブリッシュ先のデフォルトのUDDIレジストリを指定します。

手順は、「デフォルトのUDDIレジストリ・リソースを指定する方法」を参照してください。




	Oracle Service Busコンソールのプロジェクト・ナビゲータで、構成するプロキシ・サービスを含むプロジェクトおよびフォルダを展開します。
	プロキシ・サービス名を右クリックし、「開く」を選択します。
	「全般」ページの「UDDI」で、「レジストリに自動パブリッシュ」を選択します。


注意:

UDDIセクションがない場合、デフォルトのUDDIレジストリは指定されていません。詳細は、「デフォルトのUDDIレジストリ・リソースを指定する方法」を参照してください。






	「保存」をクリックします。

プロキシ・サービスの編集の詳細は、「プロキシ・サービスの構成」を参照してください。




	「アクティブ化」をクリックしてセッションを終了し、構成をランタイムにデプロイします。
	プロキシ・サービスがパブリッシュされたことを確認するには、「管理」タブをクリックし、「自動パブリッシュ・ステータス」をクリックします。

該当するプロキシ・サービスがパブリッシュされたサービスのリストに表示されます。












46.7.1.2 UDDIレジストリにプロキシ・サービスを手動でパブリッシュする方法



セッション内で作業していない場合のみUDDIレジストリにサービスをパブリッシュできます。セッションを編集して、UDDIのパブリッシュを有効にし、レジストリ・リストにアクセスします。

UDDIレジストリにプロキシ・サービスを手動でパブリッシュするには:




	フォルダまたはプロジェクトを右クリックし、「エクスポート」を指し、「UDDIにパブリッシュ」を選択します。

「UDDIにパブリッシュ」ダイアログが表示されます。




	「レジストリ名」フィールドで、サービスのパブリッシュ先のUDDIレジストリを選択します。
	「ビジネス・エンティティ」フィールドで、サービスが分類されるUDDIレジストリのビジネス・エンティティを選択します。
	「プロキシ・サービス」表で、レジストリにエクスポートするプロキシ・サービスを指定します。

デフォルトでは、セッション内のすべてのプロキシ・サービスが選択されます。エクスポートしないサービスのチェック・ボックスをクリアします。




	「パブリッシュ」をクリックします。

「パブリッシュのサマリー」ページが表示され、サービスが正常にパブリッシュされたかどうかを示します。パブリッシュ・プロセス中に生成されたメッセージもリストされます。




	別のプロキシ・サービスのセットをパブリッシュするには、「別のパブリッシュ」をクリックします。そうしない場合、「閉じる」をクリックします。










46.7.2 UDDIレジストリからリソースをインポートする方法



次のビジネス・サービスの種類をUDDIレジストリからOracle Service Busコンソールにインポートできます。





	
HTTPトランスポートを介したWSDLサービス。


	
UDDIレジストリにパブリッシュされるService Busプロキシ・サービス。この機能は主に、あるドメインのプロキシ・サービスが別のドメインのプロキシ・サービスを検出してそこにルーティングする必要のあるマルチドメインのService Busデプロイメントで使用されます。




UDDIレジストリから同時に複数のリソースをインポートできます。





始める前に:





UDDIレジストリにアクセスしてそこからリソースをインポートするには、Service BusにUDDIリソースを作成する必要があります。詳細は、「UDDIレジストリ・リソースの作成方法」を参照してください。

コンソールでUDDIレジストリからリソースをインポートするには:




	次のいずれかを行います。

	
リソースのインポート先のフォルダまたはプロジェクトを右クリックし、「インポート」を指し、「UDDIから」を選択します。


	
「すべてのプロジェクト」を右クリックし、「インポート」を指し、「UDDIから」を選択します。「UDDIからインポート」ダイアログの「宛先」ページで、サービスのインポート先のプロジェクトまたはフォルダを選択し、「次」をクリックします。




「サービス」ページが表示された状態で「UDDIからインポート」ダイアログが表示されます。




	「レジストリ名」フィールドで、サービスのインポート元のUDDIレジストリを選択します。
	「ビジネス・エンティティ」フィールドで、サービスがあるUDDIレジストリのビジネス・エンティティを選択します。レジストリのすべてのビジネス・エンティティを検索するには、「すべて」を選択します。
	「サービス名」フィールドで、インポートするサービスの名前を入力します。

検索では、ワイルドカード文字(複数の文字を表す場合は「*」、1文字を表す場合は「%」)を使用できます。




	「検索」をクリックします。

「ビジネス・サービス」表に、一致するビジネス・サービスのリストが表示されます。特定のサービスを検索できない場合は、そのレコードを表示するセキュリティ権限を持っていない可能性があります。




	「ビジネス・サービス」表で、該当するビジネス・サービスを選択してレジストリからインポートします。
	「次」をクリックします。
	選択したビジネス・サービスに複数のバインディング・テンプレートがある場合は、「バインディング・テンプレート」ページが表示されます。リストされたサービスそれぞれに対して、使用する1つのバインディング・テンプレートを選択してビジネス・サービスを作成します。


注意:

選択したサービスに複数のバインディング・テンプレートがある場合は、各バインディング・テンプレートからビジネス・サービスが作成されます。「バインディング・テンプレート」ページでは、インポートするバインディング・テンプレートを絞り込むことができます。






	「次」をクリックします。

「確認」ページが表示され、インポートされるリソースのサマリーが表示されます。インポートできないリソースについては、警告メッセージが表示されます。




	インポートする選択をしたリソースのリストを確認し、「インポート」をクリックします。

選択したリソースがプロジェクト・ナビゲータに表示されます。「UDDIからインポート」ウィザードに、インポートのサマリーおよびインポートされたリソースのエラーが表示されます。




	別のビジネス・サービスのセットをインポートするには、「別のインポートを行う」をクリックします。そうしない場合、「閉じる」をクリックします。

インポート・プロセスでは依存性の問題が発生する可能性があります。発生した競合を表示して解決するには、コンソールの下部にある「競合」をクリックします。












46.7.3 インポートしたサービスを自動的に同期する方法



「自動インポート・ステータス」ページでは、サービスに対する変更内容をレジストリの内容と同期できます。自動インポートが有効になっている間にインポートされたサービスのUDDIレジストリとの同期が維持されます。レジストリ内のサービスに変更が加えられると、Service Busにより変更が通知されて「自動インポート・ステータス」ページに同期していないすべてのサービスが表示されます。

UDDIレジストリの自動インポートを有効にするには:




	Oracle Service Busコンソールのプロジェクト・ナビゲータで、「システム・プロジェクトとUDDI」フォルダ展開します。
	UDDIレジストリ・リソース名を右クリックし、「開く」を選択します。
	「自動インポートの有効化」を選択します。
	「保存」をクリックします。

UDDIレジストリからインポートしたサービスは、UDDIレジストリのサービスとの同期が維持されます。「自動インポート・ステータス」ページに同期されたサービスのステータスを表示できます。












46.7.4 インポートしたサービスを手動で同期する方法



自動インポートが有効になっていて、自動同期の実行中にエラーが発生した場合、エラーは「自動インポート・ステータス」ページで報告されます。エラーを修正した後、サービスを手動で同期できます。

サービスをUDDIレジストリと同期するには:




	Oracle Service Busコンソールで、「管理」タブをクリックし、「自動インポート・ステータス」をクリックします。

「自動インポート・ステータス」ダイアログが表示されます。




	サービスのリストで、UDDIレジストリに同期するサービスの横のチェック・ボックスを選択します。
	表の上の「同期」アイコンをクリックします。








46.7.5 インポートされたサービスをUDDIレジストリからリンク解除する方法



Oracle Service Busコンソール内のサービスをレジストリ内の該当するサービスと同期しない場合は、レジストリからサービスをデタッチすると、サービスは同期されません。

UDDIレジストリからのビジネス・サービスのリンク解除は元に戻せません。サービスを手動で再インポートして、リンクしなおす必要があります。

インポートされたサービスをUDDIレジストリからリンク解除するには:




	Oracle Service Busコンソールで、「管理」タブをクリックし、「自動インポート・ステータス」をクリックします。

「自動インポート・ステータス」ダイアログが表示されます。レジストリにある元のサービスに変更があった場合にのみ、このページにサービスが表示されます。すべてのサービスがこのページに表示されるわけではありません。




	サービスのリストで、UDDIレジストリとのリンクが不要になったサービスの横のチェック・ボックスを選択します。
	表の上の「リンク解除」アイコンをクリックします。
	表示される「警告」ダイアログで、「OK」をクリックしてサービスをリンク解除するか、あるいはサービスのリンク解除を行わない場合には「取消」をクリアします。
	「自動インポート・ステータス」ダイアログで、「閉じる」をクリックします。










46.8 Service BusとUDDIのビジネス・シナリオの例


次の項には、UDDIを使用する利点を強調する2つのサンプル・ビジネス・シナリオが含まれます。





46.8.1 プロキシ・サービスとUDDIレジストリの基本的な通信


このシナリオでは、Service Busを使用してレジストリからサービスをインポートし、Service Busプロキシ・サービスをそのレジストリにパブリッシュする方法を示します。図46-4を参照してください。


図46-4 プロキシ・サービスとUDDIレジストリの通信

[image: 図46-4の説明が続きます]



Service Busに、UDDIレジストリからビジネス・サービスをインポートします。パイプラインでビジネス・サービスと通信するように、プロキシ・サービスを構成します。プロキシ・サービスを元のレジストリにパブリッシュし、他のドメインで使用できるようにすることが可能です。







46.8.2 Service Busのドメイン間デプロイメント


このシナリオでは、Service Busを使用したドメイン間デプロイメントを示します。このシナリオでは、あるドメインのService Busアプリケーションが実行時に別のドメインのService Busサービスにアクセスする必要があります。図46-5を参照してください。


図46-5 ドメイン間デプロイメントのビジネス・ケース例

[image: 図46-5の説明が続きます]



2つのドメインに、Service Busのインスタンスがそれぞれデプロイされています。ドメイン(D1)にService Busプロキシ・サービス(P1)が構成されています。ドメイン(D2)のService Busプロキシ・サービス(P2)は、プロキシ・サービス(P1)にアクセスする必要があります。ドメインは直接相互通信することができないため、D2のP2はD1のP1を使用できません。Service Busのインポート/エクスポート機能では、異なるドメインにあるサービスの実行時検出をサポートしていませんが、UDDIレジストリにサービスをパブリッシュすることで、どのドメインのサービスでも検出し使用できるようになります。P1がUDDIレジストリで使用できるようになると、実行時に呼び出したり(たとえば、株価を取得する)、他のService Busプロキシ・サービスでビジネス・サービスとしてインポートしたりできます。

別のドメインからインポートおよびエクスポートする場合は、ネットワーク接続が必要です。プロキシ・サービスが別のドメインのリポジトリにあるスキーマを参照するとします。この場合、URLを使用してインポートするために、そのドメインへのHTTPアクセスが必要となります。接続されていない場合、エラー・メッセージが返されます。









46.9 Service Busプロキシ・サービスからUDDIエンティティへのマッピング


Service Busプロキシ・サービスの属性が、UDDIレジストリでサポートされるデータ・モデルにマップされる必要があります。これによって、プロキシ・サービスをUDDIビジネス・エンティティとしてパブリッシュできます。

表46-2に、プロキシ・サービスのUDDIレジストリ・マッピングに関連する、サービス・タイプ、メッセージ・タイプおよびトランスポートを示します。


表46-2 プロキシ・サービスの属性とサービス・タイプ

	サービス・タイプ	メッセージ・コンテンツ・タイプ	トランスポート
	
WSDL

	
SOAPまたはXML (添付ファイル付き)

	
HTTP、JMS、ローカル、SB、WS


	
トランスポート・タイプ

	
SOAPまたはXML

	
JEJB


	
任意のSOAP

	
型なしのSOAP (添付ファイル付き)

	
HTTP、JMS、ローカル、SB


	
任意のXML

	
型なしのXML (添付ファイル付き)

	
電子メール、ファイル、FTP、HTTP、JMS、ローカル、MQ、SB、SFTP、Tuxedo


	
メッセージング

	
バイナリ、テキスト、MFL、XML (スキーマ)

	
電子メール、ファイル、FTP、HTTP、JMS、ローカル、MQ、SFTP、Tuxedo








注意:

カッコ内の部分はオプションです。メッセージング・サービスでは、リクエストとレスポンスのコンテンツが異なる場合や、レスポンスがない場合(一方向のメッセージ)があります。電子メール、ファイル、SFTPおよびFTPは一方向であることが必要です。



プロキシ・サービスは共通の属性を持ちます。また、サービスやサービスのタイプで使用される転送プロトコルによって固有に定義される属性もあります。各プロキシ・サービスは、特定のタイプのメッセージを配信できます。

UDDIの主要な関連エンティティは次のとおりです。

	
businessService: サービス全体を表し、サービスの一般的な概要情報が含まれます。


	
bindingTemplate: サービスにアクセスするための情報が含まれます。


	
tModels: サービスを分類および定義するための個々の属性を提供します。




図46-6に、WSDLベースのサービスがUDDIビジネス・エンティティにマップされる仕組みを示します。


図46-6 WSDLサービスからUDDIへのマッピング

[image: 図46-6の説明が続きます]



WSDLベースのプロキシ・サービスをUDDIレジストリにパブリッシュするためのベースとして、http://www.oasis-open.org/committees/uddi-spec/doc/tns.htmにある技術ノート『Using WSDL in a UDDI registry, version 2.0.2』が使用されています。このドキュメントは、WSDLベース以外のサービスをパブリッシュするための基準としても使用されます。このドキュメントと、ベースとなるUDDI仕様には、UDDIエンティティの記述に使用される標準技術モデル(tModels)についての記載があります。Service Busプロキシ・サービスをUDDIレジストリのエンティティとしてパブリッシュするには、Service Bus固有の構成要素の一部をサポートする標準のtModelを追加する必要があります。サービスの検索時に、プロキシ・サービスのすべての属性(サービス・タイプやトランスポートの詳細など)が役立つわけではありません。これらの属性は、サービスを分類するものではありません。tModelsは、検出されたサービスの構成の詳細です。これらの構成の詳細は、ビジネス・サービスのバインディング・テンプレートのtmodelinstanceDetailsセクションにマップされます。その他の属性は、サービスを個別に識別するものであり、サービスの検索条件として使用できます。これらの属性は、キー付き参照を使用して、バインディング・テンプレートのcategoryBagの値とともにtModelsにマップされます。

Service BusからUDDIへのマッピングの例を図46-7に示します。


図46-7 Service BusからUDDIへのマッピング

[image: 図46-7の説明が続きます]






46.9.1 Service Busプロキシ・サービスのUDDIマッピングの詳細


Service Busプロキシ・サービスの概要情報は、次のようにビジネス・サービスにマップされます。

	
名前と説明は、businessService要素にマップされます。


	
Service Busのプロパティには、特殊なkeyedReferenceGroupがあります。uddi:bea.com:attributes:oracleservicebusはキーの一例です。


	
Service Busのタイプ(WSDL、SOAP、XMLおよびこれらの組合せ)とインスタンスは、サービス・カテゴリのkeyedReferencesにマップされます。uddi:bea.com:servicetypeはキーの一例です。


	
Service Busインスタンスは、Service Bus keyedReferenceGroup(名前 = "OracleServiceBus"、値 = Service BusインスタンスのURL)内のkeyedReferenceにマップされます。

このインスタンスは、次の2つの目的を果たします。

	
このサービスが実際にService Busサーバーによってホストされていることを示します。


	
Service BusインスタンスのURLを保持します。







次の例は、上位プロキシ・サービス情報からのビジネス・サービスへのマッピングを示します。

例 - プロキシ・サービスからビジネス・サービスへのマッピング例


<keyedReferenceGroup tModelKey="uddi:bea.com:servicebus:properties">
  <keyedReference  tModelKey="uddi:bea.com:servicebus:servicetype"
    keyName="Service Type"
    keyValue="SOAP"/>
  <keyedReference  tModelKey="uddi:bea.com:servicebus:instance"
    keyName="Service Bus Instance"
    keyValue="http://FOO02.amer.bea.com:7001"/>
</keyedReferenceGroup>



注意:

プロキシ・サービスをパブリッシュするときに作成されるbusinessServiceのキーは、パブリッシュする側が割り当てたキー名です。これは、Service Busのドメイン名、プロキシ・サービスのパスおよびプロキシ・サービス名から生成されます。形式は次のようになります。


uddi:bea.com:servicebus:<domainname>:<path>:<servicename>


たとえば、Service BusドメインであるAnonESBanにProxyというプロジェクトがあるとします。このプロジェクトにAccountingというフォルダがあり、このフォルダにはPayoutProxyというプロキシ・サービスが格納されています。PayoutProxyをUDDIにパブリッシュする場合、businessServiceは次のキーで作成されます。


uddi:bea.com:servicebus:AnonESB:Proxies:Accounting:PayoutProxy



Service Busプロキシ・サービスの詳細情報は、次のようにバインディング・テンプレートにマップされます。

	
エンドポイントURIがアクセス・ポイントにマップされます。


	
各トランスポートのマーカーtModelがtModelInstanceDetailsにマップされます。

	
HTTP、JMS、ファイル、FTP、電子メールのトランスポートtModel。JMSトランスポートとファイル・トランスポートをサポートするために、新しいtModelsがService Busにパッケージ化されています。


	
Service Busの詳細構成情報はinstanceParmsにマップされます。





	
各サービス・タイプのマーカーtModelがtModelInstanceDetailsにマップされます。次のものが必要となります。

	
WSDL、任意のSOAP、任意のXML、およびメッセージングのtModelプロトコル。任意のSOAP、任意のXMLおよびメッセージングをサポートする新しいtModelsがService Busにパッケージ化されています。


	
WSDLはWSDLからUDDIへのマッピングの技術ノートを使用してマップされます。


	
メッセージングに含まれる詳細な構成情報はInstanceParmsにマップされます。







次の例は、バインディング・テンプレートへのマッピングの詳細情報を示します。

例 - 詳細のバインディング・テンプレートへのマッピング例


<bindingTemplate bindingKey="uddi:" serviceKey="uddi:">
  <accessPoint useType="endPoint">file:///c:/temp/in3</accessPoint>
  <tModelInstanceDetails>
    <tModelInstanceInfo tModelKey="uddi:uddi.org:transport:file">
      <InstanceDetails>
      <InstanceParms><ALSBInstanceParms xmlns="http://www.bea.com/wli/sb/uddi">
        <property name="fileMask" value="*.*"/>
        <property name="sortByArrival" value="false"/> </ALSBInstanceParms>
      </InstanceParms>
      </InstanceDetails>
    </tModelInstanceInfo>
    <tModelInstanceInfo tModelKey="uddi:bea.com:servicebus:protocol:
        messagingservice">
      <InstanceDetails>
      <InstanceParms><ALSBInstanceParms xmlns="http://www.bea.com/wli/sb/uddi">
        <property name="requestType" value="XML"/>
        <property name="RequestSchema" value="http://domain.com:7001
          /sbresource?SCHEMA%2FDJS%2FOAGProcessPO"/>
        <property name="RequestSchemaElement"
              value="PROCESS_PO"/>
        <property name="responseType" value="None"/></ALSBInstanceParms>
    </InstanceParms>
    </InstanceDetails>
  </tModelInstanceInfo>
</tModelInstanceDetails>
</bindingTemplate>







46.9.2 トランスポート属性



uddi:uddi.org:transport: *グループのトランスポートのタイプごとに、異なる詳細メタデータのセットが含まれます。表46-2を参照してください。このメタデータは、プロキシ・サービスのトランスポートの構成の詳細を示します。これは、サービスの特徴を示したりサービスを問い合せたりする場合に役立つものではありません。ただし、検出されたサービスにアクセスするときにこのデータが必要になります。メタデータはXML文字列で表され、tModelInstanceInfoのinstanceParmsフィールドに格納されます。

HTTPトランスポートを使用するプロキシ・サービスをマップし、HTTP構成の一部として、必要なクライアント認証やリクエストとレスポンスの文字エンコーディングなどの構成の詳細を記述する必要があるとします。次の例では、bindingTemplateのtModelInstanceDetailsに必要な内容の一例を示します。

例 - tModelInstanceDetailsの例


<tModelInstanceDetails>
  <tModelInstanceInfo tModelKey="uddi:uddi.org:transport:http">
    <instanceDetails>
      <instanceParms>
        <ALSBInstanceParms xmlns="http://www.bea.com/wli/sb/uddi"> 
          <property name="client-auth" value="basic"/>
          <property name="request-encoding" value="iso-8859-1"/>
          <property name="response-encoding" value="utf-8"/>
          <property name="Scheme" value="http"/> 
        </ALSBInstanceParms>
      </instanceParms>
    </instanceDetails>
  </tModelInstanceInfo>
</tModelInstanceDetails>



注意:

各トランスポート方式のサービス・エンドポイントは、常にbindingTemplateのaccessPointフィールドに格納されます。



client-authプロパティは、認証の構成時にHTTPまたはHTTPSトランスポート属性のinstanceParmsにあります。client-authに指定できる値は、basic、client-certおよびcustom-tokenです。値がcustom-tokenの場合は、token-headerとtoken-typeの2つのプロパティが追加されます。

このリリースでは、Service Busビジネス・サービス定義でカスタム・トークン認証がサポートされていないため、サービスのインポート元のUDDIでclient-authの値がcustom-tokenである場合、サービスは認証が構成されていないものとしてインポートされます。

表46-3は、各トランスポートで使用するtModelKeyとinstanceParmsをトランスポート・タイプ別にまとめたものです。





表46-3 トランスポート属性

	トランスポート	tModelKey	InstanceParms
	
電子メール脚注1

	
uddi:uddi.org:transport:smtp

	
	
添付ファイルのサポート「ブール値」


	
リクエストのエンコーディング





	
ファイル

	
uddi:uddi.org:transport:file

	
	
ファイル・マスク


	
到着順にソート「ブール値」


	
リクエストのエンコーディング





	
FTP

	
uddi:uddi.org:transport:ftp

	
	
ファイル・マスク


	
到着順にソート「ブール値」


	
転送モード「テキスト、バイナリ」


	
リクエストのエンコーディング





	
HTTP

	
uddi:uddi.org:transport:http

	
	
クライアント認証(なし、基本、クライアント証明書(HTTPのみ)およびカスタム・トークン)。


	
リクエストのエンコーディング


	
レスポンスのエンコーディング





	
JEJB

	
uddi:uddi.org:transport:jejb

	
	
URI


	
EJB仕様バージョン


	
クライアントJar


	
ホーム・インタフェース(EJB 3.0の場合、パブリッシュされません)


	
リモート・インタフェース(EJB 3.0の場合のビジネス・インタフェース)


	
メソッド名





	
JMS

	
uddi:uddi.org:transport:jms

	
	
宛先のタイプ「キュー、トピック」


	
レスポンスが必要、レスポンスURI


	
レスポンス・メッセージ・タイプ「バイト、テキスト」


	
リクエストのエンコーディング


	
レスポンスのエンコーディング





	
ローカル

	
uddi:uddi.org:transport:local

	
なし


	
MQ

	
uddi:bea.org:transport:mq

	
	
レスポンスが必要


	
レスポンスURI


	
レスポンス相関パターン





	
SB

	
uddi:bea.org:transport:sb

URIスキームは、use sslがfalseの場合はsb、use sslがtrueの場合はsbs。

	
なし


	
SFTP

	
uddi:bea.org:transport:sftp

	
	
ファイル・マスク


	
到着順にソート「ブール値」


	
リクエストのエンコーディング


	
認証モード





	
Tuxedo

	
uddi:bea.org:transport:tuxedo

	
	
レスポンスが必要


	
アクセス・ポイントID


	
バッファ・タイプ


	
バッファ・サブタイプ


	
クラスJar


	
フィールド表クラス


	
Viewクラス





	
WS

	
uddi:uddi.org:transport:http

WSはHTTP tModelKeyを使用

	
なし







脚注1

電子メール・トランスポートのバインディング・テンプレートのaccessPointでは、mailto:name@some_server.comという標準のmailto URL形式を使用します。これは、電子メールを読み込むためのURLであり、Service Busでプロキシ・サービスに構成したURLとは異なります。サーバー名が不明の場合、このmailto URLをプロキシ・サービス定義から生成することはできません。たとえば、プロキシ・サービスがPOP3サーバーから読み込むように定義されている場合、mailfrom:pop3.bea.comのようなURLで定義されていることが考えられます。このようなプロキシ・サービスをパブリッシュすると、ダミー・サーバーが追加されます。前述の例では、パブリッシュされるURLは、mailto:some_name@some_server.comの形式になります。







46.9.3 サービス・タイプ属性



表46-4に、各サービス・タイプの概要を示します。





表46-4 サービス・タイプの属性

	サービス	説明
	
WSDL

	
WSDLベースのプロキシは、『Using WSDL in a UDDI Registry, version 2.0.2』技術ノート(URLはhttp://www.oasis-open.org/committees/uddi-spec/doc/tn/uddi-spec-tc-tn-wsdl-v202-20040631.htm)に基づいてUDDIにマップされます。


	
任意のSOAP

	
bindingTemplateのtModelInstanceDetailsとcategoryBagに含まれる簡易マーカー・プロトコルtModelにより、任意のSOAPの属性が定義されます。


	
任意のXML

	
bindingTemplateのtModelInstanceDetailsとcategoryBagに含まれる簡易マーカー・プロトコルtModelにより、任意のXMLの属性が定義されます。


	
メッセージング・サービス

	
bindingTemplateのtModelInstanceDetailsに含まれる簡易マーカー・プロトコルtModelにより、メッセージング・サービスの属性が定義されます。他のサービス・タイプとは異なり、メッセージング・サービスには、リクエスト・メッセージとレスポンス・メッセージの詳細を示す追加の構成情報が関連付けられています。構成詳細は、tModelInstanceInfo内の次のtModel参照のInstanceParmsデータに、XMLデータとして表される。

	
入力メッセージ・フォーマット(XML、テキスト、バイナリ、MFL)


	
Service Busの入力メッセージ・スキーマのURL (入力メッセージがXMLの場合は省略可能)


	
Service Busの入力メッセージMFLのURL (入力メッセージがMFLの場合)


	
出力メッセージ・フォーマット(なし、XML、テキスト、バイナリ、MFL)


	
Service Busの出力メッセージ・スキーマのURL (出力メッセージがXMLの場合は省略可能)


	
Service Busの出力メッセージMFLのURL (出力メッセージがMFLの場合)















46.9.4 Service Busサービスをサポートする標準tModel



Service BusとUDDIのマッピングでは、Service Busのメタデータと関係を表すいくつかの標準tModelsが採用されています。このマッピングをサポートするには、これらのtModelsをUDDIレジストリに登録する必要があります。管理者IDを使用して、UDDIレジストリにtModelを作成できます。

表46-5から表46-8にtModelの概要を示します。





表46-5 CategorizationGroup tModelのタイプ

	名前	説明
	
bea-com:servicebus:properties

	
Service Busサービス固有の属性を記述します。データ・モデルでは、ビジネス・サービスのcategoryBagで使用されます。








表46-6 Categorization tModelのタイプ

	名前	値	説明
	
bea-com:servicebus:serviceType

	
WSDL、SOAP、XML、メッセージング・サービス

	
Service Busサービスのサービス・タイプを記述します。


	
bea-com:servicebus:instance

	
Service Bus管理コンソールのURL

	
サービスをUDDIにパブリッシュするService Busのサービス・インスタンスを記述します。








表46-7 Transport tModelのタイプ

	名前	説明
	
uddi-org:jms

	
サービスが使用するトランスポート方式を記述します。これは、ビジネス・サービスのバインディング・テンプレートのaccessPoint属性で参照されます。


	
uddi-org:file

	
サービスの呼出しに使用するトランスポートのタイプを記述します。これは、ビジネス・サービスのバインディング・テンプレートのaccessPoint属性で参照されます。








表46-8 Protocol tModelのタイプ

	名前	説明
	
bea-com:servicebus:anySoap

	
サービスへのアクセスに使用するプロトコルのタイプを記述します。SOAPメッセージを含み、WSDLファイルまたはスキーマで定義されていないサービスを指定します。メッセージ本文のコンテンツは、アプリケーションによって動的に決まります。


	
bea-com:servicebus:anyXML

	
サービスへのアクセスに使用するプロトコルのタイプを記述します。XMLメッセージを含む、WSDLファイルまたはスキーマで定義されていないサービスを指定します。メッセージ本文のコンテンツは、アプリケーションによって動的に決まります。


	
bea-com:servicebus:messagingService

	
サービスへのアクセスに使用するプロトコルのタイプを記述します。リクエスト・メッセージが任意のXML(スキーマの有無に関係なく)、テキスト、バイナリ、またはMFLで、レスポンス・メッセージがない、または前述のいずれかであるサービスを指定します。メッセージ本文のコンテンツは、アプリケーションによって動的に決まります。












46.9.5 マッピングの例



次の例は、リクエストがスキーマを使用するXML、レスポンスがテキスト・メッセージであるJMSトランスポートで構成されたメッセージング・サービスのマッピング例です。

例 - メッセージング・サービスのマッピング例


<businessService 
  serviceKey="uddi:bea.com:servicebus:Domain:Project:JMSMessaging" 
  businessKey="uddi:9cb77770-57fe-11da-9fac-6cc880409fac" 
  xmlns="urn:uddi-org:api_v3">
    <name>JMSMessagingProxy</name> 
    <bindingTemplates>
      <bindingTemplate 
        bindingKey="uddi:4c401620-5ac0-11da-9faf-6cc880409fac" 
        serviceKey="uddi:bea.com:servicebus:
          Domain:Project:JMSMessaging">
      <accessPoint useType="endPoint">
        jms://server.com:7001/weblogic.jms.XAConnectionFactory/
              ReqQueue
      </accessPoint> 
      <tModelInstanceDetails>
        <tModelInstanceInfo tModelKey="uddi:uddi.org:transport:jms">
          <instanceDetails>
            <instanceParms>
              <ALSBInstanceParms
                xmlns="http://www.bea.com/wli/sb/uddi">
                <property name="is-queue" value="true"/> 
                <property name="request-encoding" 
                  value="iso-8859-1"/> 
                <property name="response-encoding" 
                  value="utf-8"/> 
                <property name="response-required" 
                  value="true"/> 
                <property name="response-URI" 
                  value="jms://server.com:7001/
                  .jms.XAConnectionFactory/
                    RespQueue"/> 
                <property name="response-message-type" 
                  value="Text"/> 
                <property name="Scheme" value="jms"/> 
              </ALSBInstanceParms>
            </instanceParms> 
          </instanceDetails>
        </tModelInstanceInfo>
        <tModelInstanceInfo 
          tModelKey="uddi:bea.com:servicebus:
              protocol:messagingservice">
          <instanceDetails>
            <instanceParms>
              <ALSBInstanceParms xmlns=
                "http://www.bea.com/wli/sb/uddi">
                  <property name="requestType" value="XML"/> 
                  <property name="RequestSchema" 
                    value="http://server.com:7001/
                    sbresource?SCHEMA%2FDJS%2FOAGProcessPO"/> 
                <property name="RequestSchemaElement" 
                  value="PROCESS_PO_007"/> 
                <property name="responseType" value="Text"/> 
                </ALSBInstanceParms>
              </instanceParms> 
            </instanceDetails>
          </tModelInstanceInfo>
        </tModelInstanceDetails>
      </bindingTemplate>
    </bindingTemplates>
  <categoryBag>
  <keyedReferenceGroup tModelKey="uddi:bea.com:servicebus:properties">
    <keyedReference tModelKey="uddi:bea.com:servicebus:servicetype" 
          keyName="Service Type" 
          keyValue="Mixed" /> 
    <keyedReference tModelKey="uddi:bea.com:servicebus:instance" 
          keyName="Service Bus Instance" 
          keyValue="http://cyberfish.bea.com:7001" /> 
    </keyedReferenceGroup>
  </categoryBag>
</businessService>















4 JDeveloperの開発環境の設定


この章では、Service Busに関連する開発環境の設定(デフォルトのDerbyデータベースの使用やデフォルトのJMSレポート・プロバイダの無効化など)について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
JDeveloperでのサーバー接続の作成


	
Oracle JCAアダプタの接続ファクトリの作成


	
JMSレポート・プロバイダの無効化








4.1 JDeveloperでのサーバー接続の作成


JDeveloperからサービスをデプロイするには、使用するJDeveloper環境をOracle WebLogic Serverに接続する必要があります。このタスクを実行するには、アプリケーション・サーバー接続を作成します。Oracle Metadata Services (MDS)リポジトリへの接続を作成して、SOA Suiteアプリケーションとアーティファクトを共有することもできます。

	
アプリケーション・サーバー接続の作成方法


	
SOA-MDS接続の作成方法


	
MDSリポジトリの場所の変更方法








4.1.1 アプリケーション・サーバー接続の作成方法



JDeveloperで開発する場合、Service Busアプリケーションがデプロイされるアプリケーション・サーバーへの接続を作成する必要があります。この接続を作成すると、アプリケーションをサーバーにデプロイでき、すでにそのサーバーにデプロイされている他のアプリケーションやアーティファクトにアクセスすることもできます。

手順については、Oracle JDeveloperによるアプリケーションの開発のターゲット・アプリケーション・サーバーへの接続の作成方法に関する項を参照してください。









4.1.2 SOA-MDS接続の作成方法



他のコンポジットとデータを共有するService Busアプリケーションをデプロイするには、「SOA-MDS接続の作成」ウィザードを使用して、データベースに基づくOracle MDSリポジトリ・サーバーへの接続を作成します。

SOA-MDS接続を作成するには:




	「ファイル」メイン・メニューから「新規」をポイントし、「ギャラリから」を選択します。

新規ギャラリ・ウィザードが表示されます。




	「全般」カテゴリで「接続」を選択します。
	「SOA-MDS接続」を選択し、「OK」をクリックします。

「SOA-MDS接続の作成」ダイアログが表示されます。




	接続フィールドに、環境に適した値を指定します。

各フィールドおよび入力する必要のある値に関する情報を入手するには、ダイアログの「ヘルプ」をクリックしてください。




	「OK」をクリックします。

これで、「リソース」ウィンドウ内の接続を参照し、/appsノードの下の共有アーティファクトを表示できます。












4.1.3 MDSリポジトリの場所の変更方法



デフォルトのMDSリポジトリ接続は、JDeveloperシステムの$JDEV_USER_DIR/soamdsまたはアプリケーション・データ・フォルダにあるデフォルトのリポジトリを使用します。必要に応じて、リポジトリの場所を変更できます。

MDSリポジトリの場所を変更するには:




	「リソース」ウィンドウをJDeveloperで表示できない場合、「ウィンドウ」メニューをクリックし、「リソース」を選択します。
	「リソース」ウィンドウで、SOA-MDSを展開し、リポジトリ名(デフォルト名はSOA_DesignTimeRepository)を右クリックし、「プロパティ」をクリックします。

「SOA-MDS接続の編集」ダイアログが表示されます。


図4-1 「SOA-MDS接続の編集」ダイアログ

[image: 図4-1の説明が続きます]





	「MDSルート・フォルダ」フィールドで、リポジトリの新しいルート・ディレクトリを選択します。


注意:

任意のディレクトリを選択できますが、appsという名前のフォルダを直下に作成する必要があります。






	「接続のテスト」をクリックし、ディレクトリを確認します。
	テストが正常に完了したら、「OK」をクリックします。










4.2 Oracle JCAアダプタの接続ファクトリの作成


Oracle JCAアダプタは、WebLogic Serverコンテナ内にJCAリソース・アダプタとしてデプロイされます。アダプタは、JAR形式を使用して、リソース・アダプタ・アーカイブ(RAR)ファイルとしてパッケージ化されます。アダプタがデプロイされる際は、RARファイルが使用され、アダプタがコネクタとしてWebLogic Serverまたは中間層プラットフォームに登録されます。

RARファイルの内容は次のとおりです。

	
ra.xmlファイル。これは、リソース・アダプタに関するデプロイメント固有の情報を含むデプロイメント記述子XMLファイルです。


	
Oracle WebLogic Serverとリソース・アダプタ間の規約に関する宣言的な情報




アダプタは、接続ファクトリのエンドポイントを定義するweblogic-ra.xmlテンプレート・ファイルもパッケージ化します。接続ファクトリおよび接続プールの作成については、テクノロジ・アダプタの理解のアダプタ・フレームワークに関する項を参照してください。







4.3 JMSレポート・プロバイダの無効化


デフォルトでは、Service Bus JMSレポート・プロバイダは、Service Busドメインにデプロイされます。レポート・プロバイダは、データベースを使用してレポート・データを永続化します。開発ドメインでJMSレポート・プロバイダを使用しない場合、ドメイン作成プロセス中にJMSレポート・プロバイダを無効化するか割当て解除できます。

詳細は、『Oracle Service Busの管理』のJMSレポート・プロバイダの割当て解除に関する項を参照してください。レポート・プロバイダを無効にすると、サーバーの起動時にJMSレポート・プロバイダの無害なエラーを抑制できます。











54 Oracle Service BusでのSAMLの使用


この章では、Service Busのクライアントおよびサービス間で認証および認可情報を交換するためのSecurity Assertion Markup Language (SAML)ポリシーを使用する方法について説明します。

SAMLは、WLS 9ポリシー・フレームワークまたはOracle Web Services Managerのいずれかで使用できます。「Oracle Web Services Managerを使用したOracle Service Busのセキュリティ」の説明に従って、Oracle Web Services Managerをサービス・セキュリティに使用することをお薦めします。

この章の内容は次のとおりです。

	
IDのSAMLトークンへのマッピング


	
SAMLパススルーIDの伝播の構成


	
プロキシ・サービス・リクエストでのSAMLトークンの認証


	
サービス・バス(SB)トランスポートを使用したSAML認証の構成


	
SAMLのアイデンティティ切替えの使用


	
Oracle Service BusにおけるSAMLのトラブルシューティング








54.1 IDのSAMLトークンへのマッピング


ビジネス・サービスでSAMLトークンが要求されるが、クライアントから提供されない場合は、クライアントのIDをSAMLトークンにマップするようにプロキシ・サービスを構成できます。


SAML資格証明マッピングを構成するには:




	次のいずれかの方法を使用してクライアントを認証するようにプロキシ・サービスを構成します。

	
HTTPまたはHTTPS基本認証(クライアントがリクエスト内でユーザー名とパスワードを提供)


	
HTTPSクライアント証明書


	
メッセージ・レベルの認証(サポートされるトークン・プロファイルのいずれかを使用)

クライアント・リクエストにWS-Securityセキュリティ・ヘッダーが含まれる場合は、メッセージのプロキシ・サービス側でこのヘッダーを処理するようにプロキシ・サービスを構成する必要があります。Service Busでは、すでにWS-Securityヘッダーが含まれるSOAPエンベロープにSAMLヘッダー(または他のWS-Securityヘッダー)を追加したり、既存のセキュリティ・ヘッダーにSAML (または他の)セキュリティ・トークンを追加したりできません。


	
サード・パーティ認証




プロキシ・サービスがユーザーを認証する場合、プロキシでは、ビジネス・サービスにメッセージを転送する前にサブジェクトが自動的に生成されます。




	SAMLクライアント・ポリシーを含むようにビジネス・サービスを構成します。ポリシーによって、認証済ユーザーのためのSAMLトークンがサブジェクトに生成されます。



Service BusでサポートされるOracle Web Services Manager SAMLポリシーのリストは、「事前定義済ポリシーとサポートされないアサーション」を参照してください。


注意:

この項の手順では、プロキシからビジネス・サービスを呼び出すことを前提としています。ビジネス・サービスを呼び出す前にプロキシからプロキシを呼び出す環境を使用する場合、Service Busによるセキュリティ・ヘッダーの処理方法を理解すると役立ちます。詳細は、「ローカル・プロキシ・サービスでのOWSMセキュリティの使用」を参照してください。











54.2 SAMLパススルーIDの伝播の構成


クライアントがパススルー・プロキシ・サービスへのSAMLトークンを提供する場合は、クライアントのSAMLトークンをビジネス・サービスに伝播できます。


この方法では、ビジネス・サービスが、SAMLトークンを使用した認証を要求するポリシー文を持つWebサービスであることが必要です。

SAMLパススルーIDの伝播を構成するには:





	
プロキシ・サービス - 「パススルー・プロキシ・サービスの作成: 主な手順」の説明のとおり、パススルー・プロキシ・サービスを構成します。


	
ビジネス・サービス - 「ビジネス・サービスのメッセージ・レベルのセキュリティの構成:主な手順」の説明のとおり、SAMLトークンを使用する認証を要求するポリシー文でSOAP-HTTPまたはSOAP-JMSのビジネス・サービスを構成します。












54.3 プロキシ・サービス・リクエストでのSAMLトークンの認証


アクティブな仲介プロキシ・サービスへのSAMLトークンがクライアントから提供される場合は、クライアントのIDアサーションを行うようにプロキシ・サービスを構成できます。


SAMLトークンを使用してクライアントを認証するようにプロキシ・サービスを構成するには:




	IDアサーション・プロバイダの構成時は、次の要件に注意してください。

	
ポリシーの確認方法がSAMLアサーション側のSAMLプロファイルと一致する必要があります。


	
アサーション側のターゲットURLをプロキシ・サービスの相対URLとして指定します(プロトコルとホスト情報は省略します)。


	
署名されたアサーションの場合は、IDアサーション・プロバイダ・レジストリに証明書を追加します。







	HTTP、HTTPS、またはJMSプロトコル経由で通信するアクティブな仲介プロキシ・サービスを作成します。プロキシ・サービスは、認証を要求し、SAMLトークンを受け取るポリシー文を持つWebサービスであることが必要です。

「ローカルな」トランスポート・タイプで通信するプロキシ・サービスは、SAMLトークン・プロファイルを使用して認証を行うことはできません。












54.4 サービス・バス(SB)トランスポートを使用したSAML認証の構成


SBトランスポートでSAMLベースの認証を使用する場合は、次の構成要件に従ってください。


	
アサーション側で、URI http://openuri.org/sb_proxy_uriを使用して、SAML資格証明マッパーを構成します。sb_proxy_uriは、SBトランスポート・サービスのURIです。


	
Service Bus側(リライイング・パーティ)でIDアサーション・プロバイダを構成する場合は、アサーション側の対象URLをプロキシのエンドポイントURIとして使用します。プロトコルおよびホスト情報は含めないでください。例: /sb_proxy_uri。












54.5 SAMLのアイデンティティ切替えの使用


Oracle Web Services Managerは、アイデンティティ切替えの実行を可能にするwss11_saml_token_identity_switch_with_message_protection_client_policyを提供します。

ビジネス・サービスに付加する対象のポリシーは、プロキシ・サービスから認証されたサブジェクトに基づくアイデンティティではなく、異なるアイデンティティを伝播します。ポリシーの詳細は、Oracle Web Services ManagerによるWebサービスの保護とポリシーの管理のアイデンティティ切替えのためのSAML Webサービス・クライアントの構成に関する項を参照してください。

ポリシー・プロパティsubject.precedence = falseに設定し、切替え先のアイデンティティの資格証明ストア形式(CSF)キーを提供した場合、ビジネス・サービスは現在のサブジェクトを無視し、csf-keyの資格証明でSAMLトークンを作成します。

subject.precedence = trueに設定した場合、現在のサブジェクトがSAMLトークンの作成に使用されます。ただし、サブジェクトが匿名の場合、Oracle Web Services Managerはアイデンティティ切替えの実行にcsf-keyを使用しようとします。

CSFの使用に関する詳細は、『Oracle Platform Security Servicesによるアプリケーションの保護』の資格証明ストア・フレームワークの開発に関する項を参照してください。





54.5.1 アイデンティティ切替えリソースの保護



アイデンティティ切替え機能への不正なアクセスを防ぐため、アイデンティティ切替えを実行するリソースに特別な権限を付与する必要があります。たとえば、Service Busで、アイデンティティ切替えビジネス・サービスが含まれるプロジェクトに権限を付与します。

Fusion Middleware Controlを使用して、Service Busプロジェクトに適切な権限を付与します。この内容をガイダンスとして、権限フィールドに次の情報を入力します。





	
権限クラス: oracle.wsm.security.WSIdentityPermission


	
リソース名: ビジネス・サービスが含まれるService Busプロジェクトの名前(パスではない)


	
権限アクション: assert














54.6 Oracle Service BusにおけるSAMLのトラブルシューティング


この項では、よく聞かれるトラブルシューティングの質問に対する回答について説明します。

質問: プロキシ・サービスのトランスポートIDを宛先のビジネス・サービスに伝播しようとすると、必ず、「Unable to add security token for identity」というエラーが表示されます。これはどういう意味ですか。

回答: このエラーには様々な原因があります。通常、これは次のいずれかの問題を意味します。

	
SAML資格証明マッパーが正しく構成されていません。構成が、Oracle Web Services ManagerによるWebサービスの保護とポリシーの管理のSAMLの構成に関する項の指示に準じていることを再確認してください。


	
このエラーで一般的なもう1つの原因は、伝播するサブジェクト情報がないことです。SAMLトークンを生成するには、トランスポート・レベルまたはメッセージ・レベルのサブジェクトが必要です。クライアントにサブジェクトがあるか確認してください。これを行うには、$securityメッセージ・コンテキスト変数を検査します。




質問: SAML holder-of-keyを使用して、プロキシ・サービスのトランスポートIDを宛先のビジネス・サービスに伝播しようとすると、必ず「Failure to add signature」というエラーが表示されます。これはどういう意味ですか。

回答: このエラーには様々な原因がありますが、最も可能性が高いのは、ビジネス・サービスのサービス・キー・プロバイダに対して資格証明が構成されていないことです。Service Busは、アウトバウンドholder-of-keyアサーションを生成するときに、メッセージ・コンテンツに対するデジタル署名も生成します。これにより、受信者はメッセージが特定のユーザーから送信されたものであることのみではなく、そのメッセージが改ざんされていないことも確認できます。署名を生成するには、ビジネス・サービスは関連付けられたデジタル署名資格証明を持つサービス・キー・プロバイダを持つ必要があります。

質問: SAML IDトークンを受信するアクティブな仲介プロキシ・サービスを構成しようとすると、必ず「The SAML token is not valid」のようなエラーが表示されます。どのように修正すればよいですか。

回答: この問題は通常、そのプロキシ・サービスに対してSAML IDアサーション・プロバイダまたはSAML IDアサーション・プロバイダのアサーション側構成がないことが原因です。プロキシ・サービスがアクティブな仲介モードでSAMLアサーションを受信するには、SAML IDアサーション・プロバイダが構成されている必要があります。詳細は、『Oracle WebLogic Serverセキュリティの管理』の SAML IDアサーション・プロバイダの構成に関する項を参照してください。
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34 Oracle BPEL Process Managerトランスポートの使用


この章では、BPELトランスポートの概要と、サービスでの使用および構成方法について説明します。BPELトランスポートを使用すると、Service Busを使用してサービス指向アーキテクチャ(SOA)環境にOracle BPEL Process Manager (Oracle BPEL PM)を導入できます。


注意:

BPELトランスポート(ユーザー・インタフェースではbpel-10g)は、Oracle SOA Suite 10g リリース3のみとのメッセージングに対応します。SOA Suite 11g以上で使用するためには、Service BusによってSOA-DIRECTトランスポートが提供されます。詳細は、「SOA-DIRECTトランスポートの使用」を参照してください。



この章の構成は、次のとおりです。

	
BPELトランスポートの概要


	
BPELトランスポートの簡単な使用例(同期)


	
高度な使用例(非同期)


	
BPELトランスポート構成のリファレンス


	
BPELトランスポートのセキュリティ


	
BPELトランスポートのエラー処理


	
WS-Addressingのリファレンス


	
BPELトランスポートを使用するXMLメッセージングの例








34.1 BPELトランスポートの概要


Service Busでは、Oracle BPEL Process Managerとの通信をサポートしており、サービス指向アーキテクチャ(SOA)にBPELプロセスを含めることができます。

Service BusのOracle BPEL PM用ネイティブBPELトランスポートを使用して、BPELプロセスをWebサービスとしてサービス・バス・レイヤーに公開し、他のサービスからBPELプロセスを呼び出すことができます。同様に、Oracle BPEL PMからサービス・バス・レイヤーにあるサービスを呼び出して、Oracle BPEL PM自体のプロセスで使用できます。

Service Bus APIレベルでは、Service BusとOracle BPEL Process Managerの組込み統合が有効になっています。この章では、このタイプの統合に重点を置いていますが、このようなソリューションに限定されるわけではありません。Service Busに用意されている他の標準の通信プロトコル(HTTP、JMS、Fileなど)を使用することもできます。

Oracle BPEL Process Managerの詳細は、http://www.oracle.com/technetwork/middleware/bpel/overview/index.htmlを参照してください。





34.1.1 BPELトランスポートでのSOAPのサポート


Oracle BPEL Process ManagerとService Busの間の通信は、SOAPのみを介して行われます。Service BusおよびOracle BPEL PMはSOAP RPCエンコーディングを完全サポートしていません。BPELトランスポートはSOAP RPCエンコーディングのバインディングを受け入れますが、multiRefなど一部のエンコーディング・メカニズムではランタイム・エラーが発生する場合があります。

BPELトランスポートは次の機能をサポートしています。

	
SOAP 1.1。SOAP 1.2は、Service BusからOracle BPEL PMへの同期通信でのみサポートされています。


	
SOAPヘッダー




BPELトランスポートには次の制限があります。

	
添付ファイルなし


	
WS-SecurityまたはWS-RMなし










34.1.2 BPELトランスポートでのトランザクション伝播


Oracle BPEL PMは、APIを使用したトランザクション伝播をサポートしており、BPELトランスポートはトランザクション対応です。そのため、Oracle WebLogic ServerにOracle BPEL PMがデプロイされている場合はトランザクション伝播がサポートされます。たとえば、Oracle BPEL PM以外のサービスでプロセスが始まった場合、Service BusはBPELトランスポートを通じてそのトランザクションをOracle BPEL PMに伝播し、トランザクションを完了できます。

Oracle BPEL PMからSBトランスポート・ベースのプロキシ・サービスを使用したService Busへのトランザクション伝播もサポートされています。


注意:

トランザクション伝播は、OracleサーバーOC4JおよびOracle ASではまだサポートされておらず、IBM WebSphereではまだ認証されていません。









34.1.3 BPELトランスポートでのSSLのサポート


Service BusからOracle BPEL PMへの呼出しはRMIを使用して行われるので、BPELトランスポートは一方向SSLを使用した呼出しレベルのセキュリティをサポートしています。詳細は、「BPELトランスポートのエンドポイントURI」を参照してください。







34.1.4 BPELトランスポートの環境値


BPELトランスポートは、次の表に示す環境変数(各変数は、BPELトランスポートの構成時に指定するプロパティに対応)を宣言します。環境変数の値は、Service Busプロジェクトを様々なデプロイメント環境間で移動するときに、トランスポート構成自体を更新することなく更新できます。環境値の詳細は、『Oracle Service Busの管理』のOracle Service Bus環境のカスタマイズに関する項を参照してください。


表34-1 BPELトランスポートの環境変数

	環境変数	説明
	
ディスパッチ・ポリシー

	
このエンドポイントのディスパッチ・ポリシーに使用するWebLogic Serverワーク・マネージャのインスタンスを選択します。デフォルトのワーク・マネージャは、他にワーク・マネージャがない場合に使用されます。

ワーク・マネージャの詳細は、次の説明を参照してください。

	
Service Busでのワーク・マネージャの使用


	
『Oracle WebLogic Serverサーバー環境の管理』のワーク・マネージャを使用したスケジュールされた作業の最適化に関する項





	
サービス・アカウント

	
JNDIコンテキスト・セキュリティの場合に、Oracle BPEL Process Manager配信サービスへのアクセスに使用されるService Busサービス・アカウント・リソース。


	
エンドポイントURI

	
サービスのURI。














34.2 BPELトランスポートの簡単な使用例(同期)


この項では、Service Busを介したOracle BPEL Process Managerとの通信の最も一般的な使用例を説明します。これらは簡単な一方向またはリクエスト/レスポンス型の同期通信を表します。

	
同期: Oracle BPEL Process Managerのプロセスの呼出し


	
同期: Oracle BPEL Process Managerからの外部サービスの呼出し


	
メッセージと正しい会話の関連付け








34.2.1 同期: Oracle BPEL Process Managerのプロセスの呼出し


図34-1に、Service Busを介したクライアントとOracle BPEL Process Managerの同期通信パターンを示します。


図34-1 Service Busを介したOracle BPELプロセスの同期呼出し

[image: 図34-1の説明が続きます]






34.2.1.1 サービスの作成と構成


次のガイドラインに従って、クライアントからOracle BPEL Process Managerプロセスを呼び出します。

	
呼び出すBPELプロセスに相当するService Busビジネス・サービスを作成します。

	
WSDLベースのビジネス・サービスを作成します。WSDLファイルは、Oracle BPEL Process Managerから生成します。


	
ビジネス・サービスの構成で bpel-10g トランスポートを選択します。


	
表34-2の説明に従ってエンドポイントURIを設定します。


	
ビジネス・サービスの残りの部分を構成します。「BPELトランスポート構成のリファレンス」を参照してください。





	
クライアントからのメッセージを受け入れるプロキシ・サービスをService Busで作成します。


	
プロキシ・サービスからビジネス・サービスを呼び出すパイプラインをService Busで作成します。




メッセージを正しい会話に関連付けるには、「メッセージと正しい会話の関連付け」を参照してください。









34.2.2 同期: Oracle BPEL Process Managerからの外部サービスの呼出し


図34-2は、Service Busを介したOracle BPEL Process Managerとサービス・プロバイダの同期通信パターンを示します。


図34-2 Service Busを介してサービスを同期的に呼び出すOracle BPELプロセス

[image: 図34-2の説明が続きます]






34.2.2.1 サービスの作成と構成


次のガイドラインに従って、Oracle BPEL Process Managerから外部サービスを呼び出します。

	
呼び出したい外部サービスを表すService Busでのビジネス・サービスを作成します。


	
ビジネス・サービスを呼び出すプロキシ・サービスとその関連パイプラインをService Busで作成します。

	
ビジネス・サービスを呼び出すには、SOAP WSDLファイルを使用してプロキシ・サービスを作成する必要があります。プロキシ・サービスを定義する際に、WSDLサービス・タイプを選択し、目的のポートまたはバインディングを選択します。


	
プロキシ・サービスの構成でSBトランスポートを選択します。


	
Oracle BPEL Process Managerからプロキシ・サービスを呼び出すために、プロキシ・サービスの有効なWSDLファイルをエクスポートし、Oracle BPEL Process Manager開発環境にインポートします。通常どおり、Oracle BPEL Process Managerからプロキシ・サービスを呼び出します。




構成情報については、Service Busで提供されるオンライン・ヘルプを参照してください。




メッセージを正しい会話に関連付けるには、「メッセージと正しい会話の関連付け」を参照してください。









34.2.3 メッセージと正しい会話の関連付け


ステートフル・メッセージを使用する場合、Service BusとOracle BPEL Process Managerの間で同期的に送信されるメッセージは、会話と呼ばれます。Oracle BPEL Process Managerは、メッセージを会話の一部として相互に正しく関連付けるために、次のメカニズムをサポートしています。これらのメカニズムは互いに独立していて、正しい関連付けを実現するために両方とも使用するように指定できます。

	
BPEL相関: BPEL相関はBPEL仕様に含まれています。Service BusのWSDLベースのビジネス・サービスからBPELプロセスにメッセージを送信すると、BPELエンジンによってメッセージが調べられ、ターゲットのBPELプロセス・インスタンスが検出されます。


	
WS-Addressingを使用した不明瞭な相関: クライアントからService Busを介してBPELプロセスへの会話を開始すると、BPELエンジンによってWS-Addressing SOAPヘッダーのmessageIDの値が調べられ、新しい会話のIDとして使用されます。会話IDは、「RelatesTo」の値としてその会話が終わるまで維持されます。

WS-Addressingの詳細は、「WS-Addressingのリファレンス」にある「MessageID / RelatesTo」を参照してください。会話IDの設定例は、「会話IDの例」を参照してください。












34.3 高度な使用例(非同期)


この節では、Service Busを介したOracle BPEL Process Managerとの非同期通信のより高度な使用例を説明します。

	
非同期: Oracle BPEL Process Managerのプロセスの呼出し


	
非同期: Oracle BPEL Process Managerからのサービス・プロバイダの呼出し








34.3.1 非同期: Oracle BPEL Process Managerのプロセスの呼出し


図34-3は、Service Busを介したOracle BPEL Process Managerとサービス・プロバイダの非同期通信パターンを示します。


図34-3 Service Busを介したOracle BPELプロセスの非同期呼出し

[image: 図34-3の説明が続きます]



非同期のメッセージ交換では、リクエストとは別の接続でコールバックが送信されます。





34.3.1.1 サービスの作成と構成


次のガイドラインに従って、クライアントからService Busを介してOracle BPEL Process Managerプロセスを非同期的に呼び出します。

2つのプロキシ・サービスとその関連パイプラインをService Busで作成します。ビジネス・サービスを呼び出すプロキシ・サービスと、コールバックを処理するプロキシ・サービスになります。

	
リクエスト・プロキシ・サービスおよびパイプライン: 非同期通信では別の接続でコールバックが送信されるので、リクエスト・プロキシでコールバック・アドレスを設定する必要があります。このコールバック・アドレスは、メッセージが正しいクライアントに戻るように、コールバック・プロキシ・サービスとコールバック・ビジネス・サービスに渡されます。

ビジネス・サービスの構成で、コールバック・プロキシを選択します。実行時に、BPELトランスポートでこのプロキシをコールバック・プロキシとして使用します。ビジネス・サービスでコールバック・プロキシを選択しない場合のコールバック・アドレスの設定方法は、「WS-Addressingのリファレンス」および「Service Busを介したBPEL間非同期通信の例」を参照してください。


	
コールバック・プロキシ・サービスおよびパイプライン: WSDL SOAPまたは任意のSOAPサービス・タイプとSBまたはHTTPトランスポートを使用するようにプロキシを構成します。Oracle BPEL Process ManagerからService Busへのトランザクション伝播を行う場合はSBトランスポートを使用します。

このプロキシ・サービスをビジネス・サービスのコールバック・プロキシとして選択すると、実行時にBPELトランスポートにより正しいコールバックURIが提供されます。




Service Busで、対話相手のOracle BPEL Process Managerプロセスへのリクエストを行うサービスと、コールバックを処理するサービスの、2つのビジネス・サービスを作成します。

	
リクエスト・ビジネス・サービス: WSDLベースのビジネス・サービスを作成します。WSDLファイルは、Oracle BPEL Process Managerから生成します。WSDLサービス・タイプを選択し、WSDLファイルで適切なバインディングまたはポートを選択します。

	
ビジネス・サービスの構成で bpel-10g トランスポートを選択します。


	
ロールを「非同期クライアント」に設定します。


	
表34-2に記載されているエンドポイントURIを指定します。


	
BPELトランスポート構成ページの「コールバック・プロキシ」フィールドを使用して、作成したコールバック・プロキシを選択します。







	
コールバック・ビジネス・サービス: コールバックの処理に必要なビジネス・プロセスを構成します。

このガイドで説明していない構成情報については、Service Busで提供されるオンライン・ヘルプを参照してください。












34.3.2 非同期: Oracle BPEL Process Managerからのサービス・プロバイダの呼出し


この項では、Service Busを介したサービスの呼出しを行うためにOracle BPEL Process Managerで必要な手順と構成について説明します。

図34-4は、Service Busを介したOracle BPEL Process Managerとサービス・プロバイダの非同期通信パターンを示します。


図34-4 Service Busを介してサービスを非同期的に呼び出すOracle BPELプロセス

[image: 図34-4の説明が続きます]



非同期のメッセージ交換では、リクエストとは別の接続でコールバックが送信されます。





34.3.2.1 サービスの作成と構成


次のガイドラインに従って、Oracle BPEL Process ManagerからService Busを介して外部サービスを非同期的に呼び出します。

2つのプロキシ・サービスとその関連パイプラインをService Busで作成します。1つは、ビジネス・サービスを呼び出すリクエストのプロキシ・サービス、もう1つは、コールバックを処理するプロキシ・サービスです。

	
リクエスト・プロキシ・サービスおよびパイプライン: SBトランスポートを使用するようにプロキシ・サービスを構成します。非同期通信では別の接続でコールバックが送信されるので、メッセージが正しいクライアントに戻るようにコールバック・アドレスを設定する必要があります。

コールバック・アドレスの設定の詳細は、「WS-Addressingのリファレンス」にある「ReplyTo」と、「Service Busを介したBPEL間非同期通信の例」を参照してください。


	
コールバック・プロキシ・サービスおよびパイプライン: コールバック・アドレスをビジネス・サービスに渡すようにプロキシ・サービスを構成します。コールバックURIはリクエスト内で指定されます。URI再書込みを使用してコールバックURIを抽出し、ビジネス・サービスに転送します。

プロキシ構成の詳細は、「プロキシ・サービスの作成と構成」および「SBトランスポートの使用」を参照してください。




Service Busで、外部サービスを呼び出すリクエスト・ビジネス・サービスと、コールバック・ビジネス・サービスの、2つのビジネス・サービスを作成します。

	
リクエスト・ビジネス・サービス: ビジネス・サービスが外部サービスを呼び出すように構成します。


	
コールバック・ビジネス・サービス: コールバック・ビジネス・サービスは、コールバック・プロキシからコールバック・アドレスを受け取ります。コールバック・プロキシ・サービスで実行されるURI再書込みによって、レスポンスの送信先のBPELプロセスを判断します。

	
WSDLベースのビジネス・サービスを作成します。WSDLファイルは、Oracle BPEL Process Managerから生成します。WSDLサービス・タイプを選択し、WSDLファイルで適切なバインディングまたはポートを選択します。


	
ビジネス・サービスの構成で bpel-10g トランスポートを選択します。


	
エンドポイントURIをbpel://callbackに設定します(表34-2の説明に従ってください)。コールバックURIは、コールバック・プロキシ・サービスによって提供されます。


注意:

トレーディング・パートナ契約によってクライアントとBPELサービスがリンクしている場合など、コールバック・アドレスが常にわかっている場合は、bpel://callbackを使用するのではなく、そのコールバック・アドレスをコールバック・ビジネス・サービスに設定できます。




	
bpel-10gトランスポートの構成ページでロールを「サービス・コールバック」に設定します(表34-3の説明に従ってください)。


	
ビジネス・サービスの残りの部分を構成します。このドキュメントで説明していない構成情報については、Service Busで提供されるオンライン・ヘルプを参照してください。

















34.4 BPELトランスポートのセキュリティ


Oracle BPEL Process Managerのセキュリティは、EJBレベルで扱われます。BPELトランスポートは、JNDIコンテキストの作成およびEJBルックアップに使用するJNDIのサービス・アカウント・オプションをサポートしています。

このプロセスは、表34-3で説明されています。BPELトランスポートは、サービス・アカウントからユーザー名とパスワードを取得します。サービス・アカウントが構成されていない場合は、匿名サブジェクトが仮定されます。

BPELトランスポートは、呼出しレベルのセキュリティもサポートしており、Service BusからOracle BPEL Process ManagerへのURIのプロトコル部分で一方向SSLを指定できます。詳細は、「BPELトランスポートのエンドポイントURI」を参照してください。





34.4.1 Oracle Service BusからOracleサーバーへの通信でのSSLの使用



(ormisおよびopmnsプロトコルを使用した)Service BusからOC4JおよびOracle ASサーバーへの通信にSSLを使用するには、Service Busサーバーで、ドメインのsetDomainEnvスクリプトに次のプロパティを追加してSSLを構成する必要があります。


-Djavax.net.ssl.trustStorePassword=passphrase
-Djavax.net.ssl.trustStore=file path to a keystore of trust certificate











34.5 BPELトランスポートのエラー処理


BPELトランスポートでは、Oracle BPEL Process Managerの例外を複数の方法で処理します。

	
アプリケーション・エラー


	
接続エラー


	
その他のエラー








34.5.1 アプリケーション・エラー


BPELプロセスの返信にフォルトがあった場合、BPELトランスポートはAPIでそのフォルト・メッセージをインターセプトし、SOAPフォルトに変換します。BPELトランスポートのアプリケーション・エラー自動処理機能により、アプリケーション・エラーが発生した場合に自動的にアプリケーション・エラー(この場合はBPELフォルト)を再試行するかどうかを指定できます。たとえば、問題が解決するまでアプリケーション・エラーで必ず失敗するように指定できます。アプリケーションの再試行を有効または無効にするには、「トランスポート構成」・ページの「アプリケーション・エラーの再試行」オプションを使用します。







34.5.2 接続エラー


Oracle BPEL Process Managerは、エラーではない次の例外をスローすることがあります。BPELトランスポートでは、これらの例外を自動的にTransportException接続エラーとして分類します。

	
NamingException


	
RemoteException




トランスポートの接続エラー自動処理機能により、接続エラーを再試行するかどうか、および接続エラーの再試行頻度を指定できます。再試行回数、および接続エラー時に次の再試行まで待機する秒数を指定するには、「トランスポート構成」ページの「再試行回数」オプションと「再試行の反復間隔」オプションを使用します。「再試行の反復間隔」を0に設定すると、接続エラーは再試行されません。







34.5.3 その他のエラー


その他の、アプリケーションおよび接続以外の例外は、一般的なTransportExceptionエラーとして再スローされます。









34.6 WS-Addressingのリファレンス


ここでは、BPELトランスポートとOracle BPEL Process Managerの通信に使用する特定のWS-Addressingプロパティについて説明します。

また、「高度な使用例(同期)」のガイドラインで取り上げた、非同期通信でコールバック・アドレスを指定する方法についても説明します。

WS-Addressingの例については、「BPELトランスポートを使用するXMLメッセージングの例」を参照してください。

	
ReplyTo


	
MessageID / RelatesTo








34.6.1 ReplyTo



非同期通信では、リクエストとは別の接続でコールバックが送信されます。サービス開発者は、非同期のやり取りで正しいコールバック・アドレスを提供してコールバックが正しいクライアントに送信されるようにする必要があります。







34.6.1.1 Service Busを介したBPELプロセスの非同期コール



BPELトランスポートには、正しいコールバック・アドレスを指定するためのメカニズムが組み込まれています。Service BusでBPELビジネス・サービスを作成するときに、コールバックを処理するコールバック・プロキシを選択でき、BPELトランスポートによって正しいコールバック・アドレスが自動的に設定されます。手動で「ReplyTo」を指定する必要はありません。

詳細は、「非同期: Oracle BPEL Process Managerのプロセスの呼出し」を参照してください。









34.6.1.2 Service Busを介して外部サービスをコールするBPELプロセス



Oracle BPEL Process ManagerからService Busを介して外部サービスを呼び出す場合は、コールバック・アドレスを手動で設定する必要があります。WS-Addressingでこれを行うには、リクエスト・プロキシ・サービスでコールバック・アドレスを「ReplyTo」の値として設定します。そのURIがビジネス・サービスのBPELトランスポートによってコールバック・アドレスとして使用されます。

詳細は、「非同期: Oracle BPEL Process Managerからのサービス・プロバイダの呼出し」を参照してください。











34.6.2 MessageID / RelatesTo


MessageIDおよびRelatesToは、Oracle Service BusとOracle BPEL Process Managerの会話で会話IDの格納に使用され、関連するメッセージが同じ会話内に維持されるようにします。BPELトランスポートでは、特定の操作が開始操作か続行操作かを指定できません。かわりに、BPELトランスポートでは、「MessageID」および「RelatesTo」プロパティを検索し、それぞれ設定します。

次に、同期会話と非同期会話で「MessageID」と「RelatesTo」がどのように使用されるかを説明します。

	
同期会話:最初のリクエストで、「MessageID」によって会話IDが決定されます。残りの通信で、会話IDはRelatesToの値として提供されます。

「MessageID」または「RelatesTo」に値が割り当てられていない場合、BPELトランスポートは、会話が発生していないか、またはOracle BPEL Process Managerが相関付けを処理中であると想定します。


	
非同期コールバック: 最初のリクエストで、MessageIDによって会話IDが決定されます。残りの通信で、会話IDはコールバックの「RelatesTo」の値として提供されます。

「MessageID」または「RelatesTo」に値が割り当てられていない場合、BPELトランスポートは、会話が発生していないか、またはOracle BPEL Process Managerが相関付けを処理中であると想定します。




メッセージが正しい会話に関連付けられるように会話IDを設定する方法の詳細は、 「メッセージと正しい会話の関連付け」および「会話IDの例」を参照してください。









34.7 BPELトランスポートを使用するXMLメッセージングの例


この項では、Service BusとOracle BPEL Process Managerの間のXMLメッセージングの問題の例を示します。

	
会話IDの例


	
Service Busを介したBPEL間非同期通信の例








34.7.1 会話IDの例


この項では、Service BusとOracle BPEL Process Managerの会話内のメッセージに共通IDを設定する様々な例をあげます。

図34-5では、クライアントがOracle BPEL Process Managerのプロセスを同期的に呼び出しています。ビジネス・サービス(BS1)は、BPELトランスポートを使用してプロセスを呼び出します。パイプライン(PP1)は、必要な会話IDマッピングを処理して、メッセージをプロキシ・サービス(PS1)からビジネス・サービスに渡します。


図34-5 Service Busを介した同期的なやり取りでの操作

[image: 図34-5の説明が続きます]






34.7.1.1 ポートおよびメッセージ定義



この項の例では、WSDLファイルで定義された次のポートおよびメッセージ定義を使用します。


<wsdl:types>
    <xsd:schema
            targetNamespace="http://www.sample.org/spec/samples/types"
            elementFormDefault="qualified">
        <xsd:complexType name="ValueHolder">
            <xsd:all>
                <xsd:any minOccurs="1"/>
            </xsd:all>
        </xsd:complexType>
    </xsd:schema>
</wsdl:types>
<message name="create"/>
<message name="putRequest">
    <part name="key" type="xsd:string"/>
    <part name="value" type="types:ValueHolder"/>
</message>
<message name="putResponse">
    <part name="value" type="types:ValueHolder"/>
</message>
...
<message name="dispose"/>
<portType name="ServiceMap">
    <operation name="create">
        <input message="tns:create"/>
    </operation>
    <operation name="put">
        <input message="tns:putRequest"/>
        <output message="tns:putResponse"/>
    </operation>
    ...
    <operation name="dispose">
        <input message="tns:dispose"/>
    </operation>
</portType>









34.7.1.2 WS-Addressingでの会話IDの設定



この例は、WS-Addressingを使用して会話内のメッセージに会話IDを設定する方法を示しています。図34-5に通信パターンが示されています。

作成操作


<soap:Envelope>
    <soap:Header>
        <wsa03:MessageID>uuid:123456789</wsa03:MessageID>
    </soap:Header>
    <soap:Body>
        <create/>
    </soap:Body>
</soap:Envelope>


Put操作


<soap:Envelope>
    <soap:Header>
        <wsa03:MessageID>uuid:111111111</wsa03:MessageID>
        <wsa03:RelatesTo>uuid:123456789</wsa03:RelatesTo>
    </soap:Header>
    <soap:Body>
        <put>
            <key>key</key>
            <value>
                <PO/>
            </value>
        </put>
    </soap:Body>
</soap:Envelope>
<soap:Envelope>
    <soap:Body>
        <putResponse>
            <value/>
        </putResponse>
    </soap:Body>
</soap:Envelope>


<put>操作にもMessageIDがありますが、RelatesToに会話IDを示す値があるので無視されます。









34.7.1.3 メッセージ・ペイロード・データでの会話IDの設定



この例は、メッセージ・ペイロード・データを使用して会話内のメッセージに会話IDを設定する方法を示しています。これらの例では、プロキシ・サービスがIDをMessageID/RelatesTo SOAPヘッダーにマッピングします。図34-5に通信パターンが示されています。

作成操作

クライアントからプロキシ・サービス


<soap:Envelope>
    <soap:Body>
        <create/>
    </soap:Body>
</soap:Envelope>
<soap:Envelope>
    <soap:Body>
        <createResponse>
            <mapID>uuid:123456789</mapID>
        </createResponse>
    </soap:Body>
</soap:Envelope>


プロキシ・サービスからBPELプロセス(ビジネス・サービスを使用)


<soap:Envelope>
    <soap:Header>
        <wsa03:MessageID>uuid:123456789</wsa03:MessageID>
    </soap:Header>
    <soap:Body>
        <create/>
    </soap:Body>
</soap:Envelope>


説明なし: IDはプロキシ・サービス・パイプラインのリクエストで生成され、プロセスを呼び出す前に<wsa03:MessageID>として挿入されました。プロセス側では、create操作は一方向の操作なので、クライアントに応答する前にSOAPレスポンスが作成される必要があります。プロキシ・サービスで生成されたIDがレスポンスによって返送されます。

Put操作

クライアントからプロキシ・サービス


<soap:Envelope>
    <soap:Body>
        <put>
            <mapID>uuid:123456789</mapID>
            <key>key</key>
            <value>
                <PO/>
            </value>
        </put>
    </soap:Body>
</soap:Envelope>
<soap:Envelope>
    <soap:Body>
        <putResponse>
            <value/>
        </putResponse>
    </soap:Body>
</soap:Envelope>


プロキシ・サービスからBPELプロセス(ビジネス・サービスを使用)


<soap:Envelope>
    <soap:Header>
        <wsa03:RelatesTo>uuid:123456789</wsa03:RelatesTo>
    </soap:Header>
    <soap:Body>
        <put>
            <key>key</key>
            <value>
                <PO/>
            </value>
        </put>
    </soap:Body>
</soap:Envelope>
<soap:Envelope>
    <soap:Body>
        <putResponse>
            <value/>
        </putResponse>
    </soap:Body>
</soap:Envelope>


破棄操作

クライアントからプロキシ・サービス


<soap:Envelope>
    <soap:Body>
        <dispose>
            <mapID>uuid:123456789</mapID>
        </dispose>
    </soap:Body>
</soap:Envelope>


プロキシ・サービスからBPELプロセス(ビジネス・サービスを使用)


<soap:Envelope>
    <soap:Header>
        <wsa03:RelatesTo>uuid:123456789</wsa03:RelatesTo>
    </soap:Header>
    <soap:Body>
        <dispose/>
    </soap:Body>
</soap:Envelope>









34.7.1.4 変換の例



これらの例では、クライアントがWS-Addressing仕様の新しいバージョン(wsa04接頭辞)を使用します。プロキシ・サービスで、wsa03接頭辞を使用するようにSOAPヘッダーの変換を行う必要があります。プロキシ・サービス開発者はトランスフォーメーションを構成します。図34-5に通信パターンが示されています。

作成操作

クライアントからプロキシ・サービス


<soap:Envelope>
    <soap:Header>
        <wsa04:MessageID>uuid:123456789</wsa04:MessageID>
    </soap:Header>
    <soap:Body>
        <create/>
    </soap:Body>
</soap:Envelope>


プロキシ・サービスからBPELプロセス(ビジネス・サービスを使用)


<soap:Envelope>
    <soap:Header>
        <wsa03:MessageID>uuid:123456789</wsa03:MessageID>
    </soap:Header>
    <soap:Body>
        <create/>
    </soap:Body>
</soap:Envelope>


Put操作

クライアントからプロキシ・サービス


<soap:Envelope>
    <soap:Header>
        <wsa04:MessageID>uuid:111111111</wsa04:MessageID>
        <wsa04:RelatesTo>uuid:123456789</wsa04:RelatesTo>
    </soap:Header>
    <soap:Body>
        <put>
            <key>key</key>
            <value>
                <PO/>
            </value>
        </put>
    </soap:Body>
</soap:Envelope>
<soap:Envelope>
    <soap:Body>
        <putResponse>
            <value/>
        </putResponse>
    </soap:Body>
</soap:Envelope>


プロキシ・サービスからBPELプロセス(ビジネス・サービスを使用)


<soap:Envelope>
    <soap:Header>
        <wsa03:MessageID>uuid:111111111</wsa03:MessageID>
        <wsa03:RelatesTo>uuid:123456789</wsa03:RelatesTo>
    </soap:Header>
    <soap:Body>
        <put>
            <key>key</key>
            <value>
                <PO/>
            </value>
        </put>
    </soap:Body>
</soap:Envelope>
<soap:Envelope>
    <soap:Body>
        <putResponse>
            <value/>
        </putResponse>
    </soap:Body>
</soap:Envelope>











34.7.2 Service Busを介したBPEL間非同期通信の例


次の例は、Service Busを介して別のBPELプロセスを非同期的に呼び出すBPELプロセスに関係するSOAPヘッダーを示します。図34-6のPP1とPP2は、PS1およびPS2プロキシ・サービスからBS1およびBS2ビジネス・サービスにメッセージを渡し、変換を実行するパイプラインです。ビジネス・サービスは、BPELトランスポートを使用してBPELプロセスのコールを行う場合に必要です。


図34-6 Service Busを介して別のBPELプロセスを呼び出すBPELプロセス

[image: 図34-6の説明が続きます]



次のSOAPヘッダー例については、図34-6を参照してください。





34.7.2.1 ポートおよびメッセージ定義




<message name="LoanServiceRequestMessage">
    <part name="payload" element="types:loanApplication"/>
</message>
<message name="LoanServiceResultMessage">
    <part name="payload" element="types:loanOffer"/>
</message>
<portType name="LoanService">
    <operation name="initiate">
        <input message="tns:LoanServiceRequestMessage"/>
    </operation>
</portType>
<portType name="LoanServiceCallback">
    <operation name="onResult">
        <input message="tns:LoanServiceResultMessage"/>
    </operation>
</portType>









34.7.2.2 BP1からP1 - 開始操作




<soap:Envelope>
    <soap:Header>
        <wsa03:ReplyTo>
            <wsa03:Address>ormi://serverB:7001/default/AmericanLoanClient/1.0/service/LoanServiceRequester
            </wsa03:Address>
        </wsa03:ReplyTo>
        <MessageID>AmericanLoanClient~1.0/60007</MessageID>
    </soap:Header>
    <soap:Body >
        <loanApplication>
            ...
        </loanApplication>
    </soap:Body>
</soap:Envelope>









34.7.2.3 P1/B1からBP2




<soap:Envelope>
    <soap:Header>
        <wsa03:ReplyTo>
            <wsa03:Address>http://serverB:7001/P2</wsa03:Address>
            <wsa03:ReferenceProperties>
                <osb:Callback>
                    <osb:Address>
ormi//localhost/default/AmericanLoanClient/1.0/service/LoanServiceRequester
                    </osb:Address>
                </osb:Callback>
            </wsa03:ReferenceProperties>
        </wsa03:ReplyTo>
        <MessageID>AmericanLoanClient~1.0/60007</MessageID>
    </soap:Header>
    <soap:Body >
        <loanApplication>
            ...
        </loanApplication>
    </soap:Body>
</soap:Envelope>


ReplyToコールバック・アドレスはB1で設定されます。B1は、表34-2の説明にあるように、BPELトランスポート構成の「コールバック・プロキシ」フィールドから値を取得します。B1のコールバック・プロキシはP2です。

元のreplyTo情報は、(後に続く) onResultコールバック・メッセージに反映されるように、ラップして参照プロパティとして送信する必要があります。


注意:

このサンプルでは、説明のためにosb:Callbackとosb:Addressを使用しています。WS-Addressingのサポートのために定義された標準またはService Bus標準の要素はありません。











34.7.2.4 BP2からP2 - onResult操作




<soap:Envelope>
    <soap:Header>
        <wsa03:RelatesTo>AmericanLoanClient~1.0/60007</wsa03:RelatesTo>
        <osb:Callback>
            <osb:Address>ormi//localhost/default/AmericanLoanClient/1.0/service/LoanServiceRequester
            </osb:Address>
        </osb:Callback>
    </soap:Header>
    <soap:Body >
        <loanOffer>
            ...
        </loanOffer>
    </soap:Body>
</soap:Envelope>


参照プロパティosb:Callbackは、Oracle BPEL Process ManagerエンジンによってSOAPヘッダーとして返送されます。









34.7.2.5 P2/B2からBP1 - onResult操作




<soap:Envelope>
    <soap:Header>
        <wsa03:RelatesTo>AmericanLoanClient~1.0/60007</wsa03:RelatesTo>
    </soap:Header>
    <soap:Body >
        <loanOffer>
            ...
        </loanOffer>
    </soap:Body>
</soap:Envelope>


この一時的なosb:Callbackヘッダーはプロキシ・サービスP2で削除されますが、このヘッダーを削除する前に、ビジネス・サービスB2のBPELトランスポートがコールバック・メッセージを正しいBPELプロセスに送信できるようにreplyToアドレス値が$outbound変数にコピーされます。













34.8 BPELトランスポート構成のリファレンス


この項では、ビジネスおよびプロキシ・サービスを対象とした、BPELトランスポート固有のプロパティについて説明します。

	
BPELトランスポートのエンドポイントURI


	
BPELトランスポートを使用するビジネス・サービスの構成








34.8.1 BPELトランスポートのエンドポイントURI



BPELトランスポートのURIフォーマット(表34-2を参照)は、JDeveloperまたはOracle Service Busコンソールのビジネス・サービスのメインの「トランスポート」ページで構成します。





表34-2 エンドポイントURIの指定

	トランスポートのロール	エンドポイントURIフォーマット
	
同期クライアントまたは非同期クライアント・ロール

	
次のエンドポイントURIフォーマットで、大カッコで囲まれているのはオプションの要素です。


protocol://host[:port][/protocol-path]/domain/process[/version[/partnerlink/role


エンドポイントURIの他の要素の説明は次のとおりです。

	
protocol: いずれかのRMI/JNDIプロトコルを使用します。

iiop/iiops: サーバーにとらわれない汎用プロトコルです。

t3/t3s: Oracle WebLogic Serverで使用されます。

http/https: トンネリングおよびOracle WebLogic Serverで使用します。

ormi/ormis: OC4J (Oracle Container for JEE)でのスタンドアロン開発で使用します。


	
port: オプション。サーバーがデフォルト・ポートを使用するように構成されている場合、ormiおよびopmnプロトコルでのみ使用します。


	
protocol-path: オプション。opmnおよびopmnsプロトコルでのみ使用します。protocol-pathはクラスタ内のサーバー・インスタンスです。


	
version: オプション。呼び出すプロセスのバージョンです。


	
partnerlink/role: オプション。バージョンを指定する場合、このオプションをフルパスの記述に含めます。




クラスタの場合、次のURIフォーマットを使用して、そのクラスタ内の特定のノードをターゲットとすることもできます。


protocol://host1:port1,host2:port2/<remainder_of_URI>


	
サービス・コールバック

	
トレーディング・パートナ契約によってクライアントとBPELサービスがリンクしている場合など、コールバック・アドレスが常にわかっている場合は、次のフォーマットを使用するのではなく、そのコールバック・アドレスをエンドポイントURIに設定できます。


bpel://callback












34.8.2 BPELトランスポートを使用するビジネス・サービスの構成



表34-3に、JDeveloperとOracle Service Busコンソールの両方のビジネス・サービスのBPELトランスポートの構成ページで使用可能なオプションを示します。詳細は、「ビジネス・サービスの作成と構成」を参照してください。





表34-3 ビジネス・サービス用のBPELトランスポート・プロパティ

	プロパティ	説明
	
ロール

	
ビジネス・サービス用に、次のいずれかのロールを選択します。BPELトランスポートは、Service BusからOracle BPEL PMにリクエスト・メッセージを送信するために使用します。ロールごとに特定の構成が必要になります。ビジネス・サービスでは、次のロールを処理できます。

	
同期クライアント: Service Busクライアントと同期通信を行う場合は、このロールを選択します。必要な場所情報はBPELアドレスのみです。このアドレスは、エンドポイントURIとして静的に、またはURIリライトを通じて動的に取得されます。


	
非同期クライアント: Service Busクライアントと非同期通信を行う場合は、このロールを選択します。この場合、Oracle BPEL Process ManagerからService Busへのコールバックはリクエストと異なる接続上で送信されるため、「コールバック・プロキシ」フィールドで、正しいコールバック・アドレスを提供するようにService Busを構成する必要があります。詳細は、「高度な使用例(非同期)」のガイドラインを参照してください。


	
サービス・コールバック: ビジネス・サービスをOracle BPEL Process Managerへのサービス・コールバックとして設計する場合は、このロールを選択します(この場合、Oracle BPEL Process ManagerはService Busを介して外部サービスを非同期的に呼び出します)。コールバック・アドレスは、実行時にのみ認識されます。bpel://callbackのエンドポイントURIを使用します。

マーカーURIでビジネス・サービスを構成する場合は、$outboundにURIを動的に設定するようにパイプライン・ロジックを構成します。たとえば、TransportHeaderアクションを使用してこれを行うことができます。




注意: サービス・コールバック・ビジネス・サービスでは、ロード・バランシングまたはフェイルオーバーはサポートされません。

サービス・コールバックの使用方法は、表34-2の「サービス・コールバック」と、「非同期: Oracle BPEL Process Managerからのサービス・プロバイダの呼出し」を参照してください。


	
コールバック・プロキシ

	
非同期クライアントの場合のみ、リクエストを行ったService Busクライアントへのコールバックのルーティングに使用されるプロキシ・サービスを入力します。このプロキシ・サービスは、サービス・タイプが「任意のSOAP」のSBまたはHTTPプロキシ・サービスである必要があります。詳細は、「高度な使用例(非同期)」のガイドラインを参照してください。

このフィールドは、非同期クライアント・ロールでのみ使用可能です。


	
サービス・アカウント

	
JNDIコンテキスト・セキュリティがOracle BPEL Process Manager配信サービスへのアクセスに使用するサービス・アカウントを入力します。サービス・アカウントを指定しない場合は、匿名サブジェクトが使用されます。静的またはパススルーなど、構成できるサービス・アカウントのタイプに制限はありませんが、ランタイムはユーザー名とパスワードにアクセスできる必要があります。

詳細は、「サービス・アカウントの操作」を参照してください。


	
トランザクションを中断

	
このオプションを選択すると、ビジネス・サービスがトランザクションによって呼び出された場合でも、ビジネス・サービスは非トランザクションになります。

「トランザクションを中断」を選択しない場合は、次のルールが適用されます。

	
プロトコルによって、WebLogic Serverでサポートされるプロトコル(t3、iiop、http)が指定されている場合は、トランザクションが伝播されます。


	
プロトコルがOC4Jサーバー(ormi、opmn)を指定している場合、OC4Jではトランザクションの伝播がサポートされないため、BPELトランスポートで例外がスローされます。




BPELトランスポートでは、次の状況で「トランザクションを中断」設定が無視されます。

	
サービスの品質(QoS)を「ベスト・エフォート」に設定してビジネス・サービスが呼び出される場合。BPELトランスポートでは、QoSをサポートしていないトランザクションが自動的に中断されます。


	
QoSを「必ず1回」に設定してビジネス・サービスが呼び出され、トランザクションが存在しない場合。




トランザクション伝播の説明については、「BPELトランスポートでのトランザクション伝播」を参照してください。


	
ディスパッチ・ポリシー

	
このエンドポイントのディスパッチ・ポリシーに使用するWebLogic Serverワーク・マネージャのインスタンスを選択します。デフォルトのワーク・マネージャは、他にワーク・マネージャがない場合に使用されます。

ワーク・マネージャの詳細は、次の説明を参照してください。

	
Service Busでのワーク・マネージャの使用


	
『Oracle WebLogic Serverサーバー環境の管理』のワーク・マネージャを使用したスケジュールされた作業の最適化に関する項





















60 Oracle Service Bus開発Mavenプラグインの使用


この章では、Oracle Service Bus開発Mavenプラグインを使用してService Busプロジェクトを構築および管理する方法を説明します。Oracle Service Bus開発Mavenプラグインでは、Maven環境でのService Busプロジェクトのパッケージ化とデプロイが行えます。

この章の内容は次のとおりです。

	
Oracle Service Bus Mavenプラグインの概要


	
Mavenのインストールと構成


	
Oracle Service Bus開発Mavenプラグインの使用


	
Service Bus開発Mavenプラグインのゴール


	
Oracle Service Bus開発MavenプラグインPOMファイルのサンプル




Oracle Fusion MiddlewareでのMavenの使用方法の詳細は、『Oracle Fusion Middleware継続的インテグレーションによるアプリケーションの開発』を参照してください。アプリケーションとプロジェクトを構築するためのMavenのインストールと使用方法の詳細は、http://maven.apache.org/users/index.htmlを参照してください。





60.1 Oracle Service Bus Mavenプラグインの概要


Mavenは、ランタイム・プロジェクトを作成および管理するビルド自動化ツールです。


Oracle Service Bus開発Mavenプラグインでは、Service Busプロジェクトおよびアプリケーションの要件に固有のMavenゴールを提供します。これを使用して、Service Busプロジェクトやリソースをパッケージ化したり、そのパッケージを実行中のサーバーにデプロイするなどのタスクを実行できます。







60.1.1 Mavenライフサイクルのフェーズとゴール


ライフサイクル・フェーズは、Maven POMファイルにゴール実行の順序付けを行います。ゴールは固有のタスクで、1つ以上のフェーズにマップできます。Oracle Service Bus開発Mavenプラグインは、ライフサイクル・フェーズを通してService Busプロジェクトおよびアプリケーションを構築および管理するための、Service Busプロジェクト固有の標準Mavenゴールと組み合せて使用できるゴールを提供します。

Service Busはpackageおよびdeployの2つのカスタム・ゴールを提供します。これらのゴールの構文およびパラメータの詳細は、「Service Bus開発Mavenプラグインのゴール」を参照してください。表60-1には、Service BusのデフォルトMavenライフサイクルのフェーズおよび各フェーズにマッピングされるゴールを示します。同じライフサイクル・フェーズに複数のゴールをマップした場合は、通常、リストした順序で実行されます。


表60-1 Service BusのMavenライフサイクルのフェーズ

	フェーズ	説明
	
package

	
Service Busプロジェクト・リソースを配布可能な形式のsbar (Service Busアーカイブ・ファイル)でパッケージ化します。com.oracle.servicebus.plugin:oracle-servicebus-plugin:12.1.3.0.0:packageゴールはこのフェーズにマップされます。


	
pre-integration-test

	
パッケージを処理して、必要に応じて統合テストを実行できる環境にデプロイします。com.oracle.servicebus.plugin:oracle-servicebus-plugin:12.1.3.0.0:deployゴールはこのフェーズにマップされます。


	
install

	
ローカルで他のプロジェクトにおける依存関係として使用するために、パッケージをローカル・リポジトリにインストールします。Service Busはこのフェーズにorg.apache.maven.plugins:maven-install-plugin:installゴールを使用します。












60.1.2 POMファイルおよびArchetype


MavenプロジェクトはPOMファイルによって定義され、プロジェクトのアーティファクト、使用するプラグイン、継承および他のアーティファクト(Service Busプロジェクトの構築に必要なシステム・リソースなど)の依存性について説明します。Archetypeは、特定のタイプのプロジェクトを作成するためのテンプレートです。Service Busは、Service Busプロジェクト向けとService Busシステム・リソース向けの2つの異なるArchetypeを提供します。

Service BusプロジェクトのArchetypeはcom.oracle.servicebus.archetype:oracle-servicebus-project:12.2.1-0-0という名前です。次のようなArchetypeで定義されます。


<groupId>com.oracle.servicebus.archetype</groupId>
<artifactId>oracle-servicebus-project</artifactId>
<version>12.2.1-0-0</version>
<name>Oracle Service Bus - Project Archetype</name>


Service Busシステム・リソースのArchetypeはcom.oracle.servicebus.archetype:oracle-servicebus-system:12.2.1-0-0という名前です。次のようなArchetypeで定義されます。


<groupId>com.oracle.servicebus.archetype</groupId>
<artifactId>oracle-servicebus-system</artifactId>
<version>12.2.1-0-0</version>
<name>Oracle Service Bus - System Resources Archetype</name>









60.2 Mavenのインストールと構成


Maven 3.2.5の配布はOracle Fusion Middlewareに含まれています。

Mavenディストリビューションは次の場所にあります。


Middleware_Home/Oracle_Home/oracle_common/modules/org.apache.maven_3.2.5


Oracle Fusion Middlewareに対するMavenのインストールおよび構成方法の詳細は、『Oracle Fusion Middleware継続的インテグレーションによるアプリケーションの開発』のビルドの自動化および依存性の管理のためのMavenのインストールおよび構成に関する項を参照してください。第5.1項「Mavenディストリビューションの設定」および第5.2項「Maven設定のカスタマイズ」の設定手順に従ってください。

Oracle Service Bus開発Mavenプラグインは、次の場所にインストールされます。


Service_Bus_Home/plugins/maven





60.2.1 Oracle Service Bus開発Mavenプラグインの構成方法



oracle-servicebus-pluginプラグインは、組込み済JARファイルとそれに付随するPOMファイルとして提供されます。Maven同期プラグインは、Oracleホームからローカルまたは共有Mavenリポジトリに移入するために使用します。これにはService Busプラグインが含まれます。同期プラグインのインストールと実行に関する詳細および全手順については、『継続的インテグレーションによるアプリケーションの開発』のMavenリポジトリ・マネージャの移入に関する項を参照してください。次のステップには、該当するガイドのより詳細なセクションへのリンクが含まれます。

Oracle Service Bus開発Mavenプラグインを構成するには:




	ORACLE_HOME/oracle_common/plugins/maven/com/oracle/maven/oracle-maven-sync/12.2.1に移動します。
	次のコマンドを実行してMaven同期プラグインをインストールします。


mvn install:install-file -DpomFile=oracle-maven-sync-12.2.1.pom -Dfile=oracle-maven-sync-12.2.1.jar


その他のオプションについては、「Oracle Maven同期プラグインのインストール」を参照してください。




	次のコマンドを実行して、Oracle Service Bus開発Mavenプラグインを次のMavenリポジトリにシードします。


mvn com.oracle.maven:oracle-maven-sync:push -DoracleHome=ORACLE_HOME


ここでORACLE_HOMEは、Oracle Fusion Middlewareインストールのフルパスです。その他のオプションについては、「Oracle Maven同期プラグインの実行」を参照してください。




	Maven help:describeゴールを使用して、プラグインのインストールが成功したかどうかを検証します。


mvn help:describe -DgroupId=com.oracle.servicebus.plugin
-DartifactId=oracle-servicebus-plugin -Dversion=12.2.1-0-0


次の情報で、Service Busプラグインのインストールを確認します。


Name: Oracle Service Bus - Plugin
Description: (no description available)
Group Id: com.oracle.servicebus.plugin
Artifact Id: oracle-servicebus-plugin
Version: 12.2.1-0-0
Goal Prefix: servicebus
This plugin has 2 goals:
servicebus:deploy
  Description: (no description available)
servicebus:package
  Description: (no description available)
For more information, run 'mvn help:describe [...] -Ddetail'












60.2.2 Mavenオンライン・ヘルプの使用方法



Mavenオンライン・ヘルプでは、ゴールとその関連コマンドのリストが提供されます。オンライン・ヘルプにアクセスするには、helpプラグインのdescribeゴールを使用します。たとえば、packageゴールのオンライン・ヘルプを取得するには、次のコマンドを入力します。


mvn help:describe -Ddetail -Dcmd=com.oracle.servicebus.plugin:oracle-servicebus-plugin:package


詳細は、Apacheヘルプ・プラグインdescribeゴールのドキュメントを参照してください。











60.3 Oracle Service Bus開発Mavenプラグインの使用


MavenプロジェクトのPOMファイルを介して、またはコマンド行から、Mavenゴールを起動します。推奨される方法は、Maven POMファイルの使用で、これは、Service BusプロジェクトおよびService Busアプリケーションの両方に向けて作成できます。

JDeveloperでのMavenの使用については、『Oracle JDeveloperによるアプリケーションの開発』のApache Mavenによるビルドおよび実行に関する項を参照してください。





60.3.1 Service BusプロジェクトのPOMファイルの生成方法



Service BuプロジェクトをJDeveloperで作成すると、そのプロジェクトのPOMファイルが自動的に作成されます。JDeveloperを使用して、Service BusプロジェクトのPOMファイルを手動で作成することもできます。

JDeveloperでService BusプロジェクトのPOMファイルを生成するには:




	アプリケーション・ナビゲータで、プロジェクトを右クリックして「新規」をポイントし、「ギャラリから」を選択します。
	「新規ギャラリ」ダイアログの下の「一般」カテゴリで、「Maven」を選択します。
	「アイテム」の下で「プロジェクトのMaven POM」を選択して「OK」をクリックします。
	POMファイルの名前とそのPOMファイルが配置されるディレクトリを入力します。
	プロジェクトの一意のグループID、アーティファクトIDおよびバージョンを入力します。

これらの値は、<groupId>:<artifactId>:<version>の形式で完全修飾されたアーティファクト名です。




	プロジェクトの説明を入力します。
	「パッケージ化」フィールドで「sbar」を選択します。
	要件に応じて、「このPOMをプロジェクトのデフォルトとして使用」を選択または選択解除します。
	「OK」をクリックします。








60.3.2 ArchetypeからService BusプロジェクトのPOMファイルを生成する方法


JDeveloperで、またはコマンド行から、Service BusプロジェクトのArchetypeからのプロジェクトのPOMファイルを生成できます。Archetypeは、Mavenプロジェクトを作成するためのテンプレートです。





60.3.2.1 JDeveloperでのArchetypeからのService BusプロジェクトのPOMファイルの作成



JDeveloperでArchetypeからのService BusプロジェクトのPOMファイルを生成するには:




	アプリケーション・ナビゲータで、プロジェクトを右クリックして「新規」をポイントし、「ギャラリから」を選択します。
	「新規ギャラリ」ダイアログの下の「一般」カテゴリで、「Maven」を選択します。
	「アイテム」の下で「Archetypeからの生成」を選択して「OK」をクリックします。

「Archetypeからのプロジェクトの作成」ダイアログが表示されます。




	プロジェクトの一意のグループID、アーティファクトIDおよびバージョンを入力します。

これらの値は、<groupId>:<artifactId>:<version>の形式で完全修飾されたアーティファクト名です。

このダイアログのプロパティの詳細は、オンライン・ヘルプおよび「POMファイルの生成のためのパラメータ」を参照してください。これらはarchetypeグループおよびアーティファクトIDではないことに注意してください。




	デフォルトのパッケージ名、およびプロジェクトを格納するディレクトリを入力します。
	「Maven Archetype」フィールドで「参照」アイコンをクリックし、oracle-servicebus-project archetypeを見つけて選択します。

Archetypeの検索については、『Oracle JDeveloperによるアプリケーションの開発』のMavenプロジェクトを使用してMaven Archetypesを作成する方法に関する項を参照してください。




	完了したら、「Archetypeからのプロジェクトの作成」ダイアログの「終了」をクリックします。








60.3.2.2 コマンド行を使用したArchetypeからのService BusプロジェクトのPOMファイルの生成



コマンド行を使用してArchetypeからService BusプロジェクトのPOMファイルを生成するには:




	POMファイルを作成するService Busプロジェクトのディレクトリから、次のコマンドを実行します。


mvn archetype:generate 
 -DarchetypeGroupId=com.oracle.servicebus.archetype
 -DarchetypeArtifactId=oracle-servicebus-project
 -DarchetypeVersion=12.2.1-0-0 
 -DarchetypeRepository=Repository_Home
 -DgroupId=Group_ID
 -DartifactId=Artifact_ID
 -Dversion=1.0-SNAPSHOT


説明:

	
Repository_Homeは、使用するMavenリポジトリへのパスです。パスを入力するかわりに、単純に「local」と入力することもできます。これにより、Mavenが他のリポジトリを検索しなくなるため、より効率的になります。


	
Group_IDは、構築するプロジェクトの一意の識別名です。


	
Artifact_IDは、プロジェクトのアーティファクトが生成される、現在のディレクトリ内のサブディレクトリの名前です。




このコマンドのパラメータの詳細は、「POMファイルの生成のためのパラメータ」を参照してください。




	コマンド行でプロパティ構成の確認を求められたら、Yを入力して確定するかNを入力して取り消します。[Enter]キーを押します。

コマンドを実行したディレクトリのアーティファクトIDで指定されたサブディレクトリに、POMファイルが生成されます。














60.3.3 ArchetypeからService Busシステム・リソースのPOMファイルを生成する方法


JDeveloperで、またはコマンド行から、Service BusシステムのArchetypeからのService Busシステム・リソースのPOMファイルを生成できます。Archetypeは、Mavenプロジェクトを作成するためのテンプレートです。





60.3.3.1 JDeveloperでのArchetypeからのService Busシステム・リソースのPOMファイルの生成



JDeveloperでArchetypeからのService Busシステム・リソースのPOMファイルを生成するには:




	アプリケーション・ナビゲータで、システム・リソースが含まれるプロジェクトを右クリックして「新規」をポイントし、「ギャラリから」を選択します。


注意:

Service Busシステム・リソースでは、JDeveloperでの場所が「アプリケーション・リソース」の「Service Busシステム・リソース」になる場合があります。






	「新規ギャラリ」ダイアログの下の「一般」カテゴリで、「Maven」を選択します。
	「アイテム」の下で「Archetypeからの生成」を選択して「OK」をクリックします。

「Archetypeからのプロジェクトの作成」ダイアログが表示されます。




	プロジェクトの一意のグループID、アーティファクトIDおよびバージョンを入力します。

これらの値は、<groupId>:<artifactId>:<version>の形式で完全修飾されたアーティファクト名です。

このダイアログのプロパティの詳細は、オンライン・ヘルプおよび「POMファイルの生成のためのパラメータ」を参照してください。これらはarchetypeグループおよびアーティファクトIDではないことに注意してください。




	デフォルトのパッケージ名、およびプロジェクトを格納するディレクトリを入力します。
	「Maven Archetype」フィールドで「参照」アイコンをクリックし、oracle-servicebus-system archetypeを見つけて選択します。

Archetypeの検索については、『Oracle JDeveloperによるアプリケーションの開発』のMavenプロジェクトを使用してMaven Archetypesを作成する方法に関する項を参照してください。




	完了したら、「Archetypeからのプロジェクトの作成」ダイアログの「終了」をクリックします。








60.3.3.2 コマンド行からのService Busシステム・リソースのPOMファイルの生成



コマンド行からService Busシステム・リソースのPOMファイルを生成するには:




	Service Busシステム・リソースが存在するディレクトリから、次のコマンドを実行します。


mvn archetype:generate 
 -DarchetypeGroupId=com.oracle.servicebus.archetype
 -DarchetypeArtifactId=oracle-servicebus-system
 -DarchetypeVersion=12.2.1-0-0 
 -DarchetypeRepository=Repository_Home
 -DgroupId=Group_ID
 -DartifactId=Artifact_ID
 -Dversion=1.0-SNAPSHOT


説明:

	
Repository_Homeは、使用するMavenリポジトリへのパスです。パスを入力するかわりに、単純に「local」と入力することもできます。これにより、Mavenが他のリポジトリを検索しなくなるため、より効率的になります。


	
Group_IDは、構築するプロジェクトの一意の識別名です。


	
Artifact_IDは、プロジェクトのアーティファクトが生成される、現在のディレクトリ内のサブディレクトリの名前です。




これらのパラメータの詳細は、「POMファイルの生成のためのパラメータ」を参照してください。




	コマンド行でプロパティ構成の確認を求められたら、Yを入力して確定するかNを入力して取り消します。[Enter]キーを押します。

コマンドを実行したディレクトリのアーティファクトIDで指定されたサブディレクトリに、POMファイルが生成されます。














60.3.4 POMファイルの生成のためのパラメータ



コマンド行からPOMファイルを生成する場合、次のパラメータを使用してプロジェクトを構成します。





	パラメータ	説明
	
archetypeGroupId

	
使用するArchetypeのグループID。Service Busの場合はcom.oracle.servicebus.archetype。


	
archetypeArtifactId

	
使用するArchetypeのアーティファクトID。Service Busプロジェクトの場合はoracle-servicebus-project。Service Busシステム・リソースの場合はoracle-servicebus-system。


	
archetypeVersion

	
使用するArchetypeのバージョン。現行バージョンは12.2.1-0-0。


	
archetypeRepository

	
使用するMavenリポジトリ。


	
groupId

	
構築するプロジェクトのグループID。


	
artifactId

	
構築するプロジェクトのアーティファクトID。


	
version

	
構築するプロジェクトのバージョン














60.4 Service Bus開発Mavenプラグインのゴール


Oracle Service Bus開発Mavenプラグインでは、次の項で説明するService Bus固有の2つのゴールを提供します。

	
package: Service Busプロジェクト・リソースを配布可能な形式のsbar (Service Busアーカイブ・ファイル)でパッケージ化します。


	
deploy: Service Busプロジェクトおよびアプリケーションを実行中のサーバーにデプロイします。このゴールは、SBAR形式のファイルをサポートします。








60.4.1 パッケージ



完全な名前

com.oracle.servicebus.plugin:oracle-servicebus-plugin:package

説明

packageゴールは、POMファイルに関連付けられたリソースから構成JARファイルを作成し、そのリソースを.sbarファイルと呼ばれるService Bus固有のアーカイブ・ファイルにパッケージ化します。デフォルトでMavenプラグインは、パッケージ化されるリソースはプロジェクト・リソースであることを前提としていますが、Service Busアプリケーションにはプロジェクト間で共有されているシステム・リソースも含めることができます。システム・リソースはプロジェクト・リソースとは異なる方法でパッケージ化されるため、システム・リソースをパッケージ化する場合は、systemフラグをtrueに設定する必要があります。

Mavenプラグインはオフライン・エクスポート(構成JAR)ツールを使用してService Busリソースをパッケージ化します。エクスポート・ツールによって作成された一時ファイルは、project/.data/maven/configjarに置かれます。エクスポート・ツールの設定は、Mavenプロジェクト・コンテキストから導出されます。プロジェクト・リソースをパッケージ化する場合、Service Busはプロジェクト・レベルでエクスポートを実行します。システム・リソースをパッケージ化する場合、Service Busはリソース・レベルでエクスポートを実行します。デフォルトの拡張子マッピングが使用されます。詳細は、「Service Bus構成のオフラインでのエクスポート」を参照してください。エクスポート・ツールはProject_Home/.maven/configjar/configjar.logにあるログ・ファイルに情報を書き込みます。

Service Busリソースを含むディレクトリには、多くの場合、生成済パッケージから除外したい追加のファイルが含まれています。たとえば、バージョニング・システムで使用するメタデータ・ファイルを除外できます。SBARファイルの生成時にこれらのファイルが含まれないように、除外リストを定義できます。デフォルトでは、servicebus.sboverview、pom.xml、.settings/および.data/のファイルおよびフォルダがプロジェクトのArchetypeから除外されます。システムのArchetypeの場合、pom.xmlおよび.data/が除外されます。

パッケージング中に発生する検証エラーは報告されず、検証エラーが発生しても、パッケージ化は失敗しません。

パラメータ

パッケージ処理をカスタマイズするには、次のパラメータを使用します。





表60-2 servicebus:packageゴールのパラメータ

	名前	タイプ	説明
	
oracleHome

	
java.lang.String

	
Oracle Fusion Middlewareホーム・ディレクトリの場所を指定します。この値は、式として指定できます。


	
system

	
java.lang.Boolean

	
パッケージング化されるリソースが、Service Busアプリケーション内で複数のプロジェクトに共有されているシステム・リソースかどうかを指定します。デフォルト値はfalseです。システム・リソースをパッケージ化する場合は、この値をtrueに設定する必要があります。


	
excludes

	
String[]

	
プロジェクトから除外するファイルのリストを指定します。バージョニング・システムのファイルなどを除外する場合に使用します。












60.4.2 デプロイ



完全な名前

com.oracle.servicebus.plugin:oracle-servicebus-plugin:deploy

説明

deployゴールは、Service Busプロジェクトを、実行中のサーバーにデプロイします。このゴールは、Service Busデプロイメント形式のSBARをサポートします。これは、ローカル・サーバー・インストールを必要としません。デフォルトでは、プロジェクトをデプロイしても、環境値に更新は適用されません。環境値を更新する場合は、新しい環境値を持つ構成ファイルを作成し、deployの実行時にその構成ファイルを指定できます。

各デプロイメントで、新しいセッションが作成され、次の形式で名前が付けられます。


Service_Bus_Maven-artifactId-currentTime


現在の時刻は、ミリ秒単位まで設定されます。

Service BusプロジェクトをMavenを使用してパッケージ化すると、Service Busによって構成JARファイルが生成され、これは、deployゴールを使用して実行中のサーバーにデプロイできます。Service Busではデフォルトのインポート・プランを使用しますが、これには依存関係が含まれ、環境変数、セキュリティ設定または資格証明は保持されません。

リソースのインポートに失敗すると、情報がログに記録され、ゴールの実行は失敗します。すべてのリソースのインポートに成功し、構成ファイルを指定した場合、Service Busは新しい環境変数を適用します。デプロイメントが正常に完了すると(つまり、リソースで競合が一切ない場合)、Service Busによってセッションがアクティブ化されます。失敗や競合があった場合、Service Busは変更のアクティブ化や新しい環境変数の適用を行いませんが、セッションは保持されるため、失敗を調査できます。

パラメータ

デプロイメント処理をカスタマイズするには、次のパラメータを使用します。式を使用して、任意のパラメータを指定できます。





表60-3 servicebus:deployゴールのパラメータ

	名前	タイプ	説明
	
oracleServerUrl

	
java.lang.String

	
管理サーバーがリスニングするアドレスとポートを指定します。

デフォルト値: t3://localhost:7001


	
oracleUsername

	
java.lang.String

	
管理ユーザー名を指定します。


	
oraclePassword

	
java.lang.String

	
管理パスワードを指定します。


	
customization

	
java.io.File

	
Service Busアーカイブをデプロイしている環境の環境値を更新する、Service Bus構成ファイルの場所および名前を指定します。














60.5 Oracle Service Bus開発MavenプラグインPOMファイルのサンプル


Service Busには、Service Busアプリケーション向け、Service Busプロジェクト向け、Service Busシステム・リソース向けの3つの異なるタイプのPOMファイルがあります。


例 - Service BusアプリケーションのPOMファイル

Service BusアプリケーションのPOMファイルの例を次に示します。これは、個別のプロジェクトPOMファイルではなく、単一のPOMファイルに対するMavenの実行が可能となる、アプリケーションでコンパイルするすべてのプロジェクトをリストした集約ファイルです。Mavenは、アプリケーションPOMファイルにリストされた順序で、モジュールを実行します。


<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<project xsi:schemaLocation="http://maven.apache.org/POM/4.0.0
 http://maven.apache.org/maven-v4_0_0.xsd"
 xmlns="http://maven.apache.org/POM/4.0.0"
 xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance">
    <modelVersion>4.0.0</modelVersion>
 
    <groupId>OrdersAndPayments</groupId>
    <artifactId>OrdersAndPayments</artifactId>
    <version>1.0-SNAPSHOT</version>
 
    <packaging>pom</packaging>
 
    <modules>
        <module>System</module>
        <module>Orders</module>
        <module>Payments</module>
    </modules>
 
</project>


例 - Service BusプロジェクトのPOMファイル

Service BusプロジェクトのPOMファイルの例を次に示します。このファイルは、Mavenリポジトリの親POM project-12.2.1から継承します。継承によって、プロジェクトのPOMファイルはさらに合理化されます。

Systemは、Service Busでシステム・リソースのために予約されたプロジェクト名です。これは、プロジェクトArchetypeを使用するときにアーティファクトIDとして使用しないでください。


<project xsi:schemaLocation="http://maven.apache.org/POM/4.0.0
 http://maven.apache.org/maven-v4_0_0.xsd" 
 xmlns="http://maven.apache.org/POM/4.0.0" 
 xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance">
    <modelVersion>4.0.0</modelVersion>
 
    <parent>
        <groupId>com.oracle.servicebus</groupId>
        <artifactId>project</artifactId>
        <version>12.2.1.0.0</version>
    </parent>
 
    <groupId>OrdersAndPayments</groupId>
    <artifactId>Orders</artifactId>
    <version>1.0-SNAPSHOT</version>
 
    <packaging>sbar</packaging>
 
    <dependencies>
        <dependency>
            <groupId>OrdersAndPayments</groupId>
            <artifactId>System</artifactId>
            <version>1.0-SNAPSHOT</version>
        </dependency>
    </dependencies>
 
</project>


例 - Service Busシステム・リソースのPOMファイル

Service Busシステム・リソースのPOMファイルの例を次に示します。このファイルは、Mavenリポジトリの親POM system-12.2.1から継承します。継承によって、システム・リソースのPOMファイルはさらに合理化されます。

Systemは、Service Busでシステム・リソースのために予約されたプロジェクト名です。システムArchetypeを使用するときは、アーティファクトIDをSystemにする必要があります。


<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<project xsi:schemaLocation="http://maven.apache.org/POM/4.0.0 
 http://maven.apache.org/maven-v4_0_0.xsd" 
 xmlns="http://maven.apache.org/POM/4.0.0" 
 xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance">
    <modelVersion>4.0.0</modelVersion>
 
    <parent>
        <groupId>com.oracle.servicebus</groupId>
        <artifactId>system</artifactId>
        <version>12.2.1.0.0</version>
    </parent>
 
    <groupId>OrdersAndPayments</groupId>
    <artifactId>System</artifactId>
    <version>1.0</version>
 
    <packaging>sbar</packaging>
 
</project>













第VI部 カスタム・トランスポート・プロバイダの作成


ここでは、Service Bus Transport SDKについて説明します。このSDKは、Service Busで新しいカスタム・トランスポート・プロバイダを設計し、作成してデプロイすることを目的とする、経験豊かなJava開発者を対象としています。 トランスポートSDKのドキュメントでは、Webサービス・テクノロジ、Service Bus、Service Busで使用予定のトランスポート・プロトコル、そしてWebLogic Serverに関する深い知識があることを前提としています。

この部は、次の章で構成されています。

	
カスタム・トランスポート・プロバイダについて


	
カスタム・トランスポート・プロバイダの開発


	
JDeveloper用のカスタム・トランスポート・プロバイダの開発


	
カスタム・トランスポート・プロバイダのパッケージ化とデプロイ


	
サンプル・ソケット・トランスポート・プロバイダの作成




カスタム・トランスポート・プロバイダのAPIおよび処理の詳細は、次の付録を参照してください。

	
トランスポートSDKのインタフェースおよびクラス


	
トランスポートSDK UMLシーケンス・ダイアグラム












C Oracle Service Bus API


この付録では、リソースの更新とカスタマイズ、リソースのデプロイメントおよびそれらのリソースのランタイムでの管理とモニターのためのService Bus APIの概要を説明します。Service Busでは、リソースのカスタマイズ、モニター・データへの外部アクセスおよびデプロイメントを可能にするAPIを公開しています。

この付録の内容は次のとおりです。

	
リソースの更新とカスタマイズ


	
管理およびモニター


	
デプロイメント




Oracle Service Bus APIのJavadocは、Oracle Service Bus Java APIリファレンスで提供されています。





C.1 リソースの更新とカスタマイズ


プログラムのインタフェースを使用して、サービス定義、WSDLドキュメント、スキーマ、XQueryなどの設計時リソースをカスタマイズできるように様々なAPIが公開されています。

サポートAPIにより、リソース、フォルダ、およびプロジェクトの移動、名前変更、クローン作成、削除に加え、リソースが含まれているZIPファイルをロードすることもできます。一般的な使用例として、プロトタイプとなるプロキシ・サービスから複数のコピーを作成し、各コピーをプログラムによって変更することがあげられます。

デプロイメント時に様々なカスタマイズ・オプションを適用できます。たとえば、環境変数を使用すると、別の環境に移行する際に設定を保持したり調整することができます。

次のAPIを使用できます。

	
ProxyServiceConfigurationMBean: プロキシ・サービスの有効化と無効化およびプロキシ・サービスのモニターの有効化と無効化


	
BusinessServiceConfigurationMBean: ビジネス・サービス、ビジネス・サービスのモニター、スロットル、オフラインURIおよび結果キャッシュのモニターの有効化と無効化、およびUDDIレジストリからのサービスのデタッチ


	
PipelineServiceConfigurationMBean: パイプラインのパイプライン・アラートおよびSLAアラートの有効化と無効化


	
CommonServiceConfigurationMBean: ビジネス・サービスまたはプロキシ・サービスの有効化と無効化、およびメッセージ・トレースの有効化と無効化


	
FlowServiceConfigurationMBean: SLAアラートおよび分割結合のモニターの有効化と無効化、


	
ALSBConfigurationMBean:次のタスクの実行によるService Busドメイン内のリソースの管理

	
Queryリソース、エクスポート・リソース、およびインポート・リソース


	
検証エラーの取得


	
環境値の取得と設定


	
リソース内の参照の新しい参照への変更


	
リソースの移動、名前変更、クローン作成、および削除





	
ResultCacheRuntimeMBean: 単一エントリの削除、および特定のビジネス・サービスに属する全エントリの削除による結果キャッシュの管理。


	
Customization: 次のタスクの実行によるService Busランタイムのカスタマイズ

	
環境値の検索と置換


	
環境値の割当て


	
リソース内の参照の別の参照へのマップ













C.2 管理およびモニター


Oracle Service BusのJMXモニタリングAPIは、モニター・データへの外部アクセスを提供します。

実装には、Java Management Extensions (JMX)テクノロジが使用されています。ドメイン内のService Busリソースは、JMXの管理対象Bean (MBean)を使用して管理機能を公開します。MBeanは、JMX仕様に従って開発されたJavaの具象クラスです。

詳細は、『Oracle Service Busの管理』のJMXモニターAPIに関する項を参照してください。







C.3 デプロイメント


Service Bus MBeansをJavaプログラムおよびWLSTスクリプトで使用すると、開発環境からテスト環境、ステージング環境を経て、最終的に本番環境に至るまで、Service Bus構成のプロモーションを自動化できます。

デプロイメント時に様々なカスタマイズ・オプションを適用できます。たとえば、環境変数の拡張リストを使用すると、別の環境に移行する際に設定を保持したり調整することができます。

詳細は、『Oracle Service Busの管理』のデプロイメントAPIの使用に関する項を参照してください。











39 カスタム・トランスポート・プロバイダについて


この章では、Service Busサービスで使用するカスタム・トランスポート・プロバイダを開発する際の概念、機能および設計上の考慮事項について説明します。開発作業を綿密に計画すると、カスタム・トランスポート・プロバイダの開発に要する時間と労力を大幅に削減できます。

この章の内容は次のとおりです。

	
トランスポート・プロバイダの概要


	
トランスポートSDKの概要


	
カスタム・トランスポート・プロバイダの開発の必要性


	
トランスポート・プロバイダのコンポーネント


	
トランザクション・モデル


	
トランスポートSDKセキュリティ・モデル


	
トランスポートSDKおよびスレッド・モデル


	
メッセージ・コンテンツの設計








39.1 トランスポート・プロバイダの概要


トランスポート・プロバイダは、トランスポート・ソフトウェア開発キット(SDK)のインタフェースを実装し、Service Busとメッセージを送受信するメカニズムとの橋渡しをします。

このようなメカニズムには、HTTPなどの特定の転送プロトコルのみでなく、ファイルや電子メール・メッセージなど、他のエンティティが含まれる場合もあります。トランスポート・プロバイダは、トランスポート・エンドポイント(メッセージの送信元または送信先となるリソース)のライフ・サイクルおよび実行時の動作を管理します。

クライアントは、特定の転送プロトコルを使用してService Busにメッセージを送信します。トランスポート・プロバイダは、インバウンド・メッセージを処理します。サービス・クライアント・エンドポイントとの通信を処理し、Service Busへのメッセージのエントリ・ポイントとして機能します。バインディング・レイヤーは、メッセージの圧縮と解凍、メッセージのセキュリティ処理、パイプラインへのメッセージの引渡しを行います。Service Busを介したメッセージの基本的な流れについては、図1-3を参照してください。


ヒント:

Service Busのメッセージ・ブローカリングおよびトランスポート・レイヤーの役割の詳細は、「Oracle Service Busについて」を参照してください。Service Busを介したメッセージ・フローについてのより詳細なシーケンス・ダイアグラムは、「トランスポートSDKのUMLシーケンス・ダイアグラム」を参照してください。



デフォルトでは、Service Busには、HTTP、JMS、ファイル、FTPなど、一般的に使用されている複数の転送プロトコルをサポートするトランスポート・プロバイダが用意されています。これらのネイティブなプロバイダを使用して、前述の一般的な転送プロトコルを必要とするプロキシ・サービスおよびビジネス・サービスを構成できます。


ヒント:

ネイティブのトランスポート・プロバイダの使用および構成の詳細は、「JCAアダプタ、トランスポートおよびバインドの操作」を参照してください。









39.2 トランスポートSDKの概要


Service Busのメッセージ処理は、メッセージの送受信方法とは関係なく行われます。トランスポートSDKは、Service Busと、Service Busで送受信されるデータ・フローを扱うコンポーネントの間に抽象化レイヤーを提供します。この抽象化レイヤーがあることで、一意の転送プロトコルを扱うための新しいトランスポート・プロバイダを設計および開発できます。

SDKは、Service Busの他の部分から次を抽象化します。

	
特定のトランスポート・バインディングの処理。


	
サービス・エンドポイントのトランスポート・バインディングへのデプロイ。エンドポイントではメッセージの送信も受信も行うことができます。


	
モニター情報の収集。


	
エンドポイントの管理(中断と再開操作の実行および接続プロパティの設定など)。


	
サービス・レベル・アグリーメント(SLA)動作の適用(接続のタイム・アウトなど)。








39.2.1 トランスポートSDKの機能


この項では、トランスポートSDKの主要な機能について説明します。

	
インバウンド・メッセージおよびアウトバウンド・メッセージの処理


	
トランスポート関連のアーティファクトのデプロイ


	
メッセージの非同期的な処理








39.2.1.1 インバウンド・メッセージおよびアウトバウンド・メッセージの処理


トランスポートSDKを使用して開発されたトランスポート・プロバイダは、次のようにインバウンド・メッセージおよびアウトバウンド・メッセージを処理します。

	
通常、インバウンド・メッセージは、HTTPクライアントなどの外部ソースからService Busに送信されます。ペイロードおよびトランスポート・レベル・ヘッダーがある場合、トランスポートSDKは、それらを汎用的なデータ構造にパッケージ化します。その後、トランスポートSDKは、汎用フォーマットでService Busパイプラインにメッセージを渡します。


	
アウトバウンド・メッセージは、Service Busのビジネス・サービスから発信され、WebサービスまたはJMSキューなどの外部で管理されているエンドポイントに送信されます。トランスポートSDKは、Service Busパイプラインから汎用的なデータ構造を受け取り、対応するトランスポート固有のヘッダーおよびペイロードに変換し、外部システムに送信します。




トランスポートSDKは、アウトバウンド・メッセージおよびインバウンド・メッセージを個別に処理します。インバウンド・メッセージを1つの転送プロトコルにバインドし、アウトバウンド・エンドポイントで異なる転送プロトコルにバインドすることもできます。







39.2.1.2 トランスポート関連のアーティファクトのデプロイ


一部のトランスポートでは、アーティファクトをOracle WebLogic Serverにデプロイする必要があります。たとえば、JMSプロキシ・サービスは、メッセージ駆動型Beanとして実装されます。このアーティファクト、EARファイルは、新しいJMSプロキシ・サービスを登録する際にデプロイする必要があります。同様に、EJBトランスポート・プロバイダではEARファイルを使用しますが、これは新しいEJBビジネス・サービスを登録する際にデプロイする必要があります。サービス登録の一環としてキューおよびトピックを作成することがあるJMSトランスポートなどのように、その他のタイプのアーティファクトのデプロイが必要になる場合があります。SDKにより、これらのアーティファクトをサポートし、Oracle WebLogic Serverのデプロイメント・サイクルに参加できます。これらのアーティファクト・ファイルのいずれかのデプロイメントが失敗した場合、Service Busのセッションに通知され、デプロイメントはキャンセルされます。SDKのこの機能により、サービスを最小単位で作成できます。一部が失敗が発生した場合、セッションは以前の状態に戻ります。


注意:

Oracle WebLogic Serverのデプロイメント・サイクルに参加するには、トランスポート・プロバイダがTransportWLSArtifactDeployerインタフェースを実装している必要があります。この方法の第一の利点は、最小単位でOracle WebLogic Serverをデプロイできる点であり、必要に応じてロールバックすることもできます。このインタフェースの詳細は、「汎用インタフェースのサマリー」および「TransportWLSArtifactDeployerの実装が適している場合」を参照してください。









39.2.1.3 メッセージの非同期的な処理


メッセージを処理する際、サーバーで動作するスレッド数には制限があるため、非同期的に行うことが重要です。この機能により、多数のメッセージを処理できるようにService Busを拡張できます。リクエストが処理されると、スレッドは解放されます。ビジネス・サービスが応答を受信すると(または、一方向の場合は要求を処理し終えると)、コールバックによってService Busに非同期的に通知します。

詳細は、「同期トランザクションのサポート」および「トランスポートSDKおよびスレッド・モデル」を参照してください。









39.2.2 トランスポート・プロバイダのモード


トランスポートSDKを使用して、インバウンド・プロパティのモードおよびアウトバウンド・プロパティのモードを実装できます。これらの接続モードおよびエンドポイント・モードは、トランスポート・プロバイダのXMLスキーマ定義(XSD)ファイルで指定します。このファイルの詳細は、「ステップ3. トランスポート固有のアーティファクトのXMLスキーマ・ファイルの作成」を参照してください。このスキーマは、Service Busパイプラインでフィルタ処理およびルーティングを行う際に使用できます。







39.2.3 関連機能


この項では、トランスポート・マネージャによって提供される関連機能について示します。トランスポート・マネージャは、様々なトランスポート・プロバイダの管理、エンドポイントの登録、制御、インバウンド・メッセージとアウトバウンド・メッセージの処理、およびその他の機能を一元化するための主要ポイントとなります。これらの機能は、トランスポート・プロバイダによる特定のサポートを必要としません。

	
ロード・バランシング


	
モニターおよびメトリック








39.2.3.1 ロード・バランシング


トランスポートSDKは、アウトバウンド・メッセージのロード・バランシングおよびフェイルオーバーをサポートします。次のロード・バランシング・オプションがサポートされています。

	
なし: アウトバウンド・リクエストごとに、トランスポート・プロバイダが、URIが記載されているリストを巡回し、送信が成功するまで、各URIにメッセージの送信を試みます。


	
ラウンド・ロビン: 「なし」と似ていますが、トランスポート・プロバイダは最後に試行されたURIを追跡します。メッセージが送信されるたびに、プロバイダはリストの最後の位置から開始します。


	
ランダム: トランスポート・プロバイダは、URIが記載されているリストからランダムに試行します。


	
ランダムな重みベース: 各URIは、任意の重みに関連付けられます。アルゴリズムを使用して、この重みに基づいてURIを選択します。










39.2.3.2 モニターおよびメトリック


トランスポート・マネージャが、response-time、message-count、error-count、failover-count、throttling-time、cache-hit-countなどのメトリックのモニターを処理します。











39.3 カスタム・トランスポート・プロバイダの開発の必要性


この項では、カスタム・トランスポート・プロバイダの記述が必要となる基本的な使用例について説明します。

別の方法を選択した方が適切な場合もあります。

	
トランスポートSDKの使用が適している場合


	
別の方法を選択した方が良い場合








39.3.1 トランスポートSDKの使用が適している場合


トランスポートSDKの主要な使用例の1つは、既に内部アプリケーション間の通信に使用している特別なトランスポートをサポートすることです。このようなトランスポートでは、セット・アップされたハンドシェイク、ヘッダー・フィールド、メタデータ、またはトランスポート・レベルのセキュリティに独自の概念が用いられている場合があります。トランスポートSDKを使用して、個々のエンドポイント(インバウンドおよびアウトバウンドのいずれかまたは両方)の構成を可能にするService Busのトランスポートの実装を作成できます。カスタム・トランスポートを実装することで、特別なトランスポートのメタデータおよびヘッダー・フィールドをプロキシ・サービス・パイプラインで使用できるコンテキスト変数にマッピングできます。

信頼性、セキュリティ、パフォーマンス、管理、ユーザー・インタフェースおよびUDDIレジストリの使用のために、トランスポート・プロバイダをService Busのあらゆる側面にシームレスに統合する必要がある場合は、トランスポートSDKを使用してください。トランスポートSDKを使用してカスタム・トランスポートを開発した方が好ましい場合の例を次に示します。

	
カスタム・インタフェースを必要とし、組織の既存のアプリケーションをサポートする、独自開発のトランスポートを使用している場合。


	
CORBAアプリケーションとの通信にCORBAまたはIIOPプロトコルを使用している場合。


	
IMSおよびMainframeなど、その他のレガシー・システムを使用している場合。


	
既存のトランスポートでバリエーションを使用する場合。


	
LLP、AS3、およびACCORDなどの業界固有のトランスポートを使用している場合。




また、トランスポートSDKを使用して、Service Busで提供される既存のトランスポートの1つで特別なプロトコルをサポートできます。この例には、次のサポートが含まれます。

	
HTTPを介した、解析済またはバイナリのXMLで構成されたメッセージ。


	
HTTPを介したWS-RMまたは新しいWebサービス標準。


	
JMSを介したリクエスト/レスポンス・メッセージ。ただし、Service BusのJMSトランスポートでサポートされている2つのパターンのいずれとも異なるレスポンス・パターンを持つもの(たとえば、メッセージ・コンテキストで定義されているレスポンス・キューなど)。










39.3.2 別の方法を選択した方が良い場合


トランスポートSDKを使用して新しいService Busトランスポート・プロバイダを作成する場合、多大な労力が必要となることがあります。トランスポートSDKは、カスタム・トランスポートが、Service Busにネイティブに付属するトランスポートの利便性と機能をすべて活用できるようにするために、多彩な機能をすべて備えた環境を提供します。ただし、このような多彩な機能を持ったカスタム・トランスポートは複雑になります。場合によっては、より簡単な別の方法を検討することをお薦めします。

既存のプロトコルを介して送受信される、異なるフォーマットのメッセージをサポートするためだけに拡張機能が必要な場合は、既存のトランスポートおよびJavaコールアウトを使用してメッセージを変換できる場合があります。たとえば、標準のJMSプロトコルを介して送信される(ASN.1またはシリアライズされたJavaオブジェクトなどの)特別なバイナリ・フォーマットを使用しているとします。この場合、サービスのタイプがバイナリの入出力メッセージを使用するメッセージング・サービスである、標準のJMSトランスポートを使用したサービスを定義することも検討できます。次に、パイプラインでメッセージ・コンテンツが必要な場合は、Javaコールアウト・アクションを使用してメッセージをXMLに変換したりXMLから変換したりできます。Javaコールアウトの使用の詳細は、「JavaコールアウトおよびPOJOの使用方法」を参照してください。

トランスポートSDKを使用してカスタム・トランスポート・プロバイダを開発することが最適とは言えないその他の例を次に示します。

	
既存のOracleソリューション(Oracle WebLogic Server、Oracle WebLogic Integration、Oracle Data Service Integrator、Oracle Business Process Management、Oracle Tuxedo、Oracle WebLogic Portalなど)をService Busと組み合せることにより、トランスポートの要件を満たす場合。


	
サービス有効化ツールを使用することによって、SOA方式を実装するためのより簡略な標準ベースのメカニズムが提供される場合。


	
(Service Busで動作確認されている)別の接続ソリューション(iWayアダプタ、Cyclone B2Bなど)でも要件に対応できる場合。


	
ある種の簡単なJava機能を抽象化する手段として、EJBを代用できる場合。












39.4 トランスポート・プロバイダのコンポーネント


通常、カスタム・トランスポート・プロバイダは設計時部分と実行時部分から構成されています。設計時部分では、トランスポート・プロバイダへのエンドポイントの登録を行います。この構成動作は、UIインタフェースの実装によって実行されます。実行時部分では、メッセージの送受信のメカニズムを実装します。

新しいカスタム・トランスポート・プロバイダを開発する場合は、SDKによって提供される多数のインタフェースを実装する必要があります。この項では、SDKの設計時部分および実行時部分の構成をモデル化したUMLダイアグラムを示します。


ヒント:

Service Busでは、TransportProviderインタフェースの実装は、トランスポート・プロトコル固有の構成プロパティおよび実行時プロパティの集中的な管理ポイントとなります。サポートされているプロトコルごとに、TransportProviderオブジェクトの単一のインスタンスが存在します。たとえば、HTTPトランスポート・プロバイダ、JMSトランスポート・プロバイダ、およびその他のトランスポート・プロバイダに、それぞれ単一のインスタンスが存在します。



必要なインタフェースのリストは、「カスタム・トランスポート・プロバイダの開発」を参照してください。トランスポートSDKによって提供されるインタフェースおよびクラスの概要については、「トランスポートSDKのインタフェースおよびクラス」を参照してください。詳細は、「Oracle Service Bus Java APIリファレンス」を参照してください。





39.4.1 設計時のコンポーネント


カスタム・トランスポート・プロバイダの設計時部分はユーザー・インタフェースの構成で成り立っています。この構成は、新しいビジネス・サービスまたはプロキシ・サービスが登録される際に、Oracle Service BusコンソールまたはIDEによって呼び出されます。図39-1に、トランスポート・プロバイダの設計時部分の構造を説明したUMLダイアグラムを示します。ダイアグラムでは次のインタフェースについて説明しています。

	
TransportManager: 転送プロバイダはこのインタフェースを介して転送マネージャと通信します。実装は公開されていません。


	
TransportProvider: サード・パーティはこのインタフェースを実装する必要があります。TransportProviderは、TransportEndpointオブジェクトを追跡し、また、エンドポイントのライフ・サイクルも管理します。たとえば、トランスポート・エンドポイントは中断できますが、これはTransportProviderインタフェースを介して管理されます。


	
TransportUIBinding: このインタフェースは、Oracle Service Busコンソールがトランスポート固有のページを表示する際に役立ちます。





図39-1 設計時のUMLダイアグラム

[image: 図39-1の説明が続きます]




注意:

各トランスポート・エンドポイントの構成は、任意のトランスポート・プロバイダのすべてのエンドポイントに対して汎用なプロパティ(URIなど)と、そのプロバイダのエンドポイントだけに固有のプロパティとで構成されます。図39-2は、共有のエンドポイント構成プロパティと転送プロバイダ固有の構成プロパティの関係を示しています。詳細は、「トランスポート・エンドポイントのプロパティの概要」を参照してください。




図39-2 EndPointConfigurationのプロパティ

[image: 図39-2の説明が続きます]








39.4.2 実行時のコンポーネント


カスタム・トランスポート・プロバイダの実行時部分は、メッセージを受信し、これをService Busランタイムに配信します。また、Service Busランタイムから外部サービスにアウトバウンド・メッセージを配信します。

実行時フレームワークでは、トランスポート・プロバイダは、トランスポート・マネージャを呼び出してインバウンド・メッセージを受信したことを認識します。トランスポート・メッセージ・コンテキストにはインバウンド・メッセージのヘッダーおよび本文が含まれています。アウトバウンド・メッセージの場合、TransportSendListenerおよびTransportSenderがあります。トランスポート・プロバイダは、メッセージからヘッダーおよび本文を取得します。

図39-1に、トランスポート・プロバイダの実行時部分の構造を説明したUMLダイアグラムを示します。


図39-3 実行時のUMLダイアグラム

[image: 図39-3の説明が続きます]










39.5 トランザクション・モデル


トランスポートSDKを使用して新しいトランスポート・プロバイダを開発する前に、メッセージ・エンドポイントのトランザクション・モデルを検討することが重要です。この項では、Service Busで使用されるトランザクション・モデルおよびそのモデルがトランスポートSDKにどのように関係するかを説明します。

	
トランスポート・エンドポイントのプロパティの概要


	
同期トランザクションのサポート








39.5.1 トランスポート・エンドポイントのプロパティの概要


トランスポート・エンドポイントは、JMSプロキシ・サービスなどのService Busリソースであり、メッセージの送信元または送信先となります。Service Busでは、トランスポート・エンドポイントはプロトコル固有のトランスポート・プロバイダによって管理されます。トランスポート・プロバイダは、トランスポート・エンドポイントのライフ・サイクルおよび実行時動作を管理するプラグイン・オブジェクトです。

Service Busのトランザクション・モデルを理解するには、サービス・トランスポート・エンドポイントのプロパティを確認しておくと役に立ちます。





39.5.1.1 トランザクション対応のエンドポイントとトランザクション非対応のエンドポイント


エンドポイントはトランザクション対応の場合と非対応の場合があります。トランザクション対応のエンドポイントは、メッセージを処理する際に、グローバル・トランザクションのコンテキスト内で開始または追加できます。次の例では、トランザクションのプロパティがエンドポイントによってどのように異なるかを示します。

	
XA接続ファクトリを使用するJMSプロキシ・サービスはトランザクション対応のエンドポイントです。メッセージを受信すると、コンテナは、トランザクションのコンテキスト内でメッセージが処理されるように、トランザクションが開始されたことを確認します。


	
Tuxedoプロキシ・サービスは、トランザクション対応でない場合があります。Tuxedoプロキシ・サービスは、メッセージを受信する前にTuxedoクライアント・アプリケーションによってトランザクションが開始された場合にのみトランザクション対応になります。


	
HTTPクライアントによって呼び出されるHTTPプロキシ・サービスには通常はトランザクションが関連付けられませんが、トランザクションを開始して、そのトランザクションのコンテキストでメッセージ・フローを実行するというオプションをHTTPプロキシ構成で設定できます。










39.5.1.2 サポートされているメッセージ・パターン


任意のエンドポイントで、次のメッセージ・パターンのいずれかを使用できます。

	
一方向: レスポンスを受け取りません。一方向のエンドポイントの例としては、レスポンスを受け取らないJMSプロキシ・サービスがあります。


	
同期: リクエストまたはレスポンスを意味します。この場合、レスポンス・メッセージとリクエスト・メッセージは暗黙的にペアになります。これは、リクエストが出された時点からレスポンスを受け取るまでの間にトランスポート・チャネルで他のトラフィックが発生し得ないためです。ほとんどの場合、同期メッセージは、アウトバウンド・リクエストの呼出しのブロックを意味します。EJBエンドポイントは同期です。HTTPエンドポイントも同期です(レスポンスを受信するまで新しいリクエストは送信できません)。


	
非同期: リクエストおよびレスポンスを意味します。レスポンスは、JMSトランスポートおよびJMSCorrelationIDメッセージ・プロパティによる相関関係などの、トランスポート固有のメカニズムによって要求と関連付けられます。たとえば、リクエストおよびレスポンスを持つJMSビジネス・サービス・エンドポイントは非同期です。












39.5.2 同期トランザクションのサポート


すべてのService Busプロキシ・サービスはトランザクション伝播をサポートします。すなわち、トランザクションが存在していない場合に開始できます。また、アウトバウンド・ビジネス・サービスが非同期の場合でも、オプションとして、レスポンスがそのトランザクションのコンテキストで発生するように保証できます。つまり、非同期パターンを実質的に同期パターンに変換します。アウトバウンド・ビジネス・サービスでは、既存トランザクションの中断など、その他のトランザクション・サポートも提供されます。

同期トランザクション対応トランスポートでは、次の例がサポートされます。

	
使用例1 (応答パイプラインの処理)


	
使用例2 (サービス・コールアウトの処理)


	
使用例3 (トランザクションの中断)


	
使用例4 (複数のURI)








39.5.2.1 使用例1 (レスポンス・パイプラインの処理)


レスポンス・パイプラインの処理が受信トランザクションに含まれるのは、インバウンド・トランスポートが同期トランザクションをサポートする場合、またはトランザクションをレスポンスに伝播するようにプロキシ・サービスを構成する場合です。Service Busは、インバウンド・トランスポートが任意のアウトバウンド・トランスポートとペアになっている場合にこの使用例をサポートします。ただし、次のパラグラフで説明するケースは例外です。

インバウンド・トランスポートが同期トランザクションでアウトバウンド・トランスポートが非同期トランザクションの場合、デッドロック状況が発生します。デッドロックが発生する原因は、トランザクションがコミットされるまではアウトバウンド・リクエストがビジネス・サービスで受信できないにもかかわらず、トランザクションが外部で開始され、Service Busがレスポンスを受け取って制御が戻るまでコミットされないためです。トランスポート・マネージャはこの状況を認識し、ランタイム・エラーをスローしてデッドロックを回避します。たとえば、Tuxedoプロキシ・サービスなどの同期トランザクションのインバウンド・エンドポイントを使用していて、JMSビジネス・サービスなどのようにアウトバウンド・エンドポイントが非同期トランザクションである場合、レスポンスを受信するまでアウトバウンド・リクエストはトランザクションをコミットしません。外部エンティティがリクエストを受け取り、処理するまでは、レスポンスを受信できません。

また、この場合、レスポンス・パイプラインで実行されるパブリッシュ・アクションは、トランザクションの一部として行われます。これはリクエスト・パイプラインで実行されるパブリッシュ・アクションがトランザクションの一部として行われるのと同様です。


注意:

複数のアクションが(リクエスト・パイプラインまたはレスポンス・パイプラインの)トランザクションに参加できます。これには、パブリッシュ・アクション、サービス・コールアウト・アクション、およびレポート・アクションが含まれます。



たとえば、インバウンドTuxedoトランスポートが同期トランザクションの場合、リクエスト・パイプラインおよびレスポンス・パイプラインが完了した場合のみコミットできます。この場合、トランスポート・マネージャは、トランザクション・コンテキストをインバウンド・スレッドからアウトバウンド・スレッドに転送します。レスポンス・スレッドが終了すると、トランザクション・コントロールおよび結果が呼出しクライアントに返されます。







39.5.2.2 使用例2 (サービス・コールアウトの処理)


サービス・コールアウト・パイプライン・アクションを使用すると、パイプラインから別のサービスへのコールアウトを行うことができます。同期トランザクション対応のトランスポートに対しサービス・コールアウト・アクションが実行された場合、「必ず1回」および「ベスト・エフォート」のサービス品質がサポートされます。「必ず1回」では、アウトバウンド・メッセージの送信が開始されるまでは終了エラーが発生しないことを前提として、メッセージがインバウンドからアウトバウンドに1回だけ配信されます「ベスト・エフォート」では、それぞれの送信で独自のトランザクション・コンテキストが定義されます(トランザクション対応のトランスポート方式の場合)。「ベスト・エフォート」が指定されている場合、メッセージングの機能に信頼性はなく、重複するメッセージは除去されませんが、パフォーマンスが最適化されます。詳細は、「TransportOptionsの操作」を参照してください。

同期トランザクション対応のトランスポートへのコールアウトは必要に応じて既存のトランザクションの一部になります。たとえば、グローバル・トランザクション中にリクエスト・パイプラインを実行しいても、サービス・コールアウトはトランザクションへの参加を許可されます。たとえば、EJBサービスへのコールアウトがある場合、必要に応じてサービス品質の値を「必ず1回」に設定することで、サービスがそのトランザクションに参加できます。

サービス・コールアウトの詳細は、「コンソールでのサービス・コールアウト・アクションの追加」を参照してください。







39.5.2.3 使用例3 (トランザクションの中断)


次の条件に当てはまる場合、トランスポート・プロバイダを呼び出してアウトバウンド・リクエストを送信する前に、トランスポート・フレームワークがトランザクションを中断します。

	
アウトバウンド・サービス・エンドポイントがトランザクション対応です。


	
進行中のグローバルXAトランザクションがあります。


	
サービス品質が「ベスト・エフォート」に設定されている場合。




「送信」操作が完了すると、中断されていたトランザクションが再開されます。







39.5.2.4 使用例4 (複数のURI)


任意のアウトバウンド・サービス・エンドポイントに、関連付けられているURIが複数あり、トランザクション対応である場合、フェイルオーバーが発生する場合は、トランザクションの間にのみ発生し、ロールバックのマークは付けられていません。たとえば、URIが呼び出され、サービスがエラーを返した場合、フェイルオーバーは正常にトリガーされます。この場合、トランスポート・フレームワークが、トランザクションにロールバックのマークが付けられていることを検出するため、フレームワークは、別のURIに対しフェイルオーバーを実行しません。











39.6 トランスポートSDKセキュリティ・モデル


トランスポートSDKにより、ユーザーおよびサード・パーティは、Service Busに新しいトランスポートをプラグインできます。Service Busのセキュリティ・モデル内では、トランスポート・プロバイダは信頼性のあるコードと見なされます。セキュリティ・ホールによる潜在的なセキュリティ上の脅威を避けるため、トランスポート・プロバイダの実装は慎重に設計することが重要です。

このドキュメントには、安全なトランスポート・プロバイダを開発する方法についての具体的なガイドラインは含まれていませんが、この項では、あるトランスポートSDKのセキュリティ目標について説明します。





39.6.1 インバウンド・リクエストの認証


トランスポート・プロバイダは、インバウンド認証のメカニズムがそのトランスポートに適しているものはすべて自由に実装できます。例:HTTPトランスポートは次の認証方式をサポートします。

	
HTTP基本認証


	
HTTPヘッダーで送信されるカスタム認証トークン




HTTPSトランスポート・プロバイダは、上記の認証方法の他に、SSLクライアント認証をサポートします。HTTPトランスポート・プロバイダおよびHTTPSトランスポート・プロバイダのどちらも、匿名のクライアント・リクエストをサポートします。

トランスポート・プロバイダは、適用可能な任意のトランスポート・レベル認証スキームを実装します。トランスポート・プロバイダがクライアントを認証する場合、weblogic.security.Security.runAs(subject)のスコープ内でTransportManager.receiveMessage()を呼び出し、Service BusがクライアントのSubjectオブジェクトを使用できるようにする必要があります。このメソッドの詳細は、「Oracle Service Bus Java APIリファレンス」を参照してください。


注意:

JavaのSubjectクラスの詳細は、http://docs.oracle.com/javase/7/docs/api/javax/security/auth/Subject.htmlを参照してください。



プロキシ・サービスは、次のように、このSubjectを使用します。

	
プロキシ・サービスへのアクセス制御中


	
メッセージ・コンテキスト変数$inbound/ctx:security/ctx:transportClient/*へのデータの入力


	
IDの伝播および資格証明マッピングの入力として(メッセージ・レベルのクライアント認証もある場合を除く)




トランスポート・プロバイダが認証をサポートしない、または匿名のリクエストをサポートする場合、リクエストをディスパッチする前に匿名サブジェクトがスレッド上にあることを確認する必要があります。通常、トランスポート・プロバイダは、匿名としてすでに実行しています。そうでない場合、プロバイダは次の呼出しを行う必要があります。


Subject anonymous = SubjectUtils.getAnonymousUser() 
Security.runAs(anonymous, action)


トランスポート・プロバイダは、インバウンド・クライアント認証の構成に必要な、任意のOracle Service Busコンソール構成ページの提供も行います。トランスポート・プロバイダは、インバウンド認証モデルを明確に記録しておく必要があります。







39.6.2 アウトバウンド・リクエストの認証


トランスポート・プロバイダは、アウトバウンド認証スキームがそのトランスポートに適しているものはすべて自由に実装できます。トランスポートSDKには、ユーザー名およびパスワードによるアウトバウンド認証、(双方向) SSLクライアント認証およびJAAS Subject認証を容易に実現するための方法が含まれています。





39.6.2.1 ユーザー名とパスワードによるアウトバウンド認証


Service Busのサービス・アカウントを使用して、ユーザー名およびパスワードによるアウトバウンド認証を実装できます。サービス・アカウントは、最上級で最高位のService Busリソースです。Oracle Service BusコンソールまたはJDeveloperでサービス・アカウントを作成して管理します。トランスポート・プロバイダでは、それぞれのトランスポート固有の構成を自由に設計し、サービス・アカウントへの参照を含めることができます。このようにして、トランスポート・プロバイダは、サービス・アカウントによって提供される資格証明管理メカニズムを利用できます。

トランスポート・プロバイダでは、サービス・アカウントの構成の詳細について懸念する必要はありません。サービス・アカウントのタイプは、次の3つです。

	
静的: 静的なサービス・アカウントは、固定されたユーザー名およびパスワードで構成されます。


	
マップされている: マップされたサービス・アカウントには、リモート・ユーザーおよびリモート・パスワードのリストがローカル・ユーザーからリモート・ユーザーへのマップとともに含まれます。マップされたサービス・アカウントでは、必要に応じて、任意のリモート・ユーザーに匿名サブジェクトをマップできます。


	
パススルー: パススルー・サービス・アカウントは、Service Busクライアントのユーザー名およびパスワードがバックエンドに送信される必要があることを示しています。




アウトバウンド・エンドポイントは、サービス・アカウントへの参照を持つことができます。サービス・アカウントへの参照は、トランスポート固有のエンドポイントの構成に格納する必要があります。プロキシ・サービスが、メッセージをこのアウトバウンド・エンドポイントにルーティングする場合、トランスポート・プロバイダは、サービス・アカウントへの参照をCredentialCallback.getUsernamePasswordCredential(ref)に渡します。Service Busは、サービス・アカウントの構成に応じて、ユーザー名およびパスワードを返します。この方法には、IDの伝播と資格証明マッピングの構成をトランスポート固有の詳細な作業から分離することで、トランスポートSDKを簡素化できるという利点があります。また、この構成の共有も可能になります。複数のエンドポイントが同じサービス・アカウントを参照できます。


注意:

CredentialCallbackオブジェクトは、TransportSender.getCredentialCallback()を呼び出すことによりトランスポート・プロバイダで使用できるようになります。



CredentialCallback.getUsernamePasswordCredential()は、weblogic.security.UsernameAndPasswordインスタンスを返します。これは、ユーザー名およびパスワードを取得するためのメソッドを持つ簡単なクラスです。返されるユーザー名およびパスワードは、サービス・アカウントのタイプによって異なります。サービス・アカウントのタイプが静的である場合、固定されたユーザー名およびパスワードが返されます。サービス・アカウントのタイプがマップされている場合、クライアント・サブジェクトを使用してリモートのユーザー名およびパスワードがルックアップされます。サービス・アカウントがパススルーの場合、クライアントのユーザー名およびパスワードが返されます。


注意:

次のいずれかが当てはまる場合、マップされたサービス・アカウントは、CredentialNotFoundExceptionをスローします。

	
インバウンド・クライアントのマップが存在しない。


	
インバウンドのセキュリティ・コンテキストが匿名であり、匿名マップが存在しない。












39.6.2.2 アウトバウンドSSLクライアント認証(双方向SSL)


Service Busは、アウトバウンドSSLクライアント認証をサポートします。この場合、アウトバウンドSSLリクエストを出すプロキシ・サービスを、SSL用のPKIキー・ペアを使用して構成する必要があります。これには、プロキシ・サービス・プロバイダへの参照が含まれますが、このドキュメントでは、詳細については取り上げていません。SSLクライアント認証用のキー・ペアを取得するには、トランスポート・プロバイダがCredentialCallback.getKeyPair()を呼び出す必要があります。この例として、HTTPSトランスポート・プロバイダがあります。







39.6.2.3 アウトバウンドJAAS Subject認証


一部のトランスポート・プロバイダは、認証トークンとして、シリアライズされたJAAS Subjectを回線で送信します。インバウンド・サブジェクトを取得するには、トランスポート・プロバイダがCredentialCallback.getSubject()を呼び出す必要があります。


注意:

戻り値は、匿名サブジェクトである場合があります。











39.6.3 リンクレベルまたは接続レベルの資格証明


一部のトランスポートでは、サービスに接続するために資格証明が必要になります。たとえば、FTPサーバーへの認証には、FTPエンドポイントが必要になる場合があります。トランスポート・プロバイダは、静的なサービス・アカウントを利用して、接続を確立するためのユーザー名およびパスワードを取得できます。これらの接続は、特定のクライアント・リクエストのかわりとしての確立されるものではないため、この場合、マップされたサービス・アカウントまたはパススルー・サービス・アカウントは使用できません。トランスポート・プロバイダでこのアプローチを採用する場合は、サービス・アカウントへの参照を使用してエンドポイントを構成する必要があります。実行時に、トランスポート・プロバイダは、TransportManagerHelper.getUsernamePassword()を呼び出して、静的なサービス・アカウントへの参照を渡す必要があります。







39.6.4 プロキシ・サービスへの一貫したアクセス制御


Service Busは、すべてのインバウンド・リクエストについてプロキシ・サービスへのアクセス制御を実施します。トランスポート・プロバイダでは、アクセス制御を実施するための、またはアクセス制御ポリシーを管理するためのインタフェースを提供する必要はありません。

アクセス制御ポリシーはほとんどの使用例を対象としていますが、トランスポート・プロバイダに固有の理由で、Service Busによって行われるアクセス制御チェックの他に独自のアクセス制御メカニズムが必要な場合は、それらを実装できます。この場合は、Oracle販売代理店にお問い合せください。通常は、トランスポート・プロバイダで、Service Busを使用してアクセス制御を処理する方法をお薦めします。

アクセスが拒否されると、TransportManager.receiveMessage()は、TransportException内にラップされているAccessNotAllowedExceptionをスローします。トランスポート・プロバイダは、TransportExceptionの根本原因を確認します。根本原因がAccessNotAllowedExceptionである場合、トランスポート・プロバイダは、特別なエラー処理を行う場合があります。たとえば、この場合、HTTP/Sトランスポート・プロバイダはHTTP 403 (forbidden)エラー・コードを返します。


注意:

Service Busは、アクセス制御の判断を行うために、認可プロバイダがリクエスト・ヘッダーを使用できるようにします。









39.6.5 IDの伝播および資格証明マッピング


「アウトバウンド・リクエストの認証」で説明したように、Service Busには、3つのタイプのサービス・アカウントが用意されています。トランスポート・プロバイダは、サービス・アカウントを利用して、アウトバウンド認証のためのユーザー名およびパスワードにアクセスできます。サービス・アカウントは、Service Busのトランスポート・プロバイダに対し、すべてのIDの伝播および資格証明マッピングの詳細を非表示にしています。









39.7 トランスポートSDKおよびスレッド・モデル


この項では、1つのインバウンド・メッセージを処理する仮想のトランスポート・エンドポイントの図について説明します。

サーブレットなどのフロント・エンド・アーティファクトが、インバウンド・メッセージを取得します。リクエストを、アウトバウンド・エンドポイントにルーティングし、非同期的に送信できます。この時点で、スレッドは解放されます。その後しばらくして、コールバックを使用して、レスポンスがService Busに送り返されます。レスポンスが受信され、パッケージ化されて、Service Busパイプラインに渡されます。その後、パイプラインが、レスポンスをクライアントに送信する準備ができていることをインバウンド・エンドポイントに通知します。スレッドが使用できないのは必要な間のみであるため、この処理はスケーラブルです。


図39-4 Service Busのスレッディング・モデルのサンプル

[image: 図39-4の説明が続きます]






39.7.1 インバウンド・リクエスト・メッセージのスレッド


インバウンド・リクエストの処理中、同じスレッドで次のアクションが実行されます。

	
トランスポート・エンドポイントのフロント・エンド・アーティファクトがインバウンド・メッセージを受信します。このフロント・エンド・アーティファクトは、HTTPサーブレットやJMSメッセージ駆動型Beanのインスタンスなどです。


	
トランスポート・エンドポイントの実装により、メッセージはTransportMessageContextオブジェクトにパッケージ化され、Service Busランタイムに渡されます。TransportMessageContextインタフェースの詳細は、「リクエストおよびレスポンス・メッセージのメタデータおよびヘッダーの表現」を参照してください。


	
パイプラインは、構成されているリクエスト・パイプライン・アクションを実行します。


	
パイプラインでインバウンド・メッセージを処理すると同時に、同じ(リクエスト)スレッドで、Service Busランタイムは、アウトバウンド・メッセージを外部サービスに配信するよう、登録されているアウトバウンド・トランスポート・エンドポイント(このエンドポイントは、同じプロバイダで管理されている場合と管理されていない場合がある)に要求します。


	
その後しばらくして、外部サービスは、レスポンス・メッセージを配信するよう、アウトバウンド・エンドポイントに非同期的に要求します。アウトバウンド・エンドポイントは、トランスポート固有のコールバック・オブジェクトを使用して、事前に登録されている必要があります。


注意:

この時点で、最初のリクエスト・スレッドは解放され、別のリクエストが使用できるようにOracle WebLogic Serverのスレッド・プールに戻されます。












39.7.2 アウトバウンド・レスポンス・メッセージのスレッド


アウトバウンド・レスポンス・メッセージの処理中、同じスレッドで次のアクションが実行されます。

	
レスポンス・メッセージは、TransportMessageContextオブジェクトにパッケージ化され、レスポンス処理のためにService Busランタイムに戻されます。この処理は、リクエスト・スレッドとは別のスレッドで実行されます。新しいスレッドは、レスポンス・スレッドと呼ばれます。


	
レスポンス・メッセージが処理された後、Service Busランタイムは、レスポンスをコール元に送り返すことを通知するよう、InboundTransportMessageContextオブジェクトに要求します。InboundTransportMessageContextインタフェースの詳細は、「リクエストおよびレスポンス・メッセージのメタデータおよびヘッダーの表現」を参照してください。

トランスポート・プロバイダが、非同期の(非ブロッキング)アウトバウンド・コールをネイティブに実装していない場合は、インバウンド・リクエスト・メッセージを受信したスレッドとは別のスレッドで、Service Busランタイムにレスポンスを返す必要があります。これを行うためにトランスポート・プロバイダは、リクエスト・スレッドでブロッキング方法によりコールを実行し、トランスポートSDKのヘルパー・メソッドを使用して、Service Busランタイムにレスポンスを返します。

たとえば、EJBトランスポート・プロバイダは、非同期(非ブロッキング)のアウトバウンド呼出しを実装していません。基底のAPIはブロッキングAPIです。これに対処するには、プロバイダがブロッキング呼出しを行い、その後で、TransportManagerHelper.schedule()を使用して処理に対するレスポンスをスケジュールします。EJBトランスポート・プロバイダの詳細は、「EJBトランスポートの使用」を参照してください。










39.7.3 非同期のサポート


トランスポート・サブシステムは、意図的に、Service Busと非同期的に対話するようになっています。これは、非同期での動作が、同期での動作よりもスケーラブルであるため望ましいからです。非同期の対話用に1つ、および同期の対話用に1つと、2つの別々のAPIを作成するのではなく、Service Busランタイムでは非同期の対話が必要です。この処理は、ブロッキング呼出しやコールバックでのレスポンスをポストするなどの方法により、トランスポート開発者が行う必要があります。いずれにせよ、レスポンスは、リクエストとは別のスレッドで実行する必要があります。







39.7.4 パブリッシュおよびサービス・コールアウトのスレッディング


トランスポート・サブシステムは、リクエストまたはレスポンス・パイプラインの処理中に実行されるService Busのパブリッシュ・アクションとサービス・コールアウト・アクションに対して同じように動作します。これらのアクションは、トランスポート・サブシステムの範囲外およびService Busパイプラインの範囲内で実行されます。そのため、パブリッシュおよびサービス・コールアウトのスレッディング動作とトランスポート・プロバイダのスレッディング動作には違いがいくつかあります。

ただし、次の場合に注意してください。

	
サービス・コールアウト: 非同期的にレスポンスを受信するまで、パイプライン・プロセッサがスレッドをブロックします。その後、ブロックされたスレッドはパイプラインの実行を再開します。この目的は、後でパイプライン・アクションで使用できる変数をバインドし、ビジネス・ロジックを実行することです。そのため、レスポンスが返される前にビジネス・ロジックが実行されるように、これらのアクションがブロックする必要があります。


	
パブリッシュ: 非同期的に応答を受信するまで、パイプライン・プロセッサがスレッドをブロックしない場合もあります。その後、このスレッドは、残りのリクエストまたはレスポンス・パイプラインの処理の実行を続行します。


ヒント:

サービス・コールアウト・アクションにより、ユーザーは、Service Busにすでに登録されているプロキシまたはビジネス・サービスに対し、同期(ブロッキング)呼出しを構成できます。メッセージのターゲット・サービスを特定し、そのサービスへメッセージをパッケージ化し、送信する方法を構成するには、パブリッシュ・アクションを使用してください。サービス・コールアウト・アクションおよびパブリッシュ・アクションの詳細は、「コンソールでのサービス・コールアウト・アクションの追加」および「コンソールでのパブリック・アクションの追加」を参照してください。














39.8 メッセージ・コンテンツの設計


トランスポート・プロバイダには、メッセージ・コンテンツの独自のネイティブ表現があります。

たとえば、HTTPトランスポートはjava.io.InputStreamを使用し、JMSは、様々なタイプのMessageオブジェクトがあります。また、Tuxedoにはバッファがあり、Oracle WebLogic Server WebサービスのスタックはSAAJを使用します。ただし、プロキシ・サービスの実行時は、コンテンツのネイティブ表現は、メッセージ・コンテキストです。Service Busは、InputStreamからメッセージ・コンテキストへのまたはその逆などの一部の一般的な変換シナリオをサポートしますが、トランスポートでの表現とメッセージ・コンテキストの間の変換は、最終的にはトランスポート・プロバイダが行います。

通常、トランスポートSDKが、トランスポートの2つの異なるコンテンツ表現を直接変換することはありません。ただし、2つのトランスポートが互換性のある表現を使用していて、コンテンツを再エンコードする必要がない場合は、SDKによって、(たとえば、インバウンド・ファイル・トランスポートからアウトバウンドHTTPトランスポートにFileInputStreamを渡すことにより)ソース・コンテンツを直接パススルーできます。ただし、ソース・コンテンツでなんらかの処理が必要な場合は、最初にソース・コンテンツをメッセージ・コンテキストに復号化し、その後で標準のメカニズムを使用して送信トランスポート用のコンテンツを生成した方が適切です。





39.8.1 SourceおよびTransformer


コンテンツは、Sourceインタフェースのインスタンスとして表されます。TransportSenderやTransportMessageContextなどのメッセージ・コンテンツを処理するトランスポートSDKインタフェースは、すべてメッセージ・ペイロードを渡す際に、Sourceインタフェースを使用します。Sourceにおける要件はごくわずかです。Sourceは、基本となるSourceインタフェースで定義されている2つのメソッドを使用した、バイト単位のストリームへのプルベースおよびプッシュベースの変換をサポートする必要があります。Sourceは、シリアライゼーション中に、TransformOptionsパラメータで指定されている、文字セット・エンコーディングなどの様々なトランスフォーメーションのオプションを考慮しない場合があります。

すべてのSourceオブジェクトは基底のシリアライゼーション・インタフェースを実装する必要がありますが、Sourceオブジェクトのコンテンツの基礎となる表現は実装固有のものです。そのため、InputStream、JMS Messageオブジェクト、Stringまたは特定のトランスポートに最も適している表現に基づいたSourceオブジェクトを使用できます。通常、Sourceを実装することで、基本的なシリアライゼーション・メソッドのみでなく、基底のコンテンツに直接アクセスできるようになります。たとえば、内部でStringオブジェクトを使用してそのコンテンツを格納するStringSourceは、内部データにアクセスするためのgetString()メソッドを提供します。その後、Sourceの最終的なコンシューマは、これらのソース固有のAPIを呼び出して、基底のコンテンツを抽出し、シリアライゼーションのオーバーヘッドを回避できます。

また、Transformerオブジェクトを使用して、Sourceを他のタイプのSourceに変換することもできます。トランスポート・プロバイダなどのSourceコンシューマが、認識できないSourceインスタンスを受け取った場合は、多くの場合、認識できるSourceインスタンスに変換できます。その後、ソース固有のAPIを使用して、認識できるSourceから基底のコンテンツを抽出できます。ただし、トランスポート・プロバイダは多くの場合、単に基本的なシリアライゼーション・メソッドを使用してコンテンツをシリアライズし送信します。詳細は、「SourceおよびTransformerクラスとインタフェース」を参照してください。







39.8.2 SourceおよびMessageContextオブジェクト


Sourceは、トランスポート・レイヤーとバインディング・レイヤーの間の一般的なコンテンツ表現です。バインディング・レイヤーは、トランスポート・レイヤーで使用されるSource表現と実行時にパイプラインで使用されるメッセージ・コンテキストとの間でコンテンツを変換するエンティティです。変換がどのように行われるかは、サービスのタイプ(そのバインディングのタイプ)と添付の有無によって異なります。厳密にはトランスポートSDKの役割ではありませんが、独自のSourceオブジェクトを定義しているすべてのトランスポート・プロバイダは、この変換プロセスを認識している必要があります。

添付が存在しない場合、受信したSourceは単にコアとなるメッセージ・コンテンツを示します。受信したSourceを特定のタイプのSourceに変換し、その後で基底のコンテンツを抽出することでMessageContextが初期化されます。たとえば、XMLベースのサービスの場合、受信したSourceはXmlObjectSourceに変換されます。その後、XmlObjectSourceからXmlObjectが抽出され、$bodyコンテキスト変数内でペイロードとして使用されます。同様に、SOAPサービスはXmlObjectSourceに変換されます。ただし、<SOAP:Header>および<SOAP:Body>要素を抽出して$headerおよび$bodyコンテキスト変数を初期化できるようにするために、抽出されたXmlObjectがSOAP Envelopeである必要がある点が異なります。

定義された一連のサービス・タイプで使用される標準的なSourceのタイプを次に示します。

	
SOAP: XmlObjectSource


	
XML: XmlObjectSource


	
TEXT: StringSource


	
MFL: MFLSource




バイナリ・サービスの場合、Sourceの変換は行われません。かわりに、Sourceは、SourceRepositoryに登録され、結果の<binary-content/> XMLは、$body内でペイロードとして使用されます。

添付が存在する場合、Sourceは最初にMessageContextSourceに変換されます。MessageContextSourceから、2つのタイプのSourceオブジェクトが取得されます。1つが添付で、もう1つがコア・メッセージです。コア・メッセージのSourceは、前述のとおり処理されます。添付を表すSourceは、AttachmentsSourceに変換されます。AttachmentsSourceから、XMLが取得され、$attachmentsコンテキスト変数および任意のバイナリの添付コンテンツを表す登録済のSourceを含むSourceRepositoryの初期化に使用されます。図39-5に、このプロセス全体を示します。


図39-5 添付のフロー

[image: 図39-5の説明が続きます]



トランスポート・レイヤーに渡すためにMessageContext内のデータからSourceを作成する場合にも、同様の変換が実行されます。コア・メッセージは、サービスのタイプの標準的なSourceに変換できるSourceインスタンスで表現されています。ほとんどの場合、Sourceは、すでに標準的なSourceのインスタンスになっていますが、必ずしもそうであるとは限りません。添付が存在する場合、トランスポート・レイヤーに渡されるSourceは、MessageContextSourceインスタンスに変換できるSourceになります。トランスポート・プロバイダが、事前定義されたトランスポート・ヘッダーとしてContent-Typeをサポートする場合、一般的に、配信されたSourceはMessageContextSourceのインスタンスになります。それ以外の場合、配信されたSourceはMimeSourceのインスタンスであることが多いですが、これもMessageContextSourceに変換できます。

この違いの理由は、トランスポート・ヘッダーとしてContent-Typeをネイティブにサポートするトランスポートでは、ペイロードではなく、トランスポート・ヘッダーにトップ・レベルのMIMEヘッダーが含まれている必要があるためです。この例としては、HTTPおよび電子メールがあります。Content-Typeをネイティブにサポートしないトランスポートでは、これらのトップ・レベルのMIMEヘッダーがペイロードに含まれている必要があります。Content-Typeヘッダーは、複数のMIMEパッケージのデコードに不可欠であるためです。







39.8.3 組込みのトランスフォーメーション



表39-1はソースと、そのソースを組込みのTransformerによって変換できるソース・タイプの一覧を示しています。たとえば、StringSourceからXmlObjectSourceへの変換を処理する組込みのトランスフォーメーションはありますが、StringSourceをMFLSourceに変換できるトランスフォーメーションはありません。通常、これらのトランスフォーメーションは両方のSourceのタイプで使用される内部データ表現の情報を利用します。





表39-1 組込みのトランスフォーメーション

	パブリック・ソース	変換後のソース・タイプ
	
ソース

	
	
StreamSource


	
ByteArraySource


	
StringSource


	
XmlObjectSource


	
DOMSource


	
MFLSource


	
SAAJSource





	
StreamSource

	
StreamSource


	
ByteArraySource

	
ByteArraySource


	
StringSource

	
	
StringSource


	
XmlObjectSource


	
DOMSource





	
XmlObjectSource

	
	
StringSource


	
XmlObjectSource


	
DOMSource


	
MFLSource





	
DOMSource

	
	
StringSource


	
XmlObjectSource


	
DOMSource


	
MFLSource





	
MFLSource

	
	
XmlObjectSource


	
DOMSource


	
MFLSource





	
MimeSource

	
	
MimeSource


	
SAAJSource


	
MessageContextSource





	
SAAJSource

	
	
MimeSource


	
SAAJSource


	
MessageContextSource





	
MessageContextSource

	
	
MimeSource


	
SAAJSource


	
MessageContextSource











これらの一般的なトランスフォーメーションは元のSourceタイプの情報を使用せずに行われますが、かわりに、すべてのSourceが実装している基本的なシリアライゼーション・メソッドのgetInputStream()およびwriteTo()を利用します。したがって、XmlObjectSourceからByteArraySourceへの変換は最終的には可能ですが、XmlObjectSourceの内部情報を使用して行われることはありません。


注意:

トランスポートで実装されているカスタム・ソースの多くは、(基底のデータが構造化されていないバイトの収集である場合は特に)これらの一般的なトランスフォーメーションで処理できます。たとえば、ファイル・トランスポートは、ディスク上のファイルから直接コンテンツを取り出すカスタム・ソースを使用します。ただし、データは構造のない単なるバイトのセットであるため、XmlObjectSourceなどへのカスタム・トランスフォーメーションを実行する必要はありません。一般的なトランスフォーメーションで、すべてのSourceが実装している基本的なシリアライゼーション・メソッドのみを使用して、このカスタムFileSourceを処理できます。



詳細は、「SourceおよびTransformerクラスとインタフェース」を参照してください。















2 Oracle Service Busコンソールのスタート・ガイド


この章では、Oracle Service Busコンソールを使用して、サービスおよびその他のService Busリソースを構成する方法についての一般的な情報を提供します。 これらは、主に、実行されているWebLogic Serverインスタンスを必要とする設計時アクティビティですが、コンソールを使用して実行時タスクを実行することもできます。

この章の内容は次のとおりです。

	
Oracle Service Busコンソールの概要


	
スタート・ガイド


	
セッションの使用


	
Oracle Service Busコンソールでのプロジェクト、フォルダおよびリソースの操作


	
競合の表示と解決


	
履歴データの表示


	
変更およびアクティブ化の取消し


	
参照の表示


	
Oracle Service Busコンソールの外観のカスタマイズ








2.1 Oracle Service Busコンソールの概要


Oracle Service Busコンソールは、ほとんどのService Busリソースの作成および構成、リソースのテストおよびランタイムへの変更のアクティブ化を行うことができるWebベースのコンソールです。

Service Bus構成JARファイルのインポートとエクスポートを行うこともできます。コンソールでは、セッション内の変更を実行できるWebLogic Server管理コンソールと似ている変更セッション・メカニズムを利用します。これらの変更が完了したら、実行時にアクティブ化できます。リソースと呼ばれるService Busコンポーネントは、プロジェクトおよびフォルダとしてグループ化されます。





2.1.1 Service Busセッション


Oracle Service Busコンソールでの作業のほとんどは、オープン・セッション内で行います。Service Busコンポーネントおよびプロジェクトへの変更を行い、競合を解決して、その変更をランタイムに伝播する準備が整ったら、セッションをアクティブ化できます。セッションでは、Service Busでサービスおよびメタデータを構成する際に、チームのコラボレーションが可能です。各チーム・メンバーは、作業中の構成をバスのコア構成にチェック・インする準備が整うまで、サンドボックス・セッションで作業します。複数のユーザーが構成を操作するため、セッションでは複数の取消しレベルと競合の可視性が提供されます。

各ページで使用可能なオプションは、セッション内で作業しているかどうかによって異なります。たとえば、セッション外のリソースは編集できず、サービスをテストできるのはセッション外で作業している場合のみです。また、セッションでは、「履歴」タブを開いたときに表示される「変更」ページに、そのセッションで行ったすべての変更がリストされます。セッション外では、ページに変更はリストされません。







2.1.2 Oracle Service Busコンソールのレイアウト


Oracle Service Busコンソールでは、プロジェクト・ナビゲータのツリー・ビューにすべてのプロジェクト、フォルダおよびリソースが表示されます。ナビゲータでコンポーネントを選択すると、エディタにその構成が表示されます。ほとんどのエディタはタブ付きページに分類され、それぞれのページで、特定タイプのプロパティを構成できます。図2-1に、プロキシ・サービス定義エディタに表示されるプロキシ・サービスの例を示します。上部ツールバーには、WebLogic Server管理コンソール、Fusion Middleware Controlおよびオンライン・ヘルプ・トピックへのリンクが表示されます。エディタのツールバーでは、変更の保存、表示されたコンポーネントに関する情報の表示、テスト・コンソールやパイプライン・エディタの起動、およびサービスの基になるWSDLファイルのエクスポートを行うことができます。


図2-1 Oracle Service Busコンソールのプロキシ・サービス構成

[image: 図2-1の説明が続きます]



ツール・アイコンから任意の補助タブを選択すると、競合、変更履歴およびアクティブ化を表示できます。これらのタブを使用して、変更をアクティブ化する前に競合を解決し、アクションまたはセッションのアクティブ化も取り消します。図2-2に、展開されたツール・メニューを示し、図2-3に、「履歴」タブで「変更」サブタブが選択された状態を示します。


図2-2 展開されたツール・メニュー

[image: 図2-2の説明が続きます]




図2-3 「変更」サブタブが選択された「履歴」タブ

[image: 図2-3の説明が続きます]








2.1.3 Service Busプロジェクトおよびフォルダ


プロジェクト・ナビゲータは、構成とリソースをプロジェクトとフォルダに整理します。ドメイン内のすべてのプロジェクトはすべてのプロジェクト定義エディタに、プロジェクト内のすべてのリソースはプロジェクト定義エディタに、フォルダ内のすべてのリソースはフォルダ定義エディタに表示できます。プロジェクトおよびフォルダの定義エディタでは、テスト・コンソールの起動やパイプライン・エディタの起動など、リソースに対してアクションを実行することもできます。これらのエディタのいずれかでプロジェクト、フォルダまたはリソースの名前をクリックすると、そのコンポーネントのエディタが表示されます。

Service Busリソース(サービス、WSDLファイル、XQuery変換など)はすべて、1つのプロジェクトにのみ存在します。複数のプロジェクトでリソースを共有することはありません。リソースはプロジェクトの直下に作成することも、整理用にフォルダを作成したうえで、フォルダ内に作成することもできます。ただし、すべてのリソースは、どのプロジェクトに含まれていても、自由に参照できます。

Service Busでドメインを作成すると、デフォルトのプロジェクトが自動的に作成されます。





2.1.3.1 システム・プロジェクト


プロジェクト・ナビゲータには「システム」という名前のデフォルトのプロジェクトが含まれ、ここには、JNDIプロバイダ、SMTPサーバー、プロキシ・サーバー、UDDIレジストリなどのグローバル・リソースのフラット・ファイルが含まれます。プロジェクトには、各種グローバル・リソースのフォルダが含まれます。システム・フォルダにはプロジェクトやフォルダを作成することはできません。グローバル・リソースのみとなります。システム・プロジェクト内に作成するグローバル・リソースは、作成するすべてのService Busプロジェクトのリソースが使用できます。


図2-4 コンソールの「システム」プロジェクト

[image: 図2-4の説明が続きます]








2.1.3.2 プロジェクトおよびフォルダの名前


プロジェクト名およびフォルダ名は、最長64文字で、「Service Busコンポーネントのネーミング・ガイドライン」のガイドライン・リストに従う必要があります。

プロジェクトやフォルダの名前、長さ、ネストのレベルは最終的に、お使いのオペレーティング・システムの制限による影響を受けます。フォルダまたはプロジェクトの作成時に、非常に長い名前にしたり、フォルダのネスト・レベルを深くすると、オペレーティング・システムの制限により失敗する場合があります。







2.1.3.3 プロジェクトとフォルダを使用した修飾リソース名


プロジェクトおよびフォルダによりService Busリソースの名前が修飾されます。リソースへの参照は次のように構成されます。


project-name/folder/.../subfolder/resource-name









2.1.4 Service Busリソース


Service Busで作成されるコンポーネントはリソースと呼ばれます。リソースには、サービスのエンドポイントを定義するプロキシ・サービスやビジネス・サービス、およびサービスのメッセージ処理ロジックを定義するパイプラインや分割-結合が含まれます。リソースには、サービス・アカウント、WSDLドキュメント、JNDIプロバイダ、MQ接続などのサポート・リソースも含まれます。リソースは、作成されたプロジェクトおよびフォルダに格納されます。一部のリソースは、異なるプロジェクト間で共有することもできます。







2.1.5 Oracle Service Busコンソール・エディタ


各種リソースは、そのタイプのリソースに固有のコンソール内のエディタを使用して構成できます。プロジェクト・ナビゲータからリソースを開くと、そのリソースの定義エディタが表示され、そのリソースのプロパティを構成できます。定義エディタの右上のツールバーには、「保存」、「すべて保存」、「ヘルプ」、「閉じる」および「すべて閉じる」を含む標準のツール・セットが用意されています。さらに、各エディタには、構成されているリソースに固有のツールも含まれます。これらのツールにより、テスト・コンソールの起動、パイプライン・エディタの起動、WSDLファイルのエクスポート、参照の表示などの追加タスクを実行できます。次の図に、プロキシ・サービス定義エディタを示します。


図2-5 プロキシ・サービス定義エディタ

[image: 図2-5の説明が続きます]










2.2 スタート・ガイド


Oracle Service Busコンソールの使用を開始するには、WebブラウザおよびログインIDとパスワードが必要です。

	
Oracle Service Busコンソールへのアクセス方法


	
Oracle Service Busコンソールの終了方法








2.2.1 Oracle Service Busコンソールへのアクセス方法



Oracle Service Busコンソールには、Webブラウザからアクセスします。

Oracle Service Busコンソールを起動するには:




	Service Busドメインを起動します。
	サーバーが起動したら、ブラウザに次のいずれかのURLを入力します。


http://hostname:port/servicebus


または、SSLの場合:


https://hostname:port/servicebus


hostnameはService Bus管理サーバーの名前、portはリスニングを行うポート番号を表します。

ログイン・ページが表示されます。




	インストール時に指定したユーザー名とパスワードを入力します。


注意:

Service Busサンプル・ドメインのユーザー名とパスワードはweblogic/welcome1です。






	「ログイン」をクリックします。








2.2.2 Oracle Service Busコンソールの終了方法



Oracle Service Busコンソールからログアウトするには、右上付近のバナーにある「ログアウト」をクリックします。











2.3 セッションの操作


コンソールでService Busリソースを作成および変更する際は、セッションの中でこれを行います。

リソースのテストの準備が整ったら、セッションをアクティブ化し、これらのリソースをランタイムに昇格します。セッションのアクティブ化または終了の前には、すべての変更を保存する必要があります。

セッションの履歴を表示するには、「既存のセッションの表示方法」を参照してください。

	
セッションの作成方法


	
セッションのアクティブ化方法


	
セッションの終了方法








2.3.1 セッションの作成方法



Oracle Service BusコンソールでService Busプロジェクトに変更を加えるには、その前にセッション・ツールバーのボタンを使用して新しいセッションを開始するか、既存のセッションを編集する必要があります。これらのボタンは、セッションの状態によって変わります。アクティブなセッションがない場合、次の図の「編集」ボタンは「作成」になります。セッションを操作中の場合、「編集」ボタンは「アクティブ化」になります。


図2-6 「セッション」ツールバー

[image: 図2-6の説明が続きます]



セッションを作成するには:




	次のいずれかを行います。

	
新しいセッションを開始するには、「作成」をクリックします。


	
既存のセッションを編集するには、「編集」をクリックします。




セッションの名前は画面の左上隅に表示されます。




	セッション内で変更を行います。
	変更するコンポーネントごとに「保存」をクリックします。
	現在のセッションで行った変更を破棄するには、「破棄」をクリックします。
	変更が完了したら、「セッションのアクティブ化方法」の説明に従ってセッションをアクティブ化します。








2.3.2 セッションのアクティブ化方法



セッションの作成と破棄は、システムの他のアクティビティとは関係なく実行されます。ただし、別のセッションのアクティブ化が処理中である場合、WebLogic Serverの変更を保留しているユーザーを示すエラーが発生します。

すべてのエラー競合を解決するまで、セッションをアクティブ化することはできません。警告のみのセッションはアクティブ化できます。競合の解決の詳細は、「競合の表示と解決」を参照してください。


注意:

別のサーバー(作業しているサーバー以外の単一のサーバー、またはクラスタ内の管理対象サーバー)上のJMSエンドポイントのURIを使用してセッションをアクティブ化する場合は、宛先サーバーが使用可能であることを確認してください。Service Busでは、JMSエンドポイントのURLが指定する宛先に到達不能な場合、プロキシ・サービスをJMSトランスポートに登録できません。つまり、JMSサービスの場合、Service Busは指定された接続ファクトリが存在するかどうかを確認し、存在しない場合はセッションのアクティブ化エラーが発生します。



セッションをアクティブ化するには:




	セッションの変更が完了したら、「アクティブ化」をクリックします。
	検証エラーがない場合は、手順5に進みます。
	検証エラーがある場合は、エラー・メッセージが表示されます。手順を進める前に、構成の競合を表示し、修正します。

既存の競合を表示している間に新しい競合が生じた場合は、新しい競合を知らせるメッセージが表示されます。




	すべての競合が解決されたら、再度「アクティブ化」をクリックします。
	「説明」フィールドに、セッションを識別する簡単な説明を入力します。これは、セッションのアクティブ化によって発生した構成変更の履歴を表示すると、「説明」列に表示されます。
	アクティブ化を完了するには、「アクティブ化」をクリックします。待ち時間に新しい衝突が発生しなければ、セッションが終了し、構成がランタイムにデプロイされます。








2.3.3 セッションの終了方法



セッションを終了しても、セッションが完了したり、ランタイムに対して変更がアクティブ化されるわけではありません。終了すると、コンソールには、ランタイムの状態でアクティブなコア構成が表示されます。セッションで行った変更で、アクティブ化されていないものは表示されません。これは、コンソールからログアウトする場合やブラウザを終了する場合にも当てはまります。セッション、およびセッションで行ったすべての変更は、ログアウトした場合やサーバーを再起動した場合でもそのまま残ります。「編集」をクリックしてセッションに戻ると、以前の変更が表示され、変更を続行できます。

セッションが完了するのは、セッションがアクティブにされたか、破棄された場合のみです。「セッションのアクティブ化方法」を参照してください。

セッションを終了するには:





	
いつでも「終了」をクリックしてセッションを終了できます。














2.4 Oracle Service Busコンソールでのプロジェクト、フォルダおよびリソースの操作


Service Busリソースは、階層化されない、独立した最上位のグループ構造である、個々のプロジェクトに編成できます。サービス、WSDLファイル、XQuery変換などすべてのリソースは、厳密に1つの重複しないプロジェクトのみに存在します。

リソースは、プロジェクトの下に直接作成することも、プロジェクト内のフォルダに作成してさらにこれらを編成することもできます。各フォルダには、リソースのセットが含まれ、プロジェクト・レベルを最上位ディレクトリとするファイル・システムのディレクトリのように、さらにフォルダを含めることもできます。プロジェクト内のリソースから、別のプロジェクトで定義されたリソースを参照および使用できます。プロジェクトまたはフォルダ間でリソースを移動したり、リソースの名前変更やリソースの削除を行うことができます。Service Busでは、リソース、プロジェクトまたはフォルダのクローンを作成して、指定されたターゲットIDでそのリソースのコピーを作成することもできます。Service Busコンポーネントのクローンを作成すると、そのプロジェクトまたはフォルダのすべてのアーティファクトが別の場所にコピーされます。Service Busでは、リソースの名前変更または移動が行われても依存性は保持され、名前変更または移動されたリソースへの参照も調整されます。





2.4.1 サービスの検索方法



プロジェクト・ナビゲータでプロジェクトおよびフォルダを移動することによってOracle Service Busコンソールでサービスを見つけることができます。また、サービスの検索を実行することもできます。


注意:

検索ではワイルドカード文字を使用できます。複数の不明文字を表すにはアスタリスク(*)を使用し、1文字の不明文字を表すには疑問符(?)を使用します。検索では、大文字と小文字が区別されます。



任意のプロジェクトでサービスを検索するには:




	「Designer」タブの隣にある「検索」フィールドに、検索するプロキシ・サービス、ビジネス・サービス、パイプラインまたは分割-結合の名前を入力し、「検索」アイコンをクリックします。

検索結果は、「検索結果」タブに表示されます。


図2-7 サービスの「検索結果」タブ

[image: 図2-7の説明が続きます]





	フル・ページで結果を表示するには、「デタッチ」をクリックします。
	ビュー・オプションを変更するには、「表ビューのカスタマイズ方法」を参照してください。








2.4.2 プロジェクトおよびフォルダの定義エディタの操作


プロジェクト定義エディタおよびフォルダ定義エディタを使用して、Service Busセッションと構成フレームワークのプロジェクト、フォルダ、リソースに関する情報を表示します。これらのエディタから、セッション内の各プロジェクト、プロジェクト内の各フォルダおよびリソース、フォルダ内の各リソースを表示できます。リソースのテスト、パイプライン・エディタの起動など、特定のオブジェクトに対してアクションを実行することもできます。使用可能なアクションは、表示しているリソースのタイプによって異なります。





2.4.2.1 プロジェクト、フォルダおよびリソース情報について


プロジェクトおよびフォルダの定義エディタでは、Service Busのプロジェクト、フォルダおよびリソースに関する情報を表示する方法をカスタマイズできます。エディタの表ビューでは、列の表示および非表示、列の順序変更、および表示するプロジェクト、フォルダ、リソースの名前によるフィルタを行うことができます。







2.4.2.2 セッション内のすべてのプロジェクトの表示



セッション内のすべてのプロジェクトを表示するには:




	プロジェクト・ナビゲータで、「すべてのプロジェクト」をクリックします。

すべてのプロジェクト定義エディタが表示され、「すべてのプロジェクト」表にプロジェクトのリストが示されます。


図2-8 すべてのプロジェクト定義エディタ

[image: 図2-8の説明が続きます]





	表にリストされるプロジェクトを名前によりフィルタするには、「プロジェクトおよびフォルダの定義エディタでのコンポーネントのフィルタ方法」を参照してください。
	表内の情報の表示方法を変更するには、「表ビューのカスタマイズ方法」を参照してください。








2.4.2.3 プロジェクト内のフォルダおよびリソースの表示



プロジェクト内のフォルダおよびリソースを表示するには:




	プロジェクト・ナビゲータで、プロジェクトの名前をクリックします。

プロジェクト定義エディタが表示され、選択したプロジェクトに含まれる各フォルダとService Busリソースのリストが示されます。


図2-9 プロジェクト定義エディタ

[image: 図2-9の説明が続きます]





	表にリストされるフォルダおよびリソースを名前によりフィルタするには、「プロジェクトおよびフォルダの定義エディタでのコンポーネントのフィルタ方法」を参照してください。
	表内の情報の表示方法を変更するには、「表ビューのカスタマイズ方法」を参照してください。








2.4.2.4 フォルダ内のサブフォルダおよびリソースの表示



フォルダ内のサブフォルダおよびリソースを表示するには:




	プロジェクト・ナビゲータで、表示するフォルダに移動し、その名前をクリックします。

フォルダ定義エディタが表示され、選択したフォルダに含まれる各サブフォルダとService Busリソースのリストが示されます。


図2-10 フォルダ定義エディタ

[image: 図2-10の説明が続きます]





	表にリストされるフォルダおよびリソースを名前によりフィルタするには、「プロジェクトおよびフォルダの定義エディタでのコンポーネントのフィルタ方法」を参照してください。
	表内の情報の表示方法を変更するには、「表ビューのカスタマイズ方法」を参照してください。








2.4.2.5 プロジェクトおよびフォルダの定義エディタでのコンポーネントのフィルタ方法



Service Busでは、例による問合せ機能を提供しています。これにより、プロジェクトやフォルダの定義エディタに表示するプロジェクト、フォルダまたはリソースをフィルタし、リストされているすべてのコンポーネントをスクロールすることなく、必要なService Busコンポーネントのみを表示できるようにします。

プロジェクトおよびフォルダの定義エディタでコンポーネントをフィルタするには:




	「プロジェクト、フォルダおよびリソースの情報の表示について」の説明に従って、プロジェクトまたはフォルダの定義エディタを起動します。
	表の最初の行の上に「例示問合せ」バーが表示されない場合は、「例示問合せ」(フィルタ・アイコン)をクリックします。
	「名前」列の上のフィールドに、表示するプロジェクト、フォルダまたはリソースの名前を入力し、[Enter]を押します。

リストには、入力した名前に一致するコンポーネントのみが表示されます。


注意:

問合せではワイルドカード文字を使用できます。複数の不明文字を表すにはアスタリスク(*)を使用し、1文字の不明文字を表すには疑問符(?)を使用します。問合せでは、大文字と小文字が区別されます。
















2.4.3 リソースの新しいプロジェクトおよびフォルダの作成


コンソール内のリソースは、プロジェクトごとにグループ化されます。Service Busリソースを作成する前に、プロジェクトを作成する必要があります。フォルダをプロジェクト内および他のフォルダ内に作成し、プロジェクト・コンポーネントをいくつかの論理グループに編成できます。





2.4.3.1 プロジェクト・ナビゲータでのプロジェクトの作成



プロジェクトを作成するには:




	プロジェクト・ナビゲータで、「すべてのプロジェクト」を右クリックします。
	「作成」→「プロジェクト」を選択します。

「新規プロジェクトの作成」ダイアログが表示されます。




	プロジェクトに対して一意の名前を入力し、必要に応じてで説明を追加します。

ネーミング・ガイドラインについては、「プロジェクトおよびフォルダの名前」を参照してください。




	「作成」をクリックします。

新しいプロジェクトが、プロジェクト・ナビゲータとプロジェクト定義エディタに表示されます。












2.4.3.2 プロジェクト・ナビゲータでのフォルダの作成



フォルダを作成するには、以下の手順に従います。




	プロジェクト・ナビゲータで、新しいフォルダを追加するプロジェクトまたはフォルダを右クリックします。
	「作成」→「フォルダ」を選択します。

「新規フォルダの作成」ダイアログが表示されます。




	フォルダに対して一意の名前を入力し、必要に応じてで説明を追加します。
	「作成」をクリックします。

新しいフォルダが、プロジェクト・ナビゲータとフォルダ定義エディタに表示されます。













2.4.4 リソース・ギャラリを使用したリソースの作成


リソース・ギャラリは、Service Busコンソールに追加できるすべてのリソースを収集します。Oracle Service Busのこのリリースでリソースを作成するには、リソース・ギャラリを使用します。

リソース・ギャラリを使用してコンソールにリソースを追加するには、次のようにします。


	プロジェクト・ナビゲータから、リソースに追加するプロジェクトまたはフォルダを右クリックして、「作成」→「リソース」を選択します
リソース・ギャラリが表示されます。


	リソース・ギャラリ内をナビゲートして、追加するリソースのタイプを見つけます。リソースを選択して、「OK」をクリックします。
選択したリソースの作成ダイアログが表示されます。必要な手順を実行して、リソースの作成を終了します。










2.4.5 プロジェクト、フォルダおよびリソースのクローン作成方法



プロジェクトまたはフォルダのクローンを作成すると、プロジェクトまたはフォルダのすべてのリソースが別の場所にコピーされます。個々のリソースのクローンを作成して、別のフォルダまたはプロジェクトにコピーすることもできます。Service Busでは、オブジェクトのクローン作成時の依存性が保持され、すべての参照が調整されます。

プロジェクト、フォルダおよびリソースのクローンを作成するには:




	プロジェクト・ナビゲータで、クローンを作成するプロジェクト、フォルダまたはリソースに移動し、これを右クリックします。
	「クローン」をクリックします。

「クローン」ダイアログが表示されます。




	オプションで、「新規 <Resource> 名」フィールドに、コンポーネントの新しい名前を入力します。
	「宛先」セクションで、選択したコンポーネントのクローンの作成先のプロジェクトまたはフォルダを選択します。
	「クローン」をクリックします。

クローン・コンポーネントが選択した場所に表示されます。すべての依存性は保持されます。










2.4.5.1 プロジェクトのクローン作成時の動作


新しいプロジェクトの名前および宛先により、プロジェクトをフォルダに降格したり、既存のプロジェクトと結合したり、既存のフォルダと結合することもできます。ルートの場所にプロジェクトのクローンを作成する場合、クローン・コンポーネントに対して新しい名前を入力する必要があります。次の方法でプロジェクトのクローンを作成できます。いずれの場合も、元のプロジェクトは不変です。

	
プロジェクトのクローンを新しい名前を使用してすべてのプロジェクト・レベルで作成します。元のプロジェクトとそのクローンはピア・プロジェクトとして存在し、クローン・プロジェクトには元のプロジェクトと同じフォルダおよびリソースが含まれます。


	
プロジェクトのクローンを、元のプロジェクト以外の既存プロジェクト名を使用して作成します。元のプロジェクトのフォルダおよびリソースは、クローンに名前が与えられたプロジェクトのフォルダおよびリソースと結合されます。


	
プロジェクトのクローンを、既存のプロジェクトまたはプロジェクト・フォルダ内の新しい場所に、一意の名前で作成します。クローン・プロジェクトは新しい場所のフォルダに降格され、ここには元のプロジェクトと同じフォルダおよびリソースが含まれます。


	
プロジェクトのクローンを、既存のプロジェクトまたはプロジェクト・フォルダ内の新しい場所に、既存フォルダと同じ名前で作成します。プロジェクトの内容(サブフォルダおよびリソース)は、ターゲット・フォルダ内のターゲット・フォルダの内容と結合されます。










2.4.5.2 フォルダのクローン作成時の動作


新しいフォルダの名前および宛先により、フォルダをプロジェクトに変換したり、既存のプロジェクトと結合したり、既存のフォルダと結合することもできます。現在の場所にフォルダのクローンを作成する場合、クローン・コンポーネントに対して新しい名前を入力する必要があります。次の方法でフォルダのクローンを作成できます。いずれの場合も、元のフォルダは不変です。

	
フォルダのクローンを新しい名前を使用して元のフォルダと同じ場所に作成します。元のフォルダとそのクローンはピアとして存在し、クローン・フォルダには元のフォルダと同じサブフォルダおよびリソースが含まれます。


	
フォルダのクローンを、元のフォルダ以外の既存フォルダ名を使用して作成します。元のフォルダのサブフォルダおよびリソースは、クローンに名前が与えられたフォルダのサブフォルダおよびリソースと結合されます。元のフォルダは不変です。


	
フォルダのクローンを、既存のプロジェクトまたはプロジェクト・フォルダ内の新しい場所に作成します。この場合、クローン・フォルダには元のフォルダと同じフォルダおよびリソースが含まれます。元のフォルダは不変です。












2.4.6 プロジェクト、フォルダおよびリソースの名前変更方法



Service Busコンポーネントの名前を変更すると、すべての参照が自動的に更新されます。


注意:

UDDIレジストリからインポートされたビジネス・サービスの名前を変更すると、そのサービスはレジストリからデタッチされます。



Service Busコンポーネントの名前を変更するには:




	プロジェクト・ナビゲータで、名前を変更するコンポーネントに移動します。
	コンポーネントを右クリックし、「名前変更」を選択します。
	コンポーネントの名前のテキストを選択し、新しい名前を入力します。ネーミング・ガイドラインについては、「プロジェクトおよびフォルダの名前」を参照してください。
	[Enter]を押します。

コンポーネントの名前が変更されます。












2.4.7 プロジェクト、フォルダおよびリソースの移動方法



リソースを別の場所に移動する場合、Service Busでは、そのリソースに対するすべての依存性を保持します。プロジェクトを別のプロジェクトに移動する場合、Service Busでは、これを後者のプロジェクト内のフォルダに変換します。逆に、フォルダを「すべてのプロジェクト」ノードに移動する場合、Service Busでは、これをプロジェクトに変換します。

Service Busコンポーネントを移動するには:




	プロジェクト・ナビゲータで、移動するプロジェクト、フォルダまたはリソースに移動し、これを右クリックします。
	「移動」をクリックします。

「移動」ダイアログが表示されます。




	「宛先」セクションで、選択したコンポーネントの移動先のプロジェクトまたはフォルダを選択します。
	「移動」をクリックします。

移動したコンポーネントが選択した場所に表示されます。すべての依存性は保持されます。


注意:

同じ名前のコンポーネントがすでに含まれているプロジェクトまたはフォルダにコンポーネントを移動することはできません。














2.4.8 プロジェクト、フォルダおよびリソースの削除方法


プロジェクトまたはフォルダを削除すると、そのフォルダの下にあるリソースがすべて削除されます。このフォルダの下にあるリソースが別のプロジェクトまたはフォルダの下にあるリソースから参照されている場合、リソースを削除することはできますが、確認のための警告が出されます。この場合、削除されたリソースへの未解決の参照が原因で、競合が発生する可能性があります。

Service Busコンポーネントは、プロジェクト・ナビゲータまたはプロジェクトやフォルダの定義エディタから削除できます。エディタから削除する場合は、同じコンテナ内の複数のコンポーネントを同時に削除できます。


警告:

パイプライン・テンプレート・リソースを含むプロジェクトまたはフォルダを削除する場合、そのテンプレートから派生したすべての具象パイプラインはリンク解除されます。







2.4.8.1 プロジェクト・ナビゲータを使用したService Busコンポーネントの削除



プロジェクト・ナビゲータを使用してService Busコンポーネントを削除するには:




	プロジェクト・ナビゲータで、削除するコンポーネントに移動します。
	コンポーネントを右クリックし、「削除」を選択します。
	表示される「確認」ダイアログで、「はい」をクリックしてプロセスを完了します。

コンポーネントがプロジェクト・ナビゲータとセッションから削除されます。












2.4.8.2 エディタを使用したService Busコンポーネントの作成



エディタを使用してService Busコンポーネントを削除するには:




	プロジェクト・ナビゲータで、削除するコンポーネントを含むプロジェクトまたはフォルダに移動します。
	プロジェクトまたはフォルダをクリックして、そのエディタを表示します。プロジェクトを削除するには、かわりに「すべてのプロジェクト」ノードをクリックします。

プロジェクトまたはフォルダの定義エディタが表示されます。




	コンポーネントの表で、削除する各コンポーネントを選択し、「削除」アイコンをクリックします。


ヒント:

複数のコンポーネントを選択するには、[Ctrl]キーを押したまま、削除する各コンポーネントをクリックします。






	表示される「確認」ダイアログで、「はい」をクリックしてプロセスを完了します。

コンポーネントが、エディタ、プロジェクト・ナビゲータおよびセッションから削除されます。
















2.5 競合の表示と解決


「競合」タブには、構成のエラーに関する診断メッセージが、セッション内で行った変更と他のアクティブ化されたセッションで行われた変更との間の競合とともに表示されます。

競合は、Service Busリソースにセマンティック・エラーがある場合、または別のセッションですでに変更およびアクティブ化されたリソースを現在のセッションで変更する場合に発生します。2つのセッションによって同一リソースに対して2つの変更が行われた場合は、どちらか一方のセッションがアクティブになるまで競合は発生しません。「競合」アイコンをクリックしてアクセスできる「競合」タブから、競合を表示して解決できます。

ツールバーの「競合」アイコンには、セッション中の現在の競合の数が表示されます。


図2-11 ツールバーの競合アイコン

[image: 図2-11の説明が続きます]



「競合」タブには、競合の種類に応じて次の情報セットが表示されます。

	
エラー: 「エラー」アイコンは、変更をコミットできない重大な競合が構成内にあることを示します。競合を解決しないと、変更をコミットすることはできません。


	
同時更新: 「警告」アイコンは、変更のコミットが可能な重大ではない競合があることを示します。これらは、他のアクティブ化されたセッションと互換性のない変更があることを警告します。


	
情報メッセージ: 「警告」アイコンは、変更のコミットが可能な重大ではない競合が構成内にあることを示します。








2.5.1 競合およびエラーの表示方法


「競合」タブには、現在のService Bus構成内のエラー、および行った変更と他のアクティブ化との間の競合が反映されます。すべての競合を表示することも、現在のリソース・エディタに表示されているリソースの競合のみを表示することもできます。「競合」アイコンをっクリックして「競合」タブを表示します。


図2-12 「競合」タブ

[image: 図2-12の説明が続きます]






2.5.1.1 Service Busコンソールでのすべての競合およびエラーの表示



すべての競合およびエラーを表示するには:




	次のいずれかを実行して「競合」タブにアクセスします。

	
ツールバーの一番上の「エラー」アイコンをクリックします。


	
ページの下部にある「競合」タブをクリックします。







	構成内のエラーを表示するには、「競合」タブの「エラー」をクリックします。
	他のアクティブ化の同時更新との競合を表示するには、「競合」タブの「同時更新」をクリックします。
	特定の競合の詳細を表示するには、その競合の「名前」列のリンクをクリックします。








2.5.1.2 デプロイされたリソースのための競合およびエラーの表示



Service Busリソースにエラーが含まれる場合、そのエディタにそのコンポーネントを表示すると、エディタの名前の横に競合アイコンが表示されます。

表示されたリソースの競合およびエラーを表示するには:




	リソースをそのエディタに表示して、エディタ・タイトルの横(ビジネス・サービス定義の横など)の「競合」アイコンをクリックします。

ページの下部にある「競合」タブで、最初の競合が強調表示されます。




	その競合を開き、競合の原因となったエラーに関する追加情報を表示します。
	コンポーネントの競合をスクロールするには、「競合」アイコンの横の左矢印および右矢印をクリックします。










2.5.2 競合およびエラーの解決方法


セッションをアクティブ化する前に、そのセッション内のすべてのエラー競合を解決する必要があります。競合を解決するには、「競合」タブの「エラー」表および「同時更新」表に示された情報を使用して問題を理解し、競合の原因となっているコンポーネントを変更します。





2.5.2.1 同時更新の競合の解決



別のセッションですでに変更およびアクティブ化されたリソースを現在のセッションで変更したために競合が発生した場合、その競合は、次の2つの方法のいずれかにより解決できます。





	
ランタイムに対して変更を保存し、競合するセッションにデプロイされた変更をオーバーライドするには、右上のツールバーの「アクティブ化」をクリックします。

競合するセッションのユーザーによりアクティブ化された変更は、このセッションの変更により上書きされます。


	
このセッションのコンポーネントをランタイムに保存された状態に戻すには、「同時更新」表でコンポーネントを選択して、表の上の「同期」をクリックします。

セッション内のリソースは、競合するセッションでアクティブ化された変更内容で更新されます。これで、更新を行い、変更をアクティブ化できます。












2.5.2.2 エラーの競合の解決



エラーの競合を解決するには:




	「競合」タブの「エラー」表で、解決するリソースの左にある「展開」アイコンをクリックします。

リソースの下にエラー・メッセージが表示されます。




	リソースの名前をクリックし、Service Busエディタでこれを開きます。
	リソースを更新して、エラー・メッセージに示された情報に基づいて問題を修正します。
	「保存」をクリックします。
	すべての競合が解決されるまで、これらの手順を繰り返します。












2.6 履歴データの表示


「履歴」タブには、「変更」、「セッション」および「アクティブ化」という3つの異なるビューがあります。

	
現在のセッションで行われた変更の表示方法


	
既存のセッションの表示方法


	
アクティブ化されたセッションで行われた変更の表示方法


	
アクティブ化されたセッションのパージ方法








2.6.1 現在のセッションで行われた変更の表示方法



「履歴」タブの「変更」ビューには、セッション内で作業しているかどうかによって異なる情報が表示されます。セッション内の場合は、現在のセッションで行われた構成の変更内容が「変更」ビューにリストされます。セッション外の場合は、「変更」ビューに変更内容は表示されません。


図2-13 「履歴」タブ

[image: 図2-13の説明が続きます]



現在のセッションの変更を表示するには:




	次の図に示すように、ツール・アイコンをクリックして、「履歴」をクリックします。

[image: GUID-9A6F1614-4E55-41A2-B1A3-08EC3E976D30-default.pngの説明が続きます]



「変更」ビューが選択された状態で「履歴」タブが表示されます。「変更」表には、行われた変更のタイプ、各変更が行われた時間、各変更を行った人、ステータス、および変更が取り消された場合にその取消しを行った人が表示されます。




	リストされている変更を取り消すには、「現在のセッションの特定の変更を取り消す方法」を参照してください。








2.6.2 既存のセッションの表示方法



「履歴」タブの「セッション」ビューには、Oracle Service Busコンソール内に存在するすべてのセッションのリストが表示されます。これらのセッションは、セッション内にいる場合にもセッション外にいる場合にも表示できます。

すべてのセッションが表示されるのは、管理ロールでログインしている場合のみです。詳細は、『Oracle Service Busの管理』のOracle Service Busのアクセス・セキュリティの定義に関する項を参照してください。

既存のセッションを表示するには:




	Service Busコンソールの左上から、ツール・アイコンをクリックし、「履歴」をクリックします。

「変更」ビューが選択された状態で「履歴」が表示されます。




	表の上の「セッション」をクリックします。

「セッション」表が表示され、セッション、各セッションの作成者、各セッションの作成および変更日時、および変更されたリソースの数がリストされます。




	リスト内のセッションに切り替えるには、そのセッションを選択し、「セッションへの切替え」アイコンをクリックします。


注意:

同一ユーザーによる複数ブラウザへのログインはサポートされていません。そのような操作を行うと、コンソールで予期できない動作が生じるおそれがあります。














2.6.3 アクティブ化されたセッションで行われた変更の表示方法



「履歴」タブの「アクティブ化」ビューには、すべてのService Busアクティブ化のリストが表示されます。リストされているアクティブ化ごとに、アクティブ化された変更の履歴を表示できます。

アクティブ化されたセッションで行われた変更を表示するには:




	Service Busコンソールの左上から、ツール・アイコンをクリックし、「履歴」をクリックします。

「変更」ビューが選択された状態で「履歴」が表示されます。




	表の上の「アクティブ化」をクリックします。

「アクティブ化」表が表示され、アクティブ化、その説明、各アクティブ化の発生時間、各セッションのアクティブ化を行った人、アクティブ化のステータス、およびアクティブ化が取り消された場合にその取消しを行った人が表示されます。




	アクティブ化の各変更の情報を表示するには、「アクティブ化」列でそのアクティブ化をクリックします。

「タスクの詳細」ダイアログが表示され、選択したセッション内で行われた各変更のリストが示されます。




	タスクの詳細にリストされたリソースまたは場所(パス)を表示するには、そのリソースまたは場所の名前をクリックします。

リソースまたは場所がService Busエディタで開かれます。




	アクティブ化の取消しまたはアクティブ化のタスクのパージを行うには、次のトピックを参照してください。

	
アクティブ化されたセッションのパージ方法


	
セッションのアクティブ化を取り消す方法


	
現在のセッションの特定の変更を取り消す方法















2.6.4 アクティブ化されたセッションのパージ方法



アクティブ化されたすべてのセッション、または開始日と終了日で区切られた特定の期間にアクティブ化されたセッションのみをパージできます。このアクションはセッション外でのみ可能です。


警告:

セッションのアクティブ化履歴のパージには、複数レベルの取消しを可能にするデータの削除が含まれます。特定の期間について、セッションのアクティブ化履歴をパージすると、その期間中にアクティブ化されたセッションの取消しはできなくなるということです。



アクティブ化されたセッションで行われた変更を表示するには:




	アクティブなセッション内で作業していないことを確認します。
	Service Busコンソールの左上から、ツール・アイコンをクリックし、「履歴」をクリックします。

「変更」ビューが選択された状態で「履歴」が表示されます。




	表の上の「アクティブ化」をクリックします。
	表の上の「タスクのパージ」アイコンをクリックします。

「アクティブ化履歴のパージ」ダイアログが表示されます。




	「アクティブ化履歴のパージ」ダイアログで、次のいずれかを実行します。

	
すべてのセッションのすべてのタスクをパージするには、「すべてのタスクのパージ」を選択します。


	
特定の期間のタスクをパージするには、「選択したタスクのパージ」を選択し、パージする期間の開始日時と終了日時を入力します。







	「パージ」をクリックしてから、「はい」をクリックしてパージすることを確認します。

選択したアクティブ化がリストから削除され、パージの説明とともに新しいエントリが表示されます。














2.7 変更およびアクティブ化の取消し


セッション内で作業している間は、タスクを任意の順序で取り消すことができます。取消し操作により、リソースの構成は、取り消す変更を行う前の構成に設定されます。実行されていないタスクがリソースを作成したタスクだった場合、リソースを戻すことができる以前の状態は存在しません。つまり、このタスクを実行する前のリソースは存在しません。実際には、取消し操作により、セッションからそのリソースが削除されます。この場合、削除されるリソースへの参照があると、エラーが発生します。そのようなエラーは、「競合」タブで確認できます。Service Busでは、無制限の取消し操作をサポートしています。つまり、取消し操作の取消しも可能です。

セッションを操作していない場合は、以前にアクティブ化したセッションの履歴を表示できます。これらのセッションは取り消すこともできます。ランタイム構成のエラーの原因が取消しアクションだった場合、以前にアクティブ化したセッションを取り消すことはできません。たとえば、セッションのアクティブ化を取り消すことによって、他のリソースが参照するリソースが削除される場合は、この取消し操作を実行できません。





2.7.1 現在のセッションの特定の変更を取り消す方法



「履歴」タブの「変更」ビューで、現在のセッション中に実行した特定のタスクを取り消すことができます。現在のセッションでの変更を取り消すことができます。ただし、誤って取消し操作を実行したことに気付いた場合、そのアクションも取り消すことができます。

現在のセッションの特定の変更を取り消すには:




	Service Busコンソールの左上から、ツール・アイコンをクリックし、「履歴」をクリックします。

「変更」ビューが選択された状態で「履歴」が表示されます。




	取り消す変更を選択し、表の上の「取消し」アイコンをクリックします。

変更が取り消されます。作成タスクを取り消すと、選択したリソースはセッションから削除され、プロジェクト・ナビゲータには表示されなくなります。削除タスクを取り消すと、選択したリソースは再度セッションに追加され、プロジェクト・ナビゲータに再表示されるようになります。












2.7.2 セッションのアクティブ化を取り消す方法



「履歴」タブの「アクティブ化」ビューで、セッションのアクティブ化を取り消すことができます。セッションのアクティブ化を取り消すことによりセマンティク・エラーが発生する場合は、アクティブ化の取消し操作を実行することはできません。かわりに、セッションのアクティブ化を取り消し、その変更結果を新しいセッションに移すという方法があります。その後、セマンティク・エラーを修正し、その新しいセッションをアクティブ化します。この元に戻してセッションに移動する機能を使用して、セッションのアクティブ化を取り消した場合の影響を調べることも可能です。結果的に生じる変化をすべて調べ、アクティブ化を取り消すかどうかを判断できます。Service Busでは、システム・リソースの制約のみで、複数レベルのセッションのアクティブ化を取り消すことができます。

セッションのアクティブ化を取り消すには:




	Service Busコンソールの左上から、ツール・アイコンをクリックし、「履歴」をクリックします。

「変更」ビューが選択された状態で「履歴」が表示されます。




	表の上の「アクティブ化」をクリックします。

「アクティブ化」表に以前のアクティブ化が表示されます。


図2-14 「アクティブ化」タブ

[image: 図2-14の説明が続きます]





	アクティブ化を取り消すには、次を実行します。

	
取り消すセッションの右の空フィールドをクリックし、このセッションを選択します。


	
表の上の「取消し」アイコンをクリックします。

セッションのアクティブ化が取り消されます。







	セッションへのアクティブ化を取り消すには、次を実行します。

	
取り消すセッションの右の空フィールドをクリックし、このセッションを選択します。


	
「セッションでの取消し」をクリックします。

セッションのアクティブ化が取り消され、セッションでアクティブ化された変更を元に戻すために必要なタスクを入力済の新しいセッションが作成されます。

















2.8 参照の表示


「参照」タブには、他のリソースを参照するリソース、または他のリソースにより参照されるリソースについての情報が表示されます。

プロジェクトおよびフォルダの場合、「参照」には次の内容がリストされます。

	
プロジェクトまたはフォルダ内のリソースによって参照されている、現在のプロジェクトまたはフォルダ外のリソース。


	
プロジェクトまたはフォルダ内のリソースを参照している、現在のプロジェクトまたはフォルダ外のリソース。




コンソール内のプロジェクト、フォルダまたはリソースの場合、エディタの右上の「参照」アイコンをクリックして、「参照」タブにこれらの参照に関する情報を表示します。





2.8.1 リソース参照の表示



リソースへの参照の表示は、セッション内でもセッション外でも実行できます。

リソース参照を表示するには:




	プロジェクト、フォルダまたはリソースをそのService Busエディタで開きます。
	エディタの右上にあるツール・アイコンをクリックして、「参照」を選択します。

「参照」ページが表示され、選択したリソースが太字で表示されます。「参照元」列には、選択したリソースを参照するリソースがリストされます。「参照」列には、選択したリソースが参照するリソースがリストされます。


図2-15 「参照」タブ

[image: 図2-15の説明が続きます]





	リソースの名前をクリックすると、そのエディタにそのリソースが表示されます。
	「参照元」列のリソースの横の左矢印をクリックすると、そのリソースの参照が表示されます。
	「参照」列のリソースの横の右矢印をクリックすると、そのリソースの参照が表示されます。










2.9 Oracle Service Busコンソールの外観のカスタマイズ


コンソール内のいくつかのエディタは表に情報を表示します。この情報を表にどのように表示するかをカスタマイズできます。

	
表ビューのカスタマイズ方法








2.9.1 表ビューのカスタマイズ方法


各表の上のメニュー・バーにより、どの列をどのような順序で表示するかを指定できます。列のソート順を指定したり、表をフルスクリーンで表示することもできます。





2.9.1.1 表示する列の指定



表示する列を指定するには:




	表の左上で「表示」をクリックし、「列」を選択します。

サブメニューに、使用可能な列のリストが表示されます。列の横にあるチェックは、その列が表示されることを示しています。




	使用可能なすべての列を表示するには、「すべて表示」を選択します。
	表示する列を指定するには、「列の管理」を選択します。

「列の管理」ダイアログが表示されます。


図2-16 「列の管理」ダイアログ

[image: 図2-16の説明が続きます]





	表示されている列を非表示にするには、「非表示列」パネルで列名を選択し、右矢印ボタンをクリックします。
	非表示の列を表示にするには、「表示される列」パネルで列名を選択し、左矢印ボタンをクリックします。

アスタリスク(*)は必須列を示しています。




	表示するすべての列名が「表示される列」フィールドに表示されるまで繰り返します。

「表示される列」フィールドで上向き矢印と下向き矢印を使用し、列名の順序を変更することもできます。




	「OK」をクリックします。








2.9.1.2 表内の列のソート



表内の列をソートするには:


注意:

表のソートのデフォルトの順番は、表の先頭の列で決まります。






	表の左上で「表示」をクリックし、「ソート」を選択します。
	「拡張ソート」を選択します。
	「ソート基準」フィールドで最初のソート基準となる列名を選択し、「昇順」または「降順」を選択します。
	「次の基準」フィールドで、2番目のソート基準となる列名を選択し、「昇順」または「降順」を選択します。
	「OK」をクリックします。








2.9.1.3 表内の列の順序変更



表内の列の順序を変更するには:




	表の左上で「表示」をクリックし、「列の並替え」を選択します。
	「列の並替え」ダイアログで上向き矢印と下向き矢印を使用し、列の順序を変更します。
	完了したら「OK」をクリックします。




ヒント:

列見出しをクリックして表内の別の場所にドラッグすることで、列を移動することもできます。











2.9.1.4 表のフルスクリーン・モードでの表示



表をフルスクリーンで表示するには:

現在のページから表をデタッチし、それをブラウザのサイズに合せてページに表示するには、表の上の「表示」をクリックし、「デタッチ」を選択します。

















53 WS-PolicyによるOracle Service Busプロキシ・サービスおよびビジネス・サービスの保護


この章では、Service BusでWebLogic Serverのセキュリティ・ポリシーを使用する方法について説明します。


注意:

この章は主にWLS 9ポリシーに適用され、Oracle Web Services Manager (OWSM)ポリシーは対象ではありません。WLSポリシーは、このリリースで非推奨になったため、OWSMポリシーで置き換えられます。WLS9ポリシーがアタッチされているサービスをインポートできますが、新しいサービスにはOWSMポリシーのみを使用できます。



Webサービスであるプロキシ・サービスまたはビジネス・サービスのメッセージ・レベルのセキュリティ要件を指定するには、Webサービス・ポリシー(WS-Policy)フレームワークを使用します。

次の項では、プロキシ・サービスとビジネス・サービスのWS-Policyの構成について説明します。

	
Webサービス・ポリシーについて


	
Oracle独自のセキュリティ・ポリシーのベスト・プラクティス


	
ポリシー・サブジェクトと有効ポリシー








53.1 Webサービス・ポリシーについて


Webサービス・ポリシー(WS-Policy)は、Webサービスの制約と要件を定義するための標準ベースのフレームワークです。

それは、それぞれ1つまたは複数のアサーションを含む、ポリシーと呼ばれるXML文の集合で制約と要件を表します。

Service Busでは、WS-Policyアサーションを使用して、デジタル署名や暗号化に対するWebサービスの要件、および必要なセキュリティ・アルゴリズムや認証メカニズムを指定します。

WS-Policyフレームワークを使用すると、他の仕様で「ポリシー・アサーション」を宣言できます。ポリシー・アサーションは、<policy>要素内に示されるドメイン固有のXML要素です。ポリシー・アサーションの仕様は、このドメイン固有のアサーションの構文とセマンティクスを記述します。

WS-SecurityPolicyは、ドメイン固有のアサーション言語の一例です。WS-SecurityPolicy仕様は、WS-Policyフレームワークで使用する一連のセキュリティ・ポリシー・アサーションを定義しています。

WS-ReliableMessagingは、ドメイン固有のアサーション言語のもう1つの例であり、信頼性のあるメッセージング・ポリシーを宣言するためのアサーションを定義しています。





53.1.1 WS-SecurityとWS-Policyの関係


Webサービス・セキュリティ(WS-Security)は、Webサービス・ポリシー・フレームワーク(WS-Policy)と連動して機能します。次の用語の意味とこれらがどのように関係するのかを理解することが重要です。

	
Webサービス・セキュリティ(WS-Security)はOASIS標準の1つです。SOAPメッセージにメッセージ・レベルのセキュリティを組み込むための相互運用可能なメカニズムを定義しています。WS-Securityによって、メッセージ・レベルのセキュリティが「どのように」 SOAPメッセージに組み込まれるかが決まります。

WS-Securityは、メッセージの整合性と機密性をサポートします。また、SOAPエンベロープにセキュリティ・トークンを含める拡張モデルや、SOAPエンベロープ内からセキュリティ・トークンを参照するモデルも定義しています。WS-Securityでは、SOAPメッセージのどの部分をデジタル署名または暗号化するかを指定できます。


	
Webサービス・ポリシー・フレームワーク(WS-Policy)は、Webサービスのポリシーを記述して通信するための汎用モデルとその構文を提供します。WS-Policyは、抽象XMLフレームワークです。WS-Policyの特徴は、ポリシー「アサーション」と呼ばれる子要素です。


	
WS-SecurityPolicyは、WS-Policyのセキュリティ面を指定するためのアサーションを定義します。WS-SecurityPolicyは、SOAPメッセージで「どの」メッセージ・レベルのセキュリティが必要かを決定します。

ポリシーでは、セキュリティで保護する操作と、Webサービス・クライアントが適用する必要があるセキュリティ対策を決定できます。




プロキシ・サービスまたはビジネス・サービスのWS-Policyを構成するときに、WS-Policyに1つまたは複数のセキュリティ・ポリシー・アサーションが含まれている場合、プロキシ・サービスまたはビジネス・サービスは、WS-Securityが有効になっていると見なされます。







53.1.2 抽象および具象WS-Policy文


WS-Policy仕様に基づいて(Oracle独自のセキュリティ・ポリシー・スキーマを使用して)記述されたセキュリティ・ポリシー・アサーションの場合、WebLogic Webサービス実行時環境では、2つのタイプのWS-Policy文を認識します。

	
具象WS-Policy文では、認証、暗号化、およびデジタル署名のために使用されるセキュリティ・トークンを指定します。具象暗号化ポリシーでは、必ず、サーバーの暗号化証明書が、base 64でエンコードされた証明書の形式でX.509バイナリ・セキュリティ・トークンに組み込まれます。

必要な認証のタイプ(X.509またはSAMLトークンの使用など)が設計時にわかっている場合は、具象WS-Policy文を作成できます。


	
抽象WS-Policy文では、セキュリティ・トークンを指定しません。具体的には、WS-Policyファイルの<Identity>要素や<Integrity>要素(またはアサーション)に<SupportedTokens><SecurityToken>子要素が含まれないこと、およびWS-Policyファイルの<Confidentiality>要素に<KeyInfo><SecurityToken>子要素が含まれないことです。

抽象ポリシーが受け取るセキュリティ・トークンのタイプは、Service Busの実行時環境で決定します。












53.2 Oracle独自のセキュリティ・ポリシーのベスト・プラクティス


この項では、WS-Policy仕様に基づき、Oracle独自のセキュリティ・ポリシー・スキーマを使用して記述されたセキュリティ・ポリシー・アサーションを使用する際に考慮すべきベスト・プラクティスについて説明します。


注意:

WS-SecurityPolicyを設計する前に、セキュリティ要件を入念に分析してください。このベスト・プラクティスは、特定のビジネス・セキュリティのニーズには当てはまらない可能性もあります。



	
操作のレスポンス・ポリシーでは、IDアサーションを使用しないでください。結果として、レスポンス・ポリシーでは、定義済のAuth.xmlポリシーを使用しないでください。

アクティブな仲介プロキシ・サービスに対してインバウンドでWS-Securityユーザー名トークンを使用する場合、ユーザー名/パスワードをバックエンド・サービスに渡すと(ユーザー名/パスワードのパススルー)、ユーザー名トークンには、パスワードをクリア・テキストで含める必要があります。


	
WS-Securityのユーザー名トークンをクリア・テキストのパスワードで使用する場合、必ずトークン全体を(WS-Securityで)暗号化するか、メッセージをSSLで送信して、ユーザー名トークンの機密性を保護することを強くお薦めします。


	
IDアサーションを使用する場合は、Integrityアサーションを使用して、機密メッセージ・コンテンツ(SOAP本体およびSOAPヘッダー部分)とともに、認証トークン(ユーザー名、X.509またはSAMLトークン)にデジタル署名することもできます。デジタル署名は、署名されたコンテンツの整合性を保護し、認証トークンとメッセージ・コンテンツをバインドします。これは、第三者による認証トークンの任意のSOAPエンベロープへのコピーと、それによるメッセージの偽造を防止するために重要です(Integrityアサーションを使用する代わりに、SSLを使用してメッセージを送信することもできます)。


	
Integrityアサーションを使用する場合は、MessageAgeアサーションも使用してください。また、署名トークン(つまり検証証明書)をwsse:Securityヘッダーに含めること、およびデジタル署名で、署名するSOAP本体またはSOAPヘッダー部分に加えて、署名トークンおよびタイムスタンプを対象とすることもお薦めします。MessageAgeアサーションは、タイムスタンプがセキュリティ・ヘッダーに含まれることを保証します。タイムスタンプは、反射攻撃の防止に使用されます。定義済のSign.xmlポリシーは、このベスト・プラクティスに従っています。


	
JMSでタイム・スタンプを使用する場合は(MessageAgeアサーション)、MessageAgeアサーションの有効期限を適切に設定するようにしてください。値が小さ過ぎると、キューに置かれている間にメッセージが有効期限切れになる可能性があります。


	
IDアサーションで、X.509トークンをサポートされるトークン・リストに含める場合は、ポリシーにもIntegrityアサーションを含める必要があります。X.509トークンがデジタル署名で使用されていない場合、サーバーはX.509トークンを認証の証拠として受け入れません。

IDアサーションがその他のトークン・タイプを受け入れる場合、IntegrityアサーションのX509AuthConditional属性を使用して、実際の認証トークンがX.509トークンの場合のみ、デジタル署名を必要とすることを指定できます。抽象IDアサーションは、デプロイ時にあらかじめ処理されており、実行時環境によってサポートされているすべてのトークン・タイプのリストを挿入することで、具象アサーションに変換されます。


	
ポリシーでは抽象IDアサーションを使用しないことをお薦めします。かわりに、認証でサポートされるトークン・タイプを直接正確に指定するようにしてください。また、IDアサーションでサポートするトークン・タイプは1つのみにすることをお薦めします。


注意:

これにより、サポートされるトークン・タイプがあいまいでなくなるため、IntegrityアサーションのX509AuthConditional属性は不要になります。



結果として、可能なかぎりAuth.xmlポリシー・ファイルを使用せずに、Sign.xmlおよびEncrypt.xmlのポリシーを使用することをお薦めします。


	
Service Busプロキシがデジタル署名(インバウンド・リクエスト・メッセージまたはバックエンド・レスポンス・メッセージ上)を処理するときは常に、セキュリティ・レルムに証明書レジストリを構成し、取引パートナの証明書をレジストリにインポートすることを強くお薦めします。










53.3 ポリシー・サブジェクトと有効ポリシー


ポリシー・サブジェクトは、サービス、エンドポイント、操作、メッセージなどのエンティティであり、これにポリシーを関連付けることができます。

1つのWS-Policy文を複数のポリシー・サブジェクトと関連付けることができ、反対に、複数のWS-Policy文を1つのポリシー・サブジェクトを関連付けることができます。ポリシー・スコープは、ポリシーが適用されるポリシー・サブジェクトの集合です。たとえば、wsd:binding/wsdl:operation/wsdl:inputに付加されたポリシーが適用されるポリシー・スコープは、入力メッセージ、操作、エンドポイント、およびサービスです。

特定のポリシー・サブジェクトの 有効ポリシー は、スコープにそのポリシー・サブジェクトを含むすべてのポリシーを結合したものになります。たとえば、バインディング操作の入力メッセージの有効ポリシーは、次に付加されるすべてのポリシーを結合したものになります。

	
バインディング操作の入力メッセージ


	
バインディング操作


	
バインディング


	
ポートのタイプの操作の入力メッセージ


	
ポートのタイプの操作


	
ポートのタイプ


	
サービス




WS-Policy文を使用してプロキシ・サービスまたはビジネス・サービスを構成した場合、Oracle Service Busコンソールに有効ポリシーが表示されます(読取り専用)。











7 システム・リソースの作成と構成


この章では、JNDIプロバイダ、SMTPサーバー、プロキシ・サーバーなどのシステム・リソースを追加および構成する方法について説明します。システム・リソースは、Service Busサービスのすべてのプロジェクトのセッションで再利用できます。

この章の内容は次のとおりです。

	
JNDIプロバイダ・リソースの操作


	
SMTPサーバー・リソースの操作


	
プロキシ・サーバー・リソースの操作




UDDIレジストリは、Service Busのシステム・リソースでもあります。これらについては、「UDDIレジストリの操作」で詳しく説明します。

Oracle Service Busコンソールでは、システム・プロジェクトにシステム・リソースを作成し、このプロジェクトには、デフォルトでシステム・リソースのタイプごとにフォルダが含まれます。JDeveloperでは、「アプリケーション・リソース」パネルの「Service Busシステム・リソース」フォルダにリソースを作成します。ファイル・システムでは、これらのリソースは、JDeveloperアプリケーション・フォルダのSystemサブフォルダにあります。





7.1 JNDIプロバイダ・リソースの操作


JNDIプロバイダ・リソースは、Service BusプロジェクトのJNDIルックアップを実行し、リモート・サーバーへのアクセスに必要なプロトコルとセキュリティの資格証明を提供します。

HTTP、HTTPS、t3、t3s、IIOP、IIOPSといった、JNDIプロバイダの任意のプロトコルを使用できます。Service Busでは、使用するアプリケーション・サーバーに応じて、JNDIルックアップの初期コンテキスト・ファクトリ・クラスがいくつかサポートされます。IIOPまたはIIOPSを使用してJBossアプリケーション・サーバーに接続する場合は、com.sun.jndi.cosnaming.CNCtxFactoryクラスを使用してください(JBoss 7.0.0以降ではIIOP/Sはサポートされません)。





7.1.1 JBossアプリケーション・サーバーのクラスパス要件



JBoss初期コンテキスト・ファクトリ・クラスを使用する場合、必ずService Busサーバー・クラスパスにクラスおよび依存クラスを含めます。サーバーのpost-classpathまたはdomain_name/libディレクトリに次のJARファイルが必要です。これらのファイルは、JBossインストールの/clientディレクトリにあります。

	
jbossall-client.jar (JBoss 4.xから6.xの場合)


	
jboss-client.jar (JBoss 7.xの場合)


	
log4j.jar





注意:

クラスパスにクライアントJARファイルを追加しない場合、jboss-client.jar、jboss-common-core.jar、jboss-integration.jar、jboss-logging-spi.jar、jboss-remoting.jar、jboss-security-spi.jar、jboss-serialization.jar、jbosssx-client.jarおよびjnp-client.jarの各ファイルを個別に追加できます。



さらに、次のプロパティを定義して、サーバー・クラスパスまたはライブラリにjboss-ejb-client.propertiesを追加します。

	
セキュアでない接続の場合:

	
remote.connectionprovider.create.options.org.xnio.Options.SSL_ENABLED=false


	
remote.connections=<name_of_connection>


	
remote.connection.conn1.host=<hostname>


	
remote.connection.conn1.port=<port>





	
セキュアな接続の場合:

	
remote.connectionprovider.create.options.org.xnio.Options.SSL_ENABLED=false


	
remote.connections=<name_of_connection>


	
remote.connection.conn2.host=<hostname>


	
remote.connection.conn2.port=<port>


	
remote.connection.conn2.connect.options.org.xnio.Options.SASL_DISALLOWED_MECHANISMS=JBOSS-LOCAL-USER


	
remote.connection.conn2.username=<username>


	
remote.connection.conn2.password=<password>







IIOPプロトコルを使用する場合、Oracle WebLogic Serverのクラスパスに次のJARファイルを含めます。これらのファイルは、JBossインストールの/server/all/libにあります(ただし、logkit.jarは/clientディレクトリにあります)。

	
jacorb.jar


	
avalon-framework.jar


	
logkit.jar












7.1.2 JBoss初期コンテキスト・ファクトリの環境プロパティについて



JBossアプリケーション・サーバーにデプロイされたEJBは、EJBおよびJEJBトランスポートを使用して呼び出すことができます。Service Busでは、JBossに対して次の初期コンテキスト・ファクトリ実装をサポートします。JBoss 4.xから6.xの場合、それぞれのクラスに対して環境プロパティを指定できます。

	
org.jnp.interfaces.NamingContextFactory


	
org.jboss.naming.HttpNamingContextFactory


	
org.jboss.security.jndi.LoginInitialContextFactory




JBoss 7.xの場合、org.jboss.naming.remote.client.InitialContextFactoryに対して環境プロパティを指定できます。

次の表では、環境プロパティを示し、これらのプロパティに対するサポートの有無をファクトリ・クラスごとに表しています。これらのクラスと設定可能なプロパティの詳細は、http://docs.jboss.org/jbossas/jboss4guide/r1/html/ch3.chapter.htmlのInitialContextファクトリの命名に関する項を参照してください。





表7-1 JBoss初期コンテキスト・ファクトリの環境パラメータ

	パラメータ	NamingContextFactory (4.x-6.x)	HttpNamingContextFactory (4.x-6.x)	LoginInitialContextFactory (4.x-6.x)	InitialContextFactory (7.xのみ)
	
java.naming.factory.initial

	
はい

	
はい

	
はい

	
はい


	
java.naming.provider.url

	
はい

	
はい

	
はい

	
はい


	
java.naming.factory.url.pkgs

	
はい

	
はい

	
はい

	
はい


	
jnp.socketFactory

	
はい

	
いいえ

	
いいえ

	
はい


	
jnp.timeout

	
はい

	
いいえ

	
いいえ

	
はい


	
jnp.sotimeout

	
はい

	
いいえ

	
いいえ

	
はい


	
java.naming.security.principal

	
いいえ

	
いいえ

	
はい

	
はい


	
java.naming.security.credentials

	
いいえ

	
いいえ

	
はい

	
はい


	
java.naming.security.protocol

	
いいえ

	
いいえ

	
はい

	
はい








さらに、JBossクラスタにデプロイされたEJBをルックアップする場合は、次の初期コンテキスト・プロパティが必要となる場合があります。

	
jnp.partitionName


	
jnp.discoveryGroup


	
jnp.discoveryPort


	
jnp.discoveryTimeout


	
jnp.disableDiscovery












7.1.3 Oracle Service BusコンソールでのJNDIプロバイダ・リソースの表示方法



JNDIプロバイダのフォルダ定義エディタには、現在のセッションで作成したJNDIプロバイダ・リソースがすべて表示されます。このページを使用して、定義したJNDIプロバイダ・リソースをすばやく見つけ、そのリソースにアクセスできます。

コンソールでJNDIプロバイダを表示するには:

	
「システム」プロジェクトを開き、「JNDIプロバイダ」を右クリックして、「開く」を選択します。

フォルダ定義エディタが開き、既存のJNDIプロバイダ・リソースのリストが表示されます。


	
特定のJNDIプロバイダを見つけるには、次のようにします。

	
「JNDIプロバイダ」表の上に問合せフィールドが表示されない場合は、表のツールバーで「例示問合せ」をクリックします。


	
「名前」列の上に、検索するJNDIプロバイダ・リソースの名前を入力して、[Enter]を押します。

ワイルドカード文字(単一の文字を表す場合は?、複数の文字を表す場合は*)を入力してさらに一般的な検索を実行できます。


	
すべてのJNDIプロバイダを再度表示するには、問合せフィールドを消去して、[Enter]を押します。





	
JNDIプロバイダの構成を表示するには、「JNDIプロバイダ」表でリソース名をクリックします。


	
JNDIプロバイダ・リソースを削除するには、表でリソースの名前を選択して、「削除」をクリックします。「JNDIプロバイダ・リソースの削除方法」を参照してください。












7.1.4 JNDIプロバイダ・リソースの作成方法


JNDIプロバイダ・リソースを作成する場合、リモート・サーバーの接続情報(URL、初期コンテキスト・ファクトリ、セキュリティ資格証明、JBossコンテキスト・ファクトリの環境プロパティ(オプション)など)を指定します。

JNDIプロバイダ・リソースを作成するには:

	
次のいずれかを行います:

	
JDeveloperを使用する場合、「アプリケーション・リソース」パネルを開き、「Service Busシステム・リソース」を右クリックして「新規」をポイントし、「JNDIプロバイダ」を選択します。


ヒント:

JNDIプロバイダ・リソースをプロジェクトに直接作成するには(これによりプロジェクト・レベルのリソースになる)、プロジェクトを右クリックして「新規」をポイントし、「JNDIプロバイダ」を選択します。




	
Oracle Service Busコンソールを使用する場合、「システム」プロジェクトを開き、「JNDIプロバイダ」を右クリックして「作成」をポイントし、「JNDIプロバイダの作成」を選択します。




「JNDIサービスの作成」ダイアログが表示されます。


	
リソースの名前と必要に応じて説明を入力し、「終了」または「作成」をクリックします。

JNDIプロバイダ定義エディタが表示されます。


	
protocol://hostname:portの形式でJNDIプロバイダのURLを入力します。

クラスタの場合、protocol://hostname:ms1port, hostname:ms2portの形式で管理対象サーバーのカンマ区切りリストを使用します。


	
「初期コンテキスト・ファクトリ」フィールドで、作成するJNDIプロバイダの初期コンテキスト・ファクトリ・クラス名を選択します。


	
「JNDIリクエスト・タイムアウト」フィールドに、JNDIリクエスト・タイムアウトをミリ秒単位で入力します。


	
JNDIオブジェクトのローカル・キャッシュを有効にするには、「JNDIキャッシュ」を選択します。


	
JBoss初期コンテキスト・ファクトリの環境プロパティを追加するには、「環境パラメータ」表の上にある「追加」アイコンをクリックして、表示された新しい行にパラメータ名と値を入力します。

パラメータの詳細は、「JBoss初期コンテキスト・ファクトリの環境プロパティについて」を参照してください。


	
目的のJNDIプロバイダにアクセスするためにユーザー名およびパスワードが必要な場合、「ユーザー名」フィールドにユーザー名を入力して、関連するパスワードを「パスワード」および「パスワードの確認」フィールドに入力します。


	
「保存」をクリックします。


	
Oracle Service Busコンソールを使用している場合、右上のツールバーで次のいずれかを実行します。

	
JNDI接続とローカルにキャッシュされたオブジェクトを破棄するためにJNDIコンテキストをリセットするには、「リセット」アイコンをクリックします。


	
JNDIプロバイダが接続を確立でき、JNDIコンテキストを取得できるかどうかをテストするには、「テスト」アイコンをクリックします。





	
Oracle Service Busコンソールを使用している場合は、「アクティブ化」をクリックして、セッションを終了し、実行時用に構成をデプロイします。










7.1.5 JNDIプロバイダ・リソースの編集方法


JNDIプロバイダ・リソースを作成すると、その説明とほとんどのJNDIプロパティを変更できます。

JNDIプロバイダ・リソースを編集するには:

	
編集するリソースを含むプロジェクトとフォルダを開きます。これは次の場所のいずれかになります。

	
JDeveloperの「アプリケーション・リソース」パネルの「Service Busシステム・リソース」フォルダ。


	
JDeveloperのアプリケーション・ナビゲータでJNDIプロバイダ・リソースが配置されるService Busプロジェクトまたはフォルダ。


	
Oracle Service Busコンソールの「システム」プロジェクトの「JNDIプロバイダ」フォルダ。





	
JNDIプロバイダ名を右クリックして、「開く」を選択します。

JNDIプロバイダ定義エディタが表示されます。


	
「JNDIプロバイダ・リソースの作成方法」で説明している任意のフィールドを変更します。これらのフィールドについては、オンライン・ヘルプでさらに詳細に説明しています。


注意:

「新規パスワード」フィールドは、JNDIプロバイダがユーザー名とパスワードで構成されなかった場合のみ編集できます。




	
変更が終了したら、「保存」をクリックします。


	
Oracle Service Busコンソールを使用している場合は、「アクティブ化」をクリックして、セッションを終了し、実行時用に構成をデプロイします。










7.1.6 JNDIプロバイダ・リソースの削除方法


JNDIプロバイダ・リソースを削除すると、他のService Busリソースによるリソースの参照は機能しなくなります。リソースでJNDIプロバイダを参照しているかどうかを判断するには、JNDIプロバイダ定義エディタでJNDIプロバイダ・リソースを開き、右上のツール・アイコンをクリックして「参照」を選択します。JDeveloperでは、JNDIプロバイダを右クリックして、「依存性の参照」を選択します。

JNDIプロバイダ・リソースを削除するには:

	
編集するリソースを含むプロジェクトとフォルダを開きます。これは次の場所のいずれかになります。

	
JDeveloperの「アプリケーション・リソース」パネルの「Service Busシステム・リソース」フォルダ。


	
JDeveloperのアプリケーション・ナビゲータでJNDIプロバイダ・リソースが配置されるService Busプロジェクトまたはフォルダ。


	
Oracle Service Busコンソールの「システム」プロジェクトの「JNDIプロバイダ」フォルダ。





	
JNDIプロバイダ・リソースを右クリックして、「削除」を選択します。


	
JDeveloperを使用している場合、確認ダイアログに、リソースの参照の数が表示されます。「使用方法の表示」をクリックして参照に関する情報を表示し、リソースを削除することを確定するため「はい」をクリックします。


	
Oracle Service Busコンソールを使用している場合は、「アクティブ化」をクリックして、セッションを終了し、実行時用に構成をデプロイします。












7.2 SMTPサーバー・リソースの操作


SMTPサーバー・リソースは、SMTPサーバーの接続プロパティを定義し、電子メール・トランスポートに基づいてアラート宛先リソースおよびビジネス・サービスを構成するときに使用されます。

SMTPサーバー・グローバル・リソースはSMTPサーバーのアドレス、ポート番号、および認証資格証明(必要な場合)を取り込みます。この認証資格証明はサービス・アカウントとして格納されるのではなく、インラインで格納されます。アラート宛先の詳細は、「アラート宛先の操作」を参照してください。





7.2.1 Oracle Service BusコンソールでのSMTPサーバー・リソースの表示方法



SMTPサーバーのフォルダ定義エディタには、現在のセッションで作成したSMTPサーバー・リソースがすべて表示されます。このページを使用して、定義したSMTPサーバー・リソースをすばやく見つけ、そのリソースにアクセスできます。

コンソールでSMTPサーバーを表示するには:

	
「システム」プロジェクトを開き、「SMTPサーバー」を右クリックして、「開く」を選択します。

フォルダ定義エディタが開き、既存のSMTPサーバー・リソースのリストが表示されます。


	
特定のSMTPサーバー・リソースを見つけるには、次のようにします。

	
「SMTPサーバー」表の上に問合せフィールドが表示されない場合は、表のツールバーで「例示問合せ」をクリックします。


	
「名前」列の上に、検索するSMTPサーバー・リソースの名前を入力して、[Enter]を押します。

ワイルドカード文字(単一の文字を表す場合は?、複数の文字を表す場合は*)を入力してさらに一般的な検索を実行できます。


	
すべてのSMTPサーバーを再度表示するには、問合せフィールドを消去して、[Enter]を押します。





	
SMTPサーバーの構成を表示するには、「SMTPサーバー」表でリソース名をクリックします。


	
SMTPサーバー・リソースを削除するには、表でリソースの名前を選択して、「削除」をクリックします。「SMTPサーバー・リソースの削除方法」を参照してください。












7.2.2 SMTPサーバー・リソースの作成方法



SMTPサーバー・リソースを作成する場合、URLやポート番号といったサーバーの接続情報を指定します。セキュリティ情報は、サーバーで認証が必要な場合のみ必須です。

SMTPサーバー・リソースを作成するには:




	次のいずれかを行います。

	
JDeveloperを使用する場合、「アプリケーション・リソース」パネルを開き、「Service Busシステム・リソース」を右クリックして「新規」をポイントし、「SMTPサーバー」を選択します。


注意:

SMTPサーバー・リソースをプロジェクトに直接作成するには(これによりプロジェクト・レベルのリソースになる)、プロジェクトを右クリックして「新規」をポイントし、「SMTPサーバー」を選択します。




	
Oracle Service Busコンソールを使用する場合、「システム」プロジェクトを開き、「SMTPサーバー」を右クリックして「作成」をポイントし、「SMTPサーバーの作成」を選択します。




「SMTPサーバーの作成」ダイアログが表示されます。




	リソースの名前と必要に応じて説明を入力します。
	コンソールを使用している場合、SMTPサーバーのURLとポート番号を入力します。
	「終了」または「作成」をクリックします。

SMTPサーバー定義エディタが表示されます。




	JDeveloperを使用している場合、URLとポート番号を入力してSMTPサーバーにアクセスします。
	SMTPサーバーへのアクセスで認証が必要な場合、「ユーザー名」フィールドにユーザー名を入力して、対応するパスワードを「パスワード」および「パスワードの確認」フィールドに入力します。
	「保存」をクリックします。
	Oracle Service Busコンソールを使用している場合は、「アクティブ化」をクリックして、セッションを終了し、実行時用に構成をデプロイします。








7.2.3 デフォルトのSMTPサーバーの構成方法



Oracle Service Busコンソールで、ドメインのデフォルト・サーバーとして構成されたSMTPサーバーの1つを指定できます。

デフォルトのSMTPサーバーを構成するには:




	セッションをまだ作成していない場合は、「作成」をクリックして新しいセッションを作成するか、「編集」をクリックして既存のセッションを入力します。
	プロジェクト・ナビゲータで、「システム」→「SMTPサーバー」を開きます。
	デフォルトのサーバーにするSMTPサーバーの名前を右クリックし、「デフォルトに設定」を選択します。
	セッションを終了して構成をランタイムにデプロイするには、「アクティブ化」をクリックします。








7.2.4 SMTPサーバー・リソースの編集方法



SMTPサーバー・リソースを作成すると、その説明とほとんどのサーバー・プロパティを変更できます。

SMTPサーバー・リソースを編集するには:




	編集するリソースを含むプロジェクトとフォルダを開きます。これは次の場所のいずれかになります。

	
JDeveloperの「アプリケーション・リソース」パネルの「Service Busシステム・リソース」フォルダ。


	
JDeveloperのアプリケーション・ナビゲータでSMTPサーバー・リソースが配置されるService Busプロジェクトまたはフォルダ。


	
Oracle Service Busコンソールの「システム」プロジェクトの「SMTPサーバー」フォルダ。







	SMTPサーバー名を右クリックして、「開く」を選択します。

SMTPサーバー定義エディタが表示されます。




	「SMTPサーバー・リソースの作成方法」で説明している任意のフィールドを変更します。これらのフィールドについては、オンライン・ヘルプでさらに詳細に説明しています。
	変更が終了したら、「保存」をクリックします。
	Oracle Service Busコンソールを使用している場合は、「アクティブ化」をクリックして、セッションを終了し、実行時用に構成をデプロイします。








7.2.5 SMTPサーバー・リソースの削除方法



SMTPサーバー・リソースを削除すると、他のService Busリソースによるリソースの参照は機能しなくなります。リソースでSMTPサーバーを参照しているかどうかを判断するには、SMTPサーバー定義エディタでSMTPサーバー・リソースを開き、右上のツール・アイコンをクリックして「参照」を選択ます。JDeveloperでは、SMTPサーバーを右クリックして、「依存性の参照」を選択します。

SMTPサーバー・リソースを削除するには:




	編集するリソースを含むプロジェクトとフォルダを開きます。これは次の場所のいずれかになります。

	
JDeveloperの「アプリケーション・リソース」パネルの「Service Busシステム・リソース」フォルダ。


	
JDeveloperのアプリケーション・ナビゲータでSMTPサーバー・リソースが配置されるService Busプロジェクトまたはフォルダ。


	
Oracle Service Busコンソールの「システム」プロジェクトの「SMTPサーバー」フォルダ。







	SMTPサーバー・リソースを右クリックして、「削除」を選択します。
	JDeveloperを使用している場合、確認ダイアログに、リソースの参照の数が表示されます。「使用方法の表示」をクリックして参照に関する情報を表示し、リソースを削除することを確定するため「はい」をクリックします。
	Oracle Service Busコンソールを使用している場合は、「アクティブ化」をクリックして、セッションを終了し、実行時用に構成をデプロイします。










7.3 プロキシ・サーバー・リソースの操作


プロキシ・サーバー・リソースは、ビジネス・サービスのHTTPトランスポートを構成する場合に使用されます。

詳細は、「HTTPトランスポートおよびポーラー・トランスポートの使用」を参照してください。

	
SSLでのプロキシ・サーバーの使用


	
Oracle Service Busコンソールでのプロキシ・サーバー・リソースの表示方法


	
プロキシ・サーバー・リソースの作成方法


	
プロキシ・サーバー・リソースの編集方法


	
プロキシ・サーバー・リソースの削除方法








7.3.1 SSLでのプロキシ・サーバーの使用


プロキシ・サーバーを構成する際、ホスト名またはIPアドレスに加えて、サーバーのクリア・テキストまたはSSLポート番号を指定できます。プロキシ・サーバー・リソース構成で指定されたポートは、バック・エンド・サービスのポートではなく、Webプロキシ・サーバーの実際の物理的なポートに対応するものなので注意してください。ただし、ビジネス・サービスでのエンドポイント構成はバック・エンド・サービスの実際のエンドポイントに対応します。これはHTTP CONNECTコマンドを使用したSSL/TLSトンネリングの場合にも当てはまります。

Webプロキシ・サーバーには、クリア・テキスト・ソケットとSSLソケットの両方を使用したHTTP CONNECTをサポートするサーバーもあれば、クリア・テキスト・ソケットのみを使用したHTTP CONNECTをサポートするサーバーもあります。たとえば、Oracle iPlanet Web Proxy Server 4.0は、クリア・テキスト・ソケットおよびSSLソケットを使用したHTTP CONNECTをサポートしますが、プロキシ・サーバー・モードでのApache Web Server 2.2は、クリア・テキスト・ソケットのみを使用したHTTP CONNECTをサポートします。

通常は、SSL/TLSトンネリングをサポートする場合、物理的なプロキシ・サーバーにサーバーまたは認証局(CA)の証明書をインストールする必要はありません。かわりに、Webプロキシ・サーバーはセキュアなソケットを開くために、コール元(この場合、Service Bus)から受信した証明書を使用します。同様に、ビジネス・アプリケーションをホストするサーバーがクライアントの証明書を必要とする場合は、プロキシ・サービスをホストするサーバー(Service Bus)の証明書が認証に使用されます。







7.3.2 Oracle Service Busコンソールでのプロキシ・サーバー・リソースの表示方法



プロキシ・サーバーのフォルダ定義エディタには、現在のセッションで作成したプロキシ・サーバー・リソースがすべて表示されます。このページを使用して、定義したプロキシ・サーバー・リソースをすばやく見つけ、そのリソースにアクセスできます。

コンソールでプロキシ・サーバーを表示するには:

	
「システム」プロジェクトを開き、「プロキシ・サーバー」を右クリックして、「開く」を選択します。

フォルダ定義エディタが開き、既存のプロキシ・サーバー・リソースのリストが表示されます。


	
特定のプロキシ・サーバー・リソースを見つけるには、次のようにします。

	
「プロキシ・サーバー」表の上に問合せフィールドが表示されない場合は、表のツールバーで「例示問合せ」をクリックします。


	
「名前」列の上に、検索するプロキシ・サーバー・リソースの名前を入力して、[Enter]を押します。

ワイルドカード文字(単一の文字を表す場合は?、複数の文字を表す場合は*)を入力してさらに一般的な検索を実行できます。


	
すべてのプロキシ・サーバーを再度表示するには、問合せフィールドを消去して、[Enter]を押します。





	
プロキシ・サーバーの構成を表示するには、「プロキシ・サーバー」表でリソース名をクリックします。


	
プロキシ・サーバー・リソースを削除するには、表でリソースの名前を選択して、「削除」をクリックします。「プロキシ・サーバー・リソースの削除方法」を参照してください。












7.3.3 プロキシ・サーバー・リソースの作成方法



プロキシ・サーバー・リソースを作成する場合、サーバー名やポート番号といったサーバーの接続情報を指定します。セキュリティ情報は、サーバーで認証が必要な場合のみ必須です。

各プロキシ・サーバー・リソースに複数のプロキシ・サーバーを構成できます。この場合、Service Busは、ロード・バランシングを実行でき、リソースのフォルト・トレランス機能を提供できます。

プロキシ・サーバー・リソースを作成するには:

	
次のいずれかを行います:

	
JDeveloperを使用する場合、「アプリケーション・リソース」パネルを開き、「Service Busシステム・リソース」を右クリックして「新規」をポイントし、「プロキシ・サーバー」を選択します。


	
Oracle Service Busコンソールを使用する場合、「システム」プロジェクトを開き、「プロキシ・サーバー」を右クリックして「作成」をポイントし、「プロキシ・サーバーの作成」を選択します。




「プロキシ・サーバーの作成」ダイアログが表示されます。


	
リソースの名前と必要に応じて説明を入力します。


	
「終了」または「作成」をクリックします。

プロキシ・サーバー定義エディタが表示されます。


	
プロキシ・サーバーを定義するには、「ホスト-ポート・パラメータ」表で次のようにします。

	
表の上にある「追加」アイコンをクリックします。

表に新しい行が表示されます。


	
「ホスト」フィールドに、プロキシ・サーバーのホスト名またはIPアドレスを入力します。


	
「ポート」フィールドに、プロキシ・サーバーのポート番号を入力します。


	
ホスト名とポート番号をリストから削除するには、削除するサーバーを含む行を表で選択して、「削除」アイコンをクリックします。





	
プロキシ・サーバーへのアクセスで認証が必要な場合、「ユーザー名」フィールドにユーザー名を入力して、対応するパスワードを「パスワード」および「パスワードの確認」フィールドに入力します。


	
「保存」をクリックします。


	
Oracle Service Busコンソールを使用している場合は、「アクティブ化」をクリックして、セッションを終了し、実行時用に構成をデプロイします。












7.3.4 プロキシ・サーバー・リソースの編集方法



プロキシ・サーバー・リソースを作成すると、その説明とセキュリティ・オプションを変更でき、プロキシ・サーバーの変更、追加およびホスト・リストからの削除を行うことができます。

プロキシ・サーバー・リソースを編集するには:




	編集するリソースを含むプロジェクトとフォルダを開きます。これは次の場所のいずれかになります。

	
JDeveloperの「アプリケーション・リソース」パネルの「Service Busシステム・リソース」フォルダ。


	
JDeveloperのアプリケーション・ナビゲータでプロキシ・サーバー・リソースが配置されるService Busプロジェクトまたはフォルダ。


	
Oracle Service Busコンソールの「システム」プロジェクトの「プロキシ・サーバー」フォルダ。







	プロキシ・サーバー名を右クリックして、「開く」を選択します。

プロキシ・サーバー定義エディタが表示されます。




	「プロキシ・サーバー・リソースの作成方法」で説明してる任意のフィールドを変更します。これらのフィールドについては、オンライン・ヘルプでさらに詳細に説明しています。
	変更が終了したら、「保存」をクリックします。
	Oracle Service Busコンソールを使用している場合は、「アクティブ化」をクリックして、セッションを終了し、実行時用に構成をデプロイします。








7.3.5 プロキシ・サーバー・リソースの削除方法



プロキシ・サーバー・リソースを削除すると、他のService Busリソースによるリソースの参照は機能しなくなります。リソースでプロキシ・サーバーを参照しているかどうかを判断するには、プロキシ・サーバー定義エディタでプロキシ・サーバー・リソースを開き、右上のツール・アイコンをクリックして「参照」を選択ます。JDeveloperでは、プロキシ・サーバーを右クリックして、「依存性の参照」を選択します。

プロキシ・サーバー・リソースを削除するには:




	編集するリソースを含むプロジェクトとフォルダを開きます。これは次の場所のいずれかになります。

	
JDeveloperの「アプリケーション・リソース」パネルの「Service Busシステム・リソース」フォルダ。


	
JDeveloperのアプリケーション・ナビゲータでプロキシ・サーバー・リソースが配置されるService Busプロジェクトまたはフォルダ。


	
Oracle Service Busコンソールの「システム」プロジェクトの「プロキシ・サーバー」フォルダ。







	プロキシ・サーバー・リソースを選択して、「削除」を選択します。
	JDeveloperを使用している場合、確認ダイアログに、リソースの参照の数が表示されます。「使用方法の表示」をクリックして参照に関する情報を表示し、リソースを削除することを確定するため「はい」をクリックします。
	Oracle Service Busコンソールを使用している場合は、「アクティブ化」をクリックして、セッションを終了し、実行時用に構成をデプロイします。














31 JMSトランスポートの使用


この章では、JMSトランスポートの概要と、Service Busサービスでの使用および構成方法について説明します。また、Service BusとWebLogic JMS間、およびService BusとWebSphere MQ間の相互運用性に関連する機能および概念についても説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
JMSトランスポートの概要


	
SOAP Over JMSトランスポートの使用


	
ドメイン、サーバーおよびURIの命名ガイドライン


	
プロキシ・サービスでのJMSクライアントID


	
JMSトランスポートのエラー処理


	
WSDL定義のSOAPフォルト・メッセージ


	
JMSリクエスト/レスポンスのメッセージIDと相関IDのパターン


	
JMSトランスポート構成のリファレンス








31.1 JMSトランスポートの概要


JMSトランスポートでは、JMSサービスのJMSキューとトピックからメッセージを送受信できます。

JMSトランスポートを使用するようにビジネス・サービスを構成する場合はメッセージをエンキューして、JMSトランスポートを使用するようにプロキシ・サービスを構成する場合はメッセージを読み取ります(またはポーリングします)。JMSキューまたはトピックは、ローカルWebLogic Serverまたはリモート・サーバーに存在できます。

JMSは、エンタープライズ・メッセージング・システムにアクセスするための標準APIです。WebLogic JMSの概要と機能については、『Oracle WebLogic Server JMSリソースの管理』のJMSとWebLogic Serverの概要に関する項を参照してください。





31.1.1 サービスのJMSコンテンツ・タイプ


Service Busでは、異種のエンドポイント間での相互運用性を確保するため、使用されるコンテンツ・タイプ、JMSタイプおよびエンコーディングをメッセージ・フローの構成時にそれぞれ制御できます。JMSタイプはバイトまたはテキスト(非Javaタイプ・メッセージの場合)のいずれかです。詳細は、「コンテンツ・タイプ、JMSタイプ、およびエンコーディング」を参照してください。







31.1.2 JMSトランスポートのセキュリティ


JMSトランスポートでは、一方向SSLはサポートされますが、双方向SSLはサポートされません。







31.1.3 非同期のリクエスト/レスポンス・メッセージング


メッセージングは、一方向、同期型のリクエスト/レスポンスまたは非同期のリクエスト/レスポンスのいずれかです。ただし、JMSでのメッセージングは、一方向または非同期のリクエスト/レスポンスのみです。JMSを使用した非同期のリクエスト/レスポンス・メッセージングは、HTTPまたはHTTPSを使用したメッセージングにかわるものです。

非同期のリクエスト/レスポンス・メッセージングを使用する利点は次のとおりです。

	
レスポンスを待機する間、リクエスト・スレッドがブロックされることはありません。これにより、多数のブロッキング・リクエスト/レスポンス呼出しが行われた場合に生じる可能性のある、スレッドの管理上の問題が解消されます。ただし、HTTPとHTTP(S)は、操作の非ブロッキング・モードをサポートしています。


	
メッセージングは次が可能であるため、HTTPよりも信頼できます:

	
ディスク上に保持される


	
サービスを利用できないときに、キューに格納される


	
メッセージの処理時にサーバーにエラーや障害が発生した場合、メッセージを再配信できます。


	
トランザクション







IBM WebSphere MQの場合、特定のメインフレームとの対話には非同期のリクエスト/レスポンス・メッセージを使用することをお薦めします。非同期サービスは、使用するJMSリクエスト/レスポンス・パターンに応じて相関IDまたはメッセージIDを返す必要があります。Service Busで使用するどちらのID形式も、IBM WebSphere MQとの互換性およびMQネイティブ・インタフェースを使用するターゲット・サービスとの互換性があります。詳細は、「JMSリクエスト/レスポンスのメッセージIDと相関IDのパターン」を参照してください。

非同期のリクエスト/レスポンス・メッセージは、アウトバウンド・トランスポートとインバウンド・トランスポートによって処理されます。つまり、トランスポート方式固有のデータである$outboundと$inboundを除き、JMSリクエスト/レスポンスとHTTPリクエスト/レスポンスのメッセージ・フローに違いはありません。

Service Busは、同期と非同期のリクエスト/レスポンスのブリッジングをサポートしています。たとえば、HTTPを使用してプロキシ・サービスを呼び出すことができ、呼び出されたプロキシ・サービスは、JMSリクエスト/レスポンス・ビジネス・サービスにルーティングされます。これを同期から非同期へのサービスの切替えと呼びます。







31.1.4 メッセージでのJavaオブジェクトの送信および受信



JMSトランスポートを使用してJavaオブジェクトを直接送信できます。リクエストまたはレスポンスでJavaオブジェクトのサポートを有効にするには、「メッセージ・サービス」タイプのプロキシ・サービスまたはビジネス・サービスを作成し、Service Busを通じてJavaオブジェクトを送信するか受信するかに応じて、リクエストまたはレスポンスの「メッセージング」ページで「Java」を選択します。

JMS宛先からのJavaオブジェクトのデキューには、Javaオブジェクトのデシリアライズが伴います。この処理を有効にするには、JARファイルにデキューされる予定のJavaオブジェクトのJavaクラスをパッケージ化して、JARをService Busプロジェクトにインポートする必要があります。次に、サービスに対するJMSトランスポート固有の構成ページで、「クライアントJar」フィールドでJARを選択します。「クライアントJar」フィールドは、リクエストのメッセージ・タイプとしてJavaを選択しているときはJMSプロキシ・サービスで、また、レスポンスのメッセージ・タイプとしてJavaを選択しているときはビジネス・サービスで使用できます。

Service BusのJavaオブジェクトは、パイプライン・オブジェクト・リポジトリに格納され、<java-content ref="jcid" />要素および属性によってSOAP本体で参照されます(jcidはオブジェクト・リポジトリのオブジェクトに対するキーです)。JavaオブジェクトがNULLの場合、オブジェクトはパイプラインでref="jcid:null"として表現されます。

各メッセージで使用可能なJavaオブジェクトは1つだけです。Javaタイプのメッセージ・タイプについて、Service Busはラージ・メッセージ(コンテンツ・ストリーミング)や、テスト・コンソールでのJavaタイプ・サービスのテストはサポートしていません。









31.1.5 必要なJMSリソース


Oracle Fusion Middleware構成ウィザードでJMSファイル・ストアを構成するとともに、JMSを使用するプロキシ・サービスおよびビジネス・サービスに、次のリソースを構成する必要があります。

	
JMS接続ファクトリ。JMSを使用して実装されたすべてのビジネス・サービスとプロキシ・サービスに、XAまたは非XAのJMS接続ファクトリを構成する必要があります。


	
JMSキューまたはトピック。Service Busでは、JMSを使用して実装されたプロキシ・サービスに自動的にJMSキューが構成されます。JMSを使用するすべてのビジネス・サービスおよび非JMSを使用して実装されたプロキシ・サービスには、JMSキューまたはトピックを構成する必要があります。




すべてのService Bus JMSリソースを単一のJMSモジュールにまとめる場合、Oracle WebLogic Server管理コンソールを使用して、プロキシ・サービスのエンドポイントとして使用する宛先を含む新しいJMSモジュールを作成します。JMSリソースの構成の詳細は、『Oracle WebLogic Server JMSリソースの管理』のJMSリソースの構成方法に関する項を参照してください。







31.1.6 プラットフォームの相互運用性


次の項では、異なるJMSプラットフォームを使用する場合の相互運用性に関する情報とリンクを示します。

	
WebLogic JMSとの相互運用性


	
WebSphere MQとの相互運用性


	
Tibco EMSとの相互運用性








31.1.6.1 WebLogic JMSとの相互運用性


WebLogic Server JMSの詳細は、次のトピックを参照してください。

	
『Oracle WebLogic Server JMSアプリケーションの開発』のアプリケーションの管理に関する項を参照してください。


	
Oracle WebLogic Server管理コンソール・オンライン・ヘルプのJMSサーバーの構成に関する項。


注意:

Service Busでは、リモート・トランザクション・サポートの構成に不可欠なMQ Extended Transactional Clientがサポートされています。












31.1.6.2 WebSphere MQとの相互運用性


Service Busは、WebSphere MQ JMSインタフェースを介してWebSphere MQに接続するため、Service BusはWebSphere MQ JMSクライアントです。WebSphere MQは、次の方法でService Busと対話できます。

	
Service BusがWebSphere MQのフロントエンドとして機能し、他のアプリケーションからのサービス・リクエストを受け入れ、それらをWebSphere MQリクエストに変換します。


	
WebSphere MQがService Busを介して他のアプリケーションにメッセージを送信します。




詳細は、「WebSphere MQ JMSインタフェースの使用」を参照してください。







31.1.6.3 Tibco EMSとの相互運用性


メッセージング・プロバイダとしてTibco Enterprise Messaging Service (EMS)を使用する場合、EXT_PRE_CLASSPATHでTibco EMSのクライアントJARファイルを参照できるように、setDomainEnv.cmd/shを変更する必要があります。











31.2 SOAP Over JMSトランスポートの使用


SOAPはトランスポート方式に依存しないため、SOAPトランスポートでHTTPのかわりにJMSを使用できます。

Service Busでは、JMSリクエスト/レスポンスによるSOAPメッセージと、SOAPベースのWebLogic Serverクライアントおよびサービスとの相互運用性をサポートしています。JMSは、信頼性の高いメッセージング方法でもあります。





31.2.1 WebLogic Serverとの相互運用



WebLogic ServerでJMSリソースを構成するときは、次のSOAP-JMS URI形式をWebLogic Serverで使用します。


jms://host:port/contextURI/serviceName?URI=destJndiName


Service Busでサービスを構成する場合、URIは次の形式で指定する必要があります。


jms://host:port/connection_factory/jndi_destination


どちらの形式でも同じjndi_destinationを使用します。jndi_destinationは、ターゲットのWebLogic Serverの既存のQueueConnectionFactoryのJNDI名である必要があります。詳細は、『Oracle WebLogic Serverの理解』のWebLogic Serverのメッセージングに関する項を参照してください。このドキュメントでは、JMSの概要と詳細へのリンクを示します。


注意:

WebLogic Serverでは、JNDI名でmyqueues/myqueueのようにフォワード・スラッシュを使用できますが、フォワード・スラッシュのあるJNDI名は、Service Busに必要とされるURI形式と一致しないため、このような名前は使用できません。この問題を回避するには、JMS外部サーバーを定義してURIでその外部サーバーを参照します。詳細は、Oracle WebLogic Server管理コンソール・オンライン・ヘルプの外部サーバーの構成に関する項を参照してください。



Service BusからWebLogic Serverサービスを呼び出す場合は、リクエストをビジネス・サービスに送信する前に、パイプライン内でアウトバウンド変数($outbound)に値/contextURI/serviceNameを指定したURIをJMSプロパティとして設定する必要があります。このプロパティを設定するには、トランスポート・ヘッダー・アクションを使用します。$outboundの設定の詳細は、「inbound変数とoutbound変数」を参照してください。

WebLogic Server Webサービス・クライアントがService Busプロキシ・サービスを呼び出す場合、URIプロパティは無視されます。ただし、トランスポート・ヘッダー・アクションのパススルー・オプションを使用すると、呼び出されるサービスにパススルーできます。詳細は、「コンソールでのトランスポート・ヘッダー・アクションの追加」を参照してください。

Service Busで呼び出すことができるのは、バージョン9.2以降で実行されているOracle WebLogicリクエスト/レスポンス・サービスのみです。ただし、一方向のJMSサービスも呼び出すことができます。









31.2.2 ドメイン間JMS呼出しのレスポンス・キューの構成


ドメイン間JMS呼出しのレスポンス・キューを構成する場合は、リクエスト側の管理対象サーバーごとに個別のレスポンス・キューを設定します。

たとえば、2つのService Busクラスタ・ドメイン(ドメインAとドメインB)が、2つの管理対象サーバーを含むWebLogic Serverドメインと通信しているとします。ドメインAには3つの管理対象サーバーがあり、ドメインBには4つの管理対象サーバーがあります。ドメインAとドメインBにレスポンスを返すには、レスポンス・キューとして機能する7つ(3 + 4 = 7)の異なるキューをWebLogic Serverドメインに構成する必要があります。この7つのキューは、(WebLogic Serverドメインの両方の管理対象サーバーにメンバーを持つ)分散キューである場合もあります。


注意:

異なるリモート・ドメインによってホストされている複数のプロキシ・サービスからJMSリクエストを受信するには、リクエスト側の各ドメインに対応する個別のレスポンス・キューのセットを使用して、JMSビジネス・サービスをホストするバックエンドのドメインを構成する必要があります。











31.3 ドメイン、サーバーおよびURIの命名ガイドライン


複数のドメインを使用する作業では、構成が次の要件に準拠していることを確認します。


	
WebLogic Serverインスタンス名およびドメイン名がユニークであること。


	
WebLogic JMSサーバー名はドメイン間に渡って一意とします。


	
永続メッセージ用にJMSファイル・ストアを使用している場合、そのJMSファイル・ストア名がドメイン間に渡って一意でなければなりません。










31.3.1 JMSサーバー名



JMSサーバー名に関しては次のルールを確認します。

	
同じドメインに重複したJMSサーバー名を持つことはできません。重複したJMSサーバー名があると、メッセージが特定のJMSサーバーの宛先に送信されたときに、Service Busはメッセージの送信先のサーバーを判別できません。


	
ストア・アンド・フォワード(SAF)を使用する場合は、異なるドメインに重複したJMSサーバー名があってもかまいません。


	
ドメイン間通信の場合、ReplyTo機能を使用するときに、重複したJMSサーバー名が問題になることがあります。特定のドメインから送信されたReplyToメッセージは、元のメッセージを送信したドメインではなく、そのメッセージを受信した同じドメイン上のJMSサーバーに返されます。




WebLogic JMSの構成と管理方法については、次を参照してください。

	
『Oracle WebLogic Server JMSアプリケーションの開発』のアプリケーションの管理に関する項を参照してください。


	
Oracle WebLogic Server管理コンソール・オンライン・ヘルプのJMSサーバーの構成に関する項。












31.3.2 JNDI名とService Bus



Oracle WebLogic Serverでは、JNDI名でmyqueues/myqueueのようにフォワード・スラッシュを使用できますが、フォワード・スラッシュのあるJNDI名は、Service Busに必要とされるエンドポイントURIの形式と一致しないため、このような名前を使用することはできません。この問題を回避するには、JMS外部サーバーを定義し、その外部サーバーをエンドポイントURI内で参照します。詳細は、Oracle WebLogic Server管理コンソール・オンライン・ヘルプの外部サーバーの構成に関する項を参照してください。











31.4 プロキシ・サービスでのJMSクライアントID


プロキシ・サービスにおけるJMSクライアントIDは、jms-client-id記述子の値であり、サブスクライバ名およびトピックのサブスクライバのクライアントID値を生成するために使用されます。

トピック宛先を使用してJMSプロキシ・サービスを構成する場合は、サブスクライバ名およびサブスクライバのクライアントIDの生成時にJMSクライアントIDが使用されるように指定できます。これによって、実行時にサービスおよびトピックを監視および管理する際に、サブスクライバおよび対応するプロキシ・サービスを簡単に識別できるようになります。これは、恒久サブスクリプションにおいてのみ有効です。





31.4.1 クライアントIDおよびサブスクライバ名について



トピック宛先のサブスクリプションは、クライアントIDおよびサブスクライバ名によって識別できます。これらの値は、次の記述子を使用して、様々なTopicMessagesDistribution構成に対して生成されます。

	
jms-client-id: トピック宛先をターゲットとするJMSプロキシ・サービスでJMS Client IDプロパティに対して構成される値。


	
ejb-name: プロキシ・サービスに対してService Busによって生成されるMDBの名前。これは、一意のID値です。


	
DomainName: Service Busドメインの名前。


	
ServerName: ランタイムService Busサーバーの名前。


	
UniqueKey: generate-unique-client-id記述子がtrueに設定されている場合に、WebLogic Serverによって生成される一意のキー。generate-unique-client-id記述子は、JMSプロキシ・サービスによってデプロイされたMDBに対して、常にtrueに設定されます。




次の表に、様々な配信モードでサブスクライバのクライアントIDおよび名前が生成される方法を示します。





	トピック・メッセージ配信	サブスクライバのクライアントID	サブスクライバ名
	
アプリケーションごとに1つのコピー

	
jms-client-id

	
ejb-name


	
サーバーごとに1つのコピー

	
{jms-client-id}_{DomainName}_{ServerName}

	
ejb-name


	
互換性

	
{jms-client-id}_{ドメイン名}_{サーバー名}_{一意キー}

	
クライアントIDと同じ








その他にも、サブスクライバのクライアントIDに影響を与える記述子があります。distributed-destination-connection記述子は常にlocalに、generate-unique-client-id記述子は常にtrueに設定されます。詳細は、Oracle WebLogic ServerメッセージドリブンBeanのプログラミングの「トピックのサブスクリプション識別子」を参照してください。









31.4.2 推奨される使用方法



「互換性」の「トピック・メッセージ配信」モードを使用しないことをお薦めします。かわりに、スケーラビリティを向上させるために、(要件に応じて)「アプリケーションごとに1コピー」または「サーバーごとに1コピー」のいずれかを使用します。「互換性」モードは、主に下位互換性のために提供され、通常は、特定のプロキシ・サービスに関連するトピック・サブスクライバでクリーンアップ処理が行われる恒久サブスクリプションに使用されます。











31.5 JMSトランスポートのエラー処理


この項の説明に従って、JMSトランスポート・ビジネス・サービスを構成して、アプリケーションおよび通信エラーを処理します。

	
アプリケーション・エラー


	
通信エラー


	
Javaオブジェクトにおけるパイプライン例外








31.5.1 アプリケーション・エラー


アプリケーション・エラーが発生したときにビジネス・サービスのエンドポイントURIを再試行するかどうかを指定できます。詳細は、『Oracle Service Busの管理』のビジネス・サービス用のエンドポイントURIの管理とモニターに関する項を参照してください。

リクエスト/レスポンスを使用するように構成されたJMSビジネス・サービスでは、レスポンス・メッセージのSystem.getProperty("com.bea.wli.sb.transports.jms.ErrorPropertyName", "SERVER_ERROR")プロパティがtrueである場合にアプリケーション・エラーが発生します。このシナリオでは、JMSトランスポート・プロバイダは、TRANSPORT_ERROR_APPLICATIONエラー・コードを使用してエラー・メソッドを呼び出します。







31.5.2 通信エラー


通信エラーが発生したときにビジネス・サービスのURIをオフラインにするように構成できます。ビジネス・サービスの操作設定を構成するときに、指定した再試行間隔の後、ビジネス・サービスのエンドポイントURIがオフラインになるように設定できます。詳細は、『Oracle Service Busの管理』のビジネス・サービス用のエンドポイントURIの管理とモニターに関する項を参照してください。

次のアクティビティのいずれかでJMS例外またはネーミング例外が発生すると、通信エラーが発生します。

	
JMS接続ファクトリのルックアップ


	
JMS接続ファクトリからのJMS接続の作成


	
接続オブジェクトを使用したJMSセッションの作成


	
JMS宛先のルックアップ


	
セッション・オブジェクトからの送信者の作成


	
送信者および宛先オブジェクトを使用したJMSメッセージの送信










31.5.3 Javaオブジェクトにおけるパイプライン例外


Javaオブジェクト・メッセージのビジネス・サービスまたはJavaコールアウトへのルーティング中などに、JMSプロキシ・サービスで例外が発生したら、プロキシ・サービスが例外インスタンスにアクセスして、それを呼出し元のクライアントに返すことができるように、メッセージ・ペイロードを正しく書式設定してください。必ず、ペイロードは次の形式に従ってください。


<soap:Body xmlns:soap="http://schemas.xmlsoap.org/soap/envelope/">
    <ctx:java-content ref="key1" 
    xmlns:ctx="http://www.bea.com/wli/sb/context" />
</soap:Body>


ここで、key1はオブジェクト・リポジトリ内のJavaオブジェクトに対するキーです。ペイロードがこの形式ではない場合、パイプラインはnullのペイロードをインバウンドJMSトランスポートに渡します。

エラー・ハンドラの使用

Javaオブジェクトに関連するパイプライン・エラーは、エラー・ハンドラを使用して捕捉できます。エラー・ハンドラの$fault変数には、例外インスタンスへの参照が含まれます(java-exception要素)。

$fault変数に例外インスタンスへの参照が含まれない場合、変数$faultの情報を使用するエラー・ハンドラ内でJavaコールアウトを使用して、前述の$bodyペイロードの形式で例外インスタンスを生成できます。$bodyをインバウンドJMSトランスポートに対するペイロードとして使用できるように、失敗時の返信アクションを使用する必要があります。









31.6 WSDL定義のSOAPフォルト・メッセージ


明示的にエラーを定義するWSDLファイルを使用している場合、XMLエラーのタイプに対し、WebLogic clientgenツールによってjava.lang.Exceptionというサブクラスが生成されます。

WebLogic Server JAX-RPCスタックがSOAP応答メッセージを検査し、応答メッセージにSOAPフォルトが含まれると判断すると、そのエラーをclientgen生成の例外Javaクラスにマップしようとします。

たとえば、次のリストに示す定義がWSDLファイルに含まれる場合、clientgenツールはjava.lang.Exceptionを拡張したcom.bea.test.TheFaultType Javaクラスを生成します。このサービス・スタブの関連メソッドが呼び出されると、JAX-RPCクライアントがcom.bea.test.TheFaultTypeを受け取る可能性があります。

例 - WSDL定義のサンプル


<definitions ... xmlns:s0="http://www.oracle.com/test/">
   ...
   <types>
      <xsd:schema targetNamespace="http://www.oracle.com/test/">
         ...
         <xsd:complexType name="theFaultType">
            <xsd:sequence>
               <xsd:element name="ID" type="xsd:int" />
               <xsd:element name="message" type="xsd:string" />
            </xsd:sequence>
         </xsd:complexType>
         <xsd:element name="theFault" type="theFaultType" />
      </xsd:schema>
   </types>
   ...
   <message name="theFaultMessage">
      <part element="s0:theFaultPart" name="theFault" />
   </message>
   ...
   <binding ...>
      <operation ...>
         <soap:operation soapAction="..." style="document" />
         <input ...>
            ...
         </input>
         <output ...>
            ...
         </output>
         <fault ...>
            <soap:fault name="theFaultPart" use="literal" />
         </fault>
      </operation>
   </binding>
   ...
</definitions>


SOAPメッセージには正しい形式のエラーが含まれ、JAX-RPCスタックが正しい例外をスローできるようになっている必要があります。詳細は、「フォルトがService Busパイプライン内から作成される場合にSOAPメッセージにフォルトを追加」を参照してください。





31.6.1 フォルトがService Busパイプライン内から作成される場合にSOAPメッセージにフォルトを追加



SOAPメッセージには正しい形式のエラーが含まれ、JAX-RPCスタックが正しい例外をスローできるようになっている必要があります。

フォルトがService Busパイプライン内から作成される場合、次のことを行う必要があります。




	$body変数のノードを次のSOAPのサンプルで置き換えます。

例 - SOAPのサンプル


<soap-env:Body> 
      <soap-env:Fault> 
         <faultcode
xmlns:soap="http://schemas.xmlsoap.org/soap/envelope/">soap:Server</faultcode>
         <faultstring>Some literal string</faultstring>
         <detail>
            <test:theFault>
               <test:ID>Any user defined code</test:Id>
               <test:message>A specific literal message</test:message>
            </test:theFault>
         </detail>
      </soap-env:Fault>
</soap-env:Body>


説明:

	
soap-envは、http://schemas.xmlsoap.org/soap/envelope/ネームスペースのシステム接頭辞です。


	
testは、http://www.oracle.com/test/の接頭辞です。

test接頭辞がService Busにとって既知ではない場合は、宣言する必要があります。







	失敗時の返信アクションを構成します。



返信アクションの構成の詳細は、「コンソールでの返信アクションの追加」を参照してください。

clientgenツールを使用して、Webサービスを呼び出すために必要なクライアント側のアーティファクト(JAX-RPCスタブなど)を生成します。『Oracle WebLogic Server WebLogic Webサービス・リファレンス』のAntタスク・リファレンスの項を参照してください。











31.7 JMSリクエスト/レスポンスのメッセージIDと相関IDのパターン


この項では、JMSリクエスト/レスポンスのService BusでサポートされるメッセージIDと相関IDのパターンについて説明します。Service Busがこれらのパターンを使用してリモート・プロシージャ・コール(JAX-RPC)のWebサービスに対してJava APIと相互運用する方法も説明します。例も示します。

	
JMSリクエスト/レスポンスと設計パターンの概要


	
JMSメッセージIDのパターン


	
JMS相関IDのパターン


	
メッセージIDと相関IDのパターンの比較


	
JMSでのJAX-RPCとの相互運用


	
JMSメッセージIDのパターン例








31.7.1 JMSリクエスト/レスポンスと設計パターンの概要


メッセージングでは、プログラム間で配信が保証された高速非同期通信を行います。多くの場合、メッセージングはメッセージ指向ミドルウェア(MOM)と呼ばれるソフトウェアのレイヤーとして実装されます。エンタープライズ・コンピューティングにおいて、プロセスやプロセス間の通信の信頼性がそれほど高くない場合でも、メッセージングによりプロセス間の通信の信頼性が高まります。プロセスで通信が必要になる理由は次のとおりです。

	
あるプロセスのデータを別のプロセスに送信する必要があります。


	
あるプロセスが別のプロセスのプロシージャをリモートから呼び出す必要があります。




IBM WebSphere MQを使用している場合、特定のメインフレームとの対話には非同期リクエスト/レスポンス・メッセージングを使用することをお薦めします。

クラスタ・ドメインおよびリクエスト/レスポンス・シナリオの場合、JMSトランスポートはMDBをクラスタの個々の管理対象サーバーにデプロイします。しかし、動的クラスタ・ドメインの場合、動的サーバーを個々にアプリケーションのターゲットに指定することはできないため、JMSトランスポートはリクエスト/レスポンス・シナリオの構成済の管理対象サーバーにしかMDBをデプロイできません。動的クラスタのこの制限については、Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverクラスタの管理ガイドで、動的クラスタを使用する際の制限事項と考慮事項を参照してください。





31.7.1.1 メッセージングのパターン


メッセージングのパターンには、MOMで構築されたシステムの各部分間をフローするメッセージのフォーマットが記述されます。メッセージには、次のような様々なタイプがあります。

	
メッセージング・システムでプロシージャ・コールのセマンティクスを実行できるようにするコマンド・メッセージ。


	
メッセージング・システムが情報(コマンド・メッセージの結果として送信側に返す情報など)をトランスポートできるようにするドキュメント・メッセージ。


	
メッセージングを使用してイベントの通知を実行するイベント・メッセージ。


	
リモート・プロシージャ・コールの結果のセマンティクスを処理する応答メッセージ。応答メッセージでは、成功した結果と失敗した結果の両方を処理できる必要があります。


	
リクエストを作成するプログラムが応答送信時のチャネルを識別できるようにする応答指定子。


	
リクエスト元のプログラムが特定のレスポンスをリクエストに関連付けることを可能にする相関ID。渡されたデータが複数のメッセージにわたる場合は、シーケンス識別子により、受信側は元のデータを正確に再構築できます。


	
送信側がメッセージを配信または無視することによって期限を設定できるようにするメッセージ有効期限。


	
受信側がメッセージの受信率を制御できるようにするメッセージ抑制。




Service Busの場合、各返信メッセージに、リクエスト・メッセージと返信を関連付ける相関IDと呼ばれる一意の識別子を含める必要があります。

呼出し側は、リクエスト・メッセージの作成時に、現在未完了の他のすべてのリクエスト(応答をまだ受信していないリクエストなど)の識別子とは異なる一意の識別子をリクエストに割り当てます。受信側は、リクエストを処理するときにこの識別子を保存し、リクエストの識別子を応答に追加します。呼出し側は、応答を処理するときにリクエストの識別子を使用してリクエストを応答に関連付けます。この識別子は、呼出し側が各応答とリクエストの関連付けに使用するため、相関IDと呼ばれます。

通常、相関IDはメッセージのヘッダーに配置されます。このIDは、呼出し側が受信側に伝達するコマンドまたはデータに含まれるわけではありません。受信側は、リクエストのIDを保存し、呼出し側のために応答に追加します。メッセージ本文は2つのシステム間で送信されるコンテンツであり、IDはコンテンツの一部ではないため、IDはヘッダーに追加されます。リクエスト・メッセージには、IDを相関IDプロパティとして格納することも、単にメッセージIDプロパティとして格納することもできます。IDが相関IDとして使用されている場合、どのメッセージがリクエストでどのメッセージが応答か混乱を招くおそれがあります。リクエストにメッセージIDが含まれ、相関IDは含まれていない場合、応答にはそのリクエストのメッセージIDと同じ相関IDが含まれます。Service Busで内部的に使用される相関IDの形式はWebSphere MQの形式と互換性があり、MQネイティブのインタフェースが使用されているターゲット・サービスで動作します。

アウトバウンド・トランスポートでは、非同期のリクエスト/レスポンス・メッセージを処理します。つまり、トランスポート方式固有のデータである$outboundを除き、JMSリクエスト/レスポンスとHTTPリクエスト/レスポンスのパイプラインに違いはありません。

JMSリクエスト/レスポンス・ビジネス・サービスまたはプロキシ・サービスを定義するときには、まず設計パターンを選択する必要があります。これを行うには、JMSプロキシ・サービスでは「レスポンスが必要」オプション、JMSビジネス・サービスでは「レスポンス・キュー」オプションを選択し、JMSの「トランスポート構成」ページで次のいずれかの相関パターンを選択します。

	
JMS相関ID (デフォルトのパターン)


	
JMSメッセージID





注意:

プロキシ・サービスに対する相関IDのマッピングがメモリーに格納されているため、JMSリクエスト/レスポンス・メッセージングに信頼性のあるレスポンスが返されません。リクエストの送信後にレスポンスが受信されるまでの間に障害またはシステムの再起動が発生すると、そのレスポンスは破棄されます。

この状況を回避するには、JMSリクエスト/レスポンスを使用せずに、2つの一方向JMSプロキシ・サービス(メッセージ配信用とレスポンス配信用の2つ)を使用します。



次の項では、これらのパターンについて説明します。2つのパターンを比較するには、「メッセージIDと相関IDのパターンの比較」を参照してください。









31.7.2 JMSメッセージIDのパターン


JMSメッセージIDのパターンを使用してビジネス・サービスを作成する場合は、レスポンスが1つのURIに送信されるように構成できます。あるいは、フェイルオーバーをサポートするために、Service Busクラスタの各管理対象サーバー上の各リクエストURIに対してレスポンス・キューを構成できます。これらのキューは、サービスのリクエスト・キューと同じ場所に存在する必要があります。プロキシ・サービスは、ビジネス・サービスを呼び出すときにこの情報を使用してJMSReplyToプロパティを設定し、このリクエストを出した管理対象サーバーによってレスポンスが処理されるようにします。

JMSメッセージIDのパターンを使用してプロキシ・サービスを定義すると、プロキシ・サービスはJMSReplyToプロパティで指定されたキューに返信するため、レスポンスURIを定義する必要はありません。ただし、レスポンス・メッセージに対してJMS接続ファクトリのJNDI名を指定できます。JMSReplyToプロパティには、「JMSReplyToプロパティへのアクセス」の説明に従い、トランスポート・メタデータを介してアクセスできます。


注意:

デフォルトでは、リクエスト・メッセージの接続ファクトリが使用されます。これが役立つのは、JMSレスポンスに対して非XA接続ファクトリを使用するが、リクエストに対してXA接続ファクトリがある場合です。

デプロイメント記述子をXA対応リソースに適切に設定するには、プロキシ・サービスを作成する前に、参照接続ファクトリのXA属性を設定する必要があります。



呼び出されたサービスは、リクエストのメッセージID (JMSヘッダー・フィールドJMSMessageIDの値)をレスポンスの相関IDにコピー(JMSヘッダー・フィールドJMSCorrelationIDを設定)する必要があります。また、呼び出されたサービスは、JMSReplyToヘッダー・フィールドに指定されたキューに返信する必要があります。JMSメッセージIDのパターンを選択すると、レスポンスは適切な管理対象ノードに送信されます。


注意:

JMSメッセージID相関パターンは、プロキシ・サービスが別のプロキシ・サービスを呼び出す場合はサポートされません。







31.7.2.1 JMSReplyToプロパティへのアクセス


JMSプロキシ・サービスの場合、着信メッセージ内のJMSReplyToプロパティは、同じくJMSReplyToという名前を持つ、JMSトランスポート・メタデータ要素内のJavaオブジェクトとして格納されます。アウトバウンド・リクエストに含まれるこのメタデータ要素の値をビジネス・サービスに渡すと、動的な返信先をサポートできます。パイプラインでは、この値をJavaコールアウト・アクションに渡して変換できます。JMSプロキシ・サービスが、パイプラインを使用せずにJMSビジネス・サービスを直接呼び出す場合、JMSトランスポート・メタデータは自動的にビジネス・サービスに渡されます。プロキシ・サービスでパイプラインを呼び出す場合、ヘッダーをインバンド・メッセージからコピーしてアウトバウンド・リクエスト・ヘッダーで設定するようにパイプラインを構成する必要があります。

JMSビジネス・サービスがパイプラインを使用せずに直接呼び出される初めてのケースの場合、このキューをリスンするコンシューマは、JMSReplyToヘッダーを読み取り、さらにメッセージをヘッダーの宛先に送信します。つまり、2つのメッセージがキューに書き込まれます。これを避けるには、サービス間でパイプラインを使用します。

リクエスト/レスポンス・プロキシ・サービスの場合、JMSReplyToメタデータ要素は、相関パターンがメッセージIDの場合のみ設定されます。パターンが相関IDの場合、プロキシ・サービスはJMSReplyToの値をトランスポート構成から特定するため、この値はメタデータ要素には設定されません。


注意:

JMSReplyToメタデータ要素にはJavaオブジェクトのjava-content表現が含まれるため、この要素はテスト・コンソールに表示されません。









31.7.2.2 クラスタでのJMSメッセージIDのパターン


このパターンを使用するJMSプロキシ・サービスは、追加の構成なしにクラスタで使用できます。JMSビジネス・サービスはクラスタで使用できます。ただし、管理対象サーバーがクラスタに追加されると、すべてのビジネス・サービスが無効になります。これを回避するには、レスポンス・キューの数が、Service BusクラスタにおけるJMSメッセージIDの相関パターンを指定する管理対象サーバーの数と同じになるようにします。









31.7.3 JMS相関IDのパターン


ビジネス・サービスをJavaで設計するときは、レスポンスのJMS相関IDの値をリクエストのJMS相関IDの値に設定してから、JMSレスポンスをキューに送信するようにします。メッセージの受信時にJMS相関IDを取得するには、次の方法を使用します。


String getJMSCorrelationID()


上記のメソッドは、特定のメッセージIDまたはアプリケーション固有の値を表す相関IDの値を文字列として返します。

メッセージの送信時にJMS相関IDを設定するには:


void setJMSCorrelationID(String correlationID) 







31.7.4 メッセージIDと相関IDのパターンの比較


JMSリクエスト/レスポンス・パターンは次の点で異なります。

	
レスポンスをリクエストと関連させる方法


	
レスポンス・キューの選択




この2つのパターンの相違について、表31-1にまとめます。


表31-1 メッセージIDと相関IDのパターンの相違点

	JMSパターン名	レスポンス・キュー	CorrelationID
	
相関IDのパターン

	
すべてのレスポンスは固定された同じキューに入れられます。

	
サーバーはリクエストの相関IDをレスポンスの相関IDにコピーします。


	
メッセージIDのパターン

	
レスポンスは、JMSReplyToプロパティで指定されたキューに動的に入れられます。

	
サーバーはリクエストのメッセージIDをレスポンスの相関IDにコピーします。







相関IDのパターンが使用される場合、呼び出されたサービスは、リクエストURIに対応するキューに応答します。レスポンスは常に同じキューに置かれ、クライアントはレスポンスが置かれるキューを制御できません。たとえば、10のクライアントがリクエストURI「A」にメッセージを送信した場合、これらのクライアントはすべてリクエストURI「A」に対応するキューからレスポンスを取得します。このため、クライアントはレスポンス・キューのメッセージをフィルタして、各自に関連するレスポンスを選択する必要があります。フィルタ条件をリクエスト・メッセージの相関IDプロパティに構成し、これをレスポンスの相関IDプロパティに返すようにサーバーを構成します。

メッセージIDのパターンの場合、クライアントのJMSReplyToプロパティによってサーバーにレスポンスの送信先を指示します。このキューはクライアントのサーバーに固有であるため、別のクライアントへのレスポンスは別のキューに置かれます。サーバーは、レスポンスのJMS相関IDをリクエストのJMSメッセージIDに設定します。

メッセージIDによる相関は、JMSアプリケーションだけではなく多くのIBM MQアプリケーションでも一般に使用されており、リクエストとレスポンスを関連付ける標準的な方法です。

メッセージIDのパターンによるJMSリクエスト/レスポンスを使用して、複数のOracle WebLogicクライアント・ドメインからターゲットのOracle WebLogicドメインを呼び出す場合は、リクエスト・キューとレスポンス・キューの両方をSAFキューとして設定できます。ただし、所定のリクエストURIに対するすべてのレスポンスに単一のキューを使用する相関IDのパターンでは、このように設定することはできません。

相関IDのパターンには主に2つの利点があります。

	
レスポンス・キューの構成が簡単であり、クラスタに管理対象サーバーが新しく追加されるたびに変更する必要はありません。


	
ドメインのプロキシ・サービスが同じドメインの別のプロキシ・サービスを呼び出す必要がある場合、相関IDも使用できます。










31.7.5 JMSでのJAX-RPCとの相互運用


Service Bus開発環境では、HTTP/HTTPSに加え、JMSトランスポートを使用するJAX-RPC Webサービスを作成できます。このようなJMS転送のJAX-RPC Webサービスでは、操作に関連付けられた値を取得したり返したりするためのメカニズムとしてJMSキューを使用します。JMSメッセージIDのパターンを使用して、JMS転送のJAX-RPC Webサービスを呼び出すことができます。

また、Oracle WebLogic clientgenのAntタスクによって生成されたJAX-RPC静的スタブから、JMSリクエスト/レスポンス・プロキシ・サービスを呼び出すこともできます。





31.7.5.1 JMSメッセージIDのパターンを使用したJAX-RPC Webサービスの呼出し



JMSメッセージIDのパターンを使用してJMS転送のJAX-RPC Webサービスを呼び出すには、以下の手順を実行します。

	
JMSメッセージIDのパターンを使用してJMSトランスポートのJAX-RPC Webサービスを呼び出す、JMSリクエスト/レスポンス・ビジネス・サービスを作成します。詳細は、Service Busで提供されるオンライン・ヘルプを参照してください。

このビジネス・サービスは、JMSトランスポートを使用します。エンドポイントURIのJMSキューJNDI名の部分は、JMSトランスポートのJAX-RPC Webサービスの@WLJmsTransport注釈に指定したキュー属性と同じであることが必要です。次に例を示します。


jms://localhost:7001/AJMSConnectionFactoryJNDIName/JmsTransportServiceRequestQueue


「宛先」フィールドに割り当てるJMSキューのJNDI名は、「ターゲット」フィールドに表示されるWebLogic Server名を対象としたJMSサーバーに関連付けられている必要があります。


注意:

WebLogic Serverでは、JNDI名でmyqueues/myqueueのようにフォワード・スラッシュを使用できますが、フォワード・スラッシュのあるJNDI名は、Service Busに必要とされるURI形式と一致しないため、このような名前は使用できません。この問題を回避するには、JMS外部サーバーを定義してURIでその外部サーバーを参照します。詳細は、Oracle WebLogic Server管理コンソール・オンライン・ヘルプの外部サーバーの構成に関する項を参照してください。




	
手順1で作成したJMSリクエスト/レスポンス・ビジネス・サービスへのルーティング(またはサービス・コールアウト)アクションを含むプロキシ・サービスを作成します。

ルーティング・アクションの「リクエスト・アクション」領域には、アウトバウンド・リクエストのトランスポート・ヘッダーの設定アクションを含める必要があります。トランスポート・ヘッダー・アクションを構成するときは、アウトバウンド・リクエスト・アクションの2つのJMSヘッダーを追加する必要があります。トランスポート・ヘッダー・アクションの構成方法の詳細は、「コンソールでのトランスポート・ヘッダー・アクションの追加」を参照してください。

次に、手順を簡単に説明します。

	
トランスポート・ヘッダー・アクションを構成するには、「ヘッダーの追加」フィールドの「その他」を選択し、表示されたフィールドにURIを入力します。


	
「ヘッダーを<Expression>に設定」を選択し、(JMSトランスポートのJAX-RPC Webサービスの@WLJmsTransport注釈で)contextPath属性とserviceUri属性に指定した値を続けて入力(各属性の値の前にはスラッシュを入力)して式を作成します。たとえば、@WLJmsTransportアノテーションが次のように指定されているとします。


@WLJmsTransport(
contextPath="transports",
serviceUri="JmsTransportService",
portName="JmsTransportPort",
queue="JmsTransportServiceRequestQueue"
)


トランスポート・ヘッダーを構成する場合、「XQueryテキスト」入力領域に次の式を入力します。


/transports/JmsTransportService


	
2つ目のJMSヘッダーを指定するには、「ヘッダーの追加」フィールドの「その他」をもう一度選択し、関連するフィールドに_wls_mimehdrContent_Typeと入力します。


	
「ヘッダーを<Expression>に設定」を選択し、「XQueryテキスト」入力領域にtext/xml; charset=UTF-8と入力します。















31.7.5.2 JAX-RPCクライアントからのJMSリクエスト/レスポンス・プロキシ・サービスの呼出し



JAX-RPC WebLogic Serverクライアントからプロキシ・サービスを呼び出すシナリオでは、プロキシ・サービスのインバウンド・レスポンスに_wls_mimehdrContent_Type JMSヘッダーを設定し、着信JMSメッセージIDパターン・リクエストへのレスポンスを発行するときに、そのヘッダーを指定します。

たとえば、JAX-RPCクライアントからプロキシ・サービスを呼び出し、続いてWebLogic Server Webサービスを呼び出すシナリオでは、ルート・ノードの構成は次のようになります。





リクエスト・パイプラインの場合

	
Webサービス・コンテキストURIのトランスポート・ヘッダーを設定します(例: interop/AllocJmsDocLit)。


	
_wls_mimehdrContent_Typeのトランスポート・ヘッダーを、text/xml; charset=UTF-8に設定します。


	
「トランスポート・ヘッダーを設定」メニュー項目から「アウトバウンド・リクエスト」を選択します。


	
「パイプラインを介してすべてのヘッダーを渡す」を有効にします。








レスポンス・パイプラインの場合

	
空のトランスポート・ヘッダーを追加し、「トランスポート・ヘッダーを設定」メニューから「インバウンド・レスポンス」を選択します。


	
「パイプラインを介してすべてのヘッダーを渡す」を有効にします。


注意:

トランスポート・ヘッダー・アクションを構成する手順については、「コンソールでのトランスポート・ヘッダー・アクションの追加」を参照してください。
















31.7.6 JMSメッセージIDのパターン例


次の例で、JMSメッセージIDのパターンを使用する様々な方法について説明します。

	
JMSメッセージIDを使用してリクエスト/レスポンス・メッセージの相関を行うMQサービス


	
プロキシ・サービスを使用したJAX-RPCクライアント


	
WebLogic Server JAX-RPCサービスのクライアントとしてのService Bus








31.7.6.1 JMSメッセージIDを使用してリクエスト/レスポンス・メッセージの相関を行うMQサービス


図31-1では、リクエスト/レスポンス通信においてMQサービスをホストするサーバーがリクエスト・メッセージIDをレスポンス相関IDに返し、レスポンスをreplyToキューに送信します。レスポンスが戻り、JMSメッセージIDを使用して関連付けられます。Service BusのreplyTo宛先は、ビジネス・サービスの構成時に、クラスタのService Busノードごとに1つ設定されています。また、JMSまたはMQネイティブ・クライアントが、JMSメッセージIDのパターンを使用してJMSリクエスト/レスポンス・プロキシ・サービスを呼び出すことができます。クライアントは、レスポンスを受け取るキューにreplyToプロパティを設定する必要があります。

この使い方で重要なのは、JMSメッセージIDがリクエスト/レスポンス・メッセージの相関を行うことです。また、クラスタ・サーバーと同じ数のMQ Seriesアウトバウンド・レスポンス・キューを作成する必要があります。


注意:

リクエストおよびレスポンスは異なるトランザクションです。リクエストまたはレスポンスで問題が発生した場合、トランザクションがロールバックされます。




図31-1 相関にJMSメッセージIDを使用するMQサービス

[image: 図31-1の説明が続きます]








31.7.6.2 プロキシ・サービスを使用したJAX-RPCクライアント


図31-2は、Service Busプロキシ・サービスにメッセージを送信するJAX-RPCクライアントを表します(JAX-RPCインバウンドの場合)。JAX-RPCスタックは、レスポンスを受信するために一時的なキューを使用します。JMSトランスポートでは、実行時にこの一時的なキューを使用します。


図31-2 Service Busプロキシ・サービスを使用したJAX-RPCクライアント

[image: 図31-2の説明が続きます]








31.7.6.3 WebLogic Server JAX-RPCサービスのクライアントとしてのService Bus


図31-3は、JAX-RPCアウトバウンド、つまりWebLogic Server JAX-RPCリクエスト/レスポンス・サービスとService Busプロキシ・サービスとの相互運用性を表します。


図31-3 WebLogic Server JAX-RPCサービスのクライアントとしてのService Bus

[image: 図31-3の説明が続きます]




注意:

1つ目のWebLogic Serverドメインのプロキシ・サービスが2つ目のドメインのプロキシ・サービスにメッセージを送信する必要がある場合、まずドメイン1のパススルー・ビジネス・サービスにメッセージをルーティングする必要があります。ドメイン1とドメイン2の間のJMSストア・アンド・フォワードでは、ドメイン2のプロキシ・サービスにインバウンド・リクエスト・メッセージを転送します。JMSリクエスト/レスポンスを使用する場合、JMSストア・アンド・フォワードを使用して、ドメイン2からドメイン1にインバウンド・レスポンス・メッセージを転送することもできます。この場合、ドメイン2のプロキシ・サービスに対して、エクスポートされるインバウンド・リクエスト・キューとインポートされるインバウンド・レスポンス・キューをドメイン2で構成する必要があります。JMSストア・アンド・フォワードの構成に特に注意する必要があります。













31.8 JMSトランスポート構成のリファレンス


どのサービス・タイプのプロキシおよびビジネス・サービスに対しても、JMSをトランスポート・プロトコルとして選択できます。この項では、ビジネスおよびプロキシ・サービスのJMSトランスポート用に構成できるプロパティについて説明します。

ビジネス・サービスのエラー処理の詳細は、「JMSトランスポートのエラー処理」を参照してください。

プロキシ・サービスを構成するときに、トランスポート・ヘッダー・アクションを使用してメッセージのヘッダー値を設定できます。詳細は、「JMSトランスポート・ヘッダー」を参照してください。

	
JMSトランスポートのエンドポイントURI


	
JMSトランスポートを使用するプロキシ・サービスの構成


	
JMSトランスポート・ヘッダー


	
JMSトランスポートを使用するビジネス・サービスの構成








31.8.1 JMSトランスポートのエンドポイントURI



次の形式で、JMSトランスポートのエンドポイントURIを入力します。


jms://host:port[,host:port]*/connection_factory/jndi_destination


説明:

	
hostは、サービスをホストするシステムの名前です。


	
portは、接続を行うポート番号です。


	
[,host:port]*は、対応するポートで複数のホストを構成できることを示します。


	
connection_factoryは、JNDI接続ファクトリの名前です。接続ファクトリ・キューを定義する方法の詳細は、Oracle WebLogic Server管理コンソール・オンライン・ヘルプのJMSシステム・モジュールのリソースの構成に関する項を参照してください。


	
jndi_destinationは、JNDI宛先の名前です。




JMS宛先として複数のサーバーを指定するには、次のURI形式を使用します。


jms://host1:port,host2:port/connection_factory/jndi_destination


ここで、connection_factoryは、接続ファクトリ・キューの名前です。接続ファクトリ・キューを定義する方法の詳細は、Oracle WebLogic Server管理コンソール・オンライン・ヘルプのJMSシステム・モジュールのリソースの構成に関する項を参照してください。


注意:

WebLogic Serverでは、JNDI名でmyqueues/myqueueのようにフォワード・スラッシュを使用できますが、フォワード・スラッシュのあるJNDI名は、Service Busに必要とされるURI形式と一致しないため、このような名前は使用できません。この問題を回避するには、JMS外部サーバーを定義してURIでその外部サーバーを参照します。詳細は、Oracle WebLogic Server管理コンソール・オンライン・ヘルプの外部サーバーの構成に関する項を参照してください。











31.8.2 JMSトランスポートを使用するプロキシ・サービスの構成



次の表に、JMSベースのプロキシ・サービスの構成に使用するプロパティを示します。詳細は、「プロキシ・サービスの作成と構成」を参照してください。





表31-2 プロキシ・サービス用のJMSトランスポート・プロパティ

	プロパティ	説明
	
宛先タイプ

	
次のいずれかを選択します。

	
キュー(ポイント・ツー・ポイント宛先の場合)


	
「トピック」(パブリッシュ/サブスクライブの宛先の場合)





	
レスポンスが必要

	
アウトバウンド・メッセージの送信後にレスポンスを受け取ることを指定する場合は、このオプションを選択します。

このオプションは、「宛先タイプ」が「キュー」の場合のみ使用できます。


	
レスポンス・パターン

	
次のいずれかを選択して、レスポンスの設計パターンを指定します。

	
JMSMessageID: WebLogic Serverで実行するJAX-RPCサービスの場合。


	
JMSCorrelationID: その他のすべてのサービスの場合。このオプションを選択した場合、「レスポンスURI」にも入力する必要があります。




このオプションは、「レスポンスが必要」チェック・ボックスが選択されている場合のみ使用できます。


	
レスポンス・メッセージ・タイプ

	
レスポンス・メッセージのタイプとして、次のいずれかを選択します。

	
「バイト」(未解釈バイトのストリームの場合)


	
「テキスト」(テキスト・メッセージの場合)




レスポンスにJavaのメッセージ・タイプを選択した場合、このオプションは無効です。「レスポンスが必要」チェック・ボックスが選択されている場合のみ使用できます。


	
クライアントJar

	
Javaオブジェクトを含むメッセージのデキューに使用する、クライアントJARを選択します。クライアントJARの選択によって、それがクラスパス上にあることが確認されます。このオプションは、サービスが、Javaリクエスト・タイプのメッセージング・サービスのときに使用できます。

詳細は、「メッセージでのJavaオブジェクトの送信および受信」を参照してください。


	
ディスパッチ・ポリシー

	
このエンドポイントのディスパッチ・ポリシーに使用するWebLogic Serverワーク・マネージャのインスタンスを選択します。デフォルトのワーク・マネージャは、他にワーク・マネージャがない場合に使用されます。

ワーク・マネージャの詳細は、次の説明を参照してください。

	
Service Busでのワーク・マネージャの使用


	
『Oracle WebLogic Serverサーバー環境の管理』のワーク・マネージャを使用したスケジュールされた作業の最適化に関する項





	
リクエストのエンコーディング

	
リクエストのエンコード用の文字セットを入力します。デフォルト値はUTF-8です。


	
レスポンスのエンコーディング

	
レスポンスのエンコード用の文字セットを入力します。デフォルト値はUTF-8です。

このオプションは、「レスポンスが必要」チェック・ボックスが選択されている場合のみ使用できます。


	
クライアント・レスポンス・タイムアウト

	
接続を切断するまでのサーバー・レスポンスの待機時間を秒単位で入力します。このフィールドの値は、クライアントが同一ドメインの別のプロキシ・サービスである場合にのみ適用されます。

このオプションは、「レスポンスが必要」チェック・ボックスが選択されている場合のみ使用できます。


	
レスポンスURI

	
次に示すいずれかの形式で、レスポンスURIを入力します。このオプションは、「レスポンス・パターン」で「JMSCorrelationID」が選択されている場合にのみ使用できます。


jms://host:port/connection_factory/jndi_destination


複数のサーバーをターゲットとする場合は、次の形式を使用します。


jms://host1:port,host2:port/connection_factory/jndi_destination


レスポンスURIのホストとポートを省略することもできます。次に例を示します。


jms:///connection_factory/jndi_destination


ホストとポートを省略すると、ローカル・サーバーで接続ファクトリや宛先ルックアップが発生します。これは、リクエストURIが外部接続ファクトリや宛先を指し、レスポンスをローカル・サーバーに送信する場合などに便利です。

注意: WebLogic Serverでは、JNDI名でmyqueues/myqueueのようにフォワード・スラッシュを使用できますが、フォワード・スラッシュのあるJNDI名は、Service Busに必要とされるURI形式と一致しないため、このような名前は使用できません。この問題を回避するには、JMS外部サーバーを定義してURIでその外部サーバーを参照します。詳細は、Oracle WebLogic Server管理コンソール・オンライン・ヘルプの外部サーバーの構成に関する項 を参照してください。


	
レスポンス接続ファクトリ

	
レスポンス接続ファクトリURIを入力します。このオプションは、「レスポンス・パターン」で「JMSMessageID」が選択されている場合にのみ使用できます。

接続ファクトリが指定されていない場合、リクエストの接続ファクトリがレスポンスに使用されます。


	
JMSサービス・アカウント

	
JMSサーバーによって管理されているJMSリソースに使用するサービス・アカウントを選択します。サービス・アカウントは、リクエストとレスポンスの両方に使用される、ユーザーIDとパスワードの別名リソースです。同じサービス・アカウントが、JMSとJNDIの両方に使用されます。

詳細は、「サービス・アカウントの操作」を参照してください。


	
SSLを使用

	
リクエストがTLS/SSL接続を通して行われる場合にのみ、このチェック・ボックスを選択します。

TLS/SSL (Secure Sockets Layer)では、ネットワークで接続される2つのアプリケーションが互いのIDを認証し、アプリケーション間で交換されるデータを暗号化できるようにすることによって、安全な接続が可能になります。認証を使用すると、サーバー(および必要に応じてクライアント)はネットワーク接続の相手側アプリケーションのIDを検証できます。また、宛先のJNDIエントリに対してアクセス制御が設定されていることにより、管理者から個々のJMS宛先(キューまたはトピック)へのアクセスが制限されている場合、JNDIツリー内でのルックアップ時に、サービスで認証を行う必要があります。

注意: JMSトランスポートでは、双方向SSLはサポートされません。


	
メッセージ・セレクタ

	
メッセージ・セレクタ式を入力します。式に一致するプロパティを持つメッセージのみが処理されます。


	
クライアントID

	
サブスクライバに使用するクライアントIDをトピックに対してのみ入力します。値を入力しないと、クライアントIDが自動的に生成されます。カスタムIDを割り当てると、サービスの監視時にこのコンポーネントを識別するのに役立ちます。これは、恒久サブスクライバにおいてのみ有効です。

JMSクライアントIDは、トピックのサブスクライバに対してサブスクライバ名およびクライアントID値を生成するために使用される複数のMDB記述子の1つです。JMSクライアントIDを定義すると、サブスクライバ名またはクライアントIDによって、特定のトピックのサブスクライバを簡単に識別して表示できます。

詳細は、「プロキシ・サービスにおけるJMSクライアントID」を参照してください。


	
恒久サブスクリプション

	
サブスクリプションが恒久である場合はこのチェック・ボックスを選択し、サブスクリプションが恒久でない場合は、このチェック・ボックスを空のままにします。恒久サブスクリプションは、メッセージがパブリッシュされたときにサブスクリプションが非アクティブになっている場合でも、トピックに関してパブリッシュされたすべてのメッセージを受信します。

このオプションは、「宛先タイプ」で「トピック」が選択されている場合にのみ使用できます。


	
非XA接続の再試行

	
後述の再試行回数と間隔を使用して非XA接続を再試行する場合、このチェック・ボックスを選択します。このチェック・ボックスを選択しなかった場合、Service BusはXA接続のみを再試行し、再試行回数および間隔はXA接続のみに適用されます。

このチェック・ボックスは、サービスURI内に非XA接続ファクトリを含むJMSプロキシ・サービスのみに適用されます。


	
再試行回数

	
メッセージがエラー宛先に移されるまでに許可される配信の再試行回数を入力します。このフィールドは、WebLogic Server JMS宛先にのみ適用されます。


	
再試行間隔

	
ロールバックまたは復元されたメッセージが再配信されるまでの時間をミリ秒単位で入力します。このフィールドは、WebLogic Server JMS宛先にのみ適用されます。


	
エラー宛先

	
再配信制限に達したメッセージの宛先の名前を入力します。このフィールドは、WebLogic Server JMS宛先にのみ適用されます。


	
有効期限ポリシー

	
宛先で検出された有効期限切れメッセージの処理方法を定義するポリシーを選択します。メッセージを破棄またはリダイレクトすることを指定できます。リダイレクトされたメッセージは、前述のエラー宛先に移動されます。

このフィールドは、WebLogic Server JMS宛先にのみ適用されます。


	
XAが必要

	
接続ファクトリがXAである場合は、このチェック・ボックスを選択します。

このオプションは、リモート接続ファクトリが使用できない場合に考慮されます。接続ファクトリが使用可能であり、このオプションが有効になっている場合は、接続ファクトリがトランザクションとして定義されていることを確認してください。


	
トランザクション・タイムアウト

	
トランザクションが処理されるまでJMSプロキシ・サービスが待機する時間を秒単位で入力します。このオプションは、XA接続ファクトリを使用しているサービスにのみ適用されます。デフォルトは600秒です。


	
レスポンス・キューにMDBなし

	
インバウンド・レスポンス・キューでデフォルトのメッセージドリブンBean (MDB)を生成しない場合、このオプションを選択します。このオプションは、パフォーマンスを向上させるために使用します。このオプションを選択した場合、プロキシからプロキシへのルーティング形式はサポートされません。


	
JNDIタイムアウト

	
JNDIツリーでの宛先または接続ファクトリの検索時に使用されるJNDI接続タイムアウト(秒)。


	
トピック・メッセージ配信

	
メッセージドリブンBeanによって着信JMSメッセージ、高可用性およびフェイルオーバーを処理する方法を決定するために、次のいずれかのプロパティを選択します。

	
アプリケーションごとに1コピー: JMSプロキシ・サービスをクラスタにデプロイしたときに高可用性とスケーラビリティを提供する場合は、このオプションを選択します。これにより、インバウンドJMSメッセージが、クラスタ内にある使用可能ないずれか1つのサーバーでのみ処理されます。これはデフォルト値です。


	
サーバーごとに1コピー: クラスタのメンバーごとにプロキシ・サービスで受信されるトピックにインバウンドJMSメッセージをパブリッシュする場合に、このオプションを選択します。


	
互換性: クラスタ内の特定の管理対象サーバーまたはすべての管理対象サーバーでインバウンドJMSメッセージを処理する場合は、このオプションを選択します。このプロパティを選択した場合は「対象」サーバーを選択します。




このオプションは、「宛先タイプ」に「トピック」を選択した場合に使用できます。

注意: クラスタ内で互換性モードを使用する場合、重複メッセージが表示されることがあります。これを回避するには、他のいずれかのオプションを使用します。

「1コピー」オプションは、JMS接続ファクトリで構成された「サブスクリプション共有ポリシー」および「クライアントIDポリシー」をオーバーライドします。


	
ターゲット

	
受信したJMSメッセージを処理するターゲット・サーバーを選択します。「トピック・メッセージ配信」で「1コピー」オプションのいずれかを選択した場合、このフィールドにはクラスタの名前が表示されます。このオプションは、「トピック・メッセージ配信」オプションに「互換性」を選択した場合に、Service Busクラスタでのみ使用できます。

対象を設定しない場合は、クラスタ内の管理対象サーバーごとにトピックからメッセージを読み取るJMSプロキシ・サービス・インスタンスによってメッセージのコピーが取得されます。












31.8.3 JMSトランスポート・ヘッダー



JMSトランスポートに関連する各種のヘッダーを表31-3に示します。順序単位ヘッダーを除き、すべてのヘッダーはアウトバウンド・リクエストとインバウンド・レスポンスの両方で共通になっています。





表31-3 JMSトランスポート・ヘッダー

	ヘッダー	説明
	
JMSCorrelation ID

	
メッセージを別のメッセージにリンクするために使用される識別子。たとえば、リクエスト・メッセージをレスポンス・メッセージにリンクできます。


	
JMSDeliveryMode

	
メッセージの送信時に指定された配信モード。


	
JMSExpiration

	
メッセージの有効期限。メッセージの有効期限が切れる特定の日時を示す絶対値です。XQuery式を使用して、各メッセージの正確な有効期限日時を計算できます。


	
JMSMessageID

	
プロバイダから送信されるメッセージを一意に識別する値。


	
JMSPriority

	
メッセージの処理優先順位。メッセージを送信すると、このフィールドは無視されます。送信操作が完了すると、メッセージを送信したメソッドによって指定された値が保持されます。


	
JMSType

	
メッセージの送信時にクライアントによって指定されるメッセージ・タイプの識別子。


	
JMSXAppID

	
JMSで定義されるプロパティの1つで、メッセージを送信するアプリケーションのIDを指定します。このプロパティは、JMSプロバイダによって設定されます。


	
JMSXGroupID

	
JMSで定義されるプロパティの1つで、メッセージが属するメッセージ・グループのグループIDを指定します。このプロパティは、クライアントによって設定されます。


	
JMSXGroupSeq

	
JMSで定義されるプロパティの1つで、メッセージ・グループ内でのメッセージの順序を指定します。


	
JMS_IBM_Format

	
アプリケーション・データの性質。詳細は、IBM WebSphereのドキュメントを参照してください。


	
JMS_IBM_Report_Exception

	
例外レポートをリクエストします。また、メッセージからレポート・メッセージに保持する必要があるアプリケーション・データの量も指定します。詳細は、IBM WebSphereのドキュメントを参照してください。


	
JMS_IBM_Report_Expiration

	
期限切れレポートをリクエストします。また、メッセージからレポート・メッセージに保持する必要があるアプリケーション・データの量も指定します。詳細は、IBM WebSphereのドキュメントを参照してください。


	
JMS_IBM_Report_COA

	
着信確認レポートをリクエストします。また、メッセージからレポート・メッセージに保持する必要があるアプリケーション・データの量も指定します。詳細は、IBM WebSphereのドキュメントを参照してください。


	
JMS_IBM_Report_COD

	
配信確認レポートをリクエストします。また、メッセージからレポート・メッセージに保持する必要があるアプリケーション・データの量も指定します。詳細は、IBM WebSphereのドキュメントを参照してください。


	
JMS_IBM_Report_PAN

	
肯定アクション通知レポートをリクエストします。詳細は、IBM WebSphereのドキュメントを参照してください。


	
JMS_IBM_Report_NAN

	
肯定アクション通知レポートをリクエストします。詳細は、IBM WebSphereのドキュメントを参照してください。


	
JMS_IBM_Report_Pass_Msg_ID

	
レポートまたは返信メッセージのメッセージ識別子が元のメッセージの識別子と同じになるようにリクエストします。詳細は、IBM WebSphereのドキュメントを参照してください。


	
JMS_IBM_Report_Pass_Correl_ID

	
レポートまたは返信メッセージの相関識別子が元のメッセージの識別子と同じになるようにリクエストします。詳細は、IBM WebSphereのドキュメントを参照してください。


	
JMS_IBM_Report_Discard_Msg

	
指定の宛先に配信できなかった場合にメッセージを廃棄するようにリクエストします。詳細は、IBM WebSphereのドキュメントを参照してください。


	
JMS_IBM_MsgType

	
メッセージのタイプ。詳細は、IBM WebSphereのドキュメントを参照してください。


	
JMS_IBM_Feedback

	
レポート・メッセージの性質を示すインジケータ。詳細は、IBM WebSphereのドキュメントを参照してください。


	
JMS_IBM_Last_Msg_In_Group

	
メッセージがメッセージ・グループの最後のメッセージかどうかを示すインジケータ。詳細は、IBM WebSphereのドキュメントを参照してください。


	
JMS_BEA_UnitOfOrder

	
このヘッダーはリクエストおよびレスポンスに有効です。










31.8.3.1 トランスポート・ヘッダーの構成


パイプラインでは、インバウンド・リクエストおよびアウトバウンド・リクエストの両方についてトランスポート・ヘッダーを構成できます。メッセージのヘッダーの値を設定するには、トランスポート・ヘッダー・アクションを使用します。トランスポート・ヘッダー・アクションの追加の詳細は、「コンソールでのトランスポート・ヘッダー・アクションの追加」を参照してください。JMSトランスポートに関連するトランスポート・ヘッダーの詳細は、「JMSトランスポート・ヘッダー」を参照してください。


注意:

JMSトランスポート・ヘッダーの制限の詳細は、「ランタイムがテスト・コンソールでトランスポート設定を使用する方法」を参照してください。表12-8も参照してください。











31.8.4 JMSトランスポートを使用するビジネス・サービスの構成



JMSビジネス・サービスを登録する場合、WSDLファイルのURIをサービス定義に追加するときに、手動で編集する必要があります。URIの形式は次のとおりです。


jms://host:port/connection_factory/jndi_destination



注意:

ビジネス・サービスでJMS IDによるレスポンス相関を使用するようにJMSリクエスト/レスポンス・アプリケーションを構成するには、次の作業を行う必要があります。

	
選択した1つのJMSサーバーをターゲットとする共通分散キューおよびローカル・キューを作成します。


	
クラスタにUDQをデプロイし、すべてのJMSに対してメンバー・キューを作成するUDQのデフォルトのターゲット指定を無効にします。






次の表に、JMSベースのビジネス・サービスの構成に使用するプロパティを示します。詳細は、「ビジネス・サービスの作成と構成」を参照してください。





表31-4 ビジネス・サービス用のJMSトランスポート・プロパティ

	プロパティ	説明
	
宛先タイプ

	
JMS宛先タイプとして、次のいずれかを選択します。

	
キュー(ポイント・ツー・ポイント宛先の場合)


	
「トピック」(パブリッシュ/サブスクライブの宛先の場合)





	
メッセージ・タイプ

	
メッセージ・タイプとして、次のいずれかを選択します。

	
「バイト」(未解釈バイトのストリームの場合)


	
「テキスト」(テキスト・メッセージの場合)




レスポンスにJavaのメッセージ・タイプを選択した場合、このオプションは無効です。


	
レスポンス・キュー

	
レスポンスの処理方法を指定するためのオプションとして、次のいずれかを選択します。

	
なし: レスポンスは想定されていません。一方向の操作の場合、このオプションを選択します。


	
「すべてのリクエストURIに対して1つ」: レスポンスを扱う1つのURIを入力し、他の詳細なレスポンス構成(エンコーディングやタイムアウトなど)も設定できます。また、オプションとして、JMS/JNDI資格証明を渡すために「JMSサービス・アカウント」を選択できます。


	
「リクエストURIごとに1つ」: このオプションではレスポンス・フェイルオーバーが提供されます。各リクエストURIのレスポンスURIつまり宛先を指定できます。オプションとして、リクエストとレスポンスのペアごとにJMS/JNDI資格証明のサービス・アカウントを選択できます。




このオプションは、「宛先タイプ」が「キュー」の場合のみ使用できます。


	
レスポンス・パターン

	
次のいずれかを選択して、レスポンスの設計パターンを指定します。

	
WebLogic Serverで実行するJAX-RPCサービス以外のすべてのサービスの「JMSCorrelationID」を選択します。


	
WebLogic ServerでJAX-RPCサービスを実行している場合、「JMSMessageID」を選択します。




このオプションを使用できるのは、「レスポンス・キュー」フィールドでレスポンス・オプションを選択した場合のみです。詳細は、「JMSリクエスト/レスポンスのメッセージIDと相関IDのパターン」を参照してください。


	
ディスパッチ・ポリシー

	
このエンドポイントのディスパッチ・ポリシーに使用するWebLogic Serverワーク・マネージャのインスタンスを選択します。デフォルトのワーク・マネージャは、他にワーク・マネージャがない場合に使用されます。

たとえば、ビジネス・サービスがJMS転送プロトコルに対応している場合、ビジネス・サービスのエンドポイントは、そのディスパッチ・ポリシーに関連付けることのできるMDB (メッセージドリブンBean)のJARファイルになります。

ワーク・マネージャの詳細は、次の説明を参照してください。

	
Service Busでのワーク・マネージャの使用


	
『Oracle WebLogic Serverサーバー環境の管理』のワーク・マネージャを使用したスケジュールされた作業の最適化に関する項





	
リクエストのエンコーディング

	
リクエストのエンコード用の文字セットを入力します。デフォルトは、UTF-8です。


	
レスポンスのエンコーディング

	
レスポンスのエンコード用の文字セットを入力します。デフォルトは、UTF-8です。

このオプションを使用できるのは、「レスポンス・キュー」フィールドでレスポンス・オプションの1つを選択した場合のみです。


	
レスポンス・タイムアウト

	
レスポンスを待機する時間を秒単位で入力します。この時間が経過すると接続が切断されます。デフォルト値は0で、レスポンスのタイムアウトがありません。

このオプションを使用できるのは、「レスポンス・キュー」フィールドでレスポンス・オプションの1つを選択した場合のみです。


	
クライアントJar

	
Javaオブジェクトを含むメッセージのデキューに使用する、クライアントJARを選択します。クライアントJARの選択によって、それがクラスパス上にあることが確認されます。このオプションは、サービスが、Javaレスポンス・タイプのメッセージング・サービスのときに使用できます。

詳細は、「メッセージでのJavaオブジェクトの送信および受信」を参照してください。


	
レスポンスURI

	
次に示すいずれかの形式で、レスポンスURIを入力します。このオプションを使用できるのは、「すべてのリクエストURIに対して1つ」レスポンス・オプションと「JMSCorrelationID」レスポンス・パターンを選択した場合のみです。


jms://host:port/connection_factory/jndi_destination


複数のサーバーをターゲットとする場合は、次の形式を使用します。


jms://host1:port,host2:port/connection_factory/jndi_destination


レスポンスURIのホストとポートを省略することもできます。次に例を示します。


jms:///connection_factory/jndi_destination


ホストとポートを省略すると、ローカル・サーバーで接続ファクトリや宛先ルックアップが発生します。これは、リクエストURIが外部接続ファクトリや宛先を指し、レスポンスをローカル・サーバーに送信する場合などに便利です。

注意: WebLogic Serverでは、JNDI名でmyqueues/myqueueのようにフォワード・スラッシュを使用できますが、フォワード・スラッシュのあるJNDI名は、Service Busに必要とされるURI形式と一致しないため、このような名前は使用できません。この問題を回避するには、JMS外部サーバーを定義してURIでその外部サーバーを参照します。詳細は、Oracle WebLogic Server管理コンソール・オンライン・ヘルプの外部サーバーの構成に関する項を参照してください。


	
レスポンスのリクエスト

	
汎用の「トランスポート」ページで入力したリクエストURIごとに、「レスポンスURI」を入力します。前述の「レスポンスURI」フィールドの説明に記載されている形式とガイドラインに従います。

URIごとに、オプションで、リクエスト・キューとレスポンス・キューの両方にサービスで使用するJMS/JNDI資格証明用のサービス・アカウントを選択できます。

このオプションを使用できるのは、「JMSCorrelationID」パターンに対して「リクエストURIごとに1つ」レスポンス・オプションを選択して、レスポンス・フェイルオーバーを提供する場合です。


	
ターゲット - レスポンス

	
レスポンスを受信する「対象」サーバーの名前と「レスポンスURI」を、「レスポンスURI」フィールドの説明に従って入力します。

このオプションを使用できるのは、「JMSMessageID」パターンに対して「すべてのリクエストURIに対して1つ」レスポンス・オプションを選択した場合のみです。


	
接続のリクエスト

	
リクエストURIごとに、JMS接続ファクトリ名を入力します。この名前は、「順序番号」フィールド。名前を入力しないと、JMSトランスポートではリクエストURIの接続ファクトリが使用されます。

サービスがリクエスト・キューとレスポンス・キューの両方で使用するJMS/JNDI資格証明のためにオプションとしてサービス・アカウントを選択できます。

このオプションを使用できるのは、「JMSMessageID」パターンに対して「リクエストURIごとに1つ」レスポンス・オプションを選択して、レスポンス・フェイルオーバーを提供する場合です。


	
ターゲット - 宛先

	
各ターゲット上のリクエストURIごとにレスポンスを受信する、各ターゲット・サーバー上の宛先キューを入力します。リスト内のターゲット・サーバー(クラスタ内の管理対象サーバーなど、現行ドメインのサーバーによって判別される)ごとに、リクエストURIが「順序番号」(「接続のリクエスト」フィールドの番号に対応)順に表示されます。

このオプションを使用できるのは、「JMSMessageID」パターンに対して「リクエストURIごとに1つ」レスポンス・オプションを選択して、レスポンス・フェイルオーバーを提供する場合です。このフィールドは「接続のリクエスト」フィールドと組み合せて使用します。

注意: Service Bus開発環境では1サーバー環境しかサポートされないため、「対象」は1つしか表示されません。複数サーバー環境でこのフィールドを構成するには、このサービスをランタイム環境にデプロイし、Oracle Service Busコンソールでサービス構成を完了してください。


	
JMSサービス・アカウント

	
JMSサーバーによって管理されているJMSリソースに使用するサービス・アカウントを入力します。サービス・アカウントは、リクエストとレスポンスの両方に使用される、ユーザーIDとパスワードの別名リソースです。同じサービス・アカウントが、JMSとJNDIの両方に使用されます。

このオプションを使用できるのは、「レスポンス・キュー」フィールドで「なし」または「すべてのリクエストURIに対して1つ」オプションを使用する場合です。このフィールドは「呼出し元のサブジェクトを渡す」オプションと互いに排他的です。JMS/JNDI認証のためにいずれか1つを使用してください。

詳細は、「サービス・アカウントの操作」を参照してください。


	
SSLを使用

	
リクエストがTLS/SSL接続を通して行われる場合にのみ、このチェック・ボックスを選択します。

TLS/SSL (Secure Sockets Layer)では、ネットワークで接続される2つのアプリケーションが互いのIDを認証し、アプリケーション間で交換されるデータを暗号化できるようにすることによって、安全な接続が可能になります。認証を使用すると、サーバー(および必要に応じてクライアント)はネットワーク接続の相手側アプリケーションのIDを検証できます。また、宛先のJNDIエントリに対してアクセス制御が設定されていることにより、管理者から個々のJMS宛先(キューまたはトピック)へのアクセスが制限されている場合、JNDIツリー内でのルックアップ時に、サービスで認証を行う必要があります。「サービス・アカウント」または「呼出し元のサブジェクトを渡す」オプションを使用して認証します。

注意: JMSトランスポートでは双方向SSLはサポートされません。


	
有効期限

	
メッセージが期限切れになるまでの時間間隔(ミリ秒単位)です。デフォルト値の0を指定すると、メッセージは無期限になります。


	
メッセージ永続性を有効にする

	
メッセージ配信を保証するためにはこのチェック・ボックスを選択します。少数のメッセージの紛失が許容される場合は、このチェック・ボックスを選択解除するとスループットが向上します。このJMSメッセージ配信モードを使用すると、信頼性とスループットのバランスを取ることができます。


	
順序単位

	
メッセージ・プロデューサが処理順序に関して複数のメッセージを1つの単位にグループ化できるようになる、メッセージ順序単位を入力します。この順序単位のすべてのメッセージは、メッセージが作成された順序に従って処理する必要があります。

順序単位の使用の詳細は、『Oracle WebLogic Server JMSアプリケーションの開発』のメッセージ順序単位の使用に関する項を参照してください。


	
呼出し元のサブジェクトを渡す

	
Service Busがメッセージを送信するときに、認証されたサブジェクトを渡すには、このチェック・ボックスを選択します。

このフィールドを有効にしたときに、ビジネス・サービスの対象が別のドメインのJMSリソースである場合は、両方のドメインのグローバル信頼を有効にします。『Oracle WebLogic Serverセキュリティの管理』のWebLogicドメインのセキュリティの構成に関する項を参照してください。

このフィールドは「サービス・アカウント」オプションと互いに排他的です。JMS/JNDI認証のためにいずれか1つを使用してください。


	
JNDIタイムアウト

	
JNDIツリーで宛先ファクトリまたは接続ファクトリを検索する際に、JNDI接続がタイムアウトするまでの時間(秒単位)を入力します。

デフォルト値0では接続のタイムアウトは行われません。


















15 Oracle Service Busコンソールでの式エディタの操作


この章では、パイプラインまたはメッセージ・フローでXQueryおよびXPath式を使用する方法について説明します。

パイプラインでは、メッセージ・コンテキスト変数へのXQuery式の割当て、XQuery式のブール結果に基づくif-thenアクションの割当て、XPath式に対して相対的に指定した位置へのXQuery式の結果の挿入、コンテキスト変数のXQuery式を使用したログ用のメッセージ・コンテキストの指定などを実行できます。

コンテキストで必要な式を作成するために、メッセージ・フローの該当するコンテキストで、「XQuery式エディタ」、「XQuery条件エディタ」、「XPath式エディタ」を使用できます。

この章の構成は、次のとおりです。

	
インラインXQueryおよびXPath式の作成と編集


	
XQueryエディタのレイアウトとタスクについて


	
エディタ・ワークスペースのテキスト・フィールドでの式の構築


	
インライン式で使用するためのネームスペースの作成


	
XQueryエディタによる変数の構造の作成


	
XQueryエディタによるカスタムXPath関数の作成


	
外部XQueryリソースのインラインXQueryへのバインド


	
外部XSLTリソースのインラインXQueryへのバインド


	
動的XQuery式からインラインXQueryへのバインド


	
動的XSLT式のインラインXQueryへのバインディング


	
「ビルダー」オプションを使用したXQuery比較式の入力


	
「ビルダー」オプションを使用した単項式の入力








15.1 インラインXQueryおよびXPath式の作成と編集


「ステージ構成の編集」ページでステージまたはルート・ノードにアクションを追加する場合、構成の詳細を入力するページにスケルトン構造が表示されます。


図15-1に例を示します。


図15-1 アクション構成スケルトンの例

[image: 図15-1の説明が続きます]



コンテキスト上適切である場合は、XQueryエディタへアクセスするためのリンクがスケルトンによって用意されます。アクションのコンテキスト上必要である場合、インラインで実行される式をこのエディタで作成できます。

次の説明では、パイプライン・ステージ、エラー・ハンドラ・ステージ、またはルート・ノードの「ステージ構成の編集」ページでアクションの作成または編集を行うものとします。「コンソールでのパイプラインの表示と編集」および「コンソールでのパイプライン・アクションの追加と編集」を参照してください。

インライン式を作成または変更するには:




	「ステージ構成の編集」ページで、アクション内に式を追加または編集する場所を特定します。
	「式」リンクをクリックして、コンテキストに適切なエディタを開きます。式がまだ定義されていない場合は、その位置において使用可能な式の種類がリンクに示されます。

	
XQuery式を作成するには、「式」をクリックします。Service Bus以外で作成したXQueryまたはXSLTリソースをインポートしてインラインXQueryにバインドすることもできます。


	
if-thenアクション用にXQuery条件式を作成するには、「条件」をクリックします。


	
メッセージ・コンテキスト変数用のXPath式を作成するには、「XPath」をクリックします。




式がその位置に対してすでに定義されている場合、「式」、「条件」または「XPath」リンクは式自体を示すtrue()のようなリンクに置き換わります。式の長さが長すぎる場合は、$body/urn:POSta...のような式の一部になります。式(または式のフラグメント)をクリックして適切なエディタで式を開きます。




	次のトピックの説明を参照して、式を構築します。

	
エディタ・ワークスペースのテキスト・フィールドでの式の構築


	
インライン式で使用するためのネームスペースの作成


	
XQueryエディタによる変数の構造の作成


	
XQueryエディタによるカスタムXPath関数の作成


	
外部XQueryリソースのインラインXQueryへのバインド


	
外部XSLTリソースのインラインXQueryへのバインド


	
動的XQuery式からインラインXQueryへのバインド


	
「ビルダー」オプションを使用したXQuery比較式の入力


	
「ビルダー」オプションを使用した単項式の入力







	(オプション)次のいずれか、または両方を実行します。

	
式を検証するには、「検証」をクリックします。


	
式をテストするには、「テスト」をクリックします。「XQueryトランスフォーメーションのテストの前提条件とガイドライン」を参照してください。







	「保存」をクリックしてエディタを閉じ、式をアクションに挿入します。








15.2 XQueryエディタのレイアウトとタスクについて


XQuery式エディタ、XQuery条件エディタ、およびXPath式エディタは、それぞれパレット、ワークスペースおよびプロパティ・インスペクタから構成されています。

詳細は、次のリンクに従ってください。

	
パレット


	
ワークスペース


	
プロパティ・インスペクタ








15.2.1 パレット



各エディタの左側のパネルには、次に示すパレットがあります。エディタでパレットの名前をクリックすると、そのパレットが表示されます。各パレットには、エディタ内で式に挿入できるエンティティが含まれています。

	
「ネームスペース定義」パレットには、Service Busのデフォルト・ネームスペース、変数のネームスペースおよびユーザー定義ネームスペースが表示されます。新しいネーム・スペースを定義することもできます。定義されたネーム・スペースはユーザー定義ネーム・スペースのリストに追加されます。

詳細な情報は、次を参照してください:

	
エディタ・ワークスペースのテキスト・フィールドでの式の構築


	
インライン式で使用するためのネームスペースの作成





	
「XQuery関数」パレットには、一連の標準XQuery関数が表示されます。式に関数を挿入するときには、入力する必要があるパラメータ値ついてプレースホルダーが使用されます。

詳細な情報は、次を参照してください:

	
エディタ・ワークスペースのテキスト・フィールドでの式の構築


	
XQueryエディタによるカスタムXPath関数の作成


	
外部XQueryリソースのインラインXQueryへのバインド





	
「変数の構造」パレットには、XPath式を使用して、変数や変数のパスを挿入するためのツールが用意されています。

変数の構造は、エディタに表示される変数または変数のパスのグラフィカルな表現です。変数の構造が視覚化されることにより、変数の内容を参照するインラインXQuery式の構築が容易になります。


注意:

変数の構造では、変数は作成されません。変数は、ステージでの割当てアクションの対象として実行時に作成されます。



Service Busには事前定義されたメッセージ・コンテキスト変数(attachments、body、header、outboundおよびinbound)があり、その内容を変数の構造として表示できます。ユーザーが独自に変数の構造を定義することもできます。

詳細は、次を参照してください。

	
エディタ・ワークスペースのテキスト・フィールドでの式の構築


	
XQueryエディタによる変数の構造の作成















15.2.2 ワークスペース



ページの右側は、XQuery式、XQuery条件、またはXPathを作成するためのワークスペースになっています。ワークスペースはそれぞれのエディタによって異なります。









15.2.3 プロパティ・インスペクタ



プロパティ・インスペクタは、3種類のエディタのすべてで、ページの右下に表示されます。パレットの1つからアイテムを式に追加するために選択すると、選択したアイテムがプロパティ・インスペクタに表示されます。表示されたアイテムは、ワークスペースに貼り付けることができます。エディタ・ワークスペースのテキスト・フィールドでの式の構築を参照してください。











15.3 エディタ・ワークスペースのテキスト・フィールドでの式の構築


XQuery式エディタ、XQuery条件エディタ、およびXPath式エディタのすべてにテキスト・フィールドがあり、このフィールドに直接入力するか、または、パレットから貼り付けることで、式を構築できます。


この説明では、インラインXQueryおよびXPath式の作成と編集で説明したように、XQuery式エディタ、XQuery条件エディタまたはXPath式エディタで式を作成または編集しているものと仮定します。

テキスト・フィールドで式を構築するには

	
テキスト・フィールドを含むパネルを表示します。エディタに応じて、次のいずれかを実行します。

	
まだ選択していない場合は、XQuery式エディタで、(ワークスペースのボタン・バーの下にある)「XQueryテキスト」を選択します。


	
まだ選択していない場合は、XQuery条件エディタで、(ワークスペースのボタン・バーの下にある)「テキスト」を選択します。


	
XPath式エディタでは、その他のツールを選択するオプションがないため、何も選択する必要はありません。


注意:

前述のいずれかのリンクを選択すると、コンテキストに応じた完全な式を作成できるテキスト・フィールドが表示されます。ただし、このトピックで説明されているツールと方法は、外部XQueryリソースのインラインXQueryへのバインドおよび外部XSLTリソースのインラインXQueryへのバインドで説明されているとおり、インポートされたリソースからインライン式への変数のバインドなどのように、エディタにテキスト・フィールドが表示されている場合はいつでも使用できます。







	
必要に応じて、式または式の一部を、フィールドに入力または貼り付けます。この方法で完全な式が作成できた場合は、ステップ7に進みます。使用していない場合は次の手順に進みます。


	
次の表15-1の説明に従って、式に追加する項目を含むパレットを選択し、追加する項目を特定します。


表15-1 パレット

	パレット	説明および使用方法
	
ネームスペース定義

	
デフォルトのService Busネームスペース、変数ネームスペースおよびユーザー定義のネームスペースを一覧表示します。定義されている場合は、ネームスペースの略語が一覧表示されます。

リストをスクロールして、目的のネームスペースを見つけ出します。

ネームスペースを定義することもできます。インライン式で使用するためのネームスペースの作成を参照してください。


	
XQuery関数

	
標準のXQuery関数と開発したカスタム関数がタイプ別にアルファベット順で含まれます。ツリー内のノードを展開するにはプラス記号(+)を、折りたたむにはマイナス記号(-)をクリックします。

関連項目:

	
XQueryでのデータの変換





	
変数の構造

	
変数とそれらのコンテンツがツリー形式で表示されるため、視覚的に確認できます。

変数の構造とそのコンテンツを表示できます。

	
パレットの上部にあるリストから構造の名前を選択します。リストには、組込みメッセージ・コンテキスト変数(attachments、body、header、outbound、inbound)と、型ごと(「XMLタイプ」、「サービス・インタフェース」、「単純な型」)に整理されたユーザー定義の構造が一覧表示されます。


	
ツリー内のノードを展開するにはプラス記号(+)を、折りたたむにはマイナス記号(-)をクリックします。




ユーザーが独自に変数の構造を定義することもできます。XQueryエディタによる変数の構造の作成を参照してください。

変数の構造では、変数は作成されません。変数は、ステージでの割当てアクションの対象として実行時に作成されます。

変数の構造のツリーから項目をテキスト・フィールドに挿入すると、パスを記述するXPath式として挿入されます。

「XQueryでのデータ変換」も参照してください。







	
次の表15-2に示されている方法のいずれかを使用して、目的の項目をテキスト・フィールドに貼り付けます。


表15-2 エディタのテキスト・フィールドに項目を貼り付ける方法

	パレット	手順
	
「ネームスペース定義」パレット

	
標準のマウスまたはキーボードでの、ネームスペースの選択、コピー、および貼付けを使用します。例:

	
文字列上でマウス・ポインタをドラッグして、ネームスペースの文字列全体(または、存在する場合は、その略語)を選択します。


	
[Ctrl]+[C]を押して、文字列をコピーします。


	
テキスト・フィールドの、ネームスペースを挿入する場所をクリックします。


	
[Ctrl]+[V]を押して、文字列を貼り付けます。





	
「XQuery関数」 パレットまたは 「変数の構造」 パレット

	
項目をパレットからテキスト・フィールドにドラッグします。

注意: パレットからワークスペースへのドラッグは、Internet Explorerでのみサポートされています。


	
「XQuery関数」 パレットまたは 「変数の構造」 パレット

	
	
パレットの項目をクリックします。「プロパティ・インスペクタ」ペインに項目が表示されます。

関数は、提供する必要がある値のプレースホルダーと共に表示されます。

変数とそれらの属性は、XPath式として表示されます。


	
テキスト・フィールドの、項目を挿入する場所をクリックします。


	
「プロパティのコピー」をクリックして、テキスト・フィールド内の選択した場所に項目を貼り付けます。





	
「XQuery関数」 パレットまたは 「変数の構造」 パレット

	
	
パレットの項目をクリックします。「プロパティ・インスペクタ」ペインに項目が表示されます。


	
標準のキーボードまたはマウスのアクションを使用して、プロパティ・インスペクタで項目を選択およびコピーします。


	
標準のキーボードまたはマウスのアクションを使用して、テキスト・フィールド内の場所を選択して、項目をテキスト・フィールドに貼り付けます。










	
引き続き、関数のドラッグ・アンド・コピーを行って、目的の式を構築します。


	
必要に応じて、テキスト・フィールドで式を編集します。


	
(オプション)次のいずれか、または両方を実行します。

	
「検証」をクリックします。式の検証が成功した場合は、メッセージが表示されます。


	
式をテストするには、「テスト」をクリックします。「XQueryトランスフォーメーションのテストの前提条件とガイドライン」を参照してください。





	
「保存」をクリックして、エディタを閉じ、式をアクションに挿入します。












15.4 インライン式で使用するネームスペースの作成


「ネームスペース定義」パレットには、デフォルトのネームスペースのリストが含まれています。新しいネームスペースを定義することもできます。


この説明では、インラインXQueryおよびXPath式の作成と編集で説明したように、XQuery式エディタ、XQuery条件エディタまたはXPath式エディタで式を作成または編集しているものと仮定します。

ネームスペースを作成してインライン式で使用するには:

	
「ネームスペース定義」を選択します。「ネームスペース定義」パレットには、デフォルトのネームスペースのリストと、存在する場合は、変数ネームスペースおよびユーザー定義済のネームスペースのリストが含まれています。


	
ユーザーのネームスペースを定義および追加するには

	
「ネームスペースの追加」をクリックします。


	
「接頭辞」フィールドに、ネームスペースの一意の識別子を入力します。同じ接頭辞を複数回使用することはできません。


	
「URI」フィールドに、このネームスペースのURLをhttp://url/.../の形式で入力するか、またはURNをuddi:server:の形式で入力します。


	
「追加」をクリックして、「ユーザー定義済みネームスペース」にネームスペースを追加します。


	
インラインXQueryおよびXPath式の作成と編集の説明に従って、ユーザー定義済ネームスペースをコピーして、XQuery式、XQuery条件またはXPathに貼り付けます。







インラインXQueryおよびXPath式の作成と編集の説明に従って、続行します。









15.5 XQueryエディタによる変数の構造の作成


XQueryエディタおよびXPathエディタの「変数の構造」パレットには、変数のコンテンツがグラフィカルに表示されます。


これには、デフォルトで、組込みのメッセージ・コンテキスト変数attachments、body、header、outbound、およびinboundが含まれています。

変数の構造のマッピングでは、各エントリはラベルを持ち、変数または変数パスを1つまたは複数の構造にマップします。これらのマッピングのスコープは、ステージまたはルート・ノードです。

次に基づいて、独自の変数の構造を宣言することもできます。





	
次のようなXMLタイプ

	
スキーマ要素


	
WSDL要素


	
スキーマ・タイプ


	
WSDLタイプ


	
MFL





	
サービス・インタフェース


	
単純な型(文字列または任意のXML)




この機能は、すべてのユーザー定義変数と$inbound、$outboundおよび$faultに対して直接使用できます。ただし、この機能を使用して$attachmentsのXML添付ファイル、$headerのヘッダーまたは$bodyのドキュメントとRPCパラメータに直接アクセスすることはできません。例外として、WSDLプロキシ・サービスによって受信されたリクエスト・メッセージの$bodyのドキュメントとパラメータには直接アクセスできます。





この説明では、インラインXQueryおよびXPath式の作成と編集で説明したように、XQuery式エディタ、XQuery条件エディタまたはXPath式エディタで式を作成または編集しているものと仮定します。

変数の構造を作成するには

	
「変数の構造」を選択します。


	
「変数の構造」パレットで「新しい構造の追加」をクリックします。


	
続けて、次の表15-3に示す作業のいずれかを行います。





表15-3 新しい変数の構造の作成

	内容	次の手順を実行...
	
変数をXMLスキーマの型にマップする変数の構造の作成

	
	
まだ選択していない場合は、「変数の構造」パレットの上部にある「XMLタイプ」を選択します。


	
「構造ラベル」フィールドに、作成する変数の表示名を入力します。この表示名を使用すると、実行時には影響を及ぼさず設計時に構造を認識できるように、構造に意味のある名前を付けることができます。


	
「構造パス」フィールドに、実行時の変数の構造のパスを入力します。このパスは、$で始まる必要があります。


	
「タイプ」フィールドで、該当するラジオ・ボタンを選択してから、「スキーマ・タイプ」を選択します。


	
「参照」をクリックします。XMLスキーマ・ブラウザが表示されます。リストからXMLスキーマを選択し、定義ペインからXMLスキーマの型を選択して、「発行」をクリックします。


	
「追加」をクリックして変数の構造を作成します。





	
変数をWSDLの型にマップする変数の構造の作成

	
	
まだ選択していない場合は、「変数の構造」パレットの上部にある「XMLタイプ」を選択します。


	
「構造ラベル」フィールドに、作成する変数の表示名を入力します。この表示名を使用すると、実行時には影響を及ぼさず設計時に構造を認識できるように、構造に意味のある名前を付けることができます。


	
「構造パス」フィールドに、実行時の変数の構造のパスを入力します。


	
「タイプ」フィールドで、該当するラジオ・ボタンを選択してから、「WSDLタイプ」を選択します。


	
「参照」をクリックします。WSDLブラウザが表示されます。WSDLファイルのリストからWSDLファイルを選択し、定義ペインからWSDLの型を選択して、「発行」をクリックします。


	
「追加」をクリックして変数の構造を作成します。





	
変数をXMLスキーマ要素にマップする変数の構造の作成

	
	
まだ選択していない場合は、「変数の構造」パレットの上部にある「XMLタイプ」を選択します。


	
「構造ラベル」フィールドに、作成する変数の表示名を入力します。この表示名を使用すると、実行時には影響を及ぼさず設計時に構造を認識できるように、構造に意味のある名前を付けることができます。


	
「構造パス」フィールドに、実行時の変数の構造のパスを入力します。


	
「タイプ」フィールドで、該当するラジオ・ボタンを選択してから、「スキーマ要素」を選択します。


	
「参照」をクリックします。XMLスキーマ・ブラウザが表示されます。リストからXMLスキーマを選択し、定義ペインからXMLスキーマの型を選択して、「発行」をクリックします。


	
「追加」をクリックして変数の構造を作成します。





	
変数をWSDL要素にマップする変数の構造の作成

	
	
まだ選択していない場合は、「変数の構造」パレットの上部にある「XMLタイプ」を選択します。


	
「構造ラベル」フィールドに、作成する変数の表示名を入力します。この表示名を使用すると、実行時には影響を及ぼさず設計時に構造を認識できるように、構造に意味のある名前を付けることができます。


	
「構造パス」フィールドに、実行時の変数の構造のパスを入力します。


	
「タイプ」フィールドで、該当するラジオ・ボタンを選択してから、「WSDL要素」を選択します。


	
「参照」をクリックします。WSDLブラウザが表示されます。WSDLファイルのリストからWSDLファイルを選択し、定義ペインからWSDL要素を選択して、「発行」をクリックします。


	
「追加」をクリックして変数の構造を作成します。





	
変数を子要素にマップする変数の構造の作成

	
	
まだ選択していない場合は、「変数の構造」パレットの上部にある「XMLタイプ」を選択します。


	
「構造ラベル」フィールドに、作成する変数の表示名を入力します。この表示名を使用すると、実行時には影響を及ぼさず設計時に構造を認識できるように、構造に意味のある名前を付けることができます。


	
「構造パス」フィールドに、実行時の変数の構造のパスを入力します。


	
「タイプ」フィールドで、作成する変数の型を選択します。

XMLスキーマ要素またはWSDL要素の変数を作成するには、このオプションに関連付けられているラジオ・ボタンを選択し、「スキーマ要素」または「WSDL要素」を選択します。

MFL変数を作成するには、このオプションに関連付けられているラジオ・ボタンを選択し、「MFL」を選択します。


	
XMLスキーマ、WSDLファイルまたはMFLファイルについては、「参照」をクリックし、ブラウザに表示されるリストからオブジェクトを選択して、「発行」をクリックします。たとえば、MFLのリストでMFLを選択し、「発行」をクリックします。


	
作成する構造の子として要素を設定するために、「子として設定」チェックボックスを選択します。


	
「追加」をクリックして変数の構造を作成します。





	
MFLリソースを使用する変数の構造の作成

	
	
まだ選択していない場合は、「変数の構造」パレットの上部にある「XMLタイプ」を選択します。


	
「構造ラベル」フィールドに、作成する変数の表示名を入力します。この表示名を使用すると、実行時には影響を及ぼさず設計時に構造を認識できるように、構造に意味のある名前を付けることができます。


	
「構造パス」フィールドに、実行時の変数の構造のパスを入力します。


	
「タイプ」フィールドで、該当するラジオ・ボタンを選択してから、「参照」を選択します。MFLブラウザが表示されます。


	
MFLのリストからMFLを選択し、「発行」をクリックします。


	
「追加」をクリックして変数の構造を作成します。





	
サービス・インタフェース変数の構造の作成

	
	
「変数の構造」パレットの上部で、「サービス・インタフェース」を選択します。


	
「構造ラベル」フィールドに、作成する変数の表示名を入力します。この表示名を使用すると、実行時には影響を及ぼさず設計時に構造を認識できるように、構造に意味のある名前を付けることができます。


	
「構造パス」フィールドには、デフォルトの$bodyがすでに設定されています。このフィールドは変更できません。


	
WSDLベースのサービス・フィールドで「サービス・ブラウザ」アイコンを選択し、サービス・ブラウザに表示されるサービスのリストでサービスを選択して、「発行」をクリックします。




選択したサービスは、「WSDLベースのサービス」フィールドに表示されます。

	
「操作」フィールドで、操作を選択するか、または操作を含めない場合は「なし」を選択します。


	
「追加」をクリックして変数を作成します。





	
単純な変数の構造の作成

	
	
「変数の構造」パレットの上部で、「単純な型」を選択します。


	
「構造ラベル」フィールドに、作成する変数の表示名を入力します。この表示名を使用すると、実行時には影響を及ぼさず設計時に構造を認識できるように、構造に意味のある名前を付けることができます。


	
「構造名」フィールドに、作成する変数の構造の名前を入力します。


	
「タイプ」フィールドで、「文字列」または「任意のXML」を選択します。


	
「追加」をクリックして変数を作成します。













完了した後に:





インラインXQueryおよびXPath式の作成と編集の説明に従って、続行します。









15.6 XQueryエディタでのカスタムXPath関数の作成


カスタムXQuery関数の作成は、Javaコードの記述が必要な開発プロセスです。

詳細は、「カスタムXPath関数の作成」を参照してください。







15.7 外部XQueryリソースのインラインXQueryへのバインディング


XQueryリソースをインラインXQuery式にバインドして、アクションの一部としてインラインで実行できます。


この説明では、インラインXQueryおよびXPath式の作成と編集で説明したように、XQuery/XSLT式エディタ、XQuery条件エディタまたはXPath式エディタで式を作成または編集しているものと仮定します。

XQueryリソースをインライン式にバインドするには




	「変数の構造」をクリックします。
	ワークスペース(ボタン・バーの下)で、「XQueryリソース」を選択します。
	「1.実行するXQueryリソースを選択します」ボックスで「参照」をクリックします。
	XQueryブラウザで、使用するXQueryに関連付けられているラジオ・ボタンを選択し、「発行」をクリックします。
	「2.変数のバインド」ボックスで、トランスフォーメーション用の入力パラメータを定義します。「変数名」の下にリストされている各変数に対して、これにマッピングされるXQuery式を入力します。マッピングはパラメータごとに定義する必要があります。たとえば、XQueryトランスフォーメーションにoneおよびtwoという入力パラメータがある場合、「変数名」フィールドには、「one」および「two」という2つのラベルが表示されます。各ラベルに、XQuery式が入力されるテキスト・ボックスが1つ表示されます。

次のXQuery式は、このフィールドの有効な入力例です。


$body/*[1]
$body/po:PurchaseOrder



注意:

bodyという変数名はこのフィールドでは無効な入力となり、例外が発生します。






	完了した後は、次のいずれかの操作に進みます。

	
「検証」をクリックします。式の検証が成功した場合は、メッセージが表示されます。


	
「テスト」をクリックします。「XQueryトランスフォーメーションのテストの前提条件とガイドライン」を参照してください。


	
変更を保存するか、または破棄します。















15.8 外部XSLTリソースのインラインXQueryへのバインディング


「XQuery/XSLT式エディタ」ページでは、実行用XSLTリソースを選択できます。


このエディタの詳細は、インラインXQueryおよびXPath式の作成と編集を参照してください。

実行用XSLTリソースを選択するには




	「XSLTリソース」オプションを選択します。
	「実行するXSLTリソースを選択します」フィールドで、「XSLT参照」アイコンをクリックします。
	XSLTブラウザで、実行するXSLTに関連付けられているラジオ・ボタンを選択し、「発行」をクリックします。
	「変数のバインド」フィールドの下に、ラベルとそれに対応するテキスト・ボックスがトランスフォーメーションの入力パラメータごとに表示されます。各ラベルはパラメータ名に相当し、各テキスト・ボックスはそのパラメータにマッピングされるXQuery式を定義するためのものです。マッピングはパラメータごとに定義する必要があります。たとえば、XSLトランスフォーメーションにoneおよびtwoという入力パラメータがある場合、「変数マッピング」フィールドには、「one」および「two」というラベルと、ラベルごとにXQuery式を入力するテキスト・ボックスが表示されます。入力変数のマッピングの他に、トランスフォーメーションの入力ドキュメントのXQuery式を指定する必要もあります。このマッピングは、「入力ドキュメント」というラベルが付いたテキスト・ボックスで指定します。

次のXQuery式は、このフィールドの有効な入力例です。


$body/*[1]
$body/po:PurchaseOrder



注意:

bodyという変数名はこのフィールドでは無効な入力となり、例外が発生します。






	次の任意の作業を続行します。

	
インライン式で使用するためのネームスペースの作成


	
XQueryエディタによる変数の構造の作成


	
エディタ・ワークスペースのテキスト・フィールドでの式の構築


	
外部XQueryリソースのインラインXQueryへのバインド


	
「検証」をクリックします。式の検証が成功した場合は、メッセージが表示されます。


	
「テスト」をクリックします。「XQueryトランスフォーメーションのテストの前提条件とガイドライン」を参照してください。















15.9 動的XQuery式のインラインXQueryへのバインディング


「XQuery/XSLT式エディタ」ページでは、あらかじめ登録したXQueryリソースの名前を実行時に評価する動的XQuery式を指定できます。


このエディタの詳細は、インラインXQueryおよびXPath式の作成と編集を参照してください。

動的XQuery式を定義するには




	「動的XQuery」オプションを選択します。
	「XQueryリソースの式の入力」領域で、実行時に事前登録されたXQueryリソース名を評価するXQuery式を入力します。

XQueryリソース(リソースの完全な名前を表す)の構文は次のとおりです。

Project/folder1/folder2/XQueryResourceName




	「XQueryテンプレートまたはカスタム変数を使用して変数をバインドします」領域に、トランスフォーメーションの入力パラメータを定義します。

	
「XQueryテンプレートの選択」フィールドの「参照」をクリックして、問合せ形式(変数の数と名前)のテンプレートとして使用する既存の登録済のリソースを選択します。テンプレートを選択すると、「変数のバインド」領域に変数が表示されます。テンプレートは構成で保持されることはありません。かわりに、テンプレートは、問合せに変数を指定するのに役立つクイック・スタートとして機能します。


	
「カスタム変数の追加」フィールドに変数名を入力し、「追加」をクリックします。「変数名」の下にリストされている各変数に対して、これにマッピングされるXQuery式を入力します。マッピングはパラメータごとに定義する必要があります。たとえば、XQueryトランスフォーメーションにoneおよびtwoという入力パラメータがある場合、「変数名」フィールドには、「one」および「two」という2つのラベルが表示されます。各ラベルに、XQuery式が入力されるテキスト・ボックスが1つ表示されます。




次のXQuery式は、変数フィールドの有効な入力例です。


$body/*[1]
$body/po:PurchaseOrder




	完了した後は、次のいずれかの操作に進みます。

	
「検証」をクリックします。式の検証が成功した場合は、メッセージが表示されます。


	
「テスト」をクリックします。「XQueryトランスフォーメーションのテストの前提条件とガイドライン」を参照してください。


	
変更を保存するか、または破棄します。















15.10 動的XSLT式のインラインXQueryへのバインディング


「XQuery/XSLT式エディタ」ページでは、あらかじめ登録したXSLTリソースの名前を実行時に評価する動的XPath/XQuery式を指定できます。


このエディタの詳細は、インラインXQueryおよびXPath式の作成と編集を参照してください。

動的XSLT式を定義するには




	「動的XSLT」オプションを選択します。
	「XSLTリソースの式を入力」領域で、実行時にあらかじめ登録したXSLTリソースの名前に評価するXPath/XQuery式を入力します。例: $body/*:name/text()

XSLTリソース(リソースの完全な名前を表す)の構文は次のとおりです。

Project/folder1/folder2/myXSLResourceName




	「入力のバインド」領域で、XML入力ドキュメントを選択するインラインXQuery/XPath式を入力します。例: $body/message。
	「XSLTテンプレートまたはカスタム変数を使用して変数をバインド」領域に、トランスフォーメーションの入力パラメータを定義します。

	
「XSLTテンプレートの選択」フィールドの「参照」をクリックして、問合せ形式(変数の数と名前)のテンプレートとして使用する既存の登録済XSLTリソースを選択します。テンプレートを選択すると、「変数のバインド」領域に変数が表示されます。テンプレートは構成で保持されることはありません。かわりに、テンプレートは、問合せに変数を指定するのに役立つクイック・スタートとして機能します。


	
手動で変数を追加するには、「カスタム変数の追加」フィールドで変数名を入力し、「追加」をクリックします。


	
「変数名」の下にリストされた各変数に、マップされるXQuery/XPath式を入力します。マッピングはパラメータごとに定義する必要があります。たとえば、XQueryトランスフォーメーションにoneおよびtwoという入力パラメータがある場合、「変数名」フィールドには、「one」および「two」という2つのラベルが表示されます。各ラベルに、XQuery式が入力されるテキスト・ボックスが1つ表示されます。




次のXQuery式は、変数フィールドの有効な入力例です。


$body/*[1]
$body/po:PurchaseOrder




	完了した後は、次のいずれかの操作に進みます。

	
「検証」をクリックします。式の検証が成功した場合は、メッセージが表示されます。


	
「テスト」をクリックします。「XQueryトランスフォーメーションのテストの前提条件とガイドライン」を参照してください。


	
変更を保存するか、または破棄します。















15.11 「ビルダー」オプションを使用したXQuery比較式の入力


XQuery条件エディタで比較式を作成できます。


次の手順は、インラインXQueryおよびXPath式の作成と編集の説明に従って、XQuery条件エディタでXQuery条件式を作成または編集していることを前提としています。

XQuery比較式を入力するには




	まだ選択していない場合は、XQuery条件エディタで、(ワークスペースのボタン・バーの下にある)「ビルダー」を選択します。
	まだ選択していない場合は、「式ビルダー」ボックスで、「比較式」を選択します。
	「オペランド」フィールドに、コンテキスト変数、ネームスペース定義、またはXQuery関数を入力します。

オペランドを構築する場合、「XQuery関数」パレットからXQuery関数を、「ネームスペース定義」パレットからネームスペースを貼り付けることができます。エディタ・ワークスペースのテキスト・フィールドでの式の構築を参照してください。




	「演算子」リストから、比較演算子を選択します。
	「値」フィールドに、テキストまたはコンテキスト変数を入力します。

テキストは引用符で囲む必要があります。たとえば、"true"は有効ですが、trueは無効です。




	「追加」をクリックします。入力したテキストが「式」ペインに表示されます。
	追加の条件を構築する際は、ステップ3 - 6を繰り返します。各条件は、条件リストの最後に追加されます。

複数の条件を使用する場合は、次の点を考慮してください。

	
追加の式を作成する場合は、「組合せ」フィールドで必ず「AND」または「OR」オプションを選択してください。


	
条件を選択し、上矢印および下矢印をクリックして、条件のリスト内を上下に移動できます。「編集」アイコンをクリックして条件を更新したり、「削除」アイコンをクリックして条件を削除したりすることもできます。


	
条件の全体定義では、単項式と比較式を混ぜることもできます。







	(オプション)次のいずれか、または両方を実行します。

	
「検証」をクリックします。式の検証が成功した場合は、メッセージが表示されます。


	
式をテストするには、「テスト」をクリックします。「XQueryトランスフォーメーションのテストの前提条件とガイドライン」を参照してください。







	「保存」をクリックしてエディタを閉じ、式をアクションに挿入します。



「コンソールでのパイプライン・アクションの追加と編集」の説明に従って、アクションの構成を続行します。









15.12 「ビルダー」オプションを使用した単項式の入力


XQuery条件エディタを使用して、単項式を作成できます。


次の手順は、インラインXQueryおよびXPath式の作成と編集の説明に従って、XQuery条件エディタでXQuery条件式を作成または編集していることを前提としています。

XQuery比較式を入力するには




	まだ選択していない場合は、XQuery条件エディタで、(ワークスペースのボタン・バーの下にある)「ビルダー」を選択します。
	まだ選択していない場合は、「式ビルダー」ボックスで、「単項式」を選択します。
	「NOT」チェックボックスを選択してこの式を否定の式にするか、または空白のままにします。
	「式」フィールドに、コンテキスト変数、ネームスペースの定義、またはXQuery関数を入力します。

式を構築する場合、「XQuery関数」パレットからXQuery関数を、「ネームスペース定義」パレットからネームスペースを貼り付けることができます。エディタ・ワークスペースのテキスト・フィールドでの式の構築を参照してください。




	「追加」をクリックして、「式」ペインにテキストを追加します。
	追加の条件を構築する際は、ステップ3 - 5を繰り返します。各条件は、条件リストの最後に追加されます。

単項式を構築する際は、次の点を考慮してください。

	
追加の式を作成する場合は、「組合せ」フィールドで必ず「AND」または「OR」オプションを選択してください。


	
条件を選択し、上矢印および下矢印をクリックして、条件のリスト内を上下に移動できます。「編集」アイコンをクリックして条件を更新したり、「削除」アイコンをクリックして条件を削除したりすることもできます。


	
条件の全体定義では、単項式と比較式を混ぜることもできます。







	(オプション)次のいずれか、または両方を実行します。

	
「検証」をクリックします。式の検証が成功した場合は、メッセージが表示されます。


	
式をテストするには、「テスト」をクリックします。「XQueryトランスフォーメーションのテストの前提条件とガイドライン」を参照してください。







	「保存」をクリックしてエディタを閉じ、式をアクションに挿入します。











 
B XPath拡張関数


この付録では、Service Busで相互参照とドメイン値マップを操作するためのXPath拡張関数について説明します。また、ユーザー定義のXPath拡張関数の作成方法についても説明します。オラクルでは、Service BusおよびXPath標準に組み込まれた機能を使用する、新規関数を追加するためのXPath関数を提供しています。

この付録の内容は次のとおりです。

	
相互参照関数


	
ドメイン値マップ関数


	
カスタムXPath関数の作成








B.1 相互参照関数


相互参照を使用して、あるアプリケーション内のエンティティの値を、他のアプリケーションの同等の値に動的にマップできます。これは、アプリケーション内のオブジェクトの情報を更新するとき、そしてその情報を他のアプリケーションの同一オブジェクトに伝播する必要がある場合に役立ちます。各アプリケーションは、オブジェクトの識別に独自の方法を使用できます。

相互参照はルックアップ表に格納され、相互参照XPath関数を使用して、表内のデータをモニターおよび管理できます。相互参照マッピング表のデータを追加、更新およびルックアップするには、これらの関数を使用します。グローバル・トランザクションは、これらの関数コール時に使用可能である必要があります。トランザクションが使用できない場合、新しいトランザクションが開始されます。


注意:

相互参照関数のほとんどは、Service Bus相互参照リソースの場所と名前を引数として取ります。Service Busでは、Oracle Metadata Services (MDS)リポジトリのリソースへの直接参照はサポートしていません。



相互参照の詳細は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』の相互参照の操作に関する項を参照してください。Service Busの相互参照の詳細は、「相互参照でのデータのマッピング」を参照してください。





B.1.1 lookupPopulatedColumns



この関数は、指定の相互参照表、相互参照列および値について、移入されたすべての列をルックアップします。ノードセット(各ノードに1つの列名と対応する値が含まれる)を返します。この関数の詳細な説明は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』のxref:lookupPopulatedColumns関数に関する項を参照してください。

署名


xref:lookupPopulatedColumns(xref-location, column, value, need-exception)


引数

特に断りのないかぎり、すべての引数は文字列値です。

	
xref-location: 相互参照リソースのフルパスおよび名前。


	
column: 参照列の名前。


	
value: 参照列に対応する値。


	
need-exception: 値が見つからない場合に例外をスローするかどうかを示すブール値。trueに設定されると、この関数は値が見つからない場合に例外をスローします。それ以外は、空の値を返します。

実行時に、次の理由で例外が発生することがあります。

	
指定された名前の相互参照表が見つからない。


	
指定された列名が見つからない。


	
指定された参照値が空である。







プロパティID

	
namespace-uri: http://www.oracle.com/osb/xpath-functions/xref


	
namespace-prefix: xref




例


xref:lookupPopulatedColumns('/BookSellers/XRefPublishers', 'HARPER', 'H_1500', true())









B.1.2 lookupXRef



この関数は、参照列内の特定の値に対応する値について、相互参照列をルックアップします。この関数の詳細な説明は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』のxref:lookupXRef関数に関する項を参照してください。

署名


xref:lookupXRef(xref-location, ref-column, ref-value, column-name, need-exception)


引数

特に断りのないかぎり、すべての引数は文字列値です。

	
xref-location: 相互参照リソースのフルパスおよび名前。


	
ref-column: 参照列の名前。


	
ref-value: 参照列に対応する値。


	
column-name: 値をルックアップする列の名前。


	
need-exception: 値が見つからない場合に例外をスローするかどうかを示すブール値。trueに設定されると、この関数は値が見つからない場合に例外をスローします。それ以外は、空の値を返します。

実行時に、次の理由で例外が発生することがあります。

	
指定された名前の相互参照表が見つからない。


	
指定された列名が見つからない。


	
指定された参照値が空である。


	
複数の値が見つかった。







プロパティID

	
namespace-uri: http://www.oracle.com/osb/xpath-functions/xref


	
namespace-prefix: xref




例


xref:lookupXRef('/BookSellers/XRefPublishers', 'HARPER', 'H_1500', 'PENGUIN', false())









B.1.3 lookupXRef1M



この関数は、参照列内の特定の値に対応する複数の値について、相互参照列をルックアップします。複数のノードを含むノードセット(各ノードに1つの値が含まれる)を返します。この関数の詳細な説明は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』のxref:lookupXRef1M関数に関する項を参照してください。

署名


xref:lookupXRef1M(xref-location, ref-column, ref-value, column-name, need-exception)


引数

特に断りのないかぎり、すべての引数は文字列値です。

	
xref-location: 相互参照リソースのフルパスおよび名前。


	
ref-column: 参照列の名前。


	
ref-value: 参照列に対応する値。


	
column-name: 値をルックアップする列の名前。


	
need-exception: 値が見つからない場合に例外をスローするかどうかを示すブール値。trueに設定されると、この関数は値が見つからない場合に例外をスローします。それ以外は、空の値を返します。

実行時に、次の理由で例外が発生することがあります。

	
指定された名前の相互参照表が見つからない。


	
指定された列名が見つからない。


	
指定された参照値が空である。







プロパティID

	
namespace-uri: http://www.oracle.com/osb/xpath-functions/xref


	
namespace-prefix: xref




例


xref:lookupXRef1M('/BookSellers/XRefPublishers', 'HARPER', 'H_1500', 'PENGUIN', true())









B.1.4 markForDelete



この関数は、相互参照表内の値を削除します。この関数に渡される列の値は、XREF_DATA表から削除され、XREF_DELETED_DATA表に移動されます。削除に成功すると、trueを返します。それ以外は、falseを返します。削除後に行に残された値が1つのみの場合、相互参照が残されていないため、その値も削除されます。

この関数の詳細な説明は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』の相互参照表の値の削除に関する項を参照してください。

署名


xref:markForDelete(xref-location, column, value)


引数

特に断りのないかぎり、すべての引数は文字列値です。

	
xref-location: 相互参照リソースのフルパスおよび名前。


	
column: 削除する値が含まれる列の名前。


	
value: 削除する値。




プロパティID

	
namespace-uri: http://www.oracle.com/osb/xpath-functions/xref


	
namespace-prefix: xref




例


xref:markForDelete('/BookSellers/XRefPublishers', 'HARPER', 'H_1500')









B.1.5 populateLookupXRefRow



この関数は、実行されているモードに応じて、相互参照表の列に単一の値を移入します。新しい行を追加したり、既存の行にある列に値を追加するには、この関数を使用します。この関数は移入される値として文字列値を返します。populateXRefRow関数とは異なり、populateLookupXRefRow関数は同一のIDを持つレコードが同時に追加されたときに一意制約違反エラーをスローしません。かわりに、ルックアップとして動作してエラーの原因となった既存のソース値を返し、処理フローを停止しません。populateXRefRow関数の使用時に起こる同時実行性の問題を解決するには、この関数を使用します。

この関数の詳細な説明は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』のxref:populateLookupXRefRow関数に関する項を参照してください。

署名


xref:populateLookupXRefRow(xref-location, ref-column, ref-value,  column, value, mode)


引数

すべての引数は文字列値です。

	
xref-location: 相互参照リソースのフルパスおよび名前。


	
ref-column: 参照列の名前。


	
ref-value: 参照列に対応する値。


	
column: 移入する列の名前。


	
value: 前述の列に移入する値。


	
mode: XREF移入モード。ADDまたはLINKを使用でき、すべて大文字で入力する必要があります。これらのモードの詳細は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』の異なるモードでのxref:populateLookupXRefRow関数の結果に関する項を参照してください。




プロパティID

	
namespace-uri: http://www.oracle.com/osb/xpath-functions/xref


	
namespace-prefix: xref




例


xref:populateLookupXRefRow('/BookSellers/XRefPublishers', 'HARPER', 'H_1500', 'PENGUIN', 'PEN_2001', 'ADD')









B.1.6 populateXRefRow



この関数は、実行されているモードに応じて、相互参照表の1つまたは2つの列に単一の値を移入します。新しい行を追加したり、既存の行にある列の値を更新または追加するには、この関数を使用します。この関数は移入される値として文字列値を返します。この関数の詳細な説明は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』のxref:populateXRefRow関数に関する項を参照してください。


注意:

この関数の使用時に同時実行性の問題が発生した場合は、populateLookupXRefRow関数も使用できますが、この関数は、一意制約違反につながる同時更新が行われる場合にのみ使用してください。



署名


xref:populateXRefRow(xref-location, ref-column, ref-value,  column, value, mode)


引数

すべての引数は文字列値です。

	
xref-location: 相互参照リソースのフルパスおよび名前。


	
ref-column: 参照列の名前。


	
ref-value: 参照列に対応する値。


	
column: 移入する列の名前。


	
value: 前述の列に移入する値。


	
mode: XREF移入モード。ADD、LINKまたはUPDATEを使用でき、すべて大文字で入力する必要があります。これらのモードの詳細は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』のxref:populateXRefRow関数のモードに関する項を参照してください。




プロパティID

	
namespace-uri: http://www.oracle.com/osb/xpath-functions/xref


	
namespace-prefix: xref




例


xref:populateXRefRow('/BookSellers/XRefPublishers', 'HARPER', 'H_1500',   'PENGUIN', 'PEN_2001', 'ADD'









B.1.7 populateXRefRow1M



この関数は、実行されているモードに応じて、相互参照表の列に複数の値を移入します。新しい行を追加したり、既存の行にある列に複数の値を追加するには、この関数を使用します。1つの外部システムにある2つの値が、別のシステムの単一の値に対応します。そのような例では、この関数を使用して相互参照列に値を移入します。この関数は移入される相互参照値として文字列値を返します。

この関数の詳細な説明は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』のxref:populateXRefRow1M関数に関する項を参照してください。

署名


xref:populateXRefRow1M(ref-location, ref-column, ref-value, column, value, mode)


引数

すべての引数は文字列値です。

	
xref-location: 相互参照リソースのフルパスおよび名前。


	
ref-column: 参照列の名前。


	
ref-value: 参照列に対応する値。


	
column: 移入する列の名前。


	
value: 前述の列に移入する値。


	
mode: XREF移入モード。ADDまたはLINKを使用でき、すべて大文字で入力する必要があります。これらのモードの詳細は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』の異なるモードでのxref:populateXRefRow1M関数の結果に関する項を参照してください。




プロパティID

	
namespace-uri: http://www.oracle.com/osb/xpath-functions/xref


	
namespace-prefix: xref




例


xref:populateXRefRow1M(/BookSellers/XRefPublishers', 'HARPER', 'H_1500', 'PENGUIN', 'PEN_2001', 'LINK'











B.2 ドメイン値マップ関数


ドメイン値マップを使用すると、同一エンティティを説明するために異なるドメインで使用される用語をマップでき、1つのドメインで使用される特定のフィールドの値は、他のドメインで使用される同一フィールドの値にマップされます。

たとえば、アプリケーション間で国コードや都道府県コードをマップできます。ドメイン値マップはルックアップ表に格納され、ドメイン値マップXPath関数を使用して、表内のデータをルックアップできます。

ドメイン値マップの詳細は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』のドメイン値マップ関数の使用に関する項を参照してください。Service Busの相互参照の詳細は、「ドメイン値マップでのデータのマッピング」を参照してください。





B.2.1 参照



この関数は、ソース列に指定のソース値を含むドメイン値マップのターゲット列の値をルックアップして文字列を戻します。

署名


dvm:lookup(dvm-location, src-column, src-value, target-column, default-value)


引数

すべての引数は文字列値です。

	
dvm-location: ドメイン値マップのURI。


	
src-column: ソース列の名前。


	
src-value: ソース値(XSLT変換のソース・ドキュメントにバインドされたXPath式)。


	
target-column: ターゲット列の名前。


	
default-value: 値が見つからない場合、デフォルト値を戻します。




プロパティID

	
namespace-uri: http://www.oracle.com/osb/xpath-functions/dvm


	
namespace-prefix: dvm




例

次の例では、CityCodes表のBOという値に対応する値を、CityNames表で検索します。一致する値が見つからない場合は、かわりにCouldNotBeFoundを戻します。


dvm:lookup ('/CityMapsDVM/cityMap','CityCodes','BO','CityNames', 'CouldNotBeFound')









B.2.2 lookupValue



この関数は、ソース列に指定のソース値を含むドメイン値マップのターゲット列の値をルックアップして文字列を戻します。修飾列および値を指定することで、このルックアップを絞り込むことができます。この関数の詳細な説明は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』のドメイン値マップ関数の使用に関する項を参照してください。

署名


dvm:lookupValue(dvm-location, src-column, src-value, target-column, default-value, qualifiers[])


引数

すべての引数は文字列値です。

	
dvm-location: DVMリソースのフルパスおよび名前。


	
src-column: ソース列の名前。


	
src-value: ソース値(XSLT変換のソース・ドキュメントにバインドされたXPath式)。


	
target-column: ターゲット列の名前。


	
default-value: 値が見つからない場合、デフォルト値を戻します。


	
qualifier-column: 修飾子の値とともにルックアップを絞り込む列。修飾子の詳細は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』の修飾子ドメインに関する項を参照してください。


	
qualifier-value: 修飾子列の値。




プロパティID

	
namespace-uri: http://www.oracle.com/osb/xpath-functions/dvm


	
namespace-prefix: dvm




例

次の例では、CityCodes表のBOという値に対応する値を、CityNames表で検索します。State表のMassachusettsという修飾子は、市の名前をその州にのみ絞り込む場合に役立ちます。一致する値が見つからない場合は、かわりにCouldNotBeFoundを戻します。


dvm:lookupValue ('/CityMapsDVM/cityMap','CityCodes','BO','CityNames', 'CouldNotBeFound', 'State', 'Massachusetts')









B.2.3 lookupValue1M



この関数は、ソース列の値がソース値と等しいドメイン値マップの複数のターゲット列の値を含むXMLドキュメント・フラグメントを戻します。この関数を式で使用するときに、戻り値を変数に直接割り当てる場合、最初に出現したものが変数に割り当てられます。正しく割り当てるために、戻り値を繰り返す必要があります。

この関数の詳細な説明は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』のドメイン値マップ関数の使用に関する項を参照してください。

署名


dvm:lookupValue1M(dvm-location, src-column, src-value, target-columns[])


引数

すべての引数は文字列値です。

	
dvm-location: DVMリソースのフルパスおよび名前。


	
src-column: ソース列の名前。


	
src-value: ソース値(XSLT変換のソース・ドキュメントにバインドされたXPath式)。


	
target-columns: ターゲット列の名前。1つ以上の列名を指定する必要があります。ターゲット列の名前は、それぞれ個別の引数として複数指定できます。




プロパティID

	
namespace-uri: http://www.oracle.com/osb/xpath-functions/dvm


	
namespace-prefix: dvm




例

次の例では、CityCodes表のGarden Cityという値に対応する値を、CityNames表およびCityNickNames表で検索します。


dvm:lookupValue1M ('/CityMapsDVM/cityMap','CityCodes','Garden City','CityNames', 'CityNickName')











B.3 カスタムXPath関数の作成


Service Busで提供される標準のXPath関数に加えて、式で使用するカスタムXPath関数を作成および登録できます。

Service Busでは、カスタムXPath関数を作成するための充実したフレームワークが提供されます。カスタムXPath関数は、パイプライン、分割-結合、XQuery Mapper変換など、開発時や実行時のツールにおいてXQuery式エディタで使用できます。

この項の内容は次のとおりです。

	
Service Busでのカスタム関数の登録


	
カスタム関数のJavaクラスの作成とパッケージ化


	
カスタム関数の使用


	
クラスタへのカスタム関数のデプロイ





注意:

Service Busでは、データベース表の更新やグローバル・トランザクションへの参加といった二次的な動作を含むカスタム関数はサポートされません。XQuery結果のみに影響するカスタム関数を作成し、二次的な動作はJavaコールアウトなど他の機能を使用して実行してください。







B.3.1 Service Busでのカスタム関数の登録


カスタム関数は、WebLogic Serverドメイン内のService Busのすべてのプロジェクトとサービスで使用できます。カスタム関数を登録するには、XMLファイル(およびローカライズ用のオプション・プロパティ・ファイル)を作成する必要があります。Service Bus提供の組込み関数はこの関数フレームワークが使用されるため、このような既存の登録リソースをガイドとして使用できます。これらのファイルは次のディレクトリにあります。


/service_bus_home/config/xpath-functions


Service Busの関数ファイルはosb-built-in.xmlです。このファイルでは、%記号で囲まれたキー(%OSB_FUNCTIONS%など)は対応する.propertiesファイルから値を取得します。新しいドメインにカスタム関数を拡張するには、次の場所にある新しいドメインに登録ファイル(XMLファイルとプロパティ・ファイル)をコピーする必要があります。


/domain_home/config/osb/xpath-functions


xpath-functionsサブディレクトリを作成する必要があります。

カスタム関数登録ファイルの基本構造の概要は次のとおりです。その後で要素について説明します。


category id
    group id
        function
            name
            comment
            namespaceURI
            className
            method
            isDeterministic
            scope


要素にはxpf:接頭辞が付きます。

次の表では、カスタム登録ファイルの各要素を示して説明します。


表B-1 カスタム関数登録ファイルのプロパティ

	要素	説明
	
カテゴリ

	
式エディタで一連の関数を物理的に分類する、Service Bus Functionsなどのグループ。id属性を使用して名前を指定します。ローカライズのために対応する.propertiesファイルを使用する場合は、テキスト値を含むキーをpropertiesファイルに入力します(例: %MY_FUNCTIONS%)。category id(プロパティ・ファイルのキー名と実際のnameの値を含む)は一意であることが必要です。


	
グループ

	
ユーザー・インタフェースで関数をグループ化するためのサブカテゴリ(General、Accessorsなど)。id属性を使用して名前を指定します。category idのネーミング・ルールはgroup idにも適用されます。group要素はオプションです。


	
名前

	
XQuery式に表示される関数の名前。namespaceURIと接頭辞を含む関数名は、一意であることが必要です。Service Busでは異なるメソッド引数でオーバーロードする関数はサポートされません。関数名が同一でもネームスペースが異なっていれば(つまり接頭辞が異なっていれば)使用できます。


	
コメント

	
関数の説明。説明はService Busユーザー・インタフェースには表示されませんが、関数の呼出し方法やわかりやすい引数の名前を示すように指示を指定できます。


	
namespaceURI

	
関数のネームスペース。たとえば、Service Busの関数ネームスペースはhttp://www.bea.com/xquery/xquery-functionsです。ネームスペースとネームスペース接頭辞は一意であることが必要です。指定するカスタム・ネームスペースは、XQueryエディタのデフォルト・ネームスペース・リストに表示されます。


	
className

	
関数を実装する、完全修飾されたカスタムJavaクラス。


	
method

	
前に戻り型を指定する、関数を実装するカスタムJavaメソッド(例: boolean isUserInGroup(java.lang.String, java.lang.String))。

メソッドが一次元配列を使用する場合は、XMLファイルにエントリを作成する方法について「一次元配列の使用」を参照してください。


	
isDeterministic

	
関数が決定的かどうかを宣言するtrueまたはfalseの値。決定的関数は常に同じ結果を返します(たとえば、文字列を連結する関数)。非決定的関数は一意の結果を返します(たとえば、時刻を返す関数)。非決定的関数を使用できますが、XQuery標準では、XQueryエンジンの最適化を保証するために決定的関数の作成が推奨されています。


	
scope

	
関数を適用するService Busリソースのタイプ(Pipeline、SplitJoinなど)。複数の範囲要素を定義できます。












B.3.2 カスタム関数のJavaクラスの作成とパッケージ化


カスタム関数が式エディタに表示されるのは、Service Busがカスタム・クラスを検出できるようになってからです。次のガイドラインに従って、Service Busで検索および使用できるよう、カスタムXPath関数のクラスを作成してパッケージ化します。

	
クラスとメソッドの作成


	
カスタム関数クラスのパッケージ化








B.3.2.1 クラスとメソッドの作成



次のガイドラインに従って、カスタム関数のJavaクラスとメソッドを作成します。

	
クラス: クラスはパブリックであることが必要です。


	
メソッド: メソッドはパブリックかつ静的であることが必要です。


	
引数および戻り値: 次の表に、メソッドの引数と戻り値でサポートされる型を示します。この表に含まれない型はサポートされません。内部クラスおよび多次元配列はサポートされません。


表B-2 カスタム関数でサポートされるJavaメソッドの型

	Java型	XQuery型	XSLTの型
	
java.lang.String

	
xs:string

	
string


	
int、java.lang.Integer

	
xs:int

	
number


	
boolean、java.lang.Boolean

	
xs:boolean

	
boolean


	
long、java.lang.Long

	
xs:long

	
number


	
short、java.lang.Short

	
xs:short

	
number


	
byte、java.lang.Byte

	
xs:byte

	
number


	
double、java.lang.Double

	
xs:double

	
number


	
float、java.lang.Float

	
xs:float

	
number


	
char、java.lang.Char

	
xs:string

	
object


	
java.math.BigInteger

	
xs:integer

	
number


	
java.math.BigDecimal

	
xs:decimal

	
number


	
java.util.Date

	
xs:datetime

	
脚注脚注1を参照してください。


	
java.sql.Date

	
xs:date

	
脚注を参照してください。


	
java.sql.Time

	
xs:time

	
脚注を参照してください。


	
javax.xml.namespace.QName

	
xs:Qname

	
脚注を参照してください。


	
org.apache.xmlbeans.XmlObject

	
element()

	
脚注を参照してください。


	
org.w3c.dom.Element

	
element()

	
XSLTのnode-set型はカスタムXPath関数ではサポートされません。







脚注1

文字列に変換されてから、元のタイプとして戻されます。










B.3.2.1.1 1次元配列の使用


1次元配列(サポート対象のJavaの型を使用)が、アスタリスク(*)を使用して、対応するXQueryの型にマップされます(アスタリスクは、配列の複数のカーディナリティを暗黙に指定するワイルドカードです)。次に例を示します。


public static XmlObject[] getArrayOfXmlObjects(XmlObject[] a)


これが次の型にマップされます。


namespace:getArrayOfXmlObjects($arg1 as element()*) as element()*


1次元配列の入力引数または戻り値を含む関数のシグネチャでは、http://docs.oracle.com/javase/7/docs/api/java/lang/Class.html#getName%28%29で説明されている型のエンコーディングを使用する必要があります。次の例は、カスタム関数XMLファイルで、必要な配列エンコーディングを使用して1次元配列のメソッドを指定する方法を示します。


	Javaメソッド	カスタム関数XMLファイルでの入力
	
public static String[] myUppercaseStringArray(String[] arg)

	
Ljava.lang.String; myUppercaseStringArray([Ljava.lang.String;)


	
public static int[] myAddInts(int[] arg)

	
[I myAddInts([I)














B.3.2.2 カスタム関数クラスのパッケージ化



カスタム関数をXQueryエディタに組み込んで使用するためには、Service Busがそれらのカスタム関数を認識する必要があります。カスタム関数クラスをJARファイルにパッケージ化し、そのJARを次のいずれかのディレクトリに置きます。





	
service_bus_home/config/xpath-functions/


	
domain_home/config/osb/xpath-functions/




service_bus_homeはService Busがインストールされている場所を、domain_homeはService Busドメインがインストールされているディレクトリを表します。

IDEおよびサーバーの起動時に、Service Busは、これらのディレクトリのカスタム関数クラスから使用可能なカスタム関数を検索します。「Service Busでのカスタム関数の登録」に従って、カスタム関数のXMLファイルでカスタム・クラスおよびメソッドを正しく参照してください。

新しいカスタム関数を追加したら、IDEと新しい関数を使用するすべてのサーバーを再起動する必要があります。











B.3.3 カスタム関数の使用


ここでは、Service BusのXQuery式およびリソースでカスタム関数を使用する方法について説明します。

	
インラインXQuery式およびXQueryリソースでのカスタム関数


	
XSLTリソースでのカスタム関数








B.3.3.1 インラインXQuery式およびXQueryリソースでのカスタム関数


Service Bus提供の関数と同様に、インラインXQuery式とXQueryリソースの両方にカスタム関数を含めることができます。







B.3.3.2 XSLTリソースでのカスタム関数



XSLTリソース内からカスタム関数を呼び出すための構文は、Service Busで使用するXSLTエンジンによって異なります。次のカスタム関数コードを考えると、次に示すXalanエンジンを使用してカスタム関数を呼び出すための構文の例は、Xalan XSLTエンジン(Oracle JDK対応のMicrosoft Windowsでのデフォルト)を使用してカスタム関数を呼び出す構文を示します。


package tests.pipeline;
public class CustomXQFunctions
{
    public static String myUppercaseString(String arg)
    {
       return arg.toUpperCase(); 
    }
}


例 - Xalanエンジンを使用してカスタム関数を呼び出すための構文


<xsl:stylesheet xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform"   version="1.0">
  <xsl:param name="arg-string"/>
  <xsl:template name="myUppercaseString" 
              xmlns:ns0="xalan://tests.pipeline.CustomXQFunctions">
   <xsl:variable name="upcase" select="ns0:myUppercaseString($arg-string)" />
   <originalInput>
     <xsl:value-of  select="$arg-string" />
   </originalInput>
   <result>
     <xsl:value-of select="$upcase" />
   </result>
 </xsl:template>
  <xsl:template match="*">
    <xsl:copy>
        <xsl:call-template name="myUppercaseString"/>
    </xsl:copy>
  </xsl:template>
</xsl:stylesheet>


入力ドキュメントが<example />、入力arg-stringの値がhelloの場合、変換は次のように行われます。


<example>
   <originalInput>hello</originalInput>
   <result>HELLO</result>
</example>











B.3.4 クラスタへのカスタム関数のデプロイ


複数のOracle Fusion Middleware製品のホームがある複数サーバー環境では、カスタム関数が使用される環境ごとにすべてのカスタム関数リソースを手動で追加する必要があります。クラスタリングによって、すべての管理対象サーバーにカスタム関数リソースが自動的に配布されるわけではありません。













3 JDeveloperでのOracle Service Busのスタート・ガイド


この章では、JDeveloperでService Busを使用して、サービスおよびその他のサービス・バス・リソースを構成する方法についての一般的な情報を提供します。構成は設計時アクティビティであるため、特に明記されていないかぎり、実行中のWebLogic Serverインスタンスは必要ありません。

この章の内容は次のとおりです。

	
Service Busに関するJDeveloperの概念


	
JDeveloperでのService Busコンポーネントの管理


	
JDeveloperでのService Busアプリケーションおよびプロジェクトの作成


	
Service Busプロジェクト、フォルダおよびリソースのリファクタ




JDeveloperの使用の詳細は、Oracle JDeveloperによるアプリケーションの開発を参照してください。





3.1 Service Busに関するJDeveloperの概念


Service Busでは、JDeveloperのエディタ、ウィザードおよびダイアログを使用して、Service Busアプリケーションを作成および構成します。これらの項目には、Service Busコンポーネントに固有のものと、標準のJDeveloperツールのものがあります。

たとえば、プロキシ・サービス・エディタとビジネス・サービス・エディタはService Busに固有ですが、JDeveloperのXSLTマッパーとXQueryマッパーは、他の製品で共有されます。Service Busは、JDeveloperのSOA Suiteコンポーネントと多くの機能を共有します。

次の図に、JDeveloperのService Busアーティファクトを示します。プロジェクト・ファイルはアプリケーション・ナビゲータ、Service Bus概要エディタは中央、コンポーネントは右側のウィンドウです。Service Bus概要エディタは、サービスやメッセージ・フローを定義する場所です。「コンポーネント」ウィンドウには、概要エディタの設計キャンバスにドラッグできる様々なService BusおよびSOA Suiteコンポーネントがすべて表示されます。


図3-1 JDeveloperでのOracle Service Bus

[image: 図3-1の説明が続きます]






3.1.1 アプリケーション・ナビゲータ


アプリケーション・ナビゲータには、Service Busプロジェクトに含まれるすべてのリソースおよびサービスの主要なファイルが表示されます。これには次のようなものがあります。

	
Service Busプロジェクトの作成時に自動的に作成されるXMLファイル。このファイルは、サービス、リソース、参照、ワイヤなど、Service Busアプリケーション全体について説明しています。アプリケーション・ナビゲータでは、このファイルの名前はプロジェクトと同じになります。ファイル・システムでは、servicebus.sboverviewという名前になります。


	
プロキシ・サービス・ファイル(service_name.proxy)。


	
ビジネス・サービス・ファイル(service_name.bix)。


	
パイプライン・ファイル(pipeline_name.pipeline)。


	
分割-結合ファイル(splitjoin_name.flow)。


	
すべてのリソース・ファイル(サービス・アカウント、WSDLファイル、サービス・キー・プロバイダ、アラート宛先など)。


	
クラス・ファイル、XSDファイル(スキーマ)およびXSLファイル(変換)の追加サブフォルダ。










3.1.2 Service Bus概要エディタ


Service Bus概要エディタでは、アプリケーションに含まれるコンポーネントのグラフィカル・ビューで、トップ・ダウン方式によりService Busアプリケーションを設計できます。パイプライン、分割-結合、トランスポート、アダプタおよびバインディングを「コンポーネント」ウィンドウからエディタのデザイナ・ウィンドウにドラッグします。デザイナ・ウィンドウにコンポーネントをドラッグ・アンド・ドロップすると、対応するウィザードが表示され、そのコンポーネントに関連する基本的な構成タスクを実行できます。たとえば、パイプラインをドラッグして、エディタの「パイプライン/分割結合」セクションにドロップすると、「パイプライン・サービスの作成」ウィザードが表示されます。ウィザードを完了すると、エディタにコンポーネントが表示されます。このコンポーネントをダブルクリックしてそのエディタを開くと、さらにその構成を定義できます。次の図に、サービス、パイプラインおよび分割-結合が混在する概要エディタを示します。


図3-2 Service Bus概要エディタ

[image: 図3-2の説明が続きます]








3.1.3 リソース・エディタ


各種Service Busリソースは、そのリソースに固有のエディタで構成できます。ほとんどのエディタには複数のビューが用意されており、エディタの左下隅でこれらを選択できます。「構成」ビューはほとんどのリソースで利用可能で、ここでほとんどのリソース構成を実行できます。「設計」ビューは、Service Bus概要エディタ、パイプラインおよび分割-結合で利用可能で、メッセージの処理方法をグラフィカルに表します。設計モードでは、「コンポーネント」ウィンドウから直接分割-結合またはパイプラインに、アクティビティをドラッグ・アンド・ドロップできます。一部のリソースでは、「ソース」ビューを使用してソース・コードを表示できます。いくつかのエディタには、「履歴」ビューも含まれています。ここでは、表示されたリソースに対する変更の履歴を確認できます。次の図に、プロキシ・サービス定義エディタの「一般」構成ページを示します。


図3-3 JDeveloperのプロキシ・サービス定義エディタ

[image: 図3-3の説明が続きます]








3.1.4 「コンポーネント」ウィンドウ


「コンポーネント」ウィンドウは、Service Bus概要エディタ、パイプライン・エディタまたは分割-結合エディタが開かれているときに表示されます。「コンポーネント」ウィンドウには、表示されるエディタにより、Service Busアプリケーション、パイプラインまたは分割-結合で使用できる様々なコンポーネントがリストされます。概要エディタの場合、「コンポーネント」ウィンドウには、リソース、アダプタ、トランスポートなど、アプリケーションに追加できるコンポーネントが表示されます。パイプラインおよび分割-結合の場合、「コンポーネント」ウィンドウには、サービス間のデータのフローの定義に使用できる、ルーティング、変換およびエラー処理のアクションが表示されています。

「コンポーネント」ウィンドウにリストされている要素は、「コンポーネント」ウィンドウから、表示されているエディタにドラッグ・アンド・ドロップできます。「コンポーネント」ウィンドウが表示されていない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「コンポーネント」を選択します。次の図に、Service Bus概要エディタの「コンポーネント」ウィンドウを示します。


図3-4 Service Busの「コンポーネント」ウィンドウ

[image: 図3-4の説明が続きます]








3.1.5 「リソース」ウィンドウ


「リソース」ウィンドウで項目を選択すると、ダイアログが表示され、ここでローカル・リソースとリモート・リソースの両方を参照できます。たとえば、次のリソースにアクセスできます。

	
共有ローカル・アプリケーション・メタデータ(スキーマ、WSDLファイル、イベント定義、ビジネス・ルールなど)。


	
HTTP接続、ファイルURLまたはアプリケーション・サーバー接続を介してアクセスできるリモート・リソースを使用するWSILブラウザ機能。


	
Universal Description, Discover, and Integration (UDDI)レジストリに登録されるリモート・リソース。




「リソース」ウィンドウが表示されていない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「リソース」を選択します。







3.1.6 「プロパティ」ウィンドウ


「プロパティ」ウィンドウには、選択したService Busリソースまたはコンポーネントのプロパティが表示され、ここではパイプライン・アクションおよび分割-結合操作のプロパティを変更できます。構成できるプロパティについては、Service Busのオンライン・ヘルプおよびこのガイドの次の章を参照してください。

	
分割-結合によるサービスのパフォーマンスの向上


	
Oracle Service Busコンソールでのパイプライン・アクションの操作




「プロパティ・インスペクタ」が表示されていない場合は、「ウィンドウ」メイン・メニューから「プロパティ・インスペクタ」を選択します。







3.1.7 「構造」ビュー


「構造」ウィンドウには、エディタ内に現在表示されているコンポーネントの構造ビューが用意されています。現在開かれているドキュメントにより、「構造」ウィンドウでは、下部付近のタブに示されている2つのモードでデータを表示できます。

	
「ソース」モードでは、エディタで現在開かれているファイルのコード構造が表示されます。これは、XMLなどのコード編集が可能なテクノロジに適用できます。たとえば、編集用にパイプラインが開かれている場合、このタブは利用できません。


	
「設計」モードでは、エディタで現在開かれているファイルのツリー構造が表示され、コンポーネントの様々なノードを移動できます。




「構造」ウィンドウは動的で、アクティブな現在の選択を常に追跡します。







3.1.8 「ログ」ウィンドウ


「ログ」ウィンドウには、アプリケーションのコンパイル、検証およびデプロイメントに関するメッセージが表示されます。









3.2 JDeveloperでのService Busコンポーネントの管理


JDeveloperでは、Service BusコンポーネントがService Busプロジェクト内に含まれます。Service BusプロジェクトはService Busアプリケーションに収集されます。リソースはファイル・システム内でファイルとして格納されます。サービス、WSDLファイル、XQuery変換などすべてのリソースは、1つの重複しないプロジェクトに存在します。

リソースは、プロジェクトの下に直接作成することも、プロジェクト内のフォルダに作成してさらにこれらを編成することもできます。各フォルダには、リソースのセットが含まれ、ファイル・システムのディレクトリのように、さらにフォルダを含めることもできます。プロジェクト内のリソースから、別のプロジェクトで定義されたリソースを参照および使用できます。プロジェクトまたはフォルダ間でリソースを移動したり、リソースの名前変更やリソースの削除を行うことができます。Service Busでは、リソースの名前変更または移動が行われても依存性は保持され、名前変更または移動されたリソースへの参照も調整されます。







3.3 JDeveloperでのService Busアプリケーションおよびプロジェクトの作成


JDeveloperで、Service Busリソースはプロジェクトに編成され、プロジェクトはさらにフォルダに分割できます。Service BusプロジェクトはService Busアプリケーションにグループ化されます。


注意:

JDeveloperでService Busアプリケーションとプロジェクトを作成およびデプロイするには、Service Bus拡張機能をインストールする必要があります。この拡張機能をJDeveloperにインストールする手順は、Oracle JDeveloperのインストールのOracle JDeveloper拡張機能の有効化に関する項を参照してください。







3.3.1 アプリケーションおよびプロジェクトの作成ガイドライン


JDeveloperでService Busアプリケーションおよびプロジェクトを作成する際には、次のガイドラインに従ってください。

	
アプリケーションおよびプロジェクトを作成する際は、関連付けられているファイルが格納されるディレクトリを指定できます。Service Busプロジェクトは、それらを含むアプリケーションと同じフォルダに作成する必要があります。


	
アプリケーションまたはプロジェクトの名前には、空白を使用しないでください。


	
空白があるディレクトリ・パスにアプリケーションおよびプロジェクトを作成することはできません(例: c:\Program Files)。


	
アプリケーションとコンポーネントの名前の組合せが500文字を超えることはできません。


	
同じインフラストラクチャにデプロイされるプロジェクトには、すべてのService Busアプリケーションで一意な名前を付ける必要があります。たとえば、表3-1に示すアクションは実行しないでください。デプロイメントでは、2番目にデプロイされるプロジェクトが最初にデプロイされるプロジェクトを上書きします。


表3-1 Service Busプロジェクトのネーミングの制約

	作成するアプリケーションの名前	プロジェクトの名前
	
Application1

	
Project1


	
Application2

	
Project1










警告:

Service BusアプリケーションでSOA Tierコンポーネントを作成したり、SOA SuiteアプリケーションでService Bus Tierコンポーネントを作成したりしないでください。アプリケーション内でテクノロジが混在すると、エラーが生じます。









3.3.2 Service Busアプリケーションおよびプロジェクトの作成方法


新しいアプリケーションの構築での最初の手順は、そのアプリケーションへの名前の割当てとソース・ファイルを保存するディレクトリの指定です。JDeveloperにより提供されるアプリケーション・テンプレートを使用してアプリケーションを作成することにより、自動的に、プロジェクトにワークスペースが編成され、プロジェクト概要ファイルが生成されます。

Service BusアプリケーションをService Busプロジェクトとともに作成することも、アプリケーションのみを作成し、プロジェクトは別に作成することも可能です。次の図に、アプリケーションおよびプロジェクトを一緒に作成する際の作成ウィザードを示します。


図3-5 「Service BusプロジェクトによるService Busアプリケーションの作成」ウィザード

[image: 図3-5の説明が続きます]






3.3.2.1 プロジェクトのないService Busアプリケーションの作成



始める前に:





エラーを回避するため、アプリケーションまたはプロジェクトを作成する前に、「アプリケーションおよびプロジェクトの作成ガイドライン」の情報を理解しておいてください。

プロジェクトのないService Busアプリケーションを作成するには:




	Oracle JDeveloper Studio Editionを起動します。
	次のいずれかを実行して、新しいService Busアプリケーションを作成します。

	
アプリケーションが開いていない場合は、アプリケーション・ナビゲータで「新規アプリケーション」をクリックします。


	
JDeveloperツールバーで、「ファイル」をクリックして、「新規」を指し示し、「アプリケーション」を選択します。


	
JDeveloperツールバーで、「アプリケーション」をクリックして、「新規」を選択します。




別のアプリケーション・コンポジットの作成を選択できる「新規ギャラリ」が開きます。




	「カテゴリ」ツリーで、「全般」→「アプリケーション」を選択します。
	「アイテム」ペインで、「Service Busアプリケーション」を選択し、「OK」をクリックします。

Service Busアプリケーションの作成ウィザードが表示されます。




	「アプリケーションの名前付け」ページで、アプリケーションの名前とディレクトリの場所を任意に変更します。
	「終了」をクリックします。
	「ファイル」メイン・メニューから「すべて保存」を選択します。
	アプリケーションにプロジェクトを追加するには、"「Service BusプロジェクトをService Busアプリケーションに追加するには:」を参照してください。








3.3.2.2 Service Busアプリケーションおよびプロジェクトの作成



始める前に:





エラーを回避するため、アプリケーションまたはプロジェクトを作成する前に、「アプリケーションおよびプロジェクトの作成ガイドライン」の情報を理解しておいてください。

Service Busアプリケーションおよびプロジェクトを作成するには:




	Oracle JDeveloper Studio Editionを起動します。
	次のいずれかを実行して、新しいService Busアプリケーションを作成します。

	
アプリケーションが開いていない場合は、アプリケーション・ナビゲータで「新規アプリケーション」をクリックします。


	
JDeveloperツールバーで、「ファイル」をクリックして、「新規」を指し示し、「アプリケーション」を選択します。


	
JDeveloperツールバーで、「アプリケーション」をクリックして、「新規」を選択します。




別のアプリケーション・コンポジットの作成を選択できる「新規ギャラリ」が開きます。




	「カテゴリ」ツリーで、「全般」→「アプリケーション」を選択します。
	「項目」ペインで、「Service BusアプリケーションとService Busプロジェクト」を選択して「OK」をクリックします。

Service Busアプリケーションの作成ウィザードが表示されます。




	「アプリケーションの名前付け」ページで、必要に応じてアプリケーションの名前および場所を変更します。
	「プロジェクトの名前付け」ページで、必要に応じてService Busプロジェクトの名前を変更します。プロジェクト・ディレクトリがアプリケーション・ディレクトリ(これがデフォルトです)内にあることを確認します。
	「終了」をクリックします。

JDeveloperにより、Service Busプロジェクト・テクノロジ、Service Busアプリケーションについて説明するプロジェクトのXMLファイル、および必要なライブラリがプロジェクトに追加されます。




	「ファイル」メイン・メニューから「すべて保存」を選択します。








3.3.2.3 Service BusプロジェクトへのService Busアプリケーションの追加



始める前に:





エラーを回避するため、アプリケーションまたはプロジェクトを作成する前に、「アプリケーションおよびプロジェクトの作成ガイドライン」の情報を理解しておいてください。

Service BusプロジェクトをService Busアプリケーションに追加するには:


注意:

次の手順は、初めてService Busプロジェクトを作成する場合の手順です。その後のプロジェクトに対してこれらの手順を引き続き実行できますが、アプリケーション・ナビゲータを右クリックして「新規」を選択してもプロジェクト・オプションが表示されます。






	Oracle JDeveloper Studio Editionを起動します。
	「アプリケーション」メニューを使用して、Service Busアプリケーションを開きます。
	「ファイル」をクリックし、「新規」をポイントしてから「プロジェクト」を選択します。

「新規ギャラリ」ダイアログが表示されます。




	「カテゴリ」パネルで、「Service Bus層」までスクロールし、これを選択します。
	「アイテム」パネルで「Service Busプロジェクト」を選択し、「OK」をクリックします。

Service Busプロジェクトの作成ウィザードが表示されます。




	「プロジェクトの名前付け」ページで、必要に応じてService Busプロジェクトの名前を変更できます。ディレクトリをデフォルト値のままにします。これはこのプロジェクトを含むアプリケーションのフォルダ内になります。
	「終了」をクリックします。

JDeveloperにより、Service Busプロジェクト・テクノロジ、Service Busアプリケーションについて説明するプロジェクトのXMLファイル、および必要なライブラリがプロジェクトに追加されます。




	「ファイル」メイン・メニューから「すべて保存」を選択します。












3.4 Service Busプロジェクト、フォルダおよびリソースのリファクタ


リファクタ機能を使用して、JDeveloperでService Busリソースの名前変更、移動および削除が可能です。フォルダの名前変更および移動も可能です。リソースまたはフォルダを削除する場合を除き、リファクタでは変更するリソース間の参照を維持します。リファクタではまた、リソース・ファイルの移動、名前変更または削除を行い、Service Bus概要エディタで情報を更新します。JDeveloperのリファクタ機能に加え、Service Busでは、プロジェクトまたはフォルダのクローンを別の場所に作成できます。

リソースの名前変更および削除は、アプリケーション・ナビゲータまたはService Bus概要エディタから行うことができます。この項では、アプリケーション・ナビゲータの手順を説明します。概要エディタでのリファクタについては、「Service Bus概要エディタでのコンポーネントの名前変更方法」および「Service Bus概要エディタでのコンポーネントの削除方法」を参照してください。





3.4.1 JDeveloperでのService Busフォルダまたはリソースの名前変更方法



Service Busコンポーネントの名前を変更すると、すべての参照が自動的に更新されます。


注意:

UDDIレジストリからインポートされたビジネス・サービスの名前を変更すると、そのサービスはレジストリからデタッチされます。



フォルダまたはリソースの名前を変更するには:

	
アプリケーション・ナビゲータで、名前を変更するフォルダまたはリソースを右クリックします。


	
「リファクタ」をポイントし、「名前変更」をクリックします。


	
リソースの場合、次を実行します。

	
「名前変更」ダイアログの「変更後の名前」フィールドに、リソースの新しい名前を入力します。ファイル拡張子は変更しないでください。


	
リソースが別のリソースにより参照されている場合は、「使用方法の表示」をクリックしてこれらの参照を確認します。


	
「OK」をクリックして新しい名前を確定します。





	
フォルダの場合、次を実行します。

	
「ディレクトリ名の変更」ダイアログの「名前」フィールドに、フォルダのフルパスと新しい名前を入力します。


	
変更を確定する前にファイルのリストを確認するには、「プレビュー」を選択します。


	
「OK」をクリックします。


	
「プレビュー」を選択したら、「ディレクトリ名の変更」ログでファイルのリストを確認します。「リファクタ」をクリックして、変更を完了します。





	
JDeveloperツールバーで「すべて保存」をクリックします。












3.4.2 JDeveloperでのService Busフォルダまたはリソースの移動方法



リソースを別の場所に移動する場合、Service Busでは、そのリソースに対するすべての依存性を保持します。プロジェクトを別のプロジェクトに移動する場合、Service Busでは、これを後者のプロジェクト内のフォルダに変換します。

フォルダまたはリソースを移動するには:




	アプリケーション・ナビゲータで、移動するプロジェクト、フォルダまたはリソースを右クリックします。
	「リファクタ」をポイントし、「移動」をクリックします。
	リソースの場合、次を実行します。

	
リソースが別のリソースにより参照されている場合は、「使用方法の表示」をクリックしてこれらの参照を確認します。


	
「移動」ダイアログの「移動先」フィールドに、リソースの新しいディレクトリ・パスを入力し、「参照」をクリックして新しいディレクトリに移動し、これを選択します。


	
「OK」をクリックします。







	フォルダの場合、次を実行します。

	
「ディレクトリの移動」ダイアログで、新しいフォルダの場所に移動し、これを選択します。


	
「選択」をクリックします。







	JDeveloperツールバーで「すべて保存」をクリックします。








3.4.3 プロジェクトまたはリソースの削除方法


プロジェクトを削除すると、そのプロジェクトの下にあるリソースがすべて削除されます。このフォルダの下にあるリソースが別のプロジェクトまたはフォルダの下にあるリソースから参照されている場合、リソースを削除することはできますが、削除されたリソースへの未解決の参照により、競合が発生する場合があります。


警告:

パイプライン・テンプレート・リソースを含むプロジェクトまたはフォルダを削除する場合、そのテンプレートから派生したすべての具象パイプラインはリンク解除されます。







3.4.3.1 リソースの削除



リソースを削除するには:




	アプリケーション・ナビゲータで、削除するプロジェクト、フォルダまたはリソースを右クリックします。
	「リファクタ」をポイントし、「削除」をクリックします。
	リソースが別のリソースにより参照されている場合は、「使用方法の表示」をクリックしてこれらの参照を確認します。
	「はい」をクリックすると、リソースを削除できます。








3.4.3.2 プロジェクトの削除



プロジェクトを削除するには:




	アプリケーション・ナビゲータで、削除するプロジェクトを右クリックします。
	「削除」をクリックします。
	アプリケーションからプロジェクトのみを削除するのか、ファイル・システムからそのファイルおよびディレクトリもすべて削除するのかを選択します。
	「はい」をクリックします。
	「確認」ダイアログで、「はい」をクリックします。










3.4.4 プロジェクトまたはフォルダのクローン作成方法



プロジェクトまたはフォルダのクローンを作成すると、プロジェクトまたはフォルダのすべてのリソースが別の場所にコピーされます。Service Busでは、オブジェクトのクローン作成時の依存関係が保持され、すべての参照も調整されます。クローン作成プロセスについては、「プロジェクトのクローン作成時の動作」および「フォルダのクローン作成時の動作」を参照してください。

プロジェクトまたはフォルダのクローンを作成するには:




	アプリケーション・ナビゲータで、クローンを作成するプロジェクト、フォルダまたはリソースを右クリックします。
	「Service Bus」をポイントし、「クローン」をクリックします。
	「クローン・ターゲットの選択」ダイアログで、クローン・コンポーネントの名前を入力します。
	次のいずれかを行います。

	
このプロジェクトまたはフォルダのクローンをプロジェクトとして作成するには、「プロジェクトとして」を選択します。


	
プロジェクトまたはフォルダのクローンをフォルダとして作成するには、「場所内のフォルダとして」を選択し、クローン・プロジェクトを配置するプロジェクトまたはフォルダを選択します。







	「OK」をクリックします。
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27 DSPトランスポートの使用


この章では、DSP (Oracle Data Service Integrator)トランスポートの概要と、サービスでの使用および構成方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
DSPトランスポートの概要


	
Service Busのデータ・サービスの有効化


	
DSP転送の使用


	
DSPトランスポート構成のリファレンス




Service BusとOracle Data Service Integratorとの相互運用性サポートの詳細は、『Oracle Service Busの管理』の相互運用性のシナリオと考慮事項に関する項を参照してください。Oracle Data Service Integratorの詳細は、Data Service Integratorによるアプリケーションの開発を参照してください。





27.1 DSPトランスポートの概要


Oracle Data Service Integratorには、DSPトランスポートを介してService Busからアクセスでき、Service Busでデータ・サービスを完全に使用できます。

また、データ・サービスをWebサービスとして公開する方法と比較すると、この方法を使用した方が効率的で柔軟にデータ・サービスにアクセスできます。







27.2 Service Busのデータ・サービスの有効化


次の手順を実行して、Service Busクライアントに対するOracle Data Service Integratorデータ・サービスを作成します。


	
データ・サービス用のWSDLファイルを生成し、その新しいWSDLファイルをService Busにインポートします。


	
WSDLファイルに基づいてビジネス・サービスを作成および構成します。


	
ビジネス・サービスに基づいてプロキシ・サービスを作成および構成します。


	
パイプラインを作成して、プロキシ・サービスとビジネス・サービス間でメッセージのルーティングと変換を行うようにそのパイプラインを構成します。




これらのタスクを完了すると、Service Busを介してデータ・サービスを呼び出せるようになります。









27.3 DSPトランスポートの使用


この項では、Service Busでのデータ・サービスの使用例を示すサンプル・プロジェクトについて説明します。

このサンプルの手順を実行するには、サンプルWebLogicドメインを使用する必要があります。詳細は、『Oracle WebLogic Serverの理解』のサンプル・アプリケーションおよびサンプル・コードに関する項 を参照してください。

	
Oracle Data Service IntegratorでのWSDLファイルの生成


	
Service Busプロジェクトの作成








27.3.1 Oracle Data Service IntegratorでのWSDLファイルの生成


Oracle Data Service Integratorで次の手順を実行します。

	
ステップ1: サーバーの起動


	
ステップ2: データ・サービスからのWSDLファイルの生成


	
ステップ3: Webサービス・アドレスの取得








27.3.1.1 手順1サーバーの起動



Oracle Data Service Integratorサーバーが起動していない場合は、起動します。このシナリオでは、Oracle Data Service Integratorで提供されているサンプルRetailDataspaceをサンプル・ドメインで使用します。









27.3.1.2 手順2データ・サービスからのWSDLファイルの生成



Data Services Studioを使用して、WSDLファイルをデータ・サービスから生成できます。また、Oracle Data Service Integratorコンソールを使用してWSDLファイルをエクスポートしたり、既存のWebサービス・マップ・ファイルからWSDL定義を表示してコピーしたりすることもできます。詳細と手順については、Data Service Integratorによるアプリケーションの開発のデータ・サービスからのWebサービス・マップおよびWSDLの生成に関する項を参照してください。









27.3.1.3 ステップ3: Webサービス・アドレスの取得



次の手順を使用して、WSDLファイルのURLアドレスを取得します。




	WSファイル(たとえばOrderService.ws)を右クリックします。
	「Webサービスのテスト」を選択します。
	テスト・クライアントが開いたら、URLアドレスを保存します。

次に、OrderServiceサンプルのアドレスを示します。


http://localhost:7001/RetailDataspace/RetailApplication/OrderManagement/OrderService.ws?WSDL














27.3.2 Service Busプロジェクトの作成


Oracle Service BusコンソールまたはJDeveloperで次の手順を実行します。

	
ステップ4: データ・サービスWSDLファイルのService Busへのインポート


	
ステップ5: ビジネス・サービスの作成


	
ステップ6: プロキシ・サービスの作成


	
ステップ7: パイプラインの作成


	
ステップ8: 設定のテスト








27.3.2.1 ステップ4: データ・サービスWSDLファイルのService Busへのインポート



Service Busでは、Oracle Data Service Integratorで生成されたWSDLファイルを、Oracle Service BusコンソールまたはJDeveloperを使用して、Service Busにインポートできます。このシナリオでは、Service Busサンプル・サーバーとデフォルト・プロジェクトを使用します。デフォルトのユーザー名は、weblogicです。サンプル・サーバーを作成したときにパスワードを定義しています。

新規Service Busプロジェクトを作成し、WSDLファイルおよび関連するファイルをその新規プロジェクトにインポートします。インポートの詳細は、「リソースおよび構成のインポートとエクスポート」を参照してください。









27.3.2.2 ステップ5: ビジネス・サービスの作成



Oracle Data Service IntegratorからインポートしたWSDLファイルから、ビジネス・サービスを作成します。次のガイドラインを使用して、ビジネス・サービスを構成します。





	
ビジネス・サービスのトランスポートには、「dsp」を選択します。


	
サービス・タイプに対して、「WSDL」を選択し、インポートされたWSDLファイルを参照して選択し、適切なポートまたはバインディング(たとえばOrderServiceSoapBinding)を選択します。


	
エンドポイントURIについては、Oracle Data Service IntegratorプロジェクトのURI(たとえばt3://localhost:7001/RetailDataspace)を入力します。




ビジネス・サービス定義エディタの「トランスポートの詳細」ページで、トランスポート設定を構成します。詳細は、表27-1またはトランスポート詳細ページに関するオンライン・ヘルプを参照してください。ビジネス・サービスの作成の詳細は、「ビジネス・サービスの作成と構成」を参照してください。









27.3.2.3 ステップ6: プロキシ・サービスの作成



「JDeveloperでの既存のサービスからのプロキシ・サービスの生成方法」に従って、ビジネス・サービスからプロキシ・サービスを生成します。JDeveloperでは、ビジネス・サービスからプロキシ・サービスのみを生成できます。あるいは、プロキシ・サービスをビジネス・サービスから生成するのではなくコンソールで作成できます。

実際には、暗号化キー、デジタル署名キー、およびSSLクライアント認証キーを識別する可能性があります。しかし、この例ではいずれも識別する必要はありません。DSPトランスポートでは、プロキシ・サービス提供の文字セットを使用します。したがって、データ・サービス・トランスポートを呼び出す前にデフォルトの文字セットを変更する必要がある場合、変換のエンコーディングは、プロキシ・サービス自体で処理する必要があります。









27.3.2.4 ステップ7: パイプラインの作成



データ変換を実行してデータをプロキシ・サービスからビジネス・サービスにルーティングするようにパイプラインを構成します。詳細は、「Oracle Service Busコンソールでのパイプラインの操作」または「Oracle JDeveloperでのパイプラインの操作」を参照してください。









27.3.2.5 ステップ8: 設定のテスト



次の手順を使用して、前述の手順で生成したプロキシ・サービスからOracle Data Service Integratorデータ・サービスにアクセスできるかどうかをテストします。




	JDeveloperでプロジェクトをデプロイするか、Oracle Service Busコンソールでセッションをアクティブ化します。
	作成したプロキシ・サービスのテスト・コンソールを起動します。詳細は、「テスト・コンソールへのアクセス」を参照してください。
	「使用可能な操作」リストからデータ・サービス操作(たとえばgetOrderByCustID)を選択します。
	「ペイロード」フィールドに、データ・サービスで必要な情報を入力します。次に例を示します。


<ord:getOrderByCustID
   xmlns:ord="ld:RetailApplication/OrderManagement/OrderService.ws">
     <ord:custID>CUSTOMER3</ord:custID>
</ord:getOrderByCustID>




	「実行」をクリックします。図27-1のようにレスポンス・ドキュメントにデータが表示されます。




図27-1 Service Busテスト・コンソールからのリクエストとレスポンス

[image: 図27-1の説明が続きます]














27.4 DSPトランスポート構成のリファレンス


この項では、ビジネス・サービスのDSPトランスポート固有のプロパティについて説明します。

	
DSPトランスポート・エンドポイントURI


	
DSPトランスポートを使用するビジネス・サービスの構成








27.4.1 DSPトランスポート・エンドポイントURI



DSPトランスポートを使用するビジネス・サービスを作成するときは、次の形式でビジネス・サービスのエンドポイントURIを入力します。


t3://dsp-ip-address:port/dsp-app-name


次に例を示します。


t3://localhost:7001/RetailDataspace









27.4.2 DSPトランスポートを使用するビジネス・サービスの構成



次の表は、DSPベースのビジネス・サービスの構成に使用するプロパティを示しています。詳細は、「ビジネス・サービスの作成と構成」を参照してください。





表27-1 ビジネス・サービスのDSPトランスポート構成プロパティ

	プロパティ	説明
	
デバッグ・レベル

	
次のオプション1つを入力してデバッグ情報の処理方法を指定します。

	
0: デバッグ情報なし


	
1: リクエスト・メッセージに関する情報を出力


	
3: リクエスト・メッセージとレスポンス・メッセージに関する情報を出力





	
サービス・アカウント

	
サービスにアクセスするための認証に使用するサービス・アカウントを入力します。サービス・アカウントを指定しない場合は、匿名サブジェクトが使用されます。

詳細は、「サービス・アカウントの操作」を参照してください。


	
ディスパッチ・ポリシー

	
レスポンス処理のための返信メッセージのポストに使用するWebLogic Serverワーク・マネージャのインスタンスを選択します。デフォルトのワーク・マネージャは、他にワーク・マネージャがない場合に使用されます。

ワーク・マネージャの詳細は、次の説明を参照してください。

	
Service Busでのワーク・マネージャの使用


	
『Oracle WebLogic Serverサーバー環境の管理』のワーク・マネージャを使用したスケジュールされた作業の最適化に関する項





















11 WSDLドキュメントの操作


この章では、Web Service Definition Language (WSDL)ドキュメントについて、およびService Busプロジェクトでこれらのドキュメントを使用してビジネス・サービス、プロキシ・サービス、パイプラインおよび分割-結合を生成する方法について説明します。WSDLドキュメントはWebサービスの正式な記述で、サービスで何が実行できるか、サービスのある場所およびサービスの呼出し方法を定義します。

この章の構成は、次のとおりです。

	
WSDLの概要


	
Service BusでのWSDLドキュメント


	
WSDLポートとWSDLバインドに基づくサービス


	
WSDLリソースのインポートとエクスポート


	
JDeveloperでのWSDLドキュメントの操作


	
Oracle Service BusコンソールでのWSDLドキュメントの操作


	
有効なWSDLドキュメントの表示








11.1 WSDLの概要


WSDLドキュメントでは、サービス、サービスの場所、サービス操作、およびクライアントがサービスと通信する方法を記述します。この項では、Service Busの機能を説明する際のコンテキストを提供するために、WSDLの概要を簡単に説明します。

表11-1に、WSDLサービスの定義に使用する主な要素を示します。


表11-1 上位のWSDL要素

	要素	説明
	
types

	
メッセージ・コンテンツの型定義。


	
message

	
やり取りされるデータの抽象的な定義。メッセージはパートで構成され、パートはメッセージの理論上抽象的な内容を表します。


	
portType

	
サービスでサポートされる操作の抽象的な集合。


	
operation

	
サービスでサポートされるアクションの抽象的な説明。


	
binding

	
ポート・タイプの具体的なプロトコルとデータ形式の指定。


	
port

	
ネットワーク・アドレスとバインディングで構成される単一のエンドポイント。


	
service

	
関連するポートまたはエンドポイントの集合。







WSDLでは、SOAP、HTTP、MIMEおよびService Bus固有のバインディング拡張が指定され、これらは、WSDLバインド・メカニズムを拡張することで、プロトコル固有またはメッセージ形式固有の機能をサポートします。





11.1.1 WSDL型


types要素は、データ型定義のコンテナです。この要素では、XMLスキーマ(XSD)などの型システムを使用して、このサービスで処理されるメッセージのボキャブラリを定義します。たとえば、株価を提供するサービスの場合、次の例に示すように、TradePriceRequestおよびTradePriceという用語によってXMLボキャブラリを定義できます。

例 - WSDLの型の例


<types>
    <schema targetNamespace="http://example.com/stockquote.xsd"
            xmlns="http://www.w3.org/2001/XMLSchema">
        <element name="TradePriceRequest">
            <complexType>
                <all>
                    <element name="tickerSymbol" type="string"/>
                </all>
            </complexType>
        </element>
        <element name="TradePrice">
            <complexType>
                <all>
                    <element name="price" type="float"/>
                </all>
            </complexType>
        </element>
    </schema>
</types>







11.1.2 WSDLメッセージ


message要素は、通信するデータの抽象的な型付き定義です。メッセージはパートで構成され、各パートは、メッセージの1つの論理抽象単位を表します。WSDLドキュメントでは、1つ以上のメッセージを定義でき、各メッセージには1つ以上のパートを含めることができます。たとえば、次の例のWSDLフラグメントでは、sellerInfoMessage、buyerInfoMessage、responseおよびnegotiationMessageの4つのメッセージ・タイプが定義されており、各メッセージ・タイプには1つ以上のパートが含まれています。

例 - WSDLメッセージの例


<message name="sellerInfoMessage">
    <part name="inventoryItem" type="xsd:string"/>
    <part name="askingPrice" type="xsd:integer"/>
</message>

<message name="buyerInfoMessage">
    <part name="item" type="xsd:string"/>
    <part name="offer" type="xsd:integer"/>
</message>

<message name="response">
    <part name="result" type="xsd:string"/>
</message>

<message name="negotiationMessage">
    <part name="item" type="xsd:string"/>
    <part name="price" type="xsd:integer"/>
    <part name="outcome" type="xsd:string"/>
</message>







11.1.3 WSDLポート・タイプ


portType要素では、(port要素で定義された)1つ以上のエンドポイントがサポートする一連の操作を定義します(「WSDLのサービスとポート」を参照)。ポート・タイプは、サービスが提供する操作のパブリック・インタフェースを提供します。各操作は、サービスがサポートするアクションの抽象的な記述である<operation>要素で定義されます。

たとえば、次の例では1つのオペレーションGetLastTradePriceでポート・タイプを定義し、これは入力メッセージGetLastTradePriceInputおよび出力メッセージGetLastTradePriceOuputを処理します。次の例のsoap:operation下位要素に示すように、これらのメッセージの具体的な記述はWSDLバインドで定義されています。

例 - WSDLのポート・タイプと操作の例


<portType name="StockQuotePortType">
    <operation name="GetLastTradePrice">
        <input message="tns:GetLastTradePriceInput"/>
        <output message="tns:GetLastTradePriceOutput"/>
    </operation>
</portType>







11.1.4 WSDLバインド


binding要素では、ポート・タイプの具体的なデータ・フォーマット仕様と具体的なトランスポート・プロトコルを指定します。次の例では、StockQuotePortTypeポート・タイプ(type属性の値として提供される)のバインディングを指定します。soap:binding下位要素は、このバインディングがSOAPプロトコル形式にバインドされることを示します。この下位要素では、style属性でデータ・フォーマットがSOAPドキュメント・スタイルであることを指定し、transport属性で転送プロトコルがHTTPであることを指定しています。

例 - WSDLのバインディングの例


<binding name="StockQuoteSoapBinding" type="tns:StockQuotePortType">
    <soap:binding style="document" 
           transport="http://schemas.xmlsoap.org/soap/http"/>
    <operation name="GetLastTradePrice">
        <soap:operation 
            soapAction="http://example.com/GetLastTradePrice"/>
            <input>
                <soap:body use="literal"/>
            </input>
            <output>
                <soap:body use="literal"/>
            </output>
    </operation>
</binding>







11.1.5 WSDLのサービスとポート


service要素では、関連するエンドポイントの集合を定義します。各エンドポイントは、port子要素で定義されます。ポートでは、ネットワーク・アドレスに関連付けられたバインディングを定義します。次の例では、StockQuotePortとStockQuotePortUKの2つのポートが定義されています。この2つのポートは、(bindingで具体的に定義された)tns:StockQuoteSoapBindingという同じバインディングを使用していますが、ネットワーク・アドレスは異なります(http://example.com/stockquoteとhttp://example.uk/stockquote)。これらのポートは、このサービスで使用できる代替ポートです。

例 - WSDLのサービスとポートの例


<service name="StockQuoteService">
    <port name="StockQuotePort" binding="tns:StockQuoteSoapBinding">
       <soap:address location="http://example.com:9999/stockquote"/>
    </port>
    <port name="StockQuotePortUK" binding="tns:StockQuoteSoapBinding">
       <soap:address location="http://example.uk:9999/stockquote"/>
    </port>
</service>









11.2 Service BusでのWSDLドキュメント


Service Busでは、WSDLドキュメントは、プロキシ・サービス、ビジネス・サービス、パイプラインまたは分割-結合を記述します。既存のWSDLリソースを基にしてSOAPおよびXMLサービスを構築できます。

Service Busでは、WSDLドキュメント(Webサービスを記述するためのXMLベースの仕様)を使用して、複数のタイプのビジネス・サービス、プロキシ・サービスおよびパイプラインを定義します。すべての分割-結合は、WSDLドキュメントに基づきます。WSDLドキュメントには、サービス操作、入力/出力パラメータ、およびクライアントがサービスに接続する方法が記述されます。WSDL 1.1仕様については、W3C Noteの『W3C Web Services Description Language (WSDL) 1.1』(http://www.w3.org/TR/wsdl)を参照してください。

Oracle Service BusではWSDLに関する以下の2つの性質を考慮して、プロキシ・サービスおよびビジネス・サービスが定義されます。

	
インタフェース内の操作、および操作の署名のメッセージ部のタイプを定義する抽象WSDLインタフェース。


	
メッセージ部のメッセージへのバインディング(パッケージング)、およびメッセージのトランスポートへのバインディングを定義するバインディングWSDLインタフェース。








11.2.1 Webサービス・タイプ


サービスでWSDLインタフェースが明確に定義されている場合、WSDLドキュメントを使用してサービスを定義することをお薦めします(必須ではありません)。3タイプのWSDLドキュメントを定義できます。

	
SOAPドキュメント・ラップのWebサービス


	
SOAPドキュメント・スタイルのWebサービス


	
SOAP RPCのWebサービス








11.2.1.1 SOAPドキュメント・ラップのWebサービス


ドキュメント・ラップのWebサービスは、ドキュメント・スタイルのサービスとしてWSDLファイルに記述されています。ただし、いくつかの追加規約に従います。標準のドキュメント指向のWebサービス操作では、1つのパラメータまたはメッセージ部分のみを取得します(通常は、XMLドキュメントを取得します)。つまり、操作を実装するメソッドに含まれるパラメータも1つだけである必要があります。これに対して、ドキュメント・ラップのWebサービス操作では、パラメータをいくつでも取得できます。パラメータ値は、SOAPメッセージ内の1つの複合データ型にラップされます。このラップされた複合データ型は、操作の1つのドキュメントとしてWSDLドキュメントに記述されます。







11.2.1.2 SOAPドキュメント・スタイルのWebサービス


Service Busサービスは、SOAPスタイル・サービスとして構成できます。次に、SOAP 1.1を使用するサンプルのドキュメント・スタイルWebサービスWSDLの例を示します。

例 - ドキュメント・スタイルのサンプルWebサービスのWSDL


<definitions name="Lookup"
targetNamespace="http://example.com/lookup/service/defs"
xmlns:tns="http://example.com/lookup/service/defs"
xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"
xmlns:docs="http://example.com/lookup/docs"
xmlns:soap="http://schemas.xmlsoap.org/wsdl/soap/"
xmlns="http://schemas.xmlsoap.org/wsdl/">
  <types>
    <xs:schema targetNamespace="http://example.com/lookup/docs" 
            elementFormDefault="qualified">
      <xs:element name="PurchaseOrg" type="xs:string"/>
      <xs:element name="LegacyBoolean" type="xs:boolean"/>
    </xs:schema>
  </types>
  <message name="lookupReq">
    <part name="request" element="docs:purchaseorg"/>
  </message>
  <message name="lookupResp">
    <part name="result" element="docs:legacyboolean"/>
  </message>
  <portType name="LookupPortType">
    <operation name="lookup">
      <input message="tns:lookupReq"/>
      <output message="tns:lookupResp"/>
    </operation>
  </portType>
  <binding name="LookupBinding" type="tns:lookupPortType">
    <soap:binding style="document"
              transport="http://schemas.xmlsoap.org/soap/http"/>
    <operation name="lookup">
      <soap:operation/>
      <input>
        <soap:body use="literal" />
      </input>
      <output>
        <soap:body use="literal"/>
      </output>
    </operation>
  </binding>
</definitions>


このサービスには、lookupという操作(Javaクラスのメソッドに相当)が含まれています。バインディングは、これがSOAP 1.1ドキュメント・スタイルWebサービスであることを示しています。

前述のWSDLドキュメントをリクエストに使用したときに、ドキュメント・スタイルのプロキシ・サービスが取得するbody変数($body)の値を次の例に示します。


注意:

わかりやすくするために、次のコード・リストではXMLからネームスペース宣言を削除しています。



例 - body変数の値


<soap-env:body>
  <req:purchaseorg>Oracle</req:purchaseorg>
</soap-env:body>


前述の例では、soap-envは定義済のSOAP 1.1ネームスペースで、reqはPurchaseOrg要素のネームスペース(http://example.com/lookup/docs)です。

プロキシ・サービスによるルーティング先となるビジネス・サービスで前述のWSDLファイルを使用した場合、前述のbody変数($body)の値はプロキシ・サービスのbody変数($body)の値になります。

呼び出されたビジネス・サービスからプロキシ・サービスが受信するレスポンスのbody変数($body)の値を次の例に示します。


注意:

わかりやすくするために、次のコード・リストではXMLからネームスペース宣言を削除しています。



例 - body変数の値


<soap-env:body>
  <req:legacyboolean>true</req:legacyboolean>
</soap-env:body>


これは、このWSDLファイルを使用するプロキシ・サービスによって返されるレスポンスのbody変数($body)の値でもあります。

使用可能な多くのツールでは、プロキシ・サービスのWSDLファイル(ブラウザで、プロキシ・サービスのURLに?WSDL接尾辞を追加することによって取得)を受け取り、適切なリクエスト・パラメータとレスポンス・パラメータを持つJavaクラスを生成して、サービスの操作を呼び出します。このJavaクラスを使用して、このWSDLファイルを使用するプロキシ・サービスを呼び出すことができます。







11.2.1.3 SOAP RPC Webサービス


プロキシ・サービスとビジネス・サービスは、RPCスタイルのサービスとして構成できます。次に、SOAP 1.1を使用するサンプルのRPCスタイルWebサービスWSDLファイルの例を示します。

例 - RPCスタイルのサンプルWebサービスのWSDLファイル


<definitions name="Lookup"
targetNamespace="http://example.com/lookup/service/defs"
xmlns:tns="http://example.com/lookup/service/defs"
xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"
xmlns:docs="http://example.com/lookup/docs"
xmlns:soap="http://schemas.xmlsoap.org/wsdl/soap/"
xmlns="http://schemas.xmlsoap.org/wsdl/">
  <types>
    <xs:schema targetNamespace="http://example.com/lookup/docs" 
            elementFormDefault="qualified">
      <xs:complexType name="RequestDoc">
        <xs:sequence>
          <xs:element name="PurchaseOrg" type="xs:string"/>
        </xs:sequence>
      </xs:complexType>
      <xs:complexType name="ResponseDoc">
        <xs:sequence>
          <xs:element name="LegacyBoolean" type="xs:boolean"/>
        </xs:sequence>
      </xs:complexType>
    </xs:schema>
  </types>
  <message name="lookupReq">
    <part name="request" type="docs: RequestDoc"/>
  </message>
  <message name="lookupResp">
    <part name="result" type="docs: ResponseDoc"/>
  </message>
  <portType name="LookupPortType">
    <operation name="lookup">
      <input message="tns:lookupReq"/>
      <output message="tns:lookupResp"/>
    </operation>
  </portType>
  <binding name="LookupBinding" type="tns:lookupPortType">
    <soap:binding style="rpc" transport="http://schemas.xmlsoap.org/soap/http"/>
    <operation name="lookup">
      <soap:operation/>
      <input>
        <soap:body use="literal" namespace="http://example.com/lookup/service"/>
      </input>
      <output>
        <soap:body use="literal" namespace="http://example.com/lookup/service"/>
      </output>
    </operation>
  </binding>
</definitions>


前述のサービスには、lookupという操作(Javaクラスのメソッドに相当)が含まれています。バインディングは、これがSOAP RPC Webサービスであることを示しています。つまり、このWebサービスの操作では、一連のリクエスト・パラメータを受け取り、一連のレスポンス・パラメータを返します。lookup操作には、requestというパラメータとresultという戻りパラメータがあります。バインディングにおける操作のネームスペースは次のとおりです。


http://example.com/lookup/service/defs


前述のサンプルRPCスタイルWebサービスの例のWSDLファイルに示されたWSDLドキュメントをリクエストに使用したときに、SOAP RPCプロキシ・サービスが取得するbody変数($body)の値を次の例に示します。


注意:

わかりやすくするために、次のコード・リストではXMLからネームスペース宣言を削除しています。



例 - body変数の値


<soap-env:body>
  <ns:lookup>
    <request>
      <req:purchaseorg>Oracle</req:purchaseorg>
    </request>
  </ns:lookup>
<soap-env:body>


ここで、soap-envは定義済のSOAP 1.1ネームスペース、nsは操作のネームスペース(http://example.com/lookup/service)、reqはPurchaseOrg要素のネームスペース(http://example.com/lookup/docs)です。

プロキシ・サービスによるメッセージのルーティング先となるビジネス・サービスで前述の例のWSDLファイルを使用した場合、次の例に示すbody変数($body)の値は、プロキシ・サービスのbody変数($body)の値になります。

このWSDLドキュメントがリクエストに使用された場合に、呼び出されたビジネス・サービスから、プロキシ・サービスが受信するレスポンスのbody変数($body)の値を次の例に示します。

例 - body変数の値


<soap-env:body>
  <ns:lookupResponse>
    <result>
      <req:legacyboolean>true</req:legacyboolean>
    </result>
  </ns:lookupResponse>
<soap-env:body>


これは、このWSDLファイルを使用するプロキシ・サービスによって返されるレスポンスのbody変数($body)の値でもあります。

使用可能な多くのツールでは、プロキシ・サービスのWSDLファイル(ブラウザで、プロキシのURLに?WSDL接尾辞を追加することによって取得)を受け取り、適切なリクエスト・パラメータとレスポンス・パラメータを持つJavaクラスを生成して、サービスの操作を呼び出します。このようなJavaクラスを使用して、このWSDLファイルを使用するプロキシ・サービスを呼び出すことができます。

WSDLドキュメントを使用する利点は次のとおりです。

	
システムでWSDLドキュメントの各操作のメトリックを提供できます。


	
パイプラインで操作ブランチが可能になります。詳細は、「パイプラインの分岐」を参照してください。


	
SOAP 1.1サービスの場合、プロキシ・サービスが呼び出すサービスにSOAPActionヘッダーが自動的に作成されます。SOAP 1.2サービスの場合、プロキシ・サービスが呼び出すサービスにContent-Typeヘッダーのactionパラメータが自動的に作成されます。


	
WS-Securityを使用するサービスにはWSDLファイルが必要です。WS-PolicyはWSDLファイルに添付されます。


	
システムが<url>?WSDL構文をサポートしているため、HTTPプロキシ・サービスのWSDLファイルを動的に取得できます。これは、多くのSOAPクライアント生成ツールにとって便利です。詳細は、「WebブラウザでのService Busリソースの表示」を参照してください。


	
XQueryエディタ、XPathエディタおよび条件ビルダーでは、プロキシ・サービスのWSDLファイルのリクエスト・メッセージにbodyコンテンツ変数($body)がデフォルトでマップされるため、$bodyの操作が容易になります。「メッセージ・コンテキスト」を参照してください。


	
特定のアクションにおける$bodyの実行時のコンテンツが、エディタに表示されるデフォルト・マッピングと異なる場合があります。これは、Service Busが型付きの変数を宣言して使用するプログラミング言語ではないためです。変数は型なしであり、値が割り当てられると実行時に動的に作成されます。また、変数の型は、メッセージ・フローの任意の位置でコンテンツに基づく型になります。XQuery式およびXPath式を容易に作成できるように、エディタでは、指定した変数をエディタで型にマップすることによって、その変数の型をマップできます。XQueryエディタおよびXPathエディタを使用して式を作成する方法については、「変数の構造の使用」を参照してください。












11.2.2 有効なWSDLドキュメントと生成されたWSDLドキュメントについて


Service Busでは、WSDLリソースと呼ばれる既存のWSDLファイルに基づいて新しいサービスを作成し、構成プロパティをオーバーライドしたり追加したりできます。実行時、Service Busでは、WSDLリソースの構成と追加のトランスポートやランタイム構成を含む、サービスの有効なWSDLドキュメントを生成します。





11.2.2.1 有効なWSDLドキュメント


WSDLベースのサービスの場合、Service Busでは、Service Busサービスの開発時に作成する実際の.wsdlファイルのかわりに、有効なWSDLドキュメントを実行時に使用します。有効なWSDLドキュメントとは、Service Busで構成されたサービスのWSDLプロパティであり、この中には、ソースWSDLドキュメントの外部で構成された追加プロパティも含まれます。ソースWSDLドキュメントは、有効なWSDLドキュメントのテンプレートとして機能します。

サービスをWSDLドキュメントに基づいて作成する場合、Service Busでは、元のWSDLドキュメントのプロパティ、構成したトランスポート・プロパティ、ランタイムの設定(ターゲット・サーバーなど)および任意のWS-Policy構成を組み合せて、有効なWSDLドキュメントを実行時に生成します。実行時に元のWSDLドキュメントに対して追加または変更したプロパティは、有効なWSDLドキュメントに含まれます。新しい構成で使用されないソースWSDLドキュメントのプロパティは、有効なWSDLドキュメントから省かれます。

Service Busでは、WSDLドキュメントから作成され、WSDLベースのサービスをサポートするトランスポート(HTTP、JMS、SBなど)を使用するSOAPおよびXMLサービスに対して有効なWSDLドキュメントを生成できます。Service Busでは、タイプが任意のSOAP、任意のXMLおよびメッセージングのサービスに対しては、有効なWSDLドキュメントを生成できません。

有効なWSDLドキュメントは、プロキシ・サービスとビジネス・サービス、およびWSDLポートに基づくサービスとWSDLバインドに基づくサービスに対して異なる特性を備えています。詳細は、「WSDLポートとWSDLバインドに基づくサービス」を参照してください。







11.2.2.2 生成されたWSDLドキュメント


生成されたWSDLドキュメントとは、WSDLリソースから作成されてはいないが、WSDLドキュメントを使用して記述できるトランスポート型サービス用にService Busが生成する有効なWSDLドキュメントです。たとえば、EJBベースのサービスからWSDLドキュメントを生成できます。











11.3 WSDLポートとWSDLバインドに基づくサービス


WSDLリソースに基づいてサービスを作成する場合、サービスはWSDLポートまたはWSDLバインドに基づいている必要があります。

	
WSDLリソースのバインティングに基づいて新しいサービスを作成する場合は、WSDLリソースで選択したbinding要素で定義されているプロトコルとデータ・フォーマットを選択します。


	
WSDLリソースのポートに基づいて新しいサービスを作成する場合は、port要素で定義されているバインディングとネットワーク・アドレスを選択します。




サービスを作成または変更するときに、トランスポートは変更できますが、データ・フォーマットはオーバーライドできません。元のWSDLリソースのポート定義とバインディング定義は、次の項で説明するように、様々な要因に応じて有効なWSDL内で変更されます。





11.3.1 プロキシ・サービスの有効なWSDLドキュメント


プロキシ・サービス用に生成される有効なWSDLドキュメントには、次の特性が適用されます。

	
有効なWSDLドキュメントに含まれるwsdl:serviceセクションは1つのみです。


	
wsdl:serviceセクションに含まれるwsdl:portセクションは1つのみです。


	
SOAPサービスの場合、既存の<wsdl:service>定義が削除され、<wsdl:port>が1つ含まれた新しいサービス定義が作成されます。


	
サポートされているすべてのトランスポートのSOAPバインディングでは、wsdl:bindingセクションに標準のWSDL SOAPバインディング要素と、トランスポートを識別する一意のトランスポートURIが含まれます。


	
XML over HTTPバインディングでは、wsdl:bindingセクションでWSDL 1.1仕様で指定された標準のバインディング要素が使用されます。


	
サポートされている他のすべてのトランスポートのXMLバインディングでは、wsdl:bindingセクションでOracle (Service Bus)独自のWSDL XMLバインディング要素が使用されます。




サービスがバインディングに基づく場合、次の特性が適用されます。

	
有効なWSDLドキュメントでは、新しいサービスとポート(<bindingname>QSServiceおよび<bindingname>QSPort)を定義します。WSDLリソースで定義されているポートは、有効なWSDLドキュメントには含まれません。


	
そのバインディングに関連付けられたWSDLドキュメントに複数のポートが含まれている場合があります。ポートごとに異なるURLを使用できます。そのため、有効なWSDLドキュメントではこのバインディングが使用されますが、バインディングに対応するサービスの構成から代用ポートが生成されます。他のポートはすべて削除されます。




サービスがポートに基づく場合、次の特性が適用されます。

	
サービスの基準となるポートも有効なWSDLドキュメントで定義されます。WSDLリソースで定義されているその他のポートは含まれません。また、WSDLポートに基づいてプロキシ・サービスを作成した場合、有効なWSDLドキュメントではそのポート名が使用されます。バインディングはポートから決定され、ポート・タイプはバインディングから決定されます。


	
有効なWSDLドキュメントには、WSDLリソースで定義されているポートに関連付けられたすべてのWS-Policyが保持されます。


	
ソースWSDLドキュメントのポート定義で指定されているトランスポート・アドレスは、有効なWSDLドキュメントでプロキシ・サービスのアドレスとしては使用されません。

	
HTTPサービスの場合、トランスポートを構成するときにトランスポート・アドレスを指定する必要があります。このアドレスが、有効なWSDLドキュメントのポート定義で使用されます。


	
Service Busは常にプロキシ・サービスをホストするため、プロキシ・サービスのトランスポート・アドレスとして指定したURLは、常にService Busドメイン内のパスからの相対位置になります。





	
SOAPプロトコルのWSDLサービスの場合、SOAPバインディングのトランスポートURIはトランスポートの実装によって異なります。標準のトランスポート(HTTPやJMSなど)の場合、この値はSOAP仕様または汎用的に受け入れられる別の値に従います。SOAPで標準の値が定義されていないトランスポートの場合、Service Busは末尾にトランスポートIDを付加した定義済のネームスペース(http://www.oracle.com/transport/2007/05/)で構成される値を設定します。


	
有効なWSDLドキュメントに含まれるサービス要素は1つで、ポート・アドレスには、バインディングで選択されているトランスポートで構文とセマンティクスが定義されたURLが含まれます。










11.3.2 非トランスポート型ビジネス・サービスの有効なWSDLファイル


トランスポート型ではないビジネス・サービス用に生成される有効なWSDLドキュメントには、次の特性が適用されます。

	
有効なWSDLドキュメントに含まれるwsdl:serviceセクションは1つのみです。


	
wsdl:service sectionには、複数のwsdl:portセクションが含まれる場合があります。通常、これが該当するのは、ロード・バランシングを使用しており、サポートされるロード・バランシング・アルゴリズムのいずれかを使用することによって使用できる複数のエンドポイント・アドレスが存在する場合です。


	
サポートされているすべてのトランスポートのSOAPバインディングでは、wsdl:bindingセクションに標準のWSDL SOAPバインディング要素と、トランスポートを識別する一意のトランスポートURIが含まれます。


	
サポートされているすべてのトランスポートのXMLバインディングでは、wsdl:bindingセクションにOracleのWSDL XMLバインディング要素が含まれます。


	
トランスポート・アドレスとして指定されたURLは、リモート・サービスがホストされるリモートの場所を示します。




サービスがポートに基づく場合、次の特性が適用されます。

	
有効なWSDLドキュメントでは、ソースWSDLドキュメントのポートと同じ名前のポートが定義されます。ビジネス・サービスに複数のエンドポイント・アドレスが構成されている場合、そのサービスから生成される有効なWSDLドキュメントですべてのエンドポイントのポートが<portname_in_template>_1、<portname_in_template>_2、... (以降も同様)という名前で定義されます。


	
新しいサービスのバインディングはポートから決定され、ポート・タイプはバインディングから決定されます。


	
トランスポート・アドレスのURLは、リモート・サービスがホストされるリモートの場所を示します。




サービスがバインディングに基づく場合、次の特性が適用されます。

	
有効なWSDLドキュメントでは、WSDLリソースのポートに基づいて新しいサービスとポートが定義されます。WSDLリソースで定義されているポートは、有効なWSDLファイルには含まれません。


	
WSDLリソースのバインディングが複数のポートに関連付けられている場合があります。ポートごとに異なるURLを使用でき、それぞれ異なるWS-Policyを添付できます。そのため、生成されるWSDLドキュメントではこのバインディングが使用されますが、バインディング用にWS-Policyが添付されていない代用ポートが生成されます。


	
XMLベースのWSDLサービスでは、サービスでHTTPトランスポートを使用している場合にのみ、標準のHTTPバインディングが使用されます。XMLベースのWSDLファイルから作成される他のすべてのサービスでは、有効なWSDLドキュメントでOracleバインディングが使用されます。










11.3.3 トランスポート型ビジネス・サービスの有効なWSDLファイル


Service Busは、トランスポート型ビジネス・サービス用に生成される有効なWSDLドキュメントのwsdl:serviceセクションが1つのみであることを保証しません。WSDLドキュメントはトランスポートによって生成されるため、Service Busがserviceセクションとportセクションを生成することはなく、クリーンアップも行いません。ただし、Service Busは依存関係を評価し、エクスポート時にその参照を設定します。







11.3.4 ポートとバインディングに基づくプロキシ・サービスの例



次の例では、WSDLリソースのポート定義とバインディング定義のフラグメントを示します。

例 - WSDLリソース


<portType name="StockQuotePortType">
...
</portType>
<binding name="StockQuoteSoapBinding" type="tns:StockQuotePortType">
    <soap:binding style="document"
      transport="http://schemas.xmlsoap.org/soap/http"/>
...
</binding>
<service name="StockQuoteService">
   <port name="StockQuotePort" binding="tns:StockQuoteSoapBinding">
     <soap:address location="http://example.com:9999/stockquote"/>
   </port>
   <port name="StockQuotePortUK" binding="tns:StockQuoteSoapBinding">
      <soap:address location="http://example.uk:9999/stockquote"/>
   </port>
</service>







11.3.4.1 ポートに基づくサービス



ポートとバインディングに基づくプロキシ・サービスの例の例に基づいてプロキシ・サービスを作成すると、有効なWSDLドキュメントは次の例のフラグメントのようになります。

例 - ポートに基づいたプロキシ・サービスの有効なWSDLファイル


<binding name="StockQuoteSoapBinding" type="ns:StockQuotePortType">
    <soap:binding style="document"
      transport="http://schemas.xmlsoap.org/soap/http"/>
...
</binding>
<service name="StockQuoteService">
  <port name="StockQuotePort" binding="ns:StockQuoteSoapBinding">
    <soap:address location="http://host:port/project/proxyname"/>
  </port>
</service>


この例について、次の点に注意してください。

	
テンプレートと有効なWSDLドキュメントのサービス名(StockQuoteService)は同じです。


	
テンプレートと有効なWSDLドキュメントのバインディングは同じです。この例のバインディングでは、サービスがSOAPドキュメント・スタイルのメッセージにHTTP転送プロトコルを使用することを指定しています。この例では示されていませんが、WSDLリソースと有効なWSDLドキュメントでは、同じバインディング操作も指定されています。


	
WSDLリソースで定義されている2つ目のポートStockQuotePortUKは、有効なWSDLドキュメントでは定義されていません。


	
WSDLリソースのポートで定義されているトランスポート・アドレス(URI) http://example.com:9999/stockquoteは、有効なWSDLのポートで生成されたアドレスhttp://host:port/project_path/proxy_service_nameとは異なります。有効なWSDLドキュメントでは、その構成時にトランスポートに指定したアドレスが使用されます。












11.3.4.2 バインディングに基づくサービス



「ポートとバインディングに基づくプロキシ・サービスの例」にStockQuoteBindingバインディングに基づくプロキシ・サービスを作成すると、有効なWSDLドキュメントは次の項のフラグメントのようになります。

例 - バインディングに基づいたプロキシ・サービスの有効なWSDLドキュメント


<binding name="StockQuoteSoapBinding" type="ns:StockQuotePortType">
    <soap:binding style="document"
      transport="http://schemas.xmlsoap.org/soap/http"/>
...
</binding>
<wsdl:service name="StockQuoteSoapBindingQSService"
   <wsdl:port name="StockQuoteSoapBindingQSPort"
            binding="ns:StockQuoteSoapBinding">
      <soap:address location="http:/host:port/project/proxyname"/>
   </wsdl:port>
</wsdl:service>


この例について、次の点に注意してください。

	
WSDLリソースのサービスとポートは、有効なWSDLドキュメントで生成されたサービスとポートとは異なります。


	
WSDLリソースと有効なWSDLドキュメントのサービス名は異なります。テンプレートではStockQuoteService、有効なWSDLドキュメントではStockQuoteSoapBindingQSServiceです。


	
WSDLリソースと有効なWSDLドキュメントのバインディングは同じです。この例のバインディングでは、サービスがSOAPドキュメント・スタイルのメッセージにHTTP転送プロトコルを使用することを指定しています。


	
この例では示されていませんが、テンプレートと有効なWSDLドキュメントでは、同じバインディング操作も指定しています。


	
WSDLリソースのポートで定義されているトランスポート・アドレス(URI)http://example.com:9999/stockquoteは、有効なWSDLのポートで生成されたアドレスhttp://host:port/project/stockquoteとは異なります。
















11.4 WSDLリソースのインポートとエクスポート


WSDLドキュメントをエクスポートすると、有効なWSDLドキュメントおよび関連付けられた依存関係(XMLスキーマなど)を含むJARファイルが生成されます。

Service Busはこの依存関係を評価し、WSDLのimport要素のlocation属性に適切な場所が追加されます。生成されたWSDLドキュメントをエクスポートすることはできません。

リソースのインポートとエクスポートの詳細は、「リソースおよび構成のインポートとエクスポート」を参照してください。







11.5 JDeveloperでのWSDLドキュメントの操作


JDeveloperでは、JCAアダプタに基づいて新しいプロキシ・サービスやビジネス・サービスを作成すると、WSDLファイルが生成されてService Busプロジェクトに追加されます。WSDLファイルは、標準のJDeveloperツールを使用して最初から作成することもできます。

WSDLファイルは、Oracle Service Busコンソールでは生成されません。必要なWSDLファイルをサービスで使用するには、そのファイルをインポートします。

WSDLファイルは、JDeveloperの標準機能です。WSDLファイルの作成に使用するエディタとツールの詳細は、『Oracle JDeveloperによるアプリケーションの開発』のXMLを使用したアプリケーションの開発に関する項を参照してください。





11.5.1 JDeveloperでのWSDLリソースの作成方法



作成するWSDLリソースに、JDeveloperに現在存在しない外部スキーマへのURL参照(http://www.w3.org/2001/XMLSchema.xsdなど)が含まれている場合、XMLスキーマのリソースを作成することによって、それらのURL参照付きスキーマと依存するすべてのスキーマをService Busに追加する必要があります。Service BusのWSDLリソースは、ローカルで使用可能なスキーマのみを参照できます。WSDLファイルは、XMLスキーマ定義(XSD)ファイルまたはサンプル・ファイルを使用して生成できます。

新しいWSDLドキュメントの入力タイプと出力タイプを定義するには、メッセージ・パートにXMLタイプを指定する必要があります。ローカル・ファイル・システムに存在するスキーマXSDファイルを使用する場合、XSDファイルと、そのファイルがインポートするXSDファイルのすべてがJDeveloperのプロジェクト・ディレクトリにあることを確認します。これで、スキーマがプロジェクトとともにデプロイされて実行時に使用可能になります。

JDeveloperでWSDLドキュメントを作成するには:

	
次のいずれかを行います:

	
新しいWSDLリソースを作成するには、アプリケーション・ナビゲータで、新しいWSDLファイルの配置先のプロジェクトまたはフォルダを右クリックします。「新規」をポイントし、「SOA WSDLドキュメント」を選択します。


	
新しいWSDLリソースをサービスの作成ウィザード内から作成するには、「WSDL」フィールドの右側の「WSDLの生成」アイコンをクリックします。




「WSDLの作成」ダイアログが表示されます。


	
「WSDLの作成」ダイアログで、WSDLファイルの一意の名前を入力して、ファイルの保存先のディレクトリを入力するか、デフォルトのままにします。

デフォルトでは、ファイルはプロジェクト・フォルダに格納されます。これは、現在のプロジェクト・ディレクトリまたはそのサブディレクトリのいずれかにしてください。指定のディレクトリが存在しない場合、Oracle JDeveloperでディレクトリが作成されます。


	
「ネームスペース」フィールドに、WSDLファイルのネームスペース・アドレス(http://example.com/OrderProcess/wsdlなど)を入力します。

指定するネームスペースは、WSDLファイルでtnsネームスペースとして定義されます。


	
「バインディング」フィールドに、サービス用に作成する、WSDLファイルのバインディングの名前を入力します。使用可能なオプションのリストから、バインディング・タイプを選択します(SOAP 1.1、SOAP 1.2またはXML)。


	
「ポート・タイプの作成」を選択してWSDLドキュメントの新しいポート・タイプと操作を作成するか、「ポート・タイプの選択」を選択して既存のWSDLドキュメントからポート・タイプを選択します。


	
次のいずれかを行います:

	
ポート・タイプの作成を選択した場合は、引き続き手順7に進みます。


	
ポート・タイプの選択を選択した場合は、「WSDL URL」フィールドの横の「WSDLの選択」をクリックし、使用するWSDLファイルを参照して選択します。次に、使用可能なオプションのリストからポート・タイプを選択します。手順14にスキップします。





	
「ポート・タイプ」フィールドに、使用する操作を含むポート・タイプの名前を入力します。


	
「操作」フィールドに、使用する操作の名前を入力します。


注意:

操作名やポート・タイプで、空白や特殊文字は使用できません。アルファベットおよび数字のみがサポートされますが、最初の文字に数字は使用できません。




	
「インタフェース・タイプ」フィールドで、リクエスト専用メッセージングの場合は「一方向インタフェース」を選択し、リクエスト/レスポンス・メッセージングの場合は「同期インタフェース」を選択します。

使用可能なフィールドは、選択内容に応じて異なります。


	
「入力」フィールドの右上の「新規メッセージ・パートを追加します。」をクリックします。


	
「メッセージ・パートの追加」ダイアログで、次のようにします。

	
「パート名」フィールドに、メッセージ・パートの名前を入力します。


	
「URL」フィールドの右側で、「スキーマ・ファイルを参照」アイコンをクリックし、XMLタイプを参照して選択します。

「タイプ・チューザ」ダイアログが表示され、選択元のスキーマとWSDLファイルのリストが表示されます。


	
「タイプ・エクスプローラ」ツリーを開き、使用するスキーマ・ルート要素を見つけて選択し、「OK」をクリックします。

「メッセージ・パートの追加」ダイアログが再度表示され、「URL」と「スキーマ要素」フィールドに「タイプ・チューザ」ダイアログからのデータが移入されます。XSD単純型を選択した場合、「スキーマ要素」フィールドは「単純型」フィールドで置き換えられます。


ヒント:

使用するスキーマが、作業しているプロジェクトにない場合、「スキーマ・ファイルのインポート」またはダイアログの右上隅にある「WSDLのインポート」アイコンを使用して、スキーマXSDファイルまたはWSDLファイルをプロジェクトにインポートできます。




	
「OK」をもう一度クリックします。

「WSDLの作成」ダイアログの「入力」フィールドに新しいメッセージ・パート情報が表示されます。





	
必要に応じて、前述の手順を繰り返して、追加のメッセージ・パートを定義します。


	
インタフェース・タイプに「同期インタフェース」を選択した場合、前述の手順を繰り返して、出力およびフォルト・メッセージ・パートを定義します。


	
「OK」をクリックします。


注意:

パートナ・リンク・タイプは、通常BPELで使用されるため、Service Busに「partnerlinkType拡張機能の生成」を選択する必要はありません。














11.5.2 JDeveloperでのサービスからのWSDLファイルの生成方法



生成WSDLファイルとは、WSDLリソースで開始されなかったが、WSDLファイルを使用して記述できるサービスのためにService Busが生成するWSDLファイル・リソースです。EJBまたはJEJBトランスポート型のビジネス・サービスやJEJBプロキシ・サービスに関連付けられたWSDLファイルを生成できます。

JDeveloperでサービスからWSDLファイルを生成するには:




	アプリケーション・ナビゲータで、WSDLファイルの生成元となるプロキシ・サービスやビジネス・サービスを含むプロジェクトまたはフォルダを右クリックします。
	「Service Bus」をポイントし、「WSDLの生成」をクリックします。

「WSDLの生成」ダイアログが表示されます。




	WSDLファイルの「WSDL名」と場所を指定します。

デフォルトでは、現在の場所は、プロジェクトのパス、およびサービスが存在するフォルダの名前になります。




	「OK」をクリックします。


警告:

リシーケンス用に構成されたパイプラインで使用するようWSDLファイルを生成している場合、リシーケンサがサポートするのは一方向(リクエスト)の操作のみであることに注意することが重要です。ここで生成するWSDLファイルには出力タグが含まれ、このファイルをパイプラインで使用する前に、このタグをポート・タイプおよびバインディング定義から削除する必要があります。














11.5.3 JDeveloperでのWSDLドキュメントの編集方法


WSDLドキュメントを作成すると、JDeveloperで標準のXMLエディタを使用してこれらをさらに構成できます。WSDLドキュメントの表示と構成に使用するエディタおよびツールの詳細は、『Oracle JDeveloperによるアプリケーションの開発』のXMLを使用したアプリケーションの開発に関する項を参照してください。







11.5.4 JDeveloperでのWSDLドキュメントの削除方法



WSDLドキュメントを作成したら、そのドキュメントをプロジェクトおよびファイル・システムから削除できます。JDeveloperのリファクタ機能を使用すると、WSDLドキュメントを参照するリソースを表示できます。削除する前に依存関係を確認するには、WSDLドキュメントを右クリックして、「依存性の参照」を選択します。

JDeveloperでWSDLドキュメントを削除するには:




	アプリケーション・ナビゲータで、削除するWSDLファイルを右クリックします。
	「リファクタ」をポイントし、「削除」を選択します。

「削除の確認」ダイアログが表示されます。




	WSDLドキュメントが別のService Busリソースで参照される場合、「使用方法の表示」をクリックして参照を表示し、WSDLドキュメントを削除するかどうかを検証します。
	WSDLドキュメントの削除を確定する場合は、「はい」をクリックします。










11.6 Oracle Service BusコンソールでのWSDLドキュメントの操作


Oracle Service Busコンソールを使用する場合、WSDLドキュメントを作成するには、ドキュメントをインポートするかWSDLリソースを作成します。

インポートの詳細は、「リソースおよび構成のインポートとエクスポート」を参照してください。WSDLリソースを手動で作成するには、次の手順を実行します。WSDLリソースにアップロードする既存のWSDLファイルが必要です。





11.6.1 コンソールでのWSDLリソースの作成方法



作成するWSDLリソースに、Service Busで現在存在しない外部スキーマへのURL参照(http://www.w3.org/2001/XMLSchema.xsdなど)が含まれている場合、XMLスキーマのリソースを作成することによって、それらのURL参照付きスキーマと依存するすべてのスキーマをOracle Service Busコンソールにインポートする必要があります。Service BusのWSDLリソースは、ローカルで使用可能なスキーマのみを参照できます。

コンソールでWSDLリソースを作成するには:

	
セッションをまだ作成していない場合は、「作成」をクリックして新しいセッションを作成するか、「編集」をクリックして既存のセッションを入力します。


	
プロジェクト・ナビゲータで、新しいWSDLドキュメントを含めるプロジェクトまたはフォルダを右クリックして、「作成」をポイントし、「リソース」を選択します。「インタフェース」をクリックし、「WSDL」をクリックして「OK」をクリックします。

「WSDLの作成」ダイアログが表示されます。


	
次のいずれかを行います:

	
既存のWSDLファイルからリソースを作成するには、「ファイルのアップロード」フィールドの横の「参照」をクリックしてから、使用するWSDLファイルに移動してそのファイルを選択します。

「リソース名」フィールドに、ファイル拡張子なしのファイル名が自動的に移入されます。この名前は変更可能です。


	
新しいWSDLファイルを作成するには、WSDLリソースの一意の名前を入力します。





	
必要に応じて、リソースの簡単な説明を入力します。


	
「作成」をクリックします。

WSDL要素(定義される場合)がWSDL定義エディタに表示されます。


	
WSDLファイルのコンテンツを変更するには、次のようにします。

	
ツールバーの「ソースの編集」をクリックします。

「ソースの編集」ダイアログが表示されます。


	
アップロードする新しいWSDLファイルを参照して選択するには、「参照」をクリックします。


	
ファイルのコンテンツを変更するには、ダイアログの「コンテンツ」セクションでコードを直接更新します。


	
「保存」をクリックします。





	
WSDL定義エディタのツールバーで、「保存」をクリックします。

新しいWSDLドキュメントに未解決の参照がある場合は、エディタのタイトル・バーの横に「競合」アイコンが表示されます。戻る矢印と次に進む矢印ボタンを使用して、エラー全体をスクロールします。


	
セッションを終了して構成をランタイムにデプロイするには、「アクティブ化」をクリックします。












11.6.2 コンソールでのWSDLファイルのエクスポート方法


プロジェクトまたはフォルダ定義エディタを使用して、プロキシ・サービスやビジネス・サービスに関連付けられたWSDLファイルをエクスポートします。Service Busでは、WSDLファイルはJARファイルとしてエクスポートされます。WSDLファイルは、セッション外にいるときのみエクスポートできます。

WSDLドキュメントをエクスポートすることで、これをIDEなどの外部ツールで消費できるようにします。WSDLエクスポート機能は、2つのドメイン間でリソースを移動およびステージングする場合に使用するリソースのエクスポート機能とは異なります。この機能は、すべてのサービス・タイプに使用できるわけではありません。





11.6.2.1 コンソールでのWSDLファイルのプロジェクトまたはフォルダからのエクスポート



コンソールでWSDLファイルをプロジェクトまたはフォルダからエクスポートするには:




	プロジェクト・ナビゲータで、エクスポートするWSDLファイルを含むプロジェクトまたはフォルダをクリックします。

プロジェクトまたはフォルダの定義エディタが表示されます。




	リソース表で、WSDLファイルをエクスポートするプロキシ・サービスまたはビジネス・サービスの行で「WSDLのエクスポート」アイコンをクリックします。

ファイル・ダイアログが表示されます。ダイアログのタイプとそのオプションは、使用するWebブラウザに応じて異なります。




	「開く」をクリックしてJARファイルを開くか、「保存」をクリックしてJARファイルをデスクトップに保存します。








11.6.2.2 サービス定義エディタからのWSDLファイルのエクスポート



サービス定義エディタからWSDLファイルをエクスポートするには:




	Oracle Service Busコンソールで、開いているセッションにいないことを確認します。
	プロジェクト・ナビゲータで、WSDLファイルのエクスポート元とするプロキシ・サービスまたはビジネス・サービスをクリックします。

プロキシまたはビジネス・サービス定義エディタが表示されます。




	エディタの右上のツールバーで、ツール・アイコンをクリックし、「WSDLのエクスポート」をクリックします。

ファイル・ダイアログが表示されます。ダイアログのタイプとそのオプションは、使用するWebブラウザに応じて異なります。




	「開く」をクリックしてJARファイルを開くか、「保存」をクリックしてJARファイルをデスクトップに保存します。










11.6.3 コンソールでのサービスからのWSDLファイルの生成方法



生成WSDLファイルとは、WSDLリソースで開始されなかったが、WSDLファイルを使用して記述できるサービスのためにService Busが生成するWSDLファイル・リソースです。プロジェクトまたはフォルダ定義エディタを使用して、EJBまたはJEJBトランスポート型のビジネス・サービスやJEJBプロキシ・サービスに関連付けられたWSDLファイルを生成します。WSDLファイルを生成するには、セッション内で作業している必要があります。

コンソールでビジネス・サービスからWSDLファイルを生成するには:




	プロジェクト・ナビゲータで、WSDLファイルの生成元となるプロキシ・サービスやビジネス・サービスを含むプロジェクトまたはフォルダをクリックします。

プロジェクトまたはフォルダの定義エディタが表示されます。




	リソース表で、WSDLファイルを生成するサービスの行で「WSDLの生成」アイコンをクリックします。

WSDLリソースの生成ダイアログが表示され、現在の場所(プロジェクト名およびビジネス・サービスが存在するフォルダの名前)が強調表示されます。




	WSDLリソースの名前および場所を指定し、「WSDLの生成」をクリックします。


警告:

このWSDLリソースをリシーケンス用に構成されたパイプラインで使用するように生成している場合、リシーケンサがサポートするのは一方向(リクエスト)の操作のみであることに注意することが重要です。ここで生成するWSDLファイルには出力タグが含まれ、このファイルをパイプラインで使用する前に、このタグをポート・タイプおよびバインディング定義から削除する必要があります。














11.6.4 コンソールでのWSDLドキュメントの編集方法



Oracle Service BusコンソールでWSDLリソースを作成すると、ファイルを必要に応じて変更できますが、その方法はソース・コードを直接変更するのみです。

WSDLドキュメントを編集するには:




	セッションをまだ作成していない場合は、「作成」をクリックして新しいセッションを作成するか、「編集」をクリックして既存のセッションを入力します。
	プロジェクト・ナビゲータで、編集するWSDLリソースをクリックします。

WSDL定義エディタが表示されます。




	ツールバーの「ソースの編集」をクリックします。

「ソースの編集」ダイアログが表示されます。




	アップロードする新しいWSDLファイルを参照して選択するには、「参照」をクリックします。
	ファイルのコンテンツを変更するには、ダイアログの「コンテンツ」セクションでコードを直接更新します。
	「保存」をクリックします。
	セッションを終了して構成をランタイムにデプロイするには、「アクティブ化」をクリックします。








11.6.5 コンソールでのWSDLドキュメントの削除方法



削除するWSDLドキュメントをいずれかのリソースが参照する場合、WSDLリソースを削除する前にそれらの参照を削除します。Oracle Service BusコンソールのWSDLドキュメント定義エディタでWSDLドキュメントを開き、右上のツール・アイコンをクリックし、「参照」を選択して、そのドキュメントに参照があるかどうかを確認します。

コンソールでWSDLドキュメントを削除するには:




	アプリケーション・ナビゲータで、削除するWSDLリソースを含むプロジェクトとフォルダを開きます。
	WSDLドキュメントの名前を右クリックして、「削除」を選択します。

WSDLリソースが削除されます。他のリソースがこのリソースを参照している場合、削除の警告アイコンが表示されます。確認のための警告は表示されますが、リソースを削除することはできます。この場合、削除されたリソースへの未解決の参照が原因で、競合が発生する可能性があります。




	「アクティブ化」をクリックしてセッションを終了し、構成をランタイムにデプロイします。










11.7 有効なWSDLドキュメントの表示


設計時のWSDLドキュメントと有効なWSDLドキュメントの両方をWebブラウザで表示できます。ブラウザ・ウィンドウからファイルにアクセスすると、ファイルのコンテンツがXML形式で表示されます。


有効なWSDLドキュメントには、次の3通りの方法でアクセスできます。





	
Webブラウザで、次の構文を使用して固定HTTP URLを入力します。


http://host:port/sbresource?PROXY/project_path/proxy_service_name


または


http://host:port/sbresource?BIZ/project_path/business_service_name


この構文は、Service Busが、有効なWSDLドキュメントを生成できるサービスすべてに使用できます。


	
Webブラウザで、HTTPベースのプロキシ・サービスのURLの末尾に?WSDLを付加して入力します。

この構文は、Service Busが、有効なWSDLドキュメントを生成できるHTTPトランスポートベースのサービスでのみ使用できます。


	
WSDLリソースをエクスポートします。詳細は、「コンソールでのWSDLファイルのエクスポート方法」および「コンソールでのサービスからのWSDLファイルの生成方法」を参照してください。一般的なエクスポートについての情報は、「リソースおよび構成のインポートとエクスポート」を参照してください。

Service Busでは、URLを介してService Busに登録されたリソースを表示するために使用されるリソース・サーブレットが提供されます。URLを使用したService Busリソースへのアクセスの詳細は、「WebブラウザでのService Busリソースの表示」を参照してください。




設計時のWSDLドキュメントを表示するには、次の構文を使用してURLを入力します。


http://host:port/sbresource?WSDL/project_path/wsdl_name













20 XSLTでのデータの変換


この章では、eXtensible Stylesheet Language Transformation (XSLT)の概要と、Service BusサービスでXSLTを使用してXML入力をXML出力にマップする方法を説明します。また、Service Busプロジェクト内でXSLTマップを作成する方法についても説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
XSLTの概要


	
XSLTエディタおよびマッパー


	
JDeveloperでのXSLTマッピングの作成


	
Oracle Service BusコンソールでのXSLTリソースの操作


	
Service BusコンソールでXSLTマッパーを開く方法


	
XSLTリソースの削除方法




JDeveloperでのXSLTマッパーの詳細は、Oracle SOA Suiteを使用したSOAアプリケーションの開発のXSLTマップ・エディタを使用した変換の作成に関する項を参照してください。





20.1 XSLTの概要


トランスフォーメーション・マップは、2つのデータ型の間のマッピングを記述したものです。eXtensible Stylesheet Language Transformation (XSLT)マップは、スキーマの異なるXMLドキュメント間のマッピングを記述したものです。

Service BusでXSLTを使用すると、XMLドキュメントを処理して、ドキュメント・データをXMLスキーマから別のXMLスキーマに変換できます。これにより、異なるスキーマを使用するアプリケーション間でデータの交換が可能になります。XSLTを使用して、複雑なデータ操作と変換を実行できます。たとえば、受信する発注スキーマを、送信する請求書スキーマにマップできます。







20.2 XSLTエディタおよびマッパー


JDeveloperには、XQueryを使用した変換をスクリプト化できる式ビルダーと、複雑なマッピングを作成できるXSLTマッパーがあります。Oracle Service Busコンソールには、XQueryを使用した変換をスクリプト化できるエディタと、複雑なマッピングを作成できるXSLTマッパーがあります。

これらのエディタには、XQuery式を定義したり、実行するXSLTリソースを指定したり、既存のXSLTリソースの名前として実行時に評価される式を定義したりするオプションが用意されています。JDeveloperおよびコンソールのいずれの場合も、パイプラインまたは分割-結合のいずれかのアクションからエディタにアクセスします。





20.2.1 JDeveloperのエディタおよびマッパー


JDeveloperのXSLTマッパーは、スキーマのルート要素、WSDLメッセージ・パート、またはWSDLメッセージの間のマッピングを定義できるグラフィカル・ツールです。スキーマのルート要素はXSDスキーマ・ファイルまたはWSDLファイルから取得できますが、直接マップできるのは、単一のメッセージ・パートを含むWSDLメッセージのみです。JDeveloperでXSLTマッピングを作成したら、マッパーで生成された.xslファイルをOracle Service BusコンソールのXSLTリソースにアップロードできます。

JDeveloperには様々な式ビルダーも用意されており、式を作成して、使用する既存のXSLTリソースを指定できます。JDeveloperのマッパーとエディタの詳細は、次のトピックを参照してください。

	
Oracle SOA Suiteを使用したSOAアプリケーションの開発のXSLTマップ・エディタを使用した変換の作成に関する項


	
Oracle SOA Suiteを使用したSOAアプリケーションの開発のOracle JDeveloperの式ビルダーを使用したXPath式の作成に関する項










20.2.2 Oracle Service Busコンソール・エディタおよびマッパー


Oracle Service Busコンソールで、XQuery/XSLT式エディタを使用して式を作成し、使用する既存のXSLTリソースを指定できます。XSLTリソースを参照するには、コンソールでリソースを作成し、既存のXSLT変換をリソースにアップロードするか、Service Busに含まれている新しいWebベースのXSLTマッパーを使用してXSL変換をしておく必要があります。この機能により、JDeveloperを使用して複雑なマッピングを作成してコンソールにインポートするか、Service Busコンソールを直接使用できます。XSL変換は複数のパイプラインおよび分割-結合で再利用できます。

Oracle Service Bus ConsoleのXQuery/XSLTエディタの詳細は、「Oracle Service Busコンソールでの式エディタの操作」を参照してください。









20.3 JDeveloperでのXSLTマッピングの作成


JDeveloperでService Busプロジェクト内にXSLTマッピングを作成し、パイプラインおよび分割-結合のXQuery式でそれらを使用して外部システム間でオブジェクトをマップできます。

XSLTマッピングを作成するには、ソースとターゲットのマッピングに使用する、ソースXMLスキーマ要素またはXMLファイルを選択する必要があります。





20.3.1 JDeveloperでのXSLTマッピングの作成方法



JDeveloperでXSLTマッピングを作成するには:

	
JDeveloperのアプリケーション・ナビゲータで、マッピングを作成するService Busプロジェクトまたはフォルダを右クリックします。


	
表示されたメニューで、「新規」をポイントし、「XSLマップ」を選択します。

「XSLマップ・ファイルの作成」ダイアログが開きます。


	
「ファイル名」フィールドに、XSLTマップ・ファイルの一意の名前を入力します。


	
必要に応じて、新しいディレクトリの場所および相互参照のための簡単な説明を入力します。

この場所は、現在のアプリケーションのディレクトリ構造内である必要があります。


	
ソース・スキーマを定義するには、次のようにします。

	
「ソース・スキーマの使用」を選択します。


	
「プライマリ・ソース」フィールドの横にある「参照」をクリックします。


	
「スキーマの選択」ダイアログで、XMLスキーマを使用するか、またはXMLファイルからソースを直接生成するかどうかを選択します。


	
選択したセクションで「参照」をクリックし、使用するXMLスキーマ要素またはファイルに移動して選択します。

XMLスキーマ要素は現在のアプリケーションから選択できます。XMLファイルはファイル・システムから選択できます。


	
スキーマ要素またはファイルを選択したら、「スキーマの選択」ダイアログで「OK」をクリックします。


	
パラメータとして使用する追加のソースを選択するには、「その他のソース」表の上にある「スキーマの追加」をクリックします。





	
ターゲット・スキーマを定義するには、「ターゲット・スキーマの使用」を選択し、「スキーマの選択」ダイアログでの前述の手順を繰り返して、使用するXMLコンポーネントを選択します。


	
「XSLマップ・ファイルの作成」ダイアログで「OK」をクリックします。

XSLTマッパーが表示され、ソースおよびターゲットの構造が示されます。


	
マッピング・ロジックを定義するには、Oracle SOA Suiteを使用したSOAアプリケーションの開発のマップ・モードでのXSLTマップの編集に関する項を参照してください。














20.4 Oracle Service BusコンソールでのXSLTリソースの操作


Oracle Service Busコンソールでは、XSLTマップはXSLTリソースに保存され、現在のセッションの任意のパイプラインおよび分割-結合で再利用できます。既存のXSLTマップをXSLTリソースにアップロードして、テキスト・エディタで編集できます。

	
コンソールでのXSLTリソースの作成方法


	
コンソールでのXSLTリソースの編集方法








20.4.1 コンソールでのXSLTリソースの作成方法



Service Busコンソールを使用している場合は、最初にJDeveloperで作成したXSL変換を追加し、Service Busプロジェクトにインポートするか、XSL変換リソースにアップロードできます。インポートの詳細は、「リソースおよび構成のインポートとエクスポート」を参照してください。また、コンソールに含まれているXSLTマッパーを使用して新しいマッピングを作成することもできます。次の手順を使用して、既存のマッピングをインポートしたり、コンソールを使用して新しいマッピングを作成したりするための新しいXSLTリソースを作成します。





始める前に

	
JDeveloperで作成した既存のXSL変換マップをアップロードする必要がある場合は、「JDeveloperでのXSLTマッピングの作成」に示すとおり、XSL変換マッピング・ファイルを作成します。


	
新しいマッピングを作成する必要がある場合は、ソース・スキーマとターゲット・スキーマがService Busコンソールからアクセス可能になっていることを確認します。詳細は、「XMLスキーマの作成方法」を参照してください。








コンソールでXSLTリソースを作成するには:

	
プロジェクト・ナビゲータで、新しいXSL変換を含めるプロジェクトまたはフォルダを右クリックし、「作成」をポイントして「リソース」を選択します。「リソース・ギャラリ」から「変換」、「XSLT」、「OK」の順にクリックします。

「スキーマの作成」ダイアログが表示されます。


	
次のいずれかを行います:

	
既存のXSLマッピング・ファイルからリソースを作成するには、「ファイルのアップロード」フィールドの横の「参照」をクリックし、JDeveloperで作成したファイルに移動して選択します。「マッピングの生成」オプションの選択を解除します。

「リソース名」フィールドに、ファイル拡張子なしのファイル名が自動的に移入されます。この名前は変更可能です。


	
新しいXSL変換を作成するには、その変換リソースの一意の名前を入力します。「マッピングの生成」オプションが選択されていることを確認します。





	
必要に応じて、リソースの簡単な説明を入力します。


	
「作成」をクリックします。


	
新しいマッピングを作成している場合、次の情報を「ソースとターゲットの選択」ダイアログに入力します。

	
ソースおよびターゲット・スキーマは、「ソース・スキーマ」フィールドおよび「ターゲット・スキーマ」フィールドの「検索」アイコンを使用して検索および選択します。これらのスキーマは、Service Busコンソールからアクセス可能にしておく必要があります。詳細は、「XMLスキーマの作成方法」を参照してください。


	
「ソースのルート要素」リストから、マッピング用のソースのルート要素を選択します。このリストは「ソース・スキーマ」を選択した後に移入されます。


	
「ターゲットのルート要素」リストから、マッピング用のターゲットのルート要素を選択します。このリストは「ターゲット・スキーマ」を選択した後に移入されます。


	
「OK」をクリックします。

XSLTパラメータが定義されている場合、それがXSLT定義エディタに表示されます。





	
スキーマを変更するには、次のように実行します。

	
ツールバーの「ソースの編集」をクリックします。

「ソースの編集」ダイアログが表示されます。


	
アップロードする新しいマッピング・ファイルを参照して選択するには、「参照」をクリックします。


	
ファイルのコンテンツを変更するには、ダイアログの「コンテンツ」セクションでコードを直接更新します。


	
「保存」をクリックします。





	
新しいマッピングを作成している場合、マッパーの使用の詳細は、「Service BusコンソールでXSLTマッパーを開く方法」を参照してください。


	
XSLT定義エディタのツールバーで、「保存」をクリックします。


	
セッションを終了して構成をランタイムにデプロイするには、「アクティブ化」をクリックします。












20.4.2 コンソールでのXSLTリソースの編集およびXSL変換のアップロード方法



Oracle Service Busコンソールでは、XSLTリソースを直接編集することも、新規または更新済ファイルをアップロードすることでコンテンツを更新することもできます。

コンソールでXSL変換を編集するには:




	プロジェクト・ナビゲータで、編集するXSL変換が含まれているプロジェクトおよびフォルダを開きます。
	XSL変換の名前を右クリックし、「開く」を選択します。
	ツールバーの「ソースの編集」をクリックします。

「ソースの編集」ダイアログが表示されます。




	アップロードする新しいXSL変換ファイルを参照して選択するには、「参照」をクリックします。
	ファイルのコンテンツを変更するには、ダイアログの「コンテンツ」セクションでコードを直接更新します。
	「保存」をクリックします。
	XSLT定義エディタのツールバーで、「保存」をクリックします。
	セッションを終了して構成をランタイムにデプロイするには、「アクティブ化」をクリックします。









20.5 Service BusコンソールでのXSLTマッパーの使用


次のトピックでは、Service BusコンソールでのXSLTマッパーの使用について説明します。


トピック

	
Service BusコンソールでXSLTマッパーを開く方法


	
Oracle Mapperの使用









20.5.1 Service BusコンソールでXSLTマッパーを開く方法


XSLT定義エディタから、XSLTマッパーにアクセスします。

Service BusコンソールからXSLTマッパーを開くには、次の図に示すように、「ツール」アイコンをクリックし、次に「マッパーの起動」をクリックします。[image: GUID-5D4058E3-C300-4535-90F7-4E5F3DDAE4AB-default.pngの説明が続きます]


注意:

マッピングは、セッションの編集時にのみ編集できます。アクティブ・セッションでない状態でマッパーを起動すると、マッパーは読取り専用モードで開きます。読取り専用モードでは、マッピングに変更を加えられません。






XSLTマッパーが新しいウィンドウで起動します。






20.5.2 Oracle Mapperの使用


XSLTマッパーのトピックは、「Oracleマッパーの使用」に記載されています。









20.6 XSLTリソースの削除方法


削除するXSLTリソースを参照しているリソースがある場合は、それらの参照を削除してからリソースを削除します。


Oracle Service BusコンソールのXSLT定義エディタでXSLTリソースを開き、右上の「ツール」アイコンをクリックし、「参照」を選択してそこに参照があるかどうかを確認します。JDeveloperでは、XSLTリソースを右クリックして、「依存性の参照」を選択します。

変換は他のリソースによって参照されていても削除できますが、その場合、削除されたリソースへの未解決の参照が原因で、競合が発生する可能性があります。

XSLTリソースを削除するには:




	アプリケーション・ナビゲータまたはプロジェクト・ナビゲータで、削除するXSL変換が含まれているプロジェクトおよびフォルダを開きます。
	変換の名前を右クリックし、「削除」を選択します。
	JDeveloperを使用している場合、確認ダイアログに変換のための参照の数が表示されます。「使用方法の表示」をクリックして参照に関する情報を表示し、リソースを削除することを確定するため「はい」をクリックします。
	Oracle Service Busコンソールを使用している場合は、「アクティブ化」をクリックして、セッションを終了し、実行時用に構成をデプロイします。












50 Webサービスのメッセージ・レベルでのセキュリティの構成


この章では、Service Busのメッセージ・レベルのセキュリティを構成する方法について説明します。

メッセージ・レベルのセキュリティでは、Webサービス・クライアントがService Busプロキシ・サービスまたはビジネス・サービスとの接続を確立した後、プロキシ・サービスまたはビジネス・サービスがこのメッセージを処理する前にSOAPメッセージに対してセキュリティ・チェックが適用されます。

メッセージ・レベルのセキュリティは、次のように分類されます。

	
インバウンド・メッセージ・レベルのセキュリティは、クライアントとService Busプロキシ・サービス間のメッセージに適用されます。このセキュリティは、クライアントからのリクエストおよびクライアントに返されるレスポンス・メッセージの両方に適用されます。

これを、プロキシ・サービスのセキュリティと考えることができます。


	
アウトバウンド・メッセージ・レベルのセキュリティは、Service Busプロキシ・サービスとSOAP-HTTPビジネス・サービス間のメッセージ、またはService Busプロキシ・サービスとSOAP-JMSビジネス・サービス間のメッセージに適用されます。また、このセキュリティはリクエストとレスポンスの両方に適用されます。

これを、ビジネス・サービスのセキュリティと考えることができます。




この章の内容は次のとおりです。

	
メッセージ・レベルのセキュリティについて


	
プロキシ・サービスのメッセージ・レベルのアクセス制御ポリシー


	
プロキシ・サービスのメッセージ・レベルのセキュリティの構成


	
ビジネス・サービスのメッセージ・レベルのセキュリティの構成:主な手順


	
サービス・アイデンティティ証明拡張の使用


	
カスタムWS-Policy文の例


	
アウトバウンドWS-Securityの無効化




プロキシ・サービスのメッセージ・レベルのセキュリティを構成する手順については、「Service Busクライアント・アクセス・セキュリティの構成」を参照してください。


注意:

メッセージ・レベルのセキュリティの実装には、メッセージ・レベルのカスタム認証(カスタム・トークンまたはユーザー名/パスワードのどちらか)で構成されたプロキシ・サービスが含まれます。

この項で説明されるメッセージ・レベルのセキュリティ・メカニズムは、単独またはメッセージ・レベルのカスタム認証メカニズムとともに機能します。これについては、「カスタム認証の構成」で説明します。両方のタイプのセキュリティの使用について詳しくは、「WS-Securityおよびカスタム・ユーザー名/パスワードとトークンの組合せ」を参照してください。







50.1 メッセージ・レベルのセキュリティについて


Service Busでは、HTTP (HTTPS含む)またはJMSプロトコル経由で送信されるSOAPメッセージに対し、メッセージ・レベルのセキュリティをサポートします。通常、これらのプロトコルで提供されるトランスポート・レベルのセキュリティに加えて、メッセージ・レベルのセキュリティを使用します。

トランスポート・レベル、メッセージ・レベルまたは両方のレベルで資格証明を提供するようにWebサービス・クライアントに要求できます。両方のレベルで資格証明を提供するようにクライアントに要求する場合、Service Busはプロキシ・サービスの認証および認可に対してメッセージ・レベルの資格証明を使用します。

Webサービスであるプロキシ・サービスまたはビジネス・サービスのメッセージ・レベルのセキュリティ要件を指定するには、Webサービス・ポリシー(WS-Policy)フレームワークを使用します。

メッセージ・レベルのセキュリティでは、プロキシ・サービスまたはビジネス・サービスが、保護される操作、およびWebサービス・クライアントがSOAPメッセージ(操作を呼び出すリクエストを含む)に適用する必要がある次のセキュリティ対策を指定します。

	
認証

ドメインの認証プロバイダにあるユーザー・アカウントと比較できるIDの提示をクライアントに要求します。


	
デジタル署名によるメッセージの整合性

ある操作の呼出しをリクエストするクライアントのIDを立証し、そのリクエストを改ざんした仲介者がいないことを保証します。また、その操作の戻り値が、仲介者によって改ざんされることなくクライアントに返されたことを保証します。


	
XML暗号化によるメッセージの機密性

リクエストおよびレスポンスの戻り値を暗号化し、リクエストまたはレスポンスを参照した仲介者がいないことを保証します。




これらのセキュリティ対策のすべてで、SOAPメッセージのセキュリティ・トークンをコード化することがクライアントに要求されます。プロキシ・サービスまたはビジネス・サービスは、SOAPメッセージでのコード化を要求するセキュリティ・トークンのタイプを指定します。





50.1.1 メッセージ・レベルのセキュリティの一連のアクションのサンプル



メッセージ・レベルのセキュリティを要求するプロキシ・サービスにSOAPメッセージを送信するために、次のアクションが発生します。




	Webサービス・クライアントがSOAPヘッダーを生成し、そのヘッダーをSOAPメッセージ・エンベロープに追加します。そのヘッダーには、デジタル署名、セキュリティ・トークン、および他の構成要素が含まれます。
	プロキシ・サービスは、保護されたエンベロープを処理するときに、メッセージを復号化して、セキュリティ・ヘッダーを削除します。
	次に、メッセージがセキュリティ要件に準拠していることを確認します。たとえば、必要なメッセージ部分が署名または暗号化(またはその両方)されているかどうか、また必要なトークンが必要なクレームと共に存在するかどうかをプロキシ・サービスが確認します。
	プロキシ・サービスからクライアントへのレスポンスでは、プロセス全体が逆方向に繰り返されます。










50.2 プロキシ・サービスのメッセージ・レベルのアクセス制御ポリシー


メッセージの整合性とメッセージの機密性によってメッセージが仲介で参照または改ざんされていないことが保証され、メッセージ認証によってクライアントは既知のユーザーであるという立証を要求されますが、これは どの 既知のユーザーがプロキシ・サービス操作を呼び出すことを許可(認可)されているかを指定するものではありません。

認可されたユーザーにアクセスを制限するには、Oracle Service Busコンソールを使用してメッセージ・レベルのアクセス制御ポリシーを作成します。これらのポリシーにより、認可されたクライアントからのSOAPメッセージのみをプロキシ・サービスで処理できます。







50.3 プロキシ・サービスのメッセージ・レベルのセキュリティの構成


インバウンド・メッセージ・レベルのセキュリティ用に次のいずれかの方法をサポートするように、プロキシ・サービスを構成できます。

	
アクティブな仲介

プロキシ・サービスは、クライアントのSOAPメッセージのヘッダーを処理し、そのメッセージに対してメッセージ・レベルのアクセス制御ポリシーを強制します。

たとえば、クライアントはSOAPメッセージを暗号化して署名し、そのメッセージをプロキシ・サービスに送信します。プロキシ・サービスはメッセージを復号化してデジタル署名を確認してから、メッセージをルーティングします。プロキシ・サービスは、レスポンスをクライアントに返す前に、メッセージに署名して暗号化します。クライアントはメッセージを復号化し、プロキシ・サービスのデジタル署名を確認します。


	
パススルー

プロキシ・サービスは、クライアントのSOAPメッセージのヘッダーを処理するかわりに、メッセージをそのままビジネス・サービスに渡します。プロキシ・サービスはSOAPメッセージの保護されたセクションを処理しませんが、ヘッダーの値に基づいてメッセージをルーティングできます。ビジネス・サービスは、メッセージを受け取ると、セキュリティ・ヘッダーを処理し、リクエストに応答します。ビジネス・サービスはWebサービス・ポリシー(WS-Policy)フレームワークを使用して、メッセージ・レベルのセキュリティで保護されている操作を記述する必要があります。ビジネス・サービスはレスポンスをプロキシ・サービスに送信し、プロキシ・サービスはレスポンスをそのままクライアントに渡します。

たとえば、クライアントはメッセージを暗号化して署名し、そのメッセージをプロキシ・サービスに送信します。プロキシ・サービスはメッセージの復号化、またはデジタル署名の確認を行いません。単にメッセージをビジネス・サービスにルーティングします。ビジネス・サービスはメッセージを復号化してデジタル署名を確認してから、リクエストを処理します。レスポンス・パスは同様です。








50.3.1 アクティブな仲介プロキシ・サービスの作成: 主な手順



アクティブな仲介として動作するようにプロキシ・サービスを作成するには:

	
テキスト・エディタまたはIDEで、プロキシ・サービスを定義するWSDLドキュメントを作成します。

	
ポリシーをOracle Service Busコンソールから直接バインドする場合は、WSDLファイルにポリシー文を含める必要はありません。


	
ポリシーをWSDLベースにする場合は、WSDLドキュメントに、定義済のポリシーなどの、1つまたは複数のWebサービス・ポリシー(WS-Policy)文を追加します。





	
Oracle Service Busコンソールで、WSDLドキュメントをService Bus WSDLリポジトリにインポートし、すべてのWSDLの依存関係を解決します。

WSDLファイルの詳細は、「WSDLドキュメントの操作」を参照してください。


	
Service BusをサポートするようにWebLogicセキュリティ・フレームワークをまだ構成していない場合は、クライアントからプロキシ・サービスへのリクエストを保護するセキュリティ・ポリシー・アサーションが、プロキシ・サービスのいずれかの操作のWS-Policyに含まれるかどうかに応じて、次の処理(1つまたは複数)を行います。

	
操作のリクエスト・ポリシーでWS-Security X.509証明書トークンによる認証を要求する場合は、__SERVICE_BUS_INBOUND_WEB_SERVICE_SECURITY_MBEAN__というWebサービス・セキュリティ構成を行います。「Oracle WebLogicセキュリティ・フレームワークの構成:主な手順」を参照してください。


	
操作のリクエスト・ポリシーでパスワード・ダイジェストを使用したWS-Securityユーザー名/パスワード・トークンによる認証を要求する場合は、必ずパスワード・ダイジェストを有効にします。「Oracle WebLogicセキュリティ・フレームワークの構成:主な手順」を参照してください。


	
操作のリクエスト・ポリシーでSAMLトークンの使用を要求する場合は、このプロキシ・サービスのSAMLアサーション側を構成する必要があります。「プロキシ・サービス・リクエストでのSAMLトークンの認証」を参照してください。


	
操作の要求ポリシーでデジタル署名を要求する場合は、受け入れられたクライアント署名検証証明書をWebLogic Server証明書レジストリに登録する。「Oracle WebLogicセキュリティ・フレームワークの構成:主な手順」を参照してください。


	
操作のリクエスト・ポリシーでデジタル暗号化を要求する場合は、暗号化の資格証明を持つサービス・キー・プロバイダを構成します。プロキシ・サービスはこの資格証明を使用して、暗号化されたSOAPメッセージを復号化します。サービス・キー・プロバイダの詳細は、「サービス・キー・プロバイダの操作」を参照してください。





	
Oracle Service Busコンソールで、プロキシ・サービスからクライアントへの レスポンス を保護するセキュリティ・ポリシー・アサーションが、プロキシ・サービスのいずれかの操作のWS-Policyに含まれるかどうかに応じて、次の処理(1つまたは複数)を行います。

	
操作のレスポンス・ポリシーでデジタル署名を要求する場合は、デジタル署名資格証明を持つサービス・キー・プロバイダを構成します。1つで暗号化とデジタル署名の両方の資格証明を持つサービス・キー・プロバイダを作成できます。サービス・キー・プロバイダの詳細は、「サービス・キー・プロバイダの操作」を参照してください。


	
操作のレスポンス・ポリシーで暗号化を指定する場合、クライアントはリクエスト時に証明書をプロキシ・サービスに送信する必要があります。プロキシ・サービスはクライアントの公開鍵を使用してレスポンスを暗号化します。クライアントの証明書は、プロキシ・サービスの暗号化証明書と異なる必要があります。





	
Oracle Service Busコンソールで、インポートしたWSDLファイルからプロキシ・サービスを作成します。変更をアクティブ化します。


	
プロキシ・サービスにOWSMポリシーをアタッチするには、次のいずれかの項を参照してください。

	
JDeveloperでのポリシーのアタッチと構成


	
Oracle Service Busコンソールでのポリシーのアタッチと構成





	
作成したプロキシ・サービスを編集して、 「セキュリティ」 タブから次を行います。

	
作成したサービス・キー・プロバイダを指定します。


	
(オプション)ユーザー、グループ、またはロールが保護された操作を呼び出すことができる条件を指定する、プロキシ・サービスのデフォルトのメッセージ・レベルでのアクセス制御ポリシーを変更します。詳細は、「メッセージ・レベルのアクセス・ポリシーの構成方法」を参照してください。


	
(オプション)プロキシ・サービスのメッセージ・レベルの認証設定を変更します。















50.3.2 パススルー・プロキシ・サービスの作成: 主な手順



パススルー・プロキシ・サービスを作成するには:




	プロキシ・サービスが、処理されていないSOAPメッセージを渡すビジネス・サービスを作成します。構成の方法には、次の2通りがあります。

	
ビジネス・サービスを、WS-Policy文を含むWebサービスとします。


	
ビジネス・サービスで、WS-Policyを直接バインドします。サービスのベースとなるWSDLファイルには、WS-Policy文を含めないでください。




「ビジネス・サービスのメッセージ・レベルのセキュリティの構成:主な手順」を参照してください。




	プロキシ・サービスにOWSMポリシーをアタッチするには、次のいずれかの項を参照してください。

	
JDeveloperでのポリシーのアタッチと構成


	
Oracle Service Busコンソールでのポリシーのアタッチと構成







	Oracle Service Busコンソールで、WSDLドキュメントからプロキシ・サービスを作成します。作成したビジネス・サービスで使用したWSDLドキュメントと同じドキュメントを使用できます。変更をアクティブ化します。
	プロキシ・サービスで関連付けられているセキュリティ・ポリシーを施行しない場合は、「セキュリティ」タブの「セキュリティ設定」にある「受動的なセキュリティ仲介」を選択します。
	作成したビジネス・サービスにルーティングするプロキシ・サービスを構成します。

クライアントのSOAPメッセージが呼出しをリクエストする操作に基づいてビジネス・サービスにルーティングする場合は、SOAP本体のアルゴリズム以外の操作選択アルゴリズムを指定するようにルーティングを構成する必要があります。プロキシ・サービス・パイプラインのアクションによって、署名または暗号化されたWS-SecurityヘッダーまたはSOAPエンベロープの部分が変更されないことを確認します。デジタル署名されたクリア・テキストのメッセージ部分を変更すると、ほとんどの場合、デジタル署名は壊れます。これは、後で署名を検証できないためです。














50.4 ビジネス・サービスのメッセージ・レベルのセキュリティの構成:主な手順


アウトバウンド・メッセージ・レベルのセキュリティは、Service Busプロキシ・サービスとSOAP-HTTPビジネス・サービス間のメッセージ、またはService Busプロキシ・サービスとSOAP-JMSビジネス・サービス間のメッセージに適用されます。また、このセキュリティはリクエストとレスポンスの両方に適用されます。


SOAP-HTTPまたはSOAP-JMS Webサービスを表すビジネス・サービスに対してアウトバウンド・メッセージ・レベルのセキュリティを構成するには:




	テキスト・エディタまたはIDEで、ポリシーを定義するWSDLドキュメントを作成します。
	Oracle Service Busコンソールで、WebサービスのWSDLドキュメントをService Bus WSDLリポジトリにインポートし、すべてのWSDLの依存関係を解決します。

WSDLファイルの詳細は、「WSDLドキュメントの操作」を参照してください。




	Oracle Service Busコンソールで、プロキシ・サービスからビジネス・サービスへの リクエスト を保護するWS-Policy文がWSDLドキュメントに含まれるかどうかに応じて次の処理(1つまたは複数)を行います。

	
いずれかの操作のリクエスト・ポリシーに、サポートされるトークンのタイプの1つとしてWS-Securityユーザー名トークンによるIDアサーションが含まれる場合は、ビジネス・サービスに対するサービス・アカウントを構成します。このサービス・アカウントで、プロキシ・サービスがビジネス・サービスに送信するユーザー名とパスワードを提供します。このビジネス・サービスにルーティングするプロキシ・サービスは、このサービス・アカウントからユーザー名とパスワードを取得します。「サービス・アカウントの操作」および「ビジネス・サービスの作成と構成」を参照してください。


	
操作のリクエスト・ポリシーでパスワード・ダイジェストを使用したWS-Securityユーザー名/パスワード・トークンによる認証を要求する場合は、必ずパスワード・ダイジェストを有効にします。「Oracle WebLogicセキュリティ・フレームワークの構成:主な手順」を参照してください。


	
操作のリクエスト・ポリシーでデジタル署名を要求する場合は、デジタル署名資格証明を持つサービス・キー・プロバイダを構成します。1つで暗号化とデジタル署名の両方の資格証明を持つサービス・キー・プロバイダを作成できます。サービス・キー・プロバイダの詳細は、「サービス・キー・プロバイダの操作」を参照してください。







	ビジネス・サービスの操作の レスポンス ポリシーで暗号化を要求する場合(つまり、ビジネス・サービスが、プロキシ・サービスの暗号化公開鍵でレスポンスを暗号化します)、サービス・キー・プロバイダを構成して暗号化の資格証明をサービス・キー・プロバイダに割り当ててください。


警告:

暗号化されるバックエンドのレスポンス・メッセージ: ビジネス・サービスのレスポンス・ポリシーで暗号化を指定する場合、プロキシ・サービスはリクエスト時に暗号化証明書をビジネス・サービスに送信します。ビジネス・サービスは、プロキシ・サービスの公開鍵を使用してレスポンスを暗号化します。プロキシ・サービスの暗号化資格証明は、ビジネス・サービスの暗号化資格証明と異なることが必要です。






	ビジネス・サービスのポリシーがSAMLアサーションの使用を指定している場合は、WebLogic SAML資格証明マッピング・プロバイダV2のアサーション側を構成します。詳細は、「IDのSAMLトークンへのマッピング」を参照してください。
	インポートしたWSDLファイルからビジネス・サービスを作成します。変更をアクティブ化します。

「ビジネス・サービスの作成と構成」を参照してください。




	ビジネス・サービスにOWSMポリシーをアタッチするには、次のいずれかの項を参照してください。

	
JDeveloperでのポリシーのアタッチと構成


	
Oracle Service Busコンソールでのポリシーのアタッチと構成







	SOAPメッセージをビジネス・サービスにルーティングするプロキシ・サービスを作成します。アクティブな仲介プロキシ・サービスまたはパススルー・プロキシ・サービスを使用できます。

「アクティブな仲介プロキシ・サービスの作成: 主な手順」を参照してください。












50.5 サービス・アイデンティティ証明書拡張の使用方法


Service Busは、OWSMメッセージ保護ポリシーでアタッチされたWSDL SOAPプロキシおよびビジネス・サービスの証明書ID拡張の発行と消費をサポートしています。

OWSMメッセージ保護ポリシーを実装するWSDL SOAPプロキシ・サービスは、WSDLファイルでのサービス用にbase64エンコード済の公開証明書を発行します。証明書は、ポリシーによってデータが暗号化されるか復号化されるかに関係なく、メッセージ保護ポリシーに対して内包されます。





50.5.1 プロキシ・サービスの有効なWSDLの証明書ID拡張の発行


証明書はアタッチされたポリシーの暗号化キー構成に基づいています。プロキシ・サービス・クライアントは、暗号化を目的に、WSDLファイルに埋め込まれた証明書を使用できます。

詳細は、『Oracle Web Services ManagerによるWebサービスの保護とポリシーの管理』のサービス・アイデンティティ証明書拡張の使用方法に関する項を参照してください。


注意:

OWSMの以前のリリースでは、ビジネス・サービスとプロキシ・サービスのクライアントは、プロキシ・サービスの公開証明書をドメイン・レベルのキーストアに格納する必要がありました。

その後、クライアントはkeystore.recipient.aliasプロパティを使用して、キーストア内の証明書を識別します。









50.5.2 ビジネス・サービスでの証明書ID拡張の消費方法


OWSMメッセージ保護ポリシーを実装するWSDL SOAPビジネス・サービスは、WSDLファイルからの証明書ID拡張を消費します。WSDLファイルで公開鍵証明書が見つからない場合は、keystore.recipient.aliasプロパティが使用され、証明書はビジネス・サービスのドメイン・レベルのキーストアに存在している必要があります。

ホスト名検証機能によって、WSDLファイルから取得した証明書が置換攻撃や中間者攻撃の対象になることなく、本当に予期したとおりの証明書であることが保証されます。

ホスト名を検証するため、OWSMは、証明書の共通名(CN)またはサブジェクト・グループ・ベース識別名(DN)がサービスのホスト名と一致することを確認します。この機能は、証明書のサブジェクトDNに依存します。

OWSMは、WSDLファイルでX509証明書を公開してWebサービス・ポリシーを適用するかどうか、およびホスト名検証機能を使用するかどうかを指定できるドメイン構成プロパティを提供します。これらのプロパティの設定方法の詳細は、『Oracle Web Services ManagerによるWebサービスの保護とポリシーの管理』のFusion Middleware Controlを使用したID拡張プロパティの構成に関する項を参照してください。









50.6 カスタムWS-Policy文の例


次の項では、WS-Policy仕様に基づき、Oracle独自のセキュリティ・ポリシー・スキーマを使用して記述されたカスタムWS-Policy文の例を示します。

	
例: SOAP本体およびヘッダー部分の暗号化


	
例: ビジネス・サービスの暗号化ポリシー


	
例:カスタムSOAPヘッダーの暗号化


	
例: メッセージ本体とヘッダーの署名


	
例: SAML Holder-of-KeyによるSOAP本体の署名


	
例: SAML Sender-Vouchesによる認証、署名および暗号化








50.6.1 例: SOAP本体およびヘッダー部分の暗号化


SOAPメッセージの本文全体ではなく、特定の部分を暗号化またはデジタル署名するように指定する必要がある場合は、カスタムWS-Policyファイルを作成する必要があります。

この項に示す例は、実行する抽象WS-Policy文で、次を行います。

	
クライアントのメッセージに認証用のユーザー名とパスワード・トークンを要求します


	
クライアントに(セキュリティ・ヘッダーにある)ユーザー名およびパスワード・トークンの暗号化を要求します。


	
クライアントに/definitions/message/CreditCardNumber要素の暗号化を要求します。




このポリシーは抽象的であるため、ビジネス・サービスでは使用できません: そのKeyInfo要素には、暗号化用の証明書が含まれません。かわりに、このWS-Policy文を使用するプロキシ・サービスをアクティブ化すると、Service Busは、プロキシ・サービスと関連付けられたサービス・キー・プロバイダからの暗号化証明書をWS-Policy文にバインドします。詳細は、「サービス・キー・プロバイダの操作」を参照してください。


図50-1 抽象ポリシーへの証明書のバインディング

[image: 図50-1の説明が続きます]



また、例では、

	
KeyWrappingAlgorithm要素で、対称キーをラップするRSA 1.5アルゴリズムをクライアントが使用する必要があることを指定します。


	
EncryptionAlgorithmで、クライアントがTriple DES (Data Encryption Standard)アルゴリズムを使用してセキュリティ・ヘッダーとメッセージ本体の暗号化を実行する必要があることを指定します。




例 - SOAP本体およびヘッダー部分の暗号化


<wsp:Policy
   xmlns:wsp="http://schemas.xmlsoap.org/ws/2004/09/policy"
   xmlns:wssp="http://www.bea.com/wls90/security/policy"
   xmlns:wsu="http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/oasis-200401-wss-
     wssecurity-utility-1.0.xsd"
   xmlns:wsse="http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/oasis-200401-wss-
     wssecurity-secext-1.0.xsd"
   xmlns:m="http://example.org"
   wsu:Id="encrypt-custom-body-element-and-username-token">
    <!-- Require messages to provide a user name and password token 
         for authentication --> 
   <wssp:Identity>
      <wssp:SupportedTokens>
        <wssp:SecurityToken IncludeInMessage="true"
            TokenType="http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/oasis-200401-
               wss-username-token-profile-1.0#UsernameToken">
            <wssp:UsePassword Type="http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/
                oasis-200401-wss-username-token-profile-1.0#PasswordText"/>
        </wssp:SecurityToken>
      </wssp:SupportedTokens>
   </wssp:Identity>
   <wssp:Confidentiality>
      <wssp:KeyWrappingAlgorithm
        URI="http://www.w3.org/2001/04/xmlenc#rsa-1_5"/>
      <!-- Require the user name and password in the security header
           to be encrypted --> 
      <wssp:Target>
        <wssp:EncryptionAlgorithm
           URI="http://www.w3.org/2001/04/xmlenc#tripledes-cbc"/>
        <wssp:MessageParts
          Dialect="http://www.bea.com/wls90/security/policy/wsee#part">
          wls:SecurityHeader(wsse:UsernameToken)
        </wssp:MessageParts>
      </wssp:Target>
      <!-- Require the /definitions/message/CreditCardNumber element to 
           be encrypted --> 
      <wssp:Target>
        <wssp:EncryptionAlgorithm
           URI="http://www.w3.org/2001/04/xmlenc#tripledes-cbc"/>
        <wssp:MessageParts>
          wsp:GetBody(.)/m:CreditCardNumber
        </wssp:MessageParts>
      </wssp:Target>
      <!-- This is an abstract policy because the KeyInfo element is
          empty. The KeyInfo data is bound to the policy at runtime --> 
      <wssp:KeyInfo/>
   </wssp:Confidentiality>
</wsp:Policy>







50.6.2 例:ビジネス・サービスの暗号化ポリシー


通常、ビジネス・サービスへのメッセージを送信するプロキシ・サービスがパススルー・プロキシ・サービスである場合は、ビジネス・サービスへのメッセージを暗号化する必要があります。つまり、クライアントからメッセージを受信するプロキシ・サービスは、SOAPメッセージを処理しません。かわりに、プロキシ・サービスはメッセージをビジネス・サービスにルーティングし、ビジネス・サービスがWebサービス・セキュリティを確保します。「Webサービスのメッセージ・レベルでのセキュリティの構成」を参照してください。

この項の例は、具象ポリシーを含むWSDLドキュメントです。この例では、次に注意してください。

	
ポリシーによって、メッセージ本体の暗号化をクライアントに要求します。


	
クライアントが提供するトークンのタイプを指定するKeyInfo要素は、暗号化証明書を記述して埋め込むために使用する親要素です。BinarySecurityToken要素には、base-64エンコード形式の暗号化証明書が含まれます(例では、値は切り捨てられています)。証明書がPEM形式の場合、PEMファイル(PEM接頭辞と接尾辞なし)の内容はbase-64エンコード形式で表される証明書です。暗号化証明書がJDKキーストアに格納されている場合は、簡単にPEMファイルにエクスポートできます。


	
ポリシーによって一意のIDが提供され、WSDLファイルはURIフラグメントを使用してそのIDを参照します。




例 - WSDLドキュメントに埋め込まれた具象ポリシーによる本体の暗号化


<definitions name="WssServiceDefinitions"
  targetNamespace="http://com.bea.alsb/tests/wss"
  xmlns="http://schemas.xmlsoap.org/wsdl/"
  xmlns:wsu="http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/oasis-200401-wss-
    wssecurity-utility-1.0.xsd"
  xmlns:wsp="http://schemas.xmlsoap.org/ws/2004/09/policy"
  ...>
  <wsp:UsingPolicy xmlns:n1="http://schemas.xmlsoap.org/wsdl/"
      n1:Required="true"/>
  <!-- The policy provides a unique ID -->
  <wsp:Policy wsu:Id="myEncrypt.xml">
    <wssp:Confidentiality
        xmlns:wssp="http://www.bea.com/wls90/security/policy">
    <wssp:KeyWrappingAlgorithm
        URI="http://www.w3.org/2001/04/xmlenc#rsa-1_5"/>
    <!-- Require the user name and password in the security header
         to be encrypted --> 
    <wssp:Target>
      <wssp:EncryptionAlgorithm
         URI="http://www.w3.org/2001/04/xmlenc#tripledes-cbc"/>
      <wssp:MessageParts Dialect="http://schemas.xmlsoap.org/2002/12/wsse#part">
         wsp:Body()
      </wssp:MessageParts>
    </wssp:Target>
      <!-- Embed the token type and encryption certificate --> 
      <wssp:KeyInfo>
        <wssp:SecurityToken 
            TokenType="http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/oasis-200401-
               wss-x509-token-profile-1.0#X509v3"/>
        <wssp:SecurityTokenReference>
          <wssp:Embedded>
            <wsse:BinarySecurityToken
                EncodingType="http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/oasis-
                   200401-wss-soap-message-security-1.0#Base64Binary"
                ValueType="http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/oasis-
                   200401-wss-x509-token-profile-1.0#X509v3"
                 xmlns:wsse="http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/oasis-
                   200401-wss-wssecurity-secext-1.0.xsd">
                 MIICfjCCAeegAwIBAgIQV/PDyj3...
            </wsse:BinarySecurityToken>
          </wssp:Embedded>
        </wssp:SecurityTokenReference>
      </wssp:KeyInfo>
    </wssp:Confidentiality>
  </wsp:Policy>
  <binding name="WssServiceSoapBinding" type="tns:WssService">
    <soap:binding style="document"
        transport="http://schemas.xmlsoap.org/soap/http"/>
    <operation name="getPurchaseOrder">
      <soap:operation soapAction="" style="document"/>
      <input>
        <soap:body parts="parameters" use="literal"/>
        <!-- Use a URI fragment to refer to the unique policy ID -->
        <wsp:Policy>
          <wsp:PolicyReference URI="#myEncrypt.xml"/>
        </wsp:Policy>
      </input>
      <output>
          <soap:body parts="parameters" use="literal"/>
        </output>
      </operation>
    </binding>
    ...
</definitions>







50.6.3 例:カスタムSOAPヘッダーの暗号化


この項の例は、CreditCardNumberというカスタム・ヘッダーを暗号化する抽象WS-Policy文です。

SOAPメッセージの本文全体ではなく、特定の部分を暗号化またはデジタル署名するように指定する必要がある場合は、カスタムWS-Policyファイルを作成する必要があります。

このポリシーは抽象的であるため、ビジネス・サービスでは使用できません: そのKeyInfo要素には、暗号化用の証明書が含まれません。かわりに、このWS-Policy文を使用するプロキシ・サービスをアクティブ化すると、Service Busは、プロキシ・サービスと関連付けられたサービス・キー・プロバイダからの暗号化証明書をWS-Policy文にバインドします。詳細は、「サービス・キー・プロバイダの操作」を参照してください。

また、この例のノートでは、

	
KeyWrappingAlgorithm要素で、対称キーをラップするRSA 1.5アルゴリズムをクライアントが使用する必要があることを指定します。


	
EncryptionAlgorithmで、クライアントがTriple DES (Data Encryption Standard)アルゴリズムを使用してセキュリティ・ヘッダーの暗号化を実行する必要があることを指定します。




例 - カスタムSOAPヘッダーの暗号化


<wsp:Policy
   xmlns:wsp="http://schemas.xmlsoap.org/ws/2004/09/policy"
   xmlns:wssp="http://www.bea.com/wls90/security/policy"
   xmlns:wsu="http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/oasis-200401-wss-
     wssecurity-utility-1.0.xsd"
   wsu:Id="dig-sig-for-get-header">
   <wssp:Confidentiality>
     <wssp:KeyWrappingAlgorithm
       URI="http://www.w3.org/2001/04/xmlenc#rsa-1_5"/>
     <!-- Require the custom CreditCardNumber header to be encrypted --> 
     <wssp:Target>
        <wssp:EncryptionAlgorithm
           URI="http://www.w3.org/2001/04/xmlenc#tripledes-cbc"/>
        <wssp:MessageParts
           Dialect="http://www.w3.org/TR/1999/REC-xpath-19991116">
           wsp:GetHeader(.)/n:CreditCardNumber
         </wssp:MessageParts>
     </wssp:Target>
     <wssp:KeyInfo/>
  </wssp:Confidentiality>
</wsp:Policy>







50.6.4 例:メッセージ本体とヘッダーの署名


この項の例は、SOAPメッセージの次の内容へのアクセスにデジタル署名を要求するWS-Policy文です。

	
header1というカスタム・ヘッダー


	
すべてのシステム・ヘッダー


	
タイム・スタンプ・セキュリティ・ヘッダー


	
メッセージ本文




例 - SOAPヘッダーと本体の署名の要求


<wsp:Policy
   xmlns:wsp="http://schemas.xmlsoap.org/ws/2004/09/policy"
   xmlns:wssp="http://www.bea.com/wls90/security/policy"
   xmlns:wsu="http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/oasis-200401-wss-
   wssecurity-utility-1.0.xsd"
   wsu:Id="sign-custom-header-policy">
   <wssp:Integrity>
     <wssp:SignatureAlgorithm
       URI="http://www.w3.org/2000/09/xmldsig#rsa-sha1"/>
     <wssp:CanonicalizationAlgorithm
       URI="http://www.w3.org/2001/10/xml-exc-c14n#"/>
     <!-- Require the custom header header1 to be signed --> 
     <wssp:Target>
       <wssp:DigestAlgorithm URI="http://www.w3.org/2000/09/xmldsig#sha1"/>
       <wssp:MessageParts
         Dialect="http://www.w3.org/TR/1999/REC-xpath-19991116"
         xmlns:wsse="http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/oasis-200401-wss-
           wssecurity-secext-1.0.xsd"
         xmlns:n="http://example.org">
         wsp:GetHeader(.)/n:header1
       </wssp:MessageParts>
     </wssp:Target>
     <!-- Require the system headers to be signed --> 
     <wssp:Target>
        <wssp:DigestAlgorithm URI="http://www.w3.org/2000/09/xmldsig#sha1"/>
           <wssp:MessageParts
              Dialect="http://www.bea.com/wls90/security/policy/wsee#part">
              wls:SystemHeaders()
           </wssp:MessageParts>
     </wssp:Target>
     <!-- Require the Timestamp header to be signed --> 
     <wssp:Target>
        <wssp:DigestAlgorithm URI="http://www.w3.org/2000/09/xmldsig#sha1"/>
        <wssp:MessageParts
          Dialect="http://www.bea.com/wls90/security/policy/wsee#part">
          wls:SecurityHeader(wsu:Timestamp)
        </wssp:MessageParts>
     </wssp:Target>
     <!-- Require the message body to be signed --> 
     <wssp:Target>
       <wssp:DigestAlgorithm URI="http://www.w3.org/2000/09/xmldsig#sha1"/>
       <wssp:MessageParts
         Dialect="http://schemas.xmlsoap.org/2002/12/wsse#part">
         wsp:Body()
       </wssp:MessageParts>
    </wssp:Target>
  </wssp:Integrity>
<wssp:MessageAge/>
</wsp:Policy>







50.6.5 例: SAML Holder-of-KeyによるSOAP本体の署名


この項の例は、holder-of-keyメソッドを使用してメッセージ本体に署名するようSAMLアサーション・プロバイダに要求するWS-Policy文です。「holder-of-key」サブジェクト確認が指定されたSAMLトークンは、リクエスト・メッセージの整合性を確保するために、受信側で信頼されていない可能性のあるX.509証明書をサブジェクトで使用できるようにすることを目的としたものです。

2つのSAML確認メソッド(sender-vouchesまたはholder-of-key)の詳細は、『Oracle WebLogic Serverセキュリティの理解』のWebLogic WebサービスでのSAMLトークン・プロファイルのサポートに関する項を参照してください。

Oracle WebLogic Server Webサービス・リファレンスのOracle WebLogic Serverセキュリティ・ポリシー・アサーションのリファレンスで、ポリシーの要素について詳しく説明しています。

この例では、次に注意してください。

	
Integrityは、SOAPメッセージの署名に使用するアルゴリズムやキーに加え、SOAPメッセージの一部または全体にデジタル署名することを指定します。


	
SignatureAlgorithmは、デジタル署名の計算に使用する暗号アルゴリズムを指定します。


	
CanonicalizationAlgorithmは、デジタル署名するSOAPメッセージの要素を標準化する(単純なまたは標準の形式で使用する)ために使用するアルゴリズムを指定します。指定できるのは、http://www.w3.org/2001/10/xml-exc-cl4n#のみです。


	
DigestAlgorithmは、SOAPメッセージの指定部分にデジタル署名する際に使用するダイジェスト・アルゴリズムを指定します。指定できるのは、http://www.w3.org/2000/09/xmldsig#sha1のみです。


	
MessagePartsは、署名されるべきSOAPメッセージの部分を指定します。この場合は本体です。


	
Dialectは、署名されるべきSOAPメッセージの部分の識別に使用される固有言語を指定します。


	
SupportedTokensは、デジタル署名で使用できる、サポートされているセキュリティ・トークンのリストを指定します。


	
SecurityTokenは、デジタル署名でサポートされているセキュリティ・トークンを指定します。

IncludeInMessageは、SOAPメッセージにトークンを含めるかどうかを指定します。有効な値はtrueまたはfalseです。<Integrity>アサーションで使用される場合、この属性のデフォルト値はtrueです。

TokenTypeは、セキュリティ・トークンのタイプを指定します。この場合、SAMLトークンを指定します。


	
Claimsは、特定のタイプのセキュリティ・トークンに関連付けられる追加メタデータ情報を指定します。SAMLトークンの場合、<ConfirmationMethod>子要素を定義して、SAML確認のタイプ(sender-vouchesまたはholder-of-key)を指定する必要があります。


	
ConfirmationMethodは、IDにSAMLトークンを使用する場合に使う確認メソッドのタイプ(sender-vouchesまたはholder-of-key)を指定します。

<Integrity>アサーション内の<ConfirmationMethod>アサーションを指定します。この確認メソッドのための<Integrity>アサーションにSAMLトークンを含める理由は、Webサービス・ランタイムで、sender-vouchesでは必要ないメッセージの整合性の証明が必要になるためです。




例 - SAML Holder-of-KeyメソッドによるSOAP本体の署名


<wsp:Policy
   xmlns:wsp="http://schemas.xmlsoap.org/ws/2004/09/policy"
   xmlns:wssp="http://www.bea.com/wls90/security/policy"
   xmlns:wsu="http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/oasis-200401-wss-
     wssecurity-utility-1.0.xsd"
   xmlns:wls="http://www.bea.com/wls90/security/policy/wsee#part"
   wsu:Id="saml-holder-of-key-signed">
  <wssp:Integrity>
     <wssp:SignatureAlgorithm
      URI="http://www.w3.org/2000/09/xmldsig#rsa-sha1"/>
     <wssp:CanonicalizationAlgorithm
      URI="http://www.w3.org/2001/10/xml-exc-c14n#"/>
     <wssp:Target>
       <wssp:DigestAlgorithm URI="http://www.w3.org/2000/09/xmldsig#sha1"/>
       <wssp:MessageParts
         Dialect="http://schemas.xmlsoap.org/2002/12/wsse#part">
         wsp:Body()
       </wssp:MessageParts>
     </wssp:Target>
     <wssp:SupportedTokens>
       <wssp:SecurityToken IncludeInMessage="true"
         TokenType="http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/oasis-2004-01-saml-
         token-profile-1.0#SAMLAssertionID">
         <wssp:Claims>
          <wssp:ConfirmationMethod>holder-of-key</wssp:ConfirmationMethod>
         </wssp:Claims>
       </wssp:SecurityToken>
     </wssp:SupportedTokens>
   </wssp:Integrity>
</wsp:Policy>







50.6.6 例: SAML Sender-Vouchesによる認証、署名および暗号化


この項の例は、sender-vouchesメソッドを使用してメッセージ本体およびヘッダーに署名するようSAMLアサーション・プロバイダに要求するWS-Policy文です。

sender-vouchesでは、(サブジェクトとは異なる)アサーション側がサブジェクトの検証を保証します。受信側がアサーション側との信頼関係を確立している必要があります。

2つのSAML確認メソッド(sender-vouchesまたはholder-of-key)の詳細は、『Oracle WebLogic Serverセキュリティの理解』のWebLogic WebサービスでのSAMLトークン・プロファイルのサポートに関する項を参照してください。

Oracle WebLogic Server WebLogic Webサービス・リファレンスのOracle WebLogic Serverセキュリティ・ポリシー・アサーションのリファレンスで、ポリシーの要素について詳しく説明しています。

この例では、次に注意してください。

	
Identityは、セキュリティ・トークンのタイプを指定します。


	
SupportedTokensは、デジタル署名で使用できる、サポートされているセキュリティ・トークンのリストを指定します。


	
SecurityTokenは、デジタル署名でサポートされているセキュリティ・トークンを指定します。

IncludeInMessageは、この属性の値が常にtrueであるため、<Identity>アサーションに使用された場合、明示的にfalseに設定されても、指定されません。

TokenTypeは、SAMLトークンを指定するためにセキュリティ・トークンのタイプを指定します。


	
Claimsは、特定のタイプのセキュリティ・トークンに関連付けられる追加メタデータ情報を指定します。SAMLトークンの場合、<ConfirmationMethod>子要素を定義して、SAML確認のタイプ(sender-vouchesまたはholder-of-key)を指定する必要があります。


	
ConfirmationMethodは、IDにSAMLトークンを使用する場合に使う確認メソッドのタイプ(sender-vouchesまたはholder-of-key)を指定します。


	
Integrityは、SOAPメッセージの署名に使用するアルゴリズムやキーに加え、SOAPメッセージの一部または全体にデジタル署名することを指定します(この例の場合は、本体とセキュリティ・ヘッダーの両方)。


	
SignatureAlgorithmは、デジタル署名の計算に使用する暗号アルゴリズムを指定します。


	
CanonicalizationAlgorithmは、デジタル署名するSOAPメッセージの要素を標準化する(単純なまたは標準の形式で使用する)ために使用するアルゴリズムを指定します。指定できるのは、http://www.w3.org/2001/10/xml-exc-cl4n#のみです。


	
Targetは、親要素によって異なる、暗号化または署名するSOAPメッセージの対象に関する情報をカプセル化します。子要素も、親要素によって異なります。

	
<Integrity>で使用される場合、<DigestAlgorithm>、<Transform>、<MessageParts>の子要素を指定できます。


	
<Confidentiality>で使用する場合は、<EncryptionAlgorithm>、<Transform>、および<MessageParts>子要素を指定できます。





	
DigestAlgorithmは、SOAPメッセージの指定部分にデジタル署名する際に使用するダイジェスト・アルゴリズムを指定します。指定できるのは、http://www.w3.org/2000/09/xmldsig#sha1のみです。


	
MessagePartsは、署名されるべきSOAPメッセージの部分を指定します。この場合は本体およびセキュリティ・ヘッダーです。


	
Dialectは、署名されるべきSOAPメッセージの部分の識別に使用される固有言語を指定します。


	
Confidentialityは、SOAPメッセージの暗号化に使用するアルゴリズムやキーに加え、SOAPメッセージの一部または全部を暗号化することを指定します。この例では、triple-DESを使用して、本体およびセキュリティ・ヘッダーを暗号化する必要があります。




例 - SAML Sender-VouchesメソッドによるSOAP本体とヘッダーの署名


<wsp:Policy
   xmlns:wsp="http://schemas.xmlsoap.org/ws/2004/09/policy"
   xmlns:wssp="http://www.bea.com/wls90/security/policy"
   xmlns:wsu="http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/oasis-200401-wss-
     wssecurity-utility-1.0.xsd"
   xmlns:wls="http://www.bea.com/wls90/security/policy/wsee#part"
   wsu:Id="samlPolicy-sender-vouches-signed-encrypted">
   <wssp:Identity>
     <wssp:SupportedTokens>
       <wssp:SecurityToken
         TokenType="http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/oasis-2004-01-
           saml-token-profile-1.0#SAMLAssertionID">
          <wssp:Claims>
            <wssp:ConfirmationMethod>
               sender-vouches
            </wssp:ConfirmationMethod>
          </wssp:Claims>
       </wssp:SecurityToken>
     </wssp:SupportedTokens>
   </wssp:Identity>
   <wssp:Integrity>
     <wssp:SignatureAlgorithm
        URI="http://www.w3.org/2000/09/xmldsig#rsa-sha1"/>
     <wssp:CanonicalizationAlgorithm
        URI="http://www.w3.org/2001/10/xml-exc-c14n#"/>
     <wssp:Target>
        <wssp:DigestAlgorithm
          URI="http://www.w3.org/2000/09/xmldsig#sha1"/>
        <wssp:MessageParts
          Dialect="http://schemas.xmlsoap.org/2002/12/wsse#part">
          wsp:Body()
        </wssp:MessageParts>
     </wssp:Target>
     <wssp:Target>
         <wssp:DigestAlgorithm
            URI="http://www.w3.org/2000/09/xmldsig#sha1"/>
         <wssp:MessageParts
             Dialect="http://www.bea.com/wls90/security/policy/wsee#part">
             wls:SecurityHeader(Assertion)
         </wssp:MessageParts>
       </wssp:Target>
   </wssp:Integrity>
   <wssp:Confidentiality>
      <wssp:KeyWrappingAlgorithm
        URI="http://www.w3.org/2001/04/xmlenc#rsa-1_5"/>
     <wssp:Target>
         <wssp:EncryptionAlgorithm
           URI="http://www.w3.org/2001/04/xmlenc#tripledes-cbc"/>
         <wssp:MessageParts
            Dialect="http://www.bea.com/wls90/security/policy/wsee#part">
            wls:SecurityHeader(Assertion)
         </wssp:MessageParts>
     </wssp:Target>
     <wssp:Target>
        <wssp:EncryptionAlgorithm
          URI="http://www.w3.org/2001/04/xmlenc#tripledes-cbc"/>
        <wssp:MessageParts
           Dialect="http://schemas.xmlsoap.org/2002/12/wsse#part">
           wsp:Body()
        </wssp:MessageParts>
     </wssp:Target>
     <wssp:KeyInfo/>
   </wssp:Confidentiality>
</wsp:Policy>









50.7 アウトバウンドWS-Securityの無効化


Oracle Web Services Managerのサービス・ポリシーを含む他のプロキシ(ローカル・プロキシなど)に転送されるプロキシ・サービスでは、アウトバウンドWS-Security処理が無効化されます。Service Busでは、この動作が自動的に行われ、doOutboundWssプロパティは使用されません。

詳細は、「ローカル・プロキシ・サービスでのOWSMセキュリティの使用」を参照してください。

この項の残り部分では、他の設計パターンでアウトバウンドWS-Security処理を無効にする方法について説明します。

使用頻度の少ない設計パターンには、プロキシ・サービスによるアウトバウンドWS-Security SOAPエンベロープの自動生成が回避され、XQuery式を使用してエンベロープを作成できるものがあります。この設計パターンを使用する場合、プロキシ・サービスによるアウトバウンドWS-Security SOAPエンベロープの自動生成を回避するには、$outboundメッセージ・コンテキスト変数の./ctx:security/ctx:doOutboundWss要素の値をxs:boolean("false")に設定するアクションをプロキシ・サービスのメッセージ・フローに作成する必要があります。このアクションは、次のいずれかの場所で作成できます。

	
パイプライン・ペアのリクエスト段階。「パイプラインへのパイプライン・ペアの追加方法」を参照してください。


	
ルート・ノードのリクエスト・アクション内。「コンソールでパイプラインにルート・ノードを追加する方法」を参照してください。




$outboundメッセージ・コンテキスト変数の詳細は、「メッセージ・コンテキスト」を参照してください。

状況によっては、アウトバウンド・メッセージ・レベルのセキュリティを無効にしてプロキシ・サービスを作成または変更したセッションをアクティブ化しようとすると、Oracle Service Busコンソールに検証エラーが表示されます(エラーのあるセッションはコミットできません)。アウトバウンド・メッセージ・レベルのセキュリティを無効にしているためにセッションの検証エラーが表示される場合は、Service Busの起動コマンドを変更して、次のシステム・プロパティをtrueに設定します: com.bea.wli.sb.security.wss.LaxOutboundWssValidation

次に、Service Busを再起動します。このプロパティをtrueに設定すると、Oracle Service Busコンソールにはエラーではなく警告が表示されます(警告メッセージが表示されるセッションはコミットできます)。

Service Busの今後のリリースで、アウトバウンド・メッセージ・レベルのセキュリティの無効化を容易にする方法が提供される予定です。











このガイドで説明する新機能


ここでは、Oracle Service Busの新機能と変更された機能、およびこのガイドに記載されているその他の重要な変更について紹介し、詳細情報へのリンクを提供します。

既知の問題のリスト(リリース・ノート)は、「Oracle SOA製品の既知の問題」(http://www.oracle.com/technetwork/middleware/soasuite/documentation/soaknownissues122120-3111966.html)を参照してください。









45 メタデータ・サービス・リポジトリを使用したデータの共有


JDeveloperを使用する場合、共通のメタデータ・サービス(Metadata Services: MDS)リポジトリを使用して、Service BusアプリケーションおよびSOA Suiteアプリケーション用に生成されたアーティファクトを格納および共有できます。このリポジトリを使用して、作成したアーティファクトのバックアップを作成し、デプロイされたアーティファクトを複数のサーバー、インスタンス、アプリケーションおよび製品の間で共有します。

この章の内容は次のとおりです。

	
Service BusおよびMDSリポジトリ


	
MDSリポジトリの管理


	
MDSリポジトリを使用したアーティファクトの共有


	
MDSリポジトリに格納されたアーティファクトの使用




MDSリポジトリの詳細は、Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発の設計時のMDSリポジトリを使用した共有データの管理に関する項を参照してください。

UDDIレジストリを使用してアーティファクトを共有することも可能です。詳細は、「UDDIレジストリの操作」を参照してください。





45.1 Service BusおよびMDSリポジトリ


MDSリポジトリは、Oracle Fusion Middlewareコンポーネントに関する情報を格納します。リポジトリはファイル・ベースまたはデータベース・ベースにできますが、いくつかの設計時アクティビティはファイル・ベースのリポジトリに対してのみ実行できます。

リポジトリ・タイプの完全な詳細は、Oracle Fusion Middlewareの管理のメタデータ・リポジトリの管理に関する項を参照してください。

ファイル・ベースの設計時MDSリポジトリおよび接続は、JDeveloperでService Busアプリケーションを作成するときに自動的に含まれます。この接続を変更して、既存の様々なリポジトリを指すか、新しい接続を作成して様々なリポジトリを指すことができます。操作の共有は、設計時のリポジトリに対して実行され、データベースに支持されたMDSリポジトリに対しては実行できません。

JDeveloperの「リソース」ウィンドウでは、MDSリポジトリに格納されているフォルダおよびアーティファクトを参照できます。フォルダの作成および削除、Service BusおよびSOA Suiteのアーティファクトの追加、インポートおよび削除、リポジトリに格納されたWSDLファイルからのService Busビジネス・サービスの生成も実行できます。「リソース」ウィンドウでは、リポジトリからのアーティファクトのエクスポート、リポジトリへのアーティファクトのインポートを、両方ともJARファイルの形式で実行できます。次の図に、「リソース」ウィンドウのMDSリポジトリのService Busコンポーネントを示します。


図45-1 MDSリポジトリのService Busアーティファクト

[image: 図45-1の説明が続きます]



MDSリポジトリの詳細は、Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発の設計時のMDSリポジトリ管理の概要に関する項を参照してください。







45.2 MDSリポジトリの管理


MDSリポジトリで一般的な管理タスク(ソース・データによるリポジトリのシード、あるリポジトリのコンテンツの別のリポジトリへの転送、フォルダの作成と削除、アーティファクトのインポートとエクスポートなど)を実行できます。

Oracle SOA SuiteによるSOAアプリケーションの開発の次の各項目では、リポジトリの管理に役立つ情報を提供します。

	
デフォルトのSOA-MDS接続へのソース・データの入力


	
/appsフォルダの下におけるサブフォルダの作成と削除


	
JARファイルへの/appsフォルダの選択内容のエクスポート


	
/appsフォルダへのJARファイルの内容のインポート


	
別のMDSリポジトリへの/appsフォルダの選択内容の転送










45.3 MDSリポジトリを使用したアーティファクトの共有


設計時のMDSリポジトリを使用してService Busのアーティファクト・タイプ(WSDL、WADL、JCA、JAR、相互参照、ドメイン値マップ、WSポリシー、XSD、XML、XSLT、MFLおよびXQueryの各ファイル)を共有できます。

これらのファイルは、他のService Busアプリケーションと共有できます。また、これらのアーティファクト・タイプの多くではSOA Suiteアプリケーションと共有できます。





45.3.1 Service BusアーティファクトをMDSリポジトリにパブリッシュする方法



プロジェクト・コンポーネントは、「SOA-MDS転送」ウィザードを使用して、MDSリポジトリにパブリッシュされます。このウィザードにアクセスするには、共有可能なコンポーネントを右クリックします。これらのコンポーネントは、他のService BusアプリケーションおよびSOA Suiteアプリケーションと共有できます。





始める前に





MDSリポジトリのアーティファクトを作業するには、JDeveloperからそのリポジトリに対する接続を作成する必要があります。手順については、「SOA-MDS接続の作成方法」を参照してください。

Service BusアーティファクトをMDSリポジトリにパブリッシュするには:

	
インポートするコンポーネントがJDeveloperエディタで開いていないことを確認します。また、コンポーネントが依存するファイル(XMLスキーマ・ファイルなど)をすべて閉じます。


	
JDeveloperのアプリケーション・ナビゲータで、MDSリポジトリにパブリッシュするコンポーネントを表示します。


	
コンポーネントを右クリックし、「Service Bus」を指し、「SOAデザインタイム・リポジトリにパブリッシュ」を選択します。

「SOA-MDS転送」ウィザードが表示され、パブリッシュするコンポーネントがリストされます。


	
「次へ」をクリックします。


	
「ターゲットの選択」ウィンドウで、Service Busコンポーネントをパブリッシュする場所にフォルダを展開します。


図45-2 「SOA-MDS転送ウィザード」 - 「ターゲットの選択」ウィンドウ

[image: 図45-2の説明が続きます]



	
新しいフォルダを追加するには、次の作業を実行します。

	
新しいフォルダを作成するフォルダを選択します。


	
「フォルダの作成」アイコンをクリックします。


	
新しいフォルダの名前を入力して「OK」をクリックします。

ツリーに新しいフォルダが表示されます。





	
MDSリポジトリに存在するコンポーネントまたはフォルダを検索するには、検索フィールドに名前の全部または一部を入力します。入力した下に結果が表示されます。


図45-3 「SOA-MDS転送ウィザード」 - 「ターゲットの検索」

[image: 図45-3の説明が続きます]



	
選択したコンポーネントのパブリッシュ先のフォルダを選択し、「次」をクリックします。


	
「依存性」ウィンドウで、MDSリポジトリにコピーするファイルを確認します。

このウィンドウには、コピーすることを選択したファイルおよびそのファイルが依存するファイルが表示されます。


図45-4 「SOA-MDS転送ウィザード」 - 「依存性」ウィンドウ

[image: 図45-4の説明が続きます]



	
MDSリポジトリの既存のファイルを上書きするには、「ドキュメントがターゲットMDSリポジトリに存在する場合は上書きします」を選択します。


	
「終了」をクリックします。


	
確認ダイアログで、「OK」をクリックします。

SOA-MDS接続でコピーしたファイルをJDeveloperの「リソース」ウィンドウに表示できるようになります。














45.4 MDSリポジトリに格納されたアーティファクトの使用


Service Busアプリケーションは、MDSリポジトリに格納されたアーティファクトを使用するとき、SOA Suiteアプリケーションが行うようなリポジトリのファイルの参照を行いません。かわりに、ファイルがService Busアプリケーションにインポートされます。

MDSリポジトリに格納されているアーティファクトは、JDeveloperの「リソース」ウィンドウから直接使用するか、「選択」ダイアログを使用してアーティファクト(WSDLファイルなど)を追加することで使用できます。「選択」ダイアログには、ビジネス・サービスやプロキシ・サービスなどのコンポーネントの作成と構成に使用するウィザードおよびエディタからアクセスします。





45.4.1 リソース・ブラウザを使用してMDSリポジトリのアーティファクトを使用する方法



リソース・ブラウザは、パイプライン、分割結合、プロキシ・サービスまたはビジネス・サービスを作成する際にベースとなるWSDLファイルを選択するときに、ほとんどの場合Service Busで起動されます。これは、「タイプ・チューザ」ダイアログでWSDLファイルまたはXMLファイルをインポートする場合、あるいはXSLTマップやXQueryマップをパイプライン・アクションにインポートする場合も表示されます。





始める前に





MDSリポジトリのアーティファクトを作業するには、JDeveloperからそのリポジトリに対する接続を作成する必要があります。手順については、「SOA-MDS接続の作成方法」を参照してください。

リソース・ブラウザを使用してアーティファクトを使用するには:




	Service Busコンポーネントの作成または構成でMDSリポジトリからファイルを選択する必要がある時点に到達したら、既存のファイルを選択できるアイコンをクリックします。

たとえば、WSDLドキュメントをベースにしてプロキシ・サービスを作成する場合、フィールドの右にある「WSDLの選択」をクリックします。


図45-5 「パイプライン・サービスの作成」ウィザードの「WSDLの選択」アイコン

[image: 図45-5の説明が続きます]





	「リソース・ブラウザ」の上部で、SOA-MDSを選択します。


図45-6 「リソース・ブラウザ」

[image: 図45-6の説明が続きます]





	「リソース・ブラウザ」の下部で、フォルダを展開して、使用するファイルを選択し、「OK」をクリックします。

「Service Busリソースのインポート」ウィザードが表示されます(Service Busでは、参照リポジトリ・ファイルのかわりにコピーするため)。




	ソース・ファイルの情報を確認し、必要な変更を行います。「次」をクリックします。
	「構成」ウィンドウで、インポートするアーティファクトがすべて選択されていることを確認します。「終了」をクリックします。

ファイルおよびその依存関係が現在のプロジェクトにインポートされ、ファイルの情報が適切なフィールドに入力されます。




	Service Busコンポーネントの作成または構成を続けます。








45.4.2 MDSリポジトリのアーティファクトをService Busプロジェクトに追加する方法



Service Busは、MDSリポジトリからサポートされているリソース・タイプのみを使用できます。Service Busリソースとして認識されるリソースは、Service Busプロジェクトにインポートできます。アーティファクトをインポートすると、Service Busは「Service Busリソースのインポート」ウィザードを起動し、選択したプロジェクトにリソースを追加します。





始める前に





MDSリポジトリのアーティファクトを作業するには、JDeveloperからそのリポジトリに対する接続を作成する必要があります。手順については、「SOA-MDS接続の作成方法」を参照してください。

リポジトリのアーティファクトをService Busプロジェクトに追加するには:




	「リソース」ウィンドウをJDeveloperで表示できない場合、「ウィンドウ」メニューをクリックし、「リソース」を選択します。
	「リソース」ウィンドウで、SOA-MDSおよびリポジトリ名(デフォルト名はSOA_DesignTimeRepository)を展開します。
	プロジェクトに追加するアーティファクトが見つかるまでフォルダを展開します。


ヒント:

かわりに、「リソース」ウィンドウの「検索」フィールドに名前全体または一部を入力し、Enterキーを押してそのアーティファクトを検索します。






	アーティファクトを右クリックし、「Service Bus」を指し、「リソースのインポート」を選択します。

「Service Busリソースのインポート」ウィザードが表示されます。




	ソース・ファイルの情報を検証して、インポートしたファイルの名前と場所に必要な変更を加えます。「次」をクリックします。
	「構成」ウィンドウで、インポートするアーティファクトがすべて選択されていることを確認します。「終了」をクリックします。

新しいリソースが指定した場所に追加され、Service Busプロジェクトで使用できるようになります。












45.4.3 MDSリポジトリのWSDLファイルからビジネス・サービスを作成する方法



MDSリポジトリのWSDLドキュメントからService Busのビジネス・サービスを生成できます。このオプションを選択すると、「ビジネス・サービスの作成」ウィザードが表示され、ビジネス・サービスの定義を追加できます。ビジネス・サービスが生成されると、XMLスキーマ・ファイルなどの依存関係とともに、WSDLファイルがService Busプロジェクトにインポートされます。





始める前に





MDSリポジトリのアーティファクトを作業するには、JDeveloperからそのリポジトリに対する接続を作成する必要があります。手順については、「SOA-MDS接続の作成方法」を参照してください。

MDSリポジトリのWSDLファイルからビジネス・サービスを作成するには:




	「リソース」ウィンドウをJDeveloperで表示できない場合、「ウィンドウ」メニューをクリックして、「リソース」を選択します。
	「リソース」ウィンドウで、SOA-MDSおよびリポジトリ名(デフォルト名はSOA_DesignTimeRepository)を展開します。
	ビジネス・サービスに使用するWSDLファイルが見つかるまでフォルダを展開します。


ヒント:

かわりに、「リソース」ウィンドウの「検索」フィールドに名前全体または一部を入力し、Enterキーを押してそのWSDLファイルを検索します。






	WSDLファイルを右クリックし、「Service Bus」を指し、「ビジネス・サービスの生成」を選択します。

「ビジネス・サービスの作成」ウィザードが表示されます。




	「サービス・アーティファクト・フォルダ」フィールドの横の「参照」をクリックし、WSDLファイルの追加先のプロジェクトまたはフォルダを参照して選択します。「選択」をクリックします。
	「ビジネス・サービスの作成」ウィザードで、「次」をクリックします。
	「サービスの作成」ウィンドウで、デフォルト値を受け入れるかまたは次の変更を行います。

	
サービスに割り当てたデフォルト名を変更します。


	
ビジネス・サービスの説明を追加します。


	
WSDLドキュメントから異なるポートを選択します。







	「次」をクリックします。
	「トランスポート」ウィンドウで、デフォルト値を受け入れるかまたは次の変更を行います。

	
新しい転送プロトコルを選択します。


	
エンドポイントURIを変更します。







	「終了」をクリックします。

新しいリソースが指定した場所に追加されます。




	「ビジネス・サービスの構成」の説明に従って、ビジネス・サービスの構成を続けます。








45.4.4 MDSリポジトリのWADLファイルからビジネス・サービスを作成する方法



MDSリポジトリのWADLドキュメントからService Busのビジネス・サービスを生成できます。このオプションを選択すると、「RESTバインディングの作成」ウィザードが表示され、RESTサービスを構成できます。ビジネス・サービスとWSDLファイルが生成され、XMLスキーマ・ファイルなどの依存関係とともに、WADLファイルがService Busプロジェクトにインポートされます。





始める前に





MDSリポジトリのアーティファクトを作業するには、JDeveloperからそのリポジトリに対する接続を作成する必要があります。手順については、「SOA-MDS接続の作成方法」を参照してください。

MDSリポジトリのWADLファイルからビジネス・サービスを作成するには:




	JDeveloperのアプリケーション・ナビゲータで、RESTビジネス・サービスを追加するアプリケーションを開き、そのサービスを配置するプロジェクトまたはフォルダを選択します。
	「リソース」ウィンドウを表示できない場合、「ウィンドウ」メニューをクリックして、「リソース」を選択します。
	「リソース」ウィンドウで、SOA-MDSおよびリポジトリ名(デフォルト名はSOA_DesignTimeRepository)を展開します。
	ビジネス・サービスに使用するWADLファイルが見つかるまでフォルダを開きます。


ヒント:

あるいは、「リソース」ウィンドウの「検索」フィールドに名前全体または一部を入力し、[Enter]を押してそのWADLファイルを検索します。






	WADLファイルを右クリックし、「Service Bus」を指し、「ビジネス・サービスの生成」を選択します。

RESTバインディングの作成ウィザードが表示されます。




	RESTバインディングの名前を入力します。
	「ベースURI」を入力します。これは、ビジネス・サービスのエンドポイントURIです。
	JSONペイロードをXMLスキーマ内の要素の順序に応じて並べ替えるように指定するには、「XMLSchemaの順序付けを強制」を選択します。
	残りの構成は、選択したWADLファイルに基づきます。「OK」をクリックします。

インポートするリソースがある場合は、「Service Busリソースのインポート」ウィザードが表示されます。




	オプションで、インポートするリソースの新しい名前とインポートの場所を指定します。
	「次」をクリックします。
	インポートするリソースの概要を確認して、「終了」をクリックします。

WADLファイル、WSDLファイルおよび従属リソースは、選択したプロジェクトの「リソース」フォルダに追加されます。ビジネス・サービスがプロジェクトに追加されます。




	「ビジネス・サービスの構成」の説明に従って、ビジネス・サービスの構成を続けます。








45.4.5 MDSリポジトリのWSDLファイルをRESTサービスとして公開する方法



MDSリポジトリのWSDLドキュメントからRESTビジネス・サービスおよびプロキシ・サービスを生成できます。このオプションを選択すると、「ビジネス・サービスの作成」ウィザードが表示され、続けて「RESTバインディングの作成」ウィザードが表示されます。Service Busサービスが生成され、XMLスキーマ・ファイルなどの依存関係とともに、WSDLファイルとWADLファイルがService Busプロジェクトにインポートされます。





始める前に





MDSリポジトリのアーティファクトを作業するには、JDeveloperからそのリポジトリに対する接続を作成する必要があります。手順については、「SOA-MDS接続の作成方法」を参照してください。

MDSリポジトリのWSDLファイルをRESTサービスとして公開するには:




	JDeveloperのアプリケーション・ナビゲータで、RESTサービスを追加するアプリケーションを開き、そのサービスを配置するプロジェクトまたはフォルダを選択します。
	「リソース」ウィンドウを表示できない場合、「ウィンドウ」メニューをクリックして、「リソース」を選択します。
	「リソース」ウィンドウで、SOA-MDSおよびリポジトリ名(デフォルト名はSOA_DesignTimeRepository)を展開します。
	RESTサービスとして公開するWSDLファイルが見つかるまでフォルダを開きます。


ヒント:

かわりに、「リソース」ウィンドウの「検索」フィールドに名前全体または一部を入力し、Enterキーを押してそのWSDLファイルを検索します。






	WSDLファイルを右クリックし、「Service Bus」を指し、「RESTとして公開」を選択します。

「ビジネス・サービスの作成」ウィザードが表示されます。




	「サービス・アーティファクト・フォルダ」フィールドの横で「参照」をクリックして、リソースおよびサービスを追加するプロジェクトまたはフォルダに移動してそれを選択します。「選択」をクリックします。
	「ビジネス・サービスの作成」ウィザードで、「次」をクリックします。
	「サービスの作成」ウィンドウで、デフォルト値を受け入れるかまたは次の変更を行い、「次」をクリックします。

	
サービスに割り当てたデフォルト名を変更します。


	
ビジネス・サービスの説明を追加します。


	
WSDLドキュメントから異なるポートを選択します。







	「トランスポート」ウィンドウで、デフォルト値を受け入れるかまたは次の変更を行います。

	
新しい転送プロトコルを選択します。


	
エンドポイントURIを変更します。







	「終了」をクリックします。

RESTバインディングの作成ウィザードが表示されます。




	オプションで、RESTサービスの新しい名前と説明を入力します。
	JSONペイロードをXMLスキーマ内の要素の順序に応じて並べ替えるように指定するには、「XMLSchemaの順序付けを強制」を選択します。
	新しいリソース・パスを入力するには、「リソース」セクションで「追加」アイコンをクリックします。
	必要に応じて、「操作バインディング」セクションの「HTTP動詞」列をダブルクリックして、メソッドを構成します。
	「OK」をクリックします。
	「ファイルのローカライズ」ダイアログが表示され、元のディレクトリ構造を維持する必要がない場合は、チェック・ボックスを選択解除して、「OK」をクリックします。
	「ビジネス・サービスの構成」の説明に従って、ビジネス・サービスの構成を続けます。
	「プロキシ・サービスの構成」の説明に従って、プロキシ・サービスの構成を続けます。








45.4.6 SOA-MDS接続を使用してプロジェクト概要ファイルを開く



JDeveloperでSOA-MDS接続を作成し、その接続を開いて、「リソース」ウィンドウからService Busプロジェクトのservicebus.sboverviewファイルまたはSOAコンポジット・アプリケーションのoverview.xmlファイルを開こうとすると、ファイルが正しくロードされない場合があります。これらのファイルを開くのは、アプリケーション・ナビゲータからのみとしてください。

Oracle MDSリポジトリについては、Oracle Fusion Middlewareの管理を参照してください。















第VIII部 セキュリティ


この部の各章では、Service BusおよびService Busが処理するメッセージを保護する方法を説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

	
Oracle Service Busセキュリティの理解


	
Oracle Service Busセキュリティに関するFAQ


	
ビジネス・サービスとプロキシ・サービスの保護


	
Webサービスのメッセージ・レベルでのセキュリティの構成


	
トランスポート・レベルのセキュリティの構成


	
Oracle Web Services Managerを使用したOracle Service Busのセキュリティ


	
WS-PolicyによるOracle Service Busプロキシ・サービスおよびビジネス・サービスの保護


	
Oracle Service BusでのSAMLの使用


	
カスタム認証の構成


	
.Net 2.0とメッセージ・レベルのセキュリティの定義方法





関連情報




Service Busでは、より高度なセキュリティ・サービスの基盤として、Oracle WebLogicセキュリティ・フレームワークを使用します。これには、認証、IDアサーション、認可、ロール・マッピング、監査および資格証明マッピングなどが含まれます。Oracle WebLogicセキュリティについては、このドキュメントに加えて次のドキュメントを参照してください。

	
Oracle WebLogic Serverのセキュリティの理解


	
Webサービスの管理


	
Oracle WebLogic Server本番環境の保護


	
Oracle WebLogic Serverセキュリティの管理


	
Oracle WebLogic Serverロールおよびポリシーによるリソースの保護












44 リソースおよび構成のインポートとエクスポート


Service Busには、JDeveloperまたはOracle Service Busコンソールからリソースをインポートおよびエクスポートする方法、およびコマンド行からリソースをエクスポートする方法が複数用意されています。また、Fusion Middleware Control Consoleを対象としたインポートおよびエクスポートも可能です。この章では、JDeveloperおよびOracle Service Busコンソールを使用してリソースをインポートおよびエクスポートする方法、ならびにコマンド行を使用してエクスポートする方法を説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
リソースのインポートとエクスポートについて


	
JDeveloperでのリソースのインポートとエクスポート


	
Oracle Service Busコンソールでのリソースのインポートとエクスポート


	
オフラインでのService Bus構成のエクスポート




Fusion Middleware Controlを使用したプロジェクトのインポートとエクスポートの詳細は、『Oracle Service Busの管理』のOracle Service Busリソースのインポートとエクスポートに関する項を参照してください。





44.1 リソースのインポートとエクスポートについて


Service Busには、インポート機能とエクスポート機能が用意されていて、Service Busのプロジェクトおよびリソースをドメイン間および開発ツール間で移動する際に役に立ちます。

たとえば、開発からテストに移行するとき、プロジェクトを開発環境からエクスポートし、テスト環境にインポートできます。共有リソースを本番環境で変更する場合、エクスポート機能とインポート機能を使用して、各サーバーのリソースを更新できます。これらのプロセスでは、ステージング環境とテスト環境から本番環境へのリソース構成の規則的なプロモーションがサポートされます。

また、リソースをエクスポートしてインポートすることによって、JDeveloperとOracle Service Busコンソールの間で移動できます。たとえば、JDeveloperでJCAアダプタ・ファイル、WADLファイルなど特定のアーティファクトを作成するとします。Oracle Service Busコンソールのプロジェクトでこれらのアーティファクトを使用するには、これらをJDeveloperからエクスポートしてコンソールにインポートすることによって、これらのアーティファクト間のすべての参照が維持されます。

既存のソース・コード・コントロール・システムと構成JARファイルを組み合せると、Service Bus構成のバージョン管理および変更管理を行うことができます。





44.1.1 リソースのエクスポートについて


Service Busのプロジェクト全体または特定のリソースのみをエクスポートできます。エクスポート・プロセスによって、構成JARファイルが作成され、これをJDeveloper、Oracle Service BusコンソールまたはFusion Middleware Controlの個別のインスタンスにインポートできます。プロジェクト・レベルでエクスポートする場合、現在のインスタンスの1つ以上のプロジェクトを選択してエクスポートできます。「Service Busリソースのエクスポート」ウィザードでは、プロジェクト、フォルダおよびリソースがツリー・ビューに表示されますが、コンポーネントはプロジェクト・レベルでのみ選択できます。リソース・レベルでエクスポートする場合、プロジェクトを開いて、エクスポートする個々のリソースを表示して選択できます。検証エラーを回避するために、エクスポート用に選択したリソースに関するすべての依存関係を自動的に含めることも選択できます。

Oracle Service Busコンソールで、セッション内またはセッション外で作業していても、プロジェクトとリソースをエクスポートできます。セッション内でエクスポートする場合、リソースはセッション・リソースおよび構成が不完全または競合する場合があります。セッション外でエクスポートする場合、エクスポートできるリソースは、アクティブ化されたリソースになります。

Service Busでは、コンソール用に作成したユーザー、グループまたはロールはエクスポートできません。また、WebLogic Server Administration Consoleで作成した資格証明マップやその他のセキュリティ・プロバイダ・データもエクスポートできません。このデータをエクスポートするには、かわりにWebLogic Server管理コンソールを使用します。『Oracle WebLogic Serverセキュリティの管理』のセキュリティ・データの移行に関する項を参照してください。





44.1.1.1 エクスポート時のデータ暗号化


Service Busのプロジェクトまたはリソースを構成JARファイルにエクスポートするとき、サービス・アカウント、サービス・キー・プロバイダ、UDDIレジストリ、JNDIプロバイダおよびSMTPサーバーの各リソースにあるユーザー名およびパスワード・データを暗号化できます。このJARファイルをインポートする場合、正しいパスワードを指定しないかぎり、暗号化したユーザー名およびパスワード・データを含むリソースはインポートされません。JARファイル内の他の暗号化されていないリソースは、パスワードを指定せずにインポートできます。

各サービス・アカウントに対し、そのサービス・アカウントに格納されていたデータの種類に応じて、ユーザー名およびパスワードまたはローカル・ユーザーからリモート・ユーザーへのマッピングがエクスポートされます。各サービス・キー・プロバイダに対しては、PKI資格証明マッピング・プロバイダからのキー・ペア・バインディングのエイリアスがエクスポートされます。秘密鍵、資格証明またはキー・ストアのその他のデータはエクスポートされません。キー・ストアのデータは、キー・ストアのベンダーが提供するツールを使用してエクスポートする必要があります。









44.1.2 リソースのインポートについて


Service Busプロジェクト全体、または別のService Busドメインから以前にエクスポートされた構成JARファイルおよびリソース構成ファイルに含まれる特定のリソースのみをインポートできます。エクスポートされたデータの一部だけをインポートするように選択することもできます。インポート先システムにリソースがすでに存在する場合は更新されます。存在しない場合は、新たに作成されます。リソースの削除は、インポートするJARがプロジェクト全体のJARであり、インポートするJARファイルに存在しないリソースがインポート先システムの同じプロジェクトに存在する場合にのみ行われます。他のプロジェクトにあるリソースは削除されません。

Service Busでは、プロジェクト・レベルでエクスポートされたService Busリソースであっても、リソース・レベルでインポートできます。たとえば、プロジェクト全体のJARファイルにエクスポートしたシステム・リソースを、インポート時に選択解除できます。構成をエクスポートする場合、ユーザー、グループ、または証明書はエクスポートできません。このため、エクスポートされた構成をインポートするときに、再度これらのオブジェクトを作成する必要があります。





44.1.2.1 インポート・パフォーマンスの改善


Service Busプロジェクトをインポートする場合、インポートしたリソースに対していくつかの検証が行われます。インポートする構成JARファイルのサイズに応じて、この検証が原因でインポート・プロセスの速度が遅くなる可能性があります。デフォルトでは、Service Busは、インポート中に4つの検証スレッドを並行して処理します。パフォーマンスを改善するために、検証に使用できるスレッド数を制御できます。このためには、Service Busサーバー起動スクリプトで次の引数をJavaオプションに追加します(使用する最大スレッド数をno_of_threadsに代入します)。


-Doracle.osb.config.parallelism=no_of_threads


これで、Oracle Service BusコンソールおよびFusion Middleware Controlに対してスレッド数が設定されます。JDeveloperに対してこの値を設定するには、MW_HOME/jdeveloper/jdev/binにあるjdev.confファイルに引数を追加します。







44.1.2.2 サービス・アカウントまたはサービス・キー・プロバイダのインポート


インポートするJARファイルがAquaLogic Service Bus 3.0以降で作成され、サービス・アカウントまたはサービス・キー・プロバイダが含まれる場合、これらのリソースをユーザー名、パスワード、ローカル・ユーザーからリモート・ユーザーへのマッピングおよびそれらに含まれるキー・ペア・バインディングへのエイリアスとともにインポートできます。

各サービス・キー・プロバイダについて、キー・ペア・バインディングへのエイリアスがPKI資格証明マッピング・プロバイダにインポートされます。このデータがエクスポート時に暗号化された場合は、データの暗号化に使用したパスワードを入力する必要があります。パスワードがわからない場合でも、暗号化されていない他のすべてのリソースはインポートできます。

サービス・アカウントまたはサービス・キー・プロバイダをインポートするときに、対応する同じ名前のリソースがドメインにすでに存在する場合は、インポートされるリソースによってドメインのリソースが上書きされます。ドメインに存在するリソースが現在のセッション中に変更された場合でも同様です。ただし、インポート中にセキュリティ設定を保持することを指定した場合を除きます。詳細は、「インポート時のセキュリティ構成の保持」を参照してください。







44.1.2.3 インポート時の操作設定の保持


操作値には、グローバル操作設定と、個々のコンポーネント用の操作設定の2種類があります。グローバル操作設定は、他のリソースと同様にインポートされますが、インポート時に「操作値の保持」を選択することで、インポート中のドメインで操作設定を保持して、インポート中に設定が上書きされないようにすることができます。Preserve Operational Valuesが指定されていない場合は、インポートするJARファイルの値がドメインに設定されます。







44.1.2.4 インポート時のセキュリティ構成の保持


関連付けられているセキュリティ構成データを失うことなく、Service Busリソースをエクスポートおよびインポートできます。インポートおよびエクスポートのウィザードでは、インポートするシステムの既存のセキュリティ構成を保持するかまたは既存の構成をインポートするリソースの構成で上書きするかを指定できます。これは、インポートするリソースがインポートするシステムにすでに存在していて、これらの既存のリソースを更新する場合のみ問題になります。

たとえば、資格証明をステージング領域で構成し、この資格証明を含むプロジェクトをエクスポートして、プロダクション環境でそのプロジェクトをインポートするとします。プロジェクトをエクスポートする場合、セキュリティ構成は、Service Busの構成JARファイルに含まれています。次に、プロジェクトをターゲット・システムにインポートする場合、セキュリティの処理は、インポートするリソースがターゲット・システムにすでに存在しているかどうかによって異なります。

	
インポートするリソースが新規、つまりJARファイルには存在しているがターゲット・システムには存在していない場合、そのリソースはJARファイルのセキュリティ構成を使用します。


	
インポートするリソースがインポートのターゲット・サーバーとJARファイルの両方に存在する場合、そのリソースは指定したセキュリティ構成を使用します。ターゲット・システムの既存のセキュリティ構成を保持するかまたはこれをJARファイルの構成で上書きできます。




インポート中に選択したオプションによって、インポートするシステムのリソースのセキュリティ構成のどの側面をインポート中に保持するかを決定できます。これらのオプションは、プロジェクト・レベルのエクスポートと個別リソースのエクスポートの両方で作成されたJARファイルをインポートするときに同じように機能します。インポート中のセキュリティ・オプションを次に示します。

	
セキュリティおよびポリシーの構成を保持


	
資格証明の保持


	
アクセス制御ポリシーを保持




WebLogic Server (WLS)ポリシーを使用するように構成されたサービスをインポートする場合、WLSポリシーのサポートは非推奨になっているため、これらのポリシーを編集できないことに注意してください。Oracle Web Services Managerポリシーでこれらのサービスを再構成する必要があります。





44.1.2.4.1 セキュリティおよびポリシーの構成の保持


「セキュリティおよびポリシーの構成を保持」を選択すると、インポートするシステムにあるリソースの次の構成パラメータが保持されます。インポートされるリソースの構成は保持されません。

	
プロキシ・サービスのセキュリティおよびポリシーの構成:

	
サービス・キー・プロバイダへの参照。


	
「ポリシー」タブを使用してサービスに直接バインドされているポリシーのセット。サービスでWSDLベースのポリシーを使用している場合、WSDLドキュメント自体が更新される場合があり、サービスがWSDLドキュメントを反映する必要があるため、ポリシーは保持されません。


	
「WS-Securityヘッダーの処理」オプションの状態。


	
メッセージ・レベルのカスタム認証の構成。





	
プロキシ・サービスのトランスポート固有のセキュリティ構成:

	
HTTPの場合は、HTTPSフラグおよび認証モード(匿名、基本、クライアント証明書またはカスタム・トークン)。


	
JMSの場合は、JMSおよびJNDIサービス・アカウント。


	
電子メールおよびFTPの場合は、サービス・アカウント参照。


	
SFTPの場合は、認証構成。





	
ビジネス・サービスのセキュリティおよびポリシーの構成:

	
WS-Policyのバインディング。


	
「呼出し元のサブジェクトを渡す」の設定


	
アウトバウンドWS-Securityのサービス・アカウントへの参照。





	
ビジネス・サービスのトランスポート固有のセキュリティ構成:

	
HTTPの場合は、認証モード(匿名、基本またはクライアント証明書)およびサービス・アカウント参照。


	
JMSの場合は、JMSおよびJNDIサービス・アカウントへの参照。


	
FTP、EJB、Tuxedo、およびDSPの場合は、サービス・アカウント参照。


	
SFTPの場合は、認証構成。













44.1.2.4.2 資格証明の保持


「資格証明の保持」を選択すると、インポートするシステムにあるリソースの次の資格証明が保持されます。インポートされるリソースの構成は保持されません。

	
サービス・キー・プロバイダのPKI資格証明。

PKI資格証明マッピング・プロバイダは、デジタル署名や暗号化およびアウトバウンドSSL認証に使用できる鍵ペアにサービス・キー・プロバイダをマップします。


	
サービス・アカウントのユーザー名とパスワード。


	
SMTPサーバー、JNDIプロバイダおよびUDDIレジストリのユーザー名とパスワード。










44.1.2.4.3 アクセス制御の保持


「アクセス制御ポリシーの保持」を選択すると、インポート・プロセス中にインポートするシステムにあるプロキシ・サービスのすべてのアクセス制御ポリシーが保持されます。インポートされるプロキシ・サービスのアクセス制御ポリシーは保持されません。









44.1.2.5 インポート後の環境値のカスタマイズ


このカスタマイズ機能を使用して、インポートされたリソースをアクティブ化する前に新しいドメインに合せて調整できます。構成ファイルを使用すると、インポート機能と検索および置換機能を一緒に使用して、リソースに対する環境に固有の属性をグローバルに変更できます。これは、複雑なデプロイメント・シナリオで必要とされる、構成の慎重な調整作業にかわる機能を意味するわけではありません。

サービス・エンドポイントURI、ディレクトリ名およびセキュリティ構成に加え、Service Bus構成には、新しい環境で正しく動作するように更新する必要のある設定が含まれていることがあります。通常、次の項目は更新が必要です。

	
他のService Busリソースへのサービス参照。


	
プロキシ・サービスURLまたはビジネス・サービスURLのJMSキューおよび接続ファクトリ。


	
パイプラインのルーティングの宛先。


	
ビジネス・サービスおよびプロキシ・サービスのエンドポイントURI。


	
ビジネス・サービスのロード・バランシング設定。


	
ポーリングする特定のプロキシ・サービスおよびビジネス・サービスのトランスポート構成のディレクトリ名。




構成ファイルの詳細は、『Oracle Service Busの管理』のOracle Service Bus環境のカスタマイズに関する項を参照してください。











44.2 JDeveloperでのリソースのインポートとエクスポート


Service Busでは、様々なソースとの間でインポートおよびエクスポートを実行できます。その後のインポート処理を行うためにService Busリソースを構成JARファイルにエクスポートできます。また、実行中のWebLogic Serverにリソースを直接エクスポートできます。

Service Busインスタンス、Service Busリソースを含むZIPファイルまたはService BusリソースがあるURLから以前エクスポートされた構成JARファイルからリソースをインポートできます。UDDIレジストリのリソースにもアクセスできます。これは、「UDDIレジストリの操作」を参照してください。


警告:

エクスポートを実行する前に、エクスポートするすべてのリソースを必ず保存してください。インポートを実行する前に、インポート先のアプリケーションのすべてのファイルを必ず保存してください。







44.2.1 Oracle JDeveloperで構成JARファイルにリソースをエクスポートする方法



JDeveloperからService Busリソースをファイルにエクスポートするとき、Service Busでは、後で異なるService BusインスタンスにインポートできるJARファイルを生成します。プロジェクト全体をエクスポートする場合、概要ファイル(servicebus.sboverview)はエクスポートに含まれませんが、プロジェクトを再インポートするときに再生成されます。

JDeveloperで構成JARファイルにリソースをエクスポートするには:




	Service Busアプリケーションを開いた状態で、アプリケーション・ナビゲータを右クリックし、「エクスポート」を選択します。
	「エクスポート」ダイアログで、「Service Busリソース」を選択し、「OK」をクリックします。

「Service Busリソースのエクスポート」ウィザードが表示されます。




	「タイプ」ページで、「構成Jar」を選択し、「次」をクリックします。

選択したソースに含まれているリソースのリストが表示されます。




	「エクスポート・レベル」フィールドで、「プロジェクト」を選択してプロジェクト全体をエクスポートするかまたは「リソース」を選択して個別のリソースをエクスポートします。
	リソースのリストを展開し、エクスポートするリソースのみが選択されていることを確認します。
	リソース・レベル・エクスポートの場合、「依存関係を含める」を選択して、選択したリソースが参照する追加のリソースをエクスポートします。チェック・ボックスをクリアして、選択したリソースのみをエクスポートします。
	生成される構成JARファイルのパスおよびファイル名を入力します。
	エクスポートされるリソースの機密データを暗号化するには、「機密データの保護」を選択し、「パスフレーズ」フィールドおよび「パスフレーズの確認」フィールドでファイルをロック解除するためのパスワードを入力します。

詳細は、「エクスポート時のデータ暗号化」を参照してください。




	「終了」をクリックします。

Service Busは、指定した場所に構成JARファイルを生成します。












44.2.2 Oracle JDeveloperでサーバーにリソースをエクスポートする方法



Service Busリソースをサーバーに直接エクスポートするとき、Service Busは、後でインポートできる構成JARファイルを生成しません。リソースをエクスポートし、指定したWebLogicサーバーに直接インポートします。

Service BusおよびJDeveloperでは現在、Oracle Cloudサーバーへの直接デプロイをサポートしています。

サーバーにエクスポートする前に、サーバーは、JDeveloperでアプリケーションの接続を定義する必要があります。これを行わないと、リストから選択できません。アプリケーション・サーバー接続を作成するには「アプリケーション・サーバー接続の作成方法」を参照してください。

JDeveloperでサーバーにリソースをエクスポートするには:

	
Service Busアプリケーションを開いた状態で、アプリケーション・ナビゲータを右クリックし、「エクスポート」を選択します。


	
「エクスポート」ダイアログで、「Service Busリソース」を選択し、「OK」をクリックします。

「Service Busリソースのエクスポート」ウィザードが表示されます。


	
「タイプ」ページで、「サーバー」を選択します。


	
「次へ」をクリックします。

選択したソースに含まれているリソースのリストが表示されます。


	
「エクスポート・レベル」フィールドで、「プロジェクト」を選択してプロジェクト全体をエクスポートするかまたは「リソース」を選択して個別のリソースをエクスポートします。


	
リソースのリストを展開し、エクスポートするリソースのみが選択されていることを確認します。


	
リソース・レベル・エクスポートの場合、「依存関係を含める」を選択して、選択したリソースが参照する追加のリソースをエクスポートします。チェック・ボックスをクリアして、選択したリソースのみをエクスポートします。


	
「サーバー」フィールドで、リソースのエクスポート先のサーバーのアプリケーション・サーバー接続を選択します。


ヒント:

接続先のサーバーが実行中でない場合、ウィンドウの下部にある「サーバーの起動」をクリックして起動します。




	
「セッション」フィールドで、インポートされるリソースと関連付けるセッションの名前を入力します。


	
Oracle Cloudサーバーにデプロイする場合、「クラウド・サーバーへのエクスポート」オプションが選択されていることを確認します。


	
「次へ」をクリックします。


	
クラウド以外のサーバーにエクスポートする場合は、次のとおり実行します。

	
リソースのリストを展開し、インポートするリソースのみが選択されていることを確認します。


	
従属リソースを自動的にインポートするには、「依存関係を含める」を選択します。





注意:

Oracle Cloudサーバーにエクスポートする場合、リソースのリストは表示されません。この手順はスキップできます。




	
インポートするリソースから保持する環境設定またはセキュリティ設定を選択します。

これらの設定の詳細は、「インポート時のセキュリティ構成の保持」およびJDeveloperが提供するオンライン・ヘルプを参照してください。


	
次の作業を実行し、セッションを構成します。

	
Oracle Service Busコンソールでセッションを作成してアクティブ化するには、「パブリッシュ後にセッションをアクティブ化」を選択し、セッションの説明を入力します。


	
インポートによって競合が発生した場合またはセッションをアクティブ化できない場合にセッションを廃棄するには、「アクティブ化に失敗した場合にセッションを破棄」を選択します。


注意:

Oracle Cloudサーバーへのデプロイ時にアクティベーションに失敗した場合、セッションは常に破棄されます。







	
構成ファイルを指定して環境値の更新に使用するには、「デプロイメント・カスタマイズ・ファイル」フィールドの横の「参照」をクリックし、使用するファイルに移動して選択します。


	
「終了」をクリックします。

選択したリソースが指定したサーバーにパブリッシュされます。












44.2.3 JDeveloperでリソースをインポートする方法



以前エクスポートした構成JARファイル、アーカイブされたZIPファイル、URLなど様々なソースからService Busをインポートできます。URLからリソースをインポートする場合、ファイル・システム、MDSリポジトリ、現在のアプリケーション、アプリケーション・サーバー、プロジェクト・ライブラリ、UDDIレジストリ、WSILソースなど、リソースの複数のソースを参照できます。使用可能なソースは、インポートするリソースのタイプによって異なります。

新しいService Busプロジェクトをインポートする場合、Service Busは、プロジェクト概要ファイルを生成し、すべての派生Service BusリソースをService Bus概要エディタの図に追加します。インポートによって既存のService Busプロジェクトが更新される場合、新しいリソースまたは更新されたワイヤリングによって概要図も更新されます。インポートするファイルに含まれているシステム・リソースは、「アプリケーション・リソース」パネルの「Service Busシステム・リソース」フォルダに追加されます。システム・リソースは、アプリケーション・フォルダの「システム」フォルダにあります。


警告:

アーカイブされたZIPファイルをインポートするとき、ZIPファイルのXQueryリソースのファイル拡張子は、以前のバージョンのデフォルトの拡張子だった.xqueryではなく.xqyである必要があります。拡張子は、構成JARファイルをインポートするときに自動的に更新されます。



JDeveloperでリソースをインポートするには:




	Service Busアプリケーションを開いた状態で、アプリケーション・ナビゲータを右クリックし、「インポート」を選択します。
	「インポート」ダイアログで、「Service Busリソース」を選択し、「OK」をクリックします。

「Service Busリソースのインポート」ウィザードが表示されます。




	「タイプ」ページで、次のソースの1つを選択してインポートします。

	
構成Jar


	
URLからのリソース


	
zip圧縮リソース







	「次」をクリックします。

「ソース」ページに表示されるオプションは、前の選択によって異なります。




	次のいずれかを行います。

	
「構成Jar」を選択した場合、インポートするService Bus JARファイルの名前を参照して選択します。


	
「URLからのリソース」を選択した場合、オプションのリストからリソース・タイプを選択し、リソースのURLを参照して選択し、リソース名を指定します。


	
「zip圧縮リソース」を選択した場合、インポートするリソースを含むZIPファイルの名前を参照して選択します。







	「次」をクリックします。

選択したソースに含まれるリソースのリストが、それぞれに対して実行される操作のタイプ(作成、更新または削除)とともに表示されます。




	リソースのリストを展開し、インポートするリソースのみが選択されていることを確認します。


警告:

削除とマークされたリソースをすべて確認し、これらを削除することを確認します。これらを削除しない場合、そのチェック・ボックスをクリアします。






	構成JARファイルをインポートしている場合、次のいずれかを実行します。

	
従属リソースを自動的にインポートするには、「依存関係を含める」を選択します。


	
インポートするソースがパスワードで保護されている場合、「パスフレーズ」フィールドにパスワードを入力します。


	
インポートするリソースから保持する環境設定またはセキュリティ設定を選択します。

これらの設定の詳細は、「インポート時のセキュリティ構成の保持」およびJDeveloperが提供するオンライン・ヘルプを参照してください







	「終了」をクリックします。

選択したリソースがインポートされ、アプリケーション・ナビゲータに表示されます。














44.3 Oracle Service Busコンソールでのリソースのインポートとエクスポート


Service Busのインポート機能を使用すると、Service Busインスタンス、Service Busリソースを含むZIPファイルまたはService BusリソースがあるURLから以前エクスポートされた構成JARファイルからインポートできます。

UDDIレジストリからのインポートおよびここへのパブリッシュも可能です。これは、「UDDIレジストリの操作」を参照してください。


警告:

エクスポートを実行する前に、エクスポートするすべてのリソースを必ず保存してください。インポートを実行する前に、インポート先のアプリケーションのすべてのファイルを必ず保存してください。







44.3.1 コンソールで構成JARファイルにリソースをエクスポートする方法



Oracle Service BusコンソールからService Busリソースをエクスポートするとき、Service Busは、後で異なるService BusインスタンスにインポートできるJARファイルを生成します。

コンソールで構成JARファイルにリソースをエクスポートするには:




	プロジェクト・ナビゲータで、次のいずれかを実行します。

	
すべてのプロジェクトを選択してエクスポートするには、「リソース」ツールバーで「エクスポート」をクリックするかまたは「すべてのプロジェクト」を右クリックして「エクスポート」を選択します。


	
特定のプロジェクトを選択してエクスポートするには、そのプロジェクトを選択してこれを右クリックします。表示されたメニューから「エクスポート」を選択します。




エクスポート可能なリソースのリストとともに「リソースのエクスポート」ダイアログが表示されます。




	「コンテンツのエクスポート」で、「プロジェクト」を選択してプロジェクト全体をエクスポートするかまたは「リソース」を選択して個別のリソースをエクスポートします。
	リソースのリストを展開し、エクスポートするリソースのみが選択されていることを確認します。
	リソース・レベル・エクスポートの場合、「リソースの依存関係を含める」を選択して、選択したリソースが参照する追加のリソースをエクスポートします。チェック・ボックスをクリアして、選択したリソースのみをエクスポートします。
	エクスポートされるリソースの機密データを暗号化するには、「機密データの保護」を選択し、「パスフレーズ」フィールドおよび「パスフレーズの確認」フィールドでファイルをロック解除するためのパスワードを入力します。

詳細は、「エクスポート時のデータ暗号化」を参照してください。




	「エクスポート」をクリックします。
	「ファイルのダウンロード」ダイアログで、「保存」をクリックし、構成JARファイルの場所とファイル名を指定し、「保存」を再度クリックします。

Service Busは、指定した場所に構成JARファイルを生成します。












44.3.2 コンソールで構成JARファイルからリソースをインポートする方法




注意:

前のバージョンからXQueryリソースを含む構成JARファイルをインポートすると、リソースのファイル拡張子は.xqueryから.xqyに自動的に更新されます。前のバージョンのデフォルトの拡張子は.xqueryでした。



コンソールでJARファイルからリソースをインポートするには:




	次のいずれかを行います。

	
プロジェクト・ナビゲータで、「すべてのプロジェクト」を右クリックし、「インポート」を指し、「構成Jar」を選択します。


	
「リソース」ツールバーで「インポート」アイコンをクリックします。







	「構成Jarのインポート」ウィザードで、インポートするJARファイルを参照して選択します。
	「次」をクリックします。

選択したソースに含まれるリソースのリストが、それぞれに対して実行される操作のタイプ(作成、更新または削除)とともに表示されます。




	リソースのリストを展開し、インポートするリソースのみを選択します。デフォルトでは、すべてのリソースが選択されます。


警告:

削除とマークされたリソースをすべて確認し、これらを削除することを確認します。これらを削除しない場合、そのチェック・ボックスをクリアします。






	従属リソースを自動的にインポートするには、「依存関係を含める」を選択します。
	インポートするソースがパスワードで保護されている場合、「パスフレーズ」フィールドにパスワードを入力します。
	インポートするリソースから保持する詳細設定のいずれかを選択します。次のいずれかを保持できます。

	
セキュリティおよびポリシーの値


	
資格証明


	
アクセス制御ポリシー


	
環境変数値


	
操作設定




詳細は、「インポート時のセキュリティ構成の保持」およびコンソールが提供するオンライン・ヘルプを参照してください。




	「インポート」をクリックします。

選択したリソースがプロジェクト・ナビゲータに表示されます。「構成Jarのインポート」ウィザードに、インポートのサマリーおよびインポートされたリソースのエラーが表示されます。




	インポート・プロセス中に削除されたすべてのリソースを表示するには、「削除されたリソース」タブをクリックします。
	別のJARファイルをインポートするには、「別のインポートを行う」をクリックし、上記手順を繰り返します。そうしない場合、「閉じる」をクリックします。








44.3.3 コンソールでZIPファイルからリソースをインポートする方法



ZIPファイルをインポートするとき、ZIPファイル内の各ファイルは多くの場合はリソースであり、Service Busはファイル拡張子によって各ファイルのリソースの種類を識別します。各リソースにはService Busのデフォルトの拡張子がありますが、これらのリソースを記述する追加の拡張子がある場合、ZIPファイルをインポートするときにこれらの拡張子マッピングを定義できます。1つの拡張子は、1つのファイル・タイプにのみ関連付けることができます。

インポート・プロセス中、Service BusがそのZIPファイルの内容をスキャンし、リソースの種類を各ファイルに関連付けます。拡張子を持たないファイル、またはマップ内に定義されていない拡張子を持つファイルは「不明」とみなされ、自動的にロードの対象から外されます。拡張子を確認できたファイルでは、拡張子を省いたファイル名がリソースの名前になります。Zipファイルのフォルダ構造は、対象のプロジェクトまたはフォルダ内に再作成されます。

WSDLドキュメントやXMLスキーマなどのリソースでは、依存リソースのツリー全体を定義できます。一括ロード機能を使用すると、一連のリソースをまとめてアップロードでき、依存関係を手動で解決する必要がありません。


警告:

アーカイブされたZIPファイルをインポートするとき、ZIPファイルのXQueryリソースのファイル拡張子は、以前のバージョンのデフォルトの拡張子だった.xqueryではなく.xqyである必要があります。



コンソールでZIPファイルからリソースをインポートするには:




	プロジェクト・ナビゲータで、リソースのインポート先のプロジェクトまたはフォルダを右クリックし、「インポート」を指し、「ZIPファイル」を選択します。
	「ZIPファイルからインポート」ウィザードで、インポートするZIPファイルを参照して選択します。
	「拡張子マッピング」表で、リソースの種類とファイル拡張子のマッピングを確認します。必要に応じて、ファイル拡張子を変更または追加します。複数の拡張子はカンマで区切ります。
	「次」をクリックします。

選択したソースに含まれるリソースのリストが、それぞれに対して実行される操作のタイプ(作成、更新または削除)とともに表示されます。




	リソースのリストを展開し、インポートするリソースのみを選択します。デフォルトでは、すべてのリソースが選択されます。
	「インポート」をクリックします。

選択したリソースがプロジェクト・ナビゲータに表示されます。「ZIPファイルからインポート」ウィザードに、インポートのサマリーおよびインポートされたリソースのエラーが表示されます。




	別のZIPファイルをインポートするには、「別のインポートを行う」をクリックし、上記手順を繰り返します。そうしない場合、「閉じる」をクリックします。








44.3.4 コンソールでURLからリソースをインポートする方法



URLまたはファイル・システムから入手できるリソースのバルク・インポートを実行できます。バルク・インポートによって、WSDLドキュメントのようなルート・リソースとともに、それに従属する他のWSDLドキュメントやスキーマなどもインポートできます。依存関係マップは、自動的に解決されます。

ファイル名の横にある「警告」アイコンは、リソースの種類が不明であることを示します(拡張子を持たないファイル、またはマップ内に定義されていない拡張子を持つファイルは不明と見なされます)。ファイルの種類が不明なファイルはインポートできません。

コンソールでURLからリソースをインポートするには:




	プロジェクト・ナビゲータで、リソースのインポート先のプロジェクトまたはフォルダを右クリックし、「インポート」を指し、「URLから」を選択します。
	「URLからインポート」ウィザードで、次の情報を入力します。

	
「リソース・タイプ」: オプションのリストからインポートするリソースの種類を選択します。


	
「URLソース」: インポートするリソースへのURLまたはローカル・パスを入力します。ローカル・リソースを指定するには、fileプロトコルを使用します。次に例を示します。


file:///c:/osbresources/ForeachAction.jar


	
「リソース名」: インポートするリソースの名前を入力します。







	「次」をクリックします。

URLで識別されるリソースのリストが表示されます。




	リソースのリストを展開し、インポートするリソースのみを選択します。デフォルトでは、すべてのリソースが選択されます。
	「インポート」をクリックします。

選択したリソースがプロジェクト・ナビゲータに表示されます。「URLからインポート」ウィザードに、インポートのサマリーおよびインポートされたリソースのエラーが表示されます。




	URLから別のリソースをインポートするには、「別のインポートを行う」をクリックし、上記手順を繰り返します。そうしない場合、「閉じる」をクリックします。










44.4 Service Bus構成のオフラインでのエクスポート


ここでは、サーバーに接続していないときにService Bus構成をエクスポートする方法を説明します。

構成JARファイルにプロジェクト全体または個別のリソースをエクスポートし、新しいService Bus環境またはインスタンスにインポートできます。

	
エクスポート・プロセスについて


	
Service Bus構成のエクスポートの準備


	
オフラインでのService Bus構成のエクスポート


	
エクスポート設定ファイルの形式、サンプルおよびスキーマ








44.4.1 エクスポート・プロセスについて


Service Bus構成をオフライン・モードでエクスポートするには、コマンドライン、AntタスクまたはWebLogic Scripting Tool (WLST)を使用します。いずれの方法でも、エクスポートの実行方法と生成される構成JARファイルに含めるファイル、フォルダ、プロジェクトまたはシステム・リソースを定義するために、エクスポート設定ファイルが使用されます。

エクスポート・ツールは2フェーズ(ロードとエクスポート)で実行され、各フェーズをエクスポート設定ファイルで構成されます。ロード・フェーズでは、エクスポート・ツールによって、ファイル・システムの走査、読み込むファイルの識別、対応するリソースへのファイル・コンテンツの変換および構成フレームワークへのファイルのインポートが行われます。

ロード・フェーズでは、次を構成できます。

	
ディレクトリ構造: JDeveloperの作業ディレクトリ構造に依存せずに、プロジェクト・ルート・ディレクトリ、システム・リソースを配置するディレクトリ、および含める特定のフォルダとファイルを指定できます。


	
ファイル拡張子: Service Busでは、リソース・タイプにそれぞれ固有のファイル拡張子(プロキシ・サービスには.proxy、XSLTリソースには.xslおよび.xslt、など)が使用されます。拡張子はそれぞれ1つのService Busリソース・タイプにのみマップできますが、リソース・タイプは複数のファイル拡張子にマップできます。各Service Busリソースに、変更できないデフォルトの拡張子が1つ含まれますが、リソースに対してカスタムのファイル拡張子を指定することもできます。エクスポート・ツールでカスタム拡張子を含むファイルが認識されるようにするには、エクスポート設定ファイルにファイル拡張子のマッピングを定義する必要があります。


	
包含ルールおよび除外ルール: プロジェクトまたはシステム・リソース・フォルダを指定すると、エクスポートにすべてのService Busファイルが含まれます。包含文および除外文を使用すると、いずれのファイルを含めるかについて詳細に制御することができます。たとえば、特定のバージョニング・システムでは、プロジェクト・フォルダ内に追加のシステム・フォルダおよびファイルが作成されます。これらのファイルはService Busリソースとして認識される可能性があり、エクスポートから特に除外しないかぎり、エクスポートされるJARファイルに含まれます。




Service Bus構成はプロジェクト・レベルまたはリソース・レベルでエクスポートでき、構成の複数のエクスポートを1つのエクスポート設定ファイルに定義できます。エクスポート・フェーズでは、次を構成できます。

	
プロジェクト・レベルのエクスポート: プロジェクト・レベルでは、含めるプロジェクトの名前およびシステム・リソースを含めるかどうかを指定します。プロジェクト名を指定しなかった場合は、生成されるエクスポート・ファイルに、ロード・フェーズで追加したすべてのプロジェクトが含まれます。


注意:

ロード・フェーズの詳細包含が定義されている場合にはプロジェクト・レベルでエクスポートしないでください。これを行うと、含まれていないすべてのリソースが削除される可能性があります。




	
リソース・レベルのエクスポート: リソース・レベルでは、前述のように包含ルールおよび除外ルールを使用して、エクスポートするリソースを指定します。依存性を含めるかどうかを指定することもできます。エクスポート設定ファイルにリソースを指定しなかった場合は、すべてのリソースがエクスポートされます。


	
複数の構成JARファイル: エクスポート設定ファイルに複数のconfigjar要素を定義して、それぞれで特定のファイルへのエクスポートを定義できます。同じ名前を持つ既存のファイルを上書きするかどうかを指定することもできます。










44.4.2 Service Bus構成のエクスポートの準備


Service Bus構成をオフライン・モードでエクスポートする前に、次の手順を実行します。

	
始める前に


	
エクスポート設定ファイルの作成


	
環境の構成








44.4.2.1 始める前に



リソースのエクスポートを始める前に、次のものがインストールされていることを確認します。





	
Service Bus 12.2.1


	
Java 1.8.x




構成をエクスポートする際には、次のことに注意してください。

	
スクリプト内のリソースJAR名に正しいバージョン番号が含まれている。


	
JDeveloperのワーク・ファイルが読取り専用である場合、出力またはワークスペース・ログ・ファイルにスタック・トレースの例外が発生する可能性があります。


	
終了値で0が表示される場合、エクスポートが完了したことを意味します。





注意:

カスタム・トランスポートを開発した場合は、オフラインでトランスポートのプラグイン・ファイルを作成し、そのファイルをService BusインストールのOSB_ORACLE_HOME/config/pluginsに保存する必要があります。











44.4.2.2 エクスポート設定ファイルの作成



オフライン・エクスポートの実行時に、コマンド行引数を使用するかわりに、エクスポート・ツールによって、作成した設定ファイルが参照されます。このファイルはXMLフォーマットであり、エクスポート・ツールがファイルの検出およびロードを行って構成JARファイルを作成するために必要なすべての情報を含みます。ファイル形式とスキーマ定義の詳細および使用例は、「エクスポート設定ファイルの形式、サンプルおよびスキーマ」を参照してください。









44.4.2.3 環境の構成



エクスポートを実行する前に、setenv.*ファイルを実行して、ツールで使用する環境変数を設定する必要があります。このファイルは、実行する前に、JVMのヒープ・サイズの変更、CLASSPATHへのJARファイルの追加、またはシステム・プロパティの追加を行ってカスタマイズできます。エクスポートに含まれ、カスタムJARファイルが必要なJARリソースがある場合は、setenv.*ファイルにそれらのカスタムJARファイルを追加します。

ファイルをカスタマイズしたら、OSB_ORACLE_HOME/tools/configjarに移動して、次のコマンドを実行します。

Windowsの場合:


setenv.bat


UNIXまたはLinuxの場合:


source setenv.sh











44.4.3 Service Bus構成のオフラインでのエクスポート


次の各項では、Service Bus構成をオフラインでエクスポートするためのスクリプトおよびコマンド行オプションについて説明します。

	
コマンド行を使用した構成のオフライン・エクスポート


	
Antを使用した構成のオフライン・エクスポート


	
WLSTを使用した構成のオフライン・エクスポート








44.4.3.1 コマンド行を使用した構成のオフライン・エクスポート



コマンド行からのエクスポートによって、エクスポート設定ファイルで指定したフォルダおよびファイルからService Bus構成JARファイルが生成されます。

構文

Windowsの場合は、次の構文を使用します。


configjar.bat -settingsfile <FILE_NAME> [-debug -help]


UNIXまたはLinuxの場合は、次の構文を使用します。


./configjar.sh -settingsfile <FILE_NAME> [-debug -help]


パラメータ

コマンド行では、次のパラメータを使用できます。

	
-settingsfile FILE_NAME: エクスポート設定ファイルのパスおよびファイル名を入力します。このパラメータは必須です。


	
-debug: エクスポート・プロセスのデバッグ・ロギングを有効にするには、コマンドにこのオプション・パラメータを含めます。このフラグを含めないと、デバッグ・ロギングは実行されません。


	
-help: 使用方法を表示するには、コマンドにこのオプション・パラメータを含めます。












44.4.3.2 Antを使用した構成のオフライン・エクスポート



Apache Antビルド・ファイルを使用してService Bus構成をオフライン・モードでエクスポートできます。Antを使用したエクスポートによって、エクスポート設定ファイルで指定したフォルダおよびファイルから構成JARファイルが生成されます。

サンプルのビルド・ファイル

次にサンプルのAntビルド・ファイルを示します。


<project name="ConfigExport" basedir=".">
    <target name="run">
       <ant antfile="configjar-ant.xml" target="run">
          <property name="settingsFile" value="/osb/config/exportProps1.xml"/>
       </ant>
       <ant antfile="configjar-ant.xml" target="run">
          <property name="settingsFile" value="/osb/config/exportProps2.xml"/>
       </ant>
    </target>
</project>



注意:

これは単なるサンプル・スクリプトです。独自のスクリプトの基盤としてこれを使用できますが、パスとファイル名が現在のインストールと一致するか必ず確認してください。



パラメータ

Antでは、次のパラメータがサポートされます。

	
settingsFile: エクスポート設定ファイルのパスおよびファイル名。このパラメータは必須です。


	
debug: エクスポート・プロセスのデバッグ・ロギングを有効にするには、このパラメータをtrueに、そうでない場合はfalseに設定します。このパラメータは省略可能で、デフォルトでfalseに設定されます。


	
failonerror: エクスポート・ツールが失敗した場合にタスクを失敗させるには、このパラメータをtrueに設定します。これをfalseに設定すると、エクスポート・ツールが失敗してもタスクは失敗しません。このパラメータは省略可能で、デフォルトでtrueに設定されます。


	
errorProperty: 指定した場合、実行が失敗するとこのパラメータはtrueに設定されます。このパラメータは省略可能で、デフォルトで指定されません。












44.4.3.3 WLSTを使用した構成のオフライン・エクスポート



WebLogic Scripting Tool (WLST)を使用してService Bus構成ファイルをオフライン・モードでエクスポートできます。WSLTを使用したエクスポートによって、エクスポート設定ファイルで指定したフォルダおよびファイルからService Bus構成JARファイルが生成されます。

サンプルのWLSTスクリプト

次にサンプルのWLSTスクリプトを示します。


from com.bea.alsb.tools.configjar import ConfigJar

args = []
args.append('-settings')
args.append('/osb/config/exportProps2.xml')
ConfigJar.main(args)


パラメータ

次のパラメータを使用できます。

	
-settingsfile FILE_NAME: エクスポート設定ファイルのパスおよびファイル名を入力します。相対パスを使用した場合、パスはエクスポート・ツールが存在するディレクトリ(OSB_ORACLE_HOME/tools/configjar)に解決されます。このパラメータは必須です。


	
-debug: エクスポート・プロセスのデバッグ・ロギングを有効にするには、コマンドにこのオプション・パラメータを含めます。このフラグを含めないと、デバッグ・ロギングは実行されません。


	
-help: 使用方法を表示するには、コマンドにこのオプション・パラメータを含めます。














44.4.4 エクスポート設定ファイルの形式、サンプルおよびスキーマ


エクスポート設定を構成することで、エクスポートされる構成JARファイルに含めるファイルおよびフォルダを指定できます。これは、プロジェクト・レベルおよびリソース・レベルで行うことができ、一連の除外ルールおよび包含ルールを使用することでより詳細なレベルで制御できます。含めたファイルおよびフォルダによって、エクスポート用のコンテンツ・セットが構成されます。





44.4.4.1 エクスポート設定ファイルの形式


エクスポート設定ファイルには、sourceおよびconfigjarの2つの主なセクションがあります。source要素は、エクスポート・ツールによって選択されるファイルを定義し、configjar要素は、選択されたファイルのうちいずれのファイルを生成される構成JARファイルに含めるかを定義します。

source要素では、エクスポートするプロジェクトのプロジェクト・ルート・ディレクトリ、エクスポートするシステム・リソースの場所および包含または除外する具体的なファイルを指定します。また、Service Busリソース・タイプにカスタムのファイル拡張子をマップすると、エクスポート・ツールでこれらの拡張子が有効なService Bus構成要素として認識されます。


注意:

プロジェクト・ルートまたはリソース・フォルダに相対ディレクトリを指定すると、そのパスはエクスポート設定ファイルがあるディレクトリに対して相対的に解決されます。



configjar要素では、生成されるJARファイルに名前を付け、プロジェクト・レベルおよびリソース・レベルで(プロジェクト・レベルにシステム・リソースを含めるか、リソース・レベルに依存性を含めるかなどの)ルールを指定します。複数のconfigjar要素を定義でき、定義したconfigjar要素ごとにJARファイルが生成されます。

構成JARファイルの命名に関するガイドラインおよび制約事項は、「Service Busコンポーネントのネーミング・ガイドライン」を参照してください。







44.4.4.2 検証


Service Busに適用される命名の検証ルールと同じルールが、コンテンツ・セットに含まれるファイルにも適用されます。これらのルールに準拠しないファイルおよびフォルダはすべて、コンテンツ・セットから除外されます。

	
フォルダおよびファイルは有効な名前にする必要があります。


	
ファイル拡張子はService Busリソースにマップする必要があります。

2つの異なるファイルはcom.bea.wli.config.Refの同じインスタンスにマップできません(詳細は、「Oracle Service Bus Java APIリファレンス」を参照してください)。










44.4.4.3 包含ルールおよび除外ルール


包含ルールおよび除外ルールを使用する場合、ファイルは1つ以上の包含ルールに一致するとともに、コンテンツ・セットに含まれるいずれの除外ルールにも一致しない必要があります。ファイルを除外するには、そのファイルが1つ以上の除外ルールに一致するとともに、いずれの包含ルールにも一致しない必要があります。包含ルールおよび除外ルールが定義されていない場合は、自動的にすべてのファイルが含まれます。

包含ルールおよび除外ルールは、同じパターンに基づいています。

	
パターンは、プロジェクト名で始まるファイルのサブパスに適用されます。完全なファイル・パスには適用されません。


	
アスタリスク(*)は、任意の文字を表すワイルドカードです。これは、ファイル名またはディレクトリ名の一部として使用できます。


	
2つのアスタリスク(**)のみが使用されている場合、それは0または複数のディレクトリおよびファイルを表します。










44.4.4.4 エクスポート設定ファイルのサンプル



この項では、Service Bus構成のエクスポート方法を示すエクスポート設定ファイルのサンプルを、ロード・フェーズおよびエクスポート・フェーズのルールを様々に組み合せて示します。

例 - JDeveloper以外のファイル構造からのエクスポート

次のサンプルは、Mavenなどの構造からプロジェクトおよびその関連システム・リソースをパッケージ化する方法を示しています。このサンプルでは、2つの構成JARファイルが出力されます。1つ目はシステム・リソースを含まないプロジェクト・レベルの構成で、2つ目はJNDIおよびSMTPリソースを含むリソース・レベルの構成です。


<configjarSettings xmlns="http://www.bea.com/alsb/tools/configjar/config">
        <source>
                        <project dir="/scratch/modulePO/src/main/resources/PO"/>
                        <system  dir="/scratch/modulePO/src/main/system"/>
        </source>
        <configjar jar="/scratch/modulePO/sbconfig-po.jar">
                        <projectLevel includeSystem="false"/>
        </configjar>
            <configjar jar="/scratch/modulePO/sbconfig-po-system.jar">
                        <resourceLevel>
                                <resources>
                                                <include name="**/*.jndi"/>
                                                <include name="**/*.smtp"/>
                                </resources>
                        </resourceLevel>
        </configjar>
</configjarSettings>


例- プロジェクト・レベルでのエクスポート

次のサンプルは、様々な場所のシステム・リソースをパッケージ化してプロジェクトによってエクスポートする方法を示しています。構成をインポートする際に、不要なリソースを削除できます。


<configjarSettings xmlns="http://www.bea.com/alsb/tools/configjar/config">
        <source>
                        <system dir="/scratch/moduleX/src/main/system"/>
                        <system dir="/scratch/moduleY/src/main/system"/>
                        <system dir="/scratch/moduleZ/src/main/system"/>
        </source>
        <configjar jar="/scratch/sbconfig-systems.jar">
                        <projectLevel includeSystem="true"/>
        </configjar>
</configjarSettings>


例 - ロード・フェーズでのファイル拡張子の除外

このサンプルは、source要素に除外ルールを定義することで、サービス・リソース以外のすべてのリソースを構成JARファイルにパッケージ化する方法を示しています。これを次の例「エクスポート・フェーズでのファイル拡張子の除外」と比較します。パフォーマンス上の理由から、ロード・フェーズ中にファイルを除外することが推奨されます。


<configjarSettings xmlns="http://www.bea.com/alsb/tools/configjar/config">
        <source>
                        <project dir="/scratch/jdeveloper/mywork/projectX"/>
                        <project dir="/scratch/jdeveloper/mywork/projectY"/>
                        <fileset>
                                        <exclude name="**/*.proxy"/>
                                        <exclude name="**/*.biz"/>
                                        <exclude name="**/*.flow"/>
                        </fileset>
        </source>
        <configjar jar="/scratch/jdeveloper/mywork/sbconfig-resources.jar">
                        <resourceLevel/>
        </configjar>
</configjarSettings>


例 - エクスポート・フェーズでのファイル拡張子の除外

次のサンプルは、configjar要素に除外ルールを定義することで、サービス・リソース以外のすべてのリソースを構成JARファイルにパッケージ化する方法を示しています。


<configjarSettings xmlns="http://www.bea.com/alsb/tools/configjar/config">
        <source>
                        <project dir="/scratch/jdeveloper/mywork/projectX"/>
                        <project dir="/scratch/jdeveloper/mywork/projectY"/>
        </source>
        <configjar jar="/scratch/jdeveloper/mywork/sbconfig-resources.jar">
                        <resourceLevel>
                                <fileset>
                                                <exclude name="**/*.proxy"/>
                                                <exclude name="**/*.biz"/>
                                                <exclude name="**/*.flow"/>
                                </fileset>
                        </resourceLevel>
        </configjar>
</configjarSettings>


例 - ファイル拡張子のマッピング

次の例は、追加のファイル拡張子を特定のService Busリソース・タイプ(ここでは、XQueryおよびXMLタイプ)にマップする方法を示しています。


     <configjarSettings xmlns="http://www.bea.com/alsb/tools/configjar/config">
        <source>
                        <project dir="/scratch/jdeveloper/mywork/projectX"/>
                        <project dir="/scratch/jdeveloper/mywork/projectY"/>
                        <extensionMapping>
                                <mapping type="Xquery" extensions="xquery,xq,xqy"/>
                                <mapping type="XML" extensions="toplink"/>
                        </extensionMapping>
        </source>
        <configjar jar="/scratch/jdeveloper/mywork/sbconfig.jar">
                        <resourceLevel/>
        </configjar>
</configjarSettings>



注意:

ファイル拡張子をマップする際、タイプ属性がcom.bea.wli.config.Refに定義されているService Busリソース・タイプに一致している必要があります。詳細は、「Oracle Service Bus Java APIリファレンス」を参照してください。











44.4.4.5 エクスポート設定ファイルのスキーマ定義



次に、エクスポート設定XMLファイルのスキーマ定義を示します。読みやすくするために、テキストの一部がラップされています。


<?xml version="1.0"?>
<xs:schema targetNamespace="http://www.bea.com/alsb/tools/configjar/config"
           elementFormDefault="qualified"
           attributeFormDefault="unqualified"
           xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"
          xmlns:tns="http://www.bea.com/alsb/tools/configjar/config">
<xs:element name="configjarSettings" type="tns:configjarSettings"/>
<xs:complexType name="configjarSettings">
   <xs:sequence>
      <xs:element name="source" type="tns:source" />
      <xs:element name="configjar" type="tns:configjar" maxOccurs="unbounded"/>
   </xs:sequence>
</xs:complexType>
<xs:complexType name="source">
   <xs:sequence>
      <xs:choice minOccurs="1" maxOccurs="unbounded">
         <xs:element name="project">
            <xs:complexType>
               <xs:attribute name="dir" type="xs:string" use="required"/>
            </xs:complexType>
         </xs:element>
         <xs:element name="system">
            <xs:complexType>
               <xs:attribute name="dir" type="xs:string" use="required"/>
            </xs:complexType>
         </xs:element>
      </xs:choice>
      <xs:element name="extensionMapping" minOccurs="0">
         <xs:complexType>
            <xs:sequence>
               <xs:element name="mapping" minOccurs="0" maxOccurs="unbounded">
                  <xs:complexType>
                    <xs:attribute name="type" type="xs:string" use="required"/>
                    <xs:attribute name="extensions" type="xs:string"
                                  use="required"/>
                  </xs:complexType>
               </xs:element>
            </xs:sequence>
         </xs:complexType>
      </xs:element>
     <xs:element name="fileset" type="tns:contentSet" minOccurs="0"/>
  </xs:sequence>
</xs:complexType>
<xs:complexType name="configjar">
  <xs:sequence>
      <xs:choice minOccurs="1" maxOccurs="1">
         <xs:element name="projectLevel" type="tns:projectLevel"/>
         <xs:element name="resourceLevel" type="tns:resourceLevel"/>
      </xs:choice>
  </xs:sequence>
  <xs:attribute name="jar" type="xs:string" use="required"/>
  <xs:attribute name="overwrite" type="xs:boolean" use="optional" default="true"/>
</xs:complexType>
<xs:complexType name="projectLevel">
   <xs:sequence>
      <xs:element name="project" type="xs:string" minOccurs="0" 
                  maxOccurs="unbounded"/>
   </xs:sequence>
   <xs:attribute name="includeSystem" type="xs:boolean" use="optional" 
                 default="false"/>
</xs:complexType>
<xs:complexType name="resourceLevel">
   <xs:sequence>
      <xs:element name="resources" type="tns:contentSet" minOccurs="0"/>
   </xs:sequence>
   <xs:attribute name="includeDependencies" type="xs:boolean" use="optional" 
                 default="true"/>
</xs:complexType>
<xs:complexType name="contentSet">
   <xs:sequence>
      <xs:element name="include" type="tns:contentSetPattern" minOccurs="0" 
                  maxOccurs="unbounded"/>
      <xs:element name="exclude" type="tns:contentSetPattern" minOccurs="0" 
                  maxOccurs="unbounded"/>
   </xs:sequence>
</xs:complexType>
<xs:complexType name="contentSetPattern">
  <xs:attribute name="name" type="xs:string" use="required"/>
</xs:complexType>
</xs:schema>

















43 サンプル・ソケット・トランスポート・プロバイダの作成


この章では、サンプル・ソケット・トランスポート・プロバイダをビルドおよび実行する方法について説明します。このサンプルとソース・コードは、Service Busとともにインストールされます。このサンプルは、カスタム・トランスポート・プロバイダの実装例として使用できます。

この章の内容は次のとおりです。

	
サンプル・ソケット・トランスポート・プロバイダの設計


	
サンプルの場所とディレクトリ構造


	
サンプルのビルドとデプロイ


	
ソケット・トランスポートのサンプル・プロジェクトの作成


	
ソケット・トランスポート・プロバイダのテスト








43.1 サンプル・ソケット・トランスポート・プロバイダの設計


サンプル・ソケット・トランスポート・プロバイダの主な目的は、トランスポート・プロバイダの実装例として機能することです。

一般に公開されているこのサンプルでは、トランスポートSDKの実装および構成の詳細について説明します。





43.1.1 サンプルによって説明される概念


サンプル・トランスポートは、ストリーミングしたデータをService Busに構成されているTCPソケットとの間で送受信するために設計されています。サンプル・トランスポートでは、トランスポートSDKの次のような概念を示します。

	
カスタム・トランスポートのビルドに必要な、トランスポートSDK APIのセットを実装します。


	
構成されたアドレスでリスニングするソケット・エンドポイントがないことを確認するなど、トランスポート・エンドポイントの検証を実行します。


	
ソケット・プロパティ、メッセージ・パターンなど、様々なUI構成オプションを実装します。


	
一方向または同期型のリクエスト/レスポンス・メッセージ・パターンを実装します。


	
エンドポイント・リクエスト/レスポンスのメタデータおよびヘッダーにPOJO (Plain Old Java Object)を使用します。


	
Service Busパイプラインでストリーミングを使用します。










43.1.2 サンプルの基本アーキテクチャ


図43-1に、サンプル・ソケット・トランスポート・プロバイダの基本アーキテクチャを示します。どのクライアントでも、サーバー・ソケットに接続できます。データは、サーバー・ソケットで受信され、パイプラインを介して渡されます。レスポンスは、アウトバウンド・トランスポートを介して戻されます。レスポンスは、最後にインバウンド・トランスポートに返送され、クライアントに戻されます。


図43-1 サンプル・ソケット・トランスポートのアーキテクチャ

[image: 図43-1の説明が続きます]








43.1.3 構成プロパティ


図43-2に、転送エンドポイントの構成のプロパティを示します。これらのプロパティは、スキーマ・ファイルSocketTransport.xsdで構成されています。このファイルの場所は、「サンプルの場所とディレクトリ構造」を参照してください。このファイルを使用すると、SDKの共通のスキーマに定義されている、基本的なプロパティ・セットを拡張できます。各プロパティは、SocketTransport.xsdファイルを参照してください。


ヒント:

これらの構成プロパティの詳細は、「ステップ4. トランスポート固有のアーティファクトの定義」を参照してください。




図43-2 SocketEndpointConfigurationのプロパティ

[image: 図43-2の説明が続きます]



また、図43-3に示すように、SocketTransport.xsdファイルには、リクエスト・ヘッダー、レスポンス・ヘッダーおよびメタデータのプロパティが含まれています。これらのプロパティの詳細は、SocketTransport.xsdファイルを参照してください。


図43-3 リクエスト・ヘッダー、レスポンス・ヘッダーおよびメタデータの構成

[image: 図43-3の説明が続きます]










43.2 サンプルの場所とディレクトリ構造


ここでは、サンプル・プロジェクトのいくつかの重要なフォルダについて簡単に説明します。このディレクトリ構造を、カスタム・トランスポート・プロバイダを開発する際のモデルとして使用できます。


サンプル・ドメインを作成した後、サンプル・トランスポートはOracle_Home\user_projects\applications\[Sample_Domain]フォルダにあります。

表43-1に、重要なsample-transportディレクトリを示して、簡単に説明します。





表43-1 サンプル・トランスポート・プロバイダの重要なディレクトリ

	ディレクトリ	説明
	
build

	
このディレクトリは、サンプル・ソケット・トランスポートをビルドするときに作成されます。Service Busで使用するビルド化およびパッケージ化されたトランスポートを含みます。


	
l10n

	
このディレクトリには、これらの国際化ファイルが含まれます。サポートされているロケールそれぞれにそれぞれのファイルがあります。

SocketTransportMessages.xml: Oracle Service Busコンソールに表示されるメッセージのための構成ファイルです。

SocketTransportTextMessages.xml: カスタム・トランスポート・フィールド名およびその説明のための構成ファイルです。


	
META-INF

	
このディレクトリには、これらのアプリケーション・デプロイメント・ディスクリプタ・ファイルが含まれます。

application.xml: J2EEアプリケーション記述子ファイル

weblogic-application.xml: WebLogicアプリケーション記述子ファイル


	
オフライン

	
このディレクトリには1つのファイルtransport-socket.xmlが含まれます。このファイルは完全修飾クラス名およびそのライブラリJARファイルの名前と場所を指定します。


	
resources

	
このディレクトリには、トランスポートSDKによって使用されるソケット・トランスポート・プロバイダの構成ファイルが含まれます。ファイル名はSocketConfig.xmlです。トランスポートのサンプル・ヘルプ・ファイルも含まれます。


	
スキーマ

	
このディレクトリには、このトランスポート用に定義された関連スキーマが含まれます(ここではSocketTransport.xsd)。このファイルは、ソケットのエンドポイント・リクエストとエンドポイント・レスポンスのメタデータおよびヘッダーを記述します。


	
src

	
このディレクトリには、サンプル・トランスポートのソース・ツリーが含まれます。


	
test

	
このディレクトリには、サンプル・トランスポート・プロバイダのテスト・ユーティリティおよびテスト・サーバーおよびクライアントのソース・ツリーが含まれます。


	
webapp

	
このディレクトリには、サンプル・トランスポート・ヘルプのWebアプリケーションで必要なデプロイメント記述子が含まれます。








次のAntビルド・ファイルも、sample-transportディレクトリに格納されています。

	
build.properties - Antのプロパティ・ファイルです。


	
build.xml - コンパイル、ビルド、およびデプロイ用の異なる対象を含むAntビルド・ファイルです。












43.3 サンプルのビルドとデプロイ


この項で示す手順を指定の順序で実行して、サンプル・トランスポート・プロバイダをビルドしてデプロイします。

	
環境の設定方法


	
サンプル・トランスポート・プロバイダの構築方法


	
サンプル・トランスポート・プロバイダのデプロイ方法


	
サンプル・トランスポート・プロバイダのJDeveloperへの登録








43.3.1 環境の設定方法



Service Busドメインにスクリプトが指定され、サンプルをビルドするための環境を構成します。

環境を設定するには:




	新しいドメインを作成するか、Service Busとともにインストールされている、構成済のドメインの1つを使用します。
	次のスクリプトを実行して、ドメイン環境を設定します。

DOMAIN_HOME/bin/setDomainEnv.cmd (またはUNIXシステムのsetDomainEnv.sh)












43.3.2 サンプル・トランスポート・プロバイダの構築方法



環境構成を設定すると、sample-transportディレクトリにあるAntビルド・ファイルを使用してトランスポートをビルドできます。

サンプル・トランスポート・プロバイダをビルドするには:




	コマンド・ウィンドウで、OSB_ORACLE_HOME/samples/servicebus/sample-transportに移動します。
	次のコマンドを実行します。


ant build


このコマンドにより、OSB_ORACLE_HOME/samples/servicebus/sample-transport/buildのソース・ファイルがコンパイルされます。




	トランスポートが正常にビルドされてから、次のコマンドを実行します。


ant stage


sock_transport.earおよびsock_transport.jarがOSB_ORACLE_HOME/lib/transportsにコピーされ、transport-socket.xmlがOSB_ORACLE_HOME/config/pluginsにコピーされます。












43.3.3 サンプル・トランスポート・プロバイダのデプロイ方法



ソケット・サンプルは、サンプル・トランスポート・プロバイダをWebLogic Serverにデプロイする自動スクリプトも提供します。サンプルが正常にビルドされてステージングされると、デプロイ・コマンドを実行できます。

サンプル・トランスポート・プロバイダをデプロイするには:




	次の変数をsample-transport/build.propertiesに設定します。


wls.hostname

wls.port

wls.username

wls.password

wls.server.name




	次のコマンドを実行して、トランスポート・プロバイダをサーバーにデプロイします。


ant deploy












43.3.4 サンプル・トランスポート・プロバイダのJDeveloperへの登録



サンプル・ソケット・トランスポート・プロバイダを使用してJDeveloperにプロジェクトを作成またはインポートするには、トランスポート登録ファイルを変更する必要があります。

サンプル・トランスポート・プロバイダをJDeveloperに登録するには:




	/MW_HOME/osb/config/pluginsに移動します。
	XMLまたはテキスト・エディタでtransport-socket.xmlを開きます。
	トランスポート要素で、次の属性を追加します。


id='socket'
helpId="contexts_socketTransport"


最終的なファイルは次のようになります。


<plugin xmlns="http://www.bea.com/alsb/offline/extensions">
 
    <transport
       class="com.bea.alsb.transports.sock.SocketTransportProviderFactory"
       id="socket"
       helpId="contexts_socketTransport"/>
 
    <libraries>
        <library name='lib/transports/sock_transport.jar'/>
    </libraries>
 
</plugin>




	ファイルを保存して閉じます。
	JDeveloperを再起動します(実行中の場合)。










43.4 ソケット・トランスポートのサンプル・プロジェクトの作成


サンプルは、テスト・サーバーとテスト・クライアントで構成されています。クライアントは、サーバーにメッセージを送信します。メッセージを受信および処理するために、Service Busを構成します。

この項のタスクを指定の順序で実行します。これらの手順は、Oracle Service Busコンソールでサンプル・プロジェクトを作成するためのものですが、JDeveloperでも作成できます。

	
プロジェクトの作成


	
ビジネス・サービスの作成


	
プロキシ・サービスの作成


	
パイプラインの作成


	
プロキシ・サービスとパイプラインの接続








43.4.1 プロジェクトの作成



サンプルを作成する最初の手順は、Service Busリソースを含める実際のプロジェクトを作成することです。

プロジェクトを作成するには:




	Oracle Service Busコンソールを起動し、新しいセッションを作成するかまたは既存のセッションを編集します。
	プロジェクト・ナビゲータで、「すべてのプロジェクト」を右クリックし、「作成」を指し、「プロジェクト」を選択します。
	「新規プロジェクトの作成」ダイアログで、「リソース名」フィールドに「SocketTest」と入力します。
	「作成」をクリックします。

プロジェクト定義エディタに新しいプロジェクトが表示されます。












43.4.2 ビジネス・サービスの作成



このサンプル・プロジェクトでは、サーバーと通信するビジネス・サービスを作成します。

ビジネス・サービスを作成するには:




	プロジェクト・ナビゲータで、SocketTestプロジェクトを右クリックして、「作成」をポイントし、「リソース」を選択します。「ビジネス・サービス」、「テクノロジ」をクリックし、次に「ソケット」をクリックします。

「ビジネス・サービスの作成」ウィザードが表示されます。


図43-4 「ビジネス・サービスの作成」ウィザード

[image: 図43-4の説明が続きます]





	「リソース名」フィールドに、「SocketBS」と入力します。
	「トランスポート」フィールドで、「ソケット」を選択します。「次」をクリックします。
	「サービス・タイプ」で、「任意のXMLサービス」を選択し、「次」をクリックします。
	「エンドポイントURI」フィールドで、デフォルトのURIをtcp://localhost:7031に変更します。
	「作成」をクリックします。

ビジネス・サービス定義エディタにビジネス・サービスが表示されます。様々なサブタブをクリックして、構成を表示できます。




	「保存」をクリックします。








43.4.3 プロキシ・サービスの作成



ここでは、クライアントからのメッセージを受け取るプロキシ・サービスを作成します。

プロキシ・サービスを作成するには:




	プロジェクト・ナビゲータで、SocketTestプロジェクトを右クリックして、「作成」をポイントし、「リソース」を選択します。「プロキシ・サービス」、「テクノロジ」をクリックし、次に「ソケット」をクリックします。

「プロキシ・サービスの作成」ウィザードが表示されます。


図43-5 「プロキシ・サービスの作成」ウィザード

[image: 図43-5の説明が続きます]





	「リソース名」フィールドに、「SocketProxy」と入力します。
	「トランスポート」フィールドで、「ソケット」を選択します。「次」をクリックします。
	「サービス・タイプ」で、「任意のXMLサービス」を選択し、「次」をクリックします。
	「エンドポイントURI」フィールドで、デフォルトのURIを7032に変更します。
	「作成」をクリックします。

プロキシ・サービス定義エディタにプロキシ・サービスが表示されます。様々なサブタブをクリックして、構成を表示できます。




	「保存」をクリックします。








43.4.4 パイプラインの作成



ビジネス・サービスとプロキシ・サービスを定義したので、着信メッセージをビジネス・サービスにルーティングするパイプラインを作成できます。

パイプラインを作成するには:




	プロジェクト・ナビゲータで、SocketTestプロジェクトを右クリックして、「作成」をポイントし、「リソース」を選択します。「パイプライン」をクリックし、次に「OK」をクリックします。

パイプラインの作成ダイアログが表示されます。




	「パイプライン名」フィールドに、「SocketPipeline」と入力します。
	「サービス・タイプ」で、「任意のXMLサービス」を選択します。
	プロキシ・サービスとして公開を選択解除します。


図43-6 パイプラインの作成ダイアログ

[image: 図43-6の説明が続きます]





	「作成」をクリックします。

パイプライン定義エディタにパイプラインが表示されます。様々なサブタブをクリックして、構成を表示できます。




	エディタの右上にある「メッセージ・フローを開く」アイコンをクリックします。


図43-7

[image: 図43-7の説明が続きます]



「メッセージ・フローの編集」ウィンドウが表示されます。




	SocketPipelineアイコンをクリックし、メニューから「ルートの追加」を選択します。


図43-8 メッセージ・フローの編集

[image: 図43-8の説明が続きます]





	RouteNode1アイコンをクリックし、「ルートの編集」を選択します。
	「ステージ構成の編集」ウィンドウで、「アクションの追加」をクリックして、「通信」、「ルーティング」の順に選択します。


図43-9 アクションの追加

[image: 図43-9の説明が続きます]





	「ルーティング先」の横の、<Service>を選択します。
	「サービスの選択」ウィンドウで、リストからSocketBSを選択し、「発行」をクリックします。
	「ステージ構成の編集」ウィンドウで「保存」をクリックします。
	必要に応じて、RouteNode1アイコンをクリックし、名前をSocketBSに変更して、「保存」をクリックします。
	「保存」を再度クリックします。

パイプライン定義エディタに戻ります。












43.4.5 プロキシ・サービスとパイプラインの接続



ここでは、プロキシ・サービスを構成して、作成したパイプラインにメッセージを送信します。

プロキシ・サービスとパイプラインを接続するには:




	プロジェクト・ナビゲータで、SocketProxyプロキシ・サービスをクリックします。

プロキシ・サービス定義エディタが表示されます。




	「構成」タブの「全般」サブタブで、ターゲットの「名前」フィールドの横にある「サービス・リソースの選択」をクリックします。
	「検索と選択」ダイアログで、「名前」フィールドに「SocketPipeline」と入力し、「検索」をクリックします。
	結果リストのパイプラインを選択し、「OK」をクリックします。
	「保存」をクリックします。
	「アクティブ化」をクリックし、新しいリソースをWebLogic Serverにデプロイします。










43.5 ソケット・トランスポート・プロバイダのテスト


サンプル・ファイルが提供するクライアント・ツールおよびサーバー・ツールを使用して、ソケット・トランスポート・プロバイダをテストできます。また、Oracle Service Busコンソールのテスト・コンソールを使用して、プロジェクト・コンポーネントをテストできます。

	
テストするためのサンプルのサーバーとクライアントの使用


	
テスト・コンソールの使用








43.5.1 テストするためのサンプルのサーバーとクライアントの使用



サンプル・プロジェクトには、ソケット・トランスポート・プロバイダをテストするための簡単なソケット・サーバーおよびクライアントが含まれています。まず、サンプルのサーバーおよびクライアントを起動する必要があります。次に、テスト・コンソールを操作して、トランスポート・プロバイダをテストできます。







43.5.1.1 サンプルの外部サービスの起動



次のコマンドをsample-transportディレクトリから実行してテスト・サーバーを起動します。これは、指定したポートでリスンしてメッセージを送受信するサーバー・ソケットです。


java -classpath .\test\build\test-client.jar -Dfile-encoding=utf-8
-Drequest-encoding=utf-8 com.bea.alsb.transports.sample.test.TestServer 7031
<message-file-location>


7031は、ServerSocketがリスニングしているビジネス・サービスのエンドポイントURIのポート番号です。ファイルおよびリクエスト・エンコーディングは、リクエストおよびレスポンスのエンコーディングを指定します。message-file-locationは、ビジネス・サービスへのレスポンスとして送信するメッセージ・ファイルのパスおよび名前です。

サーバーが正常に起動すると、サーバーが起動したことおよびソケットをリスニングしていることを示すメッセージが表示されます。処理するファイルを指定すると、コマンド・ウィンドウにファイルのテキストが表示されます。









43.5.1.2 サンプルの初期化サービスの起動



次のコマンドを実行して、構成済のソケット・プロキシ・サービスのクライアントである、初期化ソケット・サービスを起動します。Service Busに対してメッセージを送信し、レスポンスを受信します。


java -classpath .\test\build\test-client.jar -Dfile-encoding=utf-8
-Dresponse-encoding=utf-8 com.bea.alsb.transports.sample.test.TestClient
<host-name> <port> <thread-ct> <message-file-location>


説明:





	
host-nameは、Service Busサーバーがあるホスト名です。


	
portは、プロキシ・サービスがリスニングしているポート番号です(この例では7032)。


	
thread-ctは、Service Busにメッセージを送信できるクライアントの数です。


	
message-file-location (オプション)は、ビジネス・サービスへのレスポンスとして送信されるメッセージ・ファイルの場所です。


	
file-encodingは、ファイルのエンコーディングを指定するオプション引数です。デフォルト値はutf-8です。


	
response-encodingは、ソケット・プロキシ・サービスから受信したレスポンスのエンコーディングです。デフォルト値はutf-8です。














43.5.2 テスト・コンソールの使用



ここでは、Oracle Service Busコンソールを使用してトランスポート・プロバイダをテストします。

テスト・コンソールを使用してテストするには:




	「サンプルの外部サービスの起動」で以前説明したように、テスト・サーバーを起動します。
	プロジェクト・ナビゲータで、SocketPipelineをクリックし、パイプライン定義エディタでこれを開きます。
	エディタの右上にある「テスト・コンソールの起動」アイコンをクリックします。

新しいブラウザ・ウィンドウにテスト・コンソールが表示されます。




	テスト・コンソールで、テキスト領域に有効なXMLスタンザを入力するか、「参照」ボタンを使用して、ローカル・システムの有効なXMLファイルを選択します。


図43-10 テスト・コンソールでのサンプル・トランスポート・プロバイダのテスト

[image: 図43-10の説明が続きます]





	「実行」をクリックします。テストが正常に終了すると、図43-11に示すような情報がテスト・コンソールに表示されます。また、テスト・コンソールにXMLテキストを入力すると、サーバー・コンソールにエコーされます。


図43-11 成功したサンプル・トランスポート・プロバイダのテスト

[image: 図43-11の説明が続きます]





	テスト・コンソールを閉じます。














26 Oracle Service BusでのRESTサービスの作成


この章では、Service Busプロジェクト内でバインド・コンポーネントとしてRepresentational State Transfer (REST)操作を統合する方法について説明します。また、RESTfulサービスでWSDLに相当するWeb Application Definition Language (WADL)ドキュメントについても説明します。

RESTプロキシおよびビジネス・サービスを作成できるのは、JDeveloperおよびService Busコンソールからのみです。

この章の内容は次のとおりです。

	
Oracle Service BusおよびREST


	
Service BusでのRESTサービスに関するWADLドキュメント


	
WADLドキュメントの作成


	
WADLドキュメントの変更


	
RESTサービスの作成


	
WebブラウザでのWADLドキュメントへのアクセス








26.1 Oracle Service BusおよびREST


RESTは、ネットワーク・アプリケーションの設計用のアーキテクチャです。RESTは、従来のWSDLベースのWebサービスの軽量な代替機能を提供します。

RESTfulアプリケーションでは、HTTPリクエストを使用してデータのポスト(作成および更新)、データの取得(問合せの作成など)およびデータの削除を行います。





26.1.1 Service BusにおけるREST機能


Service Busでは、次のRESTサポートを提供します。

	
プロキシ・サービスとビジネス・サービス、およびパイプラインでのRESTサポート


	
外部REST APIとの統合


	
XML、JavaScript Object Notation (JSON), (XMLとの間の変換を含む)およびURLエンコード・データ


	
JDeveloperのRESTインタフェースとWSDLマッピングをモデル化するためのウィザード


	
ベースとなるWSDL (SOAPからREST)に基づく、または「RESTバインディング」ウィザードでのAPI指定によるWADLファイルの自動作成。


	
JDeveloper内からOracle RESTエンドポイントを参照および使用する機能


	
RESTセキュリティのためのOracle Web Service Manager (OWSM)ポリシーおよびOAuth 2ポリシーのサポート




Service Busは、Hypermedia as the Engine of Application State (HATEOAS)アプローチに従ってはいませんが、パイプラインでアクションを定義することによって、特定のHATEOAS機能をサポートします。これには次の機能が含まれます。

	
RESTプロキシ・サービス・レスポンスでのHTTPリンク・ヘッダーの設定


	
RESTビジネス・サービス・レスポンス内のHTTPリンク・ヘッダーの値の読取り


	
RESTビジネス・サービス・リクエストのエンドポイントURIのオーバーライド




RESTプロキシ・サービスを作成すると、これをスタンドアロンのRESTクライアントから呼び出すことができます。作成したRESTビジネス・サービスは、WSDLベースのサービスとして呼び出すことができます。


注意:

添付ファイル・コンテンツへのリンクを含むペイロードを返すことはできますが、Service Busでは、RESTでMIME添付ファイルをサポートしていません。









26.1.2 Service BusにおけるRESTの実装


Service Busは、このリリースでRESTをネイティブにサポートするよう拡張されました。以前のService Busリリースでは、RESTをサポートするための仮想レイヤーを提供していました。つまり、プロキシおよびビジネス・サービスのみがRESTベースになっていました。これらのRESTサービスは、WSDLベースのパイプラインまたは分割-結合を呼び出すこともあれば、それらに呼び出されることもありました。RESTプロキシ・サービスは、パイプラインまたは分割-結合を呼び出す前にRESTネイティブ・ペイロードをSOAPに変換する一方、パイプラインまたは分割-結合によって呼び出されるRESTビジネス・サービスは、SOAPのペイロードをRESTに変換していました。内部インタフェースはWSDLベースですが、外部ビジネスおよびプロキシ・サービスはRESTエンドポイントを公開していました。このリリースでは、RESTプロキシ・サービスはRESTネイティブ・ペイロードをSOAPに変換する必要はありません。これらのペイロードはRESTベースのパイプラインで、XMLに変換、またはXMLから変換せずにネイティブに処理できます。


注意:

ネイティブRESTサービスについては、Service BusがクライアントのHTTP Acceptヘッダーに基づいて、インバウンド・レスポンスを自動的に変換することはありません。RESTバインディングを使用するとき、RESTバインディングで選択されているペイロードのタイプが1つのみでなければ、戻りペイロードはユーザーのAcceptヘッダーに基づいています。たとえば、$bodyのJSONペイロードは、インバウンド・リクエストのAccept Valueヘッダーの値に関係なく、そのまま(JSON)送信されます。パイプラインでは、nXSD変換アクションを使用して、必要に応じて手動で変換します。



このリリースのService Busでは、次の新しいネイティブRESTサービス・タイプが使用可能です。

	
未入力のRESTプロキシ・サービスおよびビジネス・サービス: デザイン・タイムでメソッド(操作)情報が通知されない可能性のあるサービス。


	
入力済RESTプロキシ・サービスおよびビジネス・サービス: デザイン・タイムでメソッド(操作)情報が通知されるサービス。これらのサービスのメソッド情報は、WADLファイルに定義されます。サービスを作成する場合、WADLファイルを指定するか、ウィザードを使用してサービスのメソッドを定義し、WADLファイルを作成できます。12.1.3 REST WADLファイルがサポートされています。REST操作をWSDLにマッピングするために定義されたSOA拡張は無視されます。ただし、Service Busでは、RESTサービスで使用されるWADLを構文的にも意味的にもチェックし、確実にルールに従うようにしています。


	
RESTベースのパイプライン: ネイティブRESTプロキシ・サービスによって呼び出されるパイプライン。ネイティブRESTプロキシおよびビジネス・サービスによって、RESTベースのパイプラインは入力済または未入力のいずれかにできます。新しいRESTブランチ・ノードは、未入力のRESTベース・パイプラインまたはパイプライン・テンプレートで使用できます。詳細は、「RESTブランチ」を参照してください。


注意:

12.1.3スタイルのWADLを参照するネイティブRESTパイプラインは作成できません。WADL参照はネイティブREST WADLである必要があります。






Service Busでは、12c 12.1.3リリースからのRESTサービスの実装もサポートしています。これらのサービスは、WSDLベースの内部インタフェースによって、引き続きJDeveloperを使用して作成できます。詳細は、「JDeveloperを使用したService Bus用のWSDLベースRESTサービスの作成方法」を参照してください。また、Service Busコンソールを使用して、SOAP XMLスキーマからの要素に基づく入力済RESTビジネス・サービスを作成することもできます。






26.1.3 ネイティブRESTサービスのサービス・タイプ互換性


ネイティブRESTサービスを呼び出す、またはこのサービスによって呼び出されるサービス・タイプは次のとおりです。


	
未入力のRESTプロキシ・サービスは別のネイティブRESTサービス(パイプラインまたはビジネス・サービス)のみを呼び出します。


	
入力済ネイティブRESTプロキシ・サービスは、同じWADLを参照して未入力のネイティブRESTサービス、または入力済RESTサービス(パイプラインまたはビジネス・サービス)を呼び出すことができます。


注意:

ローカル・トランスポート・プロキシ・サービスを除き、ネイティブRESTプロキシ・サービスを呼び出せるコンポーネント(プロキシ、パイプラインまたは分割-結合)はありません。




	
ネイティブRESTビジネス・サービスはどのパイプラインからでも呼び出せます。











26.1.4 ネイティブRESTサービスによってサポートされているペイロード


ネイティブRESTサービスは、JSON、XML、フォームURLエンコード、テキスト、および不透明のタイプのペイロードを送受信できます。


JSON


注意:

SOAPからRESTの場合は、ネイティブRESTとはみなされません。このタイプのサービスでは、application/xmlまたはapplication/jsonタイプのペイロードのみをサポートします。



コンテンツ・タイプapplication/jsonのペイロードはJSONペイロードとみなされ、それに応じてJSONネイティブ・データ・モデルに解析されます。$bodyをログ記録する場合、次の例に示すように、JSONペイロードの文字データはsoap:Bodyタグでラップされます。


$body = <soap-env:Body><![CDATA[{ “foo1” : “foo2”}]]><soap-env:Body>


JSONペイロードはOSB内部で文字データとしては表現されなくても、ログ記録用には表現されます。これは、メッセージング/テキスト・サービス・タイプのペイロードの表現モデルと類似している部分があります。JSONペイロードをJavaScriptまたはアクションで操作する必要がある場合(次を参照)、JSONネイティブ・オブジェクトは、JavaScriptで必要とされるスクリプト可能なファサードにラップされます。

JSONペイロードは解析され、パイプラインがコンテンツ・ストリーミング用にマークされているかどうかに関係なく、JSONデータ・モデル・オブジェクトに完全にマテリアライズされます。





XML、テキスト、およびフォームURLエンコード

前述の定義済ネイティブRESTサービス・タイプは、コンテンツ・タイプのあるペイロードの送受信に使用できるようになります

	
text/xml or application/xml – これはXMLペイロードとみなされます。


	
text/plain、application/text、またはx-www-form-urlencoded – テキスト・ペイロードとみなされます。




ネイティブRESTバインディングのXMLペイロードは、任意のXMLまたはメッセージング/XMLコンテンツのモデル化と完全に同じようにモデル化され、$bodyのコンテンツには、インライン・ペイロードXMLが含まれます。

ネイティブRESTバインディングのテキスト・ペイロードは、メッセージング/テキスト・コンテンツのモデル化と完全に同じようにモデル化され、$bodyのコンテンツには、インライン・ペイロード文字データが含まれます。

パイプラインのコンテンツ・ストリーミングが有効な場合、テキストおよびXMLコンテンツは、AnyXMLおよびメッセージング・サービスの処理方法と同じように、完全にマテリアライズされずに処理されます。





不透明(バイナリ)

次に示すもの以外のRESTサービスで受信したコンテンツ・タイプ値は、不透明(またはバイナリ)ペイロードとみなされます。

	
application/json


	
application/xml


	
text/xml


	
text/plain


	
application/text


	
application/x-www-form-urlencoded




不透明なペイロードは、イメージ・ファイルなどのバイナリ・メッセージをRESTプロキシからのレスポンス、またはRESTビジネス・サービスへのリクエストとしてバイナリ・メッセージを送信可能にするか、バイナリ・メッセージをRESTビジネス・サービスへのレスポンス、またはRESTプロキシへのリクエストとして受信可能にすることを目的としています。不透明なペイロード・コンテンツは、バイナリ・リポジトリに格納されます。$bodyには、<ctx:binary-content>要素を使用したこのコンテンツへの参照が含まれています。

example/bookmarks+xmlなどのカスタム・メディア・タイプを使用する場合は、バイナリからテキスト、XML、またはJSONテキストへの変換にカスタムXPath関数またはJavaコールアウト・アクションを使用できます。

パイプラインのコンテンツ・ストリーミングが有効な場合、不透明なぺイロードは、メッセージング/バイナリ・サービス・タイプの場合と同じように、ストリーミング形式で処理されます。








26.1.5 ネイティブRESTサービスのレスポンス・コードおよび失敗コード


正常なレスポンス、および失敗レスポンスには、それぞれ単一のデフォルト値を設定できます。ステータス・コードは、200から300の範囲になる場合は成功とみなされます。


ネイティブRESTプロキシ・サービスのランタイムでは、HTTPステータス・コードがインバウンド・レスポンス・メタデータに設定されていない場合、対応するREST操作のWADLに定義されたデフォルトの成功ステータス・コードが正常なレスポンス・コードとして送信されます。HTTPステータス・コードがインバウンド・レスポンス・メタデータで設定されている場合は、そのステータス・コードが返されます。

同様に、失敗した場合は、HTTPステータス・コードがインバウンド・レスポンス・メタデータに設定されていなければ、対応するREST操作のWADLに定義されたデフォルトの失敗ステータス・コードがクライアントに返されます。

ビジネス・サービスの場合、RESTウィザードで作成されたWADLには、ステータス・コードは定義されていません。既存のWADLにステータス・コードがある場合、ランタイムでは無視されます。このため、レスポンス・コードはビジネス・サービス起動から消費されます。








26.1.6 未処理のエラーおよびネイティブRESTサービス


未処理のエラーが発生した場合、ネイティブRESTサービスによって、Errors.xsdに定義されているスキーマに従ってコール元にペイロードが返されます。



    <element name="RestError" type="err:RestErrorType"/>
    <complexType name="RestErrorType">
        <sequence>
            <element name="errorMessage" minOccurs="0" type="string" />
            <element name="errorCode" minOccurs="0" type="string" />
        </sequence>
    </complexType>


受信するHTTP Acceptヘッダーの値がapplication/jsonまたはnullの場合、次の例に示すとおり、前述のペイロードがJSON形式で返されます。


    {
        "errorMessage" : "XPath can only be executed against XML or MFL content",
        "errorCode" : "OSB-395357"
    }


HTTP Acceptヘッダーの値がapplication/xmlの場合はXML形式で返されます。HTTP Acceptヘッダーの値がapplication/json、application/xml、またはnull以外の場合、ペイロードは返されません。エラー・レスポンスはHTTPステータス・コード500で返されます。









26.1.7 RESTセキュリティ


Service BusのRESTサービスのセキュリティは、Oracle Web Services Manager (OWSM)ポリシーで保護されます。詳細は、『Oracle Web Services ManagerによるWebサービスの保護とポリシーの管理』のRESTful WebサービスおよびクライアントでサポートされるOWSMポリシーに関する項を参照してください。

RESTエンドポイントによるサービスも、OAuthを使用してセキュリティ保護できます。「OAuthを使用したRESTエンドポイントによるサービスの保護」を参照してください。

ネイティブRESTプロキシ・サービスは、Basic認証やSSLなど、任意のHTTPプロキシ・サービスですでにサポートされているトランスポート・レベルの認証メカニズムをサポートしています。ただし、メッセージ・レベルのセキュリティはサポートされていません。









26.2 Service BusでのRESTサービスに関するWADLドキュメント


RESTバインディングに基づいてプロキシまたはビジネス・サービスを作成する場合、JDeveloperは必要なWADLドキュメントを自動的に生成します。

RESTバインディングの作成ウィザードで生成されるWADLファイルは、既存のWSDLファイル、またはRESTバインディング・ウィザードでユーザが作成するWSDLファイルに基づいています。それはサービスの構造を定義します。実行時に、Service BusはWADLドキュメントを使用して、関連するWSDL操作を計算し、メッセージ・ペイロードを変換します。ペイロードは、JSON、XML、URLエンコードなどのRESTメディア・タイプから、パイプラインで期待される形式に変換され、その後サービスで期待されるRESTメディア・タイプに戻されます。単一の部分を単一の要素で定義する操作を含むSOAPドキュメント・スタイルのWSDLファイルのみがRESTサービスでサポートされます。

WADLファイルは、拡張子.wadlでJDeveloperに保存されます。JDeveloperの標準XMLエディタを使用して、RESTバインディング・ウィザードで作成したWADLファイルを編集できます。WADLファイルには、1つ以上のXMLスキーマに対する依存関係を含めることができます。





26.2.1 設計時および実行時のWADLドキュメント


設計時、Service BusではWADLドキュメントを使用して、新しいサービスの構造を定義します。実行時に、Service BusはWADLドキュメントを使用して、関連するWSDL操作を計算し、メッセージ・ペイロードを変換します。ペイロードは、JSON、XML、URLエンコードなどのRESTメディア・タイプから、パイプラインで期待される形式に変換する必要があります。その後、サービスで期待されるRESTメディア・タイプに戻す必要があります。






26.2.2 入力済ネイティブRESTサービスによってサポートされているメディア・タイプ表現


ネイティブRESTサービスに対応するWADLには、どのメディア・タイプについても、関連付けられた型/スキーマ情報(メッセージの形状)がありません。次の個別ケースのリストは、JSON、XML、テキスト、フォームURLエンコード、および不透明(バイナリ)のサービス・タイプ用にWADLでサポートされています。


JSON

JSONベース表現はメディア・タイプapplication/jsonで定義されます。これはWADLに次の表現があります。


<representation mediaType=”application/json”>


ランタイムでは、これは「ネイティブRESTサービスによってサポートされているペイロード」に示すJSONペイロードとして扱われます。





XML

対応するWADL表現要素には、次の形式があります。


<representation mediaType=”application/xml”> or <representation mediaType="text/xml">


要素属性はXML要素をポイントします。XMLスキーマはWADL内の<grammars>の一部です。

ランタイムでは、これは「ネイティブRESTサービスによってサポートされているペイロード」に示すXMLペイロードとして扱われます。





テキスト

テキスト・ベース表現はメディア・タイプapplication/textで定義されます。これには次の表現が含まれます。


<representation mediaType=”application/text”> or <representation mediaType=”text/plain”>


ランタイムでは、これは「ネイティブRESTサービスによってサポートされているペイロード」に示すテキスト・ペイロードとして扱われます。





フォームURLエンコード

URLエンコード表現は、次の表現によって定義されています。


<representation mediaType="application/x-www-form-urlencoded">


ランタイムでは、これは「ネイティブRESTサービスによってサポートされているペイロード」に示すテキスト・ペイロードとして扱われます。





不透明(バイナリ)

バイナリ・ベース表現(つまり、このセクションでリストされているもの以外のすべて)は、メディア・タイプ*/*によって定義されます。これには次の表現が含まれます。

<representation mediaType=”*/*”>
ランタイムでは、これは「ネイティブRESTサービスによってサポートされているペイロード」に示す不透明なペイロードとして扱われます。









26.2.3 WADLによる問合せ操作



注意:

最初の段落にあるテキストは、Service Bus 12.1.3で使用されるものと同様に、WSDLベースRESTサービスで使用されるWADLにのみ適用されます。



問合せスタイルの操作パラメータを構成する場合、ペイロードまたはプロパティのいずれかに基づいて式を構成できます。ペイロードベースの式($msg.parameters/tns:symbolなど)では、対応する抽象リクエスト・メッセージ・パートの要素または属性の値を指定します。プロパティベースの式($property.PropertyNameなど)では、実行時に$inbound変数のリクエスト・メタデータの値を指定します。

プロキシ・サービスまたはインバウンド・リクエストの場合、パイプラインで$inbound変数に問合せを行い、指定のユーザーメタデータ要素の値を取得できます。たとえば、$property.PropertyNameの場合、$inbound/ctx:transport/ctx:request/tp:user-metadata[@name = 'PropertyName']/@valueの値を問い合せることができます。ビジネス・サービスまたはアウトバウンド・リクエストの場合、パイプラインの$outbound変数のパートの値を、対応するリクエスト・パラメータに割り当てることができます。

インバウンドがWSDLベースの場合、$inboundにユーザー・メタデータはありません。ただし、$outboundユーザー・メタデータを引き続き設定する必要があります。この場合、パイプライン・アクションを使用して、インバウンド$bodyから$outboundユーザー・メタデータに転送します






26.2.4 問合せパラメータおよびテンプレート・パラメータ


問合せパラメータは、$inbound HTTP固有のメタデータで使用できます。


インバウンド・リクエストの場合、テンプレート・パラメータの値はリクエスト・メタデータ内で使用可能になります。次に例を示します。


<param name="param1" style="template" type="xsd:string"/>


ランタイムでは、次の例に示すとおり、param1テンプレート・パラメータの値がリクエスト・メタデータの作成に使用されます。


$inbound =  …
      <ctx:transport>
        <ctx:request>
          <headers …>
          <ctx:user-metadata name=”param1” value=”1234” />
        </ctx:request>
      </ctx:transport>


アウトバウンド・リクエストの場合、ランタイムは$outboundメタデータ内で対応するWADLリソース/メソッドのテンプレート・パラメータ値を検索します。たとえば、WADLリソースが次のように定義される場合:

<resource path="/containers/{container}">
ランタイムでは$outboundにcontainerという名前のユーザー・メタデータ要素が含まれると想定され、その値が使用されます。

追加情報:

	
soa:expression WADL属性はService Bus 12.1.3にあったため、WADLファイルのテンプレート・パラメータおよびクエリ・パラメータにはありません。


	
テンプレート(パス)・パラメータのランタイム・プロパティ名は単なるパラメータ名です。











26.2.5 リソース・メソッドの識別


リソースとメソッドを識別するため、WADLインタフェースで定義されているすべてのリソースで、メソッド識別子(名前)を付けるようにWADLが拡張されています。


RESTウィザードUIでは、変更可能なデフォルト・メソッド名が生成されます。メソッド名は一意です。カスタム属性soa:nameは、この情報をメソッド要素に格納します。この例は、次のとおりです。


<method name="POST" soa:name="create_order">


create_orderは一意のメソッドIDです。

Service Busランタイムでは、この一意の識別子は$operationシステム変数にマッピングされます。









26.2.6 WSDLベースRESTサービスのWADL制限事項


単一のパートが要素によって定義される操作を含め、SOAPドキュメントスタイルのWSDLドキュメントのみがWSDLベースRESTサービスでサポートされます。SOAP RPCスタイルと汎用XMLスタイルのWSDLドキュメントはサポートされません。これは設計時の検証で実施されます。各操作またはメソッドについては、要素タイプのみが表現に対してサポートされます。スキーマ・タイプは使用されません。







26.2.7 有効なWADLドキュメント


WSDLベースのサービスと同様に、Service Busでは、Service Bus RESTfulサービスの開発時に作成する実際の.wadlファイルのかわりに、有効なWADLドキュメントを実行時に使用します。有効なWADLドキュメントとは、Service Busで構成されたサービスのWADLプロパティを表し、この中には、ソースWADLドキュメントの外部で構成された追加のプロパティも含まれます。有効なWADLドキュメントと設計時のWADLドキュメントでは、次の点が異なります。

	
有効なWADLドキュメントには、サービス・エンドポイントURLを含むベースURI情報があります。


	
有効なWADLドキュメントには、SOA拡張属性は含まれません。




設計時のファイルと有効なファイルとの違いについては、「有効なWSDLドキュメントと生成されたWSDLドキュメントについて」を参照してください。









26.3 WADLドキュメントの作成


Oracle Service Busコンソールを使用する場合、WADLドキュメントを作成するには、ドキュメントをインポートするか、WADLリソースを作成して既存のWADLファイルを新しいリソースにアップロードします。

JDeveloperでRESTバインディングに基づいてビジネスまたはプロキシ・サービスを作成する場合、RESTバインディングの作成ウィザードはサービスのWADLファイルを自動的に生成します。手順の詳細は、「RESTサービスの作成」を参照してください。





26.3.1 Oracle Service BusコンソールでのWADLリソースの作成方法



この項では、既存のWADLファイルを新しいWADLリソースにアップロードする方法を説明します。リソースのインポート方法の詳細は、「リソースおよび構成のインポートとエクスポート」を参照してください。

コンソールでWADLリソースを作成するには:

	
セッションをまだ作成していない場合は、「作成」をクリックして新しいセッションを作成するか、「編集」をクリックして既存のセッションを入力します。


	
プロジェクト・ナビゲータで、新しいWADLドキュメントを含めるプロジェクトまたはフォルダを右クリックして、「作成」をポイントし、「リソース」を選択します。「インタフェース」をクリックし、「WADL」、「OK」の順にクリックします。

WADLの作成ダイアログが表示されます。


	
次のいずれかを行います:

	
既存のWADLファイルからリソースを作成するには、「ファイルのアップロード」フィールドの横の「参照」をクリックしてから、使用するWADLファイルに移動してそのファイルを選択します。

「リソース名」フィールドに、ファイル拡張子なしのファイル名が自動的に移入されます。この名前は変更可能です。


	
新しいWADLファイルを作成するか、またはWADLファイルを後でアップロードするには、WADLリソースの一意の名前を入力します。





	
必要に応じて、リソースの簡単な説明を入力します。


	
「作成」をクリックします。

WADL要素(定義される場合)がWADL定義エディタに表示されます。


	
WADLファイルのコンテンツを変更するには、次のようにします。

	
ツールバーの「ソースの編集」をクリックします。

「ソースの編集」ダイアログが表示されます。


	
アップロードする新しいWADLファイルを参照して選択するには、「参照」をクリックします。


	
ファイルのコンテンツを変更するには、ダイアログの「コンテンツ」セクションでコードを直接更新します。


	
「保存」をクリックします。





	
WADL定義エディタのツールバーで、「保存」をクリックします。

新しいWADLドキュメントに未解決の参照がある場合は、エディタのタイトル・バーの横に「競合」アイコンが表示されます。戻る矢印と次に進む矢印ボタンを使用して、エラー全体をスクロールします。


	
セッションを終了して構成をランタイムにデプロイするには、「アクティブ化」をクリックします。














26.4 WADLドキュメントの変更


Service Busプロジェクト内でWADLドキュメントを作成したら、必要に応じてそのドキュメントを編集または削除できます。

	
WADLドキュメントの編集方法


	
WADLドキュメントの削除方法








26.4.1 WADLドキュメントの編集方法



WADLドキュメントは、JDeveloperの標準機能です。WADLドキュメントを標準エディタで表示して、ソース・コードを直接変更できます。

Oracle Service Busコンソールを使用している場合は、次の手順でWADLドキュメントを編集します。コードを直接編集するか、更新されたWADLファイルをリソースにアップロードできます。

コンソールでWADLドキュメントを編集するには:




	セッションをまだ作成していない場合は、「作成」をクリックして新しいセッションを作成するか、「編集」をクリックして既存のセッションを入力します。
	プロジェクト・ナビゲータで、編集するWADLリソースをクリックします。

WADL定義エディタが表示されます。




	ツールバーの「ソースの編集」をクリックします。

「ソースの編集」ダイアログが表示されます。




	アップロードする新しいWADLファイルを参照して選択するには、「参照」をクリックします。
	ファイルのコンテンツを変更するには、ダイアログの「コンテンツ」セクションでコードを直接更新します。
	「保存」をクリックします。
	セッションを終了して構成をランタイムにデプロイするには、「アクティブ化」をクリックします。








26.4.2 WADLドキュメントの削除方法



削除するWADLドキュメントをいずれかのリソースが参照する場合、WADLリソースを削除する前にそれらの参照を削除します。Oracle Service BusコンソールのWADL定義エディタでWADLドキュメントを開き、右上の「ツール」アイコンをクリックし、「参照」を選択してそこに参照があるかどうかを確認します。JDeveloperでは、WADLドキュメントを右クリックして、「依存性の参照」を選択します。

WADLドキュメントを削除するには:




	アプリケーション・ナビゲータまたはプロジェクト・ナビゲータで、削除するWADLドキュメントを含むプロジェクトとフォルダを開きます。
	WADLドキュメントの名前を右クリックして、「削除」を選択します。

WADLリソースが削除されます。他のリソースがこのリソースを参照している場合、削除の警告アイコンが表示されます。確認のための警告は表示されますが、リソースを削除することはできます。この場合、削除されたリソースへの未解決の参照が原因で、競合が発生する可能性があります。




	JDeveloperを使用している場合、確認ダイアログに、WADLドキュメントの参照の数が表示されます。「使用方法の表示」をクリックして参照に関する情報を表示し、リソースを削除することを確定するため「はい」をクリックします。
	Oracle Service Busコンソールを使用している場合は、「アクティブ化」をクリックして、セッションを終了し、実行時用に構成をデプロイします。










26.5 JDeveloperを使用したRESTサービスの作成


JDeveloperを使用して、RESTビジネスおよびプロキシ・サービスを作成できます。Service Bus概要エディタで「RESTバインディングの作成」ウィザードを使用して新しいサービスを作成、既存のWSDLサービスを、パイプラインおよび分割-結合を含めてRESTとして公開、または「プロキシ・サービスの作成」または「ビジネス・サービスの作成」ウィザードを使用してRESTサービスを作成できます。

「MDSリポジトリに格納されたアーティファクトの使用」で説明されているように、Oracle Metadata Services (MDS)リポジトリに保存されたアーティファクトからRESTサービスを作成することもできます。

また、RESTプロキシおよびビジネス・サービスは、Service Busコンソールから作成するか、JDeveloperで作成されたリソースを含むプロジェクトまたはリソースを構成JARファイルを使用してコンソールにインポートできます。

RESTプロキシ・サービスは、次のものを呼び出すことができます。

	
同じWSDLバインドのWSDLベースのプロキシ・サービス、パイプライン、分割-結合またはビジネス・サービス。


	
SOAP 1.1または1.2バインディング・タイプのプロキシ・サービス、パイプラインまたはビジネス・サービス。SOAPバージョンは、呼び出すプロキシ・サービスと同じである必要があります。


	
同じWADL参照およびWSDLバインドのRESTビジネス・サービス。


	
その他のRESTベース・ビジネス・サービスまたはプロキシ・サービス。




RESTのプロキシ・サービスは、RESTおよびHTTPトランスポート・ビジネス・サービスによって呼び出すことができます。

RESTサービスとRESTバインディングの詳細は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』のSOAコンポジット・アプリケーションでのREST操作の統合に関する項を参照してください。


注意:

RESTバインディングを作成したら、フォルト・スキーマは変更しないでください。フォルト・バインディングの詳細は、Oracle SOA Suiteを使用したSOAアプリケーションの開発のRESTフォルト・バインディングに関する必知事項を参照してください。






26.5.1 ネイティブRESTサービスの作成


ネイティブRESTサービスは、JDeveloperおよびService Busコンソールを使用して作成できます。


次のトピックを参照して、ネイティブRESTプロキシ・サービスを作成します。

	
Service Busコンソールを使用したプロキシ・サービスの作成方法


	
JDevleoperを使用したプロキシ・サービスの作成方法


	
Service Busコンソールを使用した入力済RESTプロキシ・サービスの作成方法




次のトピックを参照して、ネイティブRESTビジネス・サービスを作成します。

	
Service Busコンソールを使用したビジネス・サービスの作成方法


	
JDeveloperを使用したビジネス・サービスの作成方法


	
Service Busコンソールを使用した型付きRESTビジネス・サービスの作成方法












26.5.2 JDeveloperを使用したService Bus用のWSDLベースRESTサービスの作成方法



RESTバインディングを使用してプロキシまたはビジネス・サービスを作成すると、Service Busでは、必要なWADLファイルがHTTPタイプのプロキシまたはビジネス・サービスとともに生成されます。RESTバインディングはWSDLドキュメントをベースにすることができます。これにより、XMLに変換された受信ペイロードを使用して、RESTリソース/動詞を内部WSDL操作およびXMLスキーマにマッピングします。RESTバインディングの構成方法に応じて、プロキシ・サービスが既存のWSDLファイルに基づくことも、ユーザーがプロキシ・サービスの生成時にWSDLファイルを作成することもできます。

かわりに入力済のネイティブRESTサービスを作成する方法については、「JDeveloperを使用したService Bus用の入力済RESTサービスの作成方法」を参照してください。

JDeveloperでWSDLベースRESTプロキシまたはビジネス・サービスを作成するには:

	
「コンポーネント」ウィンドウから「Service Bus」を選択し、RESTバインディングをデザイナの「プロキシ・サービス」または「外部サービス」レーンにドラッグします。


ヒント:

また、スイムレーンを右クリックして、表示されたメニューから「REST」を選択することもできます。



RESTバインディングの作成ウィザードが表示されます。


	
RESTサービスの名前を入力します。


ヒント:

構成フィールドについては、「ヘルプ」をクリックするか、[F1]キーを押してください。「ヘルプ」は、このプロセスで使用するすべてのダイアログで使用できます。




	
「タイプ」フィールドはデフォルト値のままにします。これは、プロキシ・サービスを作成しているのか(「サービス」)、ビジネス・サービスを作成しているのか(「参照」)によって選択されます。


	
「サービスはWSDLインタフェースを使用してコンポーネントを起動します」オプションを選択します。


	
(オプション)「XMLスキーマの順序付けの適用」オプションを選択し、JSONペイロードがXMLスキーマの要素順に一致するよう並べ替えます。これには、インバウンド・リクエスト・ペイロードおよびアウトバウンド・リクエストからのレスポンスが含まれます。


	
RESTビジネス・サービスを作成している場合は、「ベースURI」に入力します。これは、ビジネス・サービスのエンドポイントURIです。


	
「リソース」セクションで次を実行します。

	
デフォルトのパス・エントリの/をダブルクリックします。

「RESTリソースの更新」ダイアログが表示されます。


	
「相対パス」フィールドで、リソース・パスを指定し、「OK」をクリックします。


	
追加リソースを定義して個々の操作に割り当てるには、「リソース」セクションの「追加」アイコンをクリックして、前述の手順を繰り返します。





	
次のいずれかを実行して、操作バインディングを追加および定義します。

	
手動で操作バインディングを作成し、定義するには、「操作バインディングの追加」を選択し、手動で新しいREST操作を作成および定義します。複数のバインディングを追加できます。詳細は、「REST操作の作成または構成方法」を参照してください。


	
(ビジネス・サービスのみ)「構成ショートカット」セクションから「追加」をクリックし、「WADLサービスに基づく操作の追加」を選択して「WADLの選択」ダイアログを起動し、実装する操作を含む既存のWADLファイルを選択します。ファイル・システム、アプリケーション、MDSリポジトリなどにあるWADLファイルを参照できます。


	
(プロキシ・サービスのみ)「構成ショートカット」セクションから「追加」をクリックし、「RESTコンポーネントや参照の有効化」を選択して「リソース・チューザ」を起動し、現在のアプリケーションでREST操作の生成元となるService Busコンポーネントを選択します。


	
(プロキシ・サービスのみ)「構成ショートカット」セクションから「追加」をクリックし、「REST外部Webサービスの有効化」を選択して「WSDLの選択」を起動し、REST操作の生成元となるWSDLファイルを選択します。ファイル・システム、アプリケーション、MDSリポジトリ、UDDIレジストリなどにあるWSDLファイルを参照できます。




「操作バインディング」表に操作が表示されます。


	
バインディングを構成するには、次を実行します。

	
バインディングをダブルクリックします。

「REST操作バインディング」ダイアログが表示されます。


	
「REST操作の作成または構成方法」の説明に従ってバインディングを構成します。





	
RESTバインディングの作成ウィザードで「OK」をクリックします。

HTTPプロキシまたはビジネス・サービスが「プロキシ・サービス」または「外部サービス」レーンに追加され、そのファイルがプロジェクトに追加されます。関連付けられたWADLファイルがプロジェクトに追加されます。サービスとWADLファイルの両方に、手順2でRESTサービスに対して指定した名前と同じ名前が付けられます。


	
新しいビジネス・サービスを構成するには、「ビジネス・サービスの構成」を参照してください。新しいプロキシ・サービスを構成するには、「プロキシ・サービスの構成」を参照してください。


	
JDeveloperのツールバーで「すべて保存」をクリックします。











26.5.3 JDeveloperを使用したService Bus用の入力済RESTサービスの作成方法



RESTバインディングを使用してプロキシまたはビジネス・サービスを作成すると、Service Busでは、必要なWADLファイルがHTTPタイプのプロキシまたはビジネス・サービスとともに生成されます。RESTバインディングの構成方法に応じて、プロキシ・サービスが既存のWADLファイルをベースにすることも、ユーザーがプロキシ・サービスの生成時にWADLファイルを作成することもできます。

かわりにWSDLベースRESTサービス(Service Bus 12.1.3で使用)を作成する場合は、「JDeveloperを使用したService Bus用のWSDLベースRESTサービスの作成方法」を参照してください。

JDeveloperで入力済ネイティブRESTプロキシまたはビジネス・サービスを作成するには:

	
「コンポーネント」ウィンドウから「Service Bus」を選択し、RESTバインディングをデザイナの「プロキシ・サービス」または「外部サービス」レーンにドラッグします。


ヒント:

また、スイムレーンを右クリックして、表示されたメニューから「REST」を選択することもできます。



RESTバインディングの作成ウィザードが表示されます。


	
RESTサービスの名前を入力します。


ヒント:

構成フィールドについては、「ヘルプ」をクリックするか、[F1]キーを押してください。「ヘルプ」は、このプロセスで使用するすべてのダイアログで使用できます。




	
「タイプ」フィールドはデフォルト値のままにします。これは、プロキシ・サービスを作成しているのか(「サービス」)、ビジネス・サービスを作成しているのか(「参照」)によって選択されます。「次へ」をクリックします。


	
RESTビジネス・サービスを作成している場合は、「ベースURI」に入力します。これは、ビジネス・サービスのエンドポイントURIです。


	
「リソース」セクションで次を実行します。

	
デフォルトのパス・エントリの/をダブルクリックします。

「RESTリソースの更新」ダイアログが表示されます。


	
「相対パス」フィールドで、リソース・パスを指定し、「OK」をクリックします。


	
追加リソースを定義して個々の操作に割り当てるには、「リソース」セクションの「追加」アイコンをクリックして、前述の手順を繰り返します。





	
次のいずれかを実行して、メソッドを追加および定義します。

	
RESTメソッドを手動で作成し、定義するには、「メソッド」セクションで「追加」アイコンをクリックします。詳細は、「JDeveloperでのRESTメソッドの作成または構成方法」を参照してください。


	
「構成ショートカット」セクションから「追加」をクリックし、「WADLサービスからリソースとメソッドを追加」を選択して「WADLチューザ」ダイアログを起動し、追加するメソッドを含む既存のWADLファイルを選択します。ファイル・システム、アプリケーション、MDSリポジトリなどにあるWADLファイルを参照できます。




メソッドが「メソッド」表に表示されます。


	
メソッドを構成するには、次を実行します。

	
メソッドをダブルクリックします。

「RESTメソッド定義」ダイアログが表示されます。


	
「JDeveloperでのRESTメソッドの作成または構成方法」に示すとおり、メソッドを構成します。





	
RESTバインディングの作成ウィザードで「OK」をクリックします。

HTTPプロキシまたはビジネス・サービスが「プロキシ・サービス」または「外部サービス」レーンに追加され、そのファイルがプロジェクトに追加されます。関連付けられたWADLファイルがプロジェクトに追加されます。サービスとWADLファイルの両方に、手順2でRESTサービスに対して指定した名前と同じ名前が付けられます。


	
新しいビジネス・サービスを構成するには、「ビジネス・サービスの構成」を参照してください。新しいプロキシ・サービスを構成するには、「プロキシ・サービスの構成」を参照してください。


	
JDeveloperのツールバーで「すべて保存」をクリックします。












26.5.4 JDeveloperでのREST操作の作成または構成方法



手動でREST操作を作成したり、それらの操作または既存のサービス・コンポーネントやWebサービスから生成した操作を手動で変更することが可能です。どちらのプロセスも「REST操作バインディング」ダイアログを使用します。これらの手順は、「JDeveloperを使用したService Bus用のWSDLベースRESTサービスの作成方法」の手順8にあります。


注意:

操作を作成した方法、および操作を作成しているのか更新しているのかによって、次に説明するフィールドの一部は編集できない場合があります。



REST操作を作成または構成するには:

	
「RESTサービスの作成」ダイアログで、編集する操作をダブルクリックします。

「REST操作バインディング」ダイアログが表示されます。


	
新しい操作を作成している場合は、その操作の名前と必要に応じて説明を入力します。


	
必要に応じて「リソース」リストから新しいリソースを選択します。


	
「HTTP動詞」リストから、使用するHTTPメソッドを選択します。


	
リクエストのスキーマを定義するには、次のいずれかを実行します。

	
「スキーマ・ファイルを参照」をクリックして、その操作のXMLスキーマ・タイプに移動し、これを選択します。


	
「ネイティブ・フォーマットのスキーマの定義」をクリックし、ネイティブ・フォーマット・ビルダーを起動してカスタムの変換を定義します。




「要素」フィールドおよびURIパラメータが、選択内容に基づいて更新されます。


	
「URIパラメータ」セクションで次を実行します。

	
「サンプルURL」ページで実行時に操作を呼び出すURLを表示するには、操作のURLを生成をクリックします。


	
パラメータのスタイルを変更するには、パラメータの「スタイル」列をダブルクリックし、「スタイル」リストの「問合せ」または「テンプレート」を選択します。


	
パラメータのタイプを変更するには、パラメータの「タイプ」列をダブルクリックし、「タイプ」リストから新しいタイプを選択します。


	
パラメータのデフォルト値を入力するには、更新するパラメータの「デフォルト値」列をダブルクリックし、「デフォルト値」フィールドで使用する値を入力します。


	
XPath式関数の追加または更新のために式ビルダーを起動するには、更新するパラメータの「式」列をダブルクリックし、「式」フィールドの隣の「式ビルダー」アイコンをクリックします。式ビルダーを使用して、使用するXPath式を定義します。


	
パラメータを手動で追加するには、「パラメータの追加」をクリックして、表示される新しい行に値を入力します。


	
パラメータを削除するには、その行を選択して、「パラメータの削除」をクリックします。





	
「レスポンス」タブをクリックして、レスポンスを構成します。


	
「HTTPステータス」フィールドに、成功した操作に対して返すHTTPステータス・コードを入力します(区切りは空白による)。


	
「ペイロード」フィールドで、レスポンスのペイロードのタイプを選択します。


	
後でファイルに保存可能なサンプル・ペイロードを生成するには、「サンプル・ペイロードの生成」をクリックします。


	
レスポンスのスキーマを定義するには、次のいずれかを実行します。

	
「スキーマ・ファイルを参照」をクリックして、その操作のXMLスキーマ・タイプに移動し、これを選択します。


	
「ネイティブ・フォーマットのスキーマの定義」をクリックし、ネイティブ・フォーマット・ビルダーを起動してカスタムの変換を定義します。




「要素」フィールドおよびフォルト・バインディングが、選択内容に基づいて更新されます。


	
フォルト・バインディングを手動で追加するには、「フォルト・バインディングの追加」をクリックします。「RESTフォルト・バインディング」ダイアログで次を実行します。

	
フォルトの名前を入力します。


	
フォルトに対して返されるHTTPのステータスのリストを入力します(区切りは空白による)。


	
フォルトのペイロードのタイプを選択します。フォルトのサンプル・ペイロードを生成するには、「サンプル・ペイロードの生成」をクリックします。


	
フォルトを定義するスキーマおよび要素を選択します。


	
「OK」をクリックします。





	
フォルトのHTTPステータスまたはペイロード・タイプを更新するには、フォルト・バインディング表でこれをダブルクリックし、「RESTフォルト・バインディング」ダイアログの情報を更新します。


	
「REST操作バインディング」ダイアログで「OK」をクリックします。











26.5.5 JDeveloperでのRESTメソッドの作成または構成方法



手動でRESTメソッドを作成したり、それらのメソッドまたは既存WADLから生成したメソッドを手動で変更することが可能です。どちらのプロセスも、「RESTメソッド定義」ダイアログを使用します。これらの手順は、「JDeveloperを使用したService Bus用の入力済RESTサービスの作成方法」の手順6にあります。


注意:

メソッドを作成した方法、およびメソッドを作成しているのか更新しているのかによって、次に説明するフィールドの一部は編集できない場合があります。



RESTメソッドを作成または構成するには:

	
「RESTサービスの作成」ダイアログで、編集するメソッドをダブルクリックします。

「RESTメソッド定義」ダイアログが表示されます。


	
新しいメソッドを作成している場合は、その名前とオプションの説明を入力します。


	
必要に応じて「リソース」リストから新しいリソースを選択します。


	
「HTTP動詞」リストから、使用するHTTPメソッドを選択します。


	
「URIパラメータ」セクションで次を実行します。

	
「サンプルURL」ページで実行時にメソッドを呼び出すURLを表示するには、「メソッドのサンプルURLを生成します」をクリックします。


	
パラメータのスタイルを変更するには、パラメータの「スタイル」列をダブルクリックし、「スタイル」リストの「問合せ」または「テンプレート」を選択します。


	
パラメータのタイプを変更するには、パラメータの「タイプ」列をダブルクリックし、「タイプ」リストから新しいタイプを選択します。


	
パラメータのデフォルト値を入力するには、更新するパラメータの「デフォルト値」列をダブルクリックし、「デフォルト値」フィールドで使用する値を入力します。


	
パラメータを手動で追加するには、「パラメータの追加」をクリックして、表示される新しい行に値を入力します。


	
パラメータを削除するには、その行を選択して、「パラメータの削除」をクリックします。





	
「レスポンス」タブをクリックして、レスポンスを構成します。


	
「HTTPステータス」フィールドに、成功したメソッドと失敗したメソッドに対して返すHTTPステータス・コードを入力します。


	
「ペイロード」フィールドで、レスポンスのペイロードのタイプを選択します。


	
「RESTメソッド定義」ダイアログで、「OK」をクリックします。












26.5.6 HTTPのプロキシまたはビジネス・サービスをRESTとして公開する方法



JDeveloperで、既存のWSDLベースのプロキシ・サービス、パイプライン、分割-結合またはビジネス・サービスを、プロキシ・サービスと関連付けられたWADLドキュメントを生成するRESTサービスとして公開できます。また、RESTベースのビジネス・サービスを公開することもできます。生成されたプロキシ・サービスは、自動的に作成元のサービスにワイヤリングされます。

Service BusサービスをRESTとして公開するには:




	アプリケーション・ナビゲータで、RESTサービスとして公開するプロキシ・サービス、パイプライン、分割-結合またはビジネス・サービスを見つけます。
	サービスを右クリックし、「Service Bus」をポイントして、「RESTで公開」を選択します。

RESTバインディングの作成ウィザードが表示されます。




	必要に応じて、RESTサービスの名前を変更します。


ヒント:

「タイプ」フィールドは変更できません。サービスを公開しているため、デフォルトは「サービス」(プロキシ・サービス)です。

構成フィールドについては、「ヘルプ」をクリックするか、[F1]キーを押してください。「ヘルプ」は、このプロセスで使用するすべてのダイアログで使用できます。






	JSONペイロードをXMLスキーマ内の要素の順序に応じて並べ替えるように指定するには、「XMLSchemaの順序付けを強制」を選択します。
	新しいリソース・パスを入力するには、「リソース」セクションで「追加」アイコンをクリックします。
	必要に応じて、「操作バインディング」セクションの「HTTP動詞」列をダブルクリックして、メソッドを構成します。
	「OK」をクリックします。
	「ファイルのローカライズ」ダイアログが表示され、元のディレクトリ構造を維持する必要がない場合は、チェック・ボックスを選択解除して、「OK」をクリックします。
	次のいずれかを行います。

	
「ビジネス・サービスの構成」の説明に従って、ビジネス・サービスの構成を続けます。


	
「プロキシ・サービスの構成」の説明に従って、プロキシ・サービスの構成を続けます。







	JDeveloperのツールバーで「すべて保存」をクリックします。








26.5.7 RESTのURIパラメータの構成に関する必知事項


12.1.3スタイルでWSDLベースRESTサービスのRESTバインディングを作成するとき、XPath式を使用して、操作のURIパラメータの値を定義できます。問合せスタイルの操作パラメータを構成する場合、ペイロードまたはプロパティに基づいた式にできます。$msg.parameters/tns:symbolのようなペイロードに基づく式は、該当する抽象リクエスト・メッセージ部分の要素または属性の値を指定します。$property.SomePropertyのようなプロパティに基づく式は、実行時に$inbound変数のリクエスト・メタデータの値を指定します。

インバウンド・リクエストの場合、パイプラインの$inbound変数を問い合せ、指定のメタデータ要素の値を取得できます。アウトバウンド・リクエストの場合、パイプラインの$outbound変数の部分に適した値を対応するリクエスト・パラメータに割り当てることができます。









26.6 WebブラウザでのWADLドキュメントへのアクセス


設計時のWADLドキュメントと有効なWADLドキュメントはどちらもWebブラウザを介して表示できます。

ブラウザ・ウィンドウからファイルにアクセスすると、ファイルのコンテンツがXML形式で表示されます。Service Busでは、コンテンツの閲覧が容易になるようにユーザーが読取り可能なインタフェースも用意されています。





26.6.1 WADLドキュメントのXML形式での表示



次のいずれかを実行して、Service Bus WADLドキュメントをWebブラウザで表示します。





	
サービスの有効なWADLを表示するには、次の構文を使用して固定HTTP URLをWebブラウザに入力します。


http://host:port/sbresource?PROXY/project_path/proxy_service_name


または


http://host:port/sbresource?BIZ/project_path/business_service_name


この方法は、Service Busが、サービスの有効なWADLドキュメントを生成できるサービスすべてに使用できます。このサービスにWSDLドキュメントも関連付けられている場合、前述の構文では、サービスの有効なWADLドキュメントのみが表示されます。


	
設計時のWADLドキュメントを表示するには、次の構文を使用して固定HTTP URLをWebブラウザに入力します。


http://host:port/sbresource?WADL/project_path/wadl_name












26.6.2 WADLドキュメントの読取り可能形式での表示



設計時のWADLドキュメントおよびサービスの有効なWADLドキュメントは、読みやすい形式を使用してブラウザで表示できます。WADLドキュメントを表示するには、Webブラウザを開き、次の説明に従いサービスのURLを入力します。





	
サービスの有効なWADLドキュメントを表示するには、次の構文を使用します。


http://host:port/sbresource?PROXY/project_path/proxy_service_name&HTML=true


または


http://host:port/sbresource?BIZ/project_path/business_service_name&HTML=true


このサービスにWSDLドキュメントも関連付けられている場合、前述の構文では、サービスの有効なWADLドキュメントのみが表示されます。


	
設計時のWADLドキュメントを表示するには、次の構文を使用します。


http://host:port/sbresource?WADL/project_path/wadl_name&HTML=true




WADLコンテンツは、次のイメージのような形式でブラウザに表示されます。


図26-1 WADLドキュメントの読取り可能なインタフェース

[image: 図26-1の説明が続きます]
















第IX部 Oracle Service Busサービスの完了


この部では、作成したService Busサービスをデバッグおよびテスト・ツールを使用してテストする方法、およびそれらのサービスをデプロイする方法について説明します。

この部は、次の章で構成されています。

	
Oracle Service Busアプリケーションのデバッグ


	
テスト・コンソールの使用


	
Oracle Service Busサービスのデプロイ


	
Oracle Service Bus開発Mavenプラグインの使用












第I部 Oracle Service Busの紹介


この部では、Oracle Service Busと、Service Busサービスの作成に使用できる2つのインタフェースの概要について説明します。また、Service Bus環境の設定方法、およびOracle JDeveloperでService Bus概要エディタを使用してService Busサービスを作成する方法についても説明します。

この部は、次の章で構成されています。

	
Oracle Service Busについて


	
Oracle Service Busコンソールのスタート・ガイド


	
JDeveloperでのOracle Service Busのスタート・ガイド


	
JDeveloperの開発環境の設定


	
JDeveloperでのOracle Service Busアプリケーションの開発









